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はじめに

日本博物館協会（日博協）では、昭和 49（1974）年以来、全国の博物館を対象にして博物館の管理

運営全般について総合的な調査を行い、その結果を報告書や白書として取りまとめ、その時々におけ

る我が国の博物館全体の概況を示すとともに、博物館が抱えている問題点や課題を明らかにしてきま

した。

前回の平成25年度調査から6年が経過した令和元年、10回目となる博物館総合調査を実施しました。

なお、平成 16 年度調査は文化庁、平成 20 年度調査は文部科学省の委嘱事業として、平成 25 年度調

査は科学研究費基盤研究Ｂ（「日本の博物館総合調査研究」）との協働プロジェクトとして実施してき

ましたが、今回は日博協の単独事業として実施しました。

日博協内に 15 名からなる総合調査委員会を組織し、調査の基本となる質問項目の検討等を行い、令

和元年 10 月 4 日付けで、全国博物館施設へ発送しました。今回調査を依頼した 4,178 施設の内、有効

な回答があった施設は 2,314 で、全体の 55.4％と同種の社会調査と比しても回答率は高く、各施設が本

調査の重要性を高く認識していることが窺えます。

大部な質問票に対し短い期間で回答いただいた全国の博物館施設のご協力に対し、改めて深く感謝

申し上げます。

前回調査を実施した６年前に比べると、博物館を取り巻く社会状況も大きく変化しつつあります。

東日本大震災から９年が経過し、被災地の博物館の復興が進む一方で、地震や豪雨等による新たな災

害も後を断たず、博物館や文化財への防災とともに、地球規模での環境変化や SDGs への取組等、博

物館は、自然・歴史・文化の保存と未来への継承という基本的使命の充実のみならず、地球規模の様々

な課題解決に対し、より積極的な役割を果たすことが求められています。令和元年 9 月に、日本で初

めて開催された ICOM（国際博物館会議）京都大会においても、博物館の社会的役割の重要性が、国

際的な博物館議論の主流であることが広く認識されたところです。

しかしながら、日本の博物館の運営は依然として厳しく、本調査の結果からは、多くの課題とともに、

それぞれの博物館が様々な工夫と努力を行うことで、地域の教育・学術及び文化の拠点としての機能

が維持されている実態を垣間見ることができます。

本調査は、博物館の運営実態をデータとして表し、日本の博物館の実情を把握するとともに課題を

整理し、過去の調査結果と比較することにより、経年変化を明らかにすることを主眼としています。

本調査の報告書の作成準備を進めている現在、世界は新型コロナウイルス感染拡大の脅威の下で、

博物館施設も臨時休館等の対策を強いられるなかで、今後その活動の在り方が大きく変化することも

考えられます。

こうした状況の下で、本調査で明らかにされた博物館現場の様々なデータが、今後の博物館の在り

方を検討する場で、また、博物館に関する多様な調査研究を進める上でも、多彩な視点から活用して

いただければ幸いです。

令和２年９月

公益財団法人　日本博物館協会
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調査の概要

「博物館総合調査」が現行の形で実施されるようになったのは、1997（平成９）年のことで

ある。以後、調査は、ほぼ、５年ごとに行われ、今回で５回目となる。この間、時系列調査と

しての特徴を保つために、毎回、支障がない限り同様の方法で同様の調査を行うように努めて

きたが、博物館をめぐる環境は、日々、刻々と変化しており、また、調査環境も異なってきて

いるために、同様の方法で同様の調査を行うことの限界も見て取れた。そのため、前回（第４

回）の調査においては、回答形式としてインターネットによる回答を導入した。また、質問に

ついても、比較的、大幅な変更を行った。とはいえ、「博物館総合調査」は、日本の博物館の

実状を時系列で追跡する役割をもっており、基本的には当初の方法と質問を踏襲して行われて

いる。以下、その前提のもとに、今回の調査の概要を記しておく。

１. 調査対象と調査対象の選定

今回の調査でも、過去の調査と同様、日本博物館協会のデータ・ベースに登載されている館

園（以下、館）を調査対象（母集団）とした。母集団となる館は、4,178 館である。

調査は上記の館を対象とする悉皆調査であり、すべての館に回答を求めている。

２．調査方法

調査は、調査依頼とともに上記の館に調査票を送付、各館に、次の２つの形式のどちらかを

選んで回答していただく方法で行った。

①特設 WEB サイトによる回答［WEB 回答］（回答用 WEB サイトを開設し、インターネットで

回答していただく方法）

②紙媒体による回答［紙回答］（調査票に回答を記入のうえ、協会事務局に返送していただく

方法）

３．実査の管理、結果の集計

今回の調査においては、回答用の WEB サイトの開設、調査の実施管理、データの入力、単

純集計及び基本クロス集計の実施を（株）富士経済ネットワークスに委託した。データ・クリー

ニングと追加の集計については、協会事務局と「博物館総合調査」委員会委員が行った。

４．実査の期間

実査の期間は、以下の通りである。

2019 年 	10 月４日（金）調査開始：調査票発送、回答用 WEB サイトオープン	

11 月８日（金）回答期限	

11 月 20 日（水）回答締切（遅延した調査票の受付終了、回答用 WEB サイト閉鎖）
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５．回答状況

回答締切までになされた回答は、次の通りである。

WEB 回答	 	 	 1,333 館（「不同意」の意志表示のみなされた 22 館を除く）

WEB 回答（途中まで）	 			322 館

紙回答	 	 	 			910 館

今回の調査では、各館に「WEB 回答」と「紙回答」の２つからどちらかの形式を選んで回

答していただいたのであるが、回答用 WEB サイトが「無回答」を許容しない形で設計されて

いたために、WEB で途中まで回答して「紙回答」に切り替えた館がかなりの数に及んでいた。

「WEB 回答」に加えて回答を紙媒体で送ってきた館もあった。また、調査項目が多岐にわたり、

質問の量もかなり多くなっていたために、回答を途中で打ち切ったと思われる館もあった。そ

のため、「WEB 回答」と「紙回答」が重複していたり、回答が途中までで終わっていたりするケー

スが散見された。このような状況を踏まえて、本調査では次の方針を立てて回答を精査、有効

回答を確定した。

・「WEB 回答」のみなされている場合は、「WEB 回答」をそのまま有効回答とする。

・「WEB 回答」「WEB 回答（途中まで）」と「紙回答」が重複してなされている場合は、原則として「紙

回答」を有効とする。

・途中までで打ち切られた回答も集計の対象とする。

なお、上記は原則であり、ここでは詳細は省くが、幾つかの館については個別に検討して特

例的に扱った。

６．有効回答館数

精査して確定した有効回答館数は、次の通りである。

WEB 回答	 ：1,332 館

WEB 回答（途中まで）	 ：						89 館

紙回答	 ：				893 館

全体	 ：2,314 館

７．有効回答館の割合（回収率）

調査対象館全体（4,178 館） に占める有効回答館（2,314 館） の割合（有効回収率）は、

55.4％である。表１は、回収率を館種、設置者、法区分別にみたものである。館種においては

「総合」が高く、「動水植」と「植物園」においてやや低くなっている。設置者においては「国

立」「都道府県立」において高く、「会社個人等」「町村立」において低くなっている。法区分

では、「登録」と「相当」において高く、「類似」において低くなっている。館の属性によって

回答状況がやや異なっているようであり、結果の読み取りにおいて若干の注意が必要である。

この調査は、冒頭にも記したように、日本の博物館の動向を時系列的に把握することを意図

して設計されており、これまでの結果と比較するうえでは、過去の調査における回収率と今回

の調査における回収率を比べておく必要がある。そこで表１には、過去４回の調査の回収率も

遡って示しておいた。これをみると、多少の違いはあるものの、毎回、ほぼ同様の回収率を示
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している。館種、設置者、法区分別にみた回収率の傾向も、ほぼ同様である。この点で、この

調査は、安定した回収状況を保っている。

表 １ ． 有 効 回 収 率 と そ の 推 移 （ 館 種 ・ 設 置 者 ・ 法 区 分 別 )

８．有効回答館の構成

この種の調査においては、結果の代表性が重要である。有効回答館が、母集団である日本博

物館協会のデータ・ベースに登載されている館、すなわち調査票配布館と、その特性において

相同であるかどうかが問われてくる。この点を検討するために、調査票配布館と有効回答館の

館種・設置者・法区分構成をみたものが表２である。これをみると、有効回答館における館種・

設置者・法区分の構成は、調査票配布館におけるそれとほぼ同じであることが見て取れる。あ

くまでも館種・設置者・法区分の構成においてみた場合であり、また、まったく同一というわ

けではないが、有効回答館の特性は母集団である調査票配布館の特性を保持しており、調査結

果の代表性は確保されているとみてよいものと思われる。

なお、表２には、有効回答館における館種・設置者・法区分の構成と、調査票配布館におけ

るそれとを過去４回の調査に遡って示しておいた。これをみると、どの回の調査においても両

者の構成は大きく異ならず、このことから本調査は、結果の代表性でも安定しているものと思

われる。従って、調査結果を時系列で比較しても問題はないと推測される。

	
第５回 第４回 第３回 第２回 第１回
2019 年	

（令和元年）
2013 年	

（平成 25年）
2008 年	

（平成 20年）
2004 年	

（平成 16年）
1997 年	

（平成９年）
調査票配布館数（館） 4,178	 4,096	 4,035	 3,930	 3,449	

館
種

総合 70.9	 63.0	 68.8	 67.8	 70.1	
郷土 50.4	 55.7	 57.6	 49.0	 57.1	
美術 53.3	 51.8	 53.6	 47.8	 49.0	
歴史 56.7	 55.5	 54.8	 51.4	 54.7	
自然史 57.4	 53.2	 60.1	 55.7	 59.4	
理工 57.6	 58.2	 60.8	 59.6	 63.5	
動物園 51.3	 56.6	 65.3	 48.7	 55.3	
水族館 55.0	 66.3	 59.0	 62.8	 60.3	
植物園 44.2	 50.0	 41.9	 46.2	 36.8	
動水植 37.0	 48.0	 50.0	 68.0	 59.3	
全体 55.4	 55.1	 55.9	 51.7	 54.8	

設
置
者

国立 65.6	 78.8	 67.1	 60.3	 65.6	
都道府県立 66.2	 71.7	 72.1	 70.6	 75.8	
市立 59.6	 64.0	 64.5	 63.8	 67.8	
町村立 49.6	 50.3	 50.1	 46.4	 53.9	
公益法人等 53.7	 42.3	 48.5	 43.3	 41.3	
会社個人等 36.4	 33.1	 32.3	 32.5	 35.0	
全体 55.4	 55.1	 55.9	 51.7	 54.8	

法
区
分

登録 67.9	 67.6	 70.5	 66.5	 66.8	
相当 65.2	 63.3	 63.1	 57.5	 58.8	
類似 49.9	 49.9	 50.3	 46.4	 50.8	
全体 55.4	 55.1	 55.9	 51.7	 54.8	
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表 ２ 　 調 査 票 配 布 館 ・ 有 効 回 答 館 の 構 成 と そ の 推 移 （ 館 種 ・ 設 置 者 ・ 法 区 分 別 ）

９．回答形式の違いについて

先述のように今回の調査では、「WEB 回答」と「紙回答」の二つの形式でもって回答を集め

ている。しかも、「WEB 回答」において途中で回答を打ち切った館があり、そうした館の回答

も有効回答としたために、回答の収集は、結果的に「WEB 回答」「紙回答」「WEB 回答（途中まで）」

の３つの形式によっている。そこで懸念されるのは、回答形式の選択状況であり、回答形式に

よる回答館構成の偏り、回答形式に起因する回答のバイアスである。

表３は、館種・設置者・法区分別に有効回答館の回答形式をみたものである。これをみると、

館種では「総合」「郷土」「理工」において「WEB 回答」が、「動物園」においては「紙回答」

が他の館種よりも相対的に目立っている。設置者では、「町村立」「国立」「市立」において「WEB

回答」を選択した館が、「会社個人等」において「紙回答」を選択した館が相対的に多くなっ

ている。法区分においても「相当」において「WEB 回答」が、「類似」において「紙回答」が

他と比べて目立っている。ただ、このように館種、設置者、法区分によって回答状況に違いは

あるものの、その違いはそれほど大きくなく、回答状況が結果を大きく左右するとは思われな

い。

	

第５回 第４回 第３回 第２回 第１回
2019 年	

（令和元年）
2013 年	

（平成 25年）
2008 年	

（平成 20年）
2004 年	

（平成 16年）
1997 年	

（平成９年）
調査票	
配布館

有効	
回答館

調査票	
配布館

有効	
回答館

調査票	
配布館

有効	
回答館

調査票	
配布館

有効	
回答館

調査票	
配布館

有効	
回答館

館数（Ｎ＝） 4,178	 2,314	 4,096	 2,258	 4,035	 2,257	 3,930	 2,030	 3,449	 1,891	

館
種

総合 4.4	 5.6	 4.2	 4.8	 4.0	 4.9	 3.9	 5.1	 4.0	 5.1	
郷土 11.8	 10.7	 12.5	 12.6	 13.2	 13.6	 13.9	 13.2	 13.9	 14.4	
美術 22.3	 21.5	 22.3	 20.9	 22.1	 21.1	 21.8	 20.1	 20.6	 18.5	
歴史 46.8	 47.9	 46.1	 46.4	 45.4	 44.5	 44.3	 44.1	 44.7	 44.6	
自然史 4.2	 4.4	 4.2	 4.1	 4.4	 4.7	 4.7	 5.1	 4.6	 5.0	
理工 4.2	 4.4	 4.3	 4.6	 4.5	 4.9	 4.5	 5.2	 4.6	 5.3	
動物園 1.9	 1.8	 1.9	 1.9	 1.9	 2.2	 2.0	 1.9	 2.2	 2.2	
水族館 1.9	 1.9	 2.0	 2.3	 1.9	 2.0	 2.0	 2.4	 2.1	 2.3	
植物園 1.8	 1.5	 2.0	 1.8	 2.1	 1.6	 2.3	 2.1	 2.5	 1.7	
動水植 0.6	 0.4	 0.6	 0.5	 0.6	 0.5	 0.6	 0.8	 0.8	 0.8	
全体 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	

設
置
者

国立 2.3	 2.7	 1.6	 2.3	 2.0	 2.4	 1.9	 2.2	 1.9	 2.2	
都道府県立 12.4	 14.8	 12.2	 15.8	 11.3	 14.5	 11.4	 15.6	 10.8	 14.9	
市立 40.3	 43.3	 39.1	 45.4	 37.8	 43.6	 26.4	 32.6	 25.6	 31.7	
町村立 15.1	 13.5	 15.4	 14.1	 17.4	 15.6	 27.9	 25.1	 27.3	 26.8	
公益法人等 18.9	 18.4	 19.9	 15.3	 19.6	 17.0	 19.6	 16.5	 20.7	 15.6	
会社個人等 11.1	 7.3	 11.8	 7.1	 11.9	 6.9	 12.8	 8.0	 13.7	 8.8	
全体 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	

法
区
分

登録 22.3	 27.3	 22.6	 27.7	 22.3	 28.0	 21.7	 28.0	 21.5	 26.1	
相当 9.8	 11.6	 9.1	 10.4	 8.7	 9.8	 8.0	 8.9	 7.5	 8.0	
類似 67.9	 61.1	 68.4	 61.9	 69.0	 62.1	 70.3	 63.1	 71.1	 65.9	
全体 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	 100.0	
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表 ３ 　 有 効 回 答 館 の 回 答 形 式 （ 館 種 ・ 設 置 者 ・ 法 区 分 別 ）

表４は、逆に、回答形式別に有効回答館の館種・設置者・法区分別構成をみたものであるが、

回答形式によって有効回答館の構成が極端に違う状況にはないものと思われる。もちろん、違

いがまったくないわけではなく、「WEB 回答（途中まで）」において「公益法人等」の割合が多く、

「市立」の割合が少ないといった点などについては、注意が必要である。なお、「回答形式」に

起因する回答のバイアスについては、個々の質問において検討すべき点ではあるが、本調査の

場合、「意識」ではなく「事実」を問う質問がほとんどであることを考えると、「回答形式」に

起因するバイアスはあまり生じていないものと思われる。

ただ、回答用 WEB サイトが「無回答」を許容しない形で設計されていたことによるバイア

スについては注意が必要である。「WEB 回答」「WEB 回答（途中まで）」においては「無回答」

が出現するはずのないものであること、換言すれば、「無回答」はすべて「紙回答」の館によ

るものであることに留意しつつ、結果を読み取ることが必要である。

全体 WEB回答 WEB回答	
（途中まで） 紙回答

有効回答
館数 回答館数

回答館
全体に	

占める割合
(％ )

回答
館数

回答館
全体に	

占める割合
(％ )

回答館数
回答館
全体に	

占める割合
(％ )

館
種

総合 129	 85	 65.9	 2	 1.6	 42	 32.6	
郷土 248	 152	 61.3	 7	 2.8	 89	 35.9	
美術 497	 295	 59.4	 16	 3.2	 186	 37.4	
歴史 1,108	 615	 55.5	 46	 4.2	 447	 40.3	
自然史 101	 54	 53.5	 4	 4.0	 43	 42.6	
理工 102	 62	 60.8	 6	 5.9	 34	 33.3	
動物園 41	 20	 48.8	 0	 0.0	 21	 51.2	
水族館 44	 26	 59.1	 4	 9.1	 14	 31.8	
植物園 34	 18	 52.9	 3	 8.8	 13	 38.2	
動水植 10	 5	 50.0	 1	 10.0	 4	 40.0	
全体 2,314	 1,332	 57.6	 89	 3.8	 893	 38.6	

設
置
者

国立 63	 38	 60.3	 3	 4.8	 22	 34.9	
都道府県立 343	 189	 55.1	 11	 3.2	 143	 41.7	
市立 1,003	 603	 60.1	 29	 2.9	 371	 37.0	
町村立 312	 198	 63.5	 11	 3.5	 103	 33.0	
公益法人等 425	 228	 53.6	 29	 6.8	 168	 39.5	
会社個人等 168	 76	 45.2	 6	 3.6	 86	 51.2	
全体 2,314	 1,332	 57.6	 89	 3.8	 893	 38.6	

法
区
分

登録 632	 376	 59.5	 24	 3.8	 232	 36.7	
相当 268	 171	 63.8	 7	 2.6	 90	 33.6	
類似 1,414	 785	 55.5	 58	 4.1	 571	 40.4	
全体 2,314	 1,332	 57.6	 89	 3.8	 893	 38.6	
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表 ４ 　 回 答 形 式 別 に み た 有 効 回 答 館 の 構 成 ( 館 種 、 設 置 者 、 法 区 分 ）

10．クロス集計で用いているカテゴリーについて

本調査では、基本集計として館種別、設置者別、法区分別のクロス集計を行っている。本『報

告書』で示すクロス表のほとんどは、これらの基本クロス集計によるものである。この点につ

いて留意すべきことを記しておくと、集計のベース、すなわち各館の館種、設置者、法区分に

ついての情報は、調査対象の設定に用いた日本博物館協会のデータ・ベースからのものである。

設置者については、市町村合併や公益法人等改革によって変更のあった館もあり、協会事務局

において、その都度、データ・ベースの修正がなされているもののタイム・ラグから修正しき

れていない館もあり、そのような館については、本調査において「設置者」を尋ねた質問への

回答をもとに修正した。

「設置者」については、「国立」「都道府県立」「市立」「町村立」「公益法人等」「会社個人等」

をカテゴリーとしているが、表５に示すように、「国立」「都道府県立」等のラベルを付してい

るものの、それぞれのカテゴリーにはラベルに示すところを超えて、多様な設置者が含まれて

いる。特に、「都道府県立」には「指定都市」が含まれていること、「公益法人等」には「公益

財団法人」「公益社団法人」のみならず、「一般財団法人」や「一般社団法人」、「学校法人」「宗

教法人」「特定非営利活動法人（NPO）」等が含まれていることに留意する必要がある。また、「国

立」には「国立大学法人」「大学共同利用機関法人」が、「都道府県立」「市立」には、「公立大

学法人」「都道府県立大学／市立大学」等、「大学」が設置者となっている館が含まれているこ

とにも留意が必要である。

＜館種＞
N= 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動物園 水族館 植物園 動水植 全体

WEB回答 1,332	 6.4	 11.4	 22.1	 46.2	 4.1	 4.7	 1.5	 2.0	 1.4	 0.4	 100.0	
WEB 回答（途中まで） 89	 2.2	 7.9	 18.0	 51.7	 4.5	 6.7	 0.0	 4.5	 3.4	 1.1	 100.0	
紙回答 893	 4.7	 10.0	 20.8	 50.1	 4.8	 3.8	 2.4	 1.6	 1.5	 0.4	 100.0	
全体 2,314	 5.6	 10.7	 21.5	 47.9	 4.4	 4.4	 1.8	 1.9	 1.5	 0.4	 100.0	

＜設置者＞
N= 国立 都道	

府県立 市立 町村立 公益	
法人等

会社	
個人等 全体

WEB回答 1,332	 2.9	 14.2	 45.3	 14.9	 17.1	 5.7	 100.0	
WEB 回答（途中まで） 89	 3.4	 12.4	 32.6	 12.4	 32.6	 6.7	 100.0	
紙回答 893	 2.5	 16.0	 41.5	 11.5	 18.8	 9.6	 100.0	
全体 2,314	 2.7	 14.8	 43.3	 13.5	 18.4	 7.3	 100.0	

＜法区分＞
N= 登録 相当 類似 全体

WEB回答 1,332	 28.2	 12.8	 58.9	 100.0	
WEB 回答（途中まで） 89	 27.0	 7.9	 65.2	 100.0	
紙回答 893	 26.0	 10.1	 63.9	 100.0	
全体 2,314	 27.3	 11.6	 61.1	 100.0	
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表 ５ 　 ク ロ ス 表 「 設 置 者 」 に 関 わ る カ テ ゴ リ ー の 詳 細

11．掲載表の書式について

この『報告書』に掲載する表の多くは、結果を割合（パーセント（％））で示している。パー

セント算出の母数となる館数は、各表において「N=」で示している。複数回答の質問の結果

のパーセントは、回答数ではなく館数を母数とするものである。集計には原則として「無回答」

も含めている。従って、各表の各行（各列）は、「無回答」も入れて全体が 100％となるよう

に作表されている。表によっては、パーセントの合計が 100％にならないものがあるが、小数

点以下２桁目を四捨五入しているためである。

「職員数」「敷地面積」「収蔵資料」「教育普及活動の実施状況」「収入」「支出」等、数量を尋

ねた質問については、原則として平均値に加えて中央値も掲載した。博物館に関わる数量につ

いては正規分布が期待できないための措置である。

以下の報告における表の読み取りでは、これらのことに留意していただきたい。

クロス表の	
カテゴリー カテゴリーに含まれる設置者

国立

国
国立大学法人、その他国立の学校
大学共同利用機関法人
独立行政法人

都道府県立

都道府県
指定都市
地方独立行政法人
都道府県・指定都市を設立団体とする公立大学法人
都道府県・指定都市立の大学、その他の学校

市立
指定都市以外の市
東京 23区
指定都市以外の市立の大学、その他の学校

町村立
町
村
地方自治法が定める一部事務組合

公益法人等

特殊法人
特別法による特殊法人
公益財団法人
公益社団法人
一般財団法人
一般社団法人
宗教法人
学校法人が設置する大学、その他の学校
社会福祉法人
組合
特定非営利活動法人（NPO）

会社個人等
営利団体（会社）
個人
その他
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第１章　今回の調査で見えてきた日本の博物館
飯 田 浩 之 （元 筑 波 大 学 人 間 系 教 育 学 域 准 教 授）

博 物 館 総 合 調 査 は、 日 本 の 博 物 館 の 姿 を ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト と し て 残 し、 そ れ を 積 み 重 ね る こ

と で 日 本 の 博 物 館 の 変 化 を ト レ ー ス し て い く こ と を 目 的 に し て い る。 博 物 館 は、 社 会 や 経 済 の

状 況 と と も に 変 化 す る。 変 化 は、 国 や 地 方 自 治 体 な ど の 政 策 に よ っ て も 引 き 起 こ さ れ る。 そ の

変 化 す る 姿 を そ の 時 々 に お い て 社 会 調 査 の 手 法 で 写 し 取 り、 目 に 見 え る 形 で 受 け 継 い で い く こ

と が、 こ の 調 査 の 目 指 す と こ ろ で あ る。

「博 物 館 総 合 調 査」は、今 の 形 で 行 わ れ る よ う に な っ て 今 回 で ５ 回 目 で あ る。 今 回 の 調 査 で は、

日 本 の 博 物 館 の ど の よ う な 姿 が 見 え て き た か。 周 知 の よ う に、「博 物 館 な る も の」は 多 様 で あ る。

そ の 姿 は、 館 種 や 設 置 者、 法 区 分 等 々 に よ っ て 異 な っ て い る。 館 の 歴 史 や 規 模、 置 か れ て い る

地 域 や 環 境 に よ っ て も 違 っ て い る。「100 の 館 が あ れ ば、100 の 姿 が あ る 」 と い う の が 博 物 館

の 世 界 で あ る。 そ の た め 細 か く 見 れ ば 様 々 な 姿 が 見 え て く る。 た だ、 こ こ で は、 そ う し た 細 か

く 見 る 見 方 は 取 ら な い。 細 か く 見 る の は こ の 『報 告 書』 の 後 の 章 に 任 せ て、 統 計 的 に 言 え ば 全

体 把 握 の た め の 単 純 集 計 結 果 を 用 い て、「日 本 の 博 物 館 な る も の」 を 俯 瞰 し て 見 る こ と と す る。

本 章 は、 俯 瞰 的 に み た 場 合 の 「日 本 の 博 物 館」 の ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト で あ る。

１．博物館の設置状況

調 査 は、日 本 博 物 館 協 会 の デ ー タ・ベ ー ス に 登 載 さ れ て い る 館 園（以 下、館）を 対 象 に 行 わ れ た。

デ ー タ・ベ ー ス に は、 館 種 や 法 区 分、 設 置 者 な ど、 各 館 の 基 本 情 報 が 登 録 さ れ て い る。 ま ず は、

こ の 情 報 を も と に、 日 本 の 博 物 館 の 設 置 状 況 を 見 て み た い。

（１）館種、法区分、設置者から見た博物館の設置状況

「歴史館」「美術館」「郷土館」で全体の８割

回 答 館 の 館 種 別 構 成 を み る と、 日 本 の 博 物 館 の 半 数 近 く （47.9％） が 「歴 史 館」 で あ る。 次

い で 割 合 の 多 い の が 「美 術 館」 で 全 体 の ２ 割 程 度 （21.5％） を 占 め て い る。 次 が 「郷 土 館」 で

そ の 割 合 は １ 割 程 度 （10.7％） で あ る。 こ の ３ つ を 足 し 合 わ せ る と ８ 割 を 超 え る こ と と な り、

日 本 の 博 物 館 は、 こ れ ら ３ つ の 館 種 で 成 り 立 っ て い る、 と い っ て も よ い く ら い で あ る。「総 合」

「自 然 史」「理 工」と い っ た 館 も あ る が、割 合 で い え ば そ れ ぞ れ 数 パ ー セ ン ト、「動 物 園」「水 族 館」

「植 物 園」 に 至 っ て は １ ～ ２ パ ー セ ン ト で し か な い。

登録博物館は３割弱

周 知 の 通 り 日 本 の 「博 物 館 な る も の」 は、「博 物 館 法」 に 規 定 さ れ る 「登 録 博 物 館」「博 物 館

相 当 施 設」 と、 法 に 規 定 さ れ な い 「博 物 館 類 似 施 設」 に 分 け ら れ る。 回 答 館 で み る と、「登 録

博 物 館 」 は 27.3％、「 博 物 館 相 当 施 設 」 は 11.6％、「 博 物 館 類 似 施 設 」 は 61.1％ で あ る。 こ の

よ う に 日 本 の 博 物 館 に お い て は、 法 制 度 の 枠 外 に あ る 「博 物 館 類 似 施 設」 の 占 め る 割 合 が 圧 倒

的 に 大 き く な っ て い る。 法 が 規 定 す る 「博 物 館」 は 「登 録 博 物 館」 が 全 体 の ４ 分 の １、「『博 物

館』 に 類 す る 事 業 を 行 う 『博 物 館 相 当 施 設』」 を 加 え て も ４ 割 弱 で あ る。 こ の よ う な 現 状 を 踏

ま え る と、日 本 の 博 物 館 は「博 物 館 類 似 施 設」を 抜 き に 語 れ な い。 こ こ で 示 す 調 査 の 結 果 も、「博

物 館 類 似 施 設」 を 含 ん だ 結 果 と な っ て い る。
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公立が７割超

設 置 者 別 に み た 回 答 館 の 構 成 比 は、「 国 立 」 が 2.7％、「 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 」 や 「 指 定 都 市

を 除 く 市」「町 村」 が 設 置 者 で あ る 「公 立」 が 71.7％、「財 団 法 人・社 団 法 人 等 の 法 人」 や 「会

社・個 人 等」が 設 置 者 で あ る「私 立」が 26.6％ で あ る。 あ く ま で も 回 答 館 に つ い て の 結 果 で あ り、

こ の 値 が そ の ま ま 日 本 の 博 物 館 全 体 の 構 成 比 と な っ て い る わ け で は な い が、 日 本 の 博 物 館 に お

い て は 間 違 い な く 「公 立 館」 が か な り の 割 合 を 占 め て い る。 特 に 「指 定 都 市 を 除 く 市 立」 の 館

が 占 め る 割 合 は 「公 立 館」 の 約 ６ 割 （60.5％）、「全 体」 を 母 数 と し た 場 合 で ４ 割 を 超 え て お り

（43.3％）、「市 立」 の 館 が 日 本 の 博 物 館 の 主 流 と な っ て い る。 ち な み に、 こ の 割 合 は、 平 成 11

（1999） 年 か ら 平 成 22（2010） 年 に か け て の 「平 成 の 大 合 併」 で、 こ の 間、 増 え 続 け て き た。

た だ、 今 は そ の 変 化 も 落 ち 着 い て い る。 逆 に、 合 併 に 伴 い 「町 村 立」 の 館 が 「市 立」 に な る な

ど し て、「町 村 立」 の 館 は 平 成 ９ （1997） 年 の 調 査 で は 26.8％ を 占 め て い た も の が 今 回 の 調 査

で は 13.5％ に ま で 減 っ て い る。 市 町 村 合 併 が 既 存 の 館 に ど の よ う な 変 動 を も た ら し た か、 設 置

者 が 変 わ っ た こ と が 館 の 組 織 や 性 格、 活 動 に ど の よ う な イ ン パ ク ト を 及 ぼ し た の か 等 々、 変 化

が 落 ち 着 い た 今、 改 め て 検 討 す る 必 要 が あ る よ う に 思 わ れ る。

な お、20 世 紀 末 に 始 ま る 行 財 政 改 革 に よ っ て 博 物 館 の 設 置 者 に も 大 き な 変 化 が も た ら さ れ

た。 調 査 で は 設 置 者 に 関 す る 質 問 を 設 け て 各 館 に 回 答 を 求 め た が、「独 立 行 政 法 人」 や 「地 方

の 独 立 行 政 法 人」 が 設 置 者 と な っ て い る 館 も 少 数 で は あ る が 回 答 館 に 含 ま れ て い た。「私 立 館」

に つ い て は、 こ の 間、 公 益 法 人 制 度 改 革 に よ っ て 「財 団 法 人・社 団 法 人」 が 「公 益」 と 「一 般」

に 分 け ら れ、 博 物 館 の 設 置 者 に つ い て も こ の 区 分 が 適 用 さ れ て い る。 調 査 の 結 果 で は、「公 益

財 団 法 人 ・ 公 益 社 団 法 人」 が 設 置 者 の 館 は 全 体 の 8.9％、「一 般 財 団 法 人 ・ 一 般 社 団 法 人」 が 設

置 者 の 館 は 全 体 の 2.3％ と な っ て い て、 特 に 公 益 性 を 認 め ら れ た 法 人 が 設 置 す る ケ ー ス の 方 が

多 く な っ て い る。 博 物 館 の 設 置 者 に つ い て は、 こ う し た 変 化 も 目 に 止 め て お く 必 要 が あ る。

（２）開館年から見た博物館の設置状況

昭和 40 年代と平成元年代前半に「二つの山」

日 本 の 博 物 館 は、 い つ 頃、 開 館 さ れ た 館 が 多 い の か。 何 を も っ て 「開 館」 と す る か に つ い て

は 議 論 の あ る と こ ろ で あ る し、 既 に 閉 館 し て し ま っ た 館 も あ る の で 把 握 し に く い と こ ろ で あ

る。 調 査 の 結 果 で み る と 「昭 和 40 年 代 （1965 ～ 1974 年）」（全 体 の 21.4％） と 「平 成 元 年 代

前 半 （1989 ～ 1992 年）」（全 体 の 14.6％） に 「二 つ の 山」 が 見 て 取 れ る。 前 者 の 山 は、「明 治

100 年」（昭 和 43（1968）年）を 記 念 す る 事 業、後 者 の 山 は「ふ る さ と 創 生 事 業」（昭 和 63（1988）

年 か ら 平 成 元 （1989） 年 ） に よ る も の と 思 わ れ る。 先 に 日 本 の 博 物 館 に は 公 立 館 が 多 い こ と

を 指 摘 し た が、 日 本 の 博 物 館 は、 こ の よ う な 国 の 事 業 の な か で、 ま た、 国 の 事 業 に 誘 導 さ れ る

形 で、 国 や 地 方 自 治 体 に よ っ て 設 置 ・ 開 館 さ れ る こ と が 多 か っ た も の と 推 測 さ れ る。

開 館 年 に 「山 が あ る」 と い う こ と は、多 く の 館 が 同 時 に 老 朽 化 し て い く こ と を 意 味 し て い る。

開 館 時 に 建 設 し た 建 物、設 置 し た 設 備、作 成 し た 展 示 等 々 が、多 く の 館 で 同 時 に 古 く な る。「明

治 100 年」か ら 既 に 50 年 以 上 が 経 過 し て い る。「ふ る さ と 創 生」か ら は 30 年 以 上 の 年 月 が 経 っ

て い る。 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 の 耐 用 年 数 は 50 年 と 言 わ れ て い る の で、 前 者 を 契 機 に 開 館 し

た 館 の 建 物 の 多 く は 既 に 耐 用 年 数 に 達 し て い る も の と 思 わ れ る。 後 者 を 契 機 に 開 館 し た 館 に つ
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い て も、 補 修 が 必 要 な 時 期 に 入 っ て い る も の と 推 測 さ れ る。 施 設 ・ 設 備 ・ 展 示 等 の 老 朽 化 は、

日 本 の 博 物 館 が 抱 え る 大 問 題 で あ る。

「開 館 年」 に つ い て は、い ま 一 つ、指 摘 し て お く べ き こ と が あ る。 そ れ は、「博 物 館、冬 の 時 代」

な ど と 言 わ れ る よ う に、 近 年、 新 設 さ れ る ケ ー ス が 極 端 に 少 な く な っ て い る こ と で あ る。 あ く

ま で も 回 答 館 に つ い て の 推 計 で あ っ て、 日 本 の 博 物 館 全 体 に つ い て の 推 計 で は な い が、 先 に 示

し た「２ つ の 山」の 前 者 に お い て は １ 年 間 に 50 館、後 者 に お い て は 100 館 程 度、開 館 さ れ て い た。

そ れ が 最 近 で は 年 に 10 館 程 度 に ま で 減 っ て い る。 こ の よ う に、 老 朽 化 に 加 え て 新 設 館 が 少 な

く な っ て い る の が、 開 館 年 か ら 見 え て く る 日 本 の 博 物 館 の 姿 で あ る。

２．博物館の活動基盤

博 物 館 が 活 動 す る た め に は、 そ れ を 支 え る 物 的 ・ 経 済 的 ・ 人 的 基 盤 が 必 要 で あ る。 こ こ で は

活 動 の 基 盤 を 「施 設 ・ 設 備」「収 入」「職 員 配 置」 に お い て 取 り 上 げ、 調 査 か ら 見 え て き た 「博

物 館 の イ ン フ ラ」 に つ い て 述 べ て お く。

（１）施設・設備から見た博物館の活動基盤

「普通の博物館」（中央値による）の敷地は小規模な小学校の運動場

ま ず は「施 設・設 備」で あ る。 日 本 の 博 物 館 の「敷 地 面 積」は 平 均 す る と 約 30,000㎡（30,069㎡）

で あ る。 こ の 面 積 は 「東 京 ド ー ム」（46,755m²） の ３ 分 の ２ に 相 当 す る。 無 論、 こ の 値 は 広 い

敷 地 を も つ 動 物 園 や 植 物 園 な ど も 含 め た 平 均 の 値 で あ っ て、実 際 に よ く 見 か け る 博 物 館 は、も っ

と 狭 い 敷 地 に 建 っ て い る。 そ こ で 真 ん 中 あ た り に 位 置 す る こ と を「普 通」と 見 て 中 央 値 を 取 り、

「普 通 の 博 物 館」 の 姿 を 描 い て み る と、 敷 地 面 積 は 約 4,000㎡ （4,075㎡） と な る。4,000㎡ は 約

63 ｍ 四 方 で あ る か ら、「普 通 の 博 物 館」 の 敷 地 は 小 規 模 な 小 学 校 の 運 動 場 と い っ た と こ ろ で あ

る。

「普通の博物館」（中央値による）の建物の延床面積は一軒家の住宅約 10 軒分

建 物 延 床 面 積 は、平 均 が 3,300㎡（3,372㎡）、約 1,000 坪 で あ る。 た だ、こ れ も 平 均 で あ っ て「普

通 の 博 物 館」 の 建 物 の 延 床 面 積 を 中 央 値 で 示 せ ば 1,337㎡、 約 400 坪 と な る。 日 本 で は 一 戸 建

て 住 宅 の １ 戸 あ た り の 延 べ 面 積 が 平 均 40 坪 （127㎡） で あ る の で、 こ れ は 一 軒 家 の 住 宅 約 10

軒 分 に 相 当 す る。

調 査 で は、「展 示 に 関 係 す る 部 屋」 と 「収 集 保 存 活 動 に 関 係 す る 部 屋」 の 面 積 に つ い て も 調

べ て い る。 中 央 値 で み る と 前 者 は 500㎡ 強 （516㎡）、 後 者 は 200㎡ 弱 （188㎡） と な っ て い る。

建 物 延 床 面 積 の 中 央 値 が 1,300㎡ 強 （1,337㎡） な の で、 日 本 の 「普 通 の 博 物 館」 で は、 建 物 の

約 40％ が 展 示 の た め に 使 わ れ、 約 15％ が 収 集 保 存 の た め に 使 わ れ て い る こ と に な る。

施設や設備の老朽化が問題になっている館は全体の４分の３

先 に 述 べ た よ う に、 日 本 の 博 物 館 は 多 く の 館 に お い て 「 老 朽 化 」 が 問 題 と な る 時 期 に 入 っ

て い る。 調 査 で は、 主 な 建 物 が 建 て ら れ た 年 を 尋 ね て い て、 そ の 結 果 に よ れ ば 平 均 が 昭 和 54

（1979） 年、 中 央 値 を 取 る と 昭 和 63（1988） 年 で あ る。 と い う こ と は、 開 館 の 際 に 建 て ら れ

た 建 物 が 40 年 か ら 50 年 経 っ て い る こ と に な る。 今 回 の 調 査 で、「施 設 や 設 備 の 老 朽 化 が 問 題

に な っ て い る か」 を 尋 ね た と こ ろ、「問 題 に な っ て い る」 と い う 館 は、全 体 の ４ 分 の ３ （76.9％）
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に 及 ん で い た。 更 に 「問 題 に な っ て い る」 と 回 答 し た 館 に 「対 応 の 必 要 度」 を 尋 ね た と こ ろ、

「 早 急 に 対 応 が 必 要 」 と す る 館 の 割 合 は 「 建 物 」 で 30.2％、「 空 調 ・ 給 排 水 設 備 ・ 電 気 設 備 」

で 37.3％、「 移 動 ・ 運 搬 設 備 」 で 11.9％、「 常 設 展 示 」 で 16.3％ と な っ て い た。 こ れ に 「 中 期

的 に 対 応 が 必 要」 と す る 館 の 割 合 を 加 え る と、「建 物」 と 「空 調 ・ 給 排 水 設 備 ・ 電 気 設 備」 で

は ８ 割 を 超 え る 館 が 何 ら か の 対 応 を 求 め て い た （ 建 物 ：80.8％、 空 調 ・ 給 排 水 ・ 電 気 設 備 ：

84.3％）。 建 て ら れ て か ら 40 年 か ら 50 年 経 っ た 建 物 を 有 し、 設 備 も 含 め て そ の 老 朽 化 へ の 対

応 に 迫 ら れ て い る と い う の が、 日 本 の 博 物 館 の よ く 見 ら れ る 姿 で あ る。

複合施設の一部という館は全体の４分の１弱

施 設 に 関 し て は、 最 近、「複 合 施 設 化」 が 話 題 と な っ て い る。 図 書 館 や 公 民 館 な ど の 社 会 教

育 施 設 は も と よ り、 各 種、 商 業 施 設、 観 光 施 設 等 と の 複 合 化 も 博 物 館 の 新 し い 姿 と し て ク ロ ー

ズ ア ッ プ さ れ て い る。 老 朽 化 し た 施 設 ・ 設 備 の 更 新 の 際 に も 複 合 化 が 話 題 と な っ て い る。 公

立 館 に お い て は、「 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 」 の 策 定 の な か で 「 建 替 え 」 と さ れ た 時 に 「 複 合

化」 が 選 択 肢 の 一 つ に な っ て い る。 現 状 で は 「複 合 施 設 の 一 部」 と い う 館 は 全 体 の ４ 分 の １ 弱

（23.1％）で あ る。 複 合 さ れ て い る 施 設 を 複 数 回 答 で 尋 ね た と こ ろ、「図 書 館」が 24.5％、「ホ ー ル・

劇 場」が 16.1％ と い う 結 果 で あ っ た。 た だ、「そ の 他」と い う 館 が 半 数（48.8％）に 及 ん で い て、

複 合 化 に も 様 々 な 形 が あ る こ と が 示 唆 さ れ る。

（２）収入と支出から見た博物館の活動基盤

総収入の中央値はおおよそ 1,300 万円

博 物 館 の 活 動 に は、 当 然、 経 費 が 必 要 で あ る。 本 章 の 最 初 に 記 し た 通 り、「博 物 館 な る も の」

は 多 様 で あ る。 収 入 ・ 支 出 に つ い て も、 ほ と ん ど 「な い」 に 等 し い 館 か ら 億 単 位 の 収 入 ・ 支 出

が あ る 館 ま で、 極 め て 幅 が 広 く な っ て い る。 し か も、 金 額 の 小 さ な 方 に 偏 っ て 分 布 し て い る。

そ れ ゆ え、実 態 を 把 握 す る の に 平 均 値 だ け で は 不 十 分 で あ る。そ こ で、「真 ん 中 あ た り の 館」を「普

通 の 博 物 館」 と し て、そ の 様 子 を 示 す 「中 央 値」 で 補 い な が ら、以 下、現 状 を 見 る こ と に す る。

調 査 で 尋 ね た 平 成 30（2018）年 の「総 収 入」の 平 均 値 は、約 9,000 万 円（9,026 万 円）で あ る。

か な り の 額 に 見 え る が 中 央 値 で は お お よ そ 1,300 万 円 （1,360 万 円） で あ る。 や は り 多 く の 収

入 を 得 て い る 少 数 の 館 が 平 均 を 引 き 上 げ て い て、 中 央 値 の 方 が 日 本 の 博 物 館 の 現 状 を 的 確 に 示

し て い る も の と 思 わ れ る。1,300 万 円 と い え ば 最 高 級 の 部 類 に 入 る 外 車 1 台 分 と い っ た と こ ろ

で あ る。

収 入 の な か で も 「入 館 料 収 入」 は、 館 が 独 自 に 確 保 で き る も の と し て 大 事 な 部 分 と な っ て い

る。 公 立 館 の 場 合 に も、 行 財 政 改 革 の な か で 自 助 努 力 が 求 め ら れ、 入 館 料 収 入 を 増 や す こ と が

課 題 と さ れ て き た。 た だ、 逆 に、 様 々 な 割 引 ・ 無 料 制 度 の 導 入 も 求 め ら れ、 そ こ に は ジ レ ン マ

が 存 在 し て い る。 こ の よ う に 一 筋 縄 で は い か な い 入 館 料 収 入 で あ る が、 調 査 の 結 果 で は 平 均 値

で 2,000 万 円 弱 （1,939 万 円）、 中 央 値 で 100 万 円 強 （105 万 円） と な っ て い た。 館 ベ ー ス で は

な く 博 物 館 全 体 を ベ ー ス に 総 収 入 に 占 め る 入 館 料 収 入 の 割 合 を と っ て み る と、 平 均 値 で ２ 割 程

度、 中 央 値 で は １ 割 に も な っ て い な い。 こ の こ と を 踏 ま え る と、 日 本 の 博 物 館 は 入 館 料 に 頼 る

部 分 が 少 な い と 言 え る。 こ の 点 に つ い て は、 日 本 の 博 物 館 の 場 合、 公 的 に 維 持 さ れ る 公 立 館 が

占 め る 割 合 が 多 い こ と が 関 係 し て い る も の と 思 わ れ る。
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博 物 館 が 自 助 努 力 と し て 確 保 で き る 収 入 に は、「入 館 料」 の 他 に 「シ ョ ッ プ 等 の 売 上」「施 設

の 賃 貸 料」「外 部 資 金」 と い っ た も の が あ る。 こ れ ら の 金 額 は、平 均 値 で は そ れ ぞ れ、819 万 円、

309 万 円、625 万 円 と な っ て い る。 た だ、こ れ は あ く ま で も 平 均 で あ っ て 中 央 値 で は、「シ ョ ッ

プ の 売 上」 こ そ、14 万 円 に な っ て い る が、 後 の ２ つ に つ い て は 両 方 と も 0 円 で あ る。 こ う し

て み る と、 各 館 が 自 助 努 力 で 確 保 し 得 て い る 収 入 は 限 ら れ て い る。

「事業費」「管理費」「人件費」の中央値は 541 万円、700 万円、906 万円

「 支 出 」 に つ い て も 触 れ て お く。 た だ、 上 記 の 「 収 入 」 も 含 め て 博 物 館 の 収 支 に つ い て は、

調 べ き れ て い な い と こ ろ や 十 分 な 回 答 が 得 ら れ て い な い と こ ろ が あ り、 支 出 総 額 が 収 入 総 額 を

か な り 上 回 る 結 果 と な っ て い る。 そ の た め 参 考 値 と い う こ と に な る が、 平 成 30（2018） 年 度

の 「支 出 総 額」 の 平 均 値 は １ 億 560 万 円、 中 央 値 は 2,965 万 円 で あ る。 こ の よ う に 支 出 が 収 入

を 大 幅 に 上 回 る 点 に つ い て は、 博 物 館 の 場 合、 館 の 収 入 か ら 支 出 す る 経 費 以 外 に 設 置 者 な ど が

支 出 す る 経 費 が あ る た め で あ る と 思 わ れ る。

支 出 に 関 し て は、「事 業 費」「管 理 費」「人 件 費」 に 分 け て 内 訳 を 尋 ね て い る。 そ の 結 果 を 平

均 値 で 示 す と、「事 業 費」 が 4,359 万 円、「管 理 費」 が 2,942 万 円、「人 件 費」 が 3,263 万 円 と な っ

て い る。 中 央 値 で 示 す と、 順 に、541 万 円、700 万 円、906 万 円 で あ る。 金 額 そ の も の に つ い

て は 確 定 し 得 な い と こ ろ が あ る が、 事 業 費 の 場 合、 確 実 に 中 央 値 が 平 均 値 を か な り 下 回 っ て い

る。 巨 額 と も 言 え る 事 業 費 を 支 出 し て い る 館 が あ る 一 方 で、 多 く の 館 は 少 な い 事 業 費 の な か で

活 動 し て い る こ と の 現 れ だ と 思 わ れ る。 管 理 費 と 人 件 費 の 場 合 に は、 事 業 費 に 比 べ れ ば 平 均 値

と 中 央 値 の 差 が 少 な く な っ て い る。 管 理 費 と 人 件 費 は、 経 常 性 の 高 い 経 費 で あ る。 中 央 値 よ り

も 平 均 値 が 高 く な っ て い る の で、 一 部、 経 費 を 多 く 費 や し て い る 館 が あ る こ と は 確 か だ が、 事

業 費 に 比 べ れ ば 分 布 に バ ラ つ き が 認 め ら れ る。 そ の 点 で、 そ れ ぞ れ の 館 が 相 応 に 支 出 す る 状 況

に あ る と 言 え そ う で あ る。 こ の よ う に し て み る と、 博 物 館 は 事 業 費 に お い て 館 と 館 の 格 差 が 生

じ て い る。 少 な い 事 業 費 で 事 業 を 行 っ て い る 館 が 多 数 に 及 ん で お り、 そ の 点 に 博 物 館 界 と し て

の 課 題 が あ る。

資料購入予算はなかった館が全体の６割

例 え ば、 調 査 で は、 平 成 30（2018） 年 の 資 料 購 入 予 算 に つ い て 尋 ね て い る。 そ の 結 果 を 見

る と 「予 算 は な か っ た」 と い う 館 が 全 体 の ６ 割 （60.5％） に 及 ん で い る。 そ し て、こ の 割 合 は、

前 回 の 調 査 （平 成 25（2013） 年 調 査 － 質 問 で は そ の 前 年 度 に つ い て 尋 ね て い る） の 時 よ り も

増 え て い る。 １ 千 万 円 を 超 え る 予 算 を 計 上 し て い る 館 も あ る が、 そ の 割 合 は 2.5％ に 過 ぎ な い。

保 存 や 研 究、 展 示 や 教 育 普 及 な ど の 予 算 は 尋 ね て い な い が、 事 業 の た め の 経 費 の 確 保 に 苦 労 し

て い る 館 が 多 く あ る も の と 思 わ れ る。

（３）職員配置から見た博物館の活動基盤

常勤の館長がいる館は約６割

次 に、 博 物 館 の 「イ ン フ ラ」 を、 館 を 支 え る 職 員 配 置 に お い て 見 て み た い。

ま ず は 館 長 で あ る が、 常 勤 の 館 長 が い る 館 は 約 ６ 割 （59.5％）、 館 長 に つ い て 「 職 務 に 関 わ

る 権 限 と 責 任 が 明 確 に 定 め ら れ て い る」 と す る 館 は ５ 割 強 （54.2％） で あ る。 こ の こ と は、 逆

に 見 れ ば、 館 長 が 非 常 勤 で あ る 館 や、 館 長 に 館 の 運 営 が 十 分、 任 さ れ て い な い 館 が か な り の 割
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合 に 及 ん で い る、 と い う こ と で あ る。 博 物 館 に お け る 館 長 の あ り 方 に つ い て は、 常 々、 問 わ れ

て い る と こ ろ で あ り、 調 査 結 果 に も そ れ が 現 れ て い る。

常勤職員数の中央値は３人

副 館 長 以 下 の 職 員 に つ い て で あ る が、こ の 点 で も 館 に よ る 違 い が 大 き い。 そ こ で 中 央 値 で「普

通 の 博 物 館」 の 姿 を 描 い て い く と、副 館 長 は 置 か れ て い な い の が 普 通 で あ る。 常 勤 職 員 は ３ 人。

中 央 値 が ３ 人 と い う こ と は 常 勤 職 員 が ま っ た く 置 か れ て い な い 館 や 置 か れ て い て も １ 人 と い う

館 も か な り 存 在 し て い る こ と に な る （常 勤 職 員 が 置 か れ て い な い 館 は 10.9％、 １ 人 と い う 館 は

14.6％）。 日 本 の 博 物 館 を 俯 瞰 し て み る と、 そ の 活 動 を 支 え て い る 人 材 は 決 し て 多 く な い。

常 勤 職 員 を 補 う 形 で 置 か れ て い る の が 非 常 勤 の 職 員 で あ る。 半 数 以 上 （55.9％） の 館 に 非 常

勤 の 職 員 が 配 置 さ れ て い る。 人 数 は、 中 央 値 で １ 人。 同 じ 中 央 値 で 見 た 時 の 常 勤 職 員 が ３ 人 で

あ る こ と を 考 え る と、 非 常 勤 職 員 が １ 人 い る こ と の 意 味 は 大 き く、 そ の 存 在 は 館 の 活 動 を 支 え

る う え で 不 可 欠 で あ る も の と 思 わ れ る。

常勤職員の人数は減少にようやく歯止め、非常勤職員の増加はなお続く

ち な み に、 職 員 の 配 置 に つ い て は 過 去 に 遡 り、 平 成 ９ （1997） 年 → 平 成 16（2004） 年 → 平

成 20（2008） 年 → 平 成 25（2013） 年 と、 そ の 変 化 を 追 う こ と が 可 能 で あ る。 こ の 間、 常 勤 の

館 長 が い る 館 の 割 合 は、 あ ま り 変 化 し て い な い （55.8％ → 55.8％ → 56.9％ → 54.0％ → 59.5％）。

常 勤 館 長 の い る 館 は、 相 変 わ ら ず ６ 割 を 切 っ て い る。 変 化 を 見 る に は 平 均 値 の 方 が 適 切 な の

で、副 館 長 以 下 の 常 勤 職 員 の 人 数 を 平 均 値 で 見 る と、常 勤 職 員 の 人 数 は、こ の 間、大 き く 減 り、

今 回 の 調 査 で 減 少 に よ う や く 歯 止 め が か か っ た 状 態 で あ る （7.97 人 → 6.80 人 → 6.60 人 → 6.32

人 → 6.36 人 ［ 今 回 ］）。 逆 に、 増 え て き た の が 非 常 勤 職 員 で、 増 加 は な お 続 い て い る （1.69 人

→ 1.87 人 → 2.14 人 → 2.40 人 → 2.54 人 ［ 今 回 ］）。 博 物 館 の 職 員 配 置 は、 依 然、 厳 し い 状 況 に

置 か れ て い る と 言 っ て よ い。 な お、 今 回 の 調 査 で 目 立 っ て い た の は、 事 務 ・ 管 理 系 の 職 員 の 増

加 で あ る。 こ の 傾 向 は、 常 勤 の 職 員 に お い て も 非 常 勤 の 職 員 に つ い て も 窺 え た。 職 員 の 構 成 は

博 物 館 の 活 動 を 左 右 す る の で、 今 後 の 動 向 を 見 守 る こ と が 必 要 で あ る。

博 物 館 に は、 常 勤、 非 常 勤 の 職 員 に 加 え て 臨 時 雇 用 の 職 員 （パ ー ト、 ア ル バ イ ト） や 人 材 派

遣 会 社 な ど か ら の 派 遣 職 員 も い て、 こ う し た 人 々 も、 博 物 館 の 活 動 を 支 え て い る。 臨 時 雇 用 の

職 員 に つ い て は、「常 に い る」 と い う 館 が 全 体 の 40.6％、「曜 日 や 時 期 に よ っ て い る」 と い う 館

が 25.5％ に 及 ん で い る。 両 者 を 合 わ せ る と 全 体 の ３ 分 の ２ に な る こ と を 考 え る と、 パ ー ト や ア

ル バ イ ト の 職 員 の 存 在 も 見 逃 せ な い。 派 遣 職 員 は、「常 に い る」 と い う 館 が 9.3％、「曜 日 や 時

期 に よ っ て い る」 と い う 館 が 6.8％ で あ る。 臨 時 雇 用 の 職 員 に 比 べ れ ば 一 般 的 で は な い が、 ア

ウ ト ソ ー シ ン グ と い う 観 点 か ら そ の 存 在 に 目 を と め て お く 必 要 が あ る。 臨 時 雇 用 の 職 員 に つ い

て 付 け 加 え て お く と、 前 回、 調 査 を 実 施 し た 平 成 25（2013） 年 に 比 べ て 「常 に い る」 と い う

館 の 割 合 が か な り 大 幅 に 減 っ て い る （49.4％ → 40.6％）。 こ の こ と か ら 臨 時 雇 用 の 職 員 は 雇 用

調 整 的 な 位 置 づ け に あ る こ と も 推 測 さ れ る。

学芸員資格を持った常勤職員がいない館が３分の１超

博 物 館 の 活 動 基 盤 と い う 点 で は、 職 員 の 資 質 ・ 能 力 に つ い て も 見 て お く 必 要 が あ る。 た だ、

こ の 調 査 は、 直 接、 職 員 を 対 象 に し て い な い の で、 示 す こ と の で き る 結 果 も 学 芸 員 を 中 心 に、

し か も 周 辺 的 な 事 項 に 限 ら れ る。 そ の 一 つ と し て、 ま ず は 学 芸 員 資 格 に 触 れ て お く。
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先 に 見 た よ う に 「常 勤 職 員 ３ 人」 と い う の が 「普 通 の 博 物 館」 の 姿 で あ る。 そ の う ち、 学 芸

員 の 資 格 を 持 っ て い る 職 員 は １ 人 で あ る。 た だ、 こ の 点 に つ い て も 留 保 が 必 要 で、 学 芸 員 資 格

を 持 っ た 常 勤 職 員 が い な い 館 が ３ 分 の １ 以 上（35.3％）に 及 ん で い る。 現 状 で は、「登 録 博 物 館」

以 外、 学 芸 員 は 必 置 で な い。 回 答 館 に 占 め る 「登 録 博 物 館」 の 割 合 が 27.3％ で あ る こ と を 考 え

る と、 学 芸 員 の 配 置 は か な り の 部 分 が 登 録 制 度 の 枠 の な か で な さ れ て い る も の と 思 わ れ る。

学芸系職員の採用条件に学芸員資格を必須としている館は約 4 割

職 員 の 要 件 と し て 学 芸 員 資 格 は、 ど の 程 度、 求 め ら れ て い る か。 学 芸 系 の 職 員 を 採 用 す る 際

に 学 芸 員 資 格 を 「必 須 の 要 件 と し て い る」 館 の 割 合 は 約 4 割 （38.9％）、「必 須 で は な い が、 考

慮 し て い る」 館 の 割 合 は 約 ２ 割 （21.0％） で あ る。「学 芸 員 が い な い」 館 も ３ 割 ほ ど （29.6％）

あ る こ と を 視 野 に 入 れ る と、 実 際 に 学 芸 員 の い る 館 が 学 芸 系 の 職 員 を 採 用 し よ う と い う 場 合 に

は、 比 較 的、 学 芸 員 の 資 格 を 求 め て い る と 言 え そ う で あ る。

資 質・能 力 と い う 点 で は、 間 接 的 で は あ る が 学 歴 も 問 わ れ る と こ ろ で あ る。 調 査 の 結 果 で は、

３ 分 の １ （32.5％） の 館 が 学 芸 系 職 員 を 採 用 す る 際 に 「 大 卒 以 上 」 の 学 歴 を 求 め て い た。「 大

学 院 修 了 以 上」 の 学 歴 を 求 め て い る 館 は 数 パ ー セ ン ト （6.0％） に 過 ぎ な か っ た が、「大 卒 以 上」

の 学 歴 を 求 め て い る 館 の 割 合 は、「 学 歴 は 特 に、 定 め て い な い 」 館 の 割 合 （23.9％） よ り も １

割 近 く 多 く な っ て い る。 学 芸 系 職 員 に 必 要 な 資 質 ・ 能 力 を 表 象 す る も の と し て 「大 卒 以 上」 の

学 歴 を 位 置 づ け る 傾 向 に あ る も の と 思 わ れ る。

学芸業務の担当職員を研修に派遣・参加させているのは半数

職 員 の 資 質 ・ 能 力 と い う 点 で は、 研 修 に つ い て も 触 れ て お く 必 要 が あ る。 博 物 館 全 体 を 見

渡 し た 場 合、 日 本 の 博 物 館 に は 小 規 模 の 館 が 多 く、 各 館 が 自 前 で 研 修 を 行 う こ と は ハ ー ド ル

が 高 す ぎ る も の と 思 わ れ る。 そ こ で 調 査 で は、 過 去 ５ 年 間 に お い て 学 芸 業 務 を 担 当 す る 職 員

を 外 部 機 関 が 行 う 研 修 に 派 遣 ・ 参 加 さ せ た こ と が あ る か ど う か を 尋 ね た。 結 果 は、 半 数 の 館

（50.3％） に お い て 派 遣・参 加 さ せ て い た。 派 遣・参 加 先 は、「都 道 府 県 庁、 都 道 府 県 立 博 物 館、

都 道 府 県 博 物 館 協 会 な ど 都 道 府 県 や 地 域 の レ ベ ル で 行 わ れ る 研 修」（派 遣 ・ 参 加 さ せ て い る 館

の 72.2％）、「 文 化 庁、 国 立 博 物 館 な ど の 国 の 機 関 が 行 う 研 修 」（ 同、48.2％）、「 日 本 博 物 館 協

会、学 会 な ど、全 国 レ ベ ル の 専 門 団 体 が 行 う 研 修」（同、46.1％） の 順 に 多 く な っ て い た。 派 遣・

参 加 さ せ て い る 館 が 半 数 で あ っ て、 そ の 派 遣 ・ 参 加 先 が 比 較 的、 フ ォ ー マ ル な 機 関 ・ 団 体 で あ

る こ と を 考 え る と、 研 修 に よ っ て 館 の 活 動 基 盤 の 強 化 を 図 る こ と が で き て い る の は、 比 較 的、

規 模 の 大 き な 館 に 限 ら れ て い る よ う で あ る。

３．博物館の諸活動

こ の 調 査 で は、『博 物 館 法』に お け る 博 物 館 の 定 義 に 依 拠 し て「調 査 研 究」「収 集 保 存」「展 示」「教

育 普 及」「レ ク リ エ ー シ ョ ン」 の ５ つ の 活 動 を あ げ、 各 館 に 「力 を 入 れ て い る 活 動」 を 選 ん で

も ら っ て い る。「一 番 目 に 力 を 入 れ て い る 活 動」 に つ い て の 結 果 を 示 す と 「展 示 活 動」 が 一 番

多 く、 全 体 の ３ 分 の １ （64.3％） を 占 め て い た。 次 が 「教 育 普 及 活 動」 で （18.0％）、 次 が 「収

集 保 存 活 動」（8.1％）、 次 い で 「調 査 研 究 活 動」（6.8％）、「レ ク リ エ ー シ ョ ン」（1.9％） と 続 い

て い た。 ち な み に、過 去 の 調 査 で 見 て 取 れ た「教 育 普 及 活 動」に 力 を 入 れ る 館 が 増 え、そ の 分、「収

集 保 存 活 動」 に 力 を 入 れ る 館 が 減 る 傾 向 は、 今 回 の 調 査 で も 見 て 取 れ た。 そ の 背 景 に は、 資 料
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の 購 入 費 が 減 っ て し ま い 収 集 保 存 活 動 が 難 し く な っ て い る こ と、 博 物 館 の 活 動 を 目 に 見 え る 形

で 社 会 に 示 す た め に は 教 育 普 及 活 動 が 格 好 の 活 動 で あ る こ と、 ま た、 経 費 も あ ま り か か ら な い

こ と な ど が あ る も の と 思 わ れ る。 こ の よ う に 各 館 の 活 動 に 関 す る 方 針 も、 時 代 や 社 会 の 変 化 と

と も に 変 わ っ て く る。 で は、 方 針 は と も か く、 実 際 に、 ど の よ う な 活 動 が ど の 程 度 に な さ れ て

い る の か。

（１）収集保存活動の現在

収蔵点・件数の中央値は 2,778 点、1,000 件ー人文系資料の場合ー

博 物 館 が 収 集 保 存 し て い る 資 料 は、 多 種 多 様 に 及 ん で い る。 数 え 方 も 様 々 で あ る。 そ の こ と

を、 十 分、 承 知 の 上 で 敢 え て 資 料 の 数 を 尋 ね た 結 果 を 示 す な ら ば、 日 本 の 博 物 館 に は 「人 文 系

資 料」 を 「点」 で 数 え て 収 集 保 存 し て い る 館 が ７ 割 ほ ど （70.7％） あ っ て、 そ の １ 館 あ た り の

平 均 収 蔵 点 数 は 31,931 点、「件」で 数 え て 収 集 保 存 し て い る 館 が ２ 割 ５ 分 ほ ど（26.2％）あ っ て、

そ の 平 均 収 蔵 件 数 は 11,192 件 と な っ て い る。 中 央 値 で 「普 通 の 博 物 館」 の 収 蔵 点 ・ 件 数 を 示

し て お け ば、 そ れ ぞ れ、2,778 点、1,000 件 で あ る。

一 方、「自 然 系 資 料」 に つ い て は、「点」 で 数 え て 収 集 保 存 し て い る 館 が 全 体 の ３ 割 （29.9％）、

１ 館 あ た り の 平 均 収 蔵 点 数 は 46,078 点、「点」 以 外 の 方 法 で 数 え て 収 集 保 存 し て い る 館 が １ 割

弱 （6.8％） で、 そ の 平 均 収 蔵 数 は 26,966 と な っ て い る。 中 央 値 で は、 そ れ ぞ れ 500 点、100

で あ る。

先 に 見 た よ う に、 日 本 の 博 物 館 は 「歴 史」「美 術」「郷 土」 で 全 体 の ８ 割 を 超 え て い る。 資 料

に お い て も 人 文 系 資 料 を 収 集 保 存 す る 館 は 自 然 系 資 料 を 収 集 保 存 す る 館 よ り も か な り 多 く な っ

て い る。 保 存 す る 資 料 の 点 ・ 件 数 は、 中 央 値 を も っ て 「普 通 の 博 物 館」 と す る な ら ば 大 雑 把 に

み て、 多 く て 3,000、 少 な け れ ば 数 百 と い っ た と こ ろ で あ る。

博 物 館 で は、 図 書 資 料 や 映 像 資 料 も 収 集 保 存 し て い る。 調 査 の 結 果 で は、 図 書 資 料 を 収 集 保

存 し て い る 館 の 割 合 は、「 点 」 で 数 え て い る 場 合 で 55.1％、「 件 」 で 数 え て い る 場 合 で 10.4％

で あ る。 収 集 保 存 し て い る 場 合 の 点 ・ 件 数 は、 そ れ ぞ れ、 平 均 が 15,674 点、15,730 件、 中 央

値 が 2,900 点、1,000 件 と な っ て い る。 一 部、 大 量 の 資 料 を 収 集 保 存 し て い る 館 が 平 均 を 引 き

上 げ て い て 実 態 が 把 握 し に く く な っ て い る が、 全 体 の ３ 分 の ２ く ら い の 館 に 図 書 資 料 が 保 管 さ

れ て い て、収 集 保 存 さ れ て い る 数 は 「普 通 の 博 物 館」 で 3,000 く ら い、と い う の が 実 態 で あ る。

映 像 資 料 に つ い て も 結 果 を 示 し て お く と、「点」 で 数 え て 収 集 保 存 し て い る 館 が 32.7％、「件」

の 場 合 は 6.7％、 点 ・ 件 数 の 平 均 が そ れ ぞ れ 4,809 点、3,362 件、 中 央 値 で 50 点、20 件 と な っ

て い る。 収 集 保 存 し て い る 館 が、 全 体 の ほ ぼ ３ 分 の １、 中 央 値 が 小 さ く な っ て い る こ と を 見 る

と 収 集 保 存 し て い た と し て も そ の 数 は 100 に も 満 た な い、 と い う の が 現 状 で あ る。

２割から３割の館が数点（件）の指定・登録物件を収集保存

博 物 館 が 収 集 保 存 す る 資 料 の な か に は、 国 や 都 道 府 県 ・ 市 町 村 の 登 録 ・ 指 定 有 形 文 化 財 も 含

ま れ て い る。 そ の 現 状 に つ い て も 簡 単 に 触 れ て お く と、 登 録・指 定 文 化 財 を 収 集 保 存 す る 館 は、

国 の 指 定 物 件 で 全 体 の 20.1％、 登 録 物 件 で は 5.7％、 都 道 府 県 の 指 定 物 件 で 23.5％、 市 町 村 の

指 定 物 件 で 32.9％ と な っ て い る。 点 ・ 件 数 に つ い て は、 登 録 物 件 に し て も 指 定 物 件 に し て も、

当 然、 数 は 限 ら れ て い る の で 中 央 値 は ど れ も １ 桁、 収 集 保 存 し て い る 館 １ 館 あ た り 数 点 （件）
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と い う の が 普 通 で あ る。 大 雑 把 に 言 っ て し ま え ば、全 体 の ２ 割 か ら ３ 割 の 館 に、各 々、数 点 （件）

の 指 定 ・ 登 録 物 件 が 収 集 保 存 さ れ て い る、 と い う の が 日 本 の 博 物 館 の 姿 で あ る。

次 に、 こ の よ う な 資 料 を 収 集 保 存 す る 館 の 活 動 に 目 を 向 け る。 調 査 で は、 資 料 の 収 集 保 存 の

た め に 必 要 だ と 思 わ れ る 事 項 を 取 り 上 げ、 そ の 現 状 を 尋 ね て い る。

コレクションポリシーを明文化している館は４分の１

そ の 一 つ が、 資 料 の 収 集、 登 録 ・ 管 理、 保 存 等 に 関 す る 方 針 （コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー） を 明

文 化 し て い る か ど う か で あ る。 コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 明 文 化 は、 収 集 保 存 さ れ る 資 料 を 通 じ

て 館 の 諸 活 動 を 方 向 づ け、 館 に 特 徴 を 持 た せ る と 同 時 に 館 を 機 能 さ せ る 重 要 な 手 段 で あ る。 そ

れ を 「明 文 化 し て い る」 館 は 全 体 の ４ 分 の １ （25.8％）。 明 文 化 す る こ と の 効 果 を 考 え る と ４

館 に １ 館 と い う 数 字 は、 高 い と は 言 い 難 い。

こ の 点 は、「資 料 の 登 録 ・ 管 理 に 関 わ る 手 順」 に つ い て も 同 様 で あ る。 や は り、 明 文 化 し て

い る 館 は 全 体 の ４ 分 の １ （24.9％） に 止 ま っ て い る。 明 文 化 さ れ た 「方 針」 と 「手 順」 に 沿 っ

て 資 料 が 収 集 保 存 さ れ る こ と で 資 料 の 価 値 も 高 ま り、 維 持 さ れ る こ と を 考 え る と、 現 状 に は 心

も と な さ が 残 さ れ る。

収蔵庫がほぼ満杯状態が 33.9％、外部に収蔵場所を設けている館が 27.2％

資 料 の 収 集 保 存 に は、 収 蔵 庫 が 必 要 で あ る。 博 物 館 資 料 で あ れ ば こ そ、 資 料 を よ い 状 態 で 収

蔵 し て お く こ と が 大 事 で あ り、 収 蔵 庫 の 現 状 把 握 も 必 要 で あ る。 調 査 で は、 資 料 が 収 蔵 庫 の ど

の く ら い の 割 合 を 占 め て い る か を 尋 ね て い る。 結 果 は、「９ 割 以 上 （ほ ぼ、 満 杯 の 状 態）」 と い

う 館 が 全 体 の 33.9％、「 収 蔵 庫 に 入 り き ら な い 資 料 が あ る 」 と い う 館 も 23.3％ に 及 ん で い た。

多 く の 資 料 が あ る と い う 点 で は 好 ま し い か も し れ な い が、 保 存 環 境 の 点 で 決 し て 「問 題 な し」

と は 言 え な い 状 況 で あ る。 ち な み に、 ３ 割 弱 （27.2％） の 館 が、 館 の 外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て

い た。 設 け て い な い が 必 要 と し て い る と い う 館 も そ れ 以 上 の 割 合 （31.9％） に 及 ん で い た。 収

蔵 庫 の 確 保 は、 日 本 の 博 物 館 に お い て 避 け て 通 る こ と の で き な い 問 題 で あ る。

資料台帳に資料のほとんどすべてを記載している館は 44.8％

博 物 館 に お け る 資 料 の 収 集 保 存 活 動 の 出 発 点 は 「資 料 台 帳」 へ の 記 載 で あ る。 そ の 現 状 は、

資 料 台 帳 に 資 料 の 「ほ と ん ど す べ て」 を 記 載 し て い る 館 が 44.8％、「４ 分 の ３ 程 度」 を 記 載 し

て い る 館 が 15.7％ で あ る。「資 料 台 帳 は 未 作 成」（15.3％） と い う 館 も 見 逃 せ な い 程 度 に 見 か け

ら れ る。 記 載 が 「ほ ん の 少 し」（6.4％） で あ っ た り、「４ 分 の １ 程 度」（3.9％） で あ っ た り す る

館 も 見 て 取 れ る。 各 館、 努 力 は し て い る よ う で あ る が、 ま だ、 不 十 分 で あ る。

データ・ベース化された資料台帳を作成している館はほぼ半数

近 年 の 電 子 化 の 流 れ は、 博 物 館 の 収 集 保 存 活 動 に も 影 響 を 及 ぼ し て い る。 調 査 で は、 電 子 メ

デ ィ ア に デ ー タ ・ ベ ー ス 化 さ れ た 「資 料 台 帳」 を 作 成 し て い る か ど う か を 調 べ て い る。 そ の 結

果、 ほ ぼ 半 数 （51.0％） の 館 で 作 成 さ れ て い た。 デ ー タ ・ ベ ー ス 化 さ れ た 「資 料 台 帳」 へ の 収

録 状 況 に 関 し て は、「ほ と ん ど す べ て」 の 資 料 を 収 録 し て い る 館 が 48.4％、「４ 分 の ３」 程 度 の

資 料 を 収 録 し て い る 館 が 21.3％ と、 比 較 的 多 く の 資 料 が 収 録 さ れ て い た。 デ ー タ・ベ ー ス の 電

子 化 が 資 料 の 整 理 を 促 進 し て い る も の と 思 わ れ る。

「資 料 台 帳」 へ の 記 載 ・ 収 録 に 加 え て、「資 料 目 録」 を 作 成 し た り 「目 録 情 報」 を 公 開 し た り

す る こ と も 館 の 収 集 保 存 活 動 で あ る。 そ の 現 状 で あ る が、「資 料 目 録」 を 作 成 し て い る 館 は 全
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体 の ６ 割 弱（56.9％）に 及 ん で い る。 但 し、「目 録 情 報」の 公 開 ま で し て い る か ど う か と な る と、

「目 録 情 報 を ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 し て い る」館 の 割 合 は １ 割 を 少 し 上 回 る 程 度（12.0％）で あ る。

さ ら に「ジ ャ パ ン・サ ー チ」や「文 化 遺 産 オ ン ラ イ ン」「美 術 情 報 シ ス テ ム」「サ イ エ ン ス・ミ ュ ー

ジ ア ム ネ ッ ト」 な ど、「外 部 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に 提 供 し て い る」 館 と な る と そ の 割 合 は

１ 割 を 切 っ て い る （8.1％）。 目 録 情 報 の 公 開 は、 ま だ、 始 ま っ た ば か り と 言 っ て よ い。

４分の１の館が資料の画像をデジタル化により公開

博 物 館 界 も 「デ ジ タ ル 化」 の 流 れ の 中 に あ る。 デ ジ タ ル 化 の 利 点 の 一 つ は、 資 料 の 画 像 化 に

あ る。 資 料 を デ ジ タ ル 画 像 に す る こ と は 収 集 保 存 活 動 の 助 け と な る と 同 時 に、 資 料 を こ れ ま で

と は 違 っ た 形 で 公 開 す る こ と に つ な が っ て い る。 調 査 で は、「館 内 の 端 末 や 館 の ホ ー ム ペ ー ジ

等 を 使 っ た 資 料 の 画 像 情 報 の 公 開」 に つ い て 尋 ね て み た。 そ の 結 果、全 体 の ４ 分 の １ （24.8％）

の 館 が 「公 開 し て い る」 と 回 答 し て い た。 博 物 館 界 の デ ジ タ ル 化 の 流 れ は、 今 後、 早 ま る こ と

こ そ あ れ 遅 く な る こ と な い も の と 考 え ら れ る。 こ の 点 に も 着 目 し て お く こ と が 必 要 で あ る。

（２）調査研究活動の現在

調査研究を使命や目的のなかに位置づけている館は約半数

収 集 保 存 と 並 ぶ 博 物 館 の 活 動 ベ ー ス は 調 査 研 究 で あ る。 今 回 の 調 査 で は、こ の 点 を 意 識 し て、

調 査 研 究 活 動 に 関 わ る 質 問 を 新 た に 設 け、 そ の 現 状 を 調 べ て い る。

ま ず は、 各 館 に お け る 調 査 研 究 活 動 の 位 置 づ け に つ い て で あ る。「調 査 研 究」 が 明 確 に 位 置

づ け ら れ て い な い た め に、そ れ が 疎 か に さ れ、十 分 に な さ れ な い こ と が 起 こ っ て く る。 そ こ で、

「博 物 館 の 使 命 や 目 的 の な か に、 調 査 研 究 活 動 を 位 置 づ け て い る」 か ど う か を 尋 ね て み た。 そ

の 結 果、「位 置 づ け て い る」 館 は 全 体 の 約 半 数 （50.7％） で あ っ た。「半 数 も」 と 捉 え る か、「半

数 し か」 と 捉 え る か、評 価 が 分 か れ る と こ ろ で は あ る が、課 題 が な い と は 言 え な い 状 況 で あ る。

活 動 の 実 績 で あ る が、 過 去 ５ 年 く ら い の 間 に 「館 全 体 で 取 り 組 む 調 査 研 究 活 動 が あ っ た」 と

い う 館 も （26.8％）、「 数 年 に わ た る 調 査 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が あ っ た 」 と い う 館 も （25.4％）、

全 体 の お お よ そ ４ 分 の １ と い う 結 果 で あ る。 こ こ で は 具 体 的 な 数 値 を 示 さ な い が、 両 者 の 間 に

は 重 な り が 認 め ら れ た。 更 に、 両 者 と も、「博 物 館 の 使 命 や 目 的 の な か に、 調 査 研 究 活 動 を 位

置 づ け て い る」 か ど う か と 関 係 し て い て、位 置 づ け て い る 館 に 「あ っ た」 と い う 館 が 多 か っ た。

た だ、 そ の よ う な 館 は 決 し て 多 く な く、 全 体 の １ 割 か ら ２ 割 程 度 に 止 ま っ て い た。 博 物 館 に お

け る こ の 種 の 調 査 研 究 活 動 は、 一 部 の 館 で 集 約 的 に 行 わ れ て い る も の と 思 わ れ る。

館の職員と外部の研究者が協力して調査研究を行っているのは 42.7％

博 物 館 の 調 査 研 究 活 動 は 館 を 超 え て 広 が っ て い る。 共 同 展 を 開 催 し よ う と 思 え ば 調 査 研 究 を

一 緒 に 行 う こ と に も な る し、 単 独 展 の 開 催 に お い て も 資 料 の 貸 借 を 通 じ て 研 究 成 果 の 共 有 が 図

ら れ る。 ま た、 学 芸 員 個 人 の 個 別 的 な 調 査 研 究 活 動 に お い て も 館 の 外 部 と の 交 流 が 存 在 す る。

調 査 の 結 果 で は、 過 去 ５ 年 く ら い の 間 に 42.7％ の 館 が 「館 の 職 員 と 外 部 の 研 究 者 が 協 力 し て 調

査 研 究 活 動 を 行 う こ と が あ っ た」 と し、62.0％ の 館 が 「外 部 の 研 究 者 に 対 し て 博 物 館 資 料 を 貸

し 出 し た り、 学 芸 員 の 知 見 を 提 供 し た り、 研 究 協 力 を 行 っ た」 と し て い た。 こ の よ う に 研 究 協

力 は、 比 較 的、 多 く の 館 で 行 わ れ て い る と 言 っ て よ い。

調 査 研 究 は 長 期 に わ た る と こ ろ か ら、 人 的 な 交 流 や 研 修 も 時 間 を か け て 行 う 必 要 が あ る。 だ
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が、実 際 に は そ の 必 要 は 満 た さ れ て い な い。「外 部 の 研 究 者 を『受 託 研 究 員』や『ゲ ス ト キ ュ レ ー

タ ー』 と し て 受 け 入 れ た」 と い う 館 は 7.5％、「研 究 能 力 向 上 の た め に 職 員 を 『国 内 留 学』 さ せ

た」 と い う 館 は 1.2％、「『海 外 留 学』 さ せ た」 と い う 館 は 1.9％ で あ る。 過 去 ５ 年 く ら い の 実 績

で こ の 程 度 で あ る こ と を 考 え る と、 長 期 に わ た る 人 的 交 流 や 研 修 は、 ま だ、 ほ と ん ど な さ れ て

い な い、 と 言 っ て よ い。 た だ、27.7％ の 館 に は、「職 員 を 職 務 の 一 環 と し て 学 会 等 へ 派 遣 し た」

実 績 が あ っ た。 短 期 の 研 修 は 多 少 な り と も 行 わ れ て い る と 見 て よ い も の と 思 わ れ る。

科学研究費補助金の研究機関として指定されているのは 4.8％

調 査 研 究 に は、経 費 も 必 要 で あ る。「外 部 資 金 （科 学 研 究 費 補 助 金・民 間 助 成 金 等） を 獲 得 し、

調 査 研 究 活 動 に 必 要 な 経 費 を 確 保 し た」 と い う 館 は、１ 割 を 少 し 上 回 る 程 度 （13.4％） で あ る。

経 費 の 節 減 が 求 め ら れ る な か、 研 究 費 の 獲 得 の た め の 努 力 も 若 干 で は あ る が 始 め ら れ て い る。

た だ、 科 学 研 究 費 補 助 金 に 限 っ て み る と、 過 去 ５ 年 間 に 申 請 し た と い う 館 （申 請 件 数 を 回 答 し

て き た 館） は 全 体 の 3.5％、 採 択 さ れ た と い う 館 （採 択 件 数 を 回 答 し て き た 館） は 全 体 の 3.2％

と、 ご く わ ず か で あ る。 補 助 金 の 申 請 資 格 と な る 研 究 機 関 と し て 「既 に 指 定 を 受 け て い る」 と

い う 館 の 割 合 は 4.8％、「指 定 を 希 望 し て 準 備 し て い る」 と い う 館 の 割 合 は 1.1％ で あ り、 実 際

に 申 請 で き る、あ る い は 申 請 を 目 指 し て い る 館 も 限 ら れ て い る。 ち な み に、「希 望 だ け し て い る」

と い う 館 が 12.2％。 多 く の 館 は （75.5％） は 「希 望 も し て い な い」 状 況 で あ り、 科 学 研 究 費 補

助 金 は、 到 底、 一 般 的 に な り 得 て い な い。 ま た、 な り 得 る よ う な 状 況 で も な い。 そ う し た 背 景

に は、制 度 上 の 障 害・制 約 も あ る の か と 思 わ れ る が、「調 査 研 究 活 動 を 行 う う え で 制 度 上 の 障 害・

制 約 に 直 面 し た」と い う 館 の 割 合 は 11.8％ で あ っ て そ れ ほ ど 多 く な い。 障 害・制 約 が な く な り、

調 査 研 究 活 動 が 促 進 さ れ る 状 況 が 作 ら れ る こ と が 期 待 さ れ る と 同 時 に、 各 館 の 積 極 的 な 取 り 組

み も 求 め ら れ る と こ ろ で あ る。 そ の 点 で、 全 体 の 45.2％ の 館 が 「研 究 紀 要 や 研 究 成 果 報 告 書、

図 録 を 刊 行」 し て 研 究 の 活 性 化 を 図 っ て い る こ と に は 着 目 し て お き た い。

（３）展示活動の現在

収蔵する資料の概ね３割から４割を展示

資 料、 そ し て 調 査 研 究 の 成 果 を 活 か す と こ ろ に 展 示 活 動 の 妙 味 が あ る。 収 蔵 す る 資 料 の 「展

示 実 績」、 す な わ ち 展 示 し た こ と の あ る 資 料 は 収 蔵 資 料 の ど の く ら い の 割 合 か を 尋 ね た と こ ろ、

平 均 値 が 43.4％、 中 央 値 が 30.0％ で あ っ た。 収 蔵 す る 資 料 の 概 ね ３ 割 か ら ４ 割 を 展 示 し て き

て い る の が 日 本 の 博 物 館 の 普 通 の 姿 で あ る。

以 下、展 示 を 大 き く 「常 設 展 示」 と 「特 別 （企 画） 展 示」 に 分 け て、そ の 現 在 を 見 て み た い。

半数強の館は大規模更新を行わない限り常設展示はほぼ同じ

常 設 展 示 は、 ９ 割 近 く （86.1％） の 館 で 行 わ れ て い る。 常 設 展 示 が あ る の が 博 物 館 の 普 通 の

姿 で あ る。 も ち ろ ん 「常 設 展 示」 と い っ て も 「常 設」 の 仕 方 は 様 々 で あ る。 常 設 展 示 の あ る 館

に 「 常 設 」 の 仕 方 を 尋 ね た と こ ろ、 半 数 強 （54.5％） の 館 は、「 大 規 模 更 新 を 行 わ な い 限 り は

ほ ぼ 同 じ 」 で あ っ た。 一 方、 約 ３ 割 （30.1％） の 館 で は、「 特 定 の 展 示 室 や コ ー ナ ー を 一 定 の

期 間 毎 に 展 示 替 え」 し て い た。 更 に、「常 設 展 示 の 展 示 資 料 を、 特 定 の 展 示 室 や コ ー ナ ー に 限

ら ず、一 定 の 期 間 毎 に 展 示 替 え し て い る」と い う 館 も １ 割 半（15.0％）ほ ど あ っ た。「常 設 展 示」

を 何 ら か の 形 で、 ま た、 多 少 な り と も 替 え て い る 場 合、 ど の く ら い の 頻 度 で 替 え て い る か を 尋
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ね た と こ ろ、「 １ 年 に １ 回 以 上 」 と い う 館 が ９ 割 近 く （87.8％） に 及 ん で い た。 ま た、 そ の 回

数 も 平 均 4.0 回 と な っ て い た。「 常 設 展 示 」 で も、 比 較 的、 小 ま め な 変 更 が な さ れ て い る よ う

で あ る。

半分弱の館において常設展示のリニューアルが必要

た だ、 こ れ は あ く ま で も 今 あ る 展 示 の 枠 内 の こ と で あ っ て、 常 設 展 示 を 大 規 模 に 更 新 す る と

な る と 間 違 い な く ハ ー ド ル が 高 く な っ て い る。「大 規 模 更 新 （リ ニ ュ ー ア ル） を 実 施 し た こ と

が あ る」 と い う 館 は、 常 設 展 示 の あ る 館 の ４ 館 に １ 館 （27.7％） で あ る。 最 新 の 更 新 の 年 度 は

平 均 す る と 平 成 22（2010） 年。10 年 く ら い は 現 在 の ま ま、 と い う 館 が 普 通 で あ る。 最 も 実 施

年 度 の 古 い 館 は 昭 和 46（1971）年。 中 に は 50 年 間、展 示 が そ の ま ま、と い う 館 も 存 在 し て い る。

む ろ ん、 す べ て の 館 が リ ニ ュ ー ア ル を 必 要 と し て い る わ け で は な い。 リ ニ ュ ー ア ル を 行 わ な

い こ と に 館 の 特 徴 を 見 い だ し て い る 館 も あ る。 リ ニ ュ ー ア ル し て か ら ま だ 年 月 が 経 っ て い な い

館 も 存 在 し て い る。 調 査 で リ ニ ュ ー ア ル の 必 要 性 を 尋 ね た と こ ろ、「必 要 と し て 計 画 を 立 て て

い る」 館 が 全 体 の 12.5％、「必 要 と し て い る が 計 画 は 立 て て い な い」 館 が 33.3％ で あ っ た。 両

者 を 加 え る と 半 分 弱 （45.8％） の 館 に お い て リ ニ ュ ー ア ル が 必 要 と さ れ て い る。 常 設 展 示 の リ

ニ ュ ー ア ル は、 比 較 的、 多 く の 館 で 必 要 と さ れ て い る。 し か し、 実 際 に 行 う と な る と 難 し い、

と い う の が 現 状 で あ る。

特別展を開催している館は４分の３

特 別 展 に つ い て は、「 開 催 し て い る 」 館 は 全 体 の ４ 分 の ３ （76.9％） に 及 ん で い る。 開 催 の

頻 度 は、「 毎 年、 １ 回 以 上 」 と い う 館 が 72.3％、 そ の 平 均 開 催 回 数 は 年 3.7 回 で あ る。 こ の よ

う に １ 年 に ３ 回 か ら ４ 回、 特 別 展 を 開 催 し て い る の が 日 本 の 博 物 館 の 普 通 の 姿 で あ る。 開 催 の

形 式 に つ い て は、「 単 独 で 開 催 す る こ と が 多 い 」 と い う 館 が 全 体 の 約 ８ 割 （82.3％）、「 他 の 館

や 機 関 ・ 組 織 と 共 催 す る こ と が 多 い 」 と い う 館 は １ 割 以 下 （9.8％） で あ り、 単 独 開 催 が 主 流

で あ る。

音声ガイドの導入は 11.6％、タブレット端末やスマートフォン等の鑑賞支援は 11.2％

展 示 は、 教 育 活 動 で あ り、 そ こ で は 如 何 に 展 示 の 理 解 を 促 進 す る か が 課 題 と な る。 こ の 点 に

関 し て、 比 較 的、 多 く の 館 で な さ れ て い る の が 印 刷 物 の 作 成 で あ る。「展 示 案 内 パ ン フ レ ッ ト」

に つ い て は 75.5％、「出 品 目 録」 に つ い て は 41.2％、「解 説 シ ー ト」 に つ い て は 41.7％、「有 料

の 展 示 解 説 書（図 録 な ど）」に つ い て は 40.0％ の 館 で 作 成 さ れ て い る。「ワ ー ク シ ー ト」と な る と、

作 成 し て い る 館 の 割 合 が や や 下 が る も の の、 そ れ で も 26.6％ の 館 で 作 成 さ れ て い る。 こ の よ う

に 印 刷 物 の 作 成 が 主 流 で あ る が、「音 声 ガ イ ド シ ス テ ム（レ シ ー バ ー 等）の 導 入」（11.6％）や「タ

ブ レ ッ ト 端 末 や ス マ ー ト フ ォ ン 等 を 活 用 し た 鑑 賞 支 援」（11.2％）な ど、「紙」媒 体 以 外 の メ デ ィ

ア を 使 っ た 工 夫 も な さ れ て い る。 た だ、「な さ れ て い る」 と 言 っ て も、 ま だ、 １ 割 程 度 の 館 に

限 ら れ る。

解説ツアー、ギャラリートークの実施は 59.0％

博 物 館 の 活 動 は、「収 集 保 存」「調 査 研 究」「展 示」「教 育 普 及」 な ど に 分 け ら れ る が、 こ れ は

便 宜 的 な 区 分 で あ っ て、実 際 に は こ れ ら が 有 機 的 に 結 び つ い て い る 必 要 が あ る。 そ の 点 で、「展

示」 を 「教 育 普 及」 に 結 び つ け る 試 み も 重 要 で あ る。 今 回 の 調 査 で は、こ の よ う な 試 み と し て、

「解 説 ツ ア ー、ギ ャ ラ リ ー ト ー ク」（59.0％）、「展 示 内 容 に 関 わ る 演 示、体 験 ワ ー ク シ ョ ッ プ （演
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劇、 サ イ エ ン ス シ ョ ー 等 を 含 む）」（44.1％）、「展 示 内 容 の 理 解 を 促 進 す る た め の 講 演 会、 シ ン

ポ ジ ウ ム」（50.3％） を 取 り 上 げ、「し て い る」 か ど う か を 尋 ね て い る。 結 果 は、 概 ね、 半 数 程

度 の 館 に お い て 行 わ れ て い た。 で は、「教 育 普 及」 自 体 は、ど の 程 度、行 わ れ て い る か。 次 に 「教

育 普 及 活 動 の 現 在」 を 見 て み る こ と に す る。

（４）教育普及活動の現在

講演会、シンポジウム等の開催は約５割

博 物 館 で 行 わ れ る 教 育 普 及 活 動 は 多 岐 に 及 ん で い る。 対 象 も 実 施 の 方 法 も 様 々 で あ る。 多 様

な 活 動 の 実 施 状 況 を 把 握 す る の は 至 難 の 技 で は あ る が、 今 回 の 調 査 で は 敢 え て ５ 種 類 の 活 動 に

分 け て 平 成 30（2018） 年 の 実 施 状 況 の 把 握 を 行 っ た。

そ の 結 果、座 学 主 体 の 「単 発 の 講 演 会、シ ン ポ ジ ウ ム 等」 に つ い て は 全 体 の 約 ５ 割 （49.6％）

の 館 で、「 連 続 講 座 」 に つ い て は 約 ３ 割 （28.1％） の 館 で 実 施 さ れ て い た。 回 数 や 参 加 人 数 は

数 え 方 に 左 右 さ れ て し ま う の で あ く ま で も 各 館 の 回 答 に 拠 る 限 り の 平 均 で あ る が、 前 者 が 開 催

回 数 6.9 回、参 加 人 数 718 人、後 者 が 開 催 回 数 11.2 回、参 加 人 数 472 人 と な っ て い た。「講 演 会、

シ ン ポ ジ ウ ム」 に つ い て は ２ カ 月 に １ 回 程 度、「連 続 講 座」 に つ い て は 毎 月 １ 回 程 度 開 催 さ れ、

１ 回 あ た り の 参 加 者 は 前 者 が 100 人 程 度、 後 者 が 40 人 程 度、 と い う の が 日 本 の 博 物 館 の 実 態

で あ る。

実技・対話等を伴う体験型の活動は約半数の館で実施

博 物 館 に お け る 教 育 普 及 活 動 に つ い て 「ハ ン ズ オ ン （体 験 型）」 が 言 わ れ だ し て 久 し い。 調

査 の 結 果 で 見 る と、「 実 技 ・ 対 話 等 を 伴 う 体 験 型 の 活 動 」 は 約 半 数 （52.5％） の 館 で 実 施 さ れ

て い た。 回 数 と 参 加 人 数 は、 展 示 室 の 一 角 に 設 け ら れ た 体 験 コ ー ナ ー 等 で の 活 動 も 含 め て 回 答

し た 館 が あ る も の と 推 測 さ れ、若 干、値 が 高 く な っ て い る。 平 均 53.1 回、参 加 人 数 は 平 均 2,259

人 で あ る。「現 地 見 学 会 ・ 観 察 会 等」 に つ い て は、 実 施 し た と い う 館 が 全 体 の 36.4％、 回 数 は

平 均 17.9 回、 参 加 人 数 は 平 均 699 人 で あ る。「ハ ン ズ オ ン」 と そ れ に 類 す る 活 動 も 徐 々 に 行 わ

れ る よ う に な っ て き て い る も の と 推 測 さ れ る。

教 育 普 及 活 動 と し て 「映 画 会 や コ ン サ ー ト 等」 を 実 施 し た と い う 館 は、４ 館 に 1 館 （27.4％）

で あ る。 回 数 は 平 均 28.1 回、 参 加 人 数 は 平 均 1,722 人 と な っ て い る。 平 均 す れ ば 月 に ２ ～ ３

回 の 実 施、 １ 回 あ た り 50 人 ほ ど の 参 加 者 を 集 め て い る 計 算 に な る。 た だ、 調 査 の 結 果 は 上 記

の 通 り で あ る が、 映 画 会 や コ ン サ ー ト に つ い て も 実 施 形 態 や 実 施 方 法 が 多 様 で あ る こ と が 推 測

さ れ、 平 均 値 だ け で は 一 概 に 語 れ な い。

図書室・図書コーナーを設置している館は４割程度

博 物 館 に お け る 教 育 普 及 活 動 は、 言 う ま で も な く 上 記 の よ う な 活 動 に 限 ら れ な い。 来 館 者 の

学 習 を 支 援 す る た め の 設 備 や 仕 組 み を 設 け る こ と も 教 育 普 及 活 動 の う ち で あ る。 こ の よ う な 設

備 や 仕 組 み に 目 を 向 け る と、「専 用 の 部 屋 や コ ー ナ ー の 設 置」（15.7％） や 「専 門 の ス タ ッ フ の

配 置」（13.5％）を「し て い る」館 は わ ず か で あ る。「検 索 用 コ ン ピ ュ ー タ 端 末 の 設 置」（10.8％）も、

決 し て 進 ん で い る と は 言 え な い 状 況 で あ る。「図 書 館（図 書 室・図 書 コ ー ナ ー）の 設 置」で は「し

て い る」（40.9％） 館 が 多 く な る が、 そ れ で も ４ 割 程 度 で あ る。 比 較 的 対 応 が な さ れ て い る の

は 館 外 か ら の 問 い 合 わ せ へ の 対 応 で あ る。「電 話 窓 口 の 開 設、電 話 対 応」 に つ い て は 54.7％、「電
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子 メ ー ル 等 イ ン タ ー ネ ッ ト 窓 口 の 開 設、 イ ン タ ー ネ ッ ト 対 応」 に つ い て は 46.9％ と、 約 半 数 の

館 に お い て 何 ら か の 対 応 が な さ れ て い る。

教育普及活動の部課係も置いていないし担当者も決めていない館が 45.2％

と こ ろ で、 日 本 で は、 キ ュ レ ー タ ー と エ デ ュ ケ ー タ ー が 区 別 さ れ て お ら ず、 学 芸 員 が 教 育 普

及 活 動 も 担 当 す る の が 一 般 的 で あ る。 こ の 点 に 関 わ り、 調 査 で は、 教 育 普 及 活 動 を 担 当 す る

部 課 係 と 担 当 者 の 配 置 状 況 を 調 べ て い る。 結 果 は、「部 課 係 も 置 い て い な い し、 担 当 者 も 決 め

て い な い」 館 が 全 体 の 45.2％、「部 課 係 は 置 い て い な い が、 担 当 者 を 決 め て い る」 館 が 全 体 の

35.1％ を 占 め て い た。 部 課 係 を 置 い て 行 う の で は な く、 学 芸 員 が 通 常 の 学 芸 業 務 の な か で 行 っ

て い る ケ ー ス が 一 般 的 で、「教 育 普 及 活 動 を 兼 担 す る 部 課 係 を 置 い て い る」（10.7％）、更 に は「教

育 普 及 活 動 の み を 担 当 す る、 専 門 の 部 課 係 を 置 い て い る」（3.5％） と い っ た ケ ー ス は あ ま り 見

か け ら れ な い。 教 育 普 及 活 動 が 学 芸 業 務 の な か に 組 み 込 ま れ て い る こ と に は そ れ な り に 長 所 も

あ り、 そ れ が 「日 本 的」 な の か も し れ な い が、 組 織 的 な 裏 付 け が な い こ と に よ っ て 教 育 普 及 活

動 が 二 の 次 に 置 か れ て し ま う よ う な こ と が あ る と、 そ れ は そ れ で 問 題 で あ る。

学校教育プログラムの作成は２割弱

教 育 普 及 活 動 に 関 し て は、 特 に 学 校 教 育 と の 関 係 が 問 わ れ る と こ ろ で あ る。 平 成 12（2000）

年 度 か ら 段 階 的 に 学 校 に 導 入 さ れ た 「総 合 的 な 学 習 の 時 間」 は、 学 校 に よ る 博 物 館 の 利 用 を 促

進 す る 契 機 と な っ た。 ま た、 平 成 14（2002） 年 度 に 始 ま る 完 全 学 校 週 ５ 日 制 に お い て は、 学

校 が 休 み と な っ た 土 曜 日 に 対 応 す る 事 業 の 開 催 場 所 と し て 博 物 館 へ の 期 待 が 高 ま っ た。 更 に 平

成 20（2008）年 に 改 訂 さ れ た『学 習 指 導 要 領』で は、「社 会」「理 科」「図 画 工 作（小 学 校）」、「美

術 （中 学 校）」 等 に お い て 博 物 館 ・ 美 術 館 の 積 極 的 な 活 用 が 記 載 さ れ、 学 校 教 育 と の 関 係 強 化

が 図 ら れ た。 こ の よ う な 状 況 も 視 野 に、 こ の 調 査 で は、 博 物 館 と 学 校 教 育 の 関 係 に つ い て 幾 つ

か の 質 問 を 設 け て い る。 特 に 今 回 の 調 査 で は、 各 種 の 「教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成」 に 焦 点 を 合 わ

せ て 各 館 に 作 成 の 状 況 を 尋 ね て い る。

そ の 結 果 で あ る が、い ず れ の プ ロ グ ラ ム に お い て も「作 成 し て い る」館 は ２ 割 に 届 い て い な い。

最 も 作 成 し て い る 館 が 多 か っ た の は、「常 設 展 に 合 わ せ た 教 育 プ ロ グ ラ ム」 で 18.0％、 次 に 多

か っ た の は 「『総 合 的 な 学 習』 を 念 頭 に お い た 教 育 プ ロ グ ラ ム」 で 15.9％、 以 下、「『学 習 指 導

要 領』 に 沿 っ た 教 育 プ ロ グ ラ ム」12.5％、「特 別 展 や 企 画 展 に 合 わ せ た 教 育 プ ロ グ ラ ム」9.8％、

「教 員 を 対 象 に し た 教 育 プ ロ グ ラ ム」8.1％ と 続 い て い る。 さ す が に 「教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成」

と な る と ハ ー ド ル が 高 い よ う で、「作 成 し て い る」 館 は 限 ら れ て い る。 た だ、 学 校 教 育 と の 関

係 を 考 え た 場 合、 今 日 的 な 課 題 に 取 り 組 む 試 み と し て 着 目 し て お く こ と が 大 事 で あ る。

授業の一環として児童や生徒が来館する館は 86.0％

調 査 で は、 そ の 他 の 関 係 や 取 り 組 み に つ い て も 尋 ね て い る。 平 成 30（2018） 年 度 の 実 績 を

問 う た と こ ろ で は、「授 業 の 一 環 と し て、児 童 や 生 徒 が 来 館 す る」（86.0％）、「遠 足 や 修 学 旅 行 等、

行 事 の 一 環 と し て、 学 校 が 団 体 で 来 館 す る 」（72.8％） と い っ た こ と は、 一 般 的 に 行 わ れ て い

る。 キ ャ リ ア 教 育 が 課 題 と な る な か で 「職 場 体 験 の 一 環 と し て、 児 童 ・ 生 徒 が 来 館 す る」 ケ ー

ス も ６ 割 近 く （58.9％） に 及 ん で い る。 博 物 館 が イ ニ シ ア テ ィ ブ を 取 り、「学 芸 員 が 博 物 館 で、

児 童・生 徒 を 指 導」（52.5％） し た り、「学 芸 員 が 学 校 に 出 向 い て、 児 童・生 徒 を 指 導」（36.0％）

し た り す る こ と も、 一 般 的 と は 言 え な い ま で も、 行 わ れ て い る。 た だ、 生 徒 に 対 す る 教 育 普 及
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活 動 に 比 べ て、 教 員 に 対 す る 教 育 普 及 活 動 と な る と 実 施 の 実 績 は 乏 し い と 言 わ ざ る を 得 な い。

「教 員 に 対 し て、 来 館 の た め の 事 前 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 う こ と」（31.4％） や 「教 員 対 象

の 講 座 や 講 習 会 を 開 く こ と」（20.3％）、「 教 育 委 員 会 等 が 行 う 教 員 研 修 と 連 携 し て、 館 が 事 業

や 活 動 を 行 う こ と」（27.5％） を 行 っ た と い う 館 の 割 合 は ２ ～ ３ 割 に 止 ま っ て い る。「学 校 に 資

料 や 図 書 を 貸 し 出 す こ と」（25.2％） も 博 物 館 と し て で き る 学 校 教 育 へ の 協 力 で は あ る が、 実

績 の あ る 館 は そ れ ほ ど 多 く な く、 ま し て 「特 定 の 学 校 と い っ し ょ に 博 物 館 を 利 用 し た 教 育 実 践

の 研 究 を す る こ と」 と な る と、 現 状 で は 稀 （11.1％） で あ る。

周 知 の よ う に 博 物 館 は 社 会 教 育 施 設 に 位 置 づ け ら れ て い る。 社 会 教 育 施 設 と し て の 博 物 館 が

学 校 教 育 と の 連 携 を 強 化 し よ う と す る 試 み は 「学 社 連 携」 と し て 捉 え ら れ る が、 そ の 場 合、 重

要 な の は、 博 物 館 サ イ ド に そ れ を 担 い う る 人 材 が 用 意 さ れ て い る か ど う か で あ る。 調 査 の 結 果

で は、「専 任 の 担 当 者 を 配 置 し て い る」 館 は 全 体 の わ ず か 4.8％。 た だ、37.9％ の 館 に 「他 の 業

務 と 兼 務 す る 担 当 者 が 配 置 」 さ れ て い て、 博 物 館 サ イ ド と し て は ひ と ま ず 受 入 れ の 窓 口 だ け

は 十 分 と は 言 え な い が 確 保 さ れ て い た。 も ち ろ ん、「担 当 者 を 配 置 し て い な い」 館 が 半 数 以 上

（52.9％） で あ る の で、 課 題 は 明 ら か に 残 さ れ て い る。 配 置 さ れ て い る 担 当 者 に つ い て 言 え ば、

そ の な か に 教 員 経 験 者 が 「い る」 と い う 館 は 33.9％ で あ り、 人 事 面 で の 工 夫 も、 な お、 課 題 で

あ る。

博物館実習生を受け入れた館は 38.9％

博 物 館 の 教 育 普 及 活 動 は、 博 物 館 そ の も の を 支 え る 基 盤 に も な っ て い る。 そ の 一 つ が 学 芸 員

の 養 成 で あ る。 学 芸 員 養 成 課 程 の カ リ キ ュ ラ ム で は 「博 物 館 実 習」 が 必 修 と な っ て お り、 博 物

館 は 実 習 の 場 と し て の 役 割 を 担 っ て い る。 こ の 点、 平 成 30（2018） 年 度 の 実 績 で は、 実 習 生

を 受 け 入 れ た 館 は 全 体 の 38.9％ で あ る。 受 入 れ た 人 数 は、 平 均 6.9 人、 一 人 あ た り の 受 入 れ 日

数 は 平 均 7.1 日 と な っ て い る。 実 習 を 経 験 し て 養 成 課 程 を 終 え た 学 生 の う ち 実 際 に 学 芸 員 に な

る 学 生 は わ ず か で あ る。 そ の 点 で 博 物 館 そ の も の を 直 接 支 え て い る 部 分 は 少 な い か も し れ な い

が、 博 物 館 な る も の と そ の 活 動 を 広 く 多 く の 人 に 知 っ て も ら う と い う 意 味 も 含 め れ ば、 実 習 の

受 入 れ は 博 物 館 の 重 要 な 役 割 で あ る。 そ の 点 で 約 ４ 割 の 館 が そ の 役 割 を 果 た し て い る と い う 事

実 に は 相 応 の 重 み が あ る と 言 い 得 よ う。

そ の 他、博 物 館 の 教 育 普 及 活 動 に は、「研 究 の 指 導 を 希 望 す る 大 学 生・大 学 院 生 の 受 入 れ」や「イ

ン タ ー ン シ ッ プ の 大 学 生・大 学 院 生 の 受 入 れ」が あ る。 こ こ で は、平 成 30（2018）年 の 実 績 の み、

示 し て お く。

「研 究 指 導 希 望 学 生 ・ 院 生 の 受 入 れ」 に つ い て は、「あ っ た」 と い う 館 が 全 体 の 6.0％、 受 入

れ 人 数 は 平 均 4.8 人、「イ ン タ ー ン シ ッ プ の 学 生 ・ 院 生 の 受 入 れ」 に つ い て は、「あ っ た」 と い

う 館 が 全 体 の 13.9％、 受 入 れ 人 数 は 平 均 3.9 人 で あ る。 こ の よ う に、 実 績 と い っ て も 限 ら れ て

い る。

４．経営課題に取り組む日本の博物館

冒 頭 に も 述 べ た よ う に、 博 物 館 は、 変 化 す る 社 会 や 経 済 の 状 況 な か で 姿 を 変 え て き て い る。

国 や 地 方 自 治 体 な ど の 政 策 に よ っ て も 変 わ っ て い る。 こ の 「変 え る、 変 わ る」 変 化 に は、 外 側

か ら 引 き 起 こ さ れ る 側 面 も あ る が、博 物 館 自 体 が 課 題 に 応 え る 形 で 内 側 か ら 「変 え る、変 わ る」
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側 面 も 認 め ら れ る。 変 化 す る 社 会 状 況 や 経 済 状 況 の な か で、 ま た、 国 や 地 方 自 治 体 の 政 策 を 受

け て、 博 物 館 に は 常 に 新 た な 課 題 が 突 き つ け ら れ て い る。 博 物 館 は、 そ の 時 々 の 課 題 を 自 ら の

館 の 課 題 と し て 捉 え、 そ の 解 決 や 達 成 に 取 り 組 む こ と で も 変 わ っ て い る。 そ の 取 り 組 み は、 一

言 で 言 え ば 「博 物 館 経 営」 と い う こ と に な る。 も ち ろ ん、 課 題 へ の 取 り 組 み は、 す べ て の 館 に

お い て 一 律 に な さ れ る も の で は な い し、 そ の 必 要 も な い。 ま た、 現 状 と し て 十 分 に 取 り 組 ま れ

て い る も の も あ れ ば、 ま だ、 端 緒 に つ い た ば か り の も の も あ る。 こ こ で は、 課 題 の 解 決 ・ 達 成

に 取 り 組 む 博 物 館 の 姿 を、 あ く ま で も 全 体 と し て 見 た 場 合 の こ と と し て、 ま た、 不 十 分 な と こ

ろ も 含 め て、 ト ピ カ ル に 描 い て み る。

（１）目的・使命の明確化と評価の実施

独自の目的・使命を設定している館は半数

ま ず は、「目 的・使 命 （ミ ッ シ ョ ン）」 に つ い て で あ る。「各 館 が そ れ ぞ れ、何 を 目 的 に 活 動 し、

ど の よ う な 使 命 を 果 た そ う と し て い る か を 明 確 に す る こ と、 そ し て そ れ を 分 か り や す く 表 現 し

て 館 の 内 外 に 示 す こ と」 は、 館 の 活 動 を 方 向 づ け 活 性 化 す る た め に、 ま た、 館 が 社 会 か ら 信 頼

さ れ る た め に 重 要 で あ る。 日 本 博 物 館 協 会 に お い て も こ の こ と の 重 要 性 に 鑑 み、 か ね て よ り 広

く 各 館 に 目 的 ・ 使 命 の 明 確 化 と 公 表 を 呼 び か け て き た と こ ろ で あ る。 こ の 点 に つ い て 今 回 の 調

査 で は、「館 と し て 『独 自 の 目 的 ・ 使 命』 を 設 定 し て い る か」 を 尋 ね て み た。 そ の 結 果、「設 定

し て い る」（49.4％） と 「設 定 し て い な い」（48.1％） が ほ ぼ 同 率 で あ っ た。 ほ ぼ、 同 率 と い う

こ と で 結 果 を ど の よ う に 判 断 す る か に つ い て は 見 解 が 分 か れ よ う。 た だ、 半 数 の 館 が 「設 定 し

て い な い」 こ と は 確 か で あ り、 な お、 課 題 は 残 さ れ て い る。

公 表 に つ い て は ど う か。「設 定 し て い る」 館 に 公 表 の 形 を 尋 ね た と こ ろ、 中 心 は 「館 の ホ ー

ム ペ ー ジ」（58.2％） と 「館 を 紹 介 す る パ ン フ レ ッ ト」（51.6％） で あ っ た。 公 表 し て い る 館 が

大 多 数 で あ る が、設 定 し な が ら「特 に 示 し て い な い」と い う 館 も 若 干 あ り（16.8％）、こ の 点 で も、

な お、 課 題 は 残 さ れ て い る。

定期的に評価を実施している館は自己評価 26.9％、外部評価 23.2％、設置者評価 22.6％

目 的 ・ 使 命 の 明 確 化 ・ 公 表 と 並 ん で 課 題 と な っ て い る の は 「評 価」 で あ る。 博 物 館 の 管 理 ・

運 営 に も、 い わ ゆ る 「PDCA サ イ ク ル」 が 必 要 と さ れ、 そ の 「C（Check）」 に あ た る 評 価 が 課 題

と さ れ て い る。

博 物 館 の 評 価 は、 一 般 に、 館 の 職 員 が 主 体 と な っ て 自 館 の 活 動 を 評 価 す る 「自 己 評 価」、 外

部 の 者 が 館 の 活 動 を 評 価 す る 「外 部 評 価」、 設 置 者 が 館 を 評 価 す る 「設 置 者 評 価」 に 分 け ら れ

る。 各 評 価 に つ い て、「定 期 的 に 実 施 し て い る」 館 の 割 合 を 見 る と、 自 己 評 価 が 26.9％、 外 部

評 価 が 23.2％、 設 置 者 評 価 が 22.6％ と な っ て い て、 各 評 価 と も に そ れ を ル ー テ ィ ン 化 し て 行 っ

て い る の は お お よ そ ４ 館 の う ち １ 館 で あ る。 な お、 自 己 評 価 と 設 置 者 評 価 を 一 体 的 に 行 う 場 合

も あ る が、 そ の よ う な 評 価 を 定 期 的 に 行 っ て い る の は 12.1％ で あ っ た。 こ う し て み る と、 評 価

を 管 理 ・ 運 営 の 中 に 組 込 み、 ル ー テ ィ ン 化 し て 実 施 し て い る 館 は、 そ れ ほ ど 多 く な い。

で は、ル ー テ ィ ン 化 し な い ま で も、取 り 敢 え ず 評 価 な る も の を 実 施 し て い る 館 は、ど の 程 度、

あ る か。 調 査 結 果 で は、 そ う し た 館 の 割 合 は、 自 己 評 価 で 5.2％、 外 部 評 価 で 6.2％、 設 置 者 評

価 で 3.8％、 自 己 評 価 と 設 置 者 評 価 を 一 体 的 に 行 う 評 価 で 2.8％ と、 わ ず か で あ っ た。 先 に 示 し
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た 「定 期 的 に 実 施 し て い る」 館 の 割 合 と 足 し 合 わ せ た と し て も そ れ ぞ れ ３ 割 程 度。 博 物 館 の 管

理 ・ 運 営 に お い て 評 価 は 未 だ 十 分 に 行 わ れ て い る 状 況 に な い。

ち な み に、 ４ つ の 評 価 の い ず れ か 一 つ で も 行 っ て い る 館 の 割 合 を 算 出 し て み た。 形 式 は ど う

で あ れ 評 価 な る も の を 定 期 的 に 行 っ て い る 館 の 割 合 は 48.8％、 定 期 的 で は な い も の も 含 め る と

55.9％ で あ っ た。 裏 返 し て 言 え ば、半 数 前 後 の 館 は 評 価 な る も の を 実 施 し て い な い こ と に な る。

や は り、 博 物 館 界 で は 評 価 は、 未 だ、 課 題 と さ れ る 部 分 が 大 き い も の と 思 わ れ る。

な お、 評 価 結 果 の 公 表 で あ る が、 評 価 を 実 施 し て い る 館 の う ち 結 果 を 公 表 し て い る 館 の 割

合 は、 自 己 評 価 で ４ 割 （42.5 ％）、 そ れ 以 外 で も 約 ６ 割 （ 外 部 評 価 ：63.4 ％、 設 置 者 評 価 ：

61.9％、 自 己 評 価 と 設 置 者 評 価 を 一 体 的 に 行 う 評 価 ：59.0％） で あ る。 自 己 評 価 の 結 果 を 公 表

し て い る 館 の 割 合 が 低 く な る の は、 評 価 の 性 格 上、 あ る 意 味、 当 然 で あ る が、 全 体 に 結 果 を 公

表 し て い る 館 の 割 合 は そ れ ほ ど 高 く な い。 評 価 結 果 の 公 表 は、 外 か ら の 目 で 館 の 活 動 を 見 て も

ら う こ と で あ り、 そ の 点 で、 更 な る 積 極 さ が 求 め ら れ よ う。

利用者・関係者の意見を館運営に反映させる組織を設けている館は 43.2％

「外 か ら の 目」 と い う 点 で は、 博 物 館 に は 「利 用 者 や 関 係 者 の 意 見 を 聴 取 し、 そ れ を 館 の 運

営 に 反 映 さ せ る 恒 常 的 な 組 織」 が 置 か れ て い る ケ ー ス も 見 て 取 れ る。「博 物 館 法」 で は、 該 当

す る 組 織 と し て 「博 物 館 協 議 会」 に つ い て 規 定 さ れ て い る が、「置 く こ と が で き る」 と さ れ て

い て 必 置 で は な い。 し か も、 規 定 の 及 ぶ 範 囲 は 公 立 博 物 館 に 限 ら れ て い る。 調 査 の 結 果 で は、

こ の よ う な 組 織 を 「設 け て い る」 館 の 割 合 は 全 体 の 43.2％ で あ っ た。 し か も、 そ の 割 合 は、 平

成 16（2004） 年 （40.9％） か ら 大 き く 変 わ っ て い な い。 組 織 上、 置 か れ て い て も 機 能 し て い

な い ケ ー ス も あ る と い う 指 摘 も な さ れ て い て、 評 価 の 結 果 を 活 か す 点 で も、 こ の 種 の 組 織 の 設

置 は、 な お、 博 物 館 界 の 課 題 で あ る。

（２）アカウンタビリティと情報公開

博 物 館 は、 様 々 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー、 そ し て 市 民 に よ っ て 支 え ら れ て い る。 広 く 社 会 か ら 信

頼 さ れ、 支 持 ・ 支 援 さ れ る こ と で 成 り 立 っ て い る。 そ こ で 重 要 に な っ て く る の が 情 報 公 開 で あ

る。 管 理・運 営 の 側 面 か ら 言 え ば、 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ （説 明 責 任） と い う こ と に な る。 目 的・

使 命 や 評 価 結 果 の 公 表 も そ の 流 れ に 沿 う も の だ が、 こ こ で は い ま 少 し 広 く、 館 と し て の 情 報 公

開 の 現 状 を 見 て お く こ と に す る。

館報・年報を作成している館は４割弱

情 報 公 開 の 有 力 な 手 立 て は 「 館 報 ・ 年 報 」 の 類 で あ る。「 館 報 ・ 年 報 」 を 作 成 ・ 刊 行 し て い

る 館 は 全 体 の ４ 割 弱 （37.2％） で あ り、 そ れ ほ ど 多 く な い。「『 ニ ュ ー ス 』 等 の 普 及 誌 」 だ と、

い ま 少 し、 手 軽 な も の と な る が、 定 期 的 に 作 成 ・ 刊 行 す る 必 要 も あ る か ら か、 作 成 ・ 刊 行 し て

い る 館 の 割 合 は そ れ ほ ど 高 く な く、全 体 の ４ 分 の １（24.7％）に 止 ま っ て い る。 館 の 活 動 の 成 果、

と り わ け 展 示 に 関 わ る 成 果 を 示 す も の に 図 録 が あ る。図 録 を 作 成・刊 行 し て い る 館 の 割 合 は、「常

設 展 図 録」 で 25.1％、「特 別 展 図 録」 で 36.7％ と、「館 報・年 報」 と 大 差 な い。 最 近 で は 「ビ デ オ、

DVD な ど 映 像 ソ フ ト」 を 作 成 ・ 刊 行 す る 館 も あ る が、 そ の 割 合 は １ 割 以 下 （8.3％） で、 ま だ、

少 数 に 止 ま っ て い る。 館 報 や 年 報、 普 及 誌、 図 録、 ソ フ ト な ど の 作 成 に は 時 間 と 労 力 が 必 要 で

あ り、 一 部、 規 模 の 大 き な 館 で は と も か く、 そ れ ほ ど の 規 模 で な い 大 多 数 の 館 で は な か な か 手



―　18　―

の 届 か な い も の で あ る と 思 わ れ る。

一般用のガイドブックを作成している館は３分の１

活 動 の 成 果 と い う よ り も 内 実 を 公 開 す る も の に「ガ イ ド ブ ッ ク」の 類 が あ る。「ガ イ ド ブ ッ ク」

は、 主 に 展 示 の 閲 覧 の た め に 供 さ れ る も の で あ る が、 館 の 活 動 を 館 外 に 示 す と い う 意 味 で は 情

報 公 開 の 機 能 も 果 た し て い る。 ガ イ ド ブ ッ ク を 作 成 ・ 刊 行 し て い る 館 の 割 合 は、「一 般 用」 で

全 体 の ３ 分 の １ （36.1％） と、そ れ ほ ど 高 く な い。「教 師 用」 と も な る と 4.1％、「小・中 学 生 用」

で は 12.3％ と い う 結 果 で あ る。こ の よ う に し て み る と、日 本 の 博 物 館 全 体 に お け る 情 報 公 開 は、

必 ず し も 十 分 と は 言 え な い も の と 思 わ れ る。

（３）コンプライアンスと危機管理

「博物館の原則・博物館関係者の行動規範」の職員への周知徹底は 16.9％

博 物 館 の 管 理 ・ 運 営 の 課 題 の 一 つ に コ ン プ ラ イ ア ン ス が あ る。 今、 述 べ た 「説 明 責 任」 も、

館 が 広 く 社 会 か ら 信 頼 さ れ、 支 持 ・ 支 援 さ れ る た め に 必 要 な こ と で あ る が、「法 令 遵 守」 も そ

の た め の 重 要 な 条 件 で あ る。 調 査 で は、「ICOM（国 際 博 物 館 会 議） 倫 理 規 程」 と 「日 本 博 物 館

協 会 博 物 館 の 原 則 ・ 博 物 館 関 係 者 の 行 動 規 範」 を 取 り 上 げ、 各 々、「職 員 へ の 周 知 徹 底 を 図 っ

て い る か ど う か」「日 常 の 業 務 に お い て 活 用 を 図 っ て い る か ど う か」 を 尋 ね て い る。 そ の 結 果、

「ICOM 倫 理 規 程」 に つ い て は、 職 員 へ の 周 知 徹 底 （10.3％） に お い て も、 日 常 の 業 務 で の 活 用

（10.5％） に お い て も、 図 っ て い る 館 は １ 割 に 過 ぎ な か っ た。「日 本 博 物 館 協 会 博 物 館 の 原 則 ・

博 物 館 関 係 者 の 行 動 規 範」 に つ い て は、「ICOM 倫 理 規 程」 よ り は、若 干、数 値 は 高 い も の の （職

員 へ の 周 知 徹 底 ：16.9％、 日 常 の 業 務 で の 活 用 ：17.2％）、 そ の 割 合 は ２ 割 に 満 た な い 状 況 で

あ っ た。「ICOM 倫 理 規 程 」 も 「 日 本 博 物 館 協 会 博 物 館 の 原 則 ・ 博 物 館 関 係 者 の 行 動 規 範 」 も

法 令 で は な い。「法 令」 と い う 点 で は、各 館、遵 守 し て 活 動 し て い る も の と 思 わ れ る。 そ の 上 で、

博 物 館 が 社 会 的 に 信 頼 ・ 支 持 ・ 支 援 さ れ る た め に は、 こ こ で 取 り 上 げ た 「規 程」 や 「規 範」 に

つ い て も 周 知 徹 底 し た り、 活 用 し た り す る こ と が 求 め ら れ る。 た だ 現 状 は、 な お、 課 題 を 残 し

て い る。 各 館 に お い て、 ま た、 博 物 館 界 に お い て、 一 層 の 努 力 が 求 め ら れ よ う。

IT 化 が 進 む な か で 博 物 館 も 情 報 管 理 や セ キ ュ リ テ ィ 対 策 な ど、 新 た な 課 題 へ の 対 応 を 迫 ら れ

て い る。 情 報 管 理 ・ セ キ ュ リ テ ィ 対 策 は、 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 問 題 と 深 く 関 連 す る。 関 係 諸 規

定 が 用 意 さ れ て い る か ど う か、 そ れ が 遵 守 さ れ て い る か ど う か が 問 わ れ る と こ ろ で あ る。

知的財産権保護に関する諸規定を定めている館は２割

博 物 館 は 知 的 財 産 の 宝 庫 で あ る。 知 的 財 産 権 の 保 護 は、博 物 館 と し て 必 須 の 取 り 組 み で あ る。

コ ン プ ラ イ ア ン ス と の 関 係 で は、「館 が 収 蔵 す る 資 料 や 発 行 す る 著 作 物 の 『知 的 財 産 権』 に つ

い て の 保 護 の 方 針、 取 り 扱 い に 関 す る 諸 規 定」 を 定 め て い る か ど う か が 問 わ れ て い る。 調 査 の

結 果 で は、「定 め て い る」 と い う 館 は 全 体 の ２ 割 に 満 た な か っ た （17.3％）。

事 は、権 利 の 問 題 に 止 ま ら な い。デ ジ タ ル 化 が 進 む な か で、博 物 館 も 資 料 を「モ ノ」と し て 収 集・

保 存、 調 査 研 究、 展 示 ・ 提 供 す る 機 関 か ら、「情 報」 と し て 収 集 ・ 保 存、 調 査 研 究、 提 供 す る

機 関 へ と 大 き く 変 貌 し つ つ あ る。 博 物 館 は 膨 大 な デ ジ タ ル 情 報 を 抱 え つ つ あ り、 そ の 保 護 が 課

題 化 し て い る。「収 蔵 資 料 の デ ー タ ・ ベ ー ス 等、 館 が 保 有 す る 『資 料 の デ ジ タ ル 情 報』 に つ い

て の 保 護 の 方 針、 取 り 扱 い に 関 す る 諸 規 定」 を 定 め て い る か ど う か を 尋 ね た と こ ろ、「定 め て
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い る」 館 の 割 合 は、 知 的 財 産 権 に 関 わ る 諸 規 定 と ほ ぼ 同 程 度 で あ っ た （17.2％）。 諸 規 定 が あ

れ ば よ い、 と い う も の で は な い が、 知 的 財 産 権 や デ ジ タ ル 情 報 の 保 護 の 問 題 は 各 館 の 問 題、 更

に は 博 物 館 界 の 問 題 と し て 前 向 き に 取 り 組 む 必 要 が あ り、 諸 規 定 の 策 定 も 望 ま れ る。

「友 の 会」が 作 ら れ た り、ボ ラ ン テ ィ ア の 制 度 化 が な さ れ た り、入 館 者 を 事 後 に お い て フ ォ ロ ー

す る 仕 組 み が 作 ら れ た り、SNS を 使 っ て 広 く 一 般 の 人 々 に 働 き か け た り、 近 年、 博 物 館 に お い

て も 個 人 情 報 を 扱 う 機 会 が 増 え て い る。「個 人 情 報 の 保 護」も、博 物 館 の 大 き な 課 題 で あ る。「『友

の 会』 や ボ ラ ン テ ィ ア の 名 簿、 入 館 者 情 報 等、 館 が 保 有 す る 『個 人 情 報』 に つ い て の 保 護 の 方

針、取 り 扱 い に 関 す る 諸 規 定」 に つ い て は、「定 め て い る」 館 は 全 体 の ４ 割 （40.8％） で あ っ た。

個 人 情 報 の 保 護 に つ い て は、 広 く 社 会 的 に 関 心 も 高 ま り、 法 整 備 も 進 ん で き て お り、 博 物 館 に

お い て も 若 干 な り と も 保 護 に 向 け た 取 り 組 み が な さ れ て き て い る よ う で あ る。 た だ、 そ れ で も

諸 規 定 を 定 め て い る 館 が ４ 割 に 止 ま っ て い て、 な お、 課 題 は 大 き い。

情報セキュリティ担当者の配置は４割

情 報 の 管 理、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 に つ い て は、 調 査 で 技 術 的 な 対 応 状 況 も 尋 ね て い る。 調 査

の 結 果 か ら み る に、「ウ ィ ル ス 対 策 ソ フ ト の 導 入」（79.4％）、「ソ フ ト ウ ェ ア の 定 期 的 な 更 新」

（73.2％）、「重 要 な デ ー タ の 定 期 的 な バ ッ ク ア ッ プ」（66.7％）、「フ ァ イ ア ウ ォ ー ル、 侵 入 防 止

シ ス テ ム の 導 入 」（65.1％） な ど、 一 般 に 必 要 だ と 言 わ れ て い る 対 策 に つ い て は、 概 ね、 ７ 割

前 後 の 館 で 対 応 が な さ れ て い る。 今 一 歩 進 ん で、「ロ グ の 取 得 と 管 理」な る と ５ 割（53.2％）、「情

報 セ キ ュ リ テ ィ 担 当 者 の 配 置」 で は ４ 割 （40.4％） に 減 っ て し ま う。 ど こ ま で 必 要 と す る か に

つ い て は、 各 館 の 状 況 次 第、 と い う と こ ろ も あ る が、 せ め て 一 般 に 必 要 だ と 言 わ れ て い る 対 策

に つ い て は、 す べ て の 館 で な さ れ る こ と が 望 ま れ る。 博 物 館 が 組 織 で あ る 以 上、 職 員 に 対 す る

情 報 の 管 理、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 に つ い て の 研 修 も 不 可 欠 で あ る が、 外 部 研 修 会 へ の 参 加 も 含 め

て 「研 修 会 を 実 施」 し て い る 館 は ３ 館 に １ 館 （35.0％） に 止 ま っ て い る。

「総合防災計画」や「危機管理マニュアル」を作成している館は半数以下（48.3％）

コ ン プ ラ イ ア ン ス や 情 報 の 保 護 と 並 ん で 危 機 管 理 も 博 物 館 に と っ て の 大 き な 課 題 で あ る。 そ

の 重 要 性 に つ い て は か ね て よ り 言 わ れ て き た と こ ろ で あ る が、 東 日 本 大 震 災 に よ っ て 一 段 と ク

ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て 今 日 に 及 ん で い る。 今 回 の 調 査 で 「東 日 本 大 震 災 を 踏 ま え て、『総 合 防 災

計 画』 の 見 直 し や 『危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル』 の 改 定 を 行 っ た」 か ど う か を 尋 ね た と こ ろ、 全 体 の

32.7％ の 館 で 見 直 し ・ 改 定 が な さ れ て い た。 東 日 本 大 震 災 後 も、 熊 本 地 震、 九 州 北 部 豪 雨、 西

日 本 豪 雨、 大 阪 北 部 地 震、 北 海 道 胆 振 東 部 地 震 等 々、 大 規 模 災 害 が 続 い て い る。 こ の よ う な 状

況 を 踏 ま え る と 博 物 館 に お い て も「大 規 模 災 害 に 対 応 し た『総 合 防 災 計 画』や『危 機 管 理 マ ニ ュ

ア ル』 を 作 成 し て い る」 こ と が 求 め ら れ る。 し か し、 調 査 の 結 果 で は、 作 成 し て い る 館 は 半 数

以 下 （48.3％） で あ る。 ま た、「 危 機 管 理 を 業 務 と す る 担 当 者 を 配 置 し て い る 」 館 は ３ 館 に １

館 （34.6％） と い う の が 実 状 で あ る。 さ す が に 「防 災、 防 犯 訓 練 を 実 施 し て い る」 館 は ７ 割 を

超 え て い る が （72.2％）、「救 急、 救 命 訓 練 を 実 施 し て い る」 館 と な る と、 や は り 半 数 に 及 ん で

い な い （45.7％）。 果 た し て こ れ で 危 機 管 理 が で き て い る と 言 え る の か。 改 め て 現 状 を 見 直 す

必 要 が あ ろ う。

相 次 ぐ 大 規 模 災 害 の な か で 明 ら か に な っ て き た の は、 大 規 模 災 害 に お け る 対 応 は 各 館 が 単 独

で な し 得 る も の で は な い と い う 点 で あ る。 連 携 し て 事 に 対 応 す る た め に は、 い ざ と 言 う 時 の た
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め に 協 定 を 結 ん で お く こ と が 大 切 で あ る。 た だ、 実 際 に は 「大 規 模 災 害 時 の 地 域 対 応 を 容 易 に

す る た め に、 地 方 公 共 団 体 等 と 連 携 協 定 を 締 結 し て い る」 館 は 全 体 の 17.2％、「大 規 模 災 害 時

の 広 域 対 応 を 容 易 に す る た め に、 他 の 博 物 館 と 連 携 協 定 を 締 結 し て い る」 館 は 全 体 の 9.8％ と、

連 携 が 進 ん だ 状 況 に は な い。 こ の 点 も 博 物 館 界 の 今 後 の 課 題 で あ る。

資料や展示・保管棚等の転倒・落下を防ぐ対策は 45.1％の館で実施

調 査 で は、 地 震 と 火 災 を 取 り 上 げ、 ど の よ う な 対 策 が な さ れ て い る か を や や 具 体 的 に 尋 ね て

い る。 地 震 に つ い て は、 最 も 広 く な さ れ て い る 対 策 が、「資 料 や 展 示 ・ 保 管 棚 等 の 転 倒 ・ 落 下

を 防 ぐ 対 策」 で 45.1％ の 館 で な さ れ て い る。 次 い で 「来 館 者 の 安 全 や 資 料 の 保 全 を 図 れ る だ け

の 空 間 の 確 保」 で 行 っ て い る 館 は 36.0％ で あ る。 予 想 外 に な さ れ て い な い の が 「ケ ー ス 等 の ガ

ラ ス の 飛 散 を 防 ぐ 対 策」 で、 行 っ て い る 館 は 16.0％ に 止 ま っ て い る。 免 震 関 係 で は 「建 物 そ の

も の の 免 震 化」 が な さ れ て い る 館 が 13.1％、「免 震 装 置 の 導 入」 で 対 応 し て い る 館 が 7.4％ と、

免 震 化 は、 未 だ、 進 ん で い な い。 ち な み に、 建 物 に つ い て の 耐 震 診 断 を 「終 え て い る」 館 は 半

数 強 （55.3％） で あ る。

地 震 対 策 は 喫 緊 の 課 題 で あ り、 本 来 な ら す べ て の 館 に お い て 上 記 の 対 策 が す べ て 行 わ れ る こ

と が 望 ま れ る。 た だ 実 際 に は、 今 も 示 し た よ う に、 対 策 が あ ま り 進 ん で い な い。 耐 震 診 断 の 結

果、「耐 震 化 工 事 の 必 要 は な か っ た」 館 が 75.7％、「耐 震 工 事 が 必 要 と な り、 工 事 を 実 施 し た」

館 が 15.2％ と、 や や 安 心 で き る 結 果 は 示 さ れ て い る も の の、 逆 に 「工 事 は、 ま だ、 実 施 し て い

な い」 と い う 館 も １ 割 に 満 た な い も の の 認 め ら れ る （7.6％）。 こ の よ う な 点 で、 対 策 を 強 化 す

べ き だ と 言 わ れ て い る 割 に 心 も と な い 状 況 に あ る。

火 災 に 対 す る 対 策 で は、中 心 は 言 う ま で も な く 「消 火 器」 で あ る。 ほ ぼ、す べ て の 館 （91.6％）

に 設 備 さ れ て い る。「消 火 栓」 の 設 備 の あ る 館 は 45.7％、「ガ ス 系 消 火 設 備」 の あ る 館 は 25.3％

で あ る。 館 の 規 模 や 館 種 に よ っ て 対 策 も 異 な る の で、 ど の 対 策 が ど の 程 度、 必 要 か は 一 概 に は

言 え な い が、 館 の 実 状 に あ っ た 対 策 が 取 れ て い る こ と が 望 ま れ る。

保険に加入している館は半数程度

万 一 の 場 合 に 備 え て 保 険 に 加 入 す る こ と も 危 機 管 理 の う ち で あ る。「 館 の 責 任 で 来 館 者 等、

第 三 者 に 損 害 を 与 え て し ま っ た 場 合 の 保 険 （施 設 賠 償 責 任 保 障 保 険） に 加 入 し て い る」 館 は 全

体 の 53.4％、「来 館 者 が 館 内 で ケ ガ を し た り 死 亡 し た り し た 場 合 の 保 険 （来 館 者 傷 害 保 障 保 険）

に 加 入 し て い る」 館 は 44.7％ と、 保 険 に 加 入 し て い る 館 は 半 数 程 度 に 止 ま っ て い る。 こ の 点 に

つ い て も 各 館 の 実 状 に 合 わ せ て、 充 実 が 望 ま れ る。

調 査 で は、「警 備 態 勢」 に つ い て も 尋 ね て い る。 参 考 ま で に そ の 結 果 を 示 し て お く。「日 中 は

有 人 で 警 備 を 行 い、 夜 間 の み、 機 械 警 備 を 導 入 し て い る」 館 が 全 体 の 53.6％、「24 時 間 の 機 械

警 備 を 導 入 し て い る」館 が 16.1％ と、特 に 夜 間 に お い て、機 械 警 備 の 導 入 が 進 ん で い る。逆 に「24

時 間、有 人 で 警 備 し て い る」 と い う 館 は 全 体 の 13.0％ と、少 な い。 盗 難、火 災、地 震、洪 水 等 々、

様 々 な 不 測 の 事 態 に 備 え る べ く、 警 備 態 勢 も 更 に 充 実 さ せ て い く 必 要 が あ る。

（４）アクセシビリティの向上とダイバーシティへの対応

博物館の入館者数の中央値は 14,399 人

今 回 の 調 査 結 果 に よ れ ば、 日 本 の 博 物 館 の 入 館 者 数 は 平 成 30（2018） 年 度 実 績 で 平 均
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74,608 人 で あ る。 た だ、 こ れ は 平 均 で あ っ て 中 央 値 で は 14,399 人、 ク ラ ス 分 け を し て み る と

「５ 千 人 未 満」 の 館 が 25.7％、「５ 千 人 以 上、 １ 万 人 未 満」 の 館 が 14.2％、「１ 万 人 以 上、 ３ 万

人 未 満」 の 館 が 22.9％ と ３ 万 人 ま で の な か に 全 体 の ６ 割 の 館 が 含 ま れ て い る。 そ れ ゆ え、「普

通 の 博 物 館」 の 入 館 者 数 を 示 す と し た ら、 中 央 値 が 示 す 15,000 人 前 後 に な る も の と 思 わ れ る。

一 方、 日 本 の 博 物 館 の 開 館 日 数 は 平 成 30（2018） 年 度 の 実 績 で 年 平 均 290 日 で あ る。 中 央

値 が 304 日、 ク ラ ス 分 け し た 結 果 の 最 頻 値 は 300 日 ～ 324 日 と な っ て い る の で、 年 300 日 開

館 し て い る の が 「普 通」 で あ る。

博 物 館 に お い て 重 視 さ れ る べ き こ と の 一 つ は、「開 放 性・平 等 性」 で あ る。 広 く、 一 般 の 人 々

に、 し か も 平 等 に 開 か れ て い る こ と が 大 切 で、 入 館 者 数 も 開 館 日 数 も、 そ れ ゆ え、 目 に 止 め て

お く べ き こ と と な る。「ア ク セ シ ビ リ テ ィ」 と は、「近 づ き や す さ、 利 用 し や す さ」 を 意 味 す る

言 葉 で あ る が、 日 本 の 博 物 館 に お い て も ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 向 上 が 求 め ら れ て い る。 更 に 近 年

で は、 特 に 国 立 や 公 立 の 博 物 館 に お い て、 公 的 に 維 持 さ れ て い る 以 上、 広 く 多 く の 人 々 の 利 用

に 供 す る こ と が 大 切 だ と さ れ、 ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 向 上 は 公 共 機 関 の 社 会 的 責 任 の 文 脈 に お い

て も 求 め ら れ て い る。

早朝開館や夜間開館はおおよそ３館に１館において何らかの対応

こ の よ う な 課 題 へ の 対 応 と い う 点 か ら 今 回 の 調 査 の 結 果 を 見 る と、早 朝 開 館 や 夜 間 開 館 な ど、

開 館 時 間 を 柔 軟 に し て ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 高 め る 動 き に 目 が 止 ま る。 現 状 は、 早 朝 開 館 や 夜 間

開 館 な ど を す る 日 が 「特 定 の 曜 日 な ど、 一 年 を 通 し て、 あ る」 と い う 館 が 全 体 の 3.6％、「夏 季

や 特 別 展 開 催 中 な ど、 あ る 季 節、 あ る 期 間 に 限 ら れ る が、 あ る」 と い う 館 が 26.5％ で あ り、 お

お よ そ ３ 館 に １ 館 に お い て 対 応 が な さ れ て い る。 早 朝 開 館 や 夜 間 開 館 を 行 う た め に は、 職 員 の

配 置 や 勤 務 体 制 の 見 直 し が 必 要 で あ る。 先 に 見 た よ う に、 博 物 館 の 常 勤 職 員 は 減 っ て い る。 そ

う し た な か で 早 朝 開 館 や 夜 間 開 館 を 行 う こ と は 館 に と っ て 負 担 と な る。 と は い え、 ア ク セ シ ビ

リ テ ィ の 向 上 と い う 点 で は、 こ れ も 各 館、 博 物 館 界 の 課 題 の う ち の 一 つ で あ る。

３分の２の館が一般の入館者を有料とする

入 館 料 も「ア ク セ シ ビ リ テ ィ」に 関 係 す る。 た だ、料 金 を 徴 収 し な い こ と で ア ク セ シ ビ リ テ ィ

は 高 ま る も の の、 そ の 一 方 で、 館 の 維 持 の た め に 料 金 の 徴 収 も 止 む な し、 と い う 現 実 も あ る。

周 知 の 通 り、「博 物 館 法」 で は 「公 立 博 物 館 は、 入 館 料 そ の 他 博 物 館 資 料 の 利 用 に 対 す る 対 価

を 徴 収 し て は な ら な い」 と さ れ て は い る も の の、「但 し、 博 物 館 の 維 持 運 営 の た め に や む を 得

な い 事 情 の あ る 場 合 は、 必 要 な 対 価 を 徴 収 す る こ と が で き る」 と さ れ て い る。 実 際、 公 立 の 博

物 館 で も 多 く の 館 で 入 館 料 の 徴 収 が な さ れ て い る。 私 立 の 博 物 館、 あ る い は 博 物 館 類 似 施 設 の

よ う に 「博 物 館 法」 の 枠 外 に あ る 博 物 館 で は、 料 金 の 徴 収 は 当 然 と い え ば 当 然 の こ と と な っ て

い る。 近 年、 公 立 の 博 物 館 に お い て も 「自 助 努 力」 が 求 め ら れ、 入 館 料 収 入 に 期 待 す る 向 き も

あ る。 こ の よ う に 入 館 料 に つ い て は、 状 況 が 複 雑 で あ る。

調 査 結 果 で は、全 体 の ３ 分 の ２ の 館（64.7％）が 大 人（一 般）の 入 館 者 を「有 料」と し て い た。

平 均 の 金 額 は 434 円、中 央 値 が 310 円 で あ る の で、徴 収 し て い る 場 合 の 金 額 は 300 円 か ら 400 円、

と い う の が 「普 通」 で あ る。 ち な み に、 特 別 展 に つ い て は 開 催 時 に 常 設 展 の 料 金 を 値 上 げ す る

場 合 も 含 め て「徴 収 し て い る」館 が 66.8％（「行 っ て い な い」館 や 無 回 答 の 館 を 除 く 値）と な っ

て い る。
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こ の よ う に 「有 料」 の 館 が 「無 料」 の 館 よ り も 多 く な っ て い る が、 実 際 に は 各 館 で 料 金 を 割

り 引 い た り 無 料 に し た り し て ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 向 上 が 図 ら れ て い る。 し か も そ れ が 多 様 な 形

で な さ れ て い る。

「小学生」「中学生」を無料・割引としている館は８割程度

こ の 点 を 調 査 結 果 で 見 る と、「未 就 学 児」 に つ い て は 無 料 （91.1％） が 一 般 的 で あ る。「小 学

生 」「 中 学 生 」 に つ い て は、 割 引 を し て い る 館 （ 小 学 生 ：38.8％、 中 学 生 ：40.3％） と 無 料 に

し て い る 館 （小 学 生 ：43.1％、 中 学 生 ：39.8％） が、 ほ ぼ、 同 程 度 で、 多 く の 館 で ど ち ら か の

措 置 が 取 ら れ て い る。「高 校 生」「大 学 生」 に つ い て は、 割 引 に し て い る 館 は あ る が （高 校 生 ：

39.5％、 大 学 生 ：30.6％）、 無 料 に し て い る 館 は 少 な く （高 校 生 ：16.5％、 大 学 生 ：1.9％）、 ど

ち ら の 措 置 も 取 っ て い な い 館 も 見 受 け ら れ る。 ま た、「高 齢 者」 に つ い て は、 割 引 に し て い る

館 も 無 料 に し て い る 館 も あ る 程 度、 見 受 け ら れ る が （ 割 引 ：20.8％、 無 料 ：14.7％）、 全 体 と

し て ど ち ら の 措 置 も 取 っ て い な い 館 の 方 が 多 く な っ て い る。「障 が い 者」 に つ い て は、 割 引 よ

り も 無 料 の 方 が 多 く （ 割 引 ：31.3％、 無 料 ：53.1％）、 全 体 と し て は ど ち ら か の 措 置 が 取 ら れ

て い る。

入 館 料 の 割 引 ・ 無 料 化 に つ い て は、 こ の ほ か に も、 様 々 な 形 で な さ れ て い る。 広 く 行 わ れ て

い る の は「一 般 の 団 体 入 館 者」に つ い て の 措 置 で あ る。 そ の ほ と ん ど が「割 引」で あ り（割 引：

89.9％、 無 料 ：0.5％）、 ９ 割 以 上 の 館 で 措 置 さ れ て い る。「 学 校 の 授 業 ・ 行 事 等 で の 利 用 」 に

つ い て も 広 く 措 置 さ れ て い て、割 引 と 無 料 を 合 わ せ る と ８ 割 を 超 え て い る （割 引：20.4％、無 料：

61.9％）。 そ の 他、「特 定 の 日 （「県 民 の 日」「子 ど も の 日」 な ど） を 決 め て の 措 置」 と し て 行 わ

れ て い た り （割 引：7.0％、無 料：49.6％）、「館 が 所 在 す る 地 域 ま た は 市 町 村 の 住 民 に 対 し て」（割

引 ：8.9％、 無 料 ：8.4％） 行 わ れ た り も し て い る。 い ず れ に し て も、 有 料 に は し て い る も の の、

よ り、 ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 高 め る た め の 措 置 が 様 々 に な さ れ て お り、 結 果 的 に 「有 料」 に し て

い る 館 で も 実 際 に は 平 均 35.6％ の 入 館 者 が 無 料 で 入 館 で き て い る。

入館者を増やすために広報活動を増強した館は 89.7％

ア ク セ シ ビ リ テ ィ を 高 め る こ と は 入 館 者 を 増 や し て い く こ と で も あ る。 先 に 記 し た 通 り、 そ

れ が 博 物 館 の 社 会 的 責 任 を 果 た す こ と に も つ な が っ て い る。 館 と し て 過 去 ５ 年 く ら い の 間 に 入

館 者 を 増 や す た め に 意 識 的 に 取 り 組 ん で き た こ と の あ る 館 は、 全 体 の ８ 割 （79.6％） に 及 ん で

い る。 取 り 組 ん で き た こ と が 「あ る」 と い う 館 に 具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て 尋 ね た と こ ろ、「広

報 活 動 の 増 強」（89.7％）や「講 座 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど 教 育 普 及 活 動 の 積 極 的 実 施」（80.1％）、

「 特 別 展 （ 企 画 展 ） の 積 極 的 開 催 」（79.7％）、「 学 校 へ の 働 き か け 」（77.8％） を 行 っ た と い う

館 が 特 に 多 く な っ て い た。 ち な み に、 こ こ で は 詳 細 は 省 く が、 こ れ ら の 取 り 組 み に つ い て 「効

果 が あ っ た」 と す る 館 が ９ 割 前 後 に 及 ん で い た。

そ の ほ か の 取 り 組 み に つ い て も あ げ て お く と、「他 の 館 園 と の 連 携」（62.9％） や 「来 館 者 動

向 調 査 （ 満 足 度、 居 住 地、 リ ピ ー ト 率 を 問 う ア ン ケ ー ト 等 ） の 実 施 」（60.7％） に 取 り 組 ん で

き た 館 が ６ 割 程 度、「各 種 団 体 へ の 働 き か け」（54.8％） や 「招 待 券 ・ 割 引 券 の 発 行」（50.4％）

に 取 り 組 ん で き た 館 が ５ 割 程 度 と、 比 較 的 多 く の 館 で 様 々 な 取 り 組 み が な さ れ て い た。「観 光

コ ー ス へ の 組 み 込 み」（42.0％） や 「年 間 パ ス ポ ー ト の 発 行」（23.0％） も、 半 数 以 下 で は あ る

が 行 わ れ て い る。 こ の よ う に、 入 館 者 を 増 や す こ と に 関 し て は、 各 館、 か な り 意 を 注 い で い る
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も の と 思 わ れ る。 な お、 こ れ ら の 取 り 組 み に つ い て も 「効 果 が あ っ た」 と す る 館 が 多 く、「来

館 者 動 向 調 査」 に つ い て は ６ 割 ５ 分 に 止 ま る も の の、 他 の 取 り 組 み に つ い て は ８ 割 前 後 の 館 が

そ の 効 果 を 認 め て い た。

ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 向 上 は、 当 然 な が ら ダ イ バ ー シ テ ィ へ の 対 応 と 密 接 に 関 係 す る。 博 物 館

の ア ク セ シ ビ リ テ ィ は、多 様 な 人 々 に 平 等 に 保 障 さ れ る 必 要 が あ る。 社 会 が 多 様 化 す る な か で、

博 物 館 に 関 し て も 多 様 性 へ の 対 応 （ダ イ バ ー シ テ ィ） が 求 め ら れ て い る。 性、 年 齢、 国 籍、 人

種、 民 族、 障 が い の 有 無、 貧 富 の 差 等 々 に 拘 わ ら ず 様 々 の 人 々 を 受 け 入 れ る こ と、 そ れ が 博 物

館 の 課 題 と な っ て い る。

多機能トイレの設置は 71.2％

対 応 の 現 状 に つ い て 見 て お く と、 高 齢 者 や 障 が い 者 へ の 対 応 と し て 比 較 的 多 く の 館 で な さ れ

て い る の が「車 イ ス の 貸 出 し」（74.5％）、「多 機 能 ト イ レ の 設 置」（71.2％）、「介 助 犬 の 同 伴 受 入 れ」

（60.6％） で あ る。 い ず れ も 半 数 以 上 の 館 で 対 応 が な さ れ て い る。 た だ、「障 害 者 に 対 応 し た エ

レ ベ ー タ ー の 設 置」 に つ い て は ４ 割 程 度 （42.9％）、「オ ス ト メ イ ト 対 応 の ト イ レ の 設 置」 に つ

い て は ２ 割 程 度 （22.1％） と、 そ れ ほ ど で は な い。「手 話 対 応 等、 聴 覚 障 が い 者 に 対 す る 対 応」

（13.2％） や 「視 覚 障 害 者 用 点 字 解 説 の 提 供」（7.2％） と も な る と、 １ 割 前 後 に 止 ま っ て い る。

「ウ ェ ブ サ イ ト 等 を 用 い た、 館 の 障 が い 者 ・ 高 齢 者 対 応 に つ い て の 案 内」（15.3％） や 「ウ ェ ブ

サ イ ト の 読 み 上 げ・文 字 拡 大 機 能 等、 障 が い 者・高 齢 者 向 け の 情 報 提 供 方 法 の 工 夫」（13.3％）、

「ウ ェ ブ サ イ ト 等 を 用 い た、 障 が い 者 ・ 高 齢 者 向 け の ア ク セ ス 案 内」（7.3％） な ど、 ウ ェ ブ サ

イ ト に お け る 対 応 も 同 程 度 で あ る。 ま た、「『障 害 者 差 別 解 消 法』『ユ ニ バ ー サ ル ・ マ ナ ー』 等

を テ ー マ と し た、職 員・ス タ ッ フ 対 象 の 研 修 の 実 施」（14.5％） に つ い て も、同 じ く ら い で あ る。

そ れ ぞ れ、 経 費 の か か る こ と で は あ る が、 博 物 館 界 と し て い ま 少 し 積 極 的 に 取 り 組 ま れ る こ と

が 望 ま れ る。

乳 幼 児 へ の 対 応 に つ い て も、 展 示 の 内 容 等 に よ っ て 不 必 要 と 思 わ れ る 場 合 も あ る が、 十 分 に

対 応 で き て い る と は 言 え な い 状 況 で あ る。「ト イ レ 内 の ベ ビ ー チ ェ ア の 設 置」（34.2％）や「ベ ビ ー

カ ー の 貸 し 出 し」（31.1％） を し て い る 館 が ３ 割 程 度、「乳 幼 児 用 休 憩 室 や 授 乳 室 な ど、 乳 幼 児

の た め の 部 屋 の 設 置」（27.6％） や 「ベ ビ ー ベ ッ ド の 用 意」（25.4％）、「ベ ビ ー カ ー 置 き 場 の 設

置」（20.7％）を し て い る 館 が ２ 割 程 度 で あ る。「託 児 サ ー ビ ス の 提 供」（1.6％）は、ほ ぼ「な い」

に 等 し い。

外国語の館内・展示案内パンフレットを用意している館は５割

外 国 語 へ の 対 応 に つ い て は、「外 国 語 の 館 内 ・ 展 示 案 内 パ ン フ レ ッ ト の 用 意」（49.1％） を し

て い る 館 が ５ 割、「外 国 語 の 展 示 解 説 文、 キ ャ プ シ ョ ン、 パ ネ ル の 掲 示」（30.3％） を し て い る

館 が ３ 割、「 外 国 語 の ウ ェ ブ サ イ ト の 開 設 」（25.6％） を し て い る 館 が ２ 割 ５ 分、「 外 国 語 の 解

説 シ ー ト の 掲 示・配 布」（15.2％） や 「外 国 語 で 応 対 で き る 案 内 ス タ ッ フ の 配 置」（13.7％）、「外

国 語 の 解 説 端 末 の 用 意」（13.4％） を し て い る 館 が １ 割 程 度 と な っ て い る。「外 国 語 に よ る ガ イ

ド ツ ア ー の 実 施」（4.1％）を し て い る 館 は わ ず か で あ る。 上 記 の 対 応 は、「中 国 語」（51.3％）や「ハ

ン グ ル」（41.9％）で な さ れ て い る 場 合 も あ る も の の（館 の 割 合 で ４ ～ ５ 割）、ほ と ん ど が「英 語」

（95.9％） で あ る。「や さ し い 日 本 語」 で 案 内 パ ン フ レ ッ ト、展 示 解 説 文、キ ャ プ シ ョ ン、パ ネ ル、

解 説 シ ー ト、 解 説 端 末 な ど を 用 意 す る こ と も 対 応 の 一 つ で あ る が、 用 意 し て い る 館 は 極 め て 稀
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（3.5％） で あ る。

外国人の利用を増える傾向にあるとした館は 40.9％

以 上、 調 査 結 果 を も と に ダ イ バ ー シ テ ィ へ の 対 応 状 況 を 見 て き た が、 全 体 に、 十 分、 対 応 で

き て い る と 言 い 難 い。 こ の 点 に つ い て は、 利 用 の ニ ー ズ が 関 係 す る。 各 館 に、 過 去 ５ 年 間 に お

け る 利 用 傾 向 を 尋 ね た と こ ろ で は、「障 が い 者 の 利 用」 に つ い て は 「増 え る 傾 向 に あ る」 と し

た 館 が 全 体 の 21.2％、「 高 齢 者 の 利 用 」 に つ い て は 39.4％、「 乳 児 連 れ の 家 族 の 利 用 」 に つ い

て は 19.2％、「外 国 人 の 利 用」 に つ い て は 40.9％ で あ っ た。 そ れ ぞ れ 「変 わ ら な い」 と い う 館

も 半 数 を 超 え て い て、 そ の 割 合 は ７ 割 以 上 で あ る の で、 ダ イ バ ー シ テ ィ へ の 対 応 は、 今 後 の 利

用 の ニ ー ズ 次 第、 と い う と こ ろ も あ る。 そ の 点 で、 ニ ー ズ を 的 確 に 把 握 し な が ら 対 応 し て い く

こ と が 課 題 と な る も の と 思 わ れ る。 同 時 に、ダ イ バ ー シ テ ィ へ の 対 応 は 現 状 維 持 で は 済 ま な い、

と い う 認 識 も、 博 物 館 界 と し て 共 有 し て お く こ と が 重 要 で あ る。

（５）公立館における指定管理者制度導入の動向

行 財 政 改 革 の 一 環 と し て 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ た の は 平 成 15（2003） 年 の こ と で あ る。

そ れ ま で 地 方 公 共 団 体 や そ の 外 郭 団 体 に 限 ら れ て い た 公 の 施 設 の 管 理 ・ 運 営 を、 企 業 ・ 財 団 法

人 ・NPO 法 人 ・ 市 民 グ ル ー プ な ど に 代 行 さ せ る こ と を 可 能 に し た こ の 制 度 は、 公 立 博 物 館 に 大

き な 衝 撃 を も っ て 受 け 止 め ら れ た。 民 間 活 力 の 導 入 に よ る 公 の 施 設 の 効 果 的 ・ 効 率 的 な 管 理 運

営 を 目 指 す こ の 制 度 が 博 物 館 に 適 し た も の な の か ど う か、 様 々 な 議 論 も 呼 び 起 こ さ れ た。 公 立

博 物 館 に お い て は、 平 成 18（2006） 年 ９ 月 ま で に 直 営 の ま ま 残 る か、 そ れ と も 指 定 管 理 に 移

行 す る か、 重 大 な 決 断 を 迫 ら れ る こ と に も な っ た。 以 来、 博 物 館 総 合 調 査 で も、 そ の 都 度、 こ

の 問 題 を 取 り 上 げ て 実 態 を 調 べ て き た が、 今 回 の 調 査 に お い て も 関 連 す る 質 問 を 幾 つ か 用 意

し、 各 館 に 答 え て い た だ い た。

指定管理者制度が導入されている館は 28.2％

ま ず、指 定 管 理 者 制 度 が「導 入 さ れ て い る」館 の 割 合 で あ る が、28.2％ で あ っ た。 こ の 割 合 は、

平 成 20（2008） 年 調 査 で は 23.0％、 平 成 25（2013） 年 調 査 で は 27.0％ だ っ た の で、 若 干、 増

え は し た も の の、「導 入 が 決 ま っ て い る」 館 （前 回 平 成 25（2013） 年 調 査：0.9％ → 今 回：0.2％）

や 「導 入 が 検 討 さ れ て い る」 館 （前 回 平 成 25（2013） 年 調 査 ：5.6％ → 今 回 ：4.2％） の 動 向 も

踏 ま え る と、 こ の 先、 大 き く 変 化 す る こ と は な い も の と 思 わ れ る。 逆 に、「一 度 導 入 さ れ た が、

そ の 後、直 営 と な っ た」 館 が、今 回、わ ず か な が ら も 増 え て い る （前 回 平 成 25（2013） 年 調 査：

1.5％ → 今 回 ：2.2％）。 こ の こ と に も 着 目 し て お く 必 要 が あ る。

指定管理者の半数が地方公共団体の出資法人

指 定 管 理 者 に な っ て い る 団 体 に つ い て は、 ４ 割 が 「設 置 者 で あ る 地 方 公 共 団 体 が 出 資 し て い

る 公 益 財 団 法 人」（41.8％）で あ る。 同 様 の「一 般 財 団 法 人」（7.3％）も 含 め る と、約 半 数 が「地

方 公 共 団 体 が 出 資 し て い る 法 人」 で あ る。 地 方 公 共 団 体 が 出 資 し て い る の で は な い 財 団 法 人 は

7.3％ （公 益 ：5.4％、 一 般 ：1.9％）、 社 団 法 人 は 5.1％ で あ る の で、 設 置 者 と の 関 係 に お い て 指

定 管 理 さ れ て い る ケ ー ス が か な り の 割 合 に の ぼ っ て い る も の と 思 わ れ る。 ち な み に、 民 間 企 業

は 23.3％、NPO 法 人 は 7.3％ と い う 結 果 で あ る。

指 定 管 理 さ れ て い る 館 が、 い つ、 指 定 管 理 に 移 行 し た か に つ い て は、 そ の ４ 割 （42.2％） が
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決 定 の 期 限 で あ っ た 平 成 18（2006）年 度 中 の 移 行 で あ る。 移 行 年 は、平 均 す る と 平 成 20（2008）

年 度 と な る。 指 定 管 理 の 契 約 期 間 は、 平 均 で 5.1 年、 最 頻 値 も ５ 年 で あ る （68.3％ の 館 が ５ 年

契 約）。 も ち ろ ん、 １ 年 と い う 短 い 契 約 の 館 も な い わ け で は な い し （1.3％）、 逆 に 30 年 と い う

長 期 の 契 約 を 結 ん で い る 館 も わ ず か で は あ る が （0.4％）、 ５ 年 契 約 が 「普 通」 で あ る。

指定管理されている業務は「館の全業務」が８割

指 定 管 理 さ れ て い る 業 務 に つ い て は、「館 の 全 業 務」（79.7％） と い う 館 が ８ 割 で あ っ た。「館

の 業 務 の 一 部」（17.1％） と す る 館 に 指 定 管 理 に し て い る 業 務 を 複 数 回 答 で 尋 ね た と こ ろ、 ほ

と ん ど の 館 が 「施 設 管 理 業 務 （警 備、 清 掃、 設 備 等 の 保 守 等）」（95.0％） や 「入 館 者 へ の サ ー

ビ ス 業 務 （受 付、 案 内、 展 示 看 視 等）」（92.5％） を 指 定 管 理 者 に 託 し て い た。 そ の 他、 指 定 管

理 に し て い る こ と の 多 い 業 務 は、「広 報 ・ 宣 伝 業 務」（72.5％） や 「庶 務 ・ 会 計 業 務」（63.8％）

で あ っ た。「ミ ュ ー ジ ア ム・シ ョ ッ プ の 経 営」（45.0％） や 「情 報 シ ス テ ム の 管 理 運 営」（43.8％）

に つ い て も、 ４ 割 程 度 の 館 が 指 定 管 理 者 に 託 し て い た。「レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ の 経 営」 を 指 定

管 理 に し て い る 館 は ２ 割 ５ 分（25.0％）で あ る。 た だ、レ ス ト ラ ン、カ フ ェ の な い 館 も あ る の で、

こ の 値 は そ の こ と も 踏 ま え て 見 る 必 要 が あ る。 最 も、 指 定 管 理 が な さ れ て い な い の は 「学 芸 業

務」（21.3％） で あ る。 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 に あ た り、 指 定 管 理 に 馴 染 ま な い も の と し て 問

題 と な っ た の が 学 芸 業 務 で あ る。 一 部 を 指 定 管 理 す る 場 合 に も、 学 芸 業 務 は 外 す 方 向 で な さ れ

て い る。

５．変わる社会と文化の中の日本の博物館

前 節 で は、 変 化 す る 社 会 状 況 や 経 済 状 況 の な か で、 ま た、 国 や 地 方 自 治 体 の 政 策 に よ っ て 博

物 館 が 直 面 す る こ と に な っ た 課 題 に、 館 と し て、 ま た、 博 物 館 界 と し て、 ど の よ う に 応 え よ う

と し て き て い る か を 見 て き た。 言 う ま で も な く 博 物 館 が 直 面 す る 課 題 は、 前 節 で 取 り 上 げ た 課

題 に 止 ま ら な い。 特 に、IT 化 や グ ロ ー バ ル 化、 消 費 社 会 化 と い っ た マ ク ロ な 社 会 の 変 化 は、 博

物 館 に、 そ の あ り 方 の 再 考 に つ な が る よ う な 課 題 を 課 し て い る。 こ の 節 で は、 そ う し た マ ク ロ

な 社 会 変 化 に 博 物 館 と し て ど の よ う に 対 応 し て い る か を ス ケ ッ チ す る。

（１）インターネットの利用拡大

日 本 に お け る 「イ ン タ ー ネ ッ ト 元 年」 は 平 成 ７ （1995） 年 に あ る と 言 わ れ て い る。 こ の 年 の

1 月 に 起 こ っ た 阪 神 淡 路 大 震 災 に お い て ボ ラ ン テ ィ ア の 人 々 が パ ソ コ ン 通 信 で 相 互 に 連 携 を 取

り 合 っ て 大 活 躍、 そ れ を 契 機 に コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 認 知 度 が 一 気 に 高 ま っ た。11

月 に は ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 想 定 し た パ ソ コ ン が 発 売 さ れ、 一 般 家 庭 が ネ ッ ト ワ ー ク に つ な が り 始

め た。 そ れ か ら 四 半 世 紀。 今 や、 イ ン タ ー ネ ッ ト は 日 常 生 活 に お い て 欠 く こ と の で き な い も の

と な っ て い る。

ウェブサイトによる広報は９割近く、SNS を使った広報は５割

博 物 館 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 に つ い て も、 前 述 の 「資 料 の デ ジ タ ル 化」 や 「教 育 普 及

活 動 に お け る 利 用 者 か ら の 相 談」 な ど、 様 々 な 事 柄 と 密 接 に 関 わ り な が ら 広 が っ て き た。 そ う

し た な か で、 特 に 見 逃 せ な い の は 広 報 活 動 と の 関 わ り で あ る。 調 査 の 結 果、 館 の 広 報 活 動 と し

て 最 も 多 く の 館 で 行 わ れ て い た の は 「ウ ェ ブ サ イ ト （ホ ー ム ペ ー ジ） に よ る 広 報」 で、 全 体 の
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９ 割 近 く （86.6％） に 及 ん で い た。 そ の 他、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 広 報 と し て は 「Twitter

や Facebook 等、SNS を 使 っ た 広 報」を 行 っ て い る 館 も 全 体 の ５ 割（52.8％）を 超 え て い た。「メ ー

ル マ ガ ジ ン 等、電 子 メ ー ル を 使 っ た 広 報」 は、ま だ、２ 割 に 届 い て い な い が （16.8％）、イ ン タ ー

ネ ッ ト は、 今 や、 博 物 館 の 広 報 活 動 の 主 流 に 位 置 づ き つ つ あ る と 言 え そ う で あ る。

ち な み に、行 わ れ て い る 広 報 活 動 の 第 二 位 は、「新 聞・雑 誌、テ レ ビ・ラ ジ オ へ の プ レ ス リ リ ー

ス ・ 広 報 依 頼」（70.8％）、 第 三 位 は、「地 方 公 共 団 体 の 広 報 誌 へ の 掲 載」（71.2％）、 以 下、「社

会 教 育 施 設 や 社 会 教 育 団 体 へ の ポ ス タ ー、 チ ラ シ の 配 布 」（66.5％）、「 学 校 へ の ポ ス タ ー、 チ

ラ シ の 配 布」（66.2％）で、そ の 次 が 今 も 述 べ た「Twitter や Facebook 等、SNS を 使 っ た 広 報」で あ っ

た。

調 査 で は、 広 報 活 動 の 効 果 も 尋 ね て い る。 一 番 目 に 効 果 が あ っ た 活 動 を 挙 げ て も ら っ た と こ

ろ、「 ウ ェ ブ サ イ ト （ ホ ー ム ペ ー ジ ） に よ る 広 報 」（11.0％） は、「 新 聞 ・ 雑 誌、 テ レ ビ ・ ラ ジ

オ へ の プ レ ス リ リ ー ス ・ 広 報 依 頼」（21.7％）、「地 方 公 共 団 体 の 広 報 誌 へ の 掲 載」（15.1％） に

次 い で、 第 三 位 に 挙 げ ら れ て い た。 こ の 点 で も、 広 報 活 動 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 に は 目

が 離 せ な い。

今 回 の 調 査 で は、 各 館 は 自 館 の 「ウ ェ ブ サ イ ト」 に ど の よ う な 機 能 を 持 た せ て い る か を 尋 ね

て み た。 ま ず 何 よ り も 「開 館 日 や 入 館 料、 ア ク セ ス な ど、 館 の 利 用 を 案 内 す る 機 能」（87.3％）

で あ る。 ほ と ん ど の 館 が 「 ウ ェ ブ サ イ ト 」 に こ の 機 能 を 持 た せ て い た。 二 番 目 が 「 展 示 コ ー

ナ ー の 概 要 な ど、 館 の 展 示 を 紹 介 す る 機 能」（74.5％） で あ る。 こ の よ う に、「ウ ェ ブ サ イ ト」

は 館 の 案 内 ・ 紹 介 に 使 わ れ て い る。 そ の ほ か の 機 能、 例 え ば 「使 命 や 事 業 報 告 な ど、 館 の 運 営

に 関 す る 情 報 を 公 開・開 示 す る 機 能」（25.8％） や 「展 示 品・収 蔵 品 の オ ン ラ イ ン・デ ー タ ベ ー

ス と し て の 機 能」（14.6％）、「子 ど も 向 け ・ 一 般 向 け に、 学 習 支 援 コ ン テ ン ツ を 提 供 す る 機 能」

（10.5％） に つ い て は、使 わ れ て い る と し て も、そ れ ほ ど 多 く の 館 に お い て で は な い。 と は い え、

博 物 館 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 は、 館 の 案 内 や 紹 介 な ど、 広 報 を 中 心 に 拡 大 し つ つ あ る こ

と は 確 か で あ る。 ま た、 こ れ か ら も 様 々 な 工 夫 が な さ れ て い く も の と 思 わ れ る。

そうした な か で、 近 年、 着目され つ つ あるの が Twitter、Facebook など の SNS（social networking 

service） で あ る。SNS は、「ウ ェ ブ サ イ ト」 と 異 な り、 双 方 向 的 な メ デ ィ ア で あ る し 即 時 性 も あ

る の で、 そ の 利 用 も 広 報 を 超 え て 広 が る 可 能 性 を 帯 び て い る。 利 用 実 態 と し て は、 公 認 の ア カ

ウ ン ト を 取 得 し て 館 と し て 運 用 し て い る 館 が す で に ４ 割 を 超 え て い る （41.2％）。 た だ、 運 用

し て い る 場 合 の 活 用 の さ れ 方 で あ る が、「イ ベ ン ト の 告 知」（97.7％） や 「特 別 展 に つ い て の 情

報 提 供」（91.7％）な ど、や は り 広 報 が 中 心 で あ る。と は い え、「博 物 館 の 日 常 風 景 の 紹 介」（73.8％）

や 「資 料 の 紹 介」（45.1％）、「学 芸 員 の 活 動 の 紹 介」（36.4％）、「研 究 成 果 の 公 表・公 開」（14.5％）

な ど、SNS で 広 報 に 広 が り が 出 て き て い る こ と も 確 か で あ る。「『ご 挨 拶』 な ど、 利 用 者 と の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の き っ か け づ く り」（36.3％） に 使 っ て い る 館 も あ り、 双 方 向 性 を 活 か し た

活 用 に 向 け た 動 き も 見 て 取 れ る。双 方 向 性 を 活 か し た 活 用 と い う 点 で は、「質 問 の 受 付」（17.0％）

や 「質 問 へ の 回 答」（19.3％）、「館 や 館 の 活 動 に つ い て の 意 見 ・ 感 想 の 聴 取」（17.5％）、「館 や

館 の 活 動 に つ い て の 意 見 ・ 感 想 の 交 換 」（10.8％） な ど、 現 状 で は ま だ、 一 部 の 館 に 限 ら れ て

は い る が、SNS の 特 徴 を 活 か し た 使 わ れ 方 も さ れ は じ め て い て、 今 後 の 可 能 性 が 期 待 さ れ る。

も っ と も、SNS は 新 し い メ デ ィ ア で あ る こ と で、 そ の 活 用 に つ い て の 考 え 方 も 館 に よ り 異 な
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る こ と が 予 想 さ れ る。 メ リ ッ ト も あ れ ば デ メ リ ッ ト、 更 に は リ ス ク も あ る と い う こ と で 活 用 を

控 え る 館 も あ る と 思 わ れ る。 調 査 で は、 こ の 点 も 踏 ま え て、 各 館 が 博 物 館 に お け る SNS 利 用

に つ い て ど の よ う に 考 え て い る か を 尋 ね て み た。 そ の 結 果、「情 報 を 即 時 に 伝 え る の に 適 し て

い る」（97.9％）、「情 報 を、 広 く 多 く の 人 に 伝 え る 拡 散 力 を も っ て い る」（95.8％）、「短 い 文 章

や 写 真 で 情 報 を 簡 潔 に 伝 え ら れ る」（94.8％）、「ス マ ー ト フ ォ ン で 使 え る の で、 情 報 を 手 元 に

ま で 届 け ら れ る」（95.1％） と い っ た 点 で は ほ と ん ど の 館 が 「そ う 思 う」 と 答 え て い た。「ユ ー

ザ ー 層 や ユ ー ザ ー の 特 性 ご と に 使 い 方 を 変 え る こ と が で き、 ユ ー ザ ー に 合 わ せ た 対 応 が 可 能

に な る 」 と す る 館 も か な り の 割 合 （61.7％） に の ぼ っ て い た。 そ の 一 方 で、「 情 報 管 理 が 難 し

い 」 と す る 館 も 同 程 度 に あ り （61.0％）、 更 に 「 使 わ れ る 文 章 が 短 く、 情 報 の 背 景 が 伝 わ ら な

い こ と が あ る」（46.4％）、「感 情 的 な 反 応 を 呼 び 起 こ し が ち で、 公 式 な 対 応 に 使 う の は 難 し い」

（28.0％） と い っ た 指 摘 も な さ れ て い て、SNS の 活 用 に は、な お、課 題 が あ る こ と が 見 て 取 れ た。

（２）新たな姿の模索

「博 物 館」 は 周 知 の と お り 「社 会 教 育 の た め の 機 関」 で あ る。 た だ、 そ れ は 「社 会 教 育 法 －

博 物 館 法」と い う 我 が 国 の 法 体 系 に 規 定 さ れ る 限 り の「博 物 館」で あ っ て、博 物 館 の す そ 野 は「社

会 教 育 の た め の 機 関」 を 超 え て 広 が っ て い る。 更 に、 近 年、 ま す ま す そ の 広 が り が 目 立 つ よ う

に な っ て い る。 と 同 時 に、 広 げ て 考 え る 必 要 も あ る と の 指 摘 が な さ れ、 そ こ か ら 「博 物 館 な る

も の」 の 定 義 に つ い て の 問 い 直 し も 始 ま っ て い る。「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 越 え た 博 物 館

の 新 た な 姿 の 模 索 が 始 ま っ て い る、 と い っ て も よ い。

休館日や開館時間以外に施設貸出しを行うことがある館は 17.5％

そ う し た 動 き の 一 つ は、 施 設 の 活 用、 端 的 に は、 施 設 の 貸 出 し で あ る。「休 館 日 や 通 常 の 開

館 時 間 以 外 の 時 間 に、 施 設 の 貸 出 し を 行 う こ と」 が あ る か ど う か を 尋 ね た と こ ろ、「あ る」 と

い う 館 は 全 体 の 17.5％ で あ っ た。 結 果 か ら 見 る 限 り、 現 状 で は そ れ ほ ど 多 く な い よ う で あ る。

施 設 の 活 用、更 に は 「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 越 え た 博 物 館 の 新 た な 姿 の 模 索 に 関 し て は、

そ こ に 経 済 的 な 問 題 が 絡 ん で い る。 博 物 館 と し て の 収 益 や 博 物 館 の 経 済 的 効 果 と い っ た 問 題 が

所 在 し て い る。 館 の 施 設 の 貸 出 し に つ い て も、 単 に 貸 し 出 す に 止 ま ら ず、 有 料 か ど う か、 そ れ

が 館 の 増 収 に つ な が る か ど う か が 問 わ れ て い る。 今 回 の 調 査 で 実 際 に 貸 し 出 し て い る 館 に 尋 ね

た と こ ろ で は、「有 料 で 貸 し 出 し て い て、 館 の 増 収 に つ な が っ て い る」 と す る 館 が 41.6％、「有

料 で 貸 し 出 し て い る が、 館 の 増 収 に つ な が っ て い な い」 と い う 館 が 31.4％、「無 料 で 貸 し 出 し

て い る」 と い う 館 が 26.7％ で あ っ た。 有 料 で 貸 し 出 し て い る ケ ー ス が 多 い も の の、 そ れ が 必 ず

し も 館 の 増 収 に つ な が る か ど う か は 分 か ら な い の が 実 際 で あ る。

ユニークベニューとして施設を貸し出すことがある館は 13.0％

施 設 の 活 用 に 関 わ る 問 題 は、い ま 少 し、踏 み 込 め ば「ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー」の 問 題 で も あ る。「ユ

ニ ー ク ベ ニ ュ ー」 と は、「歴 史 的 建 造 物 ・ 神 社 仏 閣 ・ 城 跡 ・ 美 術 館 ・ 博 物 館 な ど 独 特 な 雰 囲 気

を 持 つ 場 所 で 会 議 ・ レ セ プ シ ョ ン ・ イ ベ ン ト 等 を 実 施 し、 特 別 感 や 地 域 特 性 を 演 出 す る こ と を

目 的 に、本 来 の 用 途 と は 異 な る ニ ー ズ に 応 え て 特 別 に 貸 し 出 さ れ る 会 場 の こ と」 を 指 し て い て、

文 化 庁 に お い て も 「文 化 財 の 活 用」 と し て 政 策 化 さ れ、 博 物 館 も そ の 対 象 と な っ て い る。 今 回

の 調 査 に お い て、「ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て、 館 の 施 設 を 貸 し 出 す こ と が あ る か ど う か」 を 尋
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ね た と こ ろ で は、「あ る」 と い う 館 は 全 体 の 13.0％ で あ っ た。 単 な る 館 の 貸 出 し を 尋 ね た 結 果

が 先 に も 見 た と お り 26.7％ で あ る の で、 ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー の 場 合 に は 「あ る」 と い う 館 が そ の

半 分 程 度 と、 全 体 と し て そ れ ほ ど の 割 合 で は な い。 た だ、 ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー は ど の 館 で も 行 う

こ と が で き る こ と で は な い の で、 そ の こ と を 考 え る と 割 合 は 低 く と も 視 野 に 入 れ て お か な く て

は な ら な い と 思 わ れ る。 ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て の 館 の 貸 出 し に つ い て も 経 済 的 な 問 題 が 絡 む

の で、 調 査 で は 有 料 で あ る か ど う か、 増 収 に つ な が る か ど う か を 尋 ね て い る。 そ の 結 果 は、 単

な る 施 設 の 貸 出 し の 場 合 よ り も 「無 料」 で 貸 し 出 す と い う 館 が 多 く （40.5％）、 有 料 で 貸 し 出

し て い る 場 合 に つ い て 限 っ て 言 え ば、単 な る 施 設 の 貸 出 し の 場 合 と 同 様、館 の 増 収 に 「つ な が っ

て い る」 館 も あ れ ば （34.9％）、「つ な が っ て い な い」 館 も あ る （23.9％） と い う 状 況 で あ っ た。

ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー は、 ま だ、 始 ま っ て 間 も な い 試 み で あ る。 そ れ が 博 物 館 の あ り 方 を ど の よ う

に 変 え て い く こ と に な る の か、 見 守 っ て い く 必 要 が あ る と 言 え そ う で あ る。

観光客の利用を促す取り組みをしている館は５割

施 設 の 活 用 と い う 点 で は、観 光 と の 関 係 も、近 年、特 に 着 目 さ れ て い る。 博 物 館 に は レ ク レ ー

シ ョ ン の 機 能 も あ り、 こ れ ま で も 観 光 と の 関 係 が 取 り 上 げ ら れ て は き た が、 そ の 取 り 上 げ ら れ

方 は 限 定 的 で 「一 部 の 館 の 特 殊 な 問 題」 と し て 扱 わ れ る 傾 向 に あ っ た。 し か し、 経 済 や 地 域 の

活 性 化 に 果 た す 文 化 の 役 割 が 着 目 さ れ る な か で、「文 化 の 拠 点」 と も 言 え る 博 物 館 を 観 光 資 源

と し て 活 用 す る 動 き が 出 て き て、 改 め て 広 く 博 物 館 と 観 光 と の 関 係 が 問 わ れ て い る。 し か も、

外 国 人 旅 行 者 を 日 本 に 呼 び 込 む こ と を 目 的 と す る イ ン バ ウ ン ド 政 策 が 進 め ら れ、 そ の な か に 博

物 館 が 観 光 資 源 と し て 組 み 込 ま れ て い る こ と も あ っ て、 博 物 館 と 観 光 と の 関 係 は、 今 や、 避 け

て 通 る こ と の で き な い 問 題 と な っ て い る。

今 回 の 調 査 で は、 こ の 点 も 踏 ま え て、 館 と し て 観 光 客 の 利 用 を 促 す 取 り 組 み を し て い る か ど

う か を 尋 ね て み た。 そ の 結 果、「し て い る」 館 が 50.0％、「し て い な い」 館 が 44.4％ と、 ほ ぼ、

２ 分 さ れ る 結 果 と な っ た。 こ れ が そ の ま ま、 観 光 と の 関 係 の 是 非 を 問 う こ と に は な ら な い も の

の、 博 物 館 と し て 観 光 に ど の よ う に 対 応 し て い く か に つ い て は、 な お、 議 論 を 呼 び 起 こ し そ う

な 状 況 で あ る。

取り組みの中心は、観光部局や観光協会との連携・情報共有、旅行会社のツアー受入れ

そ の 具 体 的 な 取 り 組 み で あ る が、 目 立 っ て い る の は 対 外 的 な 関 係 に 基 軸 を 置 く 取 り 組 み で あ

る。 取 り 組 み を 「し て い る」 館 に そ の 内 実 を 尋 ね た 結 果 で は、「国 ・ 自 治 体 の 観 光 部 局 や 観 光

協 会 と の 連 携 ・ 情 報 共 有」（87.1％）、「旅 行 会 社 が 企 画 し た ツ ア ー の 受 入 れ」（80.5％） を し て

い る 館 が ８ 割 以 上 に 及 ん で い た。「周 辺 の 施 設・店 舗 を 案 内 す る マ ッ プ へ の 掲 載」（74.9％） も、

お そ ら く は 外 部 か ら の 働 き か け に よ る も の と 思 わ れ る の で、 観 光 へ の 対 応 は 外 部 の 力 に 触 発 さ

れ て な さ れ て い る と 言 え そ う で あ る。 博 物 館 か ら の 発 信 や 働 き か け と い う 点 で、 比 較 的、 多 く

の 館 で な さ れ て い る の は 「ウ ェ ブ 上 の 観 光 サ イ ト へ 情 報 発 信」（64.7％）、「写 真 撮 影 の ス ポ ッ

ト 設 置 な ど、 入 館 者 の SNS 発 信、 口 コ ミ を 増 や す 試 み 」（51.2％） で あ る。 取 り 組 み を し て い

る 館 の ５ 割 か ら ６ 割 の 館 で 行 わ れ て い た。

観 光 は、 言 う ま で も な く 地 域 の 問 題 で も あ る。 一 つ の 博 物 館 を 訪 ね る だ け の 観 光 客 も い な い

わ け で は な い が、 博 物 館 の あ る 地 域 を 目 当 て に 訪 れ、 そ の な か で 博 物 館 に 立 ち 寄 る ケ ー ス が 圧

倒 的 に 多 い も の と 思 わ れ る。 近 隣 ・ 周 辺 と の 関 係 で は、「近 隣 の 施 設 で 企 画 す る 周 遊 パ ス へ の
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参 加」 を し て い る 館 が 約 ４ 割 （39.3％）、「半 券 提 示 に よ る、 周 辺 の 施 設 ・ 店 舗 の 料 金 割 引」 を

し て い る 館 が 約 ２ 割 （21.6％） で あ っ た。 そ の 他、上 記 の 取 り 組 み と は、若 干、異 な る が、「ウ ェ

ブ 上 の 口 コ ミ サ イ ト な ど を 使 っ た 利 用 者 の 感 想 ・ 評 価 の 把 握 と そ れ に 基 づ く 改 善」 を し て い る

館 も ２ 割 を 超 え る 程 度（25.7％）、見 て 取 れ た。 イ ン バ ウ ン ド と の 関 連 で は、「国 家 資 格 で あ る『通

訳 案 内 士』 の 入 館 に 関 す る 優 遇 措 置 （入 館 料 の 減 免 等）」 に つ い て 尋 ね た が、 さ す が に ま だ 一

般 的 に な っ て お ら ず、 措 置 し て い る 館 は １ 割 （10.4％） で あ っ た。

先 に も 示 し た よ う に、 博 物 館 と 観 光 と の 関 係 に つ い て は、 観 光 客 の 利 用 促 進 に 取 り 組 ん で い

る 館 と 取 り 組 ん で い な い 館 が ほ ぼ 同 程 度、 と い う の が 現 状 で あ っ た。 こ う し た 状 況 が こ の 先、

ど の よ う に 変 化 し て い く か に つ い て は、 な お、 状 況 を み る 必 要 が あ る。 過 去 の 総 合 調 査 に 遡 っ

て み る と、「観 光 協 会、旅 行 業 者 等 と 連 携・協 力 す る こ と」を「し て き て い る」と い う 館 の 割 合 は、

平 成 20（2008） 年 か ら 平 成 25（2013） 年 に か け て 増 え た も の の、 そ の 後、 今 回 の 調 査 で は 増

え て い な か っ た（順 に 44.9％ → 57.8％ → 56.0％［今 回］）。今 回 の 調 査 で は「過 去 ５ 年 く ら い の 間」

に 限 定 し て 答 え て も ら っ て い る こ と も あ ろ う け れ ど、 変 化 の 動 向 に つ い て は 判 断 が 難 し い。 い

ず れ に し て も、 博 物 館 と 観 光 と の 関 係 に つ い て は 国 の 政 策 と の 絡 み も あ り、 今 後 の 動 向 を 見 守

る 必 要 が あ る と 言 え よ う。

教育委員会所管は 64.4％

以 上、 施 設 の 活 用、 観 光 と の 関 係 を 取 り 上 げ、「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 越 え る 新 た な 姿

を 模 索 す る 博 物 館 の 現 状 に つ い て 見 て き た。 こ の 点 に 関 連 し て、 若 干 の 補 足 を し て お き た い。

そ れ は、 公 立 博 物 館 に お け る 所 管 の 問 題 で あ る。「社 会 教 育 の た め の 機 関」 と し て の 「博 物 館」

の 所 管 は、「博 物 館 法」に お い て こ れ ま で「設 置 す る 地 方 公 共 団 体 の 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る」

も の と さ れ て き た。 そ れ が 令 和 元 （2019） 年 の 法 改 正 で、 条 例 に よ っ て 首 長 部 局 に 移 管 す る

こ と も 可 能 と な っ た。 公 立 博 物 館 が 「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 超 え て 新 た な 姿 を 模 索 す る 場

合 に 足 か せ と な っ て い た 所 管 の 問 題 が 解 消 さ れ る 方 向 で 法 改 正 が な さ れ た わ け で あ る。

で は、 現 状 に お い て 公 立 博 物 館 の 所 管 は ど の よ う に な っ て い る の か。 調 査 の 結 果 で は 「 教

育 委 員 会 所 管 」 が 64.4％、「 首 長 部 局 所 管 」 が 30.2％、「 教 育 委 員 会 と 首 長 部 局 と の 共 管 」 が

2.7％ と な っ て い た。 こ の よ う に 現 状 で は 「教 育 委 員 会 所 管」 で あ る 場 合 が 多 い 公 立 博 物 館 の

所 管 で あ る が、 平 成 ９ （1997） 年 に 始 ま り、 平 成 16（2004） 年、 平 成 20（2008） 年、 平 成

25（2013） 年、そ し て 今 回、令 和 元 （2019） 年 と 回 を 重 ね て き て い る こ の 調 査 の 結 果 に よ れ ば、

そ う し た 館 （教 育 委 員 会 所 管 の 館） の 割 合 は、 確 実 に 減 っ て き て い る （順 に、76.9％ → 74.2％

→ 69.3％ → 67.2％ → 64.4［今 回］）。 逆 に 増 え て き て い る の が「首 長 部 局 所 管」の 館 で あ る（順 に、

21.9％ → 21.6％ → 23.6％ → 26.4％ → 30.2％ ［今 回］）。 最 近 で は 「教 育 委 員 会 と 首 長 部 局 と の 共

管 」 す る 館 も、 わ ず か で は あ る が 増 え つ つ あ る （ 平 成 16（2004） 年 か ら 順 に、1.7％ → 1.5％

→ 2.7％ → 2.7％ ［今 回］）。 所 管 の 問 題 は、 登 録 制 度 と の 関 係 も あ り、 博 物 館、 特 に 公 立 博 物 館

が 「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 越 え る 新 た な 姿 を 模 索 す る 場 合 に 無 視 し 得 な い。 法 改 正 を 契 機

に こ の よ う な 所 管 の 変 化 が、 そ の 模 索 と ど の よ う に 関 連 し て く る か、 動 向 の 把 握 が 不 可 欠 で あ

る と 思 わ れ る。
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（３）利便性の向上

博 物 館 が よ り 多 様 な 人 々 に 多 様 な 形 で 利 用 さ れ る よ う に な っ て く る 場 合 に 求 め ら れ る の が

「利 便 性」 で あ る。 特 に、 観 光 利 用 の 場 合 な ど は、 博 物 館 が 「消 費 の 場」 と し て 捉 え ら れ が ち

に な る の で マ ー ケ テ ィ ン グ の 用 語 を 借 り れ ば 「顧 客 満 足 度」 が 問 題 と な り、 そ こ か ら 利 便 性 の

向 上 も 求 め ら れ る こ と に な る。 こ の 点 に つ い て 今 回 の 調 査 で は、「 キ ャ ッ シ ュ レ ス へ の 対 応 」

と 「館 内 に お け る Wi-Fi の 設 置 状 況」 を 質 問 の な か に 入 れ て、 各 館 の 対 応 を 調 べ て み た。

入館料のカード決済は 7.1％、その他のキャッシュレス決済は 7.6％の館で対応

ま ず、「キ ャ ッ シ ュ レ ス」へ の 対 応 で あ る が、「入 館 料」に つ い て 尋 ね た と こ ろ、「ク レ ジ ッ ト カ ー

ド、デ ビ ッ ト カ ー ド な ど の カ ー ド 決 済」（カ ー ド 決 済） に 対 応 し て い る 館 が 7.1％、「電 子 マ ネ ー

等、 そ の 他 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済」（そ の 他、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済） に 対 応 し て い る 館 が 7.6％

で あ っ た。 値 は、 入 館 料 無 料 の 館 も 含 め た 全 体 に 対 す る 値 （複 数 回 答） で あ る の で 「現 金 で の

支 払」（66.2％） と の 相 対 的 な 関 係 で 補 正 す る と （現 金 で の 支 払 い を 100 と し て 計 算）、 そ れ ぞ

れ 10.7 と 11.5 と な る （複 数 回 答 な の で こ の 値 が お お よ そ の 割 合 と な る）。 入 館 料 に つ い て は、

１ 割 を 少 し 超 え る 館 で キ ャ ッ シ ュ レ ス が 可 能 と な っ て い る の が 現 状 で あ る。

「キ ャ ッ シ ュ レ ス」 に つ い て は、「ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ」 や 「レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ」 で の

支 払 い に も 関 係 す る。 ち な み に、 附 属 施 設・設 備 と し て 「図 録、 絵 は が き、 バ ッ ジ、 フ ァ イ ル、

関 連 書 籍 な ど、 ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 を 販 売 す る 施 設、 場 所」 の 有 無 を 尋 ね た と こ ろ で は、 ７

割 近 く の 館 （67.9％） に そ う し た 場 所 が 確 保 さ れ て い た。 た だ、「専 用 の 施 設、 場 所 で は な く、

入 館 券 ・ チ ケ ッ ト 売 場 な ど が 売 り 場 を 兼 ね て い る」 場 合 （46.1％） や 「入 館 券 ・ チ ケ ッ ト 売 場

な ど に 併 設 さ れ た 小 規 模 な 売 り 場」で あ る 場 合（27.4％）が 多 く、「売 り 場 と し て 独 立 し た ミ ュ ー

ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ」 は む し ろ 少 な い （26.4％） の が 現 状 で あ っ た。 な お、 そ う し た 場 の 経 営 で

あ る が、 館 が 「 直 営 し て い る 」 場 合 が ７ 割 以 上 （73.2％） で、「 場 所 を 提 供 し、 使 用 料 を 徴 収

し て い る」 場 合 （場 所 貸 し ：10.8％） や 「経 営 を 委 託 し、 手 数 料 （売 上 の 一 定 割 合 の 額 等） を

徴 収 し て い る」 場 合 （委 託 ：4.6％） は む し ろ 珍 し か っ た。

レストランやカフェがある館は２割強

レ ス ト ラ ン や カ フ ェ に つ い て も 設 置 と 経 営 の 実 態 に 触 れ て お く と、「あ る」 と い う 館 は 全 体

の ２ 割 強 （23.0％）、 そ の 経 営 は 「 直 営 」 が 27.6％、「 場 所 貸 し 」 が 42.5％、「 委 託 」 が 11.8％

と な っ て い て、 こ ち ら は 「シ ョ ッ プ」 と は 異 な り、「場 所 貸 し」 が 最 も 多 く な っ て い た。

話 を キ ャ ッ シ ュ レ ス に 戻 す と、「ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ」 の 支 払 い に お い て 「カ ー ド 決 済」

が で き る 館 は 15.2％、「そ の 他 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済」が で き る 館 が 9.0％、「レ ス ト ラ ン、カ フ ェ」

の 場 合 に は、「カ ー ド 決 済」 が 7.3％、「そ の 他、キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済」 が 5.5％ で あ っ た。 値 は、

ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ や レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ が 設 置 さ れ て い な い 館 も 含 め た 全 体 に 対 す る 値

（複 数 回 答） で あ る の で、 こ こ で も 「現 金 で の 支 払」（ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ ：68.9％、 レ ス

ト ラ ン、 カ フ ェ ：28.6％） と の 相 対 的 な 関 係 で 補 正 す る と、 ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ の 場 合 に

は 「カ ー ド 決 済」 が 22.0、「そ の 他、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済」 が 13.1、 レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ の 場

合 に は、前 者 が 25.5、後 者 が 19.2 と な っ て い た。 ミ ュ ー ジ ア ム・シ ョ ッ プ、レ ス ト ラ ン、カ フ ェ

で の 支 払 い は、 ２ 割 前 後 の 館 で キ ャ ッ シ ュ レ ス が 可 能 と な っ て い る も の と 推 測 さ れ る。
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Wi-Fi を設置している館は 36.3％

館 内 に お け る Wi-Fi の 設 置 状 況 に つ い て も 見 て お く。Wi-Fi 導 入 は、 外 国 人 旅 行 者 の 満 足 度 を

上 げ る 効 果 が あ る と し て イ ン バ ウ ン ド 対 策 と し て も 注 目 さ れ て お り、 観 光 を 視 野 に 入 れ た 場

合、 博 物 館 に お い て も 無 視 し 得 な い ア イ テ ム と な っ て い る。 そ の 実 態 は、「館 の 関 係 者 と 来 館

者 が 使 用 で き る Wi-Fi を 設 置 し て い る 」 館 が 36.3％ と な っ て い て 入 館 者 が Wi-Fi を 利 用 で き る

館 は、ほ ぼ、３ 館 に １ 館 に 止 ま っ て い る。「館 の 関 係 者 の み が 使 用 で き る Wi-Fi を 設 置 し て い る」

館 も あ る が（11.5％）、半 数（49.5％）の 館 は「設 置 し て い な い」状 況 に あ る。Wi-Fi の 設 置 に は、

経 費 の 面 も さ る こ と な が ら セ キ ュ リ テ ィ の 問 題 も あ り、 種 々、 越 え な く て は な ら な い ハ ー ド ル

が 所 在 す る。 た だ、 館 内 の Wi-Fi は イ ン バ ウ ン ド ・ 観 光 に 限 ら ず、 館 の 利 便 性、 さ ら に は 博 物

館 を 活 用 し た 学 び の 工 夫 に も 利 用 で き る も の で あ り、 今 後、 設 置 が 進 む こ と が 期 待 さ れ る。

（４）活動の活性化・高度化のための連携・協力の強化、地域との関係の問い直し

国内の博物館と連携・協力する館は約６割

博 物 館 は、 各 館 が 単 独 に 活 動 し て い る わ け で は な い。 資 料 の 貸 借 ・ 交 換、 展 覧 会 の 共 催、 共

同 研 究 等、 互 い に 連 携・協 力 し つ つ 活 動 を 展 開 し て い る。 そ し て そ れ が、 各 館 の 活 動 の 活 性 化・

高 度 化 に つ な が っ て い る。 同 時 に、 そ れ に よ っ て 博 物 館 界 全 体 の 活 性 化、 高 度 化 が も た ら さ れ

て い る。 特 に 規 模 の 小 さ な 博 物 館 が 多 い 日 本 の 博 物 館 界 に お い て は、 こ う し た 連 携 ・ 協 力 が 必

要 と さ れ て い る。 日 本 博 物 館 協 会 で も、 平 成 12（2000） 年 以 来、「対 話 と 連 携 の 博 物 館」 と し

て 各 館 の 連 携 ・ 協 力 を 呼 び か け、「博 物 館 力」 の 向 上 を 図 っ て き て い る。 実 際、「国 内 の 他 の 博

物 館 と 連 携 ・ 協 力 す る こ と」 を 行 っ て い る 館 は、 こ の 間、 １ 割 以 上 増 え、 今 回 の 調 査 で は 約 ６

割 （61.5％） と な っ て い る （平 成 ９ （1997） 年 ：50.3％）。

連 携・協 力 の 内 容 で あ る が、中 心 は「資 料 の 貸 借」で あ る。 過 去 ５ 年 間 の 実 績 を 尋 ね た と こ ろ、

９ 割 近 く （89.6％） の 館 に お い て な さ れ て い た。 次 が 「 イ ベ ン ト の 共 催 」（47.4％）、「 展 覧 会

の 共 同 開 催」（44.5％）、「共 同 で 行 う 広 報」（42.4％） で、４ 割 台。「職 員 の 合 同 研 修」（17.3％）、

「資 料 の 交 換」（14.2％）、「館 同 士 の 共 同 研 究」（10.1％） に つ い て は １ 割 台 に 止 ま っ て い た。「学

芸 系 職 員 の 派 遣 ・ 受 入 れ」（7.6％） や 「大 規 模 災 害 時 の 救 援 等 の 相 互 協 力」（7.4％） に つ い て

は １ 割 以 下 と、 ま だ、 少 数 で あ る。 こ の よ う な 結 果 を 踏 ま え る と、 連 携 ・ 協 力 と い っ て も 現 状

は 「資 料 の 貸 借」 が 中 心 で あ る。「資 料 の 貸 借」 を 超 え る 可 能 性 を 探 る こ と が 今 後 の 課 題 で あ

る と 言 え よ う。

連 携 ・ 協 力 の 実 績 に つ い て も 実 施 の 主 体 別 に 尋 ね た 結 果 を 示 し て お く。 数 値 は、 過 去 ５ 年 間

に 行 っ た 連 携 ・ 協 力 事 業 の 平 均 件 数 で あ る。 ま ず、「自 館 が 主 体 と な っ て 実 施 し た 連 携 ・ 協 力

事 業」が 平 均 3.6 件、「連 携 先 の 館 が 主 体 と な っ て 実 施 し た 連 携・協 力 事 業」も 平 均 3.6 件 で あ る。

両 者 の 間 に ほ と ん ど 差 が な い と こ ろ か ら、 い わ ば 「持 ち つ 持 た れ つ」 で 相 互 連 携 ・ 相 互 協 力 が

な さ れ て い る も の と 思 わ れ る。 そ れ 以 外 の 連 携、 す な わ ち 「第 三 者 （マ ス コ ミ 等） が 主 導 し て

実 施 し た 連 携 ・ 協 力 事 業 」 は 平 均 0.8 件、「 自 館 で も な く、 相 手 先 の 館 で も な く、 館 の 設 置 者

が 主 体 と な っ て 実 施 し た 連 携 ・ 協 力 事 業 」 は 平 均 0.7 件、「 そ の 他、 ど こ が 主 体 と も 言 え な い

連 携・協 力 事 業」 は 平 均 0.6 件 で あ る。 こ の よ う な 結 果 か ら、 連 携・協 力 の 形 態 は、 相 互 連 携・

相 互 協 力 が 中 心 で あ る こ と が 見 て 取 れ る。 第 三 者 や 設 置 者 な ど、 外 部 の 力 に よ っ て な さ れ る 連
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携 ・ 協 力 に つ い て は 館 と し て ど う し よ う も な い と こ ろ が あ る。 ま た、 意 図 に 沿 わ な い 連 携 ・ 協

力 に な っ て し ま う 恐 れ も あ る。 し か し、 そ う し た 連 携 ・ 協 力 に は 相 互 の 事 情 や 都 合 を 超 え て 新

た な 可 能 性 が 開 け て く る こ と が あ り 得 る こ と を 考 え る と、 博 物 館 界 と し て 外 部 の 力 に よ っ て な

さ れ る 機 会 を 大 事 に す る こ と も 大 切 だ と 思 わ れ る。

外国の博物館と継続的な交流を実施している館は 5.9％

外 国 の 博 物 館 と の 交 流 も 館 及 び 博 物 館 界 の 「博 物 館 力」 を 高 め る こ と に つ な が る 可 能 性 を 大

い に 秘 め て い る。 た だ、 そ の 実 態 は、「外 国 の 博 物 館 と 継 続 的 な 交 流 を 実 施 し て い る」 館 は 全

体 の 5.9％ と、 ご く 少 数 の 館 に 限 ら れ て い る。 実 施 し て い る 館 を 対 象 に 複 数 回 答 で 尋 ね た 交 流

の 形 態 は、「 館 同 士 が 協 定 を 結 ん で 行 っ て い る 」 ケ ー ス が 最 も 多 く （58.1％）、「 協 定 を 結 ぶ こ

と な く、 実 質 的 に 館 と 館 の 関 係 で 行 っ て い る」 ケ ー ス も 程 々 に 見 か け ら れ る （38.2％）。「館 の

所 在 地 の 地 方 公 共 団 体 が 結 ぶ 友 好 都 市 関 係 を 背 景 に し た 交 流」（19.9％） も 散 見 さ れ る。 な お、

現 在 の ワ ー デ ィ ン グ で 調 査 を 行 う よ う に な っ た 平 成 16（2004）年 の 調 査 以 来、若 干 で あ る が「実

施 し て い る」 館 の 割 合 が 増 え つ つ あ る （平 成 16（2004） 年：3.4％、 平 成 20（2008） 年：3.9％、

平 成 25（2013） 年 ：4.6％、 今 回 ：5.9％）。 ま だ、 一 部 の 館 に 限 ら れ て い る が、 グ ロ ー バ ル 化

が 進 む な か で 博 物 館 の 交 流 も、 少 し ず つ 国 外 に 広 が っ て い る。

都道府県の博物館協会・協議会には全体の３分の２が加入

他 館 と 連 携 ・ 協 力 を 行 う う え で 基 盤 と な る の が 連 携 組 織 で あ る。 今 回 の 調 査 で は、 各 館 の 加

入 状 況 に つ い て 調 べ て み た。 最 も 加 入 率 が 高 か っ た の が 「都 道 府 県 の 博 物 館 協 会 ・ 協 議 会」 で

全 体 の ３ 分 の ２ （65.8％） の 館 が 加 入 し て い た。「日 本 博 物 館 協 会」 へ の 加 入 は 48.2％ で あ っ

た。 都 道 府 県 を ベ ー ス に し た 連 携 組 織 の う え に、 全 国 ベ ー ス の 連 携 組 織 が 重 ね ら れ る 形 で 連 携

の ベ ー ス が 作 ら れ て い る と 言 え そ う で あ る。 次 に 加 入 率 が 高 か っ た の が 「館 種 別 の 団 体 （全 国

美 術 館 会 議、全 国 科 学 博 物 館 協 議 会、日 本 動 物 園 水 族 館 協 会、全 国 歴 史 民 俗 系 博 物 館 協 議 会 等）」

で、 全 体 の ３ 分 の 1（31.5％） の 館 が 加 入 し て い た。 館 種 は 博 物 館 の 活 動 の 基 盤 と な る 資 料 に

依 拠 す る も の で あ り、連 携・協 力 と い う 点 で は、最 も 実 質 を 伴 う も の で あ る。 こ の 調 査 で は 個 々

の 連 携 組 織 が 果 た す 役 割 ま で 踏 み 込 ん で い な い の で 確 定 的 な こ と は 言 え な い が、 館 種 別 の 団 体

は 加 入 し て い る 館 に と っ て 大 き な 意 味 を 持 っ て い る も の と 推 測 さ れ る。 一 方、「専 門 別 の 団 体

（日 本 プ ラ ネ タ リ ウ ム 協 会、 西 日 本 自 然 史 系 博 物 館 ネ ッ ト ワ ー ク、 全 国 歴 史 資 料 保 存 利 用 機 関

連 絡 協 議 会 等）」 と な る と 加 入 率 は １ 割 （10.8％） と 低 く な っ て い る。「専 門」 と 言 っ て も す べ

て の 専 門 に お い て 団 体 が あ る わ け で は な く、 規 模 も 比 較 的 小 さ い が ゆ え の こ と と 思 わ れ る。 な

お、「博 物 館 学 系 団 体 （全 日 本 博 物 館 学 会、 日 本 ミ ュ ー ジ ア ム ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 学 会、 日 本 展

示 学 会 等）」へ の 加 入 は 更 に 限 ら れ て い た（5.0％）。 加 入 率 が 低 い と は 言 え、見 逃 せ な い の は「そ

の 他 の 地 域 的 な 博 物 館 の ネ ッ ト ワ ー ク」（27.3％） や 「共 同 事 業 等 を 目 的 と し た 複 数 館 の 連 携

組 織 」（12.1％） で あ る。 こ う し た 連 携 組 織 は、 い わ ば 「 小 回 り が 利 く 」 組 織 で あ り、 実 質 的

に 機 能 す る こ と が 期 待 さ れ る。 グ ロ ー バ ル 化 が 進 ん で い る も の の、「国 際 団 体（ICOM、WAZA 等）」

へ の 加 入 は わ ず か （3.3％） で あ っ た。

市（区）町村立図書館との連携・協力は３割近く

以 上、 博 物 館 同 士 の 連 携 ・ 協 力 の 実 態 や 博 物 館 で 組 織 さ れ る 連 携 組 織 へ の 加 入 状 況 に つ い て

見 て き た。 博 物 館 活 動 の 活 性 化 ・ 高 度 化 は、 博 物 館 以 外 の 組 織 や 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 に よ っ て
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も 可 能 で あ る。 そ の 場 合、 図 書 館 や 公 民 館 な ど 他 の 社 会 教 育 施 設 と の 連 携 ・ 協 力 は、 社 会 教 育

機 関 と し て の 博 物 館 が 力 を 向 上 さ せ る た め に 有 益 で あ る と 同 時 に、博 物 館 が 「地 域 の 知 の 拠 点」

と な っ て そ の 力 を 発 揮 す る 格 好 の 機 会 で あ る と 思 わ れ る。 そ の 点 は、「博 物 館 の 設 置 及 び 運 営

上 の 望 ま し い 基 準」 に お い て も、「博 物 館 は、 事 業 を 実 施 す る に 当 た っ て は、・ ・ ・ ・ 公 民 館、

図 書 館 等 の 社 会 教 育 施 設 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 ・ ・ ・ 等 と の 緊 密 な 連 携、 協 力 に 努 め る も

の と す る」 と さ れ て い て、 望 ま れ て い る と こ ろ で も あ る。 た だ、 周 知 の よ う に 制 度 的 に 博 物 館

は 「博 物 館 法」、 図 書 館 は 「図 書 館 法」、 公 民 館 は 「社 会 教 育 法」 と、 そ れ ぞ れ 依 拠 す る 法 律 が

異 な っ て い て、 従 来、 相 互 の 連 携 ・ 協 力 が な か な か な さ れ な か っ た こ と も 確 か で あ る。

今 回 の 調 査 で は、各 館 に、過 去 ５ 年 間 の 連 携・協 力 事 業 の 実 施 状 況 を 尋 ね て み た。そ の 結 果、「実

施 し た」と い う 館 の 割 合 は、図 書 館 に つ い て は「市（区）町 村 立 図 書 館」に お い て ３ 割 近 く（28.4％）

あ っ た も の の、「都 道 府 県 立 図 書 館」（9.8％） に し て も、「大 学 図 書 館」（6.6％） に し て も、「学

校 図 書 館」（2.0％） に し て も、 更 に 「専 門 図 書 館」（1.9％） に し て も、 そ こ を 相 手 に 連 携 協 力

事 業 を 実 施 し た と い う 館 は １ 割 に も 及 ば な か っ た。「公 民 館」 に つ い て は、 実 施 し た と い う 館

が ２ 割 強 （24.3％） あ っ た も の の、「都 道 府 県 ・ 市 （区） 町 村 史 編 纂 組 織」（11.8％） や 「公 文

書 館」（5.8％） と な る と そ う し た 館 は 極 め て 稀 で あ っ て、総 じ て、他 の 社 会 教 育 施 設 と の 連 携・

協 力 に つ い て は 消 極 的 な 状 況 で あ っ た。 全 体 的 に 振 る わ な い な か、 や は り 連 携 ・ 協 力 の ベ ー ス

は 地 域 で あ る。「市（区）町 村 立 図 書 館」や「公 民 館」は 地 域 の 社 会 教 育 施 設 で あ る の で、連 携・

協 力 に つ い て も 「地 域」 に 着 目 し つ つ、 先 に 進 め る 必 要 が あ る と 言 え よ う。

地方公共団体主催の生涯学習活動との連携は 56.2％

で は、博 物 館 は 地 域 に お い て、あ る い は 地 域 に 対 し て、ど の よ う な 活 動 を し て き て い る か。「博

物 館 の 活 動 の 活 性 化 ・ 高 度 化」 と は、 若 干、 文 脈 を 異 に す る が、 地 域 と の 関 係 に お い て 博 物 館

が 過 去 ５ 年 く ら い の 間 に 「し て き て い る」 こ と を 示 し て お く。

ま ず、 比 較 的、「し て き て い る」 と い う 館 が 多 い の が、「地 方 公 共 団 体 が 主 催 す る 生 涯 学 習 活

動 と 連 携 し て、 事 業 ・ 活 動 を 行 う こ と 」 で あ る （56.2％）。 調 査 の 対 象 と な っ た 博 物 館 の ７ 割

が 公 立 な の で、 設 置 者 で あ る 地 方 公 共 団 体 と の つ な が り が 強 い こ と が 背 景 に あ る も の と 推 測 さ

れ る。 一 方、 同 様 の 事 業 で も、 民 間 が 行 う 事 業、 例 え ば 「 デ パ ー ト や 新 聞 社 等 の 民 間 の カ ル

チ ャ ー ・ ス ク ー ル と 連 携 し て、 事 業 ・ 活 動 を 行 う こ と」 と な る と 「し て き て い る」 と い う 館 の

割 合 は １ 割 程 度 （11.9％） と な っ て し ま う。「 カ ル チ ャ ー ・ ス ク ー ル 」 に 限 定 し た 質 問 に つ い

て の 結 果 な の で 単 純 な 比 較 は で き な い が、 地 域 に 対 す る 博 物 館 の 活 動 は、 民 間 と の 関 係 で 行 わ

れ る こ と よ り も、 都 道 府 県、 市 町 村 な ど 公 的 セ ク タ ー と の 関 係 で 行 わ れ る こ と の 方 が 多 い よ う

で あ る。

も ち ろ ん 「民 間」 と い っ て も 企 業 等、営 利 を 主 た る 目 的 と し た セ ク タ ー も あ れ ば、サ ー ク ル・

団 体 等、 市 民 の セ ク タ ー も あ り 得 て い る。 地 域 の 自 主 的 な 学 習 サ ー ク ル は、 市 民 の セ ク タ ー と

言 っ て よ い。 市 民 の セ ク タ ー と の 関 わ り を み る と、 ４ 割 （43.9％） の 館 は、「 地 域 の 自 主 的 な

学 習 サ ー ク ル の 活 動 に、館 と し て 協 力 す る こ と」を し て き て い る。「地 域 住 民 や 地 域 の サ ー ク ル・

団 体 等 に、 館 の 施 設 を 提 供 す る こ と」 を 「し て き て い る」 館 も、 ほ ぼ、 同 程 度 （42.4％） に 見

か け ら れ る。 こ の よ う に、 市 民 の セ ク タ ー に 対 し て 博 物 館 は 少 な か ら ず 関 わ り を も っ て き て い

る。 ち な み に、 割 合 と し て は 半 分 く ら い と な る が、「地 域 の 自 主 的 な 学 習 サ ー ク ル に、 館 へ の
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協 力 を 求 め る こ と」 を 「し て き て い る」 館 も ２ 割 弱 （18.0％） で あ る が 認 め ら れ る。

観光協会、旅行業者等と連携・協力は 56.0％、町づくりへの協力は 45.9％

先 に、「社 会 教 育 の た め の 機 関」 を 越 え た 博 物 館 の 新 た な 姿 に つ い て 言 及 し た。 地 域 の 「観

光 協 会、 旅 行 業 者 等 と 連 携 ・ 協 力 す る こ と」 に つ い て は 56.0％、「町 づ く り や 町 の 活 性 化 を 目

的 に、 行 政 や 市 民 等 が つ く る 団 体 に 協 力 し て 事 業・活 動 を 行 う こ と」 に つ い て は 45.9％ の 館 が

し て き て い る。 こ の よ う に、 半 数 程 度 で は あ る が、 地 域 に お い て 社 会 教 育 の 枠 を 超 え て 活 動 す

る 館 も 現 れ て い る。「地 元 の 企 業・業 者・事 業 所 等 と 協 賛・協 力 し 合 っ て 事 業・活 動 を 行 う こ と」

（29.9％） や 「地 元 の 企 業・業 者・事 業 所 等 が つ く る 団 体 （商 店 会、商 工 会、商 工 会 議 所、農 協 等）

と 協 賛 ・ 協 力 し 合 っ て 事 業 ・ 活 動 を 行 う こ と」（31.6％） を し て き て い る 館 も ３ 割 程 度 で あ る

が 現 れ て い る。 博 物 館 が 「新 た な 姿」 を 志 向 し て 活 動 領 域 を 広 げ て い く 場 合、 地 域 は、 そ の 対

象、 ま た、 資 源 と し て、 重 要 な 位 置 を 占 め る も の と 思 わ れ る。 地 域 と ど の よ う な 関 係 を 形 づ く

る の か、 こ れ も 各 館、 ま た、 博 物 館 界 に お け る 重 要 な 課 題 で あ る。

協力し合いながら活動を行っている団体を有する館は 24.1％

以 上、こ こ で は 博 物 館 が 館 を 越 え て 他 館、連 携 組 織、他 の 社 会 教 育 施 設、更 に は 地 域 と 連 携・

協 力 す る 様 を 見 て き た。 博 物 館 が 活 動 を 活 性 化 ・ 高 度 化 す る た め に は、 そ し て 「新 た な 姿」 を

模 索 す る た め に は、博 物 館 を 超 え た 関 係 が 大 切 で あ る。 し か も、特 に、一 時 的 で は な く 継 続 的、

個 人 的 で は な く 組 織 的 に 関 係 す る こ と が 重 要 で あ る。 調 査 で は、 こ の 点 も 踏 ま え て、 館 外 に 関

係 を 取 り 結 ん で い る 団 体 が あ る か ど う か を 幾 つ か の 角 度 か ら 尋 ね て み た。 そ の 結 果、「活 動 目

的 を 共 有 し、 協 力 し 合 い な が ら 教 育 事 業 や 広 報 活 動 を 行 っ て い る 団 体」 が 「あ る」 と い う 館 は

24.1％ と な っ て い て、 共 に 同 じ 方 向 で 歩 む 団 体 を 確 保 し て い る 館 が ４ 館 に １ 館 認 め ら れ た。 た

だ、 い ま 少 し 具 体 的 な 関 係 と な る と、「館 を 利 用 し、 自 主 的 な 研 究 や 情 報・資 料 収 集 な ど を 行 っ

て い る 団 体」 が 「あ る」 と い う 館 は 15.2％、「協 力 し て、 館 外 で の ア ウ ト リ ー チ 活 動 を 行 う 団

体」 が 「あ る」 と い う 館 は 8.4％ と、 そ の 割 合 は 少 な く な っ て し ま っ て い る。「協 力」 と い う よ

り も 「支 援」 の 関 係 で 館 を 支 え て く れ て い る 団 体 も 同 様、「専 門 性 を 踏 ま え て、 資 料 収 集 や 調

査 研 究 を 支 援 し て く れ て い る 団 体」 に つ い て は 「あ る」 と い う 館 が 13.7％、「館 の 運 営 を 財 政

的 に 援 助 し て く れ て い る 団 体 （法 人 の 団 体 を 含 む）」 に つ い て は 同 じ く 7.4％ と、 か な り 限 ら れ

て い る。 継 続 的 に し て 組 織 的 な 関 係 づ く り も、 各 博 物 館、 博 物 館 界 に お け る 課 題 で あ る。

（５）利用者・市民との関係づくり

博 物 館 に と っ て、 他 館、 連 携 組 織、 社 会 教 育 施 設、 地 域 の 諸 団 体 な ど と の 連 携 ・ 協 力、 関 係

づ く り も 大 切 で あ る が、 そ れ 加 え て、 館 の 利 用 者 ・ 市 民 と の 関 係 づ く り も 大 切 で あ る。 利 用 者

や 市 民 と の 良 好 な 関 係 に 支 え ら れ る こ と で 活 動 も し や す く、 そ の 効 果 も 高 ま る も の と 思 わ れ

る。

友の会がある館は 22.0％

利 用 者 と の 関 係 づ く り の 一 翼 を 担 っ て い る の が「友 の 会」で あ る。友 の 会 が「あ る」と い う 館 は、

全 体 の 22.0％ で あ る。 た だ、そ の 割 合 は、平 成 ９ （1997） 年 以 降、ほ と ん ど 変 わ っ て い な い （平

成 ９ （1997） 年 ：21.3％ → 平 成 16（2004） 年 ：23.5％ → 平 成 20（2008） 年 ：22.2％ → 平 成 25

（2013） 年 ：23.7％ → 今 回 ：22.0％）。 そ の 点 で、 友 の 会 に よ る 利 用 者 と の 関 係 づ く り は、 一 部
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の 館 に 限 ら れ る か も し れ な い。

友 の 会 に つ い て、そ の 実 態 を 見 て み る と、友 の 会 が「あ る」館 の ほ と ん ど が「個 人 会 員」（96.7％）

の 区 分 を 有 し て い る。「家 族 会 員」（32.1％）、「団 体 会 員」（39.4％）、「そ の 他 の 区 分 会 員」（30.5％）

と い っ た 区 分 で 会 員 を 設 定 し て い る 館 は、 ３ 割、 あ る い は ４ 割 程 度 で あ る。「友 の 会」 は 個 人

単 位 で の 加 入 を 基 本 と し て、 そ れ に 家 族 な ど 他 の 単 位 で の 加 入 が 付 加 さ れ て い る。

１ 館 あ た り の 会 員 数 を 見 る と、 個 人 会 員 が 平 均 333 人、 中 央 値 で 108 人 で あ る。 友 の 会 に つ

い て も、 一 部 の 館 の 会 員 数 が 極 端 に 大 き く な っ て い る の で 中 央 値 の 方 が 実 態 を よ く 表 し て い る

と 思 わ れ る。 家 族 会 員 は、 平 均 71 家 族、 中 央 値 で み る と 14 家 族 で あ る。 団 体 会 員 は、 平 均

20 団 体、 中 央 値 で ８ 団 体、 そ の 他 の 区 分 会 員 は、 平 均 54、 中 央 値 で ７ で あ る。 こ の よ う に し

て 見 る と、100 人 規 模 の 個 人 会 員 を 有 す る 友 の 会 が ２ 割 程 度 の 館 に あ る。 そ の ほ か の 区 分 も 設

定 さ れ て い る も の の、 そ れ ほ ど の 会 員 数 を 有 し て い る わ け で は な い、 と い う の が 友 の 会 の 実 態

で あ る。

年 会 費 に つ い て も 調 査 の 結 果 を 示 し て お く。個 人 会 員 の 会 費 は、平 均 2,536 円、中 央 値 で 2,000

円 で あ る。 家 族 会 員 は 平 均 2,683 円、 中 央 値 は 3,000 円、 団 体 会 員 は 平 均 26,649 円、 中 央 値 で

10,000 円、 そ の 他 の 区 分 会 員 は 平 均 8,072 円、 中 央 値 で 2,000 円 で あ る。 こ こ で も 中 央 値 の 方

が 実 態 を 的 確 に 示 し て い る と 思 わ れ る。

一 言 で「友 の 会」と い っ て も、そ の 内 実 は 多 様 で あ る。 調 査 で は、会 の 目 的 に 着 目 し て「そ の 他」

も 含 め て ５ つ の 類 型 を 設 定 し、 そ れ ぞ れ の 館 の 友 の 会 が ど の 類 型 に 相 当 す る か を 尋 ね て い る。

そ の 結 果、一 番、割 合 が 高 か っ た の が 「館 を 継 続 的 に 利 用 し て も ら う た め の 登 録 制 度」（42.2％）

で あ っ た。 博 物 館 の 友 の 会 は、 リ ピ ー タ ー の 確 保 （館 の 継 続 利 用） を 主 た る 目 的 と し て 設 け ら

れ て い る ケ ー ス が 最 も 多 い よ う で あ る。 た だ、 そ の 割 合 は ４ 割 で あ っ て、 他 の 目 的 で 設 け ら れ

て い る 会 も、 あ る 程 度、 存 在 し て い る。「会 員 が 館 を 利 活 用 し て、 自 主 的 に 学 習 活 動 を 進 め る

た め の 組 織」（25.7％） で あ っ た り、「会 員 が 労 力 を 提 供 し て、館 の 事 業 を 支 援 す る た め の 組 織」

（16.5％） で あ っ た り、「館 が 実 施 す る 教 育 普 及 活 動 に 系 統 的 に 参 加 し て も ら う た め の 登 録 制 度」

（9.8％） で あ っ た り し て い る の が 実 際 で あ る。 こ う し て み る と、 友 の 会 は、 単 に リ ピ ー タ ー を

確 保 す る た め だ け で な く、 利 用 者 の 自 主 的 学 習 を 支 援 し た り、 利 用 者 の 力 を 館 の 事 業 に 活 用 し

た り す る た め に も 設 け ら れ て い る。

友の会会員よりも館が主体で運営にあたるケースが６割

調 査 で は、 会 の 運 営 主 体 に つ い て も 尋 ね て い る。 結 果 は、「『友 の 会』 会 員 よ り も 館 が 主 体 に

な っ て 運 営 に あ た っ て い る 」 ケ ー ス が ６ 割 （62.2％） で、「 館 よ り も 『 友 の 会 』 会 員 が 主 体 に

な っ て 運 営 に あ た っ て い る 」 ケ ー ス （25.3％） を 大 き く 上 回 っ て い た。 ち な み に、「 ど ち ら と

も 言 え な い」 と い う 館 は １ 割 で （11.4％）、 友 の 会 の 運 営 を 館 と 会 員 が 共 に 担 う ケ ー ス は あ ま

り 見 か け ら れ な い。 運 営 主 体 か ら 見 る 限 り 友 の 会 は、 館 か ら 独 立 し た 存 在 と し て で は な く、 館

に 付 随 す る 存 在 と し て 設 け ら れ て い る。 館 に 付 随 し て 設 け ら れ て い る 点 で は、「NPO 法 人 （特

定 非 営 利 活 動 法 人）と な っ て い る 団 体」（1.6％）で あ っ た り、「NPO 法 人（特 定 非 営 利 活 動 法 人）

以 外 の 法 人 格 を も っ た 団 体」（1.2％） で あ っ た り す る ケ ー ス が ほ と ん ど な い こ と も、 そ の こ と

を 如 実 に 表 し て い る も の と 思 わ れ る。

会 の 活 動 に つ い て も 実 態 を 見 て お く。 比 較 的、 多 く の 会 で な さ れ て い る の は 「日 帰 り の 学 習
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会 ・ 見 学 会 等 の 実 施」（62.2％）、「会 報 の 発 行」（57.6％） で あ る。 中 心 は こ の ２ つ の 活 動 で あ

る が、「博 物 館 の 行 事 へ の 協 力」 も ４ 割 程 度 （44.1％） の 会 で 行 わ れ て い る。「行 事 へ の 協 力 以

外 の 博 物 館 の 活 動 へ の 協 力」 と な る と ２ 割 以 下 （17.8％） に な っ て し ま う が、 友 の 会 は、 会 員

自 身 の た め の 活 動 だ け で な く、一 部、館 の 力 に な る 活 動 も 行 っ て い る も の と 思 わ れ る。 な お、「宿

泊 を 伴 う 学 習 会 ・ 見 学 会 等 の 実 施」 は、 １ 割 台 （16.9％） で あ っ た。

一 般 に、 友 の 会 は 会 員 に 対 す る 特 典 を 設 け て い る し、 ま た、 特 典 が あ る と い う こ と で 入 会 す

る 会 員 も 多 い も の と 思 わ れ る。 調 査 結 果 で は、「常 設 展 へ の 無 料 ・ 割 引 入 館」（70.6％）、「特 別

（企 画） 展 へ の 無 料 ・ 割 引 入 館」（63.7％） を 特 典 と し て い る 館 は ６ 割 を 超 え て い た。 こ の よ う

に 特 典 は、 会 員 の 入 館 に 便 宜 を 図 る も の と な っ て い る。「『友 の 会』 会 員 を 対 象 に し た 特 別 鑑 賞

会 等 へ の 入 場」（15.7％）、「そ の 他、 内 覧 会、 特 別 鑑 賞 会 等 へ の 入 場」（14.5％） を 特 典 と し て

い る 館 も、 若 干 で は あ る が、 見 か け ら れ た。 そ の 他、 館 に よ っ て は 「展 示 以 外 の 館 の 行 事 へ の

優 先 参 加」（29.4％）、「館 の 施 設 ・ 設 備 の 優 先 利 用」（14.9％） と い っ た 特 典 を 設 け て い る 館 も

見 受 け ら れ た。 入 館 ・ 入 場 に 関 わ る 便 宜 以 外 で は、「ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ」 で の 販 売 品 の

割 引 （32.5％）、「 レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ で の 割 引 」（15.9％） と い っ た 特 典 を 設 け て い る 館 も そ

れ ほ ど の 割 合 で は な い が 見 て 取 れ た。 と は い え、 特 典 の 中 心 は、 入 館 に 際 し て の 便 宜 で あ る。

友 の 会 は、 先 に、 設 置 の 目 的 に 関 わ り、 利 用 者 の 自 主 的 学 習 を 支 援 し た り、 利 用 者 の 力 を 館 の

事 業 に 活 用 し た り す る た め の も の で も あ る と 記 し た が、 も ち ろ ん そ う し た 側 面 は あ る も の の、

実 際 に は 入 館 の 便 宜 と い う 特 典 か ら み て、 多 く は リ ピ ー タ ー の 確 保 を 中 心 に 利 用 者 を 引 き 付 け

る た め に 設 け ら れ て い る、 と 言 え そ う で あ る。

ボランティア制度がある館は平成９（1997）年の 13.9％から 31.7％に増加

「友 の 会」 と 並 ぶ 利 用 者 と の 関 係 づ く り は 「ボ ラ ン テ ィ ア」 で あ る。 た だ、 ボ ラ ン テ ィ ア の

場 合 に は、 友 の 会 以 上 に、 そ の 活 動 が 館 を 支 え る 側 面 を 強 く も っ て い る。 ま た、 自 発 的 な 意 思

に 基 づ き 非 営 利 で 活 動 す る 個 人 で あ る こ と が 前 提 と な っ て い て、 そ の 意 味 で 関 係 づ く り の 対 象

は 「利 用 者」 と い う よ り も 「市 民」 と 言 っ た 方 が 適 切 だ と 思 わ れ る。

今 回 の 調 査 で は、 各 館 に 「ボ ラ ン テ ィ ア 制 度」 の 有 無 を 尋 ね て い る。 ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て

は、 平 成 16（2004） 年 に 行 わ れ た 第 ２ 回 の 調 査 か ら 「受 入 れ の 有 無」 を 尋 ね て き て い て、「制

度 の 有 無」の 質 問 を し た の は 平 成 ９（1997）年 に 行 わ れ た 第 １ 回 の 調 査 以 来 で あ る。 制 度 が「あ

る」 と 答 え た 館 は 平 成 ９ （1997） 年 に 13.9％、今 回 の 調 査 で は 31.7％ だ っ た の で、ボ ラ ン テ ィ

ア の 制 度 化 は 間 違 い な く 進 展 し て い る。 ち な み に、 制 度 が 「あ る」 館 に 平 成 30（2018） 年 度

に 活 動 し た 人 数 を 尋 ね た と こ ろ、平 均 で 173 人、中 央 値 を 取 る と 30 人 で あ っ た。延 活 動 日 数 は、

平 均 331 日、 中 央 値 で 120 日 で あ る。 一 人 当 た り の 活 動 日 数 を 中 央 値 で 推 測 す る と 約 ４ 日 と

い う こ と に な る。 た だ、 こ の 値 は、 制 度 が あ る も の の 実 績 が な か っ た 館 も 含 め て 計 算 し て い る

の で、 実 際 に は い ま 少 し 大 き な 値 に な る も の と 思 わ れ る。

ボ ラ ン テ ィ ア が 行 っ て い る 活 動 で あ る が、最 も 多 い の は「入 館 者 に 対 す る 案 内、説 明、解 説（展

示 ガ イ ド な ど）」（60.0％）、 次 い で 「博 物 館 付 帯 活 動 （イ ベ ン ト の 運 営、「友 の 会」 の 業 務、 広

報 活 動 な ど）」（50.1％）で あ る。 こ の ２ つ に つ い て は、行 っ て い る と い う 館 が 半 数 を 超 え て い る。

「来 館 者 接 遇 の 補 助 （展 示 の 看 視、受 付、身 障 者 の 介 添 え な ど）」（33.8％）、「学 芸 業 務 の 補 助 （展

示 の 作 業、資 料 の 整 理 な ど）」（32.3％）、「環 境 整 備 （館 内 外 の 清 掃、館 内 の 美 化 な ど）」（28.8％）
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に つ い て は、 行 っ て い る と い う 館 は ３ 分 の １ 程 度 で あ る。「事 務 補 助 （一 般 事 務 の 補 助、 刊 行

物 の 発 送 作 業 な ど）」 を 行 っ て い る と い う 館 は 数 少 な い （13.0％）。

ボ ラ ン テ ィ ア に は 原 則 と し て 報 酬 に 類 す る も の は 提 供 さ れ な い。 た だ、 活 動 の 便 宜 が 図 ら れ

た り、 必 要 な 経 費 の 提 供 が な さ れ た り は し て い る。 中 で も 大 切 な の は 研 修 で あ る。 調 査 の 結

果 で は、 半 数 弱 （46.8％） の 館 で 「専 門 的 な 知 識 や 発 展 的 な 体 験 な ど、 育 成 的 な 内 容 の 研 修 機

会」 が 提 供 さ れ て い た。「接 遇 や 安 全 な ど、 活 動 に 不 可 欠 な 内 容 の 研 修 機 会」 に つ い て は ３ 割

弱 （28.2％） で あ る。 研 修 は、 ボ ラ ン テ ィ ア 自 身 の 自 己 啓 発 の た め の も の で も あ り、 館 の た め

の も の で も あ る の で、 そ の 機 会 が よ り 多 く の 館 で 提 供 さ れ る こ と が 望 ま れ る。「活 動 場 所 ・ 控

室 な ど の ス ペ ー ス」 が 提 供 さ れ て い る 館 は ６ 割 （59.5％） で あ る。 場 所 や 部 屋 の 提 供 は、 館 と

し て ボ ラ ン テ ィ ア の 存 在 や 役 割 を 認 め る 意 味 も あ る の で、 こ れ も 必 要 と さ れ る と こ ろ で あ る。

「ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 の 保 険 料 を 館 が 負 担」 し て い る 館 は 約 半 数 （49.7％） で あ る。「加 入 の 機 会

を 館 が 提 供」 し て い る ケ ー ス も あ る が （7.6％）、 安 心 し て 活 動 が で き る よ う に す る た め に は、

多 く の 館 に お い て 対 応 が な さ れ る こ と が 必 要 で あ る。 そ の 他、「入 館 パ ス」（28.1％） や 「ユ ニ

フ ォ ー ム （貸 与 を 含 む）」（26.1％） を 提 供 し て い る 館 が ２ 割 程 度、「交 通 費」（19.6％） や 「食

事 あ る い は 食 費」（13.4％） を 提 供 し て い る 館 が １ 割 程 度 と い う 結 果 で あ っ た。

ボランティア業務の担当職員を配置している館は３分の２

ボ ラ ン テ ィ ア は、単 な る 労 働 力 で は な い。館 を 育 て る 存 在 で あ り、館 と と も に 育 つ 存 在 で あ る。

そ の 点 で 問 わ れ る の が 館 と の 関 わ り で あ る。「関 わ り」と い う 点 で は、ま ず 何 よ り も、館 と し て「ボ

ラ ン テ ィ ア」 を 明 確 に 位 置 づ け る こ と が 必 要 だ と 思 わ れ る。「制 度」 と し て 位 置 づ け る こ と も

一 つ で あ る が、 担 当 職 員 を 配 置 す る こ と も そ の 一 つ で あ る。「ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 業 務 を 担

当 す る 職 員 を 配 置 し て い る」 館 は ３ 分 の ２ （63.0％） で あ る。 小 さ な 館 で は そ の 必 要 も な い の

か も し れ な い が、 ボ ラ ン テ ィ ア に 確 た る 位 置 づ け を 持 た せ よ う と す る の で あ れ ば、 職 員 配 置 が

な さ れ る こ と 必 要 で あ る。

学 芸 員 や 事 務 職 員 と の 日 常 的 な 関 わ り も 大 切 で あ る。「制 度」 が あ り、 担 当 職 員 が 配 置 さ れ

て い て も、 日 頃、 何 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も な い と し た ら、 ボ ラ ン テ ィ ア は 単 な る 労 働 力 に

な っ て し ま う。「ボ ラ ン テ ィ ア と 学 芸 員 ・ 事 務 職 員 が 日 常 的 に 会 話 し て い る」 と い う 館 が ８ 割

（80.5％）、「館 と ボ ラ ン テ ィ ア と の 連 絡 に、 メ ー ル や SNS を 使 っ て い る」 と い う 館 が ５ 割 を 超

え て い る （50.6％） こ と は、 ひ と ま ず、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 向 け て 努 力 が な さ れ て い る と 見

て よ い も の と 思 わ れ る。「館 と し て ボ ラ ン テ ィ ア 向 け に、 あ る い は ボ ラ ン テ ィ ア と と も に、『会

報』 や 『ニ ュ ー ス レ タ ー』 を 発 行 す る」 と い っ た こ と も さ れ て い る と よ い が、 こ の よ う な 関 わ

り に つ い て は 約 ２ 割 （19.2％） に 止 ま っ て い た。

博 物 館 を 支 え る の は 館 の 職 員 だ け で は な い。利 用 者 や 市 民 も 館 を 支 え る 力 で あ る。リ ピ ー タ ー

で あ っ た り 支 援 者 で あ っ た り、 支 え 方 は 様 々 で あ る が、 館 と の 関 係 を 保 ち 活 動 す る 人 々 が い る

こ と で、 館 は 力 を 得 る こ と が 可 能 と な る。 利 用 者 ・ 市 民 と の 良 好 な 関 係 を つ く り、 保 つ こ と も

博 物 館 の 重 要 な 課 題 で あ る。

以 上、 こ こ で は、 今 回 の 調 査 か ら 見 え て き た 「日 本 の 博 物 館 な る も の」 の 全 体 像 を 描 い て み

た。 日 本 の 博 物 館 は、 新 た に 設 置 さ れ る 館 が 少 な く な り、 も は や 量 的 に 拡 大 し た 時 代 は 過 去 の
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も の に な り つ つ あ る。 し か も、 量 的 に 拡 大 し た 時 期 の 館 が 一 気 に 老 朽 化 し は じ め、 そ の 対 応 に

苦 慮 す る よ う に な っ て い る。 活 動 を 支 え る 基 盤 に つ い て は 必 ず し も 安 定 し た 状 況 に あ る と は 言

い 難 い。 経 費 の 節 減 や 職 員 の 非 常 勤 化 を 背 景 に 揺 ら ぎ つ つ あ る、 と 言 っ て よ い。 そ う し た な か

で、 そ れ ぞ れ の 博 物 館 は、 博 物 館 と し て の 基 本 的 な 機 能 を 果 た す べ く、 活 動 を 続 け て い る。 こ

こ で は そ の 活 動 の 現 状 を ス ケ ッ チ す る と 同 時 に、 直 面 す る 課 題 に ど の よ う に 対 応 し て い る の か

を 紹 介 し た。 課 題 の な か に は、 ど の よ う に し た ら 効 率 的 ・ 効 果 的 に 館 を 運 営 で き る か、 と い う

課 題 も あ る。 多 く の 人 々 に 利 用 し て も ら う た め の 課 題 や 社 会 か ら の 信 頼 を ど う や っ て 得 る か と

い う 課 題 も あ る。 変 わ り ゆ く 社 会 の な か で、 そ の 変 化 に 対 応 し て い く こ と も 課 題 で あ る が、 そ

の い ず れ も が、 館 と し て の 使 命 を 全 う す る た め の 課 題 で あ る。 必 ず し も す べ て に 応 え 得 て い る

と は 思 わ れ な い が、 館 と し て、 ま た 博 物 館 界 と し て、 直 面 す る 課 題 に 応 え よ う と し て い る こ と

は 確 か で あ る。

冒 頭 に も 記 し た 通 り、博 物 館 総 合 調 査 は 今 の 形 で 行 わ れ る よ う に な っ て 今 回 で ５ 回 目 で あ る。

こ の 間、 日 本 の 博 物 館 が ど の よ う に 変 化 し て き た か に つ い て は、 本 章 で は ほ と ん ど 触 れ て い な

い。 博 物 館 は 館 種、 設 置 者、 規 模 等 々、 多 様 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る が、 本 章 で は そ う し

た 多 様 な 姿 を 描 い て い な い。 変 わ る 博 物 館 や 多 様 な 博 物 館 の 姿 は、 以 下 の 章 を 参 照 し て い た だ

き た い。
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第２章　博物館の変化－平成９､ 16､ 20､ 25 年、令和元年調査の時系列比較－
西 島 央 （青 山 学 院 大 学 コ ミ ュ ニ テ ィ 人 間 科 学 部 教 授）

「博 物 館 総 合 調 査」の 特 徴 の 一 つ は、そ れ が 継 続 し て 実 施 さ れ て い る 点 に あ る。 同 一 の 調 査 票、

同 一 の 方 法 に よ っ て 調 査 を 実 施 し、 そ の 結 果 を 時 系 列 で も っ て 比 較 し て 日 本 の 博 物 館 の 変 化 を

ト レ ー ス す る こ と が、 こ の 調 査 の 大 き な 特 徴 で あ る。 つ ま り、「博 物 館 総 合 調 査」 は、 日 本 の

博 物 館 を 「定 点 観 測」 す る 役 割 を 担 っ て い る。（日 本 博 物 館 協 会、2017）

「博 物 館 総 合 調 査」 が 現 在 の 形 で 実 施 さ れ る よ う に な っ た の は、平 成 ９ 年 （1997 年） で あ る。

以 来、 平 成 16 年 （2004 年）、 平 成 20 年 （2008 年）、 平 成 25 年 （2013 年） に 実 施 さ れ、 今 回

の 令 和 元 年 （2019 年） の 調 査 で ５ 回 目 と な る。 た だ し、 平 成 25 年 調 査 で は 質 問 に 改 変 が 加 え

ら れ た り、 調 査 の 方 法 が こ れ ま で と 異 な っ て い た り し た。 そ の た め、 厳 密 な 意 味 で の 時 系 列 比

較 が 難 し く な っ た。 今 回 の 調 査 で は、 そ れ ら の 点 を 考 慮 し て、 平 成 20 年 調 査 を ベ ー ス に 質 問

を 吟 味 し て、い く つ か の 質 問 で は、以 前 の 聞 き 方 に 戻 し た り、新 た な 聞 き 方 を 模 索 し た り し た。

ま た、調 査 方 法 は、web 調 査 と 紙 媒 体 に よ る 調 査 を 併 用 し た。 そ の こ と に よ っ て、２ 回 に わ た っ

て 質 問 に 改 変 が 加 え ら れ た 個 所 に つ い て も、 多 く の 質 問 で 時 系 列 比 較 が 可 能 に な っ て い る。 と

同 時 に、 こ れ ま で の 経 緯 と 近 年 の 博 物 館 を 取 り 巻 く 状 況 を 考 慮 し て、 大 き く 変 更 し た り、 新 た

に 加 え た り し た 質 問 も あ る。 そ れ ら の 質 問 の な か に は、 今 回 の 時 系 列 比 較 か ら 外 し た り、 逆 に

今 後 に 向 け て あ え て 載 せ た り し た 項 目 も あ る こ と を 断 っ て お く。

な お、 今 回 の 報 告 書 よ り、 本 章 の 執 筆 担 当 者 が 交 代 し た。 そ こ で、 平 成 20 年 調 査 と 平 成 25

年 調 査 の 報 告 書 を 適 宜 参 考 に し て、 そ れ ま で の 動 向 の う え に、 今 回 の 調 査 で ど の よ う な 動 向 が

見 ら れ た か を 書 き 加 え て い く 形 で、 ５ 回 の 調 査 の 結 果 を 比 較 し、「博 物 館 の 変 化」 を ま と め て

お く。
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１．博物館の典型的な姿

開 館 か ら 30 年、4,000㎡ の 敷 地 に 1,300㎡ の 建 物 で、 人 文 系 資 料 な ら 2,800 点、 自 然 系 資 料 な

ら 500 点 を 所 有 し て、常 勤 職 員 ３ 人、非 常 勤 職 員 １ 人 で 運 営 し て、年 間 300 日 ～ 324 日 開 館 し て、

5,000 人 未 満 の 入 館 者 を 迎 え る の が、 令 和 元 年 の 典 型 的 な 博 物 館 の 姿 で あ る。

表 ２ － １ 　 わ が 国 の 博 物 館 の 典 型 的 な 姿 （ 平 成 １ ６ 年 （ ２ ０ ０ ４ ）、 平 成 ２ ０ 年 （ ２ ０ ０ ８ ）、 平

成 ２ ５ 年 （ ２ ０ １ ３ ）、 令 和 元 年 （ ２ ０ １ ９ ））「Q １ 、 Q ４ － ２ 、 Q ５ － １ 、 Q ７ － １ 、 Q ９ － １ 、 Q

１ １ － ３ 」

６ つ の 質 問 （10 項 目 ） を 用 い て、 調 査 結 果 の 中 央 値 で 我 が 国 の 博 物 館 の 典 型 的 な 姿 を 描 い

て み よ う。

開 館 か ら の 年 数 は、 時 が 経 る に つ れ て 延 び て き て お り、 平 成 25 年 調 査 か ら ５ 年 延 び て 30 年

と な っ て い る。

敷 地 総 面 積 は、4,075㎡ で 平 成 25 年 調 査 か ら 800㎡ 狭 く な っ て い て、「典 型 的 な 姿」 の デ ー タ

の あ る 平 成 16 年 以 降 で 一 番 狭 く な っ て い る。 一 方 で、 建 物 延 床 面 積 は、1,337㎡ で 平 成 25 年

調 査 と ほ ぼ 変 わ り な く、 過 去 ４ 回 の デ ー タ と 比 べ て も 大 き な 変 化 は な い。

常 勤 職 員 数 と 非 常 勤 職 員 数 は、 ３ 人 と １ 人 で、 平 成 20 年 調 査 以 降 で 変 化 は み ら れ な い。 ま

た 学 芸 資 格 保 有 常 勤 職 員 数 も １ 人 で、 過 去 ４ 回 の デ ー タ と 変 化 は な い。

資 料 の 点 ･ 件 数 は、 人 文 系 資 料 に つ い て は、 点 数 で み る と 2,778 点 と 平 成 25 年 調 査 よ り 200

点 ほ ど 減 っ て、 件 数 で み る と 1,000 件 で 逆 に 200 件 増 え て い る。 自 然 系 資 料 は 500 点 で 変 わ り

が な い。 た だ、 資 料 の 点 ･ 件 数 は 数 え 方 に よ っ て 大 き く 左 右 さ れ る の で、 こ れ を も っ て 確 か な

傾 向 で あ る と は 言 い 難 い。

開 館 状 況 と 入 館 者 数 は、 今 回 の 調 査 で は 実 数 を 回 答 し て も ら っ て い る が、 平 成 20 年 調 査 ま

で 用 い て い た カ テ ゴ リ ー で ま と め て 最 頻 値 を み て み る と、 １ 年 間 に 300 日 ～ 324 日 開 館 し て

い て 5,000 人 未 満 の 入 館 者 数 と い う の が 典 型 的 で あ る。

平成 16 年（2004）平成 20 年（2008）平成 25 年（2013）令和元年（2019）
N= 中央値 N= 中央値 N= 中央値 N= 中央値

開館からの年数（Q1） 2,027 20 年 2,239 21 年 2,258 25 年 2,312 30 年
敷地総面積（Q5-1） 1,805 4,311㎡ 2,072 4,342㎡ 2,009 4,854㎡ 2,071 4,075㎡
建物延床面積（Q5-1） 1,931 1,350㎡ 2,174 1,262㎡ 2,116 1,331㎡ 2,167 1,337㎡
常勤職員数（Q4-2） 1,997 ３人 2,089 ３人 2,161 ３人 2,120 ３人
非常勤職員数（Q4-2） 1,997 ０人 2,089 １人 2,161 １人 2,120 １人
学芸員資格保有常勤職員数（Q4-2） 1,997 １人 2,089 １人 2,156 １人 2,120 １人

資料（Q11-3）人文系資料 1,391 2,500 点 1,520 2,591 点 1,428 3,000 点 1,637 2,778 点
310 1,000 件 358 1,500 件 379 800 件 608 1,000 件

自然系資料 630 700 点 751 528 点 639 500 点 692 500 点
開館状況（Q7-1） 2,030 300 日

以上 2,257 300 日～
324 日 2,258 300 日～

324 日 2,200 300 日～
324 日

入館者数（Q9-1） 2,030 5,000 人
未満 2,257 5,000 人

未満 2,258 5,000 人
未満 2,214 5,000 人

未満
注）数値は「中央値」／「開館状況」と「入館者数」については、カテゴリーの「最頻値」
令和元年調査は、N=2,314。各項目の N は、無回答を除いた有効回答。ただし、常勤職員数と非常勤職員数の算
出方法については、表２－９を参照のこと。
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２．新規開館の状況

平 成 元 年 か ら の 10 年 間 に 毎 年 70 館 弱 が 開 館 し た が、近 年 で は 毎 年 10 館 強 の 開 館 に と ど ま る。

表 ２ － ２ 　 開 館 年 区 分 別 に み た １ 年 間 あ た り の 新 規 開 館 館 数 （ 全 体 ）（Q １ ）

開 館 年 月 を 尋 ね た 質 問 の 回 答 を も と に、 １ 年 間 に 新 規 開 館 し た 館 の 数 を 一 定 の 開 館 年 区 分 ご

と に ま と め て、 さ ら に 各 区 分 の １ 年 あ た り の 館 数 を 算 出 し た。

明 治 か ら 昭 和 の 前 半 ま で は １ 年 あ た り 10 館 に 満 た な い 開 館 数 だ っ た。 昭 和 の 後 半 か ら 新 設

ラ ッ シ ュ が 起 こ り、 平 成 元 年 か ら の 10 年 間 は 年 間 70 館 弱 が 新 規 開 館 す る と い う ピ ー ク を 迎

え た。 し か し、 そ の 後 は 急 速 に 減 り 続 け て、 前 回 調 査 の 平 成 25 年 以 降 は １ 年 あ た り 13 館 の

新 規 開 館 に と ど ま っ て い る。 経 済 的 に 厳 し い 社 会 情 勢 の も と で、 平 成 の 後 半 以 降 は 新 規 開 館 が

難 し く な っ て き て い る よ う す が う か が え る。

な お、 こ れ は あ く ま で 現 在 あ る 館 で、 し か も 調 査 に 回 答 し た 館 の 開 館 年 別 の 数 で あ り、 そ れ

が そ の ま ま 当 時 の 新 規 開 館 状 況 を 示 す も の で は な い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る。

開館年区分 １年あたりの開館館数
明治（1868 ～ 1912） 0.4 
大正（1913 ～ 1926） 1.0 
昭和元年～（1927 ～ 1944） 1.9 
昭和 20 年～（1945 ～ 1954） 6.0 
昭和 30 年～（1955 ～ 1964） 8.8 
昭和 40 年～（1965 ～ 1974） 21.8 
昭和 50 年～（1975 ～ 1984） 49.5 
昭和 60 年～（1985 ～ 1988） 53.2 
平成元年～（1989 ～ 1992） 67.5 
平成５年～（1993 ～ 1997） 67.6 
平成 10 年～（1998 ～ 2002） 51.0 
平成 15 年～（2003 ～ 2007） 28.2 
平成 20 年～（2008 ～ 2012） 15.4 
平成 25 年～（2013 ～ 2019） 13.1 
N ＝ 2,314（うち、無回答＝ 2）
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３．力を入れている活動

一 番 力 を 入 れ て い る 活 動 は、６ 割 の 館 が 「展 示 活 動」 で、続 い て 「教 育 普 及 活 動」 の ２ 割 弱、

「収 集 保 存 活 動」 の １ 割 弱 で、 変 化 の 動 き は 弱 ま っ て い る

表 ２ － ３ 　 力 を 入 れ て い る 活 動 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ２ － １ ）　 　（ ％ ）

博 物 館 を 取り巻く社 会 情 勢 の 変 化 に 伴って、 博 物 館 がどういった 活 動 に力を 入 れ ていて 運 営 ･

経 営 を し て い る か も 変 わ っ て い く。 そ の よ う す を 捉 え る べ く、 各 館 が 「力 を 入 れ て い る 活 動」

に つ い て、「調 査 研 究 活 動」「収 集 保 存 活 動」「展 示 活 動」「教 育 普 及 活 動」「レ ク リ エ ー シ ョ ン」

の ５ つ か ら 力 を 入 れ て い る 順 に 一 番 目 か ら 三 番 目 ま で 順 位 を つ け て も ら っ て い る。

最 も 多 く の 館 が 一 番 目 に 力 を 入 れ て い る 活 動 と し て 挙 げ て い る の が 「展 示 活 動」 で、 過 去 ５

回 の 調 査 で い ず れ も 60％ 前 後 と、 突 出 し て 高 い 割 合 を 占 め て い る。 平 成 ９ 年 調 査 で 二 番 目 に

多 か っ た の は 「収 集 保 存 活 動」 の 17.1％ だ っ た が、 漸 減 傾 向 に あ り、 令 和 元 年 調 査 で は 8.1％

に と ど ま っ て い る。反 対 に 漸 増 傾 向 に あ る の が「教 育 普 及 活 動」で、平 成 ９ 年 調 査 で は 12.4％ だ っ

た が、 令 和 元 年 調 査 で は 18.0％ に ま で 増 え て い る。

二 番 目 に 力 を 入 れ て い る 活 動 と 三 番 目 に 力 を 入 れ て い る 活 動 を み る と、 平 成 ９ 年 調 査 で は、

「展 示 活 動」 に 次 い で 「収 集 保 存 活 動」 に 力 を 入 れ て そ の 次 に 「教 育 普 及 活 動」 に 力 を 入 れ て

い る 傾 向 に あ っ た が、 平 成 16 年 調 査 で 逆 転 し て い る。 し か し、 そ の 後 は ゆ る や か な 増 減 に と

ど ま っ て い て、 博 物 館 の 機 能 と し て 「収 集 保 存 活 動」 よ り 「教 育 普 及 活 動」 に 力 を 入 れ て い こ

う と い う 変 化 の 動 き は 弱 ま っ て い る よ う で あ る。

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258）（N=2,314）

一番目
1. 調査研究活動 7.8 7.3 7.0 6.8 6.8 
2. 収集保存活動 17.1 11.1 9.6 10.0 8.1 
3. 展示活動 59.5 61.6 63.0 62.2 64.3 
4. 教育普及活動 12.4 15.8 17.2 17.3 18.0 
5. レクリエーション 1.6 2.2 1.5 2.1 1.9 
無回答 1.6 2.0 1.7 1.6 0.8 

二番目
1. 調査研究活動 13.4 11.6 11.1 11.1 11.6 
2. 収集保存活動 30.5 24.8 23.9 21.2 20.9 
3. 展示活動 22.7 22.2 21.8 24.0 21.7 
4. 教育普及活動 26.2 32.4 34.6 36.9 38.9 
5. レクリエーション 3.1 3.5 3.5 3.9 4.6 
無回答 4.2 5.5 5.2 2.9 2.4 

三番目
1. 調査研究活動 27.3 25.1 27.9 26.4 28.3 
2. 収集保存活動 22.6 26.9 25.4 28.0 26.2 
3. 展示活動 9.5 8.6 8.5 7.5 8.6 
4. 教育普及活動 26.9 23.4 21.8 24.3 22.1 
5. レクリエーション 6.2 6.7 7.0 8.5 10.5 
無回答 7.5 9.2 9.4 5.4 4.2 
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４．設置者の推移

博 物 館 の 設 置 者 は、 ４ 割 強 が 「 市 立 」 で、「 都 道 府 県 立 」 と 「 町 村 立 」 が １ 割 強。 令 和 元 年

調 査 で わ ず か な が ら 増 え た の が ２ 割 弱 の 「公 益 法 人」 で あ る。

表 ２ － ４ 　 設 置 者 別 の 構 成 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ３ － １ ）　 　 　 　 　 　（ ％ ）

博 物 館 の 設 置 者 は、「国 立」「都 道 府 県 立」「市 立」「町 村 立」「公 益 法 人」「会 社 個 人 等」 と 多

岐 に わ た る。 設 置 者 の 推 移 に 大 き な 影 響 を 与 え た の は、 い わ ゆ る 「平 成 の 大 合 併」 で あ る。 市

町 村 の 合 併 は、 平 成 15 年 （2003 年） 頃 か ら 平 成 17 年 （2005 年） 頃 に ピ ー ク を 迎 え て、 平 成

11 年（1999 年）に は 3200 余 り あ っ た 市 町 村 数 は、令 和 ２ 年（2020 年）現 在 で は 1700 余 り に な っ

た。

そ の 影 響 を 受 け て、 当 該 時 期 に 町 村 立 か ら 市 立 と な る 館 が 多 く、 平 成 20 年 調 査 で は、 平 成

16 年 調 査 と 比 べ て 町 村 立 の 館 が 10 ポ イ ン ト 減 っ て 15.6％ に、 市 立 の 館 が 10 ポ イ ン ト 増 え て

43.6％ に な っ た。 そ の 後 の ２ 回 の 調 査 で は ゆ る や か な 変 化 に と ど ま っ て い る が、 令 和 元 年 調 査

で は、新 た な 動 き と し て 「公 益 法 人」 が 平 成 25 年 調 査 よ り ３ ポ イ ン ト 増 え て 18.4％ に な っ た。

そ の 分、「都 道 府 県 立」「市 立」「町 村 立」 が わ ず か ず つ な が ら 減 っ て い る。

国立 都道府県立 市立 町村立 公益法人 会社個人等
平成９年

（N=1,891） 2.2 14.9 31.7 26.8 15.6 8.8 
平成 16 年 

（N=2,030） 2.2 15.6 32.6 25.1 16.5 8.0 
平成 20 年 

（N=2,257） 2.4 14.5 43.6 15.6 17.0 6.9 
平成 25 年 

（N=2,258） 2.3 15.8 45.4 14.1 15.3 7.1 
令和元年 

（N=2,314） 2.7 14.8 43.3 13.5 18.4 7.3 
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５．公立館の所管の推移

公 立 館 の 所 管 は、 教 育 委 員 会 が 減 り 首 長 部 局 が 増 え る 傾 向 が 続 い て お り、 今 回 の 調 査 で 教 育

委 員 会 所 管 は ３ 分 の ２ を 下 回 り、 首 長 部 局 所 管 が ３ 割 を 超 え た。

表 ２ － ５ 　 公 立 館 の 所 管 （ 公 立 館 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ３ － ２ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

公 立 館 の 所 管 は、 教 育 委 員 会 が 減 り 首 長 部 局 が 増 え る 傾 向 が 続 い て き て い た が、 今 回 の 調 査

で も こ の 傾 向 が 見 て 取 れ た。 つ ま り、 平 成 ９ 年 調 査 で は、 教 育 委 員 会 所 管 が ４ 分 の ３ を 占 め て

い た が、 徐 々 に 減 っ て き て、 令 和 元 年 調 査 で つ い に ３ 分 の ２ を 下 回 っ た。 反 対 に、 首 長 部 局 所

管 が ２ 割 強 だ っ た の が ３ 割 を 超 え た。ま た、教 育 委 員 会 と 首 長 部 局 が 共 管 す る ケ ー ス は 2.7％ で、

平 成 25 年 調 査 と 同 じ だ っ た。

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
(N=1,354) (N=1,489) (N=1,663) (N=1,701) (N=1,654)

1. 教育委員会 76.9 74.2 69.3 67.2 64.4 
2. 首長部局 (*1) 21.9 21.6 23.6 26.4 30.2 
3. 教育委員会と首長部局の共管 (*2) － 1.7 1.5 2.7 2.7 
無回答 1.3 2.5 5.7 3.7 2.7 
注）*1：平成９年調査では、「その他」として質問 
　　*2：平成９年調査では、選択肢にしていない　　
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６．公立館における指定管理者制度の導入状況

指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し て い る 公 立 館 は 28.2％ で、 平 成 25 年 調 査 か ら ほ と ん ど 増 え て い な

い こ と か ら、 制 度 導 入 の 動 き は 一 段 落 し た と 思 わ れ る。

表 ２ － ６ 　 公 立 館 に お け る 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 状 況 （ 公 立 館 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ３ － ３ ）　 （ ％ ）

表 ２ － ７ 　 指 定 管 理 者 制 度 導 入 の 年 度 （ 公 立 館 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ３ － ３ － １ － b）

平 成 の 30 年 間 で 公 立 の 博 物 館 に と っ て「平 成 の 大 合 併」と 並 ん で 大 き な で き ご と だ っ た の は、

「指 定 管 理 者 制 度 の 導 入」 で あ る。 令 和 元 年 調 査 で は、 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ て い る 公 立

館 は 28.2％ と、 平 成 25 年 調 査 か ら わ ず か 1.2 ポ イ ン ト し か 増 え て い な い。 導 入 さ れ て い な い

館 で も、 導 入 が 決 ま っ て い た り 検 討 し て い た り す る 館 は 4.4％ に す ぎ な い。 ま た、 導 入 の 年 度

を み て も、 制 度 を 導 入 す る か 否 か の 決 定 を 迫 ら れ た 平 成 18 年 度 （2006 年 度） の 197 館 を ピ ー

ク に、 近 年 に な る ほ ど 減 っ て き て い て、 平 成 30 年 度 （2018 年 度） は ７ 館、 令 和 元 年 度 （2019

年 度） は ３ 館 に と ど ま っ て い る。 こ れ ら の こ と か ら、 指 定 管 理 者 制 度 導 入 の 動 き は 一 段 落 し た

も の と 思 わ れ る。

平成 16 年 
（N=1,489）

平成 20 年 
（N=1,663）

平成 25 年 
（N=1,701）

令和元年 
（N=1,654）

1. 導入されている 2.0 23.0 27.0 28.2 

導入されていない 83.1 68.9 

68.0 70.0 
導入が決まっている 0.9 2. 導入が決まっている 0.2
導入が検討されている 5.6 3. 導入が検討されている 4.2
導入する予定はない 60.0 4. 導入する予定はない 63.4 
一度、導入されたが、 
その後、直営になった 1.5 5. 一度、導入されたが、 

その後、直営になった 2.2
その他 － 0.4 1.8 0.0 
無回答 14.9 7.7 3.2 1.7 

平成 20 年 平成 25 年 令和元年
館数 ％ 館数 ％ 館数 ％

平成 16（2004）年度 22 5.7 40 8.7 22 4.8 
平成 17（2005）年度 39 10.2 39 8.5 37 8.0 
平成 18（2006）年度 270 70.5 227 49.3 197 42.5 
平成 19（2007）年度 25 6.5 25 5.4 23 5.0 
平成 20（2008）年度 22 5.7 27 5.9 30 6.5 
平成 21（2009）年度 － － 32 7.0 19 4.1 
平成 22（2010）年度 － － 19 4.1 19 4.1 
平成 23（2011）年度 － － 19 4.1 16 3.5 
平成 24（2012）年度 － － 13 2.8 19 4.1 
平成 25（2013）年度 － － 11 2.4 22 4.8 
平成 26（2014）年度 － － － － 7 1.5 
平成 27（2015）年度 － － － － 15 3.2 
平成 28（2016）年度 － － － － 15 3.2 
平成 29（2017）年度 － － － － 12 2.6 
平成 30（2018）年度 － － － － 7 1.5 
令和元（令和元）年度 － － － － 3 0.6 
無回答 5 1.3 8 1.7 0 0.0 
合計 383 100.0 460 100.0 463 100.0 
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７．博物館協議会などの組織の設置状況

博 物 館 の 評 価 の た め の 博 物 館 協 議 会 な ど の 組 織 の 設 置 状 況 は 43.2％ で、 平 成 20 年 調 査 か ら

３ ポ イ ン ト の 増 加 に と ど ま る。

表 ２ － ８ 　 利 用 者 や 関 係 者 の 意 見 を 聴 取 し 、 運 営 に 反 映 さ せ る 博 物 館 協 議 会 な ど の 組 織 の 設 置 状 況

（ 全 体 ／ 時 系 列 ）（Q ３ － ６ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

博 物 館 等 の 公 的 施 設 の 存 在 意 義 や 適 切 な 運 営 が な さ れ て い る か ど う か が 問 わ れ る よ う に な っ

て き て い る。 そ の 意 味 で、 第 三 者 を 入 れ て 客 観 性 を 担 保 し た 自 己 評 価 が な さ れ る こ と が 求 め ら

れ る。 そ の 一 例 と し て、 利 用 者 や 関 係 者 の 意 見 を 聴 取 し、 運 営 に 反 映 さ せ る 博 物 館 協 議 会 な ど

の 組 織 の 設 置 状 況 を み て み る と、 平 成 16 年 調 査 の 40.9％ と 平 成 20 年 調 査 の 39.5％ に 対 し て

令 和 元 年 調 査 で は 43.2％ と、 若 干 増 え て い る。 し か し、 表 に は し て い な い が、 自 己 評 価 が 平

成 20 年 調 査 の 25.1％ か ら 32.1％ へ、外 部 評 価 が 15.2％ か ら 29.4％ へ 増 え て い る の に 比 べ る と、

博 物 館 協 議 会 な ど の 組 織 の 設 置 の 増 加 率 は 小 さ い も の に と ど ま っ て い る。

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

令和元年
（N=2,314）

1. 設けている 40.9 39.5 43.2 
2. 設けていない 53.8 57.6 55.0 
無回答 5.2 3.0 1.9 
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８．職員数の状況と推移

１ 館 あ た り の 常 勤 職 員 数 は 6.36 人、非 常 勤 職 員 数 が 2.54 人 と、い ず れ も わ ず か だ が 増 加 し て、

こ れ ま で 続 い て き た 減 少 傾 向 に 歯 止 め が か か っ た。

表 ２ － ９ 　 職 員 数 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）「Q ４ － １ － 1、 Q ４ － ２ 」

博 物 館 の 経 営 環 境 が 厳 し く な る 中 で、 平 成 ９ 年 調 査 か ら 平 成 25 年 調 査 ま で の 間 で 目 立 っ て

い た の は 常 勤 職 員 の い る 館 が 減 っ て き た こ と で あ っ た。 た だ し、 平 成 25 年 調 査 で は、 そ の 傾

向 に 歯 止 め が か か っ て い て、「『常 勤 職 員 不 在』 と い っ た 事 態 が 回 避 さ れ は じ め た よ う に も 見 て

取 れ る」 と 分 析 さ れ て い た。

令 和 元 年 調 査 の 結 果 を み て み る と、 ま ず、 館 長 に つ い て、 館 長 が 常 勤 し て い る 館 の 割 合 が

59.5％ と、 ４ ～ ５ ポ イ ン ト で は あ る が、 全 ５ 回 の 調 査 の 中 で い ち ば ん 高 か っ た。

常 勤 職 員 に つ い て は、 １ 館 あ た り の 常 勤 職 員 数 が 6.36 人 と、 平 成 ９ 年 調 査 の 7.97 人 か ら 減

り 続 け て い た 人 数 が わ ず か 0.04 人 で は あ る が 増 加 し て い る。 と く に 内 訳 を み て い く と、 学 芸

系 職 員 は 2.48 人 と、平 成 16 年 調 査 以 降 で 一 番 多 く な っ て い る し、事 務 ･ 管 理 系 職 員 も 2.34 人 と、

平 成 25 年 調 査 の 1.68 人 ま で 続 い て い た 漸 減 傾 向 か ら 反 転 し て い る。 た だ、 学 芸 ･ 事 務 管 理 職

員 は 1.26 人 で、 こ れ ま で で 一 番 少 な く な っ て い る。

一 方 で、 非 常 勤 職 員 に つ い て は、 こ れ ま で 少 し ず つ 増 え て き て い た 傾 向 が 続 い て い る が、 平

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
N= N= N= N= N=

館
長

常勤館長総数（無回答の館
を除いた館についての人数） 1,756 1,056 人 1,861 1,133 人 2,131 1,285 人 2,161 1,219 人 2,242 1,377 人

館長が常勤している館の割
合（回答館全体に占める割合）1,891 55.8 ％ 2,030 55.8 ％ 2,257 56.9 ％ 2,258 54.0 ％ 2,314 59.5 ％

常
勤
職
員

常勤職員のいる館の割合 1,654 92.6 ％ 1,997 86.9 ％ 2,089 82.0 ％ 2,161 83.4 ％ 2,120 89.1 ％
常勤職員総数（館長を除く）

1,654

13,178 人

1,997

13,592 人

2,089

13,784 人

2,161

13,665 人

2,120

13,493 人

内訳

副館長 531 人 571 人 607 人 578 人 600 人
学芸系職員 4,494 人 4,591 人 4,914 人 4,634 人 5,254 人
事務・管理系職員 4,936 人 5,208 人 4,703 人 3,624 人 4,965 人
学芸・事務管理系職員 3,216 人 3,222 人 3,560 人 4,829 人 2,674 人

１館当たりの常勤職員数
（館長を除く／平均）

1,654

7.97 人

1,997

6.80 人

2,089

6.60 人

2,161

6.32 人

2,120

6.36 人

内訳

副館長 0.32 人 0.29 人 0.29 人 0.27 人 0.28 人
学芸系職員 2.72 人 2.30 人 2.35 人 2.14 人 2.48 人
事務・管理系職員 2.98 人 2.61 人 2.25 人 1.68 人 2.34 人
学芸・事務管理系職員 1.94 人 1.61 人 1.70 人 2.23 人 1.26 人

非
常
勤
職
員

非常勤職員のいる館の割合 1,654 41.9 ％ 1,997 46.4 ％ 2,089 53.0 ％ 2,161 53.9 ％ 2,120 55.9 ％
非常勤職員総数

1,654

2,802 人

1,997

3,732 人

2,089

4,466 人

2,161

5,185 人

2,120

5,375 人

内訳

副館長 100 人 81 人 140 人 98 人 159 人
学芸系職員 933 人 1,131 人 1,410 人 1,364 人 1,631 人
事務・管理系職員 1,104 人 1,688 人 1,838 人 1,571 人 2,574 人
学芸・事務管理系職員 665 人 832 人 1,078 人 2,152 人 1,011 人

１館当たりの非常勤職員数
（館長を除く／平均）

1,654 

1.69 人

1,997 

1.87 人

2,089 

2.14 人

2,161 

2.40 人

2,120

2.54 人

内訳

副館長 0.06 人 0.04 人 0.07 人 0.05 人 0.08 人
学芸系職員 0.56 人 0.57 人 0.67 人 0.63 人 0.77 人
事務・管理系職員 0.67 人 0.85 人 0.88 人 0.73 人 1.21 人
学芸・事務管理系職員 0.40 人 0.42 人 0.52 人 1.00 人 0.48 人

注）「常勤職員」と「非常勤職員」の人数（総数及び平均）は、「常勤」と「非常勤」に分けて「副館長」「学芸系職員」「事務 ･
管理系職員」「学芸 ･ 事務管理系職員（学芸系であると同時に事務 ･ 管理系でもある職員）」の人数を尋ねた質問において、い
ずれかの項目に１人以上の人数が記載されていた館の回答を有効として集計した。
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成 25 年 調 査 と 比 べ て わ ず か 0.14 人 増 加 の 2.54 人 に な っ て お り、 前 回 調 査 か ら み ら れ た 「『常

勤 か ら 非 常 勤 へ』 と い う 職 員 配 置 の 傾 向 は、 ひ と ま ず、 止 ま っ た よ う に も 見 て 取 れ る」 と い う

状 況 は、 今 回 に も 引 き 続 い て い る と い え る。 内 訳 を み る と、 学 芸 系 職 員 と 事 務 ･ 管 理 系 職 員 が

増 加 し て 学 芸 ･ 事 務 管 理 職 員 が 減 っ て い る と い う、 常 勤 職 員 と 同 様 の 傾 向 が み ら れ る。

今 後 は、 常 勤 職 員 数 と 非 常 勤 職 員 数 の バ ラ ン ス と 合 計 人 数 の 推 移 と 合 わ せ て、 学 芸 系 の 仕 事

と 事 務 ･ 管 理 系 の 仕 事 を ど の 職 員 が ど う 担 う の か と い う 役 割 分 担 の バ ラ ン ス の 推 移 に も 注 視 す

る 必 要 が あ る。



―　49　―

９．入館料の設定状況

常 設 展 の 入 館 料 が 無 料 の 館 は ３ 割 強 で 徐 々 に 増 加 し て き て お り、「小 中 学 生 に 対 し て」 と 「障

が い 者 に 対 し て」、 そ し て 「特 定 の 日 を 決 め て の 措 置 と し て」 の 無 料 の 措 置 が 増 え て い る。

表 ２ － １ ０ 　 入 館 料 の 設 定 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ８ － 1、 Q ８ － １ － 1、 Q ８ － １ － ２ ）

入 館 料 に つ い て は、 常 設 展 の 入 館 料 を 徴 収 し な い 館 の 割 合 が 少 し ず つ 増 え て き て い た が、 今

回 の 調 査 で も そ の 傾 向 は 続 い て お り、 常 設 展 無 料 の 館 が 32.2％ に 上 っ た。 そ の 結 果、 有 料 入

館 者 の 割 合 は 平 均 値 で 64.4％、 中 央 値 で 70％ だ っ た。 そ の 一 方 で、 大 人 一 人 あ た り の 料 金 は、

平 均 値 で 434.3 円、 中 央 値 で 310 円 と、 い ず れ も 全 ５ 回 の 調 査 で 最 も 高 く な っ て い る。 た だ

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
（N=1,891） （N=2,030） （N=2,257） （N=2,258） （N=2,314）

常
設
展

料
金（
％
）

1. 有料 71.7 70.7 68.1 67.7 64.7 
2. 無料 27.7 28.4 29.1 29.9 32.2 
無回答 0.6 0.9 2.8 2.3 3.1 

常
設
展　

有
料
館

大人一人の料金
（N=1,319） （N=1,417） （N=1,515） （N=1,526） （N=1,459）

平均値（円） 373 402 391 346 434.3 
中央値（円） 300 300 300 300 310 

有料入館者の割合
（N=1,277） （N=1,321） （N=1,475） （N=1,509） （N=1,463）

平均値（％） 77.3 70.8 67.8 61.6 64.4 
中央値（％） 84.0 77.0 70.0 65.0 70.0 

割
引
・
無
料
の
措
置
（
％
）

（N=1,356） （N=1,436） （N=1,537） （N=1,529） （N=1,498）
幼児に対して（～平成 25 年）／ 
a）未就学児に対して（令和元年）

割引 3.6 3.5 3.0 4.7 3.6 
無料 92.0 90.7 92.8 87.8 91.1 

小・中学生に対して（～平成 25 年）割引 55.0 43.4 41.8 46.4 －
無料 13.7 30.1 38.6 35.4 －

b）小学生に対して（令和元年） 割引 － － － － 38.8 
無料 － － － － 43.1 

c）中学生に対して（令和元年） 割引 － － － － 40.3 
無料 － － － － 39.8 

d）高校生に対して（令和元年） 割引 － － － － 39.5 
無料 － － － － 16.6 

e）大学生に対して（令和元年） 割引 － － － － 30.6 
無料 － － － － 1.9 

f）高齢者に対して 割引 11.6 15.0 17.9 20.1 20.8 
無料 19.9 21.7 20.9 18.1 14.7 

身体障害者に対して（～平成 20
年）／障害者に対して（平成 25 年）
／ g）障がい者に対して（令和元年）

割引 29.8 30.2 31.3 30.5 31.1 
無料 34.8 43.4 47.8 50.5 53.1 

h）学校の授業・行事等での利用
に対して

割引 21.6 20.1 16.5 － 20.4 
無料 59.0 63.2 68.7 － 61.9 

学校５日制に対応した措置として
（～平成 25 年）

割引 2.8 3.8 2.8 － －
無料 29.4 32.6 27.5 － －

日を決めた措置として（～平成
20 年）／ i）特定の日を決めての
措置として（令和元年）

割引 2.0 2.6 3.3 － 7.0 
無料 33.7 30.8 33.8 － 49.6 

j）一般の団体入館者に対して（～
平成 20 年、令和元年）／一般（大人）
の団体利用に対して（平成 25 年）

割引 95.0 90.8 90.8 91.0 89.9 
無料 0.2 0.1 0.9 0.1 0.5 

k）館が所在する地域または市町
村の住民に対して

割引 － － － － 8.9 
無料 － － － － 8.4 

特
別
展
（
企
画
展
）

（
％
）

2. 特別に料金をとらない（無料） 38.2 38.9 51.2 32.3 49.1 
常設展料金で観覧できる（有料） 1.徴収してい

る（令和元年）
－ － － 27.8 24.5 特別に料金を徴収（有料） 21.8 21.9 22.0 21.0 

その他 0.2 － － － －
無回答・特別（企画）展を実施していない（～平成
25 年）／ 3．特別展は行っていない（令和元年） 39.8 39.3 26.8 16.8 20.8 

注）平成 25 年調査は、平成 25 年度の入館料について質問。
　　平成 25 年度調査とそれ以前の調査とでは、質問が若干異なる。
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し、 さ ま ざ ま な 割 引 ･ 無 料 の 措 置 が 執 ら れ る よ う に な っ て き て い る。 そ の 詳 細 に つ い て は、 平

成 25 年 調 査 ま で と 質 問 の 形 式 を 変 更 し た た め、 直 接 の 比 較 は で き な い が、 小 学 生 や 中 学 生 を

無 料 に し て い る 館 は 40％ ほ ど で、 平 成 ９ 年 調 査 か ら の 動 き を み る と､ 割 引 か ら 無 料 へ 変 わ っ

て き て い る。 障 が い 者 に 対 す る 措 置 も 同 様 で、 割 引 か ら 無 料 へ 変 わ っ て き て い る。 そ れ に 対 し

て、 高 齢 者 に 対 す る 措 置 は、 無 料 か ら 割 引 へ と 変 わ っ て き て い る。

今 回 の 調 査 で 大 き く 変 わ っ た の が、「特 定 の 日 を 決 め て の 措 置 と し て」 で、 平 成 20 年 調 査 ま

で は、 割 引 が ２ ～ ３ ％ で 無 料 が 30％ 強 だ っ た の が、 割 引 が ７ ％ で 無 料 が 約 50％ と 大 幅 に 増 え

て い る。

特 別 展 に つ い て は、 ２ 回 に わ た っ て 質 問 の 形 式 を 変 更 し た た め、 比 較 が 難 し い が、 特 別 展 が

有 料 か 無 料 か の 比 率 を み る と、 有 料 対 無 料 が １ 対 ２ と な っ て い て、 特 別 展 の た め に 別 途 料 金 を

取 ら な い ほ う が 主 流 に な っ て い る。
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10．年間入館者数の推移

年 間 入 館 者 数 は、「 ５ 千 人 未 満 」 の 館 が ４ 分 の １ で 最 も 多 く、 全 体 の ３ 分 の ２ の 館 が ３ 万 人

未 満 で、 こ の 間、 入 館 者 数 の 分 布 は ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。

表 ２ － １ １ 　 入 館 者 数 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ９ － １ ）　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

年 間 入 館 者 数 に つ い て は、 平 成 ９ 年 調 査 か ら 平 成 20 年 調 査 ま で は、 入 館 者 数 を カ テ ゴ リ ー

分 け し て 選 択 肢 を 設 定 し て、 そ こ か ら 選 ぶ 形 で 回 答 し て も ら っ て い た が、 平 成 25 年 調 査 か ら

は 実 数 を 記 入 す る 形 で 回 答 し て も ら っ て い る。 令 和 元 年 調 査 に お け る 年 間 入 館 者 数 の 中 央 値 は

14,464 人 で あ る。

平 成 ９ 年 調 査 か ら の 推 移 を み る た め に、 令 和 元 年 調 査 の 実 数 の 回 答 を 以 前 の カ テ ゴ リ ー に あ

て は め て み る と、「５ 千 人 未 満」 の 館 が 25.7％ で 最 も 多 く、「３ 万 人 未 満」 ま で に ３ 分 の ２ の 館

が 収 ま っ て い る。 そ の 一 方 で、「50 万 人 以 上」 の 館 も 2.8％、 つ ま り 約 60 館 ほ ど あ る。 こ の 分

布 は、 平 成 16 年 調 査 か ら ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258）

令和元年
（N=2,314）

５千人未満 21.5 24.0 26.5 25.3 25.7 
５千人～１万人未満 13.3 13.4 13.0 13.6 14.2 
１万人～３万人未満 22.2 23.1 23.7 23.3 22.9 
３万人～５万人未満 11.8 10.2 8.9 8.5 7.3 
５万人～ 10 万人未満 11.1 11.0 9.7 9.6 8.8 
10 万人～ 20 万人未満 8.9 8.2 7.9 8.0 7.9 
20 万人～ 30 万人未満 3.1 3.5 3.1 3.3 3.3 
30 万人～ 50 万人未満 3.0 2.6 2.7 2.5 2.8 
50 万人～ 100 万人未満 2.4 1.5 1.9 1.8 2.1 
100 万人以上 1.3 0.6 0.9 1.0 0.7 
無回答 1.5 1.8 1.6 3.2 4.3 
注）平成 20 年調査までは、各調査前年度の入館者数をカテゴリー別に調査／平成 25 年調査以降は、実数を調査
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11．入館者を増やすための取り組み状況

入 館 者 を 増 や す た め の 取 り 組 み を 行 っ て い る 館 は 80％ 弱 と、 平 成 ９ 年 調 査 以 降 で 初 め て 減 少

し た が、「 広 報 活 動 の 増 強 」（89.7％）、「 特 別 展 （ 企 画 展 ） の 積 極 的 開 催 」（79.7％） 等 の 個 々 の

取 り 組 み を 行 っ て い る 館 は、 軒 並 み 増 え て い る。

表 ２ － １ ２ 　 入 館 者 を 増 や す た め の 取 り 組 み （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ９ － ２ － １ ）

前 項 で 確 認 し た と お り、 年 間 入 場 者 数 が 伸 び 悩 ん で い る こ と も あ っ て の こ と か、 入 館 者 を 増

や す た め の 取 り 組 み を 行 っ て い る 館 は、 平 成 ９ 年 調 査 の 73.1％ か ら 平 成 25 年 調 査 の 86.4％ ま

で、 調 査 の 度 ご と に 増 え て い た。 し か し、 令 和 元 年 調 査 で は 79.5％ と、 現 在 の か た ち で 調 査 を

す る よ う に な っ て か ら 初 め て ７ ポ イ ン ト 減 少 し た。

具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て は、 前 回 の 平 成 25 年 調 査 ま で と は 一 部 の 取 り 組 み 例 の 文 言 を 変

更 し､ 回 答 の 形 式 も 変 更 し た の で、直 接 の 比 較 は で き な い。 し か し、そ れ に 留 意 し た と し て も、

「広 報 活 動 の 増 強」 は 前 回 よ り 14 ポ イ ン ト 多 い 89.7％、「特 別 展 （企 画 展） の 積 極 的 開 催」 は

18 ポ イ ン ト 多 い 79.7％、「招 待 券 ･ 割 引 券 の 発 行」 は 15 ポ イ ン ト 多 い 50.4％ な ど と、 軒 並 み

10 ～ 20 ポ イ ン ト 多 い 取 り 組 み 状 況 に な っ て い る。 ま た、「学 校 へ の 働 き か け」 は 17 ポ イ ン ト

多 い 77.8％、「各 種 団 体 へ の 働 き か け」 は 11 ポ イ ン ト 多 い 54.8％、「他 の 館 園 と の 連 携」 は 26

ポ イ ン ト 多 い 62.9％ と、 他 の 機 関、 団 体、 館 園 と の 連 携 に 取 り 組 む 傾 向 は 継 続 し、 か つ 取 り 組

む 館 は 増 え て い る。

こ の よ う な 取 り 組 み 状 況 を ふ ま え る と、 入 館 者 を 増 や す た め の 取 り 組 み を 行 っ て い る 館 が 減

少 し て い る と い う の は、「 入 館 者 を 増 や す た め に 」 と 意 識 す る こ と な く、 当 た り 前 の よ う に、

こ れ ら の 取 り 組 み を す る よ う に な っ て き て い る の か も し れ な い。

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258）

令和元年
（N=2,314）

取り組んで
いること

1. ある 73.1 78.6 82.5 86.4 79.5 
2. ない 25.8 19.9 13.6 12.2 16.1 
無回答 1.1 1.6 3.8 1.4 4.4 

取
り
組
み
あ
り

取り組みの具体（*1） （N=1,382）（N=1,595）（N=1,863）（N=1,951）（N=1,841）取り組みの具体（*3）
友の会活動の活発化 17.4 17.0 18.0 18.1 - -
広報活動の増強 71.0 69.7 71.8 76.0 89.7 a）広報活動の増強
学校との連携の強化 45.7 52.6 58.2 60.4 77.8 
各種団体との連携の強化 24.6 23.6 34.8 43.6 54.8 c）各種団体への働きかけ
展示の更新（*2） 38.7 37.9 48.5 37.6 - -
特別展・企画展の積極的
開催 62.2 62.2 67.6 61.3 79.7 d）特別展（企画展）の積極的開催

観光コースへの組み込み 26.3 22.5 30.7 33.5 42.0 e）観光コースへの組み込み
招待券や割引券の発行 30.7 27.5 33.0 35.3 50.4 f）招待券 ･ 割引券の発行

普及活動の積極的実施 45.1 48.4 55.8 59.3 80.1 g） 講座やワークショップなど教育
普及活動の積極的実施

他館との連携 － 20.5 26.9 36.3 62.9 h）他の館園との連携
-（*4） － － － － 60.7 i）来館者動向調査の実施
年間パスポートの発行 － － － 17.1 23.0 j）年間パスポートの発行
その他 6.9 7.0 8.3 11.8 （*5）その他
無回答 0.1 2.4 0.8 0.5 - -

注） *1：平成 20 年、平成 25 年調査は複数回答、令和元年調査は項目ごとに択一回答 
注） *2：平成 25 年調査は「常設展示の更新」 
注） *3：令和元年調査の取り組み項目は、表の右側 
注） *4：セルが「－」となっている場合、質問無し 
注） *5：令和元年調査の「その他」は自由記述欄のみ提示　
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12．バリアフリー、ユニバーサル対応の状況

バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況 と し て、 障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応 で は、「 車 椅 子

の 貸 出 」（74.5％）、「 多 機 能 ト イ レ の 設 置 」（71.2％）、「 介 助 犬 の 同 伴 受 け 入 れ 」（60.6％） を 過

半 数 の 館 で し て い る。

乳 幼 児 へ の 対 応 で は、「ト イ レ 内 ベ ビ ー チ ェ ア の 設 置」（34.2％）、「ベ ビ ー カ ー の 貸 出」（31.1％）、

「乳 幼 児 の た め の 部 屋 の 設 置」（27.6％） を ３ 割 前 後 の 館 で し て い る。

外 国 人 へ の 対 応 で は、「 外 国 語 の 館 内 ･ 展 示 案 内 パ ン フ レ ッ ト の 用 意 」（49.1％） を 約 半 数 の

館 で し て い る 他、「外 国 語 の 解 説 シ ー ト の 掲 示 ･ 配 布」（30.3％）、「外 国 語 の ウ ェ ブ サ イ ト の 開 設」

（25.6％） を ３ 割 前 後 の 館 で し て い る。

表 ２ － １ ３ 　 バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況 １ 　 障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応 （ 全 体 ／ 時 系

列 比 較 ）（Q １ ０ － １ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

「障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応」「乳 幼 児 へ の 対 応」「外 国 人 へ の 対 応」 に つ い て は、 前 回 の 平 成

25 年 調 査 ま で は、「敷 地 ･ 建 物 及 び 設 備」 と 「展 示」 の 項 目 の 一 部 分 を 構 成 し て い た。 し か し、

昨 今 の 社 会 情 勢 の 変 化 に 合 わ せ て、「バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況」 と い う 新 し い 項

目を立てて、 その中で 「障がい者や高齢者」「乳幼児」「外国人」 への対応の状況を尋ねる構成に

変更した。 そのことによって、 それぞれの対応の状況については詳しく尋ねることができるよう

になったが、前回までの調査結果との比較がしにくくなった点もある。 そのことに留意した上で、

今回の調査で明らかになった、 バリアフリー、 ユニバーサル対応の状況の特徴をまとめておく。

ま ず、「 障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応 」（ 表 ２ － 13） に つ い て で あ る。 表 現 や 尋 ね 方 に 多 少 の

違 い が あ る も の の、 平 成 25 年 調 査 ま で に も 尋 ね て い た 項 目 で あ る 「 車 椅 子 の 貸 出 」「 障 が い

者 対 応 エ レ ベ ー タ の 設 置」「多 機 能 ト イ レ の 設 置」「視 覚 障 が い 者 用 展 示 解 説 の 提 供」 に つ い て

は、対 応 を し て い る 割 合 が 前 回 か ら ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。 そ の 中 で「車 椅 子 の 貸 出」と「多

機 能 ト イ レ の 設 置」 は ７ 割 を 超 え る 館 が 対 応 し て い る。 新 規 項 目 の 中 で、 そ の ２ 項 目 に 続 い て

対 応 し て い る 館 が 多 か っ た 取 り 組 み は 「介 助 犬 の 同 伴 受 け 入 れ 」（60.6％） で あ る。 そ の 他 の

新 規 項 目 は 7.3％ ～ 22.1％ と、 対 応 し て い る 館 は ま だ 少 な い。

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258） 障がい者や高齢者への対応（*1） 令和元年

（N=2,314）
51.6 66.7 70.3 74.6 a）車椅子の貸出 74.5
29.2 37.3 39.7 41.6 b）障がい者対応エレベータの設置 42.9

- - - 75.5 c）多機能トイレの設置 71.2
- - - - d）オストメイト対応トイレの設置 22.1

3.4 7.1 7.9 7.8 e）視覚障がい者用展示解説の提供 7.2
- - - - f）介助犬の同伴受け入れ 60.6
- - - - g）聴覚障がい者に対する対応 13.2
- - - - h） ウェブサイト等を用いた、館の障が

い者 ･ 高齢者対応についての案内 15.3

- - - - i） ウェブサイト等を用いた、館の障が
い者 ･ 高齢者向けのアクセス案内 7.3

- - - - j） ウェブサイトの読み上げ等、障がい
者 ･ 高齢者向けの情報提供の工夫 13.3

- - - - k） 「障害者差別解消法」等がテーマの、
職員 ･ スタッフ対象の研修の実施 14.5

*1　平成 25 年調査以前は「ある」割合、令和元年調査は「している」割合 
*2　平成 25 年調査は「障害者用トイレ」
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表 ２ － １ ４ 　 バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況 ２ 　 乳 幼 児 へ の 対 応 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q

１ ０ － ２ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

次 に、「 乳 幼 児 へ の 対 応 」（ 表 ２ － 14） に つ い て で あ る。 表 現 や 尋 ね 方 に 多 少 の 違 い が あ る

も の の、平 成 25 年 調 査 ま で に も 尋 ね て い た 項 目 で あ る「乳 幼 児 の た め の 部 屋 の 設 置」「託 児 サ ー

ビ ス の 提 供」「ベ ビ ー ベ ッ ド の 用 意」「ベ ビ ー カ ー の 貸 出」 は い ず れ も、 対 応 し て い る 割 合 が 前

回 か ら ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。 最 も 多 く の 館 が 対 応 し て い る 取 り 組 み は、 新 た に 尋 ね た 「ト

イ レ 内 ベ ビ ー チ ェ ア の 設 置」 の 34.2％ で、「ベ ビ ー カ ー の 貸 出」（31.1％） と 「乳 幼 児 の た め の

部 屋 の 設 置」（27.6％） が 続 い て い る。

表 ２ － １ ５ 　 バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況 ３ 　 外 国 人 へ の 対 応 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q

１ ０ － ３ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

続 い て、「 外 国 人 へ の 対 応 」（ 表 ２ － 15） に つ い て で あ る。 平 成 20 年 調 査 ま で と、 平 成 25

年 調 査、 そ し て 令 和 元 年 調 査 と で、 質 問 文 の 表 現 や 回 答 形 式 が 異 な っ て い て、 直 接 の 比 較 は 難

し い。最 も 多 く の 館 が 対 応 し て い る 取 り 組 み は、「外 国 語 の 館 内 ･ 展 示 案 内 パ ン フ レ ッ ト の 用 意」

の 49.1％ で あ る。 回 答 形 式 が 変 わ っ て い る の で そ の ま ま 比 較 で き な い が、 調 査 の 度 に 少 し ず つ

対 応 し て い る 館 が 増 え て き て い る。 続 い て 多 く 対 応 し て い る 取 り 組 み は、「外 国 語 の 展 示 解 説

文 な ど の 掲 示」 の 30.3％ で あ る。 前 回 ま で よ り 大 幅 に 増 え て い る よ う に み え る が、 平 成 20 年

調 査 で は 「 ラ ベ ル、 キ ャ プ シ ョ ン 類 」、 平 成 25 年 調 査 で は 「 一 時 的 な キ ャ プ シ ョ ン 」 と 限 定

的 に 尋 ね て い た。 ３ 番 目 に 多 く 対 応 し て い る 取 り 組 み は、 新 た に 尋 ね た 「外 国 語 の ウ ェ ブ サ イ

ト の 開 設」 の 25.6％ で あ る。

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258） 乳幼児への対応（*1） 令和元年

（N=2,314）
4.6 12.3 15.8 24.6 a）乳幼児のための部屋の設置（*2） 27.6
0.4 0.6 0.4 0.6 b）託児サービスの提供（*3） 1.6

22.5 27.8 22.5 27.8 c）ベビーベッドの用意 25.4
- - - - d）トイレ内ベビーチェアの設置 34.2
- - - - e）ベビーカー置き場の設置 20.7

26.1 31.7 26.1 31.7 f）ベビーカーの貸出 31.1
*1　平成 25 年調査までは「ある」割合、令和元年調査は「している」割合
*2　平成 25 年調査までは「乳幼児用休憩室・授乳室」
*3　平成 25 年調査までは「託児専門員の配置」

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 外国人への対応（*1）（*2） 令和元年
（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258） （N=2,314）

- - - - a）外国語のウェブサイトの開設 25.6
34.6 38.2 40.0 44.5 b）外国語の館内案内・パンフレットの用意 49.1
14.3 16.3 19.7 8.9 c）外国語の展示解説文などの掲示 30.3

6.0 7.5 7.0 7.1 d）外国語の解説シートの掲示 ･ 配布 15.2
2.3 3.4 3.9 4.8 e）外国語の解説端末の用意 13.4

- - - - f）外国語で応対できる案内スタッフの配置 13.7
2.0 2.4 3.2 3.1 g）外国語によるガイドツアーの実施 4.1
6.8 5.4 5.9 4.1 スポット解説 -

*1　平成 25 年調査までは「ある」割合、令和元年調査は「している」割合
*2　平成 20 年調査までと、平成 25 年調査、令和元年調査では、項目の文、回答形式が異なるため、直接の比較は

できない
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最 後 に、「障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応」「乳 幼 児 へ の 対 応」「外 国 人 へ の 対 応」 の 三 者 へ の 対

応 状 況 を 比 較 し て み よ う。「障 が い 者 や 高 齢 者 へ の 対 応」「外 国 人 へ の 対 応」 に は、 半 数 ま た は

そ れ 以 上 の 館 が 対 応 し て い る よ う な 取 り 組 み が あ る 一 方 で、 数 ％ ～ 十 数 ％ の 館 し か 対 応 し て い

な い 取 り 組 み も み ら れ る。 そ れ に 対 し て 「乳 幼 児 へ の 対 応」 は、 ほ と ん ど の 項 目 に つ い て ２ ～

３ 割 の 館 が 対 応 し て い る 一 方 で、 半 数 ま た は そ れ 以 上 の 館 が 対 応 し て い る よ う な 取 り 組 み も な

い。 ま た、 直 接 の 比 較 は 難 し い な が ら、 ５ 回 の 調 査 結 果 を 通 し て 漸 増 し て い る 対 応 も い く つ か

あ る も の の、 前 回 調 査 と 比 べ る と、 目 立 っ て 増 加 し て い る 対 応 は み ら れ な い。

こ の こ と に つ い て、 表 に は し て い な い が、「障 が い 者」「高 齢 者」「乳 幼 児 連 れ」「外 国 人」 の

利 用 の 過 去 ５ 年 間 の 増 減 の 傾 向 を 尋 ね た と こ ろ、「高 齢 者」 と 「外 国 人」 は ４ 割 の 館 が 「増 え

る 傾 向 に あ る」 と 回 答 し て い る が、「障 が い 者」 と 「乳 幼 児 連 れ」 が 「増 え る 傾 向 に あ る」 と

回 答 し た 館 は ２ 割 に と ど ま っ た。 な お、「減 る 傾 向 に あ る」 と い う 回 答 は い ず れ も １ ～ ２ ％ で、

残 り は 「変 わ ら な い」 で あ っ た。「障 が い 者」「高 齢 者」「乳 幼 児 連 れ」「外 国 人」 の 利 用 の 増 加

傾 向 と バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 状 況 と は あ る 程 度 対 応 し て い る よ う だ。

注） 調 査 票 で は、「障 が い 者」 と 「身 が い 者」 の ２ つ の 表 記 が 使 わ れ て い る が、本 文 で は 「障

が い 者」 に 統 一 し て 表 記 す る こ と と し た。
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13．予算の推移

資 料 購 入 予 算 に つ い て 「予 算 は な か っ た」 館 が 初 め て ６ 割 を 超 え た。「100 万 円 以 上」 の 館 は

11.9％ で 平 成 16 年 以 降 の 漸 減 傾 向 が 続 い て い る。

表 ２ － １ ６ 　 資 料 購 入 予 算 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ １ － ６ ）　 　 　（ ％ ）

予 算 に つ い て は、 平 成 25 年 調 査 で 質 問 が 大 き く 改 変 さ れ た こ と を 受 け て、 今 回 の 調 査 で 再

度 変 更 し た。 そ の 際 に、 平 成 25 年 調 査 ま で 引 き 継 が れ て い た、 調 査 前 年 度 の 予 算 が 前 々 年 度

ま た は ５ 年 前 と 比 較 し て 増 え た か 減 っ た か を 尋 ね る 質 問 が 外 れ た。

そ こ で 予 算 の 推 移 を 時 系 列 で 直 接 確 認 で き る 項 目 と し て、 資 料 購 入 予 算 を み て み る と、 調 査

前 年 度 に 「予 算 は な か っ た」 と い う 館 の 割 合 が、 前 回 調 査 よ り ８ ポ イ ン ト 増 え て、 平 成 16 年

調 査 以 降 で 初 め て ６ 割 を 超 え た。そ の 代 わ り に、「100 万 円 未 満」の 館 の 割 合 が 減 っ て い る。ま た、

「100 万 円 以 上」 の 館 の 割 合 も 減 っ て お り、 そ の 傾 向 は 平 成 16 年 度 以 降 続 い て い る。 前 回 の 平

成 25 年 調 査 で は「予 算 が な か っ た」が 減 っ て「100 万 円 未 満」が 増 え て い た こ と と 比 較 す る と、

資 料 購 入 予 算 の 減 少 は ま す ま す 続 い て お り、 し か も 再 び 「予 算 ゼ ロ」 へ と 向 か っ て い る と 推 測

さ れ る。

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258）

令和元年
（N=2,314）

予算はなかった 52.6 56.6 52.7 60.5 
100 万円未満 19.8 20.6 28.9 22.5 
100 万円以上、500 万円未満 11.4 9.4 8.1 7.4 
500 万円以上、1,000 万円未満 4.1 2.9 1.7 2.1 
1,000 万円以上、3,000 万円未満 3.6 2.7 1.6 1.2 
3,000 万円以上、5,000 万円未満 1.3 0.7 0.5 0.5 
5,000 万円以上、１億円未満 0.8 0.5 0.4 0.3 
１億円以上 0.9 0.5 0.3 0.6 
無回答 5.5 6.1 5.8 5.0 
注）各調査前年度の状況
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14．資料等の収蔵保管状況

収 蔵 庫 に 「 入 り き ら な い 資 料 が あ る 」 館 が 初 め て ２ 割 を 超 え た。「 資 料 台 帳 」 記 載 の 所 蔵 資

料 の 割 合 は 漸 減 傾 向 に あ る 一 方 で、「 電 子 メ デ ィ ア に デ ー タ ･ ベ ー ス 化 さ れ た 『 資 料 台 帳 』 が

あ る」 館 は 漸 増 し て い て 初 め て ５ 割 を 超 え た。 収 蔵 資 料 を 記 載 し た 「資 料 目 録」 を 作 成 し て い

る 館 は 56.9％ で 前 回 と 変 わ ら な い。

表 ２ － １ ７ 　 収 蔵 庫 、 資 料 台 帳 、 資 料 目 録 の 状 況 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ １ － ７ 、 Q １ １ － ９ 、

Q １ １ － １ ０ 、 Q １ １ － １ ０ － １ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ２ － １ ８ 　「 資 料 目 録 」 等 の 作 成 ･ 公 開 状 況 　（ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ １ － １ １ ）　 　 　 　（ ％ ）

収 蔵 資 料 を 保 管 す る 収 蔵 庫 の 状 況 は、「収 蔵 庫 は な い」 と い う 選 択 肢 を 設 定 し た 平 成 25 年 調

査 と 直 接 の 比 較 は で き な い が、 平 成 16 年 調 査 以 降 の 推 移 を み る と、「 ５ 割 未 満 」 が 16.5％ か

ら 9.5％ に 減 っ て い る 一 方 で、「９ 割 以 上」 と 「入 り き ら な い 資 料 が あ る」 を 合 わ せ た 割 合 は、

45.6％ か ら 57.2％ に 増 え て お り、 厳 し さ が 増 し 続 け て い る。

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258）（N=2,314）

収
蔵
庫

資料の収蔵のために用いら
れている割合

1. ３割未満

－

10.9 10.5 6.4 7.0 
2. ３割以上、５割未満 5.6 4.8 3.7 2.5 
3. ５割以上、７割未満 8.8 8.2 7.4 7.0 
4. ７割以上、９割未満 16.8 18.6 18.9 19.1 
5. ９割以上 28.4 29.4 27.4 33.9 
6. 入りきらない資料がある 17.2 17.6 19.1 23.3 
収蔵庫はない - - 12.5 -
無回答 12.3 10.9 4.7 7.1 

資
料
台
帳

「資料台帳」記載の収蔵資
料の割合

5．ほとんどすべて 49.9 53.3 53.2 47.1 44.8 
4. ４分の３程度 13.4 13.3 14.8 17.1 15.7 
3. 半分程度 11.2 10.4 9.4 9.1 8.9 
2. ４分の１程度 4.1 4.3 4.2 3.5 3.9 
1. ほんの少し 10.8 8.2 8.7 4.8 6.4 
6.「資料台帳」は未完成 － － － 12.9 15.3 
無回答 10.7 10.6 9.7 5.5 4.8 

電 子 メ デ ィ
ア に デ ー タ・
ベース化され
た「資料台帳」

有無
1. ある 20.3 35.5 42.6 48.7 51.1 
2. ない 75.2 59.5 51.7 47.2 44.5 
無回答 4.5 5.1 5.7 4.2 4.5 

「ある」場合
の収録資料
の割合

（N=384） （N=720） （N=961）（N=1,099）（N=1,180）
5. ほとんどすべて 32.6 40.7 45.7 50.4 48.4 
4. ４分の３程度 12.0 17.4 17.3 19.9 21.3 
3. 半分程度 16.7 12.9 13.4 13.4 12.3 
2. ４分の１程度 12.2 11.5 10.2 7.2 9.0 
1. ほんの少し 23.4 15.6 11.8 7.6 8.7 
無回答 3.1 1.9 1.7 1.5 0.3 

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258）（N=2,314）

項
目

すべての資料を記載した「資料目録」
（平成 20 年まで）

a） 収蔵資料を
記載した「資
料目録」の
作 成（ 平 成
25 年以降）

22.0 21.7 22.3 
57.0 56.9 資料の一部を記載した「資料目録」

（平成 20 年まで） 45.1 45.6 39.8 

b）館のホームページを使った「目録情報」の公開 － － － 9.2 12.0 
c）外部のデータベースシステムへの「目録情報」の提供 － － － 6.4 8.1 
d） 館内の端末や館のホームページ等を使った資料の

画像情報の公開 － － － 25.0 24.8 
注）　平成 20 年調査までは、質問の聞き方が違っており、比較不可能
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「資 料 台 帳」の 状 況 は、台 帳 に 記 載 し て い る 収 蔵 資 料 の 割 合 に つ い て、平 成 25 年 調 査 か ら「『資

料 台 帳』 は 未 完 成」 と い う 選 択 肢 を 加 え た の で、そ れ 以 前 の 調 査 と の 直 接 の 比 較 は で き な い が、

前 回 調 査 と 比 較 す る と、 ほ ん の わ ず か に 記 載 率 が 下 が っ て い る。 そ の 一 方 で、「電 子 メ デ ィ ア

に デ ー タ ･ ベ ー ス 化 さ れ た 『資 料 台 帳』」 が あ る 館 は 51.1％ と 初 め て ５ 割 を 超 え た。 ま た、「電

子 メ デ ィ ア に デ ー タ ･ ベ ー ス 化 さ れ た 『資 料 台 帳』」 へ の 「収 録 資 料」 の 割 合 は、 調 査 の 度 に

上 が っ て き て、平 成 25 年 調 査 か ら 「『資 料 台 帳』 記 載 の 収 蔵 資 料 の 割 合」 を 上 回 る よ う に な っ

て き て お り、 引 き 続 き 「資 料 台 帳」 の 電 子 化 が 進 ん で い る よ う す が う か が え る。

「資 料 目 録」 は、 平 成 25 年 調 査 で 質 問 が 大 き く 改 変 さ れ た た め、 そ れ 以 前 の 調 査 と の 比 較 は

で き な く な っ て い る。 平 成 25 年 調 査 と 比 較 す る と、「収 蔵 資 料 を 記 載 し た 『資 料 目 録 の 作 成』」

を し て い る 館 は 56.9％ で、 ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。 他 の 項 目 も、「館 の ホ ー ム ペ ー ジ を 使 っ

た 『目 録 情 報』 の 公 開」 が 12.0％ で ３ ポ イ ン ト 増 え て い る く ら い で、大 き な 変 化 は み ら れ な い。



―　59　―

15．学校との連携 ･ 協力の状況

学 校 と の 連 携､ 学 校 教 育 と の 関 係 で 最 も 多 く の 館 で 「 あ っ た 」 の は 「 授 業 の 一 環 と し て 児 童

や 生 徒 が 来 館 す る こ と 」（86.0％） で、 以 下、「 行 事 の 一 環 と し て 学 校 が 団 体 で 来 館 す る こ と 」

（72.8％）、「 職 場 体 験 の 一 環 と し て 児 童 や 生 徒 が 来 館 す る こ と 」（58.9％）、「 学 芸 員 が 博 物 館 で

児 童 や 生 徒 を 指 導 す る こ と」（52.5％） と 続 い て い る。

表 ２ － １ ９ 　 学 校 と の 連 携 ・ 協 力 の 状 況 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ ４ － ４ ）　 　 　 　 　（ ％ ）
平成９年

（N=1,891）
平成 16 年

（N=2,030）
平成 20 年

（N=2,257）
平成 25 年

（N=2,258）
令和元年

（N=2,314）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
と
の
連
携

連
携
の
内
容

a） 授業の一環として児童や
生徒が来館すること

よくある／あった 27.1 35.0 38.9 40.7 86.0 
時々ある／－ 62.5 59.3 54.3 50.0 -
ない／なかった 7.1 4.1 5.1 5.8 10.4 
無回答 3.3 1.6 1.6 3.5 3.6 

b） 行事の一環として学校が
団体で来館すること

よくある／あった 34.0 33.1 34.6 32.0 72.8 
時々ある／－ 47.2 47.7 45.5 45.2 -
ない／なかった 14.7 16.8 17.7 19.1 23.4 
無回答 4.1 2.4 2.3 3.7 3.8 

c） 職場体験の一環として児童
や生徒が来館すること

よくある／あった

－

11.8 18.3 20.2 58.9 
時々ある／－ 46.9 46.0 45.6 -
ない／なかった 38.2 33.4 30.6 37.4 
無回答 3.0 2.3 3.7 3.8 

d） 学芸員が博物館で児童や
生徒を指導すること

よくある／あった 10.1 15.4 17.1 19.8 52.5 
時々ある／－ 37.2 40.3 38.7 37.0 -
ない／なかった 47.2 41.2 40.9 39.0 43.5 
無回答 5.5 3.1 3.3 4.3 4.0 

e） 学芸員が学校に出向いて児
童や生徒を指導すること

よくある／あった 0.8 3.8 6.4 9.0 36.0 
時々ある／－ 14.8 29.2 29.1 30.8 -
ない／なかった 78.7 63.6 61.4 56.1 59.9 
無回答 5.7 3.4 3.1 4.1 4.1 

f） 教師に来館のための事前オ
リエンテーションをするこ
と

よくある／あった 5.2 6.1 7.6 15.9 31.4 
時々ある／－ 31.8 32.4 34.3 40.3 -
ない／なかった 58.4 58.8 55.4 39.9 64.5 
無回答 4.6 2.7 2.7 4.0 4.1 

g） 教員対象の講座や講習会
を開くこと

よくある／あった 1.2 1.6 2.1 3.4 20.3 
時々ある／－ 13.1 20.7 22.1 22.4 -
ない／なかった 80.9 75.2 73.4 69.8 75.7 
無回答 4.8 2.6 2.4 4.3 4.1 

h） 教育委員会の教員研修と
連携して事業・活動を行
うこと

よくある／あった 2.3 2.6 2.6 3.9 27.5 
時々ある／－ 30.0 33.3 29.7 29.9 -
ない／なかった 64.0 60.7 65.1 61.7 68.4 
無回答 3.7 3.4 2.6 4.5 4.1 

i） 学校に資料や図書を貸し出
すこと

よくある／あった 3.1 3.5 3.3 5.2 25.2 
時々ある／－ 29.6 30.9 31.9 31.3 -
ない／なかった 62.7 63.0 62.2 59.3 70.9 
無回答 4.7 2.6 2.6 4.2 3.9 

j） 特定の学校と博物館を利用
した教育実践の研究をする
こと

よくある／あった 0.7 0.9 1.3 2.4 11.1 
時々ある／－ 6.1 10.1 11.3 12.8 -
ない／なかった 87.8 86.0 84.4 80.1 84.7 
無回答 5.3 3.1 3.0 4.7 4.1 

学校５日制土曜日に対応する
事業をすること

よくある／あった 9.9 10.9 7.7 - -
時々ある／－ 11.8 14.4 10.9 - -
ない／なかった 72.6 71.3 78.6 - -
無回答 5.7 3.4 2.7 - -

注）平成 25 年調査までは、当該年度の状況について、「よくある」「時々ある」「ない」の３点尺度で尋ねた。令和元
年調査では、前年度の状況について、「あった」「なかった」の２点尺度で尋ねた。
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「学 校 と の 連 携 や 学 校 教 育 と の 関 係」 は、 平 成 25 年 調 査 ま で と 回 答 形 式 を 変 更 し た。 今 ま で

は、 調 査 の 当 該 年 度 の 状 況 に つ い て 「よ く あ る」「時 々 あ る」「な い」 の ３ つ の 選 択 肢 か ら 回 答

し て も ら っ て い た が、 今 回 は、 調 査 の 前 年 度、 つ ま り 平 成 30 年 度 （2018 年 度） の 状 況 に つ い

て 「あ っ た」「な か っ た」 の ２ つ の 選 択 肢 か ら 回 答 し て も ら っ た。 そ の た め、 直 接 の 比 較 は で

き な い こ と に 留 意 し な が ら み て い き た い。

「３． 力 を 入 れ て い る 活 動」 で、「教 育 普 及 活 動」 に 力 を 入 れ て い る 館 が 増 え て き て い る こ と

を 指 摘 し た が、 そ の 一 環 と し て、 こ れ ま で の 調 査 で は 学 校 と の 連 携 ･ 協 力 も 進 み つ つ あ る よ う

す が う か が え た。「学 校 と の 連 携 や 学 校 教 育 と の 関 係」 が 多 く あ っ た 順 に 挙 げ て い く と、「授 業

の 一 環 と し て 児 童 や 生 徒 が 来 館 す る こ と」（86.0％）、「行 事 の 一 環 と し て 学 校 が 団 体 で 来 館 す

る こ と」（72.8％）、「職 場 体 験 の 一 環 と し て 児 童 や 生 徒 が 来 館 す る こ と」（58.9％）、「学 芸 員 が

博 物 館 で 児 童 や 生 徒 を 指 導 す る こ と」（52.5％） で、 こ れ ら の ４ 項 目 は 過 半 数 の 館 で 「あ っ た」

連 携 や 関 係 で あ る。

そ れ に 対 し て、「学 芸 員 が 学 校 に 出 向 い て 児 童 や 生 徒 を 指 導 す る こ と」（36.0％）、「学 校 に 資

料 や 図 書 を 貸 し 出 す こ と」（25.2％）、「特 定 の 学 校 と 博 物 館 を 利 用 し た 教 育 実 践 の 研 究 を す る

こ と」（11.1％） な ど、 学 校 教 育 活 動 に 立 ち 入 っ て の 連 携 や 関 係 は 多 く な い。

つ ま り、 学 校 側 か ら 児 童 や 生 徒 が 館 に 来 る 連 携 や 関 係 は 多 く 行 わ れ て い る が、 館 側 が 主 体 性

を も っ た り 学 校 と 館 が 深 く 関 わ っ た り す る よ う な 連 携 や 関 係 は 少 な い と い え る だ ろ う。 こ の よ

う な 状 況 に つ い て、 平 成 20 年 調 査 の 報 告 書 で は 「博 物 館 と 学 校 の 連 携 に は 双 方 向 的 な 取 り 組

み が 必 要 で あ る。 今 の と こ ろ、 行 事 や 授 業、 職 場 体 験 で の 来 館 が 中 心 で あ り、 双 方 向 に な り 得

て い な い。」 と 指 摘 さ れ て い た が、 そ の 状 況 は 変 わ っ て い な い よ う だ。
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16．広報 ･ 出版活動の状況

最 も 多 く の 館 で 行 わ れ て い る 広 報 活 動 は「ウ ェ ブ サ イ ト（ホ ー ム ペ ー ジ）に よ る 広 報」（86.6％）

で あ る。「地 方 公 共 団 体 の 広 報 紙 へ の 掲 載」「新 聞 ･ 雑 誌、テ レ ビ ･ ラ ジ オ へ の プ レ ス リ リ ー ス ･ 

広 報 依 頼 」 が 70％ 前 後、「 社 会 教 育 施 設 や 社 会 教 育 団 体 へ の ポ ス タ ー、 チ ラ シ の 配 布 」「 学 校

へ の ポ ス タ ー、 チ ラ シ の 配 布」 が 66％ ほ ど で あ る。

表 ２ － ２ ０ 　 広 報 ・ 出 版 活 動 の 状 況 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ ５ － １ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

広 報 ･ 出 版 活 動 に つ い て は、 平 成 25 年 調 査 で 質 問 項 目 が 大 き く 改 変 さ れ た。 そ れ を 受 け て

令 和 元 年 調 査 で も､ と く に 出 版 活 動 に つ い て 質 問 項 目 を 改 変 し た。 そ の た め、 平 成 ９ 年 調 査 か

平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年
（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258）（N=2,314）

広
報
活
動

（*1）

a）友の会や後援会等、館の関連団体を通じた広報 － － － 29.8 36.0 
b）学校へのポスター、チラシの配布 59.4 62.4 64.4 67.2 66.2 
c）学校や教員の集会 ･ 会議等に出かけて行っての説明（*2） － 21.8 21.9 24.3 26.4 
d）社会教育施設や社会教育団体へのポスター、ちらしの配
布（*3） 60.9 63.6 69.2 74.0 66.5 

社会教育施設へ出かけて行っての説明 － 12.3 13.7 － －
各種団体へのポスター、ちらしの配布 24.6 19.0 22.3 － －
各種団体に出かけて行っての説明 － 9.0 8.2 － －
e）地方公共団体の広報誌への掲載（*4） 64.3 67.4 71.8 71.7 71.2 
f）新聞 ･ 雑誌への広告掲載 － － － － 44.4 
新聞への掲載 59.7 61.0 58.2 － －
新聞広告 － － － 30.9 －
雑誌への掲載 43.2 46.4 49.8 － －
g）テレビ ･ ラジオＣＭの放送・放映 － － － － 22.1 
テレビによる放映 38.7 41.4 32.4 － －
ラジオでの放送 33.5 35.4 32.7 － －
h）新聞・雑誌、テレビ・ラジオへのプレスリリース・広報
依頼（*5） － － － 73.9 70.8 

i）車内、駅構内等、交通機関・交通関連施設への広告掲載（*6） 19.7 15.0 12.3 25.9 29.1 
j）ウェブサイト（ホームページ）による広報（*7） 22.1 71.9 84.2 86.4 86.6 
k）メールマガジン等、電子メールを使った広報（*8） 12.1 14.4 14.6 16.8 
l）Twitter や Facebook 等、SNS を使った広報 － － － 24.6 52.8 
m）ブロガー向け内覧会の開催等、メディアと結びついた参
加型イベントを活用した広報 － － － 3.6 4.5 

n）個人宛ダイレクト・メールの送付 30.4 27.8 31.1 28.7 22.5 

出
版
活
動

（*1）

ガイドブック
a）一般用 31.3 31.2 35.3 － 36.1 
b）教師用 4.3 6.0 6.1 － 4.1 
c）小・中学生用 10.9 12.9 14.4 － 12.3 

図録 d）常設展図録 26.4 29.2 29.2 － 25.1 
e）特別展図録 36.3 37.2 38.3 － 36.7 

f）「ニュース」等の普及誌（*9） 24.5 26.2 28.9 30.4 24.7 
会費・購読料等を必要とする定期刊行物 － － － 6.9 －

「メールマガジン」「ブログ」等ウェブ上の普及誌 － － － 15.0 －
g）館報・年報（*10） 34.2 34.9 35.5 35.2 37.2 
研究紀要 21.8 22.1 22.2 22.2 －
外部出版社から発行される一般書 － － － 6.3 －
h）ビデオ、DVD など映像ソフト 8.0 9.6 10.3 － 8.3 

注）*1：いずれも、「している」または「行っている」館の割合 
　　*2：平成 20 年調査；学校に出かけていっての説明 
　　*3：平成 20 年調査：公民館など社会教育施設へのポスター、ちらしの配布 
　　　　平成 25 年調査：社会教育施設や各種団体へのポスター、ちらしの配布 
　　*4：平成 20 年調査：自治体の広報紙への掲載 
　　*5：平成 25 年調査：プレスへの広報依頼 
　　*6：平成 20 年調査：車内広告、平成 25 年調査：各種交通機関での広告 
　　*7：平成 20 年調査：ホームページによる広報 
　　*8：平成 20 年調査：電子メールを使った広報 
　　*9：平成 25 年調査：無償のニュースリーフレット 
　　*10：令和元年調査：館報・年報（研究論文が掲載された館報・年報を含む）
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ら の 全 体 傾 向 を 捉 え る よ う な 時 系 列 比 較 は 難 し い。 そ の こ と に 留 意 し な が ら み て い き た い。

こ の 十 数 年 で 大 幅 に 増 え て い る 広 報 活 動 は、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い た 活 動 で あ る。 最 も 多 く

の 館 で 行 わ れ て い る の が 「ウ ェ ブ サ イ ト （ホ ー ム ペ ー ジ） に よ る 広 報」 の 86.6％ で あ る。 ま た

「Twitter や Facebook 等、SNS を 使 っ た 広 報 」 は、 前 回 調 査 よ り 30 ポ イ ン ト 近 く 増 え て 52.8％

の 館 で 行 っ て い る。 平 成 ９ 年 調 査 以 来、 過 半 数 の 館 で 行 わ れ て い た 「地 方 公 共 団 体 の 広 報 紙 へ

の 掲 載」（71.2％）、「新 聞 ･ 雑 誌、テ レ ビ ･ ラ ジ オ へ の プ レ ス リ リ ー ス ･ 広 報 依 頼」（70.8％）、「社

会 教 育 施 設 や 社 会 教 育 団 体 へ の ポ ス タ ー、 チ ラ シ の 配 布 」（66.5％）、「 学 校 へ の ポ ス タ ー、 チ

ラ シ の 配 布」（66.2％） は、10 ポ イ ン ト 前 後 の 変 動 を し つ つ も、 今 回 も ３ 分 の ２ 程 度 の 館 で 行

わ れ て い る。 そ の 一 方 で、 や や 減 っ て い る の が 「個 人 宛 ダ イ レ ク ト ･ メ ー ル の 送 付」 で、 こ れ

ま で で 一 番 少 な い 22.5％ に と ど ま っ て い る。

な お、出 版 活 動 の 諸 項 目 で は、「常 設 展 図 録」（25.1％） と 「『ニ ュ ー ス』 等 の 普 及 誌」（24.7％）

が 若 干 減 っ た 程 度 で、 全 体 と し て は め だ っ た 変 化 は み ら れ な い。
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17．観光 ･ インバウンドへの取り組み状況

「観 光 客 の 利 用 を 促 す 取 り 組 み」 を し て い る 館 は 50.0％。 最 も 多 く の 館 で 取 り 組 ん で い る の が

「国 ・ 自 治 体 の 観 光 部 局 や 観 光 協 会 と の 連 携 ・ 情 報 共 有」（87.1％） で、「旅 行 会 社 が 企 画 し た ツ

ア ー の 受 け 入 れ」（80.5％）、「周 辺 施 設 ・ 店 舗 の 案 内 マ ッ プ へ の 掲 載」（74.9％） が 続 い て い る。

表 ２ － ２ １ 　 観 光 ・ イ ン バ ウ ン ド へ の 取 り 組 み （ 全 体 ）（Q １ ６ － １ ） 　（ ％ ）

国 土 交 通 省 観 光 庁 の デ ー タ に よ れ ば、 訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 は、 平 成 24 年 （2012 年 ） に は、

東 日 本 大 震 災 の あ っ た 前 年 を 除 く そ れ ま で の 数 年 間 と だ い た い 同 じ 836 万 人 だ っ た が、 そ れ

以 降 は 毎 年 ４ ～ 500 万 人 単 位 で 増 加 し て、 令 和 元 年 （2019 年 ） に は 3188 万 人 の 外 国 人 旅 行

者 が 日 本 を 訪 れ た。 観 光 客 の 中 に は、 博 物 館 や 動 物 園 ･ 水 族 館 等 を 訪 れ る も の も 多 く い る だ ろ

う。

そ こ で、 令 和 元 年 調 査 の 新 規 項 目 と し て、 外 国 人 に 限 ら ず、 日 本 人 も 含 め て、「 観 光 ･ イ ン

バ ウ ン ド へ の 取 り 組 み 」 に つ い て 尋 ね た。「 観 光 客 の 利 用 を 促 す 取 り 組 み 」 を し て い る 館 は

50.0％ で あ る。 そ の う ち、 最 も 多 く の 館 が 取 り 組 ん で い る の が 「国 ・ 自 治 体 の 観 光 部 局 や 観 光

協 会 と の 連 携・情 報 共 有」 の 87.1％ で、 ほ と ん ど の 館 が 取 り 組 ん で い る。 そ れ に 続 く の が 「旅

行 会 社 が 企 画 し た ツ ア ー の 受 け 入 れ 」（80.5％） と 「 周 辺 施 設 ・ 店 舗 の 案 内 マ ッ プ へ の 掲 載 」

（74.9％） で あ る。 一 方 で、 最 も 少 な い 取 り 組 み が 「「通 訳 案 内 士」 の 入 館 に 関 す る 優 遇 措 置」

の 10.4％ だ っ た。

令 和 ２ 年（2020 年）は い わ ゆ る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症（COVID-19）の 世 界 的 な 流 行 に よ っ

て、 外 国 人 旅 行 者 の 入 国 は も ち ろ ん、 国 内 の 観 光 旅 行 も 多 く は 望 め な い が、 将 来 的 に は 外 国 人

旅 行 者 も 日 本 人 観 光 客 も、 博 物 館 に と っ て 重 要 な 入 館 者 に な っ て い く で あ ろ う。「観 光 客 の 利

用 を 促 す 取 り 組 み」 が 今 後 ど の よ う に 変 わ っ て い く か、 注 視 し た い。

令和元年
（N=2,314）

観光客の利用を促す取り組み
1. している 50.0 
2. していない 44.4 
無回答 5.6 

取り組みしている

観光客の利用を促す取り組みの具体 （N=1,158）
a）周辺施設・店舗の案内マップへの掲載 74.9 
b）半券提示による周辺施設・店舗の料金割引 21.6 
c）近隣施設で企画する周遊パスへの参加 39.3 
d）国・自治体の観光部局や観光協会との連携・情報共有 87.1 
e）旅行会社が企画したツアーの受け入れ 80.5 
f）「通訳案内士」の入館に関する優遇措置 10.4 
g）入館者のＳＮＳ発信、口コミを増やす試み 51.2 
h）ウェブ上の観光サイトへ情報発信 64.7 
i）口コミサイトでの利用者の感想・評価の把握と改善 25.7 
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18．「友の会」の状況

「友 の 会」が あ る 館 は 22.0％。 個 人 会 員 数 の 平 均 値 が 333 人 と 全 ５ 回 の 調 査 で 一 番 少 な く な っ

て い る 一 方 で、 家 族 会 員 数 （ 平 均 値 ＝ 71 家 族 ） と 団 体 会 員 数 （ 平 均 値 ＝ 20 団 体 ） の 減 少 傾 向

は 止 ま っ て い る。 会 の 活 動 で は 「宿 泊 を 伴 う 学 習 会・見 学 会 等 の 実 施」（16.9％） と 「上 記 （博

物 館 の 行 事 ） 以 外 の 博 物 館 の 活 動 へ の 協 力 」（17.8％） が、 会 員 の 特 典 で は 「 展 示 以 外 の 館 の

行 事 へ の 優 先 参 加」（29.4％） が 前 回 よ り 数 ポ イ ン ト 減 っ て い る。

「友 の 会」 の 状 況 に つ い て は、 会 の 活 動 と 会 員 の 特 典 の 項 目 が 平 成 25 年 調 査 の 際 に 一 部 改 変

さ れ た。 令 和 元 年 調 査 で も 若 干 の 改 変 を 行 っ た。

「友 の 会」 が あ る 館 は 22.0％ で、 全 ５ 回 の 調 査 で ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。 会 員 数 は、 個 人

会 員 数 の 平 均 値 が 333 人 で 中 央 値 が 108 人 と、 平 成 16 年 調 査 以 降 の 増 加 傾 向 か ら 一 転 し て 全

５ 回 で 一 番 少 な い 人 数 に な っ て い る。 そ の 一 方 で、 家 族 会 員 数 （平 均 値 ＝ 71 家 族） は 平 成 16

年 調 査 以 降 の、団 体 会 員 数（平 均 値 ＝ 20 団 体）は 平 成 ９ 年 調 査 以 降 の 減 少 傾 向 が 止 ま っ て い る。

年 会 費 は、 い ず れ の 会 員 区 分 で も 平 均 値 が 上 が っ て い る が、 こ れ ま で の 調 査 で も 変 動 が み ら れ

る の で、 全 体 的 に 値 上 げ し た の か、 各 回 の 調 査 で 回 答 し た 館 の 違 い が 現 れ た の か は、 て い ね い

に 検 討 す る 必 要 が あ る。 会 の 活 動 と 会 員 の 特 典 に つ い て は、 全 体 と し て は 際 だ っ た 変 化 は 認 め

ら れ な い が、 会 の 活 動 の う ち の 「宿 泊 を 伴 う 学 習 会・見 学 会 等 の 実 施」（16.9％） と 「上 記 （博

物 館 の 行 事） 以 外 の 博 物 館 の 活 動 へ の 協 力」（17.8％） が、 会 員 の 特 典 の う ち の 「展 示 以 外 の

館 の 行 事 へ の 優 先 参 加」（29.4％） が 前 回 よ り 数 ポ イ ン ト 減 っ て い る。
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平成９年 平成 16 年 平成 20 年 平成 25 年 令和元年

「
友
の
会
」

有無（％）

（N=1,891）（N=2,030）（N=2,257）（N=2,258）（N=2,314）
1. ある 21.3 23.5 22.2 23.7 22.0 
2. ない 75.9 74.9 76.0 73.4 74.3 
無回答 2.8 1.6 1.9 2.9 3.8 

あ
る

会
員
数

a）個人会員
（人）

（N=379） （N=443） （N=472） （N=506） （N=485）
平均値 443 374 437 507 333 
中央値 178 154 150 140 108 

b）家族会員
（家族）

（N=84） （N=112） （N=131） （N=209） （N=160）
平均値 141 179 112 68 71 
中央値 51 41 33 10 14 

c）団体会員
（団体）

（N=98） （N=129） （N=145） （N=233） （N=199）
平均値 69 46 35 16 20 
中央値 17 10 13 4 8 

d）その他
（件）

（N=75） （N=98） （N=107） （N=193） （N=147）
平均値 132 100 180 19 54 
中央値 25 20 10 1 7 

年
会
費

a）個人会員
（円）

（N=353） （N=444） （N=447） （N=510） （N=484）
平均値 2,765 2,574 2,754 2,409 2,536 
中央値 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 

b）家族会員
（円）

（N=89） （N=122） （N=138） （N=189） （N=150）
平均値 4,472 4,055 4,214 2,494 2,683 
中央値 3,500 3,000 3,000 2,500 3,000 

c）団体会員
（円）

（N=95） （N=129） （N=147） （N=209） （N=188）
平均値 19,787 29,240 23,791 18,904 26,649 
中央値 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 

d）その他
（円）

（N=76） （N=98） （N=108） （N=165） （N=142）
平均値 10,882 11,558 12,122 7,299 8,072 
中央値 10,000 5,000 9,000 1,000 2,000 

会
の
活
動　

（％） 
　

（*1）

（N=403） （N=478） （N=500） （N=535） （N=510）
1. 会報の発行 63.8 61.7 62.0 52.0 57.6 
2. 日帰りの学習会・見学会等の実施 － － － 64.5 62.2 
3. 宿泊を伴う学習会・見学会等の実施 － － － 23.7 16.9 
学習会の開催 57.8 47.7 46.2 － －
研修旅行 16.6 － － － －
4. 博物館の行事への協力 44.9 52.9 53.4 48.6 44.1 
5. 上記以外の博物館の活動への協力（*2） － － － 23.6 17.8 
6. その他 22.3 37.9 42.8 21.3 20.0 
無回答 10.2 12.1 8.6 9.3 2.9 

会
員
の
特
典　

（％） 

　

（*1）

（N=403） （N=478） （N=500） （N=535） （N=510）
1. 常設展への無料・割引入館 70.3 72.6 71.0 74.6 70.6 
2. 特別（企画）展への無料・割引入館 59.9 61.5 65.2 65.6 63.7 
3.「友の会」会員を対象にした特別鑑賞会等への入場 － － － － 15.7 
4. その他、内覧会、特別鑑賞会等への入場 － － － － 14.5 
5. ミュージアム・ショップ販売品割引 29.2 30.1 35.4 34.4 32.5 
6. レストラン、カフェ割引 － － － 19.3 15.9 
7. 展示以外の館の行事への優先参加（*3） 40.6 35.8 43.4 38.8 29.4 
8. 館の施設・設備の優先利用 20.3 14.6 20.0 15.7 14.9 
会報の受領 64.9 61.3 66.2 63.6 －
9. その他 13.1 12.1 18.0 15.7 15.9 
無回答 5.2 8.6 4.8 4.1 2.5 

注）*1：複数回答 
注）*2：平成 25 年調査：その他、博物館の活動への支援・補助 
注）*3：平成 25 年調査まで：館の行事への優先参加

表 ２ － ２ ２ 　「 友 の 会 」 の 状 況 （ Ｑ １ ８ － １ 、 Ｑ １ ８ － １ － １ 、 Ｑ １ ８ － １ － ５ 、 Ｑ １ ８ － １ － ６ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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19．他の館園、社会教育機関、地域との連携 ･ 協力

国 内 の 他 の 館 園 と の 連 携 ･ 協 力 が あ る 館 は 61.5％ で、 こ れ ま で の 増 加 傾 向 が 止 ま っ て 若 干 少

な く な っ た。 連 携 ･ 協 力 の 内 容 で 一 番 多 い の は「資 料 の 貸 借」（89.6％）で、「共 同 広 報」（42.4％）

が 前 回 調 査 よ り 10 ポ イ ン ト 以 上 増 え て い る。 社 会 教 育 機 関 や 地 域 と の 連 携 ･ 協 力 で 多 く み ら

れ る の は、「地 方 自 治 体 主 催 の 生 涯 学 習 活 動 と 連 携 し て 事 業・活 動 を 行 う こ と」（56.2％） と 「観

光 協 会、 旅 行 業 者 等 と 連 携 ・ 協 力 す る こ と」（56.0％） で あ る。

表 ２ － ２ ３ 　 他 館 園 と の 連 携 ・ 協 力 の 状 況 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q １ ９ － １ 、 Q １ ９ － １ － ２ 、 Q

１ ９ － ３ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ２ － ２ ４ 　 社 会 教 育 機 関 ・ 地 域 と の 連 携 ・ 協 力 の 状 況 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）（Q ２ ０ － ２ ） 　（ ％ ）

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258）

令和元年
（N=2,314）

部
外
連
携
・
交
流

国内の館園
との連携・
協力（*1） 
　　

1. ある 50.3 48.1 61.6 64.4 61.5 
2. ない 48.4 50.3 37.4 32.9 34.3 
無回答 1.2 1.6 0.9 2.7 4.1 

（N=952） （N=976） （N=1,391）（N=1,455）（N=1,424）

ある
連携・協力
の内容 
 （*2）（*3）

a）資料の貸借 85.3 82.4 89.6 88.8 89.6 
b）資料の交換 27.0 23.7 18.5 17.7 14.2 
c）展覧会の共同実施 18.6 26.6 35.4 42.2 44.5 
d）館同士の共同研究 4.1 7.1 7.5 11.0 10.1 
e）学芸員の派遣・受入れ 7.0 6.0 5.8 6.9 7.6 
f）共同広報 － － － 31.9 42.4 
g）イベント共催 － － － 42.6 47.4 
h）職員の合同研修 － － － 19.7 17.3 
i）災害時援助 － － － 10.9 7.4 
その他 11.1 16.0 11.8 8.5 －
無回答（*3） 0.5 1.2 0.5 － －

外国の館園
との定期的
な交流

1. 実施している 6.2 3.4 3.9 4.6 5.9 
2. 実施していない 95.8 91.1 91.8 91.1 89.3 
無回答 4.2 5.5 4.3 4.3 4.8 

注） *1：平成 9 年調査では「連携・交流」 
注） *2：平成 25 年調査までは、調査時点での実施状況を、令和元年調査では、過去 5 年間の実施状況を尋ねた　　 
注） *3：令和元年調査：その他は自由記述に変更 
注） *4：平成 20 年調査までは、複数回答、平成 25 年調査、令和元年調査では、項目ごとに実施の有無を尋ねた 

平成９年
（N=1,891）

平成 16 年
（N=2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 25 年
（N=2,258）

令和元年
（N=2,314）

社
会
教
育
機
関
等
と
の
連
携

（*1）

社会教育機
関等との連
携

a） 地方自治体主催の生涯学習活動と連携して
事業・活動を行うこと 40.0 43.2 42.4 52.2 56.2 

b） 民間のカルチャー・スクールと連携して事業・
活動を行うこと 6.8 6.6 13.2 12.4 11.9 

c） 地域の自主的な学習サークルの活動に協力
すること 35.7 38.1 41.8 46.5 43.9 

d） 地域の自主的な学習サークルに館への協力
を求めること － － 23.5 26.0 18.0 

e） 地域住民やサークル・団体に館の施設を提
供すること － － 39.9 46.6 42.4 

地域との
連携

f） 地元の企業・業者・事業所等と協賛・協力
し合って事業・活動を行うこと － － 25.0 28.0 29.9 

g） 地元の企業・業者・事業所等のつくる団体
と協賛・協力し合って事業・活動を行うこと － － 30.6 34.2 31.6 

h） 町づくりや町の活性化を目的に行政・市民
等の団体と協力して事業・活動を行うこと － － 41.5 48.4 45.9 

i） 観光協会、旅行業者等と連携・協力するこ
と － － 44.9 57.8 56.0 

注）*1：平成 25 年調査までは、その時点で「よくある」と「時々ある」を合わせた値、令和元年調査は、過去 5 年くらいの
実施状況について「してきている」の値 
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平 成 20 年 調 査 の 報 告 書 で は、「連 携 ･ 協 力 に 関 わ る 問 題 ･ 課 題」 と し て 次 の よ う に 指 摘 さ れ

て い る。

「我 が 国 の 博 物 館 に は 規 模 の 小 さ な 館 が 多 い。 さ ら に 館 を 支 え る 人 的 ･ 財 政 的 基 盤 が 厳 し く

な っ て い る。 で あ れ ば こ そ、 相 互 の 連 携 協 力 が 必 要 で あ る。 博 物 館 は 館 種 も 様 々、 そ れ ぞ れ が

特 徴 的 で 多 様 で あ る。 既 成 の 枠 に 囚 わ れ な い 『新 た な 知』 の あ り よ う を 考 え た 時、 多 様 性 を 内

に 秘 め た 博 物 館 の 世 界 は そ の 開 発 ･ 開 拓 に 大 き な 役 割 を 果 た す も の と 期 待 さ れ る。 で あ れ ば こ

そ、 相 互 の 連 携 協 力 が 期 待 さ れ る。」

こ の 前 提 の も と に、 他 の 館 園、 社 会 教 育 機 関、 地 域 と の 連 携 ･ 協 力 の 状 況 を み て み よ う。 は

じ め に、表 ２ － 23 で 他 の 館 園 と の 連 携 ･ 協 力 の 状 況 を み て み る と、国 内 の 他 の 館 園 と の 連 携 ･ 

協 力 が あ る 館 は 61.5％ で、 平 成 16 年 調 査 以 降 の 増 加 傾 向 が 止 ま っ て 若 干 少 な く な っ た。 他 の

館 園 と の 連 携 ･ 協 力 の 内 容 で 一 番 多 い の は 「資 料 の 貸 借」（89.6％） で、平 成 ９ 年 調 査 か ら ず っ

と 80％ 台 で ほ と ん ど 変 わ っ て い な い。 前 回 か ら の 変 化 は 大 き く な い が、「資 料 の 交 換」 は 平 成

９ 年 調 査 の 27.0％ か ら 14.2％ に ま で ほ ぼ 半 減 し た 一 方 で、「展 覧 会 の 共 同 実 施」 は 18.6％ か ら

２ 倍 以 上 増 え て 44.5％ に な っ て い る。 前 回 の 平 成 25 年 調 査 か ら 尋 ね 始 め た 「共 同 広 報」 は 10

ポ イ ン ト 以 上 増 え て 42.4％ に な っ た。 こ の よ う に、 全 ５ 回 の 調 査 の 全 体 傾 向 と し て は、 国 内 の

他 の 館 園 と の 連 携 ･ 協 力 を す る 館 は 増 え て い る が、 具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て は 変 動 が あ る こ

と が 見 て 取 れ る。

な お、 外 国 の 館 園 と の 定 期 的 な 交 流 を 実 施 し て い る の は 5.9％ で、 平 成 16 年 調 査 以 降 は わ ず

か な が ら に 増 え て き て い る が、 平 成 ９ 年 調 査 の 6.2％ に は 及 ば な い。

次 に、 表 ２ － 24 で 社 会 教 育 機 関 と 地 域 と の 連 携 ･ 協 力 の 状 況 を み て み る。 社 会 教 育 機 関 と

の 連 携 ･ 協 力 で 多 く み ら れ る の は、「地 方 自 治 体 主 催 の 生 涯 学 習 活 動 と 連 携 し て 事 業 ・ 活 動 を

行 う こ と 」 の 56.2％ で、 平 成 ９ 年 調 査 の 40.0％ か ら 16 ポ イ ン ト も 増 え て き て い る。 一 方 で、

他 の 連 携 項 目 は、 平 成 25 年 調 査 ま で は や や 増 え る 傾 向 に あ っ た の に、 令 和 元 年 調 査 で は 平 成

25 年 調 査 と 比 べ て ほ ぼ 同 じ か 数 ポ イ ン ト 少 な く な っ て い る。 地 域 と の 連 携 ･ 協 力 で 多 く み ら

れ る の は、「観 光 協 会、 旅 行 業 者 等 と 連 携 ・ 協 力 す る こ と」 の 56.0％ で、 調 査 を 始 め た 平 成 20

年 調 査 か ら 11 ポ イ ン ト 増 え て い る。 し か し、 他 の 連 携 項 目 は、 平 成 25 年 調 査 と 比 べ て ほ ぼ

同 じ か わ ず か な が ら 少 な く な っ て い る。 全 体 の 傾 向 と し て は、 一 部 の 取 り 組 み は 増 え る 傾 向 に

あ る の に、 他 の 取 り 組 み は 変 わ ら な い か 減 っ て き て い る の で、 社 会 教 育 機 関 や 地 域 と の 連 携 ･

協 力 は 特 定 の 取 り 組 み に 特 化 し て い く の か も し れ な い。 た だ し、 ま だ 調 査 し て ３ 回 目 の 項 目 が

多 い の で、 は っ き り し た 傾 向 と い え る か ど う か は、 次 回 以 降 の 調 査 に 委 ね る こ と に し た い。
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第 3 章　調査結果

〈概況〉

１．館の設置、管理、運営

（１） 設 置 　

「 設 置 者 区 分 」 は 、「 政 令 指 定 都 市 以 外 の 市 、東 京 特 別 区 」 が 43.3％ で 最 も 多 く 、次 い で 「 町 」

（11.6％ ）、「 都 道 府 県 」（9.8％ ）、「 公 益 財 団 法 人 、 公 益 社 団 法 人 」（8.9％ ）、「 民 間 企 業 」（5.4％ ）

で あ る 。
表 ３ － １ － １ 　 設 置 者 の 区 分 「Q ３ － １ 」

（２） 管 理

公 立 館 の う ち 、「 教 育 委 員 会 所 管 」 は 64.4％ で あ り 、「 首 長 部 局 所 管 」 は 30.2％ で あ る 。
表 ３ － １ － ２ 　 公 立 館 の 所 管 「Q ３ － ２ 」

公立館の所管 館数 （％）
教育委員会所管 1,065 64.4
首長部局所管 499 30.2
教育委員会と首長部局との共管 45 2.7
無回答 45 2.7
全体　N= 1,654 100.0

設置者区分 館数 （％）
国 17 0.7
国の独立行政法人 16 0.7
国立大学法人・大学共同利用機関法人 30 1.3
都道府県 227 9.8
政令指定都市 112 4.8
政令指定都市以外の市、東京特別区 1,003 43.3
町 268 11.6
村 32 1.4
組合 12 0.5
地方の独立行政法人 4 0.2
公益財団法人、公益社団法人 207 8.9
一般財団法人、一般社団法人 54 2.3
11,12 以外の非営利法人 14 0.6
民間企業 125 5.4
個人 41 1.8
その他 2 0.1
宗教法人 82 3.5
学校法人 68 2.9
無回答 0 0.0
全体　N= 2,314 100.0
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公 立 館 の う ち 、 指 定 管 理 者 制 度 が す で に 「 導 入 さ れ て い る 」「 導 入 が 決 ま っ て い る 」「 導 入 が

検 討 さ れ て い る 」 と こ ろ は 、 合 わ せ て 32.6％ 。
表 ３ － １ － ３ 　 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 状 況 （ 公 立 館 ）「Q ３ － ３ 」

指 定 管 理 者 制 度 が す で に 導 入 さ れ て い る （ 一 部 導 入 を 含 む ） 館 を 館 種 別 で み る と 、「 動 物 園 」

「 水 族 館 」「 植 物 園 」「 動 水 植 」 は ど れ も ６ 割 以 上 。
表 ３ － １ － ４ 　 指 定 管 理 者 制 度 の 館 種 別・設 置 者 別 の 導 入 状 況（ 公 立 館 ／ 全 体 ／ 館 種 ／ 設 置 者 別 ）「Q

３ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

「動 物 園」「水 族 館」「植 物 園」「動 水 植」 に 次 い で、「理 工」 が 約 5 割 で あ る。 公 立 館 の 中 で

設 置 者 別 を み る と、「県 立」 で は 47.2％ が 導 入 し て い る が、 町 村 立 で は 13.8％ と 低 い。

指 定 管 理 者 の 団 体 を み る と 、「 １. 設 置 者 で あ る 地 方 公 共 団 体 が 出 資 し て い る 公 益 財 団 法 人 」

が 全 体 の ４ 割 以 上 。
表 ３ － １ － ５ 　 指 定 管 理 者 の 団 体 （ 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ て い る 館 ）「Q ３ － ３ － １ 」（ ％ ）

次 い で、「６． 民 間 企 業」 が 23.3％、「NPO 法 人」 が 7.3％ で あ る。 ま た、 設 置 者 が 出 資 し て

い る 法 人 （１、 ２） が 49.1％ で あ る。 な お、 こ の 設 問 は 複 数 回 答 で あ る が、 指 定 管 理 者 の 団 体

が 単 体 で あ る 館 は 94.4％ で あ り、２ お よ び ３ つ の 団 体 が 指 定 管 理 者 で あ る 館 は 2.8％ で あ っ た。

指定管理者制度の導入 館数 （％）
導入されている（一部に導入されている場合を含む） 467 28.2
導入が決まっている 4 0.2
導入が検討されている 70 4.2
導入する予定はない 1048 63.4
一度導入されたが、その後、直営となった 37 2.2
その他 0 0.0
無回答 28 1.7
全体　N= 1,654 100.0

N= 指定管理者制度が導入されている（一部に導入されて
いる場合を含む）

全体 1,654 28.2

館
種

総合 91 24.2
郷土 240 12.1
美術 265 34.7
歴史 821 24.8
自然史 76 31.6
理工 71 52.1
動物園 33 60.6
水族館 25 64.0
植物園 25 68.0
動水植 7 85.7

設
置
者

県立 339 47.2
市立 1,003 26.3
町村立 312 13.8

N=

指定管理者団体（複数回答）
1． 設 置 者 で あ
る地方公共団体
が出資している
公益財団法人

2． 設 置 者 で あ
る地方公共団体
が出資している
一般財団法人

3．上記 1．
以 外 の 公
益 財 団 法
人

4．上記 2．
以 外 の 公
益 財 団 法
人

5．公益社
団法人、一
般 社 団 法
人

6．民間企
業

7．NPO 法
人

8．その他

467 41.8 7.3 5.4 1.9 5.1 23.3 7.3 8.1
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館 種 別 に み る と 、 設 置 者 が 出 資 し て い る 法 人 の 割 合 が 高 い 館 は 、 美 術 （60.9 ％ ）、 動 物 園

（60.0％ ）、 植 物 園 （52.9％ ）。
表 ３ － １ － ６ 　 指 定 管 理 者 の 団 体 の 館 種 別・設 置 者 別 の 割 合 （ 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ て い る 館 、

全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ３ － ３ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

民 間 企 業・NPO 法 人 の 割 合 が 高 い 館 は、理 工 （45.9％）、総 合 （45.5％）、郷 土 （41.4％） で あ る。

一 方、 公 立 館 の う ち の 設 置 者 別 で は、 設 置 者 が 出 資 し て い る 法 人 の 割 合 は 「県 立」「市 立」「町

村 立」 の 順 で 多 く、 反 対 に 民 間 企 業 ・NPO 法 人 の 割 合 は 逆 に 「町 村 立」「市 立」「県 立」 の 順 と

な っ て い る。

指 定 管 理 移 行 年 を み る と 、 2003 年 か ら 2019 年 ま で の 回 答 が あ っ た が 、 も っ と も 多 い 年 は 、

2003 年 に 法 律 が 改 正 さ れ た 際 に 猶 予 期 間 と さ れ て い た ３ 年 後 の 2006 年 （42.5％ ）。

指 定 管 理 契 約 期 間 で も っ と も 多 か っ た の は ５ 年 間 で 68.3％ 。
表 ３ － １ － ７ 　 指 定 管 理 契 約 期 間 （ 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ３ －

３ － １c」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

指 定 管 理 契 約 期 間 の 幅 は 1 年 間 か ら 30 年 間 ま で あ っ た が、10 年 間 以 上 の 割 合 の 高 い 館 種 は、

「動 物 園」（25.0％）が 最 も 高 く、次 い で「動 水 植」（16.7％）、「水 族 館」（12.6％）、「植 物 園」（11.8％）、

「理 工」（10.8％） で あ っ た。 そ の ほ か の 館 種 で は 5％ 以 下 で あ っ た。

N= 指定管理契約期間（年） 合計1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10 年 12 年 13 年 14 年 30 年 無回答
全体 467 1.3 1.3 11.8 7.5 68.3 0.6 1.1 0.9 0.2 4.1 0.2 0.4 0.4 0.4 1.5 100.0

館
種

総合 22 0.0 4.5 9.1 4.5 72.7 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
郷土 29 0.0 3.4 27.6 3.4 62.1 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
美術 92 1.1 3.3 10.9 6.5 67.4 2.2 0.0 1.1 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 100.0
歴史 204 2.5 .5 13.2 5.9 71.6 0.0 .5 1.0 0.0 2.5 0.0 0.0 1.0 0.0 1.5 100.0
自然史 24 0.0 0.0 12.5 4.2 75.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 100.0
理工 37 0.0 0.0 5.4 18.9 62.2 0.0 2.7 0.0 0.0 5.4 0.0 2.7 0.0 2.7 0.0 100.0
動物園 20 0.0 0.0 5.0 15.0 55.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
水族館 16 0.0 0.0 6.3 6.3 62.5 0.0 6.3 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 6.3 0.0 100.0
植物園 17 0.0 0.0 0.0 17.6 64.7 0.0 5.9 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 100.0
動水植 6 0.0 0.0 16.7 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

N=

指定管理者団体（複数回答）
1．設置者である
地方公共団体が出
資している公益財
団法人

2．設置者である
地方公共団体が出
資している一般財
団法人

1、2 の合計 6．民間企業 7．NPO 法人 6、7 の合計

全体 467 41.8 7.3 49.0 23.3 7.3 30.6

館
種

総合 22 36.4 13.6 50.0 36.4 9.1 45.5
郷土 29 31.0 13.8 44.8 34.5 6.9 41.4
美術 92 52.2 8.7 60.9 18.5 6.5 25.0
歴史 204 41.7 3.9 45.6 21.1 6.9 27.9
自然史 24 16.7 16.7 33.3 20.8 16.7 37.5
理工 37 48.6 2.7 51.4 37.8 8.1 45.9
動物園 20 50.0 10.0 60.0 15.0 0.0 15.0
水族館 16 31.3 12.5 43.8 25.0 6.3 31.3
植物園 17 41.2 11.8 52.9 29.4 5.9 35.3
動水植 6 16.7 0.0 16.7 0.0 16.7 16.7

設
置
者

県立 160 51.3 4.4 55.6 24.4 3.8 28.1
市立 264 40.9 7.2 48.1 22.0 8.7 30.7
町村立 43 11.6 18.6 30.2 27.9 11.6 39.5
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指 定 管 理 業 務 の 範 囲 と し て 、「 館 の 全 業 務 」 と 回 答 し た 館 が 79.7 ％ 、「 館 の 業 務 の 一 部 」 が

17.1％ 。
表 ３ － １ － ８ 　 指 定 管 理 業 務（ 指 定 管 理 者 制 度 が 導 入 さ れ て い る 館 、全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ３ － ３ － １d」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

図 ３ － １ － １ 　「 館 の 業 務 の 一 部 」 の 業 務 内 容 （ 指 定 管 理 さ れ て い る の が 館 の 業 務 の 一 部 、 N=80、

複 数 回 答 ）「Q ３ － ３ － １d ア 」

「館 の 業 務 の 一 部」 の 内 容 を 見 る と、「４． 入 館 者 へ の サ ー ビ ス 業 務 （受 付、 案 内、 展 示 看 視

等）」、「５． 施 設 管 理 業 務 （警 備、 清 掃、 設 備 等 の 保 守 等）」 が 90％ 以 上 で あ る 一 方、「１． 学

芸 業 務」、「８． レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ の 経 営」 が 20％ 台 と 少 な い。

指 定 管 理 者 制 度 （平 成 15 年 地 方 自 治 法 改 正） は、「公 の 施 設 の 設 置 の 目 的 を 効 果 的 に 達 成 す

る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は、条 例 の 定 め る と こ ろ に よ り、法 人 そ の 他 の 団 体 （財 団 法 人、

営 利 法 人、NPO、 任 意 団 体 な ど） が 公 の 施 設 の 管 理 を 行 う こ と が で き る」 と い う 制 度 で あ る。

N= 指定管理業務
館の全業務 館の業務の一部

全体 467 79.7 17.1

館
種

総合 22 59.1 40.9
郷土 29 72.4 27.6
美術 92 78.3 18.5
歴史 204 79.4 15.2
自然史 24 79.2 20.8
理工 37 86.5 13.5
動物園 20 90.0 5.0
水族館 16 87.5 12.5
植物園 17 94.1 5.9
動水植 6 83.3 16.7
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平 成 18 年 に は、 総 務 省 自 治 行 政 局 長 が 「多 様 化 す る 住 民 の ニ ー ズ に よ り 効 果 的、 効 率 的 に 対

応 す る た め、公 の 施 設 の 管 理 に 民 間 の 能 力 を 活 用 し つ つ、住 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る と と も に、

経 費 の 節 減 な ど を 図 る」 の が こ の 制 度 の 目 的 で あ る、 と の 通 知 が 出 さ れ た。

こ の 「 通 知 」 後 の 平 成 20 年 に 行 わ れ た 博 物 館 総 合 調 査 と 今 回 の 調 査 と を 比 較 し て み る と、

以 下 の 変 化 を 読 み 取 る こ と が で き る。

１） 指 定 管 理 者 の 団 体 ： 設 置 者 が 出 資 し て い る 法 人 は 57.7％ → 49.0％、 民 間 企 業 ・NPO 法 人

が 17.2％ → 30.6％

２）指 定 管 理 契 約 期 間 ： 最 多 の 年 数 3 年 間（46.3％）→ ５ 年 間（68.3％）、 ６ 年 間 以 上 が 2.5％

→ 8.3％

「通 知」 に あ る 「民 間 の 能 力 の 活 用」 と い う 点 で は、 民 間 企 業・NPO 法 人 の 割 合 が 増 加 し て い

るのは望ましい傾向と言える。 一方、 設置者が出資している法人は通常は財団法人などであるの

で、 これも民間組織と位置づけることができる。 しかし、 設置者である自治体からの職員・退職

者 の 割 合 が 高 い 組 織、 そ の 組 織 の 意 思 決 定 や 運 用 ル ー ル が 自 治 体 の そ れ と 変 わ ら な い 組 織 で は、

「民間の能力」 が発揮されないケースも存在している。「設置者が出資している法人」 に属する組

織の実態まではこの調査からはわからないが、指定管理者団体の約半数がこのような法人である。

ま た、「多 様 化 す る 住 民 の ニ ー ズ に よ り 効 果 的、効 率 的 に 対 応 す る」ま た は「経 費 の 節 減 を 図 る」

た め に は、 一 つ の 組 織 が 長 期 間 で 指 定 管 理 契 約 を 請 け 負 っ て、 当 該 地 域 で 独 占 的 に サ ー ビ ス を

提 供 し 続 け る こ と が 本 当 に 望 ま し い こ と な の か ど う か 疑 問 が 残 る。

このような現 状は、 指 定 管 理 者 制 度が 公 立 博 物 館 経 営に馴 染 むかどうかという課 題が 存 在して

いることを あらた め て 示して いると考 える。 平 成 20 年 度 に 行 わ れ た 調 査と 今 回 の 調 査 で は、 制

度 導 入に関する設問に 「一 度 （この制 度 が） 導 入されたが、 その 後、 直 営となった」という選 択

肢がある。 件 数としては少数であるが、前回は３館 （0.3％） であったのが、今回は 37 館 （2.2％）

と割 合（％）では約７倍に増 加している。このことからも、この課 題の存 在を確 認することができる。

（３） 運 営

館 「 独 自 の 目 的 ・ 使 命 」 を 設 定 し て い る と こ ろ は ほ ぼ 50％ 。
表 ３ － １ － ９ 　 館 の 「 独 自 の 目 的 ・ 使 命 」 の 設 定 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ３ － ４ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　（ ％ ）
N= 独自の目的・使命設定している

全体 2,314 49.4

館
種

総合 129 68.2
郷土 248 29.8
美術 497 57.1
歴史 1,108 45.5
自然史 101 47.5
理工 102 66.7
動物園 41 58.5
水族館 44 63.6
植物園 34 47.1
動水植 10 90.0

設
置
者

国立 63 76.2
県立 343 63.8
市立 1,003 40.9
町村立 312 37.2
公益法人 425 61.6
会社、個人等 168 52.4
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館 種 別 に み る と、「総 合」「理 工」「水 族 館」「動 水 植」 で は 60％ 以 上 が 設 定 し て い る。 ま た、

設 置 者 別 に み る と 「国 立」「県 立」「公 益 法 人」 が い ず れ も、60％ 以 上 の 設 定 率 と な っ て い る。

館「 独 自 の 目 的・使 命 」の 公 開 方 法 と し て は 、「 １ ． 館 を 紹 介 す る パ ン フ レ ッ ト へ の 記 載 」「 ４ ．

館 の ホ ー ム ペ ー ジ へ の 記 載 」 が と も に 50％ 以 上 。
図 ３ － １ － ２ 　 館 の 「 独 自 の 目 的 ・ 使 命 」 の 公 開 方 法 （ 独 自 の 目 的 ・ 使 命 を 設 定 し て い る 館 、

N=1,143、 複 数 回 答 ）「Q ３ － ４ － １ 」

運 営 状 況 に つ い て の 評 価 の 実 施 に 関し て は、「自 己 評 価」 を 「実 施 し て い る」 とこ ろ が 32.1％。
図 ３ － １ － ３ 　 実 施 し て い る 評 価 手 法 （ 全 体 、 N=2,314）「Q ３ － ５ 」

＊ 設 問 に お い て 「 定 期 的 に 実 施 」 と 「 定

期 的 で は な い が 実 施 」 を 合 わ せ て 、 こ こ

で は 「 実 施 し て い る 」 と し た 。
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図 ３ － １ － ４ 　 公 開 し て い る 評 価 結 果 （評 価 を 実 施 し て い る 館）「Q ３ － ５」

「 自 己 評 価 」 を 実 施 し て い る 館 で、 そ の 結 果 を 「 公 開 し て い る 」 と こ ろ は、42.5％ と 半 数 以

下 で あ っ た。「外 部 評 価」 は、 自 己 評 価 に 関 す る ２ 次 評 価 と い う 位 置 づ け で あ る た め、「実 施 し

て い る」と こ ろ は 29.4％ と 自 己 評 価 よ り さ ら に 少 な い。一 方 で、そ の 評 価 結 果 を「公 開 し て い る」

と こ ろ は、 反 対 に 63.4％ と 多 い。

設 置 者 評 価 に 関 し て は、「実 施 し て い る」 と こ ろ が 26.4％ と 上 記 の ２ つ よ り も さ ら に 少 な い

が、61.9％ が 公 開 し て い る。 な お、「自 己 評 価 と 設 置 者 評 価 の 評 価 者 が 同 じ」 に 該 当 す る 館 は

344 館 （14.9％） で あ っ た。

利 用 者 や 関 係 者 の 意 見 を 運 営 に 反 映 さ せ る 恒 常 的 な 組 織 （ 博 物 館 協 議 会 な ど ） を 設 け て い る

館 は 、 全 体 で は 43.2％ 。
図 ３ － １ － ５ 　 利 用 者 や 関 係 者 の 意 見 を 運 営 に 反 映 さ せ る 恒 常 的 な 組 織 を 持 つ 館 の 割 合 （ 全 体 ／ 館

種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ３ － ６ 」
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館 種 別 に み る と、か な り の ば ら つ き が あ り 「総 合」 は 71.3％ と 高 く、「動 物 園」「水 族 館」「植

物 園」「動 水 植」は 30％ 以 下 と 低 か っ た。 設 置 者 別 で は 国 公 立 館 で は 約 5 割 の 館 で 設 け て い る。

平 成 20 年 度 の 調 査 で は 「一 般 の 人 々 に 対 す る、館 の 目 的・使 命 の わ か り や す い 表 示 が あ る か」

と い う 設 問 で、77.6％ の 館 が 「あ る」 と 回 答 し て い る。 今 回 の 調 査 で は 「館 と し て 「独 自 の 目

的 ・ 使 命」 を 設 定 し て い ま す か」 と い う 設 問 で あ り、 さ ら に 調 査 票 で は 「「目 的 ・ 使 命」 と は、

博 物 館 活 動 に よ っ て も た ら さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 個 人 的 ・ 社 会 的 な 変 化、 お よ び 博 物 館 の 社

会 的 な 役 割 の こ と で す」 と 明 確 に 定 義 も 添 え て い る。「わ か り や す い 表 示」 で あ る か 否 か の 以

前 の 問 題 と し て、 定 義 に 基 づ い た 「目 的 ・ 使 命」 が 設 定 さ れ て い る 館 が 49.4％ で あ る こ と が、

今 回 の 調 査 で 判 明 し た。

評 価 を 設 計 す る 際 の 出 発 点 と な る 「目 的・使 命」 が 定 ま っ て い な い 館 に お い て は、 自 己 評 価・

外 部 評 価 の 導 入 が 難 し く、 こ れ ら の 実 施 割 合 を 低 く し て い る と 考 え ら れ る。 そ の た め、 博 物 館

の 経 営 を よ り 充 実 さ せ る た め に は、 あ ら た め て 「目 的 ・ 使 命」 と は 何 か を 検 討 し、 そ の 設 定 を

進 め る こ と が 必 要 で あ る。
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２．組織

（１）館長

常 勤 館 長 は 約 ６ 割 。

表 ２ － ９（職 員 数（全 体 ／ 時 系 列 比 較）に よ れ ば、館 長 が 常 勤 と 回 答 し た 館 は 1,377（59.5％）

で あ っ た。 こ の 傾 向 は 館 種 や 設 置 者 に 関 わ り な く ほ ぼ 同 様 で、 前 回 の 調 査 と 比 べ る と 常 勤 館 の

比 率 が や や 増 加 し て い る （前 回 54.0％）。

４ 割 以 上 の 館 長 の 職 務 権 限 が 不 明 確 。
表 ３ － ２ － １ 　 館 長 の 勤 務 形 態 と 職 務 権 限 「 Ｑ ４ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － ２ － ２ 　 法 区 分 と 館 長 の 職 務 権 限 「 Ｑ ４ － １ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

館 長 の 職 務 権 限 と 責 任 に 関 す る 設 問 に 対 し て は、 全 体 と し て 「 明 確 に 定 め ら れ て い る 」 が

54.2％、「 定 め ら れ て い な い 」 が 42.8％ と い う 比 率 で あ っ た。 博 物 館 法 第 ４ 条 で は 「 館 長 は、

館 務 を 掌 理 し、 所 属 職 員 を 監 督 し て、 館 の 任 務 の 達 成 に 努 め る」 と 定 め ら れ て い る に も か か わ

ら ず、 全 体 の ４ 割 以 上 （館 長 が 非 常 勤 の 場 合 は 過 半 数、 常 勤 の 場 合 で も ほ ぼ ４ 割） の 館 長 に 対

し て は 職 務 権 限 が 明 確 に 付 与 さ れ て い な い と い う 見 過 ご せ な い 実 態 が あ る。

法 区 分 と の 関 係 で み る と、 博 物 館 法 の 対 象 外 で あ る 類 似 施 設 に お い て は 過 半 数 の、 法 の 適 用

を 受 け て い る は ず の 登 録 ・ 相 当 施 設 に お い て も 約 ３ 分 の １ の 館 の 館 長 の 職 務 権 限 が 不 明 確 で あ

る と の 回 答 で あ っ た。

N= 職務権限が明確 職務権限が不明確 無回答 合計
登録 632 66.6 32.6 0.8 100.0
相当 268 71.3 27.6 1.1 100.0
類似 1,414 45.5 50.3 4.2 100.0

N= 職務権限が明確 職務権限が不明確 無回答 合計
全体 2,314 54.2 42.8 3.0 100.0
常勤 1,377 60.3 38.9 0.8 100.0
非常勤 865 48.6 51.3 0.1 100.0
無回答 72 6.9 15.3 77.8 100.0
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館 長 の 職 歴 は 多 様 で 行 政 職 員 出 身 が ３ 分 の １ 以 上 。
図 ３ － ２ － １ 　 館 長 の 職 歴 （ 全 体 、 N=2,314) 「 Ｑ ４ － １ － ２ 」

館 長 の 職 歴 は 多 岐 に わ た っ て い る。 行 政 職 員 出 身 者 が 全 体 の ３ 分 の １ 以 上 を 占 め、 学 芸 系 職

員 出 身 者 の 比 率 を 上 回 っ て い る こ と が 特 徴 的 で あ る。「そ の 他」 が 多 く な っ て い る の は、 設 置

者 が 社 団 法 人、 財 団 法 人、 宗 教 法 人、 民 間 企 業 な ど の 場 合、 あ る い は 公 立 で あ っ て も 指 定 管 理

者 制 度 を 導 入 し、 民 間 か ら の 人 材 を 投 入 し て い る 場 合 が 多 く あ る こ と に よ る。 行 政 職 を 含 め て

学 芸 系 職 員 以 外 の 職 種 か ら の 人 材 を 起 用 す る 場 合 に は、 博 物 館 の 事 業 と 業 務 に 対 す る 見 識、 理

解 を い か に 担 保 す る か が 課 題 で あ る。

（２） 副 館 長

副 館 長 の 配 置 は ３ 割 弱 、 公 立 館 で は 規 模 に よ る 差 が 明 瞭 。
表 ３ － ２ － ３ 　 副 館 長 の 配 置 （ 全 体 、 N=2,314）「 Ｑ ４ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）　

表 ３ － ２ － ４ 　 館 長 ・ 副 館 長 の 勤 務 形 態 「 Ｑ ４ － １ － １ ／ ４ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

配置している 配置していない 無回答1 名 2 名 3 名以上 計
常勤 22.3 1.8 0.0 24.1 68.3 7.6
非常勤 5.1 0.3 0.2 5.5 84.1 10.4

副館長
常勤と非常勤 常勤 非常勤 配置していない 無回答 合計

館長

常勤
（N=1,377） 0.7 23.2 1.6 67.2 7.3 100.0
非常勤

（N=865） 1.2 25.2 9.9 58.6 5.1 100.0
無回答

（N=72） 0.0 1.4 1.4 56.9 40.3 100.0
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図 ３ － ２ － ２ 　 設 置 者 ご と に み た 副 館 長 配 置 館 の 占 め る 割 合 「 Ｑ ４ － ２ 」

副 館 長 を 配 置 し て い る 館 数 は 667（全 体 の 28.8％） で あ っ た。 設 置 者 別 に そ の 比 率 を 比 べ る

と、 公 立 館 に お い て は 県 立 レ ベ ル に お い て 高 く、 規 模 の 違 い に よ る と 思 わ れ る 差 が み ら れ る。

（３） 職 員 の 雇 用 形 態

約 ６ 割 の 館 で 非 常 勤 職 員 を 雇 用 。
図 ３ － ２ － ３ 　 常 勤 ・ 非 常 勤 職 員 数 の 経 年 変 化 「 Ｑ ４ － ２ 」

経 営 環 境 が 厳 し く な る な か で、 経 年 的 に １ 館 当 た り の 常 勤 職 員 数 の 減 少 と 非 常 勤 職 員 数 の 増

加 傾 向 が み ら れ る。55.9％ の 館 が、 学 芸、 事 務、 管 理 部 門 の い ず れ か に お い て 非 常 勤 職 員 を 雇

用 し て い る。 ま た 常 勤 職 員 の い る 館 の 割 合 は 89.1％ で、 い ず れ の 部 門 に も 常 勤 職 員 が 不 在 と い

う 館 が 10.9％ に の ぼ る。
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職 員 を 臨 時 雇 用 し て い る 館 が ６ 割 以 上 。
表 ３ － ２ － ５ 　 常 勤 ・ 非 常 勤 職 員 以 外 の 職 員 を 雇 用 し て い る 館 園 の 比 率 （ 全 体 ）「 Ｑ ４ － ２ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

66.1％ の 館 に お い て 常 勤 ・ 非 常 勤 職 員 以 外 の 臨 時 職 員 を 雇 用 し、 さ ら に 16.1％ の 館 で は 人 材

派 遣 会 社 か ら の 職 員 を 採 用 し て い る。 ま た 過 去 の 調 査 結 果 も ふ ま え る と、 こ の よ う な 雇 用 が 常

態 化 し て い る 傾 向 も み ら れ る。

常 勤 学 芸 系 職 員 の ４ 分 の １ が 有 期 雇 用 。
表 ３ － ２ － ６ 　 常 勤 学 芸 系 職 員 の 雇 用 形 態 （ 無 期 雇 用 ／ 有 期 雇 用 ）（ 該 当 す る 職 員 の い る 館 ）「 Ｑ ４

－ ２ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

常 勤 の 学 芸 系 職 員 つ い て、 雇 用 形 態 別 （無 期 雇 用 ／ 有 期 雇 用 の 別） の 人 数 を 尋 ね た と こ ろ、

４ 割 以 上 の 館 に お い て 有 期 職 員 を 雇 用 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た。 人 数 比 に お い て は ほ ぼ

４ 分 の １ を 占 め て い る。 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 に よ る 期 限 付 き の 採 用 や 定 年 退 職 者 の 再 雇 用 な

ど が 多 い と 考 え ら れ る。

（４） 学 芸 系 職 員

専 任 の 学 芸 系 職 員 を 常 勤 で 配 置 し て い る 館 は 半 数 以 下 。
表 ３ － ２ － ７ 　 学 芸 系 職 員 の 配 置 （ 全 体 ／ 法 区 分 別 、 無 回 答 を 除 く ）。「 兼 務 」 は 学 芸 系 で あ る と 同

時 に 事 務 ・ 管 理 系 で も あ る 職 員 「 Ｑ ４ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表３－２－７に学芸系職員の配置状況を雇用形態別に解析した結果を示す。 専任の学芸系職員

を常勤で雇用している館は全体の約半数 （49.2％） にとどまっている。 登録・相当施設では約７

割 前 後 が こ れ に 該 当 す る が、 類 似 施 設 で は ほ ぼ ３ 分 の １ に 過 ぎ ず、 法 区 分 に お い て 著 し い 差 異

が認められる。 また専任の学芸系職員を常勤ではなく非常勤のみで雇用している館も 7.9％ある。

さらに専任の学芸員は雇用せず、 学芸系・事務管理系を兼務する職員によって事業を実施してい

る館が、 常勤・非常勤を合わせると 26.3％にのぼっている。 以上を合算すると雇用形態にかかわ

らず学芸系職員を配置している館は 83.4％となる。 逆に学芸系職員を配置せず、 事務・管理系職

員 （あるいは管理職） のみで運営していると思われる館が 16.5％にのぼった。 登録・相当施設で

N=2,314 臨時雇用 派遣職員
常にいる 40.6 9.3
曜日や時期によって、いる時もある 25.5 6.8
いない 32.6 81.8
無回答 1.2 2.0
全体 100.0 100.0

専任 兼務のみ 配置して 
いない 合計N 常勤 非常勤のみ 常勤 非常勤のみ

全体 2,128 49.2 7.9 22.0 4.3 16.5 100.0
登録 615 72.5 6.8 18.2 0.8 1.6 100.0
相当 259 69.9 6.6 17.4 1.9 4.2 100.0
類似 1,254 33.6 8.7 24.9 6.5 26.3 100.0

N=1,477 雇用している
館の比率（％）

１館当たりの
平均人数 総人数 人数比

無期雇用 87.2 3.6 5,168 76.0
有期雇用 43.9 1.2 1,631 24.0
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これに該当する館はごく限られているが、 類似施設では４分の１以上 （26.3％） の比率となる。

約 ６ 割 の 館 に お い て 学 芸 系 職 員 数 は １ ～ 5 名 （ 非 常 勤 、 兼 務 を 含 む ）。 不 在 の 館 も 16.5％ 。
図 ３ － ２ － ４ 　 雇 用 し て い る 学 芸 系 職 員 数 （ 非 常 勤 、 兼 務 を 含 む ）「 Ｑ ４ － ２ 」

表 ３ － ２ － ８ 　 雇 用 し て い る 学 芸 系 職 員 数 （ 非 常 勤 、 兼 務 を 含 む ）（ 館 数 の 比 率 、 全 体 ／ 館 種 別 ／

設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）「 Ｑ ４ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ２ － ９ （職 員 数 　 全 体 ／ 時 系 列 比 較） に お い て、 令 和 元 年 度、 １ 館 当 た り の 常 勤、 非 常 勤

の 学 芸 系 職 員 数 は そ れ ぞ れ 2.48 人、0.77 人、 ま た 学 芸・事 務 管 理 系 職 員 に つ い て は 同 様 に 1.26

人、0.48 人 と い う 結 果 が 紹 介 さ れ て い る。

そ の 実 態 を 詳 し く 解 析 す る た め に、 図 ３ － ２ － ４ と 表 ３ － ２ － ８ に お い て １ 館 当 た り の 学 芸

系 職 員 数 と 館 数 と の 関 係 を 示 し た。 こ こ で の 職 員 数 は 常 勤 ・ 専 任 だ け で な く 非 常 勤 ・ 兼 務 の 人

学芸系職員数（人） N= 0 1-5 6-10 11-15 16-20 21 以上 合計
全体 2,128 16.5 59.7 12.8 4.4 2.2 4.3 100.0

館
種

総合 127 2.4 56.7 17.3 8.7 5.5 9.4 100.0
郷土 229 29.3 60.3 8.7 0.9 0.0 0.9 100.0
美術 469 8.7 66.5 16.0 4.7 2.1 1.9 100.0
歴史 998 19.6 63.2 10.5 3.6 1.5 1.5 100.0
自然史 93 20.4 58.1 11.8 2.2 2.2 5.4 100.0
理工 95 9.5 33.7 22.1 14.7 6.3 13.7 100.0
動物園 37 5.4 24.3 8.1 8.1 5.4 48.6 100.0
水族館 41 4.9 29.3 26.8 4.9 7.3 26.8 100.0
植物園 30 36.7 26.7 13.3 6.7 3.3 13.3 100.0
動水植 9 11.1 33.3 11.1 0.0 11.1 33.3 100.0

設
置
者

国立 61 16.4 44.3 16.4 1.6 3.3 18.0 100.0
県立 330 6.4 32.4 23.3 13.9 7.9 16.1 100.0
市立 933 17.0 65.2 12.6 3.0 0.9 1.3 100.0
町村立 282 28.7 66.0 3.9 1.1 0.0 0.4 100.0
公益法人 387 11.9 70.0 11.6 3.1 1.6 1.8 100.0
会社、個人等 135 25.2 53.3 8.9 3.0 3.7 5.9 100.0

法
区
分

登録 615 1.6 60.7 21.0 8.9 3.7 4.1 100.0
相当 259 4.2 59.5 12.0 5.4 4.6 14.3 100.0
類似 1,254 26.3 59.3 9.0 2.0 1.0 2.4 100.0
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数 も 合 算 し て い る。 そ の 結 果、 配 置 し て い る 学 芸 系 職 員 数 を １ ～ ５ 名 と し た 回 答 が ほ ぼ ６ 割 を

占 め る な ど、 少 人 数 の 館 へ の 偏 り の 極 め て 大 き い こ と が 明 ら か と な っ た。 ま た、 配 置 が ０ と い

う 回 答 が 351 件 も あ り、 全 体 の 16.5％ を 占 め て い る こ と も 憂 慮 さ れ る。 こ れ ら 少 人 数 あ る い

は 不 在 の 館 は、 館 種 で は 郷 土 ・ 歴 史 系 に お い て、 設 置 者 別 で は 町 村 立 に お い て、 法 区 分 で は 類

似 施 設 に お い て そ れ ぞ れ 高 く な っ て い る。

こ の よ う に 学 芸 員 配 置 の 現 実 は 厳 し い。 博 物 館 法 に は「専 門 的 職 員 と し て 学 芸 員 を 置 く」（第

４ 条 第 ３ 項） と 明 記 さ れ て い る が、 登 録 ・ 相 当 施 設 に お い て も 少 人 数 の 館 が 圧 倒 的 に 多 く、 類

似 施 設 に お い て は 専 任 を 配 置 し て い な い、 あ る い は 学 芸 系 職 員 を ま っ た く 雇 用 し て い な い 館 が

半 数 以 上 を 占 め て い る。

文 化 財 保 護 法、 文 化 芸 術 振 興 基 本 法 の 改 正 な ど を 契 機 と し て、 近 年、 学 芸 員 の 果 た す 社 会 的

役 割 が、 と り わ け 「文 化 芸 術 立 国」・「観 光 立 国」 と の 関 連 に お い て 重 要 視 さ れ、 期 待 が 高 ま っ

て い る が、 こ れ に 応 え る た め に は 小 規 模 館 を 含 む 全 国 の 博 物 館 に お け る 学 芸 員 配 置 の 底 上 げ と

雇 用 の 改 善 が き わ め て 重 要 な 課 題 で あ る。 こ こ で 明 ら か に さ れ た 実 態 は、 今 後 の 充 実 策 を 検 討

す る 際 の 出 発 点 と さ れ な け れ ば な ら な い。

学 芸 系 職 員 の 有 資 格 者 は ３ 分 の ２ 。
表 ３ － ２ － ９ 　 各 職 種 に お い て 学 芸 員 有 資 格 者 が 占 め る 比 率 （ 常 勤・非 常 勤 を 含 む 、 法 区 分 別 ）「 Ｑ

４ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

そ れ ぞ れ の 職 種 に お け る 学 芸 員 有 資 格 者 の 比 率 を ま と め た の が 表 ３ － ２ － ９ で あ る。 学 芸 系

職 員 に お い て も 有 資 格 者 は 約 ３ 分 の ２ に と ど ま っ て い る。 学 芸 員 の 配 置 に つ い て 定 め た 博 物 館

法 第 4 条 と の 乖 離 に つ い て は す で に 指 摘 し た が、 さ ら に 学 芸 系 職 員 を 配 置 し て い る と 回 答 し た

館 に お い て も 必 ず し も 有 資 格 者 が 採 用 さ れ て い る と は 限 ら な い 実 態 が あ る。

副館長 学芸系職員 学芸・事務管理系職員 事務・管理系職員
N= 人数 759 6,885 3,685 7,539
全体 29.8 67.7 30.7 8.5
登録 33.4 73.7 49.0 8.8
相当 35.0 46.4 19.1 7.6
類似 24.3 60.2 27.8 9.1
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採 用 時 に 学 芸 員 資 格 を 必 須 と し て い る 館 は ６ 割 弱 、 考 慮 し て い る と こ ろ を 含 め る と 約 ９ 割 。
表 ３ － ２ － １ ０ 　 学 芸 系 職 員 採 用 時 の 要 件 と し て の 学 芸 員 資 格 （ 採 用 し て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／

設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）「 Ｑ ４ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　（ ％ ）

学 芸 系 職 員 採 用 時 に 学 芸 員 資 格 を 要 件 と し て い る 館 は 全 体 の 57.4％ に と ど ま る が、 考 慮 し て

い る と こ ろ を 含 め る と 88.4％ と な る。 逆 に 考 慮 す ら し て い な い と い う 館 は 11.6％ で あ り 限 ら

れ て い る。 館 種 に お い て は 美 術 系 で 「必 須」 と 「考 慮」 を 合 わ せ る と 95.0％ と な り、 資 格 重 視

の 姿 勢 が 窺 わ れ る。 一 方、 自 然 史、 理 工、 動 物 園 な ど 自 然 科 学 系 に お い て は 必 須 に し て い る と

こ ろ が 少 な く、 理 系 の 学 部 に お い て 大 学 在 学 中 に 資 格 取 得 の 機 会 に 恵 ま れ な い 事 情 を 反 映 し て

い る と 考 え ら れ る。

学 芸 系 職 員 の 採 用 時 に 大 学 院 修 了 以 上 の 学 歴 を 求 め る 館 は 少 数 だ が 国 立 館 で は 約 半 数 。

表３－２－１１　学芸系職員を採用する際の学歴の定め（採用している館、全体／設置者別）「Ｑ４－４」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  （％）

学 芸 系 職 員 を 採 用 す る 際 の 学 歴 に つ い て は、「大 卒 以 上」 が 約 半 数、 次 い で 「特 に 定 め て い

な い」 が 4 割 近 く を 占 め て い る。 大 学 院 修 了 以 上 の 学 歴 を 求 め て い る 館 は 少 な い が、 国 立 館 で

は 47.8％ と 際 立 っ て 高 い。

N= 大卒以上 大学院修士課
程修了以上

大学院博士課
程修了以上

特に定めてい
ない 合計

全体 1,443 52.0 8.2 1.3 38.4 100.0
国立 44 27.3 36.4 11.4 25.0 100.0
県立 269 58.0 9.7 1.9 30.5 100.0
市立 608 57.4 4.3 0.3 38.0 100.0
町村立 151 43.7 4.6 0.0 51.7 100.0
公益法人 294 48.0 13.9 2.4 35.7 100.0
会社、個人等 77 35.1 3.9 0.0 61.0 100.0

N= 必須の要件として
いる

必須ではないが、
考慮している

要件にもしていな
いし、考慮もして

いない
合計

全体 1,568 57.4 31.0 11.6 100.0

館
種

総合 112 61.6 27.7 10.7 100.0
郷土 138 60.1 33.3 6.5 100.0
美術 404 70.5 24.5 5.0 100.0
歴史 708 60.3 29.5 10.2 100.0
自然史 59 28.8 49.2 22.0 100.0
理工 64 18.8 51.6 29.7 100.0
動物園 29 6.9 41.4 51.7 100.0
水族館 34 11.8 41.2 47.1 100.0
植物園 12 0.0 58.3 41.7 100.0
動水植 8 12.5 75.0 12.5 100.0

設
置
者

国立 42 33.3 42.9 23.8 100.0
県立 283 57.6 28.3 14.1 100.0
市立 666 67.0 25.8 7.2 100.0
町村立 173 51.4 35.8 12.7 100.0
公益法人 313 53.7 37.4 8.9 100.0
会社、個人等 91 22.0 40.7 37.4 100.0

法
区
分

登録 561 70.6 25.5 3.9 100.0
相当 233 54.1 30.9 15.0 100.0
類似 774 48.8 35.0 16.1 100.0
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学 芸 系 職 員 の 人 事 交 流 ・ 人 事 異 動 は 限 ら れ て い る
表 ３ － ２ － １ ２ 　 学 芸 系 職 員 の 異 動（ 学 芸 系 職 員 の い る 館 、全 体 ／ 設 置 者 別 ／ 複 数 回 答 ）「 Ｑ ４ － ６ 」

  （ ％ ）

全 体 と し て 学 芸 系 職 員 の 人 事 交 流 ・ 人 事 異 動 は 限 ら れ て い る が、 設 置 者 別 に み る と 「他 の 館

と の 間 の 異 動」 の 事 例 は 国 立・県 立 レ ベ ル に、「学 芸 関 係 部 署 と の 間 の 異 動」 に つ い て は 県 立・

市 立 レ ベ ル に、 ま た 「学 校 と の 間 の 異 動」 に つ い て は 県 立 レ ベ ル に そ れ ぞ れ 集 中 し て い る。 ま

た、「学 芸 に 関 係 の な い 部 署 と の 間」 に つ い て は 市 立 ・ 町 村 立 に お い て 際 立 っ て 高 い。

N= 他の館との間
の異動

学芸関係部署
との間の異動

学芸に関係の
ない部署との

間の異動
学校との間の

異動 その他の異動 学芸系職員の
異動はない

全体 1,659 17.7 23.0 25.3 5.4 5.2 48.8
国立 45 26.7 6.7 11.1 11.1 6.7 51.1
県立 299 35.1 42.1 18.7 22.4 8.7 27.8
市立 719 21.1 29.1 33.8 1.5 3.6 39.8
町村立 199 5.5 14.6 37.2 0.0 2.5 54.3
公益法人 313 3.5 3.5 8.3 1.9 5.1 81.2
会社、個人等 84 3.6 3.6 19.0 0.0 11.9 66.7
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学 芸 系 職 員 を 研 修 に 派 遣 ・ 参 加 さ せ て い る 館 は 全 体 の 約 半 数 。
表 ３ － ２ － １ ３ 　 過 去 ５ 年 に 学 芸 系 職 員 を 研 修 に 派 遣 ・ 参 加 さ せ た こ と の あ る 館 （ 全 体 ／ 法 区 分 別

／ 無 回 答 を 除 く ）「 Ｑ ４ － ７ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － ２ － １ ４ 　 派 遣 ・ 参 加 さ せ た 研 修 の 種 類 （ 過 去 5 年 間 に 研 修 に 派 遣 ・ 参 加 さ せ た こ と の あ る

館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 、 無 回 答 は 除 く 、 複 数 回 答 ）「 Ｑ ４ － ７ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

学 芸 員 を 研 修 に 派 遣 ・ 参 加 さ せ て い る 館 は 全 体 の 約 半 数 で あ り、 法 区 分 で は 登 録 に お い て 高

く、 類 似 に お い て 低 く な っ て い る。 派 遣 先 の 機 関 に つ い て 館 種 で 比 較 す る と、 理 工 系 お よ び 動

物 園 ・ 水 族 館 ・ 動 水 植 で は 国 レ ベ ル の 専 門 団 体 へ の 派 遣 が 多 く、 郷 土 系 に お い て は 都 道 府 県 や

地 域 レ ベ ル の 研 修 へ の 派 遣 が 多 く な っ て い る。 ま た 動 物 園 ・ 水 族 館 ・ 動 水 植 で は 相 互 に 連 携 し

て 実 施 し て い る 研 修 へ の 派 遣 が 相 対 的 に 多 い こ と も 特 徴 的 で あ る。 設 置 者 別 に み る と 県 立 の 館

で は 国 お よ び 全 国 レ ベ ル の 専 門 団 体 に よ る 研 修 へ の 派 遣 が 多 く、 市 立 ・ 町 村 立 の 館 で は 都 道 府

県 や 地 域 レ ベ ル へ の 派 遣 が 多 く な っ て い る。

N= 国の機関が
行う研修

全国レベル
の専門団体
による研修

都道府県や
地域レベル
で行われる

研修

大学が実施
するリカレ
ント等の研

修

相互派遣な
ど他の館へ
の派遣研修

その他

全体 1,163 48.2 46.1 72.2 6.9 8.8 4.0

館
種

総合 93 57.0 50.5 74.2 6.5 5.4 3.2
郷土 108 38.0 21.3 92.6 4.6 5.6 2.8
美術 280 56.4 56.8 68.2 8.2 8.6 3.2
歴史 524 49.6 39.1 75.8 7.1 7.1 3.2
自然史 45 40.0 48.9 66.7 6.7 11.1 8.9
理工 56 37.5 75.0 48.2 3.6 19.6 7.1
動物園 18 16.7 61.1 33.3 0.0 33.3 16.7
水族館 25 20.0 72.0 56.0 16.0 20.0 12.0
植物園 8 12.5 37.5 37.5 0.0 0.0 12.5
動水植 6 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0

設
置
者

国立 32 65.6 46.9 31.3 12.5 6.3 9.4
県立 236 70.3 66.9 68.2 7.6 9.7 3.4
市立 535 43.6 40.6 78.7 5.0 7.5 3.9
町村立 132 31.1 21.2 92.4 6.1 7.6 1.5
公益法人 181 45.3 51.4 57.5 9.4 11.6 2.8
会社、個人等 47 36.2 53.2 46.8 12.8 12.8 17.0

N= ある ない 合計
全体 2,248 51.7 48.3 100.0
登録 618 72.3 27.7 100.0
相当 268 62.7 37.3 100.0
類似 1,362 40.2 59.8 100.0
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３．敷地・建物・設備

（１） 敷 地 ・ 建 物 ・ 設 備 に つ い て

館 種 で は 動 水 植 の 中 央 値 が 99,245㎡ 、 次 い で 動 物 園 、 植 物 園 が 80,000㎡ を 超 え て お り 、 自 然

系 の 館 園 が 広 い 敷 地 を 有 す る 。 設 置 者 で は 県 立 施 設 が 国 立 、 市 町 村 立 施 設 の 2.5 ～ ５ 倍 の 敷 地

を 有 す る 。
表 ３ － ３ － １ 　 敷 地 総 面 積 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － １ 」

表 ３ － ３ － ２ 建 物 延 床 面 積 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － １ 」

N= 敷地総面積（㎡）
中央値 平均値

全体 2,071 4,075 30,069 

館
種

総合 120 5,837 30,435 
郷土 228 2,827 16,912 
美術 443 4,075 17,904 
歴史 983 3,404 19,758 
自然史 91 5,926 30,214 
理工 92 7,693 21,330 
動物園 39 88,400 239,157 
水族館 37 16,166 94,037 
植物園 28 85,488 303,160 
動水植 10 99,245 140,418 

設
置
者

国立 55 6,050 58,468 
県立 322 15,504 73,945 
市立 923 3,737 18,309 
町村立 278 3,152 10,684 
公益法人 352 2,364 31,342 
会社、個人等 141 2,026 30,816 

法
区
分

登録 598 5,796 27,397 
相当 246 8,147 65,431 
類似 1,227 3,000 24,282 

N= 建物延床面積（㎡）
中央値 平均

全体 2,167 1,337 3,372 

館
種

総合 127 3,037 4,963 
郷土 237 928 1,541 
美術 470 1,381 3,767 
歴史 1,028 1,070 2,209 
自然史 93 1,534 2,940 
理工 98 4,241 7,716 
動物園 34 6,233 22,556 
水族館 40 4,400 7,981 
植物園 31 2,629 3,322 
動水植 9 4,049 5,795 

設
置
者

国立 61 1,868 6,852 
県立 338 4,706 7,062 
市立 954 1,317 2,429 
町村立 293 904 1,420 
公益法人 376 1,000 2,865 
会社、個人等 145 1,054 4,776 

法
区
分

登録 612 2,232 4,122 
相当 256 2,321 6,818 
類似 1,299 963 2,340 
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表 ３ － ３ － ３ 　 使 途 別 の 施 設 面 積 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － １ 」

自 然 系 館 園 の 展 示 関 係 施 設 面 積 に は、 動 物 園、 植 物 園 な ど の 飼 育 施 設、 植 栽 場、 展 示 室 を 含

む こ と か ら、 例 え ば 動 物 園 の 展 示 関 係 施 設 面 積 （中 央 値）4,580㎡ に 対 し て 収 集 保 存 関 係 施 設

面 積 は 300㎡ と、10 倍 以 上 の 面 積 が あ る。 人 文 系 博 物 館 で も、 例 え ば 美 術 館 の 展 示 関 係 施 設

面 積 （中 央 値）570㎡ に 対 し、 収 蔵 庫、 修 理 施 設 面 積 164㎡ と、 ２ ～ ３ 倍 の 差 が あ る。 博 物 館

活 動 の 基 幹 と な る 資 料 の 収 容 能 力 や 保 存 処 置 ス ペ ー ス の 確 保 に つ い て も 継 続 的 に 検 討 し て い く

必 要 が あ る だ ろ う。

展示関係施設面積 収集保存関係施設面積
N= 中央値（㎡） 平均値（㎡） N= 中央値（㎡） 平均値（㎡）

全体 2,090 516 2,544 1,946 188 568 

館
種

総合 125 1,014 1,950 123 492 886 
郷土 229 400 635 212 168 289 
美術 459 570 1,495 436 164 438 
歴史 991 431 1,859 926 179 543 
自然史 89 645 1,266 82 180 471 
理工 91 1,568 3,861 72 270 1,503 
動物園 35 4,580 9,133 29 300 1,303 
水族館 33 3,000 4,727 30 224 541 
植物園 29 2,300 46,266 28 179 1,219 
動水植 9 4,049 13,132 8 427 667 

設
置
者

国立 58 762 8,585 56 520 1,119 
県立 323 1,562 5,730 309 588 1,218 
市立 927 474 880 860 174 314 
町村立 283 405 759 266 129 223 
公益法人 367 380 1,590 339 148 513 
会社、個人等 132 475 10,259 116 100 1,397 

法
区
分

登録 602 792 1,665 583 341 654 
相当 248 810 9,079 235 317 1,353 
類似 1,240 406 1,664 1,128 125 359 
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（２） 施 設 の 共 用 に つ い て

館 種 で は 概 ね 理 工 37.3％ 、 総 合 31.8％ で 施 設 が 共 用 さ れ る 割 合 が 高 い 。 設 置 者 で は 公 益 法 人

と 会 社 、 個 人 等 施 設 で と も に 30.4％ と 比 較 的 高 く 、 設 置 者 が 経 営 す る 他 施 設 等 と 複 合 さ れ て い

る と み ら れ る 。
表 ３ － ３ － ４ 　 施 設 の 共 用 の 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ２ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  （ ％ ）

表 ３ － ３ － ５ 　 同 一 建 物 に 複 合 す る 施 設 の 状 況（ 複 合 施 設 の 一 部 の 館 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q

５ － ２ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

複 合 先 の 施 設 は、 図 書 館 で 郷 土 47.5％、 総 合 26.8％、 歴 史 26.5％ と 多 く、 と く に 市 町 村 立 で

複 合 さ れ る 傾 向 に あ る。 ま た、 美 術 館 の 22％ が 商 業 施 設 と 複 合 さ れ る の が 特 徴 的 で あ る。 設

置 者 で は 国 立 47.1％ と 公 益 法 人 28.7％ が 学 校 と 複 合 し て お り、 こ れ ら は 大 学 等 に 付 属 す る 博

物 館 と み ら れ る。

N=
施設の共用の状況

独立施設 複合施設の一
部 無回答

全体 2,314 72.7 23.1 4.2

館
種

総合 129 66.7 31.8 1.6
郷土 248 73.0 24.6 2.4
美術 497 72.6 23.7 3.6
歴史 1,108 73.6 21.5 5.0
自然史 101 75.2 19.8 5.0
理工 102 61.8 37.3 1.0
動物園 41 80.5 12.2 7.3
水族館 44 77.3 18.2 4.5
植物園 34 76.5 8.8 14.7
動水植 10 70.0 30.0 0.0

設
置
者

国立 63 71.4 27.0 1.6
県立 343 78.1 19.8 2.0
市立 1,003 76.2 20.1 3.7
町村立 312 73.7 21.8 4.5
公益法人 425 63.1 30.4 6.6
会社、個人等 168 63.7 30.4 6.0

N=
複合先施設（複数回答）

図書館
公民館・コ
ミュニティ
センター

ホール・
劇場

役所（出
張所含

む）

子育て
支援施

設
学校 商業施

設 その他 無回答

全体 535 24.5 11.4 16.1 6.7 2.1 9.0 11.6 48.8 4.1

館
種

総合 41 26.8 14.6 14.6 7.3 2.4 19.5 4.9 41.5 2.4
郷土 61 47.5 18.0 9.8 6.6 6.6 1.6 0.0 42.6 3.3
美術 118 15.3 4.2 20.3 4.2 0.8 10.2 22.0 48.3 5.1
歴史 238 26.5 12.6 15.5 7.6 0.8 8.4 10.9 46.6 5.0
自然史 20 15.0 20.0 20.0 5.0 0.0 10.0 10.0 55.0 0.0
理工 38 18.4 13.2 23.7 13.2 7.9 7.9 7.9 60.5 2.6
動物園 5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
水族館 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 87.5 0.0
植物園 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0
動水植 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0

設
置
者

国立 17 11.8 5.9 0.0 0.0 0.0 47.1 5.9 35.3 0.0
県立 68 13.2 2.9 20.6 11.8 2.9 1.5 11.8 57.4 4.4
市立 202 37.1 20.8 23.3 10.4 4.0 1.0 9.4 42.6 2.0
町村立 68 47.1 22.1 13.2 8.8 1.5 0.0 2.9 44.1 2.9
公益法人 129 9.3 0.8 8.5 0.8 0.0 28.7 12.4 51.2 7.8
会社、個人等 51 2.0 0.0 9.8 0.0 0.0 0.0 31.4 66.7 5.9
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（３） 主 た る 建 物 の 建 築 年 に つ い て

館 種 に よ ら ず 1980 年 代 か ら 1990 年 を 中 心 に 主 た る 建 物 が 建 築 さ れ た 館 園 が 多 く 、 老 朽 化 に

よ る 改 修 ・ 修 繕 等 が 必 要 と さ れ て い る 。
表 ３ － ３ － ６ 　 主 た る 建 物 の 建 築 年 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ３ 」

（４） 空 調 設 備 に つ い て

全 体 と し て 、 展 示 室 に お け る 空 調 設 備 は 大 幅 に 改 善 さ れ 、 す べ て の 展 示 室 に 設 備 す る 割 合 は

63.7％ 、 す べ て の 収 蔵 庫 に 設 備 す る 割 合 が 45.2％ と な っ て い る 。
表 ３ － ３ － ７ 　 建 物 空 調 設 備 の 状 況 「Q ５ － ４ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ％ ）

主たる建物の建築年
N= 平均値 中央値

全体 2,249 1979 1988 

館
種

総合 129 1981 1986 
郷土 241 1976 1982 
美術 485 1983 1990 
歴史 1,075 1976 1988 
自然史 96 1986 1990 
理工 101 1988 1990 
動物園 41 1983 1983 
水族館 40 1984 1989 
植物園 31 1967 1988 
動水植 10 1980 1986 

設
置
者

国立 62 1971 1980 
県立 338 1985 1989 
市立 981 1981 1989 
町村立 304 1983 1990 
公益法人 406 1967 1982 
会社、個人等 158 1977 1988 

法
区
分

登録 621 1983 1987 
相当 266 1981 1989 
類似 1,362 1977 1988 

N=

建物空調設備の状況
すべてに設備されている 一部に設備されている

設備されて
いない 無回答十分な温湿

度環境を実
現している

十分な温湿
度環境を実
現できてい

ない

設備箇所で
は十分な温
湿度環境を
実現してい

る

設備箇所で
も十分な温
湿度環境を
実現できて

いない
平成 9 年 1,891 40.5 35.9 21.1 2.5 
平成 16 年 2,030 48.6 33.6 15.4 2.4 
平成 20 年 2,257 51.7 31.7 14.0 2.6 
平成 25 年 2,258 50.8 35.2 12.5 1.6

令和元年 展示室 2,314 34.7 29.0 7.6 13.0 13.0     2.7
収蔵庫 31.2 14.0 11.1 12.1 27.9 3.6
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表 ３ － ３ － ８ 　 建 物 空 調 設 備 の 状 況 （ 展 示 室 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ４ 」（ ％ ）

表 ３ － ３ － ９ 　 建 物 空 調 設 備 の 状 況 （ 収 蔵 庫 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ４ 」（ ％ ）

N=

展示室の空調設備の状況
必要箇所すべてに設置され

ている 一部に設置されている

設置されて
いない 無回答十分な温湿

度環境を実
現している

十分な温湿
度環境を実
現できてい

ない

設置個所で
は十分な温
湿度環境を
実現してい

る

設置個所で
も十分な温
湿度環境を
実現できて

いない
全体 2,314 34.7 29.0 7.6 13.0 13.0 2.7

館
種

総合 129 31.8 42.6 8.5 10.1 7.0 0.0
郷土 248 18.1 27.8 6.9 20.2 25.4 1.6
美術 497 47.7 28.8 6.2 9.7 5.4 2.2
歴史 1,108 32.7 28.4 7.9 13.3 15.1 2.6
自然史 101 38.6 28.7 3.0 11.9 12.9 5.0
理工 102 38.2 37.3 3.9 10.8 5.9 3.9
動物園 41 22.0 7.3 39.0 17.1 9.8 4.9
水族館 44 45.5 25.0 6.8 6.8 6.8 9.1
植物園 34 26.5 17.6 5.9 17.6 20.6 11.8
動水植 10 10.0 30.0 10.0 30.0 20.0 0.0

設
置
者

国立 63 52.4 28.6 1.6 3.2 12.7 1.6
県立 343 52.8 28.0 5.0 7.0 5.5 1.7
市立 1,003 29.8 33.7 7.8 14.8 12.0 2.0
町村立 312 26.3 21.8 7.7 15.1 26.6 2.6
公益法人 425 36.5 26.8 8.0 12.2 11.5 4.9
会社、個人等 168 31.0 22.6 13.1 16.1 13.1 4.2

法
区
分

登録 632 44.5 33.1 6.6 9.2 4.9 1.7
相当 268 44.0 27.2 9.3 10.8 6.7 1.9
類似 1,414 28.5 27.6 7.7 15.1 17.8 3.3

N=

収蔵庫の空調設備の状況
必要箇所すべてに設置され

ている 一部に設置されている

設置されて
いない 無回答十分な温湿

度環境を実
現している

十分な温湿
度環境を実
現できてい

ない

設置個所で
は十分な温
湿度環境を
実現してい

る

設置個所で
も十分な温
湿度環境を
実現できて

いない
全体 2,314 31.2 14.0 11.1 12.1 27.9 3.6

館
種

総合 129 34.9 20.9 14.0 15.5 14.7 0.0
郷土 248 14.9 11.3 8.9 17.3 45.6 2.0
美術 497 53.7 13.9 9.1 7.4 12.9 3.0
歴史 1,108 27.8 14.6 11.8 12.5 30.1 3.2
自然史 101 23.8 15.8 9.9 14.9 29.7 5.9
理工 102 18.6 12.7 9.8 9.8 41.2 7.8
動物園 41 17.1 7.3 24.4 9.8 29.3 12.2
水族館 44 15.9 6.8 18.2 9.1 43.2 6.8
植物園 34 23.5 11.8 8.8 17.6 26.5 11.8
動水植 10 10.0 0.0 0.0 30.0 50.0 10.0

設
置
者

国立 63 47.6 15.9 6.3 14.3 12.7 3.2
県立 343 49.9 12.8 12.0 7.3 16.0 2.0
市立 1,003 27.3 15.2 10.7 12.3 31.5 3.1
町村立 312 20.2 12.8 10.3 12.2 41.3 3.2
公益法人 425 34.8 13.2 11.5 13.4 21.6 5.4
会社、個人等 168 22.0 13.7 14.3 16.7 27.4 6.0

法
区
分

登録 632 46.0 14.4 12.7 9.7 15.2 2.1
相当 268 43.3 13.8 13.8 11.9 14.6 2.6
類似 1,414 22.3 13.9 9.9 13.2 36.1 4.5
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空 調 設 備 が 展 示 室 の 必 要 箇 所 す べ て に 設 置 さ れ、 十 分 な 空 調 環 境 が 実 現 さ れ て い る 館 園 は、

美 術 館 47.7％、 水 族 館 45.5％ と 高 く、 温 湿 度 変 化 の 影 響 を 受 け や す い 資 料 の 特 質 か ら、 空 調

設 備 対 策 を 優 先 し て い る と 考 え ら れ る。 一 方、 郷 土 で は 十 分 な 空 調 環 境 の 整 備 は、 展 示 室 が

18.1％、 収 蔵 庫 も 14.9％ に と ど ま る。 全 体 と し て、 設 備 し て い て も 十 分 な 温 湿 度 環 境 を 実 現 で

き て い な い 館 園 が、展 示 室 42.0％、収 蔵 庫 26.1％ で み ら れ る こ と か ら、導 入 コ ス ト の 問 題 の 他 に、

ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 問 題 が あ る と 推 測 さ れ る。

空 調 設 備 が 「設 置 さ れ て い な い」 割 合 は、 全 体 と し て 展 示 室 13.0％、 収 蔵 庫 27.9％ と、 展 示

室 整 備 が 優 先 さ れ て い る。 展 示 室 が 実 質 的 に 資 料 保 管 の 場 と な っ て い た り、 借 用 品 を 展 示 す る

環 境 へ の 配 慮、 来 館 者 へ の 配 慮 が 考 え ら れ る が、 保 存 の 要 で あ る 収 蔵 庫 の 環 境 整 備 は 後 回 し に

さ れ る べ き で な い。

市 立 施 設 の 収 蔵 庫 の 31.5％、 町 村 立 施 設 の 収 蔵 庫 の 41.3％ で 空 調 設 備 が 設 置 さ れ て い な い こ

と に は、 空 調 に か か る 膨 大 な コ ス ト な ど の 背 景 が あ る と 推 測 さ れ る。 法 区 分 で は、 類 似 施 設 に

お け る 必 要 十 分 な 温 湿 度 環 境 の 実 現 が 展 示 室 28.5％、 収 蔵 庫 22.3％ で、 登 録、 相 当 施 設 の 半

分 近 い 割 合 に と ど ま る。 環 境 整 備 の 必 要 性 の 周 知、 経 費 の 調 達 が 課 題 と な る。

（５） 施 設 ・ 設 備 の 老 朽 化 に つ い て

多 く の 館 園 で 施 設 設 備 の 老 朽 化 が 問 題 に な っ て い る 。 設 置 者 別 で は 県 立 、 市 町 村 立 の 80％

以 上 に み ら れ る 。
図 ３ － ３ － １ 　 施 設 ・ 設 備 の 老 朽 化 の 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ５ － ５ 」



―　92　―

表 ３ － ３ － １ ０ 　「 問 題 に な っ て い る 」 と 回 答 し た 館 園 に お け る 老 朽 化 箇 所 の 対 応 の 必 要 度 と 改 修

予 定 （N=1,779）「Q ５ － ５ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ％ ）

早 急 に、 あ る い は 中 期 的 に 老 朽 化 箇 所 の 対 応 が 必 要 と の 回 答 が、 建 物 80.8％、 空 調・給 排 水・

電 気 設 備 84.3％ に の ぼ る。 一 方 で、 実 際 の 改 修 予 定 が あ る の は、 建 物 31.8％、 空 調 ・ 給 排 水 ・

電 気 設 備 39.7％ に と ど ま る。建 物 な ど 大 規 模 な 改 修 は 計 画 や 大 き な 予 算 が 必 要 で あ る こ と か ら、

改 修 が 必 要 な 施 設 の ほ ぼ 半 数 が 予 算 化 へ の 過 渡 期 に あ る 状 況 が う か が え る。

表 ３ － ３ － １ １ 　 建 物 の 老 朽 化 へ の 対 応 の 必 要 度 と 修 繕 の 予 定 （「 問 題 に な っ て い る 」 と 回 答 し た

館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

対応の必要度 改修の予定
早急に対応が

必要
中期的に対応が

必要
当面、対応は

不要 無回答 ある
建物 30.2 50.6 17.1 2.1 31.8
空調・給排水・電気設備 37.3 47.0 13.8 1.8 39.7
移動・運搬設備 11.9 27.3 52.7 8.1 12.7
常設展示 16.3 52.0 28.6 3.1 23.0

N=
建物の老朽化への対応の必要度 修繕の予定

早急に対応
が必要

中期的に対
応が必要

当面、対応
は不要 無回答 ある

全体 1,779 30.2 50.6 17.1 2.1 31.8

館
種

総合 112 36.6 50.9 12.5 0.0 32.1
郷土 200 35.5 52.0 10.0 2.5 26.0
美術 359 27.9 48.2 22.6 1.4 34.3
歴史 832 27.9 49.9 19.4 2.9 30.2
自然史 79 36.7 53.2 8.9 1.3 39.2
理工 87 31.0 50.6 16.1 2.3 27.6
動物園 37 32.4 64.9 2.7 0.0 48.6
水族館 38 34.2 63.2 2.6 0.0 42.1
植物園 26 34.6 53.8 11.5 0.0 38.5
動水植 9 44.4 33.3 22.2 0.0 44.4

設
置
者

国立 42 40.5 50.0 9.5 0.0 35.7
県立 299 34.1 45.5 18.7 1.7 37.5
市立 824 30.5 52.9 15.7 1.0 29.0
町村立 239 29.7 49.0 17.2 4.2 32.2
公益法人 270 25.9 49.6 20.7 3.7 31.5
会社、個人等 105 25.7 53.3 17.1 3.8 35.2

法
区
分

登録 520 33.8 46.9 17.5 1.7 35.4
相当 201 29.9 53.7 14.4 2.0 38.3
類似 1,058 28.5 51.8 17.4 2.3 28.7



―　93　―

表 ３ － ３ － １ ２ 　 空 調・給 排 水・電 気 の 老 朽 化 へ の 対 応 の 必 要 度 と 修 繕 の 予 定 （「 問 題 に な っ て い る 」

と 回 答 し た 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ ％ ）

表 ３ － ３ － １ ３ 　 移 動 ・ 運 搬 設 備 の 老 朽 化 へ の 対 応 の 必 要 度 と 修 繕 の 予 定 （「 問 題 に な っ て い る 」

と 回 答 し た 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ ％ ）

N=
空調・給排水・電気の老朽化への対応の必要度 修繕の予定

早急に対応
が必要

中期的に対
応が必要

当面、対応
は不要 無回答 ある

全体 1,779 37.3 47.0 13.8 1.8 39.7

館
種

総合 112 52.7 35.7 10.7 0.9 44.6
郷土 200 34.0 50.5 13.5 2.0 30.5
美術 359 33.1 52.1 13.6 1.1 43.5
歴史 832 38.0 44.8 15.1 2.0 38.8
自然史 79 44.3 43.0 11.4 1.3 40.5
理工 87 34.5 44.8 14.9 5.7 35.6
動物園 37 21.6 67.6 10.8 0.0 48.6
水族館 38 39.5 57.9 2.6 0.0 57.9
植物園 26 46.2 34.6 19.2 0.0 38.5
動水植 9 22.2 77.8 0.0 0.0 33.3

設
置
者

国立 42 52.4 35.7 9.5 2.4 42.9
県立 299 50.5 38.8 9.0 1.7 49.8
市立 824 39.4 46.2 13.2 1.1 38.5
町村立 239 30.1 54.0 13.4 2.5 37.2
公益法人 270 27.4 51.5 18.5 2.6 37.8
会社、個人等 105 19.0 54.3 22.9 3.8 29.5

法
区
分

登録 520 47.3 40.4 11.2 1.2 47.7
相当 201 36.8 49.8 11.4 2.0 46.8
類似 1,058 32.5 49.8 15.6 2.1 34.4

N=
移動・運搬設備の老朽化への対応の必要度 修繕の予定

早急に対応
が必要

中期的に対
応が必要

当面、対応
は不要 無回答 ある

全体 1,779 11.9 27.3 52.7 8.1 12.7

館
種

総合 112 14.3 37.5 44.6 3.6 11.6
郷土 200 12.0 23.5 54.0 10.5 7.5
美術 359 12.0 27.3 56.3 4.5 16.4
歴史 832 11.7 25.0 54.0 9.4 12.9
自然史 79 8.9 27.8 53.2 10.1 8.9
理工 87 14.9 37.9 40.2 6.9 11.5
動物園 37 13.5 27.0 45.9 13.5 10.8
水族館 38 5.3 47.4 42.1 5.3 21.1
植物園 26 7.7 15.4 69.2 7.7 11.5
動水植 9 33.3 33.3 11.1 22.2 0.0

設
置
者

国立 42 2.4 35.7 59.5 2.4 11.9
県立 299 21.1 36.8 36.8 5.4 19.7
市立 824 12.4 25.0 55.3 7.3 13.2
町村立 239 5.9 24.7 59.4 10.0 7.1
公益法人 270 8.9 26.3 55.9 8.9 8.9
会社、個人等 105 7.6 22.9 51.4 18.1 11.4

法
区
分

登録 520 18.5 30.2 46.5 4.8 18.3
相当 201 9.5 39.3 45.3 6.0 14.4
類似 1,058 9.2 23.5 57.2 10.1 9.6



―　94　―

表 ３ － ３ － １ ４ 　 常 設 展 示 の 老 朽 化 へ の 対 応 の 必 要 度 と 修 繕 の 予 定 （「 問 題 に な っ て い る 」 と 回 答

し た 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 ）「Q ５ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

（６） 公 立 館 に お け る 施 設 管 理 計 画 に つ い て

全 体 と し て 、 現 状 の ま ま 存 続 す る 51.5％ 、 改 修 ・ 修 繕 等 を 実 施 し て 存 続 す る 36.6％ と 回 答 し

た 施 設 が 多 い 。
表３－３－１５　公立館・公共施設総合管理計画における今後５年以内の位置づけ（複数回答）「Q ５－６」

　（％）

改 修 ・ 修 繕 を 実 施 し て 存 続 す る 施 設 は、 館 種 で は 動 水 植 71.4 ％、 動 物 園 63.6 ％、 水 族 館

60.0％ が 高 く、 設 置 者 が 自 然 系 館 園 の 改 善 を 積 極 的 に 計 画 し て い る こ と が う か が え る。 一 方、

設 置 者 別 に み る と、 市 立 施 設 の 2.9％ （29 館）、 町 村 立 の 2.9％ （９ 館） で 用 途 の 変 更、 廃 止 が

予 定 さ れ て お り、 割 合 と し て は 低 い も の の、 今 後 ５ 年 以 内 に 市 町 村 立 施 設 と し て の 博 物 館 が

38 館、 姿 を 変 え よ う と し て い る。

N=
常設展示の老朽化への対応の必要度 修繕の予定

早急に対応
が必要

中期的に対
応が必要

当面、対応
は不要 無回答 ある

全体 1,779 16.3 52.0 28.6 3.1 23.0

館
種

総合 112 25.0 50.9 20.5 3.6 29.5
郷土 200 16.5 60.0 19.5 4.0 18.5
美術 359 8.1 39.3 48.5 4.2 19.2
歴史 832 17.1 53.4 26.9 2.6 22.4
自然史 79 29.1 53.2 15.2 2.5 29.1
理工 87 20.7 59.8 16.1 3.4 32.2
動物園 37 21.6 64.9 13.5 0.0 43.2
水族館 38 13.2 60.5 23.7 2.6 28.9
植物園 26 7.7 61.5 30.8 0.0 15.4
動水植 9 22.2 66.7 0.0 11.1 22.2

設
置
者

国立 42 21.4 45.2 28.6 4.8 28.6
県立 299 24.1 53.2 20.1 2.7 26.4
市立 824 17.2 53.0 27.3 2.4 22.0
町村立 239 11.7 58.6 27.2 2.5 23.4
公益法人 270 10.0 43.3 41.5 5.2 19.3
会社、個人等 105 11.4 50.5 32.4 5.7 27.6

法
区
分

登録 520 19.6 48.3 29.0 3.1 24.4
相当 201 14.9 51.2 28.9 5.0 22.9
類似 1,058 14.9 54.0 28.3 2.8 22.3

N=

公立館・公共施設総合管理計画・位置づけ（複数回答）

建替え 現状のまま、
存続

改修・修繕
等を実施し、

存続
用途の
変更

民間へ
の譲渡

廃止（建物
の民間への

貸付・譲渡・
売却、解体）

その他 無回答

全体 1,654 2.9 51.5 36.6 1.0 0.0 1.3 6.7 5.9

館
種

総合 91 5.5 47.3 41.8 0.0 0.0 0.0 9.9 2.2
郷土 240 2.9 56.7 27.5 0.8 0.0 1.7 10.4 3.3
美術 265 1.9 51.3 40.0 0.8 0.0 1.1 5.3 4.2
歴史 821 3.0 52.6 35.7 0.9 0.0 1.6 5.7 6.7
自然史 76 3.9 51.3 34.2 2.6 0.0 0.0 5.3 7.9
理工 71 1.4 50.7 33.8 4.2 0.0 1.4 5.6 8.5
動物園 33 3.0 30.3 63.6 0.0 0.0 3.0 12.1 9.1
水族館 25 4.0 20.0 60.0 0.0 0.0 0.0 4.0 16.0
植物園 25 0.0 48.0 44.0 0.0 0.0 0.0 4.0 8.0
動水植 7 0.0 42.9 71.4 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0

設
置
者

県立 339 1.8 48.7 41.3 0.0 0.0 0.0 7.1 4.7
市立 1,003 2.8 51.9 35.7 1.3 0.0 1.6 7.3 6.0
町村立 312 4.5 53.2 34.3 1.0 0.0 1.9 4.2 6.7
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表 ３ － ３ － １ ６ 　「 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 」 に よ り 建 替 え 予 定 が 「 あ る 」 と 回 答 し た 施 設 の 既 存 の

館 と の 集 約 ・ 統 合 「Q ５ － ６ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － ３ － １ ７ 　「 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 」 に よ り 建 替 え 予 定 が 「 あ る 」 と 回 答 し た 施 設 の 他 の 機

能 を も っ た 施 設 と の 複 合 化 「Q ５ － ６ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

建 替 え 予 定 が 「あ る」 と 回 答 し た 施 設 の う ち、 既 存 の 館 と の 集 約 ・ 統 合 が 明 確 に 「行 わ れ る

こ と に な っ て い る」 の は、 県 立、 市 立、 町 村 立 と も に 32 ～ 35％ と ほ ぼ 同 じ 割 合 だ が、「行 わ

れ る こ と に な っ て い な い」の が 県 立 66.7％、市 立 53.6％ で あ る の に 対 し、町 村 立 は「わ か ら な い」

50.0％ と 回 答 す る 割 合 が 高 い。 ま た、他 の 機 能 を も っ た 施 設 と の 複 合 化 に つ い て、「わ か ら な い」

と 回 答 し た の が 県 立 ０ ％、 市 立 21.4％ に 対 し、 町 村 立 50.0％ で あ り、 町 村 立 の 半 数 近 く が 建

替 え 後 の 統 合、 複 合 が 不 透 明 で あ る こ と が う か が え る。

N=
既存の館の集約・統合

行われるこ
とになって

いる

行われるこ
とになって

いない
わからない 無回答

全体 48 33.3 43.8 22.9 0.0
設
置
者

県立 6 33.3 66.7 0.0 0.0
市立 28 32.1 53.6 14.3 0.0
町村立 14 35.7 14.3 50.0 0.0

N=
他の機能をもった施設との複合化

行われるこ
とになって

いる

行われるこ
とになって

いない
わからない 無回答

全体 48 31.3 41.7 27.1 0.0
設
置
者

県立 6 16.7 83.3 0.0 0.0
市立 28 32.1 46.4 21.4 0.0
町村立 14 35.7 14.3 50.0 0.0



―　96　―

4．収支の状況

（１） 収 入 総 額 と 入 館 料 収 入

平 均 金 額 で み た 場 合 の 収 入 総 額 に 対 す る 入 館 料 収 入 の 比 率 は 、 回 答 館 全 体 で は 21.5％ 。
表 ３ － ４ － １ 　 総 収 入 と 入 館 料 収 入 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 、 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ２ １ － １ 」「 Ｑ

２ １ － １ － a」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

平 均 金 額 で み た 場 合、 設 置 者 等 か ら の 財 政 支 出 を 含 め た 収 入 総 額 に 対 す る 入 館 料 収 入 の 比 率

は、 設 置 者 や 館 種 に よ り 異 な り、 公 益 法 人 ・ 一 般 法 人 等 や 会 社 ・ 個 人 等 の 館 園 の 比 率 が ３ 割 を

超 え て 高 い 傾 向 に あ る 一 方、 国・都 道 府 県・指 定 都 市 の 館 園 の 比 率 が １ 割 か ら 1.5 割 と 低 く な っ

て い る。

入 館 料 収 入 の 平 均 値 、 中 央 値 と も 人 文 科 学 及 び 自 然 科 学 の 館 種 の 館 園 と 動 水 植 物 園 と の 差 が

大 き い 。
表 ３ － ４ － ２ 　 入 館 料 収 入 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 、 全 体 ／ 設 置 者 別 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ ２ １ － １ － a」

N ＝
総収入の平均

（千円）
入館料収入の
平均（千円）

入館料収入／
年間収入総額

A B B ／ A
全体 1,506 90,263 19,388 21.5

設
置
者

国 35 679,630 99,635 14.7
都道府県・指定都市 254 184,767 24,890 13.5
市・区 703 42,972 8,937 20.8
町・村 208 18,282 5,634 30.8
公益法人・一般法人等 248 79,157 26,111 33
会社・個人等 58 199,585 94,133 47.2

入館料収入
N ＝ 平均（千円） 中央値（千円）

全体 1,506 19,388 1,055

設
置
者

国 35 99,635 1289
都道府県・指定都市 254 24,890 6,362
市・区 703 8,937 592
町・村 208 5,634 380
公益法人・一般法人等 248 26,111 1,987
会社・個人等 58 94,133 1599

館
種

総合 90 13,989 2,218
郷土 166 3,118 85
美術 352 22,794 3,634
歴史 699 10,021 423
自然史 65 22,258 1,396
理工 61 38,545 12,096
動物園 22 100,134 71,405
水族館 22 183,275 53,398
植物園 23 50,196 9,806
動水植 6 201,077 135,253
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設 置 者 別 の 平 均 値 で み た 場 合 、 年 間 総 収 入 に 対 す る 入 館 料 収 入 、 シ ョ ッ プ 売 上 の 比 率 が 最 も

高 い の は 会 社 ・ 個 人 等 で 、 外 部 資 金 の 比 率 は 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 が 国 よ り 高 い 。 館 種 別 に み る

と 、入 館 料 収 入 、シ ョ ッ プ 売 上 の 比 率 が 最 も 高 い の は 水 族 館 、外 部 資 金 の 比 率 が 高 い の は 美 術 。

表 ３ － ４ － ３ 　 総 収 入 と 各 収 入 の 割 合 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 、 全 体 ／ 設 置 者 別 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ

２ １ － １ － a、 b、 c、 d」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

平 均 金 額 に つ い て 指 定 管 理 館 と 直 営 館 を 比 べ る と、年 間 収 入 額 に お い て も そ の 内 訳 の 入 館 料、

シ ョ ッ プ の 売 上、 施 設 の 賃 貸 料、 外 部 資 金 に お い て も、 差 が 大 き く、 導 入 さ れ て い る 館 の 金 額

が 大 き く な っ て い る。

表 ３ － ４ － ４ 　 指 定 管 理 者 制 度 導 入 の 有 無 に よ る 各 収 入 平 均 額（ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 、公 立 館 ）「 Ｑ

３ － ３ 」「 Ｑ ２ １ － １ － a、 b、 c、 d」

（２） 総 支 出、 事 業 費、 管 理 費、 人 件 費 に つ い て

経 年 で み た 場 合 、支 出 総 額 と そ の 支 出 内 訳 の 全 て の 項 目 に お い て 平 均 金 額 は 減 少 傾 向 に あ り 、

平 成 19 年 度 か ら 平 成 30 年 度 の 事 業 費 の 減 少 が 顕 著 。
表 ３ － ４ － ５ 　 支 出 と そ の 内 訳 の 推 移 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 ）　「 Ｑ ２ １ － ２ 」　   （ ％ ）

N ＝
入館料収入／年
間収入総額の比

率

ショップ売上／
年間収入総額の

比率

施設の賃貸料／
年間収入総額の

比率
外部資金／年間
収入総額の比率

全体 1,506 21.5 9.1 3.4 6.9

設
置
者

国 35 14.7 0.5 3.2 4.4
都道府県・指定都市 254 13.5 3.2 4.2 5.1
市・区 703 20.8 12.5 1.5 2.5
町・村 208 30.8 7.5 1.7 1.2
公益法人・一般法人等 248 33 12.6 5.8 21.6
会社・個人等 58 47.2 35.7 2.1 7.9

館
種

総合 90 14.6 6.6 1.6 7.3
郷土 166 20.8 8.2 1.6 1.3
美術 352 18.1 6.5 3.4 10.2
歴史 699 18.3 12.2 4.8 6.2
自然史 65 20.7 2.8 1.5 4.7
理工 61 25.2 5.5 4 4.4
動物園 22 37.1 13.2 4.2 4.6
水族館 22 47.6 22.4 0.6 4
植物園 23 14.4 2.6 1.9 6.5
動水植 6 33 12.7 6.1 0

年間収入総額
（千円）

入館料
（千円）

ショップの売上
（千円）

施設の賃貸料
（千円）

外部資金
（千円）

N ＝ 平均値
導入されている 346 149,421 21,471 9,670 4,796 5,398
導入されていない 801 33,524 7,374 2,733 1,039 1,615
無回答 14 16,259 4,715 852 63 58
全体 1,161 67,855 11,543 4,778 2,147 2,724

N=
支出総額
の平均 支出内訳－平均（千円） 構成比

（千円） 事業費 管理費 人件費 D/C E/C F/CC D E F
平成 9 年 1,551 131,280 46,374 45,831 39,075 35.3 34.9 29.8
平成 16 年 1,570 118,536 46,874 37,888 33,774 39.5 32 28.5
平成 20 年 1,923 113,381 50,262 33,351 29,769 44.3 29.4 26.3
平成 25 年 1,760 105,600 43,591 29,416 32,632 41.3 27.9 30.9
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支 出 総 額 の 金 額 階 層 別 推 移 は 、 ２ 億 円 以 上 の 割 合 が 若 干 減 っ て い る も の の 、 特 段 の 経 年 変 化

は 見 ら れ な い 。
表 ３ － ４ － ６ 　 支 出 総 額 の 推 移 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 ）「 Ｑ ２ １ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ ％ ）

（３） 設 置 者 別 総 予 算 の 推 移 に つ い て

支 出 総 額 は 全 て の 設 置 者 で 減 少 し て お り 、 経 年 で 見 る と 市 ・ 区 及 び 会 社 ・ 個 人 等 の 支 出 が 大

幅 に 減 少 。
表 ３ － ４ － ７ 　 設 置 者 別 支 出 総 額 の 推 移 （ 有 効 な 回 答 の あ っ た 館 、 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ２ １ － ２ 」

（４） 外 部 資 金 獲 得 方 法 に つ い て

国 の 科 学 研 究 費 の 獲 得 割 合 が 高 く 、 県 立 以 下 そ の 他 の 館 種 は そ の 他 の 外 部 資 金 獲 得 方 法 の 割

合 が 高 い 。
表３－４－８　外部資金獲得方法（複数回答、有効な回答のあった館、全体／設置者別）「Ｑ２１－１－１」

外 部 資 金 の 新 た な 獲 得 方 法 と し て の ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ や フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ、 ユ ニ ー ク ベ

ニ ュ ー な ど 施 設 貸 出 は、 全 体 的 な 館 数 と し て は 少 な い も の の、 国 及 び 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 を 中

心 に 導 入 が 進 め ら れ て い る。

ま た、 設 置 者 別 に み る と 国 の 科 学 研 究 費 の 獲 得 の 割 合 が 高 く、 県 立 以 下 そ の 他 の 館 種 は そ の

他 の 外 部 資 金 獲 得 方 法 の 割 合 が 高 い 傾 向 に あ る。

平成 8 年度 平成 15 年度 平成 19 年度 平成 30 年度
館園数 全体にお

ける割合 館園数 全体にお
ける割合 館園数 全体にお

ける割合 館園数 全体にお
ける割合

支
出
総
額

全体 1,551 100.0 1,570 100.0 1,897 100.0 1,760 100.0
～１千万円未満 389 25.1 385 24.5 531 28 456 25.9
１千万～３千万円未満 343 22.1 358 22.8 429 22.6 430 24.4
３千万～７千万円未満 306 19.7 296 18.9 344 18.1 338 19.2
７千万～２億円未満 258 16.6 289 18.4 323 17 297 16.9
２億円以上 255 16.4 242 15.4 270 14.2 239 13.6

支出総額の平均（千円） 回答館園数
平成8年度 平成15年度 平成19年度 平成30年度 平成8年度 平成15年度 平成19年度 平成30年度

全体 131,280 118,536 113,381 105,600 1,551 1,570 1,897 1,760

設
置
者

国 546,809 606,375 602,381 541,504 25 26 37 49
都道府県・
指定都市 320,842 279,536 271,935 238,341 256 273 305 287

市・区 92,793 85,068 69,349 59,699 524 572 881 831

町・村 28,004 20,777 22,900 24,732 443 396 321 251
公益法人・
一般法人等 85,069 102,071 100,511 96,244 212 232 282 270
会社・
個人等 315,888 189,504 184,017 126,585 91 71 71 72

外部資金獲得方法 全体  国 都道府県・
指定都市 市・区 町・村 公益法人・

一般法人
会社・
個人等

N ＝ 354 20 93 109 19 102 11
科学研究費補助金などの公的助成 123 13 44 32 5 26 3
日本財団など民間団体による助成 99 11 44 22 6 15 1
企業による寄付 97 9 15 16 5 50 2
ネーミングライツ 5 2 2 1 0 0 0
ファンドレイジング 11 3 3 1 0 4 0
ユニークベニューなど、施設貸出 15 5 6 0 0 4 0
その他 153 7 37 52 8 43 6
無回答 3 0 0 3 0 0 0
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〈来館者サービス〉

5．開館状況

（１）　 開 館 日 数 及 び 開 館 時 間

開 館 日 数 は 経 年 で 見 る と 比 較 的 高 止 ま り し 、 平 成 19 年 度 以 降 は 年 間 300 日 以 上 開 館 す る 館

が 55％ を 超 え て い る 。
表 ３ － ５ － １ 　 年 間 開 館 日 数 （ 全 体 ／ 時 系 列 比 較 ）「 Ｑ ７ － １ 」　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

年 間 300 日 以 上 開 館 す る 館 が 平 成 ８ 年 度 の 46.8％ か ら、52.7％、56.8％、57.4％ と 増 加 し て

き た が、 平 成 30 年 度 は 54.6％ で あ り、 増 加 が 止 ま っ た よ う に 見 え る。 な お、 年 間 開 館 日 数 に

関 す る 設 問 で は、 平 成 24 年 度 ま で は 選 択 式 で 聞 い て い た が、 今 回 は 実 数 を 聞 い た。 無 回 答 の

増 加 は そ の た め と 考 え ら れ る。

開 館 日 数 の 中 央 値 は 304 日 。「 水 族 館 」「 動 物 園 」「 動 水 植 」 の 開 館 日 数 が 多 い 。
表 ３ － ５ － ２ 　 年 間 開 館 日 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ ７ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

年 間 開 館 日 数 の 実 数 を 聞 い た の で、 今 回 調 査 で は 中 央 値 を 算 出 し た。 開 館 日 数 の 全 体 の 中 央

値 は 304 日 で あ っ た。 館 種 別 で 見 る と「水 族 館」が 飛 び 抜 け て 多 い こ と が わ か る。「動 物 園」、「動

水 植」 も 開 館 日 数 が 多 く、 こ れ ら は、 生 き た 動 物 が い る こ と か ら、 常 に 飼 育 員 等 が 勤 務 し て い

る こ と 等 と の 関 連 が あ る と 思 わ れ る。 一 方、 美 術 館 の 開 館 日 数 は 比 較 的 少 な い。

N=
年間開館日数

N= 中央値50 日 
未満

50 ～ 
99 日

100 ～ 
149 日

150 ～ 
199 日

200 ～ 
249 日

250 ～ 
299 日

300 ～ 
324 日

325 日 
以上 無回答

全体 2,314 0.6 0.8 1.5 4.0 8.7 24.9 36.3 18.3 4.9 2,200 304

館
種

総合 129 0.0 0.0 1.6 1.6 10.9 27.1 42.6 16.3 0.0 129 304
郷土 248 0.8 1.6 2.4 4.0 8.1 29.4 37.1 11.3 5.2 235 300
美術 497 0.8 0.6 2.0 7.6 12.7 30.2 26.6 13.5 6.0 467 290
歴史 1,108 0.6 0.7 1.3 3.2 7.9 23.1 38.4 19.9 5.0 1,053 306
自然史 101 1.0 1.0 2.0 2.0 6.9 21.8 42.6 18.8 4.0 97 306
理工 102 0.0 0.0 1.0 3.9 5.9 27.5 47.1 10.8 3.9 98 306
動物園 41 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 12.2 46.3 36.6 2.4 40 321.5
水族館 44 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 6.8 15.9 65.9 6.8 41 357
植物園 34 0.0 2.9 0.0 2.9 2.9 11.8 38.2 29.4 11.8 30 310
動水植 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 40.0 0.0 10 318

平成 8 年度 平成 15 年度 平成 19 年度 平成 24 年度 平成 30 年度
全体 (N ＝ ) 1,891 2,030 2,257 2,258 2,314

年
間
開
館
日
数

50 日未満 0.3 0.5 0.6 1.6 0.6
50 ～ 99 日 1.0 0.4 0.5 0.8
100 ～ 149 日 1.1 1.0 1.7 1.4 1.5
150 ～ 199 日 3.3 3.2 3.5 3.8 3.5
200 ～ 249 日 10.2 9.0 8.0 8.7 8.7
250 ～ 299 日 36.4 31.9 27.4 25.6 24.9
300 ～ 324 日 40.2 52.7

37.7 38.6 36.3
325 日以上 19.1 18.8 18.3無休開館 6.4
無回答 1.1 1.3 1.3 1.6 4.9
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通 常 開 館 時 間 以 外 の 開 館 を 何 ら か の 形 態 で 行 っ て い る 館 は 全 体 の 約 30％ 。 季 節 に 応 じ た 臨

時 開 館 が 多 い の は 「 動 物 園 」「 水 族 館 」 で あ る 。
表 ３ － ５ － ３ 　 早 朝・夜 間 開 館 な ど 通 常 開 館 時 間 以 外 の 開 館（ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ７ － ２ 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

通常開館時間以外の開館を何らかの形態で行っている館は約 30％である。 館種では、 開館日数

における傾向と同様、「動物園」 や「水族館」 において比率が高くなっている。「理工」 で曜日を決

めて開館時間の延長を行っている館が多いのは天文関係の活動によるものと思われる。一方、「郷土」

では開館時間を変更している比率が低い。設置者別では、「国立」「県立」で比率が高くなっている。

（２） 施 設 の 貸 し 出 し

開 館 時 間 以 外 に 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 が 17.5％ 。 館 種 で は「 総 合 」「 美 術 」「 理 工 」「 水

族 館 」 の 比 率 が 高 く 、 設 置 者 で は 「 国 立 」 の 比 率 が 高 い 。
表 ３ － ５ － ４ 　 通 常 開 館 時 間 以 外 の 施 設 の 貸 し 出 し （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ７ － ３ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

N ＝
早朝・夜間開館など通常開館時間以外の開館

特定の曜日な
ど、一年を通
して、ある

夏季や特別展開催中な
ど、ある季節、ある期
間に限られるが、ある

ない 無回答

全体 2,314 3.6 26.5 67.0 2.9

館
種

総合 129 4.7 25.6 69.8 0.0
郷土 248 2.0 13.3 82.7 2.0
美術 497 5.8 29.8 61.8 2.6
歴史 1,108 2.3 22.5 71.9 3.3
自然史 101 1.0 37.6 57.4 4.0
理工 102 15.7 27.5 54.9 2.0
動物園 41 2.4 75.6 22.0 0.0
水族館 44 0.0 72.7 20.5 6.8
植物園 34 2.9 47.1 41.2 8.8
動水植 10 0.0 50.0 50.0 0.0

設
置
者

国立 63 15.9 22.2 58.7 3.2
県立 343 5.2 39.9 52.8 2.0
市立 1,003 2.8 25.7 69.3 2.2
町村立 312 2.2 19.6 75.6 2.6
公益法人 425 2.8 24.2 68.0 4.9
会社、個人等 168 5.4 23.8 66.7 4.2

N ＝ ある
全体 2,314 17.5

館
種

総合 129 24.8
郷土 248 13.3
美術 497 22.1
歴史 1,108 15.3
自然史 101 13.9
理工 102 22.5
動物園 41 9.8
水族館 44 25.0
植物園 34 17.6
動水植 10 10.0

設
置
者

国立 63 30.2
県立 343 18.4
市立 1,003 14.9
町村立 312 17.0
公益法人 425 19.1
会社、個人等 168 23.2
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休 館 日 や 開 館 時 間 以 外 の 時 間 に 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る と 回 答 し た 館 が 404 館（17.5％）

あ っ た。「国 立」 の 取 組 が 進 ん で い る よ う で あ る。 館 種 で は、 生 き た 動 物 を 扱 う 施 設 で も 屋 外

が 中 心 の 「動 物 園」 と、 室 内 施 設 の 「水 族 館」 で は 傾 向 が 異 な っ て い る。 都 市 部 に 存 在 す る な

ど、 立 地 の 影 響 も 大 き い と 思 わ れ る。

施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 の う ち 、 有 料 で 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 が ７ 割 強 。
表 ３ － ５ － ５ 　 施 設 の 貸 し 出 し に よ る 増 収 効 果 （ 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 ）「 Ｑ ７ － ３ － １ 」

（ ％ ）

貸 し 出 し に は、 地 域 等 と の 連 携 強 化、 広 報、 ま た 増 収 の 効 果 が 見 込 ま れ る と こ ろ で あ る が、

貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 404 館 の う ち、 有 料 で 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 が 295 館 （73.0％） で

あ り、 そ の 半 数 以 上 が 増 収 に つ な が っ て い る。

ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 が 全 体 の 13％ 。
表 ３ － ５ － ６ 　 ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て の 施 設 貸 与 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ ７ － ４ 」

（ ％ ）

博 物 館 等 の 独 特 な 雰 囲 気 を 活 用 し た 会 議 や イ ベ ン ト 等 の ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て の 貸 し 出 し

を 行 っ て い る と 回 答 し た 館 が 301 館 （13.0％） で あ っ た。 館 種 で は 「水 族 館」 が 最 も 多 く、 次

に 「美 術」 が 多 い。 都 市 部 等 の 立 地 の 影 響 も 高 い と 思 わ れ る。

ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 館 の う ち 、 有 料 で 貸 し 出 し て い る 館 が

約 ６ 割 。
表 ３ － ５ － ７ 　 ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー に よ る 増 収 効 果 （ ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ

て い る 館 ）「 Ｑ ７ － ４ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー と し て 施 設 の 貸 し 出 し を 行 っ て い る 301 館 の う ち、 有 料 で 貸 し 出 し を 行 っ

て い る 館 が 177 館 （58.8％）。 そ の 半 数 以 上 が 増 収 に つ な が っ て い る。

N= 有料で貸し出していて、館の増
収につながっている

有料で貸し出しているが、館の
増収につながっていない

無料で貸し出
している 無回答

404 41.6 31.4 26.7 0.2

N= ある
全体 2,314 13.0

館
種

総合 129 10.1
郷土 248 11.3
美術 497 17.9
歴史 1,108 11.3
自然史 101 14.9
理工 102 13.7
動物園 41 7.3
水族館 44 22.7
植物園 34 8.8
動水植 10 10.0

設
置
者

国立 63 15.9
県立 343 16.3
市立 1,003 11.5
町村立 312 10.9
公益法人 425 13.2
会社、個人等 168 17.9

N ＝ 有料で貸し出し、増収につな
がっている

有料で貸し出しているが、増
収につながっていない

無料で貸し出
している 無回答

301 34.9 23.9 40.5 0.7
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6．入館者

（１） 入 館 者 数 の 状 況

年 間 入 館 者 数 の 中 央 値 は 14,464 人 。 館 種 で は 「 動 物 園 」「 水 族 館 」 が 、設 置 者 別 で は 「 県 立 」

の 入 館 者 数 が 多 い 。 経 年 で は 1 万 人 未 満 の 館 の 比 率 が 増 加 傾 向 に あ る 。
表 ３ － ６ － １ 　 入 館 者 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ９ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

年 間 入 館 者 数 の 中 央 値 （ ゼ ロ 及 び 無 回 答 の 館 を 除 く ） は 14,464 人 で あ っ た。 全 体 の 約 1/4

の 館 は 入 館 者 数 が 年 間 5 千 人 未 満 で あ る。

館 種 別 で は、「動 物 園」「水 族 館」「動 水 植」は 入 館 者 数 が 多 い 館 の 比 率 が 高 い。 一 方、「郷 土」「歴

史」 は 入 館 者 数 が 多 い 館 の 比 率 が 低 い。 設 置 者 別 で は 「国 立」 の 一 部 に 入 館 者 数 が 高 い 館 が 多

く、「県 立」 も 入 館 者 数 が 多 い。

経 年 で は、 平 成 20 年 以 前 は 選 択 肢 方 式 で、 平 成 25 年 以 降 は 実 数 で 聞 い て い る た め、 無 回

答 が 増 加 す る な ど、 比 較 は 困 難 で あ る が、 全 体 と し て 入 館 者 数 が 増 加 し て い る と は 言 え な い。

N ＝

平成 30 年度年間入館者数 中央値
5
千
人
未
満

5
千
人
～ 

1
万
人
未
満

1
万
人
～ 

3
万
人
未
満

3
万
人
～ 

5
万
人
未
満

5
万
人
～ 

10
万
人
未
満

10
万
人
～ 

20
万
人
未
満

20
万
人
～ 

30
万
人
未
満

30
万
人
～ 

50
万
人
未
満

50
万
人
～ 

100
万
人
未
満

100
万
人
以
上

無
回
答

N= （人）

全体 2,314 25.7 14.2 22.9 7.3 8.8 7.9 3.3 2.8 2.1 0.7 4.3 2,212 14,464

館
種

総合 129 12.4 12.4 29.5 12.4 12.4 12.4 3.9 2.3 1.6 0.8 0.0 129 27,229
郷土 248 44.0 17.7 23.8 3.2 5.2 1.2 0.4 0.4 0.0 0.0 4.0 238 5,510
美術 497 22.1 15.7 22.1 7.8 9.5 9.1 2.8 2.2 2.0 0.8 5.8 467 16,084
歴史 1,108 30.1 15.3 24.6 7.4 8.1 5.4 1.4 1.7 1.3 0.3 4.2 1,060 10,864.5
自然史 101 15.8 9.9 27.7 8.9 8.9 10.9 8.9 3.0 1.0 1.0 4.0 97 25,411
理工 102 3.9 5.9 15.7 8.8 11.8 26.5 12.7 6.9 4.9 1.0 2.0 100 107,605
動物園 41 0.0 2.4 4.9 0.0 9.8 9.8 24.4 24.4 14.6 7.3 2.4 40 295,049
水族館 44 2.3 0.0 6.8 9.1 9.1 13.6 11.4 18.2 13.6 6.8 9.1 40 260,395.5
植物園 34 14.7 8.8 2.9 8.8 20.6 23.5 2.9 2.9 5.9 0.0 8.8 31 68,752
動水植 10 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 30.0 10.0 20.0 0.0 0.0 10 213,209

設
置
者

国立 63 20.6 9.5 19.0 6.3 9.5 7.9 3.2 6.3 6.3 6.3 4.8 60 28,199
県立 343 2.9 5.5 15.5 11.1 16.9 19.8 8.5 9.3 5.0 2.0 3.5 331 81,952
市立 1,003 24.0 16.8 28.3 8.6 8.2 6.6 2.4 1.1 1.0 0.1 2.9 974 12,658.5
町村立 312 45.5 20.8 19.9 4.8 1.9 1.6 0.6 1.0 0.0 0.0 3.8 300 5,350.5
公益法人 425 32.7 13.2 20.5 4.9 9.2 5.9 2.4 0.9 2.6 0.5 7.3 392 10,171
会社、個人等 168 29.8 7.7 19.0 3.6 7.7 7.7 6.0 6.0 3.6 1.2 7.7 155 15,526
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（２） 入 館 者 を 増 や す た め の 取 組 と 効 果

入 館 者 増 に 向 け た 取 組 は 約 8 割 の 館 が 実 施 し 、 そ の 具 体 的 な 内 容 と し て は 、 広 報 活 動 や 教 育

普 及 活 動 、 企 画 展 の 積 極 的 な 実 施 を 挙 げ て い る 館 が 多 い 。
表 ３ － ６ － ２ 　 入 館 者 を 増 や す た め の 取 組 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ９ － ２ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

過 去 5 年 く ら い の 間 に 入 館 者 を 増 や す た め に、 意 識 的 に 取 組 を 行 っ て き た 館 は、1841 館、

全 体 の 約 80％ に 及 ぶ。 館 種 で は 「動 物 園」「総 合」「水 族 館」 が、設 置 者 別 で は 「県 立」「市 立」

は 比 較 的 割 合 が 高 い。

な お、 平 成 25 年 度 の 調 査 で は、 取 組 が 「あ る」 と 回 答 し た 館 が 86.4％ で あ っ た。 今 回、 若

干 減 少 し て い る が、 こ れ は 「過 去 5 年 く ら い」 と い う 限 定 を つ け な い 設 問 だ っ た こ と も 影 響 し

て い る か も し れ な い。

入 館 者 増 に 向 け た 具 体 的 な 取 組 に つ い て は 、「 広 報 活 動 の 増 強 」 と と も に 、 教 育 普 及 活 動 や

企 画 展 等 の 積 極 的 な 実 施 な ど 博 物 館 な ら で は の 活 動 の 積 極 的 な 実 施 に 取 り 組 ん で い る 館 が 多

い 。
表 ３ － ６ － ３ 　 具 体 的 な 取 組 の 有 無 （ 過 去 ５ 年 間 く ら い の 間 に 入 館 者 を 増 や す た め に 取 り 組 ん で き

た こ と の あ る 館 ）「 Ｑ ９ － ２ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ％ ）

N ＝ ある
全体 2,314 79.6

館
種

総合 129 89.1
郷土 248 78.6
美術 497 82.3
歴史 1,108 76.8
自然史 101 75.2
理工 102 83.3
動物園 41 90.2
水族館 44 88.6
植物園 34 70.6
動水植 10 100.0

設
置
者

国立 63 69.8
県立 343 90.4
市立 1,003 83.3
町村立 312 75.6
公益法人 425 69.6
会社、個人等 168 70.8

N=1,841 取り組みを
している

広報活動の増強 89.7
講座やワークショップなど教育普及活動の積極的実施 80.1
特別展（企画展）の積極的開催 79.7
学校への働きかけ 77.8
他の館園との連携 62.9
来館者動向調査の実施 60.7
各種団体への働きかけ 54.8
招待券・割引券の発行 50.4
観光コースへの組み込み 42.0
年間パスポートの発行 23.0
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表 ３ － ６ － ４ 　 具 体 的 な 取 組 ご と の 効 果（過 去 ５ 年 く ら い の 間 に「し て き て い る」館）「Ｑ ９ － ２ － １」

（％）

表 ３ － ６ － ３ は、 入 館 者 増 に 向 け て、 具 体 的 に 行 っ て い る 取 組 を、 選 択 肢 で 聞 い た も の で あ

る。 広 報 活 動 の 増 強 と と も に、 教 育 普 及 活 動 や 企 画 展 等 の 積 極 的 な 実 施 な ど 博 物 館 な ら で は の

活 動 の 積 極 的 な 実 施 に 取 り 組 ん で い る 館 が 多 い。

取 組 の 効 果 に つ い て も、 広 報 活 動 の 増 強 と と も に、 教 育 普 及 活 動 や 企 画 展 等 の 効 果 が 高 か っ

た と 分 析 さ れ て い る。 一 方、 取 組 み が そ れ ほ ど 多 く な い に も 関 わ ら ず、 効 果 が 比 較 的 高 い と さ

れ る も の に 「他 の 館 園 と の 連 携」 が あ り、 今 後 の 展 開 へ の ヒ ン ト と な る か も し れ な い。

図 ３ － ６ － １ 　 入 館 者 増 に 向 け た 取 組 と 効 果

N= 効果があった
特別展（企画展）の積極的開催 1,467 92.0
講座やワークショップなど教育普及活動の積極的実施 1,475 90.6
広報活動の増強 1,652 89.3
他の館園との連携 1,158 85.8
学校への働きかけ 1,432 85.0
各種団体への働きかけ 1,009 83.7
観光コースへの組み込み 773 81.1
招待券・割引券の発行 928 80.1
年間パスポートの発行 424 77.1
来館者動向調査の実施 1,118 65.9
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７．入館料

（１） 常 設 展 示 に つ い て

常 設 展 示 を 無 料 に し て い る 博 物 館 が 増 加

表 ３ － ７ － １ 　 常 設 展 示 の 有 料 ・ 無 料 の 状 況 （全 体 ／ 時 系 列 比 較）「Q ８ － １ － a」

常 設 展 示 の 料 金 を 無 料 に し て い る 博 物 館 は 平 成 ９、16、20 年 の 調 査 で は、 そ れ ぞ れ 27.7％、

28.4％、29.1％ で 今 回 は 32.2％ に な っ た。有 料 館 が 減 少 し、無 料 館 が 増 加 す る 傾 向 が 見 て 取 れ る。

有 料 館 の 料 金 の 平 均 値 が 前 回 よ り 43.7 円 増 加 。

表 ３ － ７ － ２ 　 入 館 料 （有 料 館 大 人 １ 人 料 金 ／ 時 系 列 比 較）「Q ８ － １ － a」

常 設 展 示 を 有 料 に し て い る 博 物 館 に つ い て 入 館 料 （大 人 1 人 料 金） の 金 額 を 示 し た の が 表 ２

－ 10 で あ る。 平 成 30 年 の 平 均 値 は 434.3 円 で 平 成 20 年 の 390.6 円 に 比 較 し て、43.7 円 上 が っ

て い る。 料 金 の 平 均 を 下 げ て い た 低 額 の 料 金 を 徴 収 し て い た 館 園 が 無 料 と な っ た こ と が 料 金 の

平 均 値 を 上 昇 さ せ た と 考 え ら れ る。

有 料 館 （ 常 設 展 示 ） の 割 合 が 高 い 館 種 は 「 水 族 館 」「 美 術 」「 動 物 園 」、 低 い 館 種 は 「 郷 土 」。

表 ３ － ７ － ３ 　 入 館 料 （常 設 展 示） 徴 収 の 有 無 と 金 額 （館 種 別）「Q ８ － １ － a」

館 種 別 に 常 設 展 示 の 入 館 料 を 見 て み る と、有 料 館 の 割 合 が 高 い の は 「水 族 館」（88.6％）、「美

術 」（81.7％）、「 動 物 園 」（80.5％） で、 低 い の は 「 郷 土 」（47.2％） で、 平 成 20 年 の 調 査 と 同

様 の 傾 向 が 見 て 取 れ る。

ま た、 平 成 20 年 の 調 査 と 比 較 し、 料 金 の 値 上 げ 幅 が 「 水 族 館 」 が 123,7 円、「 動 水 植 」 が

214 円 と 大 き な も の と な っ て い る。

平成 9 年
（N ＝ 1,891）

平成 16 年
（N ＝ 2,030）

平成 20 年
（N=2,257）

平成 30 年
（N=2314）

常設展示料金
有料（％） 71.7 70.7 68.1 64.7
無料（％） 27.7 28.4 29.1 32.2
無回答（％） 0.6 0.9 2.8 3.1

平成 9 年
（N=1,319）

平成 16 年
（N=1,417）

平成 20 年
（N=1,515）

平成 30 年
（N=1,459）

平均値（円） 373 402 391 434
中央値（円） 300 300 300 310

N ＝
有料館園数の

割合 有料館園における入館料（円）
割合（％） N= 平均値 中央値

全体 2,314 64.7 1,459 434.3 310

館
種

総合 129 57.4 72 370.8 300
郷土 248 47.2 114 240.7 210
美術 497 81.7 395 545.3 500
歴史 1,108 60.5 653 339.7 300
自然史 101 62.4 62 419.5 400
理工 102 65.7 65 464.6 420
動物園 41 80.5 32 771.6 510
水族館 44 88.6 38 1209.5 800
植物園 34 64.7 21 388.6 320
動水植 10 70.0 7 1042.9 600
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有 料 館 （ 常 設 展 示 ） の 割 合 が 「 国 立 」 が ２ 割 弱 上 昇 し 、「 県 立 」 が ２ 割 弱 減 少 。
表 ３ － ７ － ４ 　 入 館 料 （ 常 設 展 示 ） 徴 収 の 有 無 （ 設 置 者 別 ／ 時 系 列 ）「Q ８ － １ － a」

表 ３ － ７ － ５ 　 入 館 料 （ 常 設 展 示 ） 徴 収 の 有 無 と 金 額 （ 設 置 者 別 ）「Q ８ － １ － a」

常 設 展 示 の 入 館 料 を 設 置 者 別 で 見 る と、有 料 館 園 の 比 率 が 高 い の は「会 社、個 人 等」（84.9％）、

「公 益 法 人」（78.5％）、「町 村 立」（66.3％）、「国 立」（64.2％） で あ る。 比 率 が 低 い の は 「県 立」

（41.8％） で あ る。 平 成 20 年 の 調 査 と 今 回 の 調 査 を 比 較 す る と 有 料 館 園 数 の 割 合 が 「国 立」 が

22.4％ 上 昇 す る 一 方 で、「県 立」 の 有 料 館 園 数 の 割 合 が 22.8％ 減 少 し て い る。

（２） 特 別 展 示 に つ い て

特 別 展 の 入 館 料 を 徴 収 す る 館 が 増 加 。
表 ３ － ７ － ６ 　 入 館 料 （ 特 別 展 示 ） の 料 金 徴 収 の 有 無 （ 時 系 列 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ％ ）

特 別 展 示 は、 内 容、 規 模、 主 催 形 態 が 様 々 で あ り、 同 じ 博 物 館 で も、 特 別 展 示 毎 に 料 金 が 異

な る 場 合 も あ る た め、 各 館 の 状 況 を 比 較 す る 上 で 困 難 な 点 も 多 い。 経 年 で み る と 特 別 展 示 の 料

金 を 徴 収 す る 館 が 若 干 で は あ る が 徐 々 に 増 え て い る。

平成 9 年 平成 16 年 平成 20 年 平成 30 年  
N= 有料館園の

割合 N= 有料館園の
割合 N= 有料館園の

割合 N= 有料館園の
割合

全体 1,891 71.7 2,030 70.7 2,257 68.1 1,459 64.7

設
置
者

国立 42 50.0 44 56.8 55 41.8 21 64.2
県立 282 72.7 317 71.9 328 71.6 229 48.8
市立 598 65.9 662 65.0 983 65.8 611 59.4
町村立 508 72.2 510 71.4 352 67.6 193 66.3
公益法人 295 84.4 334 81.1 384 73.7 297 78.5
会社、個人等 166 72.3 163 72.4 155 71.6 108 84.9

回答件数 有料館園数
の割合

有料館園における
入館料（円）

N ＝ 割合（％） 平均値 中央値
全体 1,459 64.7 434.3 310

館
種

国立 21 64.2 408.6 430
県立 229 48.8 403 340
市立 611 59.4 307.3 300
町村立 193 66.3 332.4 300
公益法人 297 78.5 620.5 500
会社、個人等 108 84.9 894.5 600

平成 9 年 平成 16 年 平成 20 年 平成 30 年

N=
料金徴収の有無

N=
料金徴収の有無

N=
料金徴収の有無

N=
料金徴収の有無

無
料

徴
収

無
回
答

無
料

徴
収

無
回
答

無
料

徴
収

無
回
答

無
料

徴
収

未
実
施

無
回
答

1,891 38.2 21.8 40.0 2,030 38.9 21.9 39.3 2,257 51.2 22.0 28.8 2,314 49.1 24.5 20.8 5.6
注　平成９年の無回答 40.0％には、その他（0.1％）が含まれている。

（％）
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特 別 展 の 有 料 館 の 割 合 が 高 い 館 種 は 「 美 術 」「 総 合 」。
表 ３ － ７ － ７ 　 入 館 料 （ 特 別 展 示 ） の 実 施 と 料 金 徴 収 の 有 無 （ 館 種 別 ）「Q ８ － １ － b」（ ％ ）

館 種 別 の 「美 術」 や 「総 合」 は 特 別 展 の 有 料 館 の 比 率 が 高 く、「水 族 館」 の ８ 割 以 上 が 特 別

展 を 行 っ て い る も の の、 ７ 割 の 水 族 館 で 特 別 展 の た め の 費 用 を 徴 収 し て い な い。

（３） 有 料 入 館 者 数 と 無 料 入 館 者 数 の 割 合 に つ い て

有 料 入 館 者 数 の 割 合 が 高 い 館 種 は 「 水 族 館 」「 動 水 植 」、 低 い の は 「 理 工 」「 総 合 」。
表 ３ － ７ － ８ 　 有 料 入 館 者 及 び 無 料 入 館 者 の 割 合 （ 館 種 別 ）「Q ８ － １ － ２ 」

（ ％ ）

有 料 入 館 者 数 の 割 合（平 均 値）が 高 い 館 種 は「水 族 館」（84,1％）、「動 水 植 物 園」（73.3％）で、

割 合 が 低 い の は 「理 工」（57.2％）、「総 合」（57.5％） で あ る。

N=

特別展示　料金徴収の有無
徴収している（特
別展開催時に、常
設展の料金を値上
げする場合を含む）

徴収していない
（無料）

特別展は行ってい
ない 無回答

全体 2,314 24.5 49.1 20.8 5.6

館
種

総合 129 30.2 60.5 6.2 3.1
郷土 248 9.3 61.7 24.2 4.8
美術 497 54.3 26.6 14.7 4.4
歴史 1,108 17.8 52.9 23.1 6.2
自然史 101 15.8 53.5 24.8 5.9
理工 102 13.7 60.8 19.6 5.9
動物園 41 4.9 51.2 43.9 0.0
水族館 44 6.8 70.5 15.9 6.8
植物園 34 5.9 44.1 32.4 17.6
動水植 10 0.0 50.0 40.0 10.0

N= 有料入館者の割合 無料入館者の割合
平均 中央値 平均 中央値

全体 1,463 64.4 70 35.6 30

館
種

総合 73 57.5 60 42.5 40
郷土 116 59.1 61.5 40.9 38.5
美術 393 66.5 70 33.5 30
歴史 651 64.3 70 35.7 30
自然史 63 65.0 70 35.0 30
理工 66 57.2 57 42.8 43
動物園 33 64.3 60 35.7 40
水族館 39 84.1 88 15.9 12
植物園 22 64.8 61 35.2 39
動水植 7 73.3 60 26.7 40
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有 料 入 館 者 数 の 比 率 が 高 い 設 置 者 は 「 会 社 個 人 等 」「 公 益 法 人 」、 低 い の は 「 県 立 」。
表 ３ － ７ － ９ 　 有 料 入 館 者 及 び 無 料 入 館 者 の 割 合 （ 常 設 展 大 人 一 般 有 料 の 館 、 設 置 者 別 ）「Q ８ －

１ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

有 料 入 館 者 数 の 比 率（平 均 値）が 高 い 設 置 者 は「会 社 個 人 等」（84.9％）、「公 益 法 人」（78.5％）

で、 割 合 が 低 い の は 「県 立」（48.8％） で あ る。

（４） 入 館 料 の 優 遇 措 置 に つ い て

入 館 料 の 優 遇 措 置 は 、 身 体 障 が い 者 や 日 を 決 め た 措 置 が 拡 充 。
表 ３ － ７ － １ ０ 　 入 館 料 の 優 遇 措 置 （ 常 設 展 大 人 一 般 有 料 の 館 、 割 引 や 無 料 制 度 「 し て い る 」 館

の 割 合 、 全 体 ／ 時 系 列 ）「Q ８ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

平成 9 年 平成 16 年 平成 20 年 平成 30 年
（N=1,356） （N=1,436） （N=1,537） （N=1,498）

割
引
・
無
料
の
措
置

幼児に対して 割引 3.6 3.5 3.0 3.6
無料 92 90.7 92.8 91.1

小・中学生に対して 割引 55.0 43.4 41.8 —無料 13.7 30.1 38.6

小学生に対して 割引

— — —

38.8
無料 43.1

中学生に対して 割引 40.3
無料 39.8

高校生に対して 割引 39.5
無料 16.6

大学生に対して 割引 30.6
無料 1.9

高齢者に対して 割引 11.6 15.0 17.9 20.8
無料 19.9 21.7 20.9 14.7

身体障がい者に対して 割引 29.8 30.2 31.3 31.1
無料 34.8 43.4 47.8 53.1

学校の授業・行事利用に対して 割引 21.6 20.1 16.5 20.4
無料 59.0 63.2 68.7 61.9

学校 5 日制への対応として 割引 2.8 3.8 2.8
無料 29.4 32.6 27.5

日を決めた措置として 割引 2.0 2.6 3.3 7.0
無料 33.7 30.8 33.8 49.6

一般団体入館者に対して 割引 95.0 90.8 90.8 89.9
無料 0.2 0.1 0.9 0.5

館が所在する地域または市町村
の住民に対して

割引 — — 8.9
無料 8.4

N= 有料入館者の割合 無料入館者の割合
平均 中央値 平均 中央値

全体 1,498 64.4 70 35.6 30

設
置
者

国立 21 64.2 65 35.8 35
県立 231 48.8 48 51.2 52
市立 614 59.4 62 40.6 38
町村立 198 66.3 70 33.7 30
公益法人 293 78.5 85 21.5 15
会社、個人等 106 84.9 90 15.1 10
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表 ３ － ７ － １ １ 　 入 館 料 の 優 遇 措 置 （ 常 設 展 大 人 一 般 有 料 の 館 、 割 引 や 無 料 制 度 「 し て い る 」 館

の 割 合 ）「Q ８ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － ７ － １ ２ ① 　 入 館 料 の 優 遇 措 置 （ 常 設 展 大 人 一 般 有 料 の 館 、 割 引 や 無 料 制 度 「 し て い る 」

館 の 割 合 、 設 置 者 別 ）「Q ８ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

表 ３ － ７ － １ ２ ② 　 入 館 料 の 優 遇 措 置 （ 常 設 展 大 人 一 般 有 料 の 館 、 割 引 や 無 料 制 度 「 し て い る 」

館 の 割 合 、 設 置 者 別 ）「Q ８ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    （ ％ ）

入 館 者 の 優 遇 措 置 の 実 施 状 況 に つ い て、 こ れ ま で の ４ 回 の 調 査 結 果 を 見 る と、 平 成 20 年 ま

で は 小 ・ 中 学 生 に 対 す る 無 料 制 度 を 拡 充 し て き た 傾 向 が み ら れ る が、 今 回 の 調 査 で は、 身 体 障

が い 者 を 無 料 と す る 割 合、 日 を 決 め た 措 置 の 割 合 が 増 加 し て い る。 日 を 決 め た 措 置 は 設 置 者 別

に み る と、「県 立」「市 立」 の 割 合 が 高 く な っ て い る。 ま た、 高 齢 者 に 対 し て は 無 料 の 措 置 の 割

合 が 減 少 し て い る 一 方 で 割 引 の 措 置 が 増 加 し て い る。

各 設 置 者 の 博 物 館 い ず れ も 積 極 的 に 身 体 障 が い 者 や 高 齢 者、 高 校 生 以 下 の 年 齢、 特 定 の 日 に

対 し 入 館 料 の 優 遇 措 置 を 実 施 す る よ う に な り、 利 用 促 進 を は か っ て い る 一 方 で、 国 立 の 値 上 げ

が 消 費 増 税 に 伴 う タ イ ミ ン グ で 実 施 さ れ て お り、 上 昇 の 一 途 を 辿 っ て い る。

N ＝
優遇措置の対象と措置の内容

幼児 小学生 中学生 高校生 大学生
割引 無料 割引 無料 割引 無料 割引 無料 割引 無料

全体 1,498 3.6 91.1 38.8 43.1 40.3 39.8 39.5 16.6 30.6 1.9

設
置
者

国立 21 0.0 100.0 14.3 81.0 14.3 81.0 9.5 71.4 76.2 0.0
県立 232 2.2 94.8 18.5 72.8 20.3 70.7 41.8 31.0 47.8 4.3
市立 627 1.4 94.6 34.9 44.3 34.8 43.9 33.2 18.2 24.9 1.8
町村立 200 4.5 89.5 52.0 23.0 52.5 21.0 31.5 7.0 46.1 1.7
公益法人 306 5.2 88.2 48.0 36.9 53.9 27.8 55.6 9.8 12.5 0.0
会社、個人等 112 13.4 73.2 58.0 20.5 58.9 11.6 46.4 2.7 40.2 2.3

N ＝
優遇措置の対象と措置の内容

高齢者 身体障がい者 学校の利用 日を決めて 団体入館者 地域・市町村
住民

割引 無料 割引 無料 割引 無料 割引 無料 割引 無料 割引 無料
全体 1,498 20.8 14.7 31.1 53.1 20.4 61.9 7.0 49.6 89.9 0.5 8.9 8.4        

設
置
者

国立 21 9.5 52.4 4.8 76.2 4.8 61.9 0.0 81.0 85.7 4.8 0.0 4.8
県立 232 30.2 33.6 13.4 84.1 17.2 71.6 6.5 73.7 96.6 0.4 3.9 3.0
市立 627 18.3 16.4 21.9 64.9 13.1 74.0 4.9 58.4 92.0 0.3 9.6 7.3
町村立 200 13.0 7.0 36.5 35.5 19.5 69.5 4.0 47.0 89.5 1.0 10.5 25
公益法人 306 23.5 3.3 52.3 29.7 30.4 40.2 11.8 24.8 85.3 0.3 9.2 5.9
会社、個人等 112 23.2 3.6 57.1 13.4 9.9 3.0 13.4 17.0 77.7 0.0 14.3 3.6

優
遇
措
置
の
対
象

N=1,498 割引 無料 実施せず 無回答
幼児に対して 3.6 91.1 1.7 3.5
小学生に対して 38.8 43.1 14.4 3.7
中学生に対して 40.3 39.8 16.0 3.9
高校生に対して 39.5 16.6 40.3 3.7
大学生に対して 30.6 1.9 64.0 3.5
高齢者に対して 20.8 14.7 60.7 3.8
身体障がい者に対して 31.1 53.1 12.3 3.5
学校の授業・行事利用に対して 20.4 61.9 13.6 4.1
日を決めた措置として 7.0 49.6 39.7 3.7
一般団体入館者に対して 89.9 0.5 6.3 3.3
館が所在する地域または市町村
の住民に対して 8.9 8.4 78.8 3.8
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8．バリアフリー、ユニバーサル対応状況

対 象 と な る 来 館 者 は 、 い ず れ も 増 加 傾 向 。 特 に 外 国 人 と 高 齢 者 の 増 加 率 は 高 い 。
表 ３ － ８ － １ 　 バ リ ア フ リ ー へ の 配 慮 を 想 定 す べ き 来 館 者 の 動 向 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q

１ ０ － ５ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

バ リ ア フ リ ー へ の 配 慮 を 想 定 す べ き 来 館 者 は、 外 国 人 40.9％、 高 齢 者 39.4％ と 高 い 増 加 傾 向

を 示 す。 障 が い 者 と 乳 児 連 れ の 家 族 も 共 に、 変 化 な し が 70％ 以 上 で は あ る が、 増 加 傾 向 は 各

21.2％、19.2％ で あ り、 い ず れ の 属 性 に お い て も 拡 大 に つ な が っ て い る。

博 物 館 の 利 用 者 層 の 拡 大 と し て は 喜 ば し い が、そ れ に 対 し て、以 下 の 設 問 で 明 ら か な よ う に、

受 け 入 れ 態 勢 の 整 備 が 追 い 付 い て い な い。

県 立 ＞ 市 立 ＞ 町 村 立 の 順 で 数 値 が 高 い 。 施 設 規 模 の 反 映 か ？
表 ３ － ８ － ２ 　 バ リ ア フ リ ー へ の 施 設 面 で の 対 応 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ０ － １ 」　（ ％ ）

館数
（N=）

外国人の利用 高齢者の利用 障がい者の利用 乳児連れの
家族の利用

増加
傾向

減少
傾向

変化
なし

増加
傾向

減少
傾向

変化
なし

増加
傾向

減少
傾向

変化
なし

増加
傾向

減少
傾向

変化
なし

全体 2,314 40.9 1.7 54.1 39.4 2.6 54.6 21.2 1.7 73.5 19.2 2.8 74.2

館
種

総合 129 48.8 3.1 46.5 52.7 2.3 42.6 32.6 2.3 62.8 31.8 3.1 62.8
郷土 248 23.8 1.2 73.0 39.5 2.0 56.9 12.5 0.8 84.7 15.3 2.8 79.8
美術 497 50.1 1.4 45.3 40.6 2.8 52.9 24.3 2.0 70.0 19.5 3.0 73.4
歴史 1,108 37.0 2.0 57.3 38.1 3.2 54.8 16.9 1.6 77.3 13.9 2.7 79.2
自然史 101 45.5 1.0 49.5 33.7 0.0 62.4 24.8 1.0 70.3 37.6 2.0 56.4
理工 102 45.1 1.0 52.9 40.2 2.0 56.9 46.1 1.0 52.0 45.1 2.0 52.0
動物園 41 58.5 2.4 39.0 53.7 0.0 46.3 39.0 0.0 61.0 29.3 2.4 68.3
水族館 44 61.4 0.0 31.8 18.2 0.0 75.0 25.0 4.5 63.6 18.2 2.3 72.7
植物園 34 50.0 2.9 35.3 29.4 0.0 58.8 17.6 5.9 64.7 20.6 8.8 58.8
動水植 10 50.0 0.0 50.0 60.0 0.0 40.0 40.0 0.0 60.0 40.0 0.0 60.0

設
置
者

国立 63 52.4 0.0 39.7 30.2 0.0 60.3 25.4 1.6 63.5 11.1 0.0 77.8
県立 343 48.7 1.7 46.9 45.2 2.9 49.6 30.0 0.9 65.9 28.9 2.3 65.6
市立 1,003 33.9 2.4 61.4 40.4 2.7 54.4 20.9 2.0 74.5 20.3 2.9 74.1
町村立 312 30.8 1.3 65.1 32.7 2.2 62.2 13.5 0.6 83.0 14.1 2.2 80.8
公益法人 425 50.6 0.9 42.6 38.8 3.1 52.0 18.1 2.1 73.6 14.8 3.3 75.5
会社、個人等 168 56.5 1.2 39.3 38.7 1.8 56.0 25.0 2.4 69.0 16.7 4.2 75.6

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、
個
々
等

館数（N=） 2,314 129 248 497 1108 101 102 41 44 34 10 63 343 1003 312 425 168
車 イ ス の 貸
出しあり 74.5 84.5 65.3 79.9 71.1 76.2 89.2 80.5 79.5 64.7 100.0 68.3 91.8 79.6 68.3 61.6 55.4

身 が い 者 対
応 エ レ ベ ー
ターあり

42.9 62.8 28.2 49.9 37.0 49.5 79.4 29.3 56.8 35.3 40.0 57.1 67.6 42.2 25.6 38.1 35.7

多 機 能 ト イ
レあり 71.2 86.0 57.3 73.6 68.1 75.2 92.2 85.4 81.8 73.5 90.0 84.1 91.5 74.5 62.5 56.5 58.9

オ ス ト メ イ
ト 対 応 の ト
イレあり

22.1 28.7 14.9 23.9 19.9 18.8 34.3 36.6 38.6 29.4 30.0 34.9 45.2 21.3 12.2 14.1 13.7
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国 立 と 公 益 法 人 は 施 設 規 模 が 異 な る も の が 混 在 す る た め 判 断 が 難 し い が、 県 立 ＞ 市 立 ＞ 町 村

立 と 整 備 が 進 ん で い る 数 値 か ら 見 る と、 バ リ ア フ リ ー に 対 応 す る た め の 設 備 投 資 に つ い て は、

施 設 規 模 と 比 例 し て 進 捗 し て い る と 想 定 さ れ る。     

ト イ レ に 関 わ る 数 値 を 見 る と、 多 機 能 ト イ レ の 設 置 は 全 体 で 71.2％ と 進 む が、 そ れ に 比 し て

オ ス ト メ イ ト の 導 入 は 全 体 で 22.1％ と 少 な い。

施 設 面 で の バ リ ア フ リ ー 化 に 関 し て 付 言 し た い の は、 い ず れ の 数 値 に 関 し て も、 国 立 施 設 の

値 が け し て 高 く な い こ と で あ る。 県 立 施 設 と 比 べ る と、 全 て の 項 目 で 国 立 施 設 の 値 が 低 い。 国

立 施 設 に つ い て は、 大 規 模 な 博 物 館 の み な ら ず、 大 学 や 研 究 所 の 付 属 施 設 な ど も 多 い た め に、

他 の 局 面 で も 同 様 の 傾 向 が 見 ら れ る が、 や は り バ リ ア フ リ ー に 関 し て は、 率 先 し て 範 を 示 す よ

う な 施 策 を 求 め た い。

視 覚 、 聴 覚 の 障 が い 者 に 対 す る 対 応 は 、 館 種 、 設 置 者 を 問 わ ず 値 が 低 い 。
表 ３ － ８ － ３ 　 視 聴 覚 に 障 が い が あ る 来 館 者 へ の 対 応 （全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別）「Q １ ０ － １」　（％）

視 覚 障 が い 者 用 点 字 解 説 に 対 応 す る 館 数 は 全 体 の 7.2％ と 低 い 数 値 と な っ て い る。 全 て の 観

客 に 開 か れ た 施 設 と し て 改 善 が 求 め ら れ る。 そ の 際、 視 覚 障 が い 者、 聴 覚 障 が い 者 に 向 け た 展

示 作 品 解 説 ＝ 知 識 提 供 と い う 図 式 に と ら わ れ ず、 各 館 種 の 特 徴 に 応 じ て、 視 覚 障 が い 者 が 有 益

な 体 験 を 得 る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 開 発 と、 そ の た め に も 状 況 や ニ ー ズ の 把 握 が 必 要 に な

る で あ ろ う。

ス タ ッ フ 研 修 実 施 の 数 値 は 軒 並 み 低 い 。
表 ３ － ８ － ４ 　「 障 害 者 差 別 解 消 法 」「 ユ ニ バ ー サ ル ・ マ ナ ー 」 等 バ リ ア フ リ ー に 関 わ る ス タ ッ フ 研

修 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ０ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

動 物 園 36.6％ の 値 以 外 は、 い ず れ の 館 種 で も 数 値 は 低 い。 全 体 で も 14.5％ の 値 は 問 題。

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、個
々
等

館数（N=） 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10 63 343 1,003 312 425 168 
視覚障がい者
用点字解説あ
り

7.2 10.9 4.8 5.4 5.5 16.8 17.6 14.6 15.9 5.9 30.0 11.1 21.9 5.9 2.6 3.3 2.4

介助犬の同伴
受入れあり 60.6 70.5 53.6 59.8 58.0 65.3 73.5 73.2 79.5 70.6 80.0 63.5 80.8 64.4 50.6 45.2 53.0

手 話 等、 聴 覚
障がい者への
対応あり

13.2 14.7 6.5 14.3 14.0 5.0 19.6 9.8 9.1 20.6 50.0 30.2 24.2 15.4 4.2 6.4 6.0

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、
個
々
等

館数（N=） 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10 63 343 1,003 312 425 168 
実施している 14.5 19.4 8.9 15.5 12.5 19.8 21.6 36.6 6.8 23.5 60.0 6.3 32.4 15.7 6.7 7.1 7.7
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乳 幼 児 に 対 す る 対 応 は 、 動 物 園 、 水 族 館 が 高 い 数 値 を 示 す 。

託 児 サ ー ビ ス に つ い て は い ず れ の 館 種 も ほ と ん ど 施 さ れ て い な い 。
表 ３ － ８ － ５ 　 乳 幼 児 を 連 れ た 来 館 者 へ の バ リ ア フ リ ー 対 応 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ０

－ ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

館 種 に よ り、 入 館 者 の 行 動 様 態 が 違 う た め 乳 幼 児 を 連 れ た 家 族 向 け の 対 応 に は ば ら つ き が 生

じ る の は 仕 方 の な い こ と で あ ろ う。

車 イ ス と ベ ビ ー カ ー の 貸 出 は、 前 回 調 査 に 同 項 目 が あ る が、 今 回 い ず れ も ほ ぼ 変 わ ら な い 結

果 を 得 た。 車 イ ス を 貸 し 出 す 対 象 者 と し て は、 自 前 の 車 イ ス を 使 用 す る 来 館 者 で は な く、 疲 労

し た 高 齢 者 等 が 主 対 象 と な ろ う が、 同 じ よ う に 自 前 の 持 ち 込 み が 想 定 さ れ る ベ ビ ー カ ー の 対 応

と 比 較 す る と、 圧 倒 的 に 車 イ ス の 用 意 が あ る 施 設 数 ・ 割 合 が 高 い。 こ の こ と は 来 館 者 動 態 の 分

析 に 関 わ り 興 味 深 い 数 字 で も あ る。 そ う し た 中 で、 水 族 館、 動 物 園 の ベ ビ ー カ ー 準 備 の 数 値 の

高 さ は、 家 族 単 位 の レ ジ ャ ー で の 来 園 実 績 に 対 応 し た も の で あ ろ う。

エ レ ベ ー タ ー の 設 置 な ど 建 築 的 な バ リ ア フ リ ー 化 は 徐 々 に 改 善 さ れ て い る。 ト イ レ に つ い て

は 多 機 能 ト イ レ の 設 置 が 全 体 に 進 ん で い る が、 オ ス ト メ イ ト 対 応 ト イ レ の 設 置 に 関 し て は、 け

し て 十 分 な 状 況 と な っ て は い な い。 こ う し た ハ ー ド 面 の 改 善 は、 施 設 規 模 と 改 修 状 況 の 比 例 関

係 が 想 定 さ れ る。 経 費 の 投 資 に つ い て は、 施 設 単 独 で の 対 応 に は 無 理 が あ り、 設 置 者 レ ベ ル の

取 り 組 み を 促 し た い。

高 齢 者 や 障 が い 者 へ の 対 応 に 比 し て、 乳 幼 児 と そ の 家 族 に 対 応 す る 施 設 改 善 に つ い て は、 ま

だ 十 分 な 成 果 と は 言 え な い が、 前 回 調 査 よ り は 着 実 に 数 値 が あ が っ て い る。 た だ 託 児 サ ー ビ ス

に つ い て は、全 体 で 1.6％ と い う 低 い 数 値 と な っ て い る。博 物 館 体 験 の 在 り よ う に も 関 わ る た め、

こ の 数 値 を い か に 評 価 す る か は 検 討 が 必 要 だ。

館数
（N=）

乳幼児用休憩室や授
乳室など、乳幼児の

ための部屋設置
ベビーベッ

ド設置
トイレ内の
ベビーチェ

ア設置
ベビーカー
置き場設置

ベビーカー
の貸し出し

あり
託児サービ

スあり
全体 2,314 27.6 25.4 34.2 20.7 31.1 1.6

館
種

総合 129 34.1 37.2 41.9 34.1 49.6 0.8
郷土 248 12.9 17.7 20.2 13.3 16.9 0.8
美術 497 31.0 26.0 33.8 25.2 34.6 4.0
歴史 1,108 19.2 17.8 29.5 14.4 23.7 0.7
自然史 101 38.6 33.7 45.5 25.7 34.7 2.0
理工 102 65.7 60.8 63.7 44.1 60.8 2.0
動物園 41 87.8 65.9 78.0 43.9 75.6 0.0
水族館 44 65.9 54.5 63.6 40.9 68.2 2.3
植物園 34 47.1 44.1 41.2 23.5 41.2 0.0
動水植 10 90.0 80.0 70.0 40.0 70.0 0.0

設
置
者

国立 63 27.0 27.0 47.6 22.2 28.6 3.2
県立 343 65.0 51.3 59.8 38.5 65.3 3.5
市立 1,003 24.5 25.0 33.8 17.8 30.0 1.9
町村立 312 12.5 13.8 19.2 9.6 16.0 0.3
公益法人 425 15.1 13.2 24.0 20.2 20.7 0.2
会社、個人等 168 29.8 26.8 32.7 23.2 23.2 0.6
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WEB サ イ ト の バ リ ア フ リ ー 化 は 、 外 国 語 対 応 も 含 め て 、 コ ン テ ン ツ 、 手 段 と も ほ と ん ど 進 ん

で い な い 。
表３－８－６　WEB サイトにおけるバリアフリー対応（全体／館種別／設置者別）「Q １０－１／１０－３」

（％）

今 回 は、WEB に よ る 障 が い 者、 高 齢 者 対 応 に つ い て の 設 問 も 設 け た。 事 前 の 情 報 提 示 と、

WEB サ イ ト へ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 確 保 に つ い て の 設 問 が あ る が、 い ず れ も 低 い 数 値 と な っ

て い る。 こ の 項 目 に お い て も、 県 立 ＞ 市 立 ＞ 町 村 立 と な り、 施 設 規 模 と そ れ に 伴 う 資 金 と マ ン

パ ワ ー の 格 差 が 影 響 し て い る こ と が 想 定 さ れ る。 障 害 者 差 別 解 消 法 が 制 定 さ れ、バ リ ア フ リ ー、

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 に つ い て の 明 確 な 指 針 が 示 さ れ た 現 状 を 鑑 み る と、 こ う し た 格 差 是 正

の た め に、 よ り 国 家 的 な 施 策 に よ る 改 善 が 望 ま れ る。

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、個
人
等

館数（N=） 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10 63 343 1,003 312 425 168 
WEB 等での、施
設の障がい者・
高齢者対応につ
いての案内あり

15.3 22.5 6.0 20.1 12.1 16.8 27.5 31.7 20.5 17.6 30.0 27.0 27.4 13.6 6.7 15.1 13.1

WEB 等での、障
がい者・高齢者
向けの館へのア
クセス案内あり

7.3 7.8 5.2 9.5 5.7 6.9 12.7 19.5 4.5 11.8 20.0 15.9 13.1 6.4 2.6 7.8 5.4

WEB の 表 記 に
ついて、読み上
げ・文字拡大機
能等、障がい者・
高齢者向けの工
夫あり

13.3 20.2 17.7 11.7 12.3 12.9 14.7 17.1 6.8 14.7 0.0 11.1 21.0 19.4 6.4 2.6 1.2

外国語のウェブ
サイトあり 25.6 31.0 8.1 37.6 20.7 31.7 32.4 41.5 45.5 29.4 40.0 46.0 48.1 15.6 12.2 34.1 35.1
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施 設 や 作 品 の 概 要 案 内 は 、 館 種 を 問 わ ず 5 割 以 上 の 数 値 を 示 す 。
表３－８－７　バリアフリー対応としての多言語化 （全体／館種別／設置者別）「Q １０－３」　　（％）

掲 示 や 配 布 物 に よ る 施 設 や 作 品 の 概 要 に つ い て 知 識 提 供 は、 館 種 を 問 わ ず ５ 割 以 上 の 数 値 を

示 す が、 よ り 踏 み 込 ん で の 細 や か な 情 報 提 供 は 対 応 が 進 ん で い な い。

人 や 機 材 で の 対 応 は ほ と ん ど 進 ん で い な い。各 種 対 応 も 施 設 規 模 に 応 じ た 比 率 と 想 定 さ れ る。

“や さ し い 日 本 語” で の 対 応 は ま だ 低 調 で あ る。

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、
個
人
等

館数（N=） 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10 63 343 1,003 312 425 168 
外国語の館内・
展示案内パンフ
レットあり

49.1 62.8 27.4 54.3 47.0 57.4 57.8 63.4 65.9 55.9 50.0 73.0 74.9 40.9 33.7 52.5 56.5

外国語の展示解
説文、キャプショ
ン、パネルの掲示

30.3 41.1 14.9 38.6 28.6 32.7 31.4 26.8 36.4 17.6 30.0 44.4 45.5 21.1 18.3 41.2 42.9

外国語の解説シー
トの掲示・配布 15.2 17.8 8.5 18.5 16.4 12.9 7.8 4.9 15.9 5.9 10.0 25.4 19.2 12.7 9.3 19.8 17.3

外国語の解説端
末（文字や音声で
情報提供する端
末スマートフォ
ン・アプリを含む）

13.4 20.2 4.0 11.9 14.7 16.8 16.7 14.6 22.7 5.9 10.0 25.4 27.4 8.5 8.7 12.5 21.4

外国語で応対でき
る案内スタッフ 13.7 15.5 4.8 18.5 12.5 16.8 20.6 12.2 15.9 5.9 10.0 31.7 19.8 9.0 6.4 18.8 22.6

外国語によるガイ
ドツアーの実施 4.1 6.2 2.4 4.6 4.1 5.0 3.9 2.4 2.3 2.9 0.0 14.3 4.7 2.3 1.3 6.6 8.3

やさしい日本語
による案内パン
フレット等あり

3.5 3.1 1.6 4.2 3.8 3.0 2.9 4.9 2.3 2.9 0.0 1.6 4.1 3.5 2.6 4.0 3.6
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英 語 へ の 対 応 が 進 む 。 中 国 語 も 半 数 以 上 が 対 応 。
表 ３ － ８ － ８ 　 使 用 す る 言 語 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ０ － ３ － １ 」　 　 　 　 　 　（ ％ ）

言 語 に お け る バ リ ア だ が、 現 状 と し て 訪 日 外 国 人 （観 光） 客 の み な ら ず、 在 住 外 国 人 の 数 も

急 増 し て お り、 そ の た め の 対 応 状 況 を 把 握 す る た め に 今 調 査 で は 設 問 を 増 や し た。

日本の博 物 館を巡る環 境として、 最も変 化が 激しいのがこの 領 域であろう。 比 較 検 討 する数 値

がないので、 今回の結 果 から読 み 取 れることは少ない。 その一因にも関わるが、スマートフォン

の 普 及 と、 そ れ を 介 し て WEB サ イ ト か ら 収 集 で き る 情 報 の 急 増、 ま た 急 速 に 品 質 が 高 ま る 翻

訳 ア プ リ の 活 用 が 博 物 館 で の 鑑 賞 体 験 の 在 り 方 を 大 き く 変 え て い る。 そ れ は 日 本 人 の 来 館 者 に

つ い て も 言 え る こ と な の だ が、 施 設 側 か ら の 文 字 情 報 の 掲 出 あ る い は 配 布 に よ る 提 供 や 外 国 語

に 通 じ た 案 内 人 の 配 置 に つ い て も、 ス マ ー ト フ ォ ン の 高 品 質 化 と 普 及 に よ っ て、 施 設 側 の 対 応

策 が 大 き く 変 化 し 続 け て い る の が 現 状 で あ ろ う。

社 会 全 体 で の バ リ ア フ リ ー に 対 す る 認 識 は、 前 回 調 査 以 来 の ５ 年 間 で 深 ま り を 見 せ て お り、

ま た 訪 日 外 国 人 （観 光） 客 の み な ら ず、 在 住 外 国 人 の 数 も 大 き く 増 え た 現 状 を 鑑 み て、 今 調 査

で は、 バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 関 わ る 設 問 を 一 項 目 に ま と め た う え、 設 問 数 を

増 や し た。

い ず れ に よ せ、 増 え た か ら 対 応 策 を 講 じ る の か、 対 応 策 を 講 じ た か ら 増 え る の か と い う 悩 ま

し い 問 題 が 入 り 組 む 問 題 域 で あ る が、 単 に 来 場 者 数 の 増 加 を 目 的 に す る の で は な く、 バ リ ア フ

リ ー 化 は 博 物 館 の 義 務 で あ る こ と、 し か し 施 設 単 独 で の 努 力 で 状 況 が 大 き く 改 善 さ れ る こ と は

難 し く、 国 の 政 策 と し て 積 極 的 な 取 り 組 み が 必 要 で あ ろ う こ と を 想 定 さ せ る 結 果 で あ っ た。

全
体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、個
人
等

館数（N=）1,394 94 103 334 636 65 69 31 35 21 6 51 282 535 138 275 113 

使
用
外
国
語
（
複
数
回
答
）

英
語 95.9 100.0 94.2 97.3 95.0 96.9 94.2 100.0 94.3 95.2 83.3 100.0 97.5 95.1 95.7 95.6 94.7

ハ
ン
グ
ル

41.8 48.9 26.2 36.2 44.8 43.1 44.9 51.6 54.3 33.3 50.0 49.0 64.9 39.3 32.6 30.5 31.9

中
国
語

51.2 55.3 35.9 45.5 54.6 49.2 53.6 61.3 71.4 42.9 66.7 52.9 68.4 47.9 43.5 41.5 56.6

そ
の
他

14.1 22.3 10.7 14.7 12.6 13.8 17.4 19.4 17.1 9.5 16.7 11.8 22.7 14.8 6.5 10.2 9.7
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９．ショップ・レストラン

（１） ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 の 販 売 施 設、 場 所 の 有 無

ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 の 販 売 施 設 お よ び 販 売 場 所 を 設 置 し て い る の は 全 体 の 約 7 割 。
図 ３ － ９ － １ 　 ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 販 売 施 設 を 有 す る 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ６ － １ 」

館 種 別 で は、 美 術 館 が ８ 割 を 超 え、 つ い で 動 物 園、 水 族 館 が、 動 水 族 園 が ７ 割 を 超 え る。 設

置 者 別 で は 県 立 が 最 も 多 い。

（２） ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 販 売 施 設、 場 所 の 種 別

全 体 の 約 半 数 が 入 館 券 ・ チ ケ ッ ト 売 場 を 兼 ね て い る 。 動 物 園 、 水 族 館 、 動 植 物 園 は ６ 割 以 上

が 独 立 し た シ ョ ッ プ を 設 置 。
表 ３ － ９ － 1　 ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 販 売 施 設 、 場 所 種 別 （ 販 売 施 設 、 場 所 が 「 あ る 」 館 、 全 体 ／

館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ６ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）
売り場として独立

したミュージアム・
ショップ

入館券・チケット売
場などに併設された

小規模な売り場

専用の施設、場所ではなく、
入館券・チケット売場など

が売り場を兼ねている
無回答

全体 N=1,572 26.4 27.4 46.1 0.1

館
種

総合 40.4 19.1 40.4 0.0
郷土 3.8 16.9 79.2 0.0
美術 32.9 32.3 34.6 0.2
歴史 18.0 26.7 55.2 0.1
自然史 30.5 39.0 30.5 0.0
理工 47.6 31.7 20.6 0.0
動物園 65.6 28.1 6.3 0.0
水族館 72.7 9.1 18.2 0.0
植物園 37.5 43.8 18.8 0.0
動水植 71.4 14.3 14.3 0.0

設
置
者

国立 61.5 19.2 19.2 0.0
県立 58.7 22.3 18.9 0.0
市立 14.7 26.7 58.6 0.0
町村立 6.1 36.5 57.5 0.0
公益法人 25.9 28.6 45.1 0.3
会社、個人等 47.4 27.6 24.1 0.9
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ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ も し く は 販 売 場 所 を 設 置 し て い る 施 設 は 全 体 の 67.9％ で あ る こ と か

ら、来 館 者 の た め の サ ー ビ ス 施 設 と し て 重 要 視 さ れ て い る と 考 え ら れ る。 し か し な が ら、ミ ュ ー

ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ や レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ 等、 来 館 者 の た め の サ ー ビ ス 施 設 が 不 十 分 で あ る と い

う 問 い に 対 し て 「す ご く あ て は ま る」「ま あ、 あ て は ま る」 と 回 答 し た 館 が 全 体 の 65.2％ を 占

め て い る。

そ の 理 由 と し て 考 え ら れ る こ と は、 売 り 場 と し て 独 立 し た シ ョ ッ プ を 設 置 し て い る 施 設 は 全

体 の 26.4％ で あ り、 約 ７ 割 は チ ケ ッ ト 売 り 場 等 が シ ョ ッ プ を 兼 ね て い る こ と が あ げ ら れ る。 館

種 別 で は、 美 術 館 の 86.7％ が ミ ュ ー ジ ア ム グ ッ ズ 類 の 販 売 を 行 っ て い る 一 方、 独 立 し た シ ョ ッ

プ の 設 置 は ３ 割 程 度 で あ る。 た だ し、 動 物 園 や 水 族 園 は、 約 ７ 割 が 独 立 し た シ ョ ッ プ を 有 し て

お り、 こ れ ら は 施 設 規 模 や 利 用 者 数 と の 関 連 が 考 え ら れ る。

（３） シ ョ ッ プ 経 営 の 館 の か か わ り

全 体 の 約 ７ 割 が シ ョ ッ プ を 直 営 し て い る 。
表 ３ － ９ － ２ 　 シ ョ ッ プ 経 営 へ の 館 の 関 わ り （ 販 売 施 設 、 場 所 が 「 あ る 」 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置

者 別 ）「Q ６ － １ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

シ ョ ッ プ 経 営 と 館 の 関 わ り に つ い て は、 全 体 の ７ 割 が 直 営 に よ っ て 運 営 さ れ て い る。 平 成

20 年 と 比 較 す る と 約 １ 割 増 加 し て お り、 委 託 お よ び 場 所 提 供 に よ る 手 数 料 徴 収 が そ れ ぞ れ 約

５ 割 減 少 し て い る こ と か ら、シ ョ ッ プ の 直 営 化 の 傾 向 が み ら れ る。 な お、総 合、理 工、動 物 園、

動 水 植 の ２ 割 が 場 所 貸 し に よ る 使 用 料 を 徴 収 し て い る が、 い ず れ も 減 少 傾 向 に あ る。

N= 直営している
場所を提供し、

使用料を徴収して
いる

経営を委託し、手
数料（売上の一定
割合の額等）を徴

収している
その他 無回答

全体 1,572 73.2 10.8 4.6 9.7 1.8

館
種

総合 53.9 23.6 5.6 16.9 0.0
郷土 86.9 3.8 2.3 6.2 0.8
美術 70.1 12.8 5.3 9.0 2.8
歴史 76.9 7.9 3.4 9.7 2.1
自然史 69.4 11.9 8.5 10.2 0.0
理工 52.4 20.6 9.5 17.5 0.0
動物園 68.7 21.9 6.3 3.1 0.0
水族館 78.8 3.0 12.1 6.1 0.0
植物園 74.9 12.5 6.3 6.3 0.0
動水植 71.4 28.6 0.0 0.0 0.0

設
置
者

国立 23.0 46.2 15.4 15.4 0.0
県立 42.8 32.2 9.1 14.0 1.9
市立 80.0 7.4 3.3 8.3 1.0
町村立 78.9 5.0 2.8 11.6 1.7
公益法人 80.9 4.0 4.0 9.1 2.0
会社、個人等 84.5 0.0 4.3 5.2 6.0
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（４） レ ス ト ラ ン ・ カ フ ェ

全 体 の ２ 割 が レ ス ト ラ ン も し く は カ フ ェ を 設 置 し て い る 。 館 種 別 で は 、 動 物 園 、 水 族 館 が ５

割 を 超 え る 一 方 で 、 郷 土 や 歴 史 が 少 な い 。 設 置 者 別 で は 市 町 村 立 が 少 な い 。
図 ３ － ９ － ２ 　 レ ス ト ラ ン ・ カ フ ェ 有 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ６ － ２ 」

（５） レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ へ の 館 の 関 わ り

レ ス ト ラ ン 及 び カ フ ェ の 運 営 に つ い て 、全 体 の 約 ４ 割 は 場 所 を 提 供 し 、使 用 料 の 徴 収 を 行 な っ

て い る 。
表 ３ － ９ － 3　 レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ へ の 館 の 関 わ り （ レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ の 「 あ る 」 館 、 全 体 ／ 館

種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ６ － 2 － 1」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ を 有 す る 施 設 は 全 体 の ２ 割 程 度 で あ る。 こ れ は ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ

や レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ 等 来 館 者 の た め の サ ー ビ ス 施 設 が 不 十 分 で あ る と い う 問 い に 対 し、「す

ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」 と 回 答 し た 館 が 全 体 の 65.2％ を 占 め て い る こ と と 関 連 し

直営している 場所を提供し使用
料を徴収している

経営を委託し手数料
（売上の一定割合の額

等）を徴収している
その他 無回答

全体 N=532 27.6 42.5 11.8 17.1 0.9

館
種

総合 13.2 52.6 10.5 23.7 0.0
郷土 17.6 29.4 17.6 35.3 0.0
美術 33.6 42.7 8.5 14.2 0.9
歴史 21.6 48.0 9.5 19.6 1.4
自然史 27.8 27.8 16.7 27.8 0.0
理工 9.1 48.5 18.2 21.2 3.0
動物園 36.0 36.0 24.0 4.0 0.0
水族館 45.8 12.5 25.0 16.7 0.0
植物園 30.8 46.2 23.1 0.0 0.0
動水植 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0

設
置
者

国立 0.0 55.6 22.2 22.2 0.0
県立 9.4 61.9 15.0 12.5 1.3
市立 22.8 48.1 10.5 18.5 0.0
町村立 41.9 22.6 3.2 25.8 6.5
公益法人 41.4 20.2 12.1 25.3 1.0
会社、個人等 66.1 19.4 8.1 6.5 0.0
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て い る と 考 え ら れ る。

館 種 別 で は、歴 史 系 の 博 物 館 （郷 土 6.9％、歴 史 13.4％） が 少 な く、総 合、理 工 等 で は 約 ３ 割、

動 物 園、 水 族 館 な ど で は ５ 割 ～ ６ 割 と 幅 が あ る。 こ れ ら は 来 館 者 数 に 比 例 す る と 考 え ら れ る。

レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ 経 営 と 館 の 関 わ り に つ い て は、 場 所 を 提 供 す る こ と で 使 用 料 の 徴 収 を 行

な う 施 設 が 全 体 の ４ 割 強 で あ る。 館 種 別 で は、 総 合、 歴 史、 理 工 の 約 半 数 が 場 所 の 提 供 を 行 っ

て い る。設 置 者 別 で は、県 立 61.9％、国 立 55.6％、市 立 48.1％ が 場 所 の 提 供 を 行 っ て い る。ま た、

水 族 館 は 45.8％ が レ ス ト ラ ン や カ フ ェ を 直 営 で 運 営 し て い る こ と が 特 徴 と い え る。

（６）Wi-Fi の 設 置 状 況

館 の 関 係 者 と 来 館 者 が 使 用 で き る Wi-Fi は 全 体 の ３ 割 強 の 施 設 で 設 置 さ れ て い る が 、 全 体 の

約 半 数 は 設 置 し て い な い 。
表 ３ － ９ － 4　Wi-Fi 設 置 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ６ － 3」　 　 　（ ％ ）

館 種 別 で は、 水 族 館、 動 水 植 で ５ 割 以 上 の 施 設 が 館 の 関 係 者 と 来 館 者 が 使 用 で き る Wi-Fi を

設 置 し て い る。 設 置 者 別 で は、 国 立 の 大 学 博 物 館 で Wi-Fi を 設 置 し て い る 施 設 が 多 い。

館の関係者のみが
使用できる Wi-Fi
を設置している

館の関係者と、来
館者が使用できる
Wi-Fi を設置して

いる
設置していない 無回答

全体 N=2314 11.5 36.3 49.5 2.6

館
種

総合 16.3 42.6 41.1 0.0
郷土 5.2 20.6 73.0 1.2
美術 15.3 40.6 41.4 2.6
歴史 10.0 34.4 52.9 2.7
自然史 11.9 47.5 35.6 5.0
理工 18.6 43.1 37.3 1.0
動物園 17.1 34.1 48.8 0.0
水族館 4.5 63.6 22.7 9.1
植物園 17.6 35.3 32.4 14.7
動水植 0.0 50.0 50.0 0.0

設
置
者

国立 31.7 28.6 36.5 3.2
県立 5.8 59.5 32.9 1.7
市立 8.7 35.2 54.1 2.0
町村立 8.3 29.5 59.6 2.6
公益法人 20.7 26.4 48.7 4.2
会社、個人等 15.5 36.3 44.0 4.2
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10．観光・インバウンド・キャッシュレス対応

（１） 観 光 客 利 用 促 進 へ の 取 り 組 み

全 体 の ５ 割 の 施 設 で 、 観 光 客 利 用 促 進 へ の 取 り 組 み を 実 施 。 館 種 別 で は 水 族 館 が 最 も 高 く ７

割 を 超 え 、 ６ 割 を 超 え る も の と し て 動 物 園 、 美 術 と 続 く 。
図 ３ － １ ０ － １ 　 観 光 ・ イ ン バ ウ ン ド へ の 取 り 組 み 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ６ － １ 」

設 置 者 別 で は 県 立 が も っ と も 値 が 高 く 、 公 益 法 人 、 町 村 立 、 国 立 等 の 値 が 低 い 。
図 ３ － １ ０ － ２ 　 観 光 ・ イ ン バ ウ ン ド へ の 取 り 組 み 状 況 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ６ － １ 」
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取 り 組 み 内 容 は、 国・自 治 体 の 観 光 部 局 や 観 光 協 会 と の 連 携・情 報 共 有 が 最 も 高 く ９ 割 近 い。

通 訳 案 内 士 の 優 遇 措 置 が 最 も 低 く １ 割。 続 い て、 半 券 提 示 に よ る 料 金 割 引、 口 コ ミ な ど を 活 用

し た 自 館 の 改 善 が ２ 割 台 に と ど ま る。
表 ３ － １ ０ － １ 　 観 光 客 利 用 促 進 の 取 組 内 容 （ 取 り 組 み を し て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ６ －

１ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － １ ０ － ２ 　 観 光 客 利 用 促 進 の 取 組 内 容 （ 取 り 組 み を し て い る 館 、 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ６

－ １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

N= 国立 県立 市立 町村立 公益法人 会社、
個々等

全体 1,158 28 232 490 136 179 93
国・自治体の観光部局や観光
協会との連携・情報共有 87.1 82.1 88.4 89.4 86.8 81.6 84.9

旅行会社が企画したツアーの
受入れ 80.5 67.9 81.9 77.1 78.7 87.2 88.2

周辺の施設・店舗を案内する
マップへの掲載 74.9 64.3 68.5 75.5 80.9 73.2 84.9

ウェブ上の観光サイトへ情報
発信 64.7 67.9 68.1 66.5 55.9 58.7 69.9

写真撮影のスポット設置な
ど、入館者のＳＮＳ発信、口
コミを増やす試み

51.2 46.4 63.4 48.8 31.6 48.0 69.9

近隣の施設で企画する周遊パ
スへの参加 39.3 46.4 43.5 35.1 29.4 46.4 49.5

ウェブ上の口コミサイトなど
を使った利用者の感想・評価
の把握とそれに基づく改善

25.7 10.7 29.3 22.4 19.1 27.9 44.1

半券提示による、周辺の施設・
店舗の料金割引 21.6 28.6 26.3 16.9 19.1 25.1 29.0

国家資格である「通訳案内士」
の入館に関する優遇措置（入
館料の減免等）

10.4 17.9 8.2 7.3 5.9 18.4 21.5

N= 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動物園 水族館 植物園 動水植
全体 1,158 70 89 298 520 58 45 25 33 14 6
国・自治体の観光部局や観光
協会との連携・情報共有 87.1 78.6 87.6 89.3 86.5 87.9 88.9 84.0 90.9 85.7 100.0

旅行会社が企画したツアーの
受入れ 80.5 82.9 75.3 82.9 81.0 81.0 75.6 72.0 81.8 57.1 83.3

周辺の施設・店舗を案内する
マップへの掲載 74.9 71.4 70.8 83.2 72.1 74.1 75.6 56.0 78.8 64.3 83.3

ウェブ上の観光サイトへ情報
発信 64.7 64.3 49.4 71.5 62.1 63.8 62.2 84.0 72.7 64.3 83.3

写真撮影のスポット設置な
ど、入館者のＳＮＳ発信、口
コミを増やす試み

51.2 57.1 24.7 58.4 46.7 53.4 48.9 72.0 87.9 57.1 100.0

近隣の施設で企画する周遊パ
スへの参加 39.3 27.1 22.5 51.7 36.3 37.9 40.0 36.0 42.4 57.1 33.3

ウェブ上の口コミサイトなど
を使った利用者の感想・評価
の把握とそれに基づく改善

25.7 20.0 13.5 28.2 23.8 32.8 33.3 32.0 42.4 50.0 16.7

半券提示による、周辺の施設・
店舗の料金割引 21.6 15.7 13.5 34.2 15.6 20.7 15.6 28.0 36.4 14.3 66.7

国家資格である「通訳案内士」
の入館に関する優遇措置（入
館料の減免等）

10.4 14.3 2.2 12.4 11.0 8.6 6.7 8.0 15.2 0.0 0.0
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全 体 の ５ 割 に 当 た る 施 設 が、 何 ら か の か た ち で 観 光 客 利 用 促 進 へ の 取 り 組 み を 実 施 し て い る

と 回 答 し て い る。 内 容 を 見 る と 「国 ・ 自 治 体 の 観 光 部 局 や 観 光 協 会 と の 連 携 ・ 情 報 共 有」「旅

行 会 社 が 企 画 し た ツ ア ー の 受 入 れ」「周 辺 の 施 設 ・ 店 舗 を 案 内 す る マ ッ プ へ の 掲 載」 が 全 体 の

７ ～ ９ 割 近 く を 占 め て お り、 観 光 客 誘 致 に 特 化 し た 外 部 機 関 と の 連 携 に よ り、 観 光 客 利 用 促 進

に 取 り 組 ん で い る こ と が う か が え る。

一方、平成 18（2006） 年以降に登録制度化された通訳案内士の優遇措置については１割となっ

ており、 平成 31 年４月時点で全国に約 ２ 万 ５ 千 人 の 登 録 者 数 を 有 す る 通 訳 案 内 士 の 優 遇 措 置 は

あ ま り 進 ん で い な い こ と が 分 か る。 次 い で、 近 隣 施 設 や 店 舗 と の 連 携 を 示 す 「半 券 提 示 に よ る、

周 辺 の 施 設・ 店 舗 の 料 金 割 引」、 施 設 独 自 で の 分 析・ 改 善 を 示 す 「ウ ェ ブ 上 の 口 コ ミ サ イ ト な ど

を使った利用者の感想・評価の把握とそれに基づく改善」 がともに２割程度と低い値を示した。

（２） キ ャ ッ シ ュ レ ス 対 応 に つ い て

入 館 無 料 と し て い る ３ 割 を 除 き 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド 、 電 子 マ ネ ー 等 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 の 導

入 に つ い て は 全 体 の １ 割 以 下 に と ど ま る 。 キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 が 比 較 的 進 ん で い る も の と し て 、

館 種 別 で は 水 族 館 、 動 水 植 が ３ 割 、 動 物 園 が ２ 割 、 美 術 が １ 割 な ど 、 設 置 者 別 で は 会 社 、 個 々

等 が 2 割 、 国 立 が 1.5 割 、 公 益 法 人 が 1 割 と な っ て い る 。
表 ３ － １ ０ － ３ 　 入 館 料 の 支 払 い （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ６ － ２ － a」　 　 　 　 　 　（ ％ ）

入 館 料 に つ い て は カ ー ド 決 済 や 電 子 マ ネ ー 決 済 な ど、 現 金 以 外 で の 決 済 方 法 は 全 体 の １ 割 以

下 と い う 結 果 と な っ た。 現 金 決 済 以 外 の 内 訳 を 項 目 ご と に 見 る と、 カ ー ド 決 済 の 導 入 率 が 最 も

高 い の は 水 族 館 （34.1％）、 続 い て 動 物 園 （14.6％）、 美 術 （12.9％） が 上 位 を 占 め て い る。 電

子 マ ネ ー 等 の キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 に つ い て も 同 様 に 水 族 館 （27.3％）、 動 物 園 （22％）、 美 術

（11.7％） と な っ て お り、 い ず れ も 前 問 に お い て 観 光 客 利 用 促 進 へ の 取 り 組 み を “ し て い る ” の

回 答 が 高 い 割 合 を 示 し た 館 種 に お い て、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 が 進 ん で い る こ と が 分 か る。 ま た、

そ の 他 の 回 答 で は、 事 前 ・ 事 後 の 入 金 に よ る 決 済、 旅 行 会 社 が 発 行 す る ク ー ポ ン 券 で の 決 済 な

ど い っ た 回 答 が 寄 せ ら れ た。

N= 支払は不要
（入館無料） 現金での支払

クレジットカード、
デビットカードな
どのカード決済

電子マネー等、
その他のキャッ
シュレス決済

全体 2,314 29.2 66.2 7.1 7.6

館
種

総合 129 38.0 59.7 5.4 7.0
郷土 248 48.0 47.2 0.8 1.2
美術 497 8.9 87.1 12.9 11.7
歴史 1,108 34.6 60.5 5.1 6.0
自然史 101 30.7 65.3 5.9 7.9
理工 102 29.4 65.7 4.9 6.9
動物園 41 19.5 80.5 14.6 22.0
水族館 44 4.5 88.6 34.1 27.3
植物園 34 23.5 64.7 2.9 0.0
動水植 10 20.0 70.0 30.0 40.0

設
置
者

国立 63 58.7 34.9 15.9 14.3
県立 343 26.2 70.3 9.6 9.6
市立 1,003 31.2 65.2 2.6 3.9
町村立 312 32.4 63.8 2.2 2.9
公益法人 425 21.4 71.3 11.3 11.8
会社、個人等 168 26.2 66.7 24.4 21.4
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設 置 者 別 で は 会 社、 個 々 等 （カ ー ド 決 済 ：24.4％ ・ キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 ：21.4％） が 最 も 高

く、 次 い で 国 立 （カ ー ド 決 済：15.9％・キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済：14.3％）、 公 益 法 人 （カ ー ド 決 済：

11.3％ ・ キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 ：11.8％） と い う 結 果 と な り、 県 立 以 下 の 自 治 体 に つ い て は 10％

以 下 と い う 低 い 割 合 で あ る こ と が 分 か っ た。

入 館 料 と 比 し て 、 ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ に つ い て は 多 少 キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 が 進 み 、 レ ス ト

ラ ン 、 カ フ ェ に つ い て は あ ま り 進 ん で い な い 。
表３－１０－４　ミュージアム・ショップの支払い（全体／館種別／設置者別）「Q １６－２－ b」　 （％）

表 ３ － １ ０ － ５ 　 レ ス ト ラ ン 、カ フ ェ の 支 払 い （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）（Q １ ６ － ２ － c）（ ％ ）

N= 現金での支払
クレジットカー
ド、デビット
カードなどの
カード決済

電子マネー等、
その他のキャッ
シュレス決済

その他 無回答

全体 2,314 68.9 15.2 9.0 16.8 14.0

館
種

総合 129 72.1 12.4 6.2 21.7 7.8
郷土 248 57.3 1.6 0.8 27.8 14.1
美術 497 85.5 32.6 14.7 5.6 7.4
歴史 1,108 64.7 9.5 6.7 18.2 17.3
自然史 101 57.8 11.8 12.7 26.5 14.7
理工 102 57.8 11.8 12.7 26.5 14.7
動物園 41 82.9 22.0 19.5 12.2 7.3
水族館 44 75.0 47.7 36.4 9.1 15.9
植物園 34 61.8 11.8 8.8 17.6 20.6
動水植 10 80.0 50.0 30.0 10.0 10.0

設
置
者

国立 63 36.5 19.0 7.9 47.6 15.9
県立 343 77.0 27.1 13.7 14.6 9.0
市立 1,003 70.8 6.5 4.5 16.9 12.5
町村立 312 59.9 4.8 2.6 22.4 16.7
公益法人 425 68.5 23.3 13.6 12.0 18.6
会社、個人等 168 71.4 40.5 27.4 10.7 16.7

※「その他」および「無回答」には “ ミュージアム・ショップはない ” の回答を含む

N= 現金での支払
クレジットカー
ド、デビット
カードなどの
カード決済

電子マネー等、
その他のキャッ
シュレス決済

その他 無回答

全体 2,314 28.6 7.3 5.5 45.2 26.0

館
種

総合 129 31.0 7.0 4.7 55.0 15.5
郷土 248 12.9 0.4 1.2 59.7 27.0
美術 497 48.7 15.9 11.1 29.6 20.5
歴史 1,108 20.1 4.2 3.2 49.5 30.5
自然史 101 20.8 7.9 5.0 49.5 28.7
理工 102 30.4 4.9 4.9 48.0 19.6
動物園 41 65.9 12.2 12.2 19.5 14.6
水族館 44 56.8 25.0 18.2 22.7 20.5
植物園 34 47.1 2.9 5.9 26.5 26.5
動水植 10 50.0 50.0 30.0 40.0 10.0

設
置
者

国立 63 22.2 17.5 7.9 55.6 22.2
県立 343 48.1 13.1 9.9 35.0 16.9
市立 1,003 22.5 3.1 3.0 52.3 25.1
町村立 312 17.3 1.9 1.9 55.8 26.3
公益法人 425 30.8 9.6 5.2 35.1 33.4
会社、個人等 168 42.9 21.4 17.9 25.0 31.5

※「その他」および「無回答」には “ レストラン、カフェはない ” の回答を含む
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ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 に つ い て は、 入 館 料 に 比 し て 幾 分、 導 入 が 進 ん

で い る こ と が 分 か る。 殊 に カ ー ド 決 済 の 導 入 率 に つ い て は 全 体 の 15％ に 上 る こ と が 分 か っ た。

館 種 別 内 訳 の 上 位 は 水 族 館 （カ ー ド 決 済：47.7％・キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済：36.4％）、 美 術 （カ ー

ド 決 済：32.6％・キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済：14.7％）、動 物 園 （カ ー ド 決 済：22％・キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済：

19.5％） と な っ て お り、 入 館 料 で の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 が 進 ん で い る 館 種 で 高 い 割 合 を 示 す 傾 向

が う か が え る。 一 方、設 置 者 別 で は、入 館 料 で １ 割 以 下 と 低 迷 し て い た 県 立 施 設 で の キ ャ ッ シ ュ

レ ス 化 が 進 ん で お り、 カ ー ド 決 済 ：24.4％ ・ キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 ：13.7％ と い う 結 果 が 得 ら れ

た ほ か、 市 町 村 立 施 設 に つ い て も、 少 な い な が ら も キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 の 進 展 が み ら れ る。

レ ス ト ラ ン、 カ フ ェ の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 は、 館 種 に よ っ て、 ま た 設 置 者 に よ っ て 導 入 の 進 み

具 合 に 若 干 の 違 い が あ る も の の、 全 体 （N=2,314） で は、 入 館 料 に お け る キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 に

比 べ て 導 入 が 進 ん で い な か っ た。
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〈事業〉

11．館の特性

7 割 以 上 が 展 示 ・ 教 育 普 及 活 動 に 注 力 ！
表 ３ － １ １ － １ 　 力 を 入 れ て い る 活 動 （ 全 体 、 N=2,314）「 Ｑ ２ － １ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（％）

挙 げ て い る ５ 項 目 の 活 動 は、 博 物 館 法 第 ２ 条 （定 義） に お い て 明 記 さ れ、 博 物 館 の 主 要 事 業

と し て 定 式 化 さ れ て い る も の で あ る。 博 物 館 の 主 要 な 事 業 に 対 す る 現 場 の 意 識 お よ び 予 算 や 労

力 の 配 分 傾 向 を 知 る 手 が か り と し て 重 要 で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら、 事 業 の 項 に お い て 分 析

す る こ と と し た。

64.3％ の 館 が 一 番 目 に 展 示 活 動 を 挙 げ、 教 育 普 及 活 動 が 18％ と 続 く。 二 番 目 の 活 動 に お い

て も こ れ ら の 活 動 が 上 位 に あ る。 一 番 目 が 展 示 活 動 で 二 番 目 が 教 育 普 及 活 動、 あ る い は そ の 逆

と し て い る 館 は 全 体 の 71.4％ を 占 め て い る こ と が 明 ら か に な っ た。 調 査 研 究、 収 集 保 存 あ る い

は レ ク リ エ ー シ ョ ン を 一 番 目 に 挙 げ て い る 館 は そ れ ぞ れ 10％ 未 満 に 過 ぎ な い。 こ の 傾 向 は 平

成 25 年 調 査 結 果 と 同 様 で あ る。 展 示 や 教 育 普 及 活 動 の 成 果 は 観 覧 者 数 や 参 加 者 数 と し て 定 量

的 に 把 握 し や す く、 ま た 設 置 者 や 利 用 者 か ら 注 目 さ れ る 指 標 で も あ る こ と か ら、 現 場 に お い て

も こ れ ら の 活 動 に 力 を 注 ぐ 傾 向 が 強 く な ら ざ る を 得 な い 実 態 が 示 さ れ て い る よ う で あ る。

美 術 系 で は 展 示 重 視 が ８ 割 超 。
表 ３ － １ １ － ２ 　 一 番 目 に 力 を 入 れ て い る 活 動 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ ２ － １ 」　 　 　 　 　 　（ ％ ）

館 種 別 に み る と 美 術 系 に お い て 展 示 活 動 を 一 番 目 に 挙 げ て い る 館 が 83.1％ と と び 抜 け て 高 く

な っ て い る。自 然 史 と 理 工 で は 教 育 普 及 活 動 に 力 点 を 置 い て い る 館 が 比 較 的 多 い。ま た 動 物 園・

水 族 館 ・ 植 物 園 に お い て は レ ク リ エ ー シ ョ ン を 重 視 し て い る と こ ろ も 少 な く な い。

一番目 二番目 三番目
調査研究活動 6.8 11.6 28.3
収集保存活動 8.1 20.9 26.2
展示活動 64.3 21.7 8.6
教育普及活動 18.0 38.9 22.1
レクリエーション 1.9 4.6 10.5
無回答 0.8 2.4 4.2
合計 100.0 100.0 100.0

全体 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動・水・植
N=2314 N=129 N=248 N=497 N=1108 N=101 N=102 N=129

調査研究活動 6.8 16.3 6.0 4.2 7.8 6.9 1.0 5.4
収集保存活動 8.1 7.0 11.7 5.2 9.4 8.9 1.0 7.8
展示活動 64.3 56.6 59.7 83.1 62.9 38.6 42.2 58.1
教育普及活動 18.0 18.6 20.2 4.6 18.4 41.6 53.9 14.7
レクリエーション 1.9 1.6 1.6 1.4 1.0 3.0 2.0 12.4
回答なし 0.8 0.0 0.8 1.4 0.5 1.0 0.0 1.6
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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そ の 陰 で 調 査 研 究 ・ 資 料 整 理 は ？
表 ３ － １ １ － ３ 　 設 問 「 貴 館 の 抱 え る 問 題 ・ 課 題 」 の 事 業 お よ び 資 料 に 関 す る 各 項 目 に お い て 「 す

ご く あ て は ま る 」 ま た は 「 ま あ 、 あ て は ま る 」 の い ず れ か に 回 答 し た 館 園 の 比 率 「 Ｑ ２ ― １ ／ ２ ３ －

１ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

展 示 と 教 育 普 及 に 力 を 入 れ る こ の よ う な 傾 向 が、 果 た し て 日 常 的 な 調 査 研 究、 収 集 保 存 活 動

の 裏 付 け に 支 え ら れ て い る か ど う か を 検 証 す る 必 要 が あ る。 そ こ で、 一 番 目 に 力 を 入 れ て い る

活 動 と 主 要 事 業 に 対 す る “ 不 十 分 度 ” と の 関 係 に つ い て ク ロ ス 解 析 を 行 っ た。 そ の 結 果、 展 示

お よ び 教 育 普 及 活 動 を 優 先 し て い る 館 の ７ 割 以 上 に お い て、 じ つ は 「調 査 研 究 活 動 が 十 分 に で

き て い な い」「必 要 な 資 料 整 理 が 進 ん で い な い」 と い っ た 悩 み を 抱 え な が ら 業 務 に 取 り 組 ん で

い る 実 態 が 明 ら か に な っ た。 博 物 館 に お い て 「調 査 研 究」 並 び に 「収 集 保 存」 は 事 業 の 根 幹 を

な す も の で あ り、そ れ ら の 積 み 重 ね に よ る 成 果 が「展 示」「教 育 普 及」さ ら に は「レ ク リ エ ー シ ョ

ン」 活 動 を 通 じ て 市 民 に 還 元 さ れ る と い う 関 係 性 を 基 本 に 置 い て 運 営 が な さ れ る べ き で あ る。

一番目に力を入れ
ている活動 Ｎ =

調査研究 
不十分

常設展示 
更新不十分

特別展開催 
不十分

教育普及活動 
不十分

資料整理
進まず

23-1- Ｄａ 23-1- Ｄｃ 23-1- Ｄ d 23-1- Ｄ f 23-1- Ｅｃ
調査研究活動 158 52.5 56.3 27.2 37.3 70.3
収集保管活動 188 73.9 61.2 37.8 46.8 73.9
展示活動 1,488 74.1 54.3 28.4 47.4 71.1
教育普及活動 417 73.6 73.1 36.9 34.1 71.0
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12．資料等の収集保管

（１） コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー に つ い て

コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 有 す る 館 園 は 平 均 25.8％ 。
表 ３ － １ ２ － １ コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 明 文 化 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － １ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

資 料 収 集 は、博 物 館 の 使 命 や 目 的、性 格 等 に 応 じ て 内 容 が 決 め ら れ る。 コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー

を 明 文 化 す る 行 為 は、 館 と し て の 統 一 し た 方 針 を 内 外 に 示 す こ と で あ る。

コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 有 す る 館 園 の 状 況 は、「総 合」 や 「美 術」「動 水 植」 が 平 均 を 上 回 る

の に 対 し て、「郷 土」「歴 史」「自 然 史」「理 工」「動 物 園」「水 族 館」「植 物 園」 は 平 均 以 下 と な っ

て い る。 設 置 者 別 に み る と、「国 立」 が ５ 割 と 最 も 高 く 「県 立」 も 平 均 を 上 回 っ て い る。

コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー は、 博 物 館 の 使 命 と 共 に 館 の 方 針 を 示 す も の で あ る が、 普 及 率 は ま だ

十 分 と は い え ず、 今 後 と も 普 及 啓 発 を す る こ と が 必 要 で あ る。

館数 
N=

有無の割合
ある ない 無回答

全体 2,314 25.8 70.3 3.8

館
種

総合 129 38.8 60.5 0.8
郷土 248 17.7 79.0 3.2
美術 497 39.6 56.3 4.0
歴史 1,108 23.5 72.4 4.2
自然史 101 17.8 77.2 5.0
理工 102 8.8 89.2 2.0
動物園 41 19.5 78.0 2.4
水族館 44 6.8 86.4 6.8
植物園 34 17.6 73.5 8.8
動水植 10 30.0 70.0 0.0

設
置
者

国立 63 50.8 44.4 4.8
県立 343 42.9 55.7 1.5
市立 1,003 23.9 72.7 3.4
町村立 312 14.7 81.4 3.8
公益法人 425 24.7 69.2 6.1
会社、個人等 168 16.7 78.0 5.4
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（２） 資 料 の 登 録 ・ 管 理 に 関 わ る 手 順 の 明 文 化 に つ い て

資 料 の 登 録 ・ 管 理 を 明 文 化 し て い る 館 園 は 平 均 24.9％ 。
表 ３ － １ ２ － ２ 　 資 料 の 登 録 ・ 管 理 の 明 文 化 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － ２ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

資 料 の 登 録 ・ 管 理 を 明 文 化 す る こ と は、 資 料 の 保 管 や 管 理 が 恣 意 的 に な る こ と を 予 防 し、 定

型 化 や 標 準 化 を は か る た め に 必 要 な こ と で あ る。 そ の た め に、 資 料 登 録 ・ 管 理 の 手 順 を 文 章 と

し て 明 確 に し、 組 織 で オ ー ソ ラ イ ズ し て 共 有 し て い る か ど う か、 と い う こ と が 問 わ れ る。 具 体

的 に は、 マ ニ ュ ア ル や、 規 定 や 要 項 ・ 要 領 の 作 成 な ど が 想 定 さ れ る。

資 料 の 登 録 ・ 管 理 を 明 文 化 し て い る 館 園 の 状 況 は、「総 合」 や 「美 術」「歴 史」「動 物 園」「動

水 植」 が 平 均 を 上 回 る の に 対 し て、「郷 土」「自 然 史」「理 工」「水 族 館」 は 平 均 以 下 と な っ て い

る。 設 置 者 別 に み る と、「国 立」 や 「県 立」 が 平 均 を 上 回 っ て い る。「Q11 － （１） コ レ ク シ ョ

ン ポ リ シ ー を 有 す る 館 園」 と 同 じ 様 相 を 呈 す る こ と か ら、 コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 明 文 化 す る

館 園 は、 資 料 の 登 録 ・ 管 理 に 関 わ る 手 順 の 明 文 化 に つ い て も 配 慮 さ れ て い る 可 能 性 が あ る。

（３） 収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 に つ い て

人 文 系 資 料 を 有 す る 館 園 は 76.7％ 、 自 然 系 資 料 を 有 す る 館 園 は 31.2％ 。
表 ３ － １ ２ － ３ 　 所 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 「 Ｑ １ １ － ３ 」

収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 は、 博 物 館 活 動 の 根 幹 と な る 資 料 の 保 有 状 況 を 把 握 し、 収 蔵 資 料 の 適 切

館数 
N=

有無の割合
ある ない 無回答

全体 2,314 24.9 70.8 4.3

館
種

総合 129 45.0 54.3 0.8
郷土 248 19.0 77.4 3.6
美術 497 28.0 67.6 4.4
歴史 1,108 25.0 70.5 4.5
自然史 101 20.8 73.3 5.9
理工 102 13.7 84.3 2.0
動物園 41 26.8 70.7 2.4
水族館 44 6.8 86.4 6.8
動水植 10 30.0 70.0 0.0

設
置
者

国立 63 47.6 46.0 6.3
県立 343 39.1 59.2 1.7
市立 1,003 23.1 73.0 3.9
町村立 312 16.3 79.2 4.5
公益法人 425 23.5 70.4 6.1
会社、個人等 168 17.9 76.2 6.0

所蔵の有無 所蔵資料数
所蔵館数

（資料数を回
答した館）

比率（％）
（N=2314） 回答館園数 単位 中央値 平均値

人文系資料 1,775 76.7 1,636 点 2,778 31,931 
607 件 1,000 11,192 

自然系資料 723 31.2 691 点 500 46,078 
157 件 100 26,966 

図書資料 1,296 56.0 1,275 点 2,900 15,674 
240 件 1,000 15,730 

映像資料 774 33.4 757 点 50 4,809 
154 件 20 3,362 
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な 保 管 や 活 用 を 図 る と と も に、 次 世 代 に 継 承 す る こ と を 確 認 す る た め の 基 本 デ ー タ と な る。

人 文 系 資 料 の 所 蔵 数 は 、館 種 別 で は「 総 合 」と「 歴 史 」が 平 均 を 上 回 る 。 自 然 系 資 料 で は「 総

合 」「 自 然 史 」「 植 物 園 」 が 平 均 を 上 回 る 。
表 ３ － １ ２ － ４ 　 収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ３ 」

表 ３ － １ ２ － ５ 　 収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ３ 」

人文系資料（点数） 人文系資料（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 1,636 2,778 31,931 607 1,000 11,192 

館
種

総合 106 16,135 58,160 33 9,684 49,077 
郷土 198 5,300 33,325 81 1,500 7,094 
美術 410 1,377 5,700 126 1,470 4,936 
歴史 854 4,062 42,629 343 650 11,521 
自然史 27 100 2,760 11 17 1,681 
理工 21 387 30,275 7 9 516 
動物園 6 98 1,182 1 3 3 
水族館 7 6 15 3 10 12 
植物園 6 1,019 2,592 1 3,500 3,500 
動水植 1 200 200 1 200 200 

自然系資料（点数） 自然系資料（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 691 500 46,078 157 100 26,966 

館
種

総合 102 7,146 135,618 16 709 196,018 
郷土 123 272 3,364 30 93 1,074 
美術 16 38 347 8 31 158 
歴史 228 100 1,990 50 50 1,052 
自然史 81 5,526 174,885 17 156 18,749 
理工 57 500 15,004 11 20 231 
動物園 28 600 4,875 7 248 359 
水族館 30 7,850 15,456 8 407 6,701 
植物園 19 7,200 73,905 8 2,800 78,494 
動水植 7 2,500 15,466 2 3,000 3,000 
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図書資料（点数） 図書資料（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 1,275 2,900 15,674 240 1,000 15,730 

館
種

総合 88 8,943 26,054 9 2,518 39,436 
郷土 148 2,102 5,702 39 500 4,387 
美術 236 1,931 12,984 46 2,500 16,550 
歴史 631 3,844 19,449 124 1,000 19,174 
自然史 68 2,377 11,972 8 3,890 11,507 
理工 58 1,779 8,844 8 75 572 
動物園 12 2,000 3,150 0 0 0 
水族館 18 400 994 3 645 671 
植物園 13 1,073 9,610 3 4,000 3,900 
動水植 3 1,500 1,133 0 0 0 

「 総 合 」 は 人 文 系 ・ 自 然 系 資 料 を ３ ： ７ の 割 合 で 所 蔵 す る 。「 郷 土 」 は 人 文 系 資 料 を 多 く 収 蔵

す る が 、 自 然 系 資 料 に つ い て も 一 定 数 を 収 蔵 す る 。 図 書 資 料 は 「 総 合 」 と 「 歴 史 」 が 平 均 を 上

回 り 、 映 像 資 料 は 「 総 合 」 が 平 均 を 大 き く 上 回 る 。
表 ３ － １ ２ － ６ 　 収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ３ 」

表 ３ － １ ２ － ７ 　 収 蔵 資 料 の 点 ・ 件 数 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ３ 」
映像資料（点数） 映像資料（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 757 50 4,809 154 20 3,362 

館
種

総合 57 200 11,653 6 11 72,332 
郷土 96 53 982 25 10 914 
美術 110 45 1,202 22 50 94 
歴史 387 50 6,120 79 15 719 
自然史 43 35 7,151 10 65 128 
理工 41 100 1,709 9 33 76 
動物園 4 28 27 0 0 0 
水族館 11 30 345 1 4 4 
植物園 7 6 39 2 26 26 
動水植 1 85 85 0 0 0 
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国 指 定 の 有 形 文 化 財 を 所 蔵 す る 館 園 は 20.1 ％ 、 登 録 物 件 は 5.7 ％ 、 都 道 府 県 の 指 定 物 件 は

23.5％ 、 市 （ 区 ） 町 村 の 指 定 物 件 は 32.9％ 。 収 蔵 館 数 は 「 歴 史 」 が 最 も 多 い 。
表 ３ － １ ２ － ８ 　 指 定 ・ 登 録 の 有 形 文 化 財 の 収 蔵 状 況 （ 全 体 ）「 Ｑ １ １ － ４ 」

表 ３ － １ ２ － ９ 　 国 の 指 定 物 件 の 収 蔵 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ４ 」

表 ３ － １ ２ － １ ０ 　 国 の 登 録 物 件 の 収 蔵 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ４ 」
国の登録物件（点数） 国の登録物件（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 83 2 330 95 1 46 

館
種

総合 7 7 661 10 1 2 
郷土 9 2 156 14 1 2 
美術 17 2 111 19 2 13 
歴史 44 2 438 49 1 84 
自然史 3 1 3 1 2 2 
理工 2 90 90 1 1 1 
動物園 1 3 3 1 1 1 
水族館 0 0 0 0 0 0 

所蔵の有無 所蔵資料数
所蔵館数

（資料数を回答
した館）

比率（％）
（N=2,314） 回答館園数 単位 中央値 平均値

国の指定物件 466 20.1 350 点数 8 2,275 
308 件数 2 32 

国の登録物件 132 5.7 83 点数 2 330 
95 件数 1 46 

都道府県の指
定物件 544 23.5 389 点数 5 502 

381 件数 2 8 
市（区）町村
の指定物件 761 32.9 569 点数 5 511 

527 件数 3 17 

国の指定物件（点数） 国の指定物件（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 350 8 2,275 308 2 32 

館
種

総合 29 8 13,836 29 2 36 
郷土 24 15 786 26 1 1 
美術 72 4 1,533 50 5 42 
歴史 201 16 1,308 188 2 36 
自然史 2 5 5 3 1 2 
理工 5 2 21 3 3 3 
動物園 9 13 29 3 2 2 
水族館 6 314 374 4 2 2 
植物園 1 200 200 1 1 1 
動水植 1 2 2 1 1 1 
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表 ３ － １ ２ － １ １ 　 都 道 府 県 の 指 定 物 件 の 収 蔵 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ４ 」

表 ３ － １ ２ － １ ２ 　 市 （ 区 ） 町 村 の 指 定 物 件 の 収 蔵 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ４ 」

都道府県の指定物件（点数） 都道府県の指定物件（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 389 5 502 381 2 8 

館
種

総合 31 13 215 39 4 7 
郷土 56 3 175 50 1 2 
美術 50 3 33 39 2 26 
歴史 242 7 731 244 2 7 
自然史 6 3 17 6 1 2 
理工 1 1 1 1 11 11 
動物園 2 2 2 1 2 2 
水族館 1 206 206 1 1 1 
植物園 0 0 0 0 0 0 
動水植 0 0 0 0 0 0 

市（区）町村の指定物件（点数）市（区）町村の指定物件（件数）

収蔵館数 資料点数 収蔵館数 資料点数
中央値 平均値 中央値 平均値

全体 569 5 511 527 3 17 

館
種

総合 45 4 453 39 4 8 
郷土 108 4 172 102 3 6 
美術 65 3 340 39 2 135 
歴史 336 7 683 331 3 8 
自然史 8 8 28 10 1 1 
理工 4 1 2 5 1 1 
動物園 2 3 3 0 0 0 
水族館 1 1 1 1 1 1 
植物園 0 0 0 0 0 0 
動水植 0 0 0 0 0 0 
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（４） 展 示 と の 関 係 に つ い て

展 示 実 績 の あ る 資 料 の 割 合 は 平 均 43.4％ 。
表 ３ － １ ２ － １ ３ 　 展 示 実 績 資 料 の 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － ５ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

収 集 資 料 の う ち、 ど の 程 度 が 展 示 に 活 用 さ れ て い る か を 知 る こ と は、 所 蔵 資 料 の 展 示 へ の 活

用 率 を 知 る 一 つ の 尺 度 に な る。 国 公 立 館 の 場 合 に は、 展 示 公 開 す る こ と は 納 税 者 に 対 す る 説 明

責 任 を 果 た す こ と に な る か ら で あ る。

館 種 別 で は、「美 術」や 自 然 系（「自 然 史」「動 植 物 園」「水 族 館」）等 が 高 く、「総 合」「郷 土」「歴

史」 は 平 均 以 下 と な っ て い る。 設 置 者 別 に み る と、「国 立」 が 27.7％ と 低 く、他 の 公 立 館 や 「公

益 法 人」 は 40％ 台、「会 社、 個 々 等」 は 50％ 台 と な っ て い る。

館数（N=) 平均 標準偏差 中央値
全体 1,933 43.4 34.3 30

館
種

総合 114 26.3 29.9 10
郷土 218 38.3 31.2 30
美術 429 61.2 30.3 70
歴史 931 35.8 32.5 20
自然史 87 45.8 34.8 40
理工 68 52.2 38.8 45
動物園 28 68.7 32.3 82.5
水族館 28 63.3 35.1 80
植物園 23 55.1 40.9 60
動水植 7 72.0 39.2 90

設
置
者

国立 55 27.7 31.4 19
県立 286 40.8 35.7 30
市立 845 42.7 34.2 30
町村立 272 41.0 32.3 30
公益法人 349 48.4 33.3 50
会社、個人等 126 52.5 35.8 50
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（５） 資 料 購 入 に つ い て

資 料 購 入 予 算 の な い 館 は 全 体 で 60.5％ 、 100 万 円 未 満 を 含 め る と 83％ に な る 。
表 ３ － １ ２ － １ ４ 　 資 料 購 入 予 算 の 経 年 変 化 「 Ｑ １ １ － ６ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

表 ３ － １ ２ － １ ５ 　 平 成 30（2018）年 度 資 料 購 入 予 算（ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － ６ 」　（ ％ ）

資 料 購 入 は、 博 物 館 が 主 体 的 に 資 料 を 収 集 す る た め の 一 つ の 方 法 で あ る。 し か し、 設 置 者 が

財 政 難 で あ る こ と な ど の 事 情 に よ り、 資 料 購 入 費 は 縮 減 さ れ る 傾 向 に な っ て い る。

経 年 的 な 状 況 と 照 ら し 合 わ せ る と、 全 体 的 な 資 料 購 入 予 算 は、 平 成 16（2004） 年 か ら 最 も

縮 減 し て い る。 前 回 の 平 成 25（2013）年 と 令 和 元（2019）年 を 比 較 す る と、予 算 ０ 円 の「県 立」

は 43.2％ か ら 48.1％、「市 立」 は 57％ か ら 65.6％ と い う よ う に、 購 入 予 算 の つ か な い 公 立 館 が

拡 大 し て い る。 資 料 購 入 費 が 慢 性 的 に 縮 減 さ れ る 状 況 は、消 極 的 な 資 料 収 集 に な ら ざ る を 得 ず、

資 料 収 集 を 適 切 に 行 う た め に は 好 ま し い こ と で は な い。

N= 予算はな
かった

100 万円
未満

100 万円
以上、

500 万円
未満

500 万円
以上、

1,000 万円
未満

1,000 万円
以上、

3,000 万円
未満

3,000 万円
以上、

5,000 万円
未満

5,000 万円
以上、
1 億円
未満

1 億円
以上 無回答

全体 2,314 60.5 22.5 7.4 2.1 1.2 0.5 0.3 0.6 5.0

館
種

総合 129 55.8 24.8 10.9 1.6 3.1 0.8 0.0 0.8 2.3
郷土 248 71.8 22.6 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6
美術 497 62.8 12.9 8.7 4.4 2.8 1.4 0.8 2.4 3.8
歴史 1,108 61.4 23.4 7.8 1.1 0.7 0.1 0.1 0.1 5.4
自然史 101 54.5 32.7 5.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0
理工 102 52.9 36.3 3.9 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 4.9
動物園 41 46.3 34.1 0.0 4.9 2.4 2.4 0.0 0.0 9.8
水族館 44 34.1 18.2 22.7 13.6 0.0 2.3 2.3 0.0 6.8
植物園 34 29.4 44.1 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.7
動水植 10 40.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0

設
置
者

国立 63 50.8 17.5 4.8 4.8 3.2 0.0 1.6 11.1 6.3
県立 343 48.1 25.7 12.0 4.1 3.5 1.2 0.9 0.6 4.1
市立 1,003 65.6 22.7 5.9 0.8 0.8 0.4 0.1 0.2 3.5
町村立 312 71.8 20.2 2.2 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8
公益法人 425 51.5 22.6 11.8 3.3 1.2 0.7 0.0 0.7 8.2
会社、個人等 168 60.1 20.2 7.1 3.6 0.6 0.0 0.6 0.0 7.7

年度 N ＝
１１－６．資料購入予算

予算はなかった 100 万円未満 100 万円以上、
500 万円未満

500 万円以上、
3,000 万円未満 3,000 万円以上 無回答

平成 16（2004）年 2,030 52.6 19.8 11.4 7.7 3 5.5
平成 20（2008）年 2,257 56.6 20.6 9.4 5.6 1.7 6.1
平成 25（2013）年 2,258 52.7 28.9 8.1 3.4 1.2 5.8
令和元（2019）年 2,314 60.5 22.5 7.4 3.3 1.4 5.0
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（６） 収 蔵 庫 の 状 況 に つ い て

57.2％ の 館 が 「 ほ ぼ 、 満 杯 の 状 態 」「 収 蔵 庫 に 入 り き ら な い 資 料 が あ る 」。 平 成 25 （2013） 年

調 査 の 46.5％ よ り も 高 く な る 。
表 ３ － １ ２ － １ ６ 　 収 蔵 庫 の 状 況 － 収 蔵 に 用 い ら れ て い る 割 合 － （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ

１ １ － ７ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

近 年、 収 蔵 庫 が 満 杯 状 態 に な っ て い る こ と が 問 題 視 さ れ て い る。 こ の 事 態 は、 新 た に 資 料 を

収 集 す る こ と が で き な い、 収 集 す る た め に 収 蔵 資 料 を 処 分 す る、 満 杯 に な っ た 収 蔵 庫 を 放 置 す

る な ど、 博 物 館 の 根 幹 に か か わ る 問 題 を 内 包 し て い る。 収 蔵 資 料 の 適 切 な 保 管 や 活 用 を 図 る た

め に 収 蔵 庫 の 状 況 を 点 検 す る こ と が 求 め ら れ る。

全 体 的 に 収 蔵 庫 の 資 料 が 「ほ ぼ、 満 杯 の 状 態」 や 「収 蔵 庫 に 入 り き ら な い 資 料 が あ る」 の 合

計 は 全 体 の 57.2％ （「満 杯 状 態」 と 呼 ぶ） で あ る。 人 文・自 然 系 博 物 館 （「総 合」「郷 土」「美 術」

「歴 史」「自 然 史」） に つ い て み る と、 そ の 割 合 は さ ら に 高 く な る （59.1％）。 つ ま り 6 割 の 館 の

収 蔵 庫 が 「満 杯 状 態」 に な っ て い る。 平 成 16（2004） 年 か ら 平 成 25（2013） 年 の 調 査 時 よ り

も 「満 杯 状 態」 の 館 園 の 割 合 が さ ら に 高 く な っ て い る こ と が 判 明 し た。

館 種 別 で は、「総 合」（68.3％） が 最 も 高 く、次 い で 「郷 土」（66.1％）、「美 術」（59.5％）、「歴

史」（58％）で あ る。 な か で も「美 術」は 前 回 の 平 成 25（2013）年 よ り 1 割 ほ ど 高 く な っ て い る。

設 置 者 別 で は、「市 立」（61.9％） が 最 も 高 く、次 い で 「国 立」（58.7％）、「町 村 立」（58.3％）、「県

立」（55.4％） と な る。 平 成 25（2013） 年 よ り も 公 立 館 は 1 割 ほ ど 高 く な っ て い る。

こ れ ま で も 収 蔵 庫 の 「満 杯 状 態」 は 問 題 に さ れ て き た が、 問 題 を 抱 え る 館 が さ ら に 増 加 し て

い る こ と が 判 明 し た。 収 蔵 資 料 の 保 管 場 所 が 不 足 す る 事 態 は、 博 物 館 の 基 本 と な る 資 料 保 管 に

支 障 を き た す ば か り で な く、 新 た に 資 料 を 収 集 す る こ と に も 影 響 を 及 ぼ す こ と が 懸 念 さ れ る。

N= 3 割未満 3 割以上、
5 割未満

5 割以上、
7 割未満

7 割以上、
9 割未満

9 割以上
（ほぼ、満
杯の状態）

収蔵庫に入
りきらない
資料がある

無回答

全体 2,314 7.0 2.5 7.0 19.1 33.9 23.3 7.1

館
種

総合 129 4.7 0.8 7.0 16.3 29.5 38.8 3.1
郷土 248 5.6 2.4 6.0 14.1 29.8 36.3 5.6
美術 497 2.8 2.4 8.0 22.9 40.4 19.1 4.2
歴史 1,108 6.3 2.5 6.2 19.8 35.0 23.0 7.1
自然史 101 15.8 4.0 13.9 16.8 16.8 23.8 8.9
理工 102 23.5 2.9 6.9 17.6 21.6 12.7 14.7
動物園 41 12.2 0.0 4.9 14.6 41.5 7.3 19.5
水族館 44 18.2 4.5 6.8 18.2 31.8 6.8 13.6
植物園 34 11.8 5.9 2.9 14.7 29.4 17.6 17.6
動水植 10 20.0 0.0 10.0 0.0 40.0 0.0 30.0

設
置
者

国立 63 4.8 4.8 4.8 20.6 36.5 22.2 6.3
県立 343 6.7 1.7 5.5 24.2 36.2 19.2 6.4
市立 1,003 6.5 1.6 6.5 17.3 33.7 28.2 6.2
町村立 312 8.0 2.6 7.1 18.9 31.7 26.6 5.1
公益法人 425 6.6 3.3 7.5 20.2 37.4 16.2 8.7
会社、個人等 168 11.3 6.5 11.9 16.7 25.0 14.3 14.3
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（７） 外 部 収 蔵 場 所 に つ い て

外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 館 は 、 全 体 の 平 均 27.2 ％ 。 な か で も 「 総 合 」 49.6 ％ 、「 郷 土 」

41.1％ 、「 歴 史 」 29.4％ が 高 い 。
表 ３ － １ ２ － １ ７ 　 施 設 の 外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 館 園 の 割 合 （ 全 体 / 館 種 別 / 設 置 者 別 ）「 Ｑ

１ １ － ８ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

外 部 収 蔵 場 所 を 確 保 す る こ と は、 一 般 的 に 収 蔵 庫 の 不 足 を 補 う た め の 措 置 と み ら れ る。 そ の

現 状 を 知 る こ と は、 収 蔵 庫 問 題 の 理 解 を さ ら に 深 め る こ と に つ な が る。

外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 館 は、 全 体 の 平 均 27.2％ に な る。 お よ そ ４ 館 に １ 館 は 本 館 と

は 別 の 外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て 資 料 を 収 蔵 し て い る。 そ れ を 館 種 別 に み る と、「総 合」49.6％、

次 い で 「 郷 土 」41.1％、「 歴 史 」29.4％ で、 い ず れ も 平 均 よ り も 高 い。 そ れ に 比 べ て 生 物 を 飼

育 す る 「動 物 園」 は 設 け て お ら ず、「水 族 館」9.1％、「植 物 園」5.9％ と い う よ う に 少 な い。 設

置 者 別 で は、「 国 立 」「 市 立 」「 町 村 立 」 は 30％ 台 で あ る の に 比 べ て、 公 立 館 で も 「 県 立 」 は

17.5％ と い う よ う に 低 く な っ て い る。

現 状、外 部 に 収 蔵 場 所 を「設 け て い な い」館 園 で も、そ の う ち 31.9％ の 館 が 必 要 と し て い る（Ｑ

１ １ － ８ － ２）。 特 に、「総 合」（38.7％）、「郷 土」（43.9％）、「歴 史」（34.4％） の 館 で は、 平 均

を 上 回 り、 外 部 収 蔵 場 所 の 需 要 が 高 く、「自 然 史」（32.9％）、「美 術」（30.6％） で も 高 い。

「総 合」「郷 土」「歴 史」 の 館 園 で は、 本 館 の 収 蔵 庫 は 「満 杯 状 態」 の と こ ろ が 多 く、 外 部 収

蔵 庫 を す で に 持 っ て い る と こ ろ が 多 い が、 持 っ て い な い 館 で も、 こ の よ う に 需 要 が 顕 著 に な っ

て い る。 設 置 者 別 で は、「市 立」 や 「町 村 立」 に そ の 必 要 性 が 高 い。

す な わ ち、 市 町 村 立 の 「総 合」「郷 土」「歴 史」 の 館 園 は、 収 蔵 資 料 の 保 管 場 所 の 確 保 に 苦 慮

し て い る こ と を 窺 い 知 る こ と が で き る。「自 然 史」「美 術」 も、 そ れ ら に 次 い で 外 部 収 蔵 場 所 の

確 保 が 切 実 な 問 題 に な っ て い る。

外 部 収 蔵 場 所 の 面 積 で は、 全 体 の 平 均 面 積 は 1062.1㎡ で あ る が、「公 益 法 人」 は 2844.9㎡ と

突 出 し て い る。

合計館数 有無の割合
設けている 設けていない 無回答

全体 2,314 27.2 68.6 4.2

館
種

総合 129 49.6 48.1 2.3
郷土 248 41.1 56.0 2.8
美術 497 19.3 77.7 3.0
歴史 1,108 29.4 65.9 4.7
自然史 101 18.8 75.2 5.9
理工 102 15.7 80.4 3.9
動物園 41 0.0 92.7 7.3
水族館 44 9.1 84.1 6.8
植物園 34 5.9 82.4 11.8
動水植 10 0.0 90.0 10.0

設
置
者

国立 63 30.2 63.5 6.3
県立 343 17.5 79.0 3.5
市立 1,003 31.1 65.8 3.1
町村立 312 32.7 63.5 3.8
公益法人 425 21.4 71.5 7.1
会社、個人等 168 26.8 67.9 5.4
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図 ３ － １ ２ － １ 　 施 設 の 外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 館 園 の 比 率 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ８ 」

表 ３ － １ ２ － １ ８ 　 外 部 収 蔵 場 所 の 面 積 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ８ － １ 」
館数（N=） 平均 標準偏差 中央値

全体 561 1062.1 8395.5 200

館
種

総合 58 1946.6 10366.9 300
郷土 92 512.1 598.3 294.5
美術 84 641.9 3284.9 114.5
歴史 291 1252.3 10544.4 200
自然史 17 319.9 475.6 120
理工 14 825.9 2091.8 155
動物園 0 － － －
水族館 3 121.3 172.2 30
植物園 2 55.0 63.6 55
動水植 0 － － －

設
置
者

国立 18 343.8 374.7 215
県立 54 1302.5 3635.1 266
市立 277 859.8 4823.0 273
町村立 92 355.2 473.6 200
公益法人 81 2844.9 19974.9 109
会社、個人等 39 462.5 1333.1 100

（m2）
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表 ３ － １ ２ － １ ９ 　 外 部 収 蔵 場 所 を 設 置 し て い な い が 、 必 要 と し て い る 館 園 の 比 率 （ 外 部 収 蔵 場 所

を 設 け て い な い 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ８ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ ％ ）

図 ３ － １ ２ － ２ 　 外 部 収 蔵 場 所 を 設 置 し て い な い が 、 必 要 と し て い る 館 園 の 比 率 （ 外 部 収 蔵 場 所 を

設 け て い な い 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ １ － ８ － ２ 」

今 回 の 調 査 は、 従 来 の 「資 料 点 数」「資 料 購 入 予 算」「収 蔵 庫 の 状 況」 と い う 設 問 に 加 え て、

資 料 の 収 集 や 整 理 ・ 保 管 の 実 情 を さ ら に 把 握 す る た め に、 新 た な 「コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 有

す る」「資 料 の 登 録 ・ 管 理 の 明 文 化」「展 示 実 績 の あ る 資 料」「外 部 の 収 蔵 場 所」 と い う 項 目 に

つ い て 設 問 し た。

「資 料 点 数」 は、 平 成 16（2004） 年 の 調 査 と 比 べ て、 人 文 系 資 料 と 自 然 系 資 料 を 所 蔵 す る 館

園 の 割 合 は ７：３ と 変 わ り な い が、資 料 総 数 は 増 加 し て い る。「資 料 購 入 予 算」は、平 成 16（2004）

年 の 調 査 以 来、 最 も 低 く な っ て お り、 下 げ 止 ま ら な い 状 況 が 続 い て い る。 改 め て、 博 物 館 が 主

体 的 に 資 料 収 集 す る 困 難 さ が 浮 き 彫 り と な っ た。 ま た、「収 蔵 庫 の 状 況」 に つ い て も、 平 成 16

合計館数 有無の割合
必要としている 必要としていない 無回答 非該当

全体 1,587 31.9 65.5 2.5 727

館
種

総合 62 38.7 59.7 1.6 67
郷土 139 43.9 55.4 0.7 109
美術 386 30.6 67.1 2.3 111
歴史 730 34.4 62.3 3.3 378
自然史 76 32.9 67.1 0.0 25
理工 82 15.9 82.9 1.2 20
動物園 38 15.8 78.9 5.3 3
水族館 37 10.8 89.2 0.0 7
植物園 28 10.7 85.7 3.6 6
動水植 9 22.2 66.7 11.1 1

設
置
者

国立 40 27.5 70.0 2.5 23
県立 271 26.9 72.0 1.1 72
市立 660 36.2 61.4 2.4 343
町村立 198 43.4 54.5 2.0 114
公益法人 304 27.0 70.7 2.3 121
会社、個人等 114 14.0 78.1 7.9 54
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（2004） 年 お よ び 平 成 25（2013） 年 の 調 査 よ り 「満 杯 状 態」 の 館 園 の 割 合 が 高 く な っ て お り、

収 蔵 庫 問 題 は さ ら に 深 刻 に な っ て い る こ と も 明 ら か に な っ た。

一 方、「コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 有 す る」 と 「資 料 の 登 録 ・ 管 理 を 明 文 化」 は、 全 体 の 25％

ほ ど で あ り、 館 種 別 で は 「総 合」 や 「美 術」「動 水 植」、 設 置 者 別 で は 「国 立」 や 「県 立」 が 平

均 を 上 回 っ て い る こ と が 分 か っ た。 こ の 結 果 を 高 い と 見 る か 低 い と 見 る か は 判 断 が 分 か れ る と

こ ろ だ ろ う が、 特 定 の 館 種 や 設 置 者 の 館 園 で は、 収 集 か ら 整 理 保 管 へ の プ ロ セ ス が シ ス テ ム と

し て 機 能 し て い る も の が 一 定 数 あ る よ う で あ る。 ま た、「展 示 実 績 の あ る 資 料」 の 割 合 は、 平

均 43.4％ と 予 想 以 上 に 高 か っ た。 館 種 別 に み る と、「美 術」や 自 然 系（「自 然 史」「動 植 物 園」「水

族 館」） 等 が 高 く、「総 合」「郷 土」「歴 史」 は 平 均 以 下 と な っ て い る よ う に、 館 種 に よ っ て バ ラ

ツ キ が み ら れ る。 館 種 ご と に 収 集 目 的、 資 料 対 象、 保 管 状 況 な ど に 差 異 は あ る が、 い ず れ も 所

蔵 資 料 の 公 開 に 努 め て い る 様 子 を 窺 い 知 る こ と が で き る。

「外 部 収 蔵 場 所」 は、「収 蔵 庫 の 状 況」 で 明 ら か に な っ た 「満 杯 状 態」 問 題 に、 各 館 園 が 実 際

に ど の よ う に 対 処 し て い る の か を 知 る た め に、 そ の 設 置 状 況 を 調 査 し た も の で あ る。 収 蔵 庫 が

「満 杯 状 態」 に な っ て い る 「総 合」「郷 土」「歴 史」 の 多 く は、「外 部 収 蔵 場 所」 を す で に 持 っ て

い る と こ ろ が 多 い が、 持 っ て い な い 館 で も そ の 必 要 性 が 高 ま っ て い る。 未 設 置 の と こ ろ で も 設

置 の 必 要 性 が 高 い こ と か ら、「収 蔵 庫 の 確 保」 は 深 刻 な 状 況 と な っ て い る こ と に 変 わ り は な く、

今 後 と も 改 善 に 取 り 組 む こ と を 期 待 し た い。 そ れ に 比 べ て、「動 植 物」「水 族 館」 の よ う に 生 物

を 飼 育 す る 館 園 の 場 合 に は、 収 蔵 ス ペ ー ス の 不 足 は 生 じ て い る も の の、「外 部 収 蔵 場 所」 の 設

置 率 は 低 く な っ て い る。
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（８） 資 料 台 帳 の 整 備 に つ い て

資 料 台 帳 へ 資 料 情 報 を 記 載 す る 割 合 は 、 ゆ る や か に 低 下 す る 一 方 で  、 平 成 25 年 調 査 か ら 項

目 化 し た 「 未 作 成 」 の 割 合 が 増 加 し て い る 。
表 ３ － １ ２ － ２ ０ 　 資 料 台 帳 に 記 載 さ れ て い る 資 料 の 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）

「Q １ １ － ９ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

資 料 台 帳 の 整 備 は 美 術 館 に お い て 66.6％ と 高 い 割 合 で 「ほ と ん ど す べ て」 の 資 料 に 対 し て 行

わ れ て い る。 全 体 で は、 資 料 の 「ほ と ん ど す べ て」 が 台 帳 に 記 載 さ れ て い る 館 園 は 44.8％ と 半

数 を 切 っ て お り、「資 料 台 帳」 自 体 を 作 成 し て い な い 館 園 の 割 合 の 高 さ が 注 目 さ れ る。 国 公 立

館 園 の 「ほ と ん ど す べ て」 の 平 均 値 も 45.6％ に と ど ま り、 平 成 20 年 度 調 査 か ら 8％ 低 下 し た。

N= ほんの少し 4 分の 1
程度 半分程度 4 分の 3

程度
ほとんど
すべて

「資料台帳」
は未作成 無回答

全体 2,314 6.4 3.9 8.9 15.7 44.8 15.3 4.8

館
種

総合 129 9.3 7.0 16.3 31.0 26.4 7.8 2.3
郷土 248 5.2 4.8 12.1 20.6 40.3 13.7 3.2
美術 497 2.4 1.6 4.2 11.7 66.6 10.1 3.4
歴史 1,108 7.5 3.6 9.7 16.4 43.0 14.6 5.1
自然史 101 13.9 13.9 12.9 7.9 23.8 20.8 6.9
理工 102 4.9 2.9 7.8 11.8 23.5 44.1 4.9
動物園 41 7.3 7.3 0.0 4.9 51.2 17.1 12.2
水族館 44 4.5 0.0 6.8 4.5 36.4 38.6 9.1
植物園 34 14.7 2.9 8.8 20.6 14.7 23.5 14.7
動水植 10 0.0 0.0 0.0 20.0 60.0 10.0 10.0

設
置
者

国立 63 9.5 3.2 3.2 6.3 50.8 19.0 7.9
県立 343 5.5 4.4 9.0 11.1 52.8 13.1 4.1
市立 1,003 6.5 4.0 8.8 16.4 45.6 15.2 3.7
町村立 312 7.7 4.8 12.8 18.6 33.3 17.9 4.8
公益法人 425 4.0 2.6 6.8 18.4 48.2 12.0 8.0
会社、個人等 168 10.7 4.2 10.1 13.1 34.5 23.2 4.2

法
区
分

登録 632 5.4 3.6 10.8 16.3 55.2 5.1 3.6
相当 268 7.1 5.6 6.0 16.4 51.5 9.7 3.7
類似 1,414 6.8 3.7 8.7 15.3 38.9 21.0 5.6
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（９） 資 料 台 帳 の デ ー タ ベ ー ス 化 に つ い て

資 料 台 帳 を 電 子 メ デ ィ ア で デ ー タ ベ ー ス 化 し て い る 館 園 は 全 体 の 51％ 。
図 ３ － １ ２ － ３ 　 電 子 メ デ ィ ア に デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た 「 資 料 台 帳 」 の 有 無 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置

者 別 ）「 Ｑ １ １ － １ ０ 」

資 料 台 帳 を 電 子 メ デ ィ ア に デ ー タ ベ ー ス 化 し て い る 施 設 は、 水 族 館、 植 物 園 を 除 く ほ と ん ど

の 館 種 で ４ 割 以 上 と な り、 デ ー タ ベ ー ス 化 の 環 境 が 整 備 さ れ つ つ あ る こ と が わ か る。 町 村 立 や

会 社 ・ 個 人 等 の 館 園 で の 導 入 率 の 低 さ は、 依 然、 経 費 や 人 員 の 課 題 が あ る こ と が 推 測 さ れ る。

表 ３ － １ ２ － ２ １ 　 電 子 メ デ ィ ア に デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た 「 資 料 台 帳 」 の 割 合 （ デ ー タ ベ ー ス 化 さ

れ た 「 資 料 台 帳 の あ る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － １ ０ － １ 」　 　 　 　 　（ ％ ）

N= ほんの少し ４分の１
程度 半分程度 ４分の３

程度
ほとんどす

べて 無回答
全体 1,180 8.7 9.0 12.3 21.3 48.4 0.3

館
種

総合 80 16.3 8.8 23.8 27.5 23.8 0.0
郷土 129 6.2 9.3 17.1 24.0 43.4 0.0
美術 277 2.5 6.1 4.7 17.3 69.0 0.4
歴史 545 11.6 8.6 13.0 22.8 43.7 0.4
自然史 51 7.8 31.4 15.7 7.8 37.3 0.0
理工 45 6.7 8.9 15.6 35.6 33.3 0.0
動物園 22 13.6 9.1 9.1 9.1 59.1 0.0
水族館 15 0.0 6.7 6.7 20.0 66.7 0.0
植物園 9 11.1 0.0 22.2 0.0 55.6 11.1
動水植 7 14.3 0.0 0.0 14.3 71.4 0.0

設
置
者

国立 44 11.4 9.1 4.5 11.4 63.6 0.0
県立 227 6.2 10.6 7.5 16.7 58.6 0.4
市立 525 10.1 9.1 14.9 21.3 44.4 0.2
町村立 119 5.9 8.4 20.2 26.1 39.5 0.0
公益法人 203 7.9 6.4 10.8 25.6 48.3 1.0
会社、個人等 62 12.9 11.3 3.2 21.0 51.6 0.0
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電 子 メ デ ィ ア に よ る デ ー タ ベ ー ス 化 を 行 う 館 園 の ７ 割 が、 資 料 台 帳 の ４ 分 の ３ 以 上 を 電 子 化

済 で あ る。 館 種 別 で は、 水 族 館、 動 水 植 園、 美 術 館 が 平 均 以 上 の 値 と な り、 生 物 の 個 体 登 録、

美 術 工 芸 品 の 管 理 が 進 む。 設 置 者 別 で は、 電 子 メ デ ィ ア を 導 入 で き た 町 村 立 館 園 で も、 登 録 が

進 み に く い 状 況 が 読 み 取 れ る。

東 日 本 大 震 災 で 津 波 の 被 害 を う け た 館 の 例 で は、 館 で 保 管 し て い た 資 料 台 帳 と コ ン ピ ュ ー タ

の 双 方 が 流 さ れ た が、 か ろ う じ て 外 部 メ デ ィ ア に 保 存 さ れ て い た デ ー タ に よ り、 資 料 回 収 と 台

帳 再 生 の 手 が か り が 得 ら れ て い る。 想 定 外 の リ ス ク へ 対 応 す る た め に は 電 子 メ デ ィ ア に よ る

デ ー タ ベ ー ス 管 理 と 紙 媒 体 に よ る 資 料 台 帳 管 理 の 併 用 が 今 後 も 有 効 で あ ろ う。

（１ ０） 資 料 目 録 の 作 成 に つ い て

紙 ・ 電 子 媒 体 に よ る 資 料 目 録 の 作 成 は 、 56.9％ の 館 園 で 行 な わ れ て い る 。 館 種 、 設 置 者 を 問

わ ず 、 目 録 情 報 よ り 、 画 像 情 報 の 公 開 が 進 ん で い る 。
図 ３ － １ ２ － ４ 　 収 蔵 資 料 を 記 載 し た「 資 料 目 録 」（ 紙・電 子 媒 体 ）の 作 成（ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）

「 Ｑ １ １ － １ １ － ａ 」
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図 ３ － １ ２ － ５ 　 館 の ホ ー ム ペ ー ジ を 使 っ た 「 目 録 情 報 」 の 公 開 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ

１ １ － １ １ － ｂ 」

図 ３ － １ ２ － ６ 　 外 部 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム へ の「 目 録 情 報 」の 提 供（ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）

「 Ｑ １ １ － １ １ － ｃ 」
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図 ３ － １ ２ － ７ 　 館 内 の 端 末 や 館 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 使 っ た 資 料 の 画 像 情 報 の 公 開 （ 全 体 ／ 館 種 別

／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ １ － １ １ － d」

郷 土、美 術、歴 史 は 館 の ホ ー ム ペ ー ジ で 情 報 公 開 し、自 然 史、動 物 園、水 族 館 で は 外 部 の デ ー

タ ベ ー ス シ ス テ ム へ 情 報 提 供 を 行 う 割 合 が 若 干 高 い 。 ま た、 美 術 館 や 動 物 園、 動 水 植 で は、

資 料 の 性 質 か ら、 と く に 画 像 情 報 の 公 開 に 取 り 組 む 割 合 が 30％ を 超 え て い る。

設 置 者 で は 国 立 で 情 報 公 開 を 進 め る 割 合 が 高 く、 例 え ば 画 像 情 報 で は 国 立 60.3 ％、 県 立

42.6％ と 取 り 組 み が 進 む 一 方、 市 町 村 立、 公 益 法 人、 会 社 個 人 は 20％ 前 後 に と ど ま る。 こ の

比 率 は 目 録 情 報 の 公 開 で も 同 様 で あ り、 情 報 公 開 に あ た っ て の 経 費 面 で の 課 題 と と も に、 資 産

情 報 の 公 開 に 対 す る 課 題 が あ る と 推 測 さ れ る。
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13．調査研究

今 回 の 調 査 で は、 重 要 な 資 料 を に な う 重 要 な 文 化 施 設 で あ る 博 物 館 が、 研 究 機 関 と し て ど の

よ う に 位 置 づ け ら れ、 ど の よ う な 条 件 付 与 が な さ れ て い る の か を 検 討 す る た め に、 研 究 関 連 の

質 問 項 目 を 増 や し て い る。

（１） 調 査 研 究 の 博 物 館 使 命 ・ 設 置 目 的 で の 位 置 付 け

調 査 研 究 「 使 命 」 や 設 置 目 的 に 位 置 づ け て い る 館 は 全 体 で も 50.7％ と 過 半 数 を 超 え た 。

図 ３ － １ ３ － １ 　 博 物 館 の 使 命 や 設 置 目 的 の な か に 、 調 査 研 究 活 動 を 位 置 づ け る 館 の 割 合 （ 全 体 ／

館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）「 Ｑ １ ２ － １ － Ａ 」

調 査 研 究 「使 命」 や 設 置 目 的 に 位 置 づ け て い る 館 は 全 体 で も 50.7％ と 過 半 数 を 超 え た。

館 種 別 で 見 る と 総 合 と 動 物 園 で 高 く、郷 土、理 工、植 物 園 で 低 い。 設 置 者 別 で 見 る と、県 立・

国 立 な ど 大 型 館 で よ り 高 い 傾 向 が あ る。 法 区 分 で は 明 確 に 登 録 お よ び 相 当 で 高 く、類 似 で 低 い。

博 物 館 法 で は 「資 料 に 関 す る 調 査 研 究」 を 博 物 館 の 目 的 と し て あ げ て お り 日 本 博 物 館 協 会 も 行

動 規 範 に 調 査 研 究 の 項 目 を 設 け て い る。 法 区 分 で 登 録 ・ 相 当 で 割 合 が 高 い の は 博 物 館 法 二 条 に

基 づ き 設 置 目 的 を 規 定 し て い る 館 が 多 い た め と 思 わ れ る。

動 物 園 ・ 水 族 館 で は 動 物 園 水 族 館 協 会 が 倫 理 福 祉 規 定 に 研 究 を 動 物 園 の 主 要 な 目 的 と し て の

研 究 を 明 確 に 書 い て い る。 こ れ ら の 規 定 は 繁 殖 の た め の 動 物 交 換 や ブ リ ー デ ィ ン グ ロ ー ン な ど

へ の 参 加 の 前 提 と な っ て お り、 研 究 へ の 取 り 組 み は 事 実 上 必 須 と な っ て い る。 飼 育 活 動 な ど の

改 善 な ど 活 動 に 必 須 な 面 も 多 い。 こ う し た 実 務 に 即 し た 研 究 会 ・ 学 会 が 存 在 す る こ と も 大 き い

だ ろ う。
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（２） 調 査 研 究 の 実 態

館 独 自 の 取 り 組 み は 四 分 の 一 程 度 、 外 部 と の 連 携 は 過 半 数 が 実 施
表 ３ － １ ３ － １ 　 自 主 研 究 及 び 共 同 研 究 の 概 況 （ 全 体 ）「 Ｑ １ ２ － １ － Ｂ ～ Ｅ 」

（ ％ ）

研 究 を 館 の 目 的 と す る 博 物 館 が 多 い 一 方、 館 全 体 で 取 り 組 む 研 究 や 数 年 単 位 で の 中 長 期 的 な

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト は ほ と ん ど 館 主 体 で は 実 施 さ れ て い な い。 多 く の 研 究 は 学 芸 員 の 個 人 の 努

力 に ま か さ れ て い る 様 子 が 窺 え る。 設 置 者 別 で は 数 年 に 渡 る 調 査 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て、 国

立 （52.4％）、県 立 （政 令 指 定 都 市 を 含 む）（41.4％） に 対 し て 市 立 （19.9％）、町 村 立 （20.5％）

と 差 が つ く。 大 規 模 館 の 多 い 国 立、 県 立 で 高 い 傾 向 が 窺 え る。

館 独 自 の 調 査 研 究 の 取 り 組 み に 比 べ、D、E) の 外 部 と の 連 携 に よ る 研 究 活 動 は 比 較 的 ポ イ ン

ト が 高 い。 こ ち ら も 国 立 や 県 立 で 高 い 傾 向 が あ る が、E) は 町 村 立 で も 比 較 的 高 か っ た。 博 物 館

全 体 の 連 携 機 関 と し て の 学 術 貢 献 機 能 は 現 状 で も 高 い と い え よ う。

（３） 館 の 研 究 を 改 善 す る 取 り 組 み に つ い て

博 物 館 職 員 の 能 力 開 発 へ の 取 り 組 み は 数 ％ 、 学 会 へ の 参 加 も 全 体 で は 27.7％
表 ３ － １ ３ － ２ 　 外 部 研 究 者 の 受 け 入 れ 及 び 職 員 の 能 力 開 発 に つ い て（全 体）「Ｑ １ ２ － １ － Ｆ ～ Ｊ」

（ ％ ）

博 物 館 の ゲ ス ト キ ュ レ ー タ ー と し て の 外 部 人 材 の 登 用 は 進 ん で い な い。 ま た、 学 芸 員 の 研 究

能 力 向 上 の た め の 長 期 派 遣 は か な り 困 難 な 様 子 が 窺 え る。 現 状 で は 小 規 模 の 町 村 立 か ら、 国 立

ま で ご く 一 部 の 実 施 に と ど ま っ て い る。 学 会 参 加 す ら 職 務 で の 派 遣 が 27.7％ し か 認 め ら れ な い

現 状 で は 国 内 留 学 ・ 海 外 留 学 は 現 実 味 を 帯 び な い。

学 会 派 遣 は 大 規 模 設 置 者 ほ ど 高 く、国 立 60.3％、県 立 46.9％ に 比 べ 市 立、町 村 立、公 益 法 人、

会 社 な ど は 20％ 台 と 低 調 に な る。 ま た、 動 物 園 65.9％ を 筆 頭 に、 水 族 館 63.6％、 総 合 45.7％、

自 然 史 45.5％ 館 種 で 比 較 的 高 く、 郷 土 17.7％、 歴 史 22.7％、 美 術 27.2％ で 低 く な っ て お り、

分 野 に よ る 差 が 大 き い。

博 物 館 の 自 主 刊 行 物 と し て の 紀 要、 報 告 書、 図 録 な ど の 発 行 率 は 全 体 と し て 高 い。 設 置 者 に

よ る 傾 向（大 規 模 設 置 者 ほ ど 高 い）も 強 い が、登 録（69％）、相 当（58.6％）で 高 く、類 似（32％）

で 低 い こ と か ら、 博 物 館 法 第 ３ 条 に お い て 博 物 館 事 業 の ひ と つ と し て 資 料 に 関 す る 出 版 物 の 発

行 ・ 頒 布 が 定 め ら れ て い る こ と の 影 響 が 窺 え る。

N=2,314 当てはまると回答した館の割合
Ｂ）館全体で取り組む調査研究活動があった 26.8
Ｃ）数年にわたる調査研究プロジェクトがあった 25.4
Ｄ） 館の職員と外部の研究者が協力して調査研究活動

を行うことがあった 42.7
Ｅ） 外部の研究者に対して博物館資料を貸し出したり、

学芸員の知見を提供したり、研究協力を行った 62.0

N=2,314 当てはまると回答した館の割合
Ｆ） 外部の研究者を「受託研究員」や「ゲストキュレー

ター」として受け入れた 7.5
Ｇ）研究能力向上のために職員を「国内留学」させた 1.2
Ｈ）研究能力向上のために職員を「海外留学」させた 1.9
Ｉ）職員を職務の一環として学会等へ派遣した 27.7
Ｊ）館の研究紀要や研究成果報告書、図録を刊行した 45.2
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（４） 学 芸 員 の 研 究 活 動 の 継 続 性

県 立 （ 政 令 指 定 都 市 を 含 む ） で の 移 動 は 18.1％
表 ３ － １ ３ － ３ 　 学 芸 職 員 の 移 動 を 実 施 し た 館 に つ い て （ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ ２ － １ － Ｌ 」

  （ ％ ）

学 芸 系 職 員 の 人 事 異 動 に 関 し て は 特 徴 的 な 結 果 と な っ た。 市 立（7.1％）、町 村 立（8％）に 比 べ、

県 立 （18.1％） と 高 く な っ た。 他 を 見 て も 規 模 の 大 小 で は な く、 県 立 館 で 際 立 っ て 大 き い。 学

芸 職 員 の 移 動 は 研 究 の 中 断 な ど に つ な が り や す く、 研 究 の 継 続 性 に 大 き な 阻 害 と な る。 次 項 に

示 す よ う に、 県 立 館 は 外 部 資 金 獲 得 に も 力 を 入 れ る な ど、 全 体 と し て は 研 究 に 力 を 入 れ て い る

よ う に 見 え る。 し か し、 外 部 資 金 を 獲 得 し て い る 県 立 館 105 館 の う ち 異 動 さ せ て い る の は 27

館（25.7％）で あ り、県 立 館 の 平 均 よ り 若 干 高 い 状 況 に あ る。 外 部 資 金 獲 得 な ど 研 究 へ の 注 力 と、

人 事 異 動 に は 直 接 の 相 関 は み ら れ な い。

県 立 館 の 人 事 異 動 に は、 教 員 籍 の 学 芸 員 を 配 置 し て い る こ と が 多 い こ と と 関 係 し て い る と 推

測 さ れ る。 設 問 ４ － ６ － ４ へ の 回 答 か ら 県 立 館 に お け る 異 動 の 約 3 分 の 1 が 学 校 へ の 移 動 と

推 定 さ れ る。 他 に 文 化 財 行 政 と の 人 事 交 流 や キ ャ リ ア パ ス と し て の 配 置 転 換 も あ る と 考 え ら れ

る。 人 事 異 動 は 研 究 の 継 続 に 大 き な 影 響 を も た ら す こ と か ら、 研 究 機 関 と し て の 博 物 館 の 位 置

づ け を 考 え る 際 に は 重 要 な 論 点 と な る で あ ろ う。

ま た、 館 種 別 で は 水 族 館 （18.2％）、 動 物 園 （12.2％） で 比 較 的 高 い の が 特 徴 的 で あ る。 学 会

派 遣 の 傾 向 と 矛 盾 す る よ う に も 思 え る が、 研 究 を 広 く 専 門 職 員 の 任 務 と す る の で な く、 職 員 の

キ ャ リ ア の 一 環 と し て 研 究 に 専 念 す る ポ ス ト を お い て い る よ う だ。

（５） 外 部 資 金 の 獲 得 と 研 究 上 の 制 約

外 部 資 金 の 獲 得 に は 都 道 府 県 立と市 町 村 立 で 大 き な 差、 研 究 を 進 め て い るほど 障 害 が 多 い 傾 向
表 ３ － １ ３ － ４ 　 外 部 資 金 の 獲 得 と 研 究 活 動 上 の 制 約 「 Ｑ １ ２ － １ － Ｋ 、 Ｍ 」　 　   　（ ％ ）

館種 N= 当てはまると回答した館の割合
国立 63 0.0
県立 343 18.1
市立 1,003 7.1
町村立 312 8.0
公益法人 425 4.0
会社、個人等 168 6.0

N=
Ｋ）外部資金（科学研究費補助金・

民間助成金等）を獲得し、
調査研究活動に必要な経費を確保した

Ｍ）調査研究活動を行う上で、
制度上の障害・制約に直面した

全体 2,314 13.4 11.8
国立 63 58.7 17.5
県立 343 30.6 18.4
市立 1,003 8.7 11.2
町村立 312 6.7 12.5
公益法人 425 12.2 9.9
会社、個人等 168 5.4 3.6
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図 ３ － １ ３ － ２ 　 外 部 資 金 、 研 究 上 の 障 害 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ ２ － １ － Ｋ 、 Ｍ 」

外 部 資 金 に つ い て は 設 置 者 別 の 集 計 を 掲 載 し た。 国 立 ・ 県 立 と そ れ 以 外 の 博 物 館 で 外 部 資 金

獲 得 に 関 す る 取 得 状 況 が 大 き く 異 な っ て い る。 他 の 項 目 で も 同 様 だ が、 外 部 資 金 の 活 用 と い う

研 究 支 援 体 制 の 条 件 の 違 い を 窺 わ せ る。 分 野 別 で 見 る と、 小 規 模 館 の 多 い 郷 土 （4.8％）、 歴 史

（7.9％） で 他 よ り 低 く な っ て い る。

一 方、 調 査 研 究 活 動 を 行 う 上 で の 制 度 上 の 障 害 ・ 制 約 に つ い て も、 研 究 を 推 進 し よ う と い う

傾 向 の 強 い 県 立 館 ・ 国 立 館 で 高 め の 値 が 出 て い る。 こ れ ら の 組 織 で、 研 究 推 進 に 国 や 地 方 行 政

側 の 制 度 が 十 分 に 対 応 で き ず、 軋 轢 が 生 じ て い る 様 子 が 窺 え る。 し か し、 市 町 村 立 な ど で も 障

害 や 制 約 に 直 面 し て い る 部 分 が 一 部 に 見 ら れ、 貴 重 な 活 性 化 の 芽 が 制 度 上 の 制 約 で 阻 害 さ れ て

い る こ と が 示 さ れ る。
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（６） 博 物 館 の 科 学 研 究 費 指 定 機 関 の 指 定 ・ 申 請 希 望 状 況

科 学 研 究 費 獲 得 の 指 定 研 究 機 関 と な っ て い る 博 物 館 は 4.8％ 、 大 規 模 館 園 、 総 合 ・ 植 物 園 ・

自 然 史 で 高 い
表 ３ － １ ３ － ５ 　 科 学 研 究 費 獲 得 の た め の 研 究 機 関 の 指 定 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）

「 Ｑ １ ２ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

科 学 研 究 費 に つ い て は、 全 体 と し て 指 定 機 関 に な っ て い る 館 の 割 合 が 小 さ く、 ５ ％ を 切 っ て

い る。 設 置 者 別 で 見 る と、 す で に 指 定 さ れ て い る 館 は 国 立 の 57.1％、 県 立 （政 令 市 を 含 む） の

9.9％ に 対 し、 市 立 で は 0.5％ し か な い。 公 益 法 人 は 8.7％ と 比 較 的 高 い。 こ れ か ら 指 定 を 希 望

す る 館 の 割 合 は、県 立 で 準 備 中、希 望 の み を 合 わ せ て 25.1％ と 高 く、公 益 法 人 が 続 く （14.1％）。

市 町 村 立 な ど は 「希 望 し て い な い」 と 回 答 し て い る 館 も 多 い。 し か し、 こ れ ら の 実 態 と し て は

様 々 な 面 で の 条 件 が 整 わ ず、 申 請 や 希 望 を 出 せ る 組 織 状 況 に な い、 あ き ら め て い る 状 況 が 窺 え

る。 組 織 の 体 制、 研 究 条 件 が 比 較 的 整 っ て い る 県 立 館 な ど が 研 究 機 関 認 定 を 求 め て い る 状 況 で

あ る。 分 野 別 で は、歴 史、郷 土 で、指 定 機 関 が 特 に 少 な く、申 請 の 希 望 を 出 せ る 状 況 に す ら な っ

て い な い 館 が 多 数 を 占 め て い る。 法 区 分 で は 相 当 施 設 の 多 さ が 目 に つ く が、 こ れ は、 大 学 博 物

館 が 相 当 施 設 に 含 ま れ て い る（相 当 施 設 で 指 定 機 関 と 回 答 し た 館 の ６ 割 を 占 め る）た め で あ る。

N ＝ すでに指定を受
けている

指定を受けてい
ないが、指定を
受けることを希
望して準備をし

ている

指定を受けるこ
とを希望してい
るが、指定に向
けた準備はして

いない

指定を受けてい
ないし、希望も

していない
無回答

全体 2,314 4.8 1.1 12.2 75.5 6.3

館
種

総合 129 16.3 3.1 17.8 57.4 5.4
郷土 248 0.4 0.0 7.7 87.1 4.8
美術 497 5.6 1.8 16.7 70.2 5.6
歴史 1,108 3.1 0.9 11.6 77.5 6.9
自然史 101 12.9 3.0 15.8 61.4 6.9
理工 102 4.9 0.0 5.9 84.3 4.9
動物園 41 4.9 0.0 4.9 85.4 4.9
水族館 44 2.3 0.0 9.1 79.5 9.1
植物園 34 20.6 0.0 2.9 64.7 11.8
動水植 10 0.0 0.0 0.0 90.0 10.0

設
置
者

国立 63 57.1 1.6 3.2 31.7 6.3
県立 343 9.9 3.5 21.6 60.3 4.7
市立 1,003 0.5 0.7 11.0 82.9 5.0
町村立 312 0.0 0.3 9.0 85.3 5.4
公益法人 425 8.7 0.9 13.2 66.8 10.4
会社、個人等 168 0.0 0.6 7.7 82.7 8.9

法
区
分

登録 632 5.2 2.7 20.1 67.1 4.9
相当 268 20.9 0.7 12.3 60.1 6.0
類似 1,414 1.6 0.5 8.7 82.2 7.0
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（７） 科 学 研 究 費 ・ そ の 他 資 金 の 博 物 館 へ の 応 募 及 び 採 択 の 状 況

科 研 費 な ど 外 部 資 金 の 活 用 は ま だ 少 数 に と ど ま り 、 申 請 数 も 館 種 に よ り 違 い 。 そ の 他 助 成 金

は よ り 広 い 館 を サ ポ ー ト 。
表 ３ － １ ３ － ６ 　 科 学 研 究 費 ・ そ の 他 助 成 金 の 申 請 件 数 及 び 採 択 件 数 （ 申 請 ・ 選 択 館 全 体 ／ 館 種 別

／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）「 Ｑ １ ２ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

科 学 研 究 費、 そ の 他 助 成 金 と も に、 申 請 を し て い る 館 は 全 体 か ら 見 れ ば ご く 少 数 に 留 ま っ て

い る。科 研 費 の 申 請 を 行 っ た 館 は 全 体 の わ ず か 3.5％ , そ の 他 の 助 成 金 で す ら 8.8％ に 過 ぎ な い。

回 答 は、 申 請 し た が 採 択 さ れ て い な い 館 は 答 え て い な い こ と も 多 く、 申 請 件 数 と 採 択 件 数 を 直

接 比 較 し て 採 択 率 な ど を 計 算 す る こ と は 難 し い。 ま た 分 野 間 の 申 請 数 ・ 採 択 数 の 違 い は、 指 定

機 関 数 が 限 ら れ て い る こ と が 背 景 に あ る。 傾 向 と し て は 館 種 別 で は そ も そ も 申 請 件 数 の 少 な い

郷 土、 水 族 館、 動 水 植 を 除 く と、 美 術 館、 植 物 園 で 採 択 さ れ て い る 割 合 が や や 高 く、 理 工 系 で

低 い。 し か し 母 数 が 少 な い の で は っ き り と 示 し に く い。 一 方、 設 置 者 別 で 見 る と、 前 述 の 科 研

費 資 格 取 得 機 関 と 同 じ く 採 択 さ れ て い る の は、 国 と 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市、 公 益 法 人 に ほ ぼ

限 ら れ て い た。

科 研 費 以 外 の そ の 他 の 助 成 金 は、 採 択 と な っ た 件 数 は 科 研 費 と ほ ぼ 同 様 で あ る も の の、 採 択

を 受 け た 館 数 は 倍 以 上 で あ っ た。 郷 土 や 理 工 系 に も 採 択 が 多 く、 よ り 広 い 範 囲 の 館 の 活 動 促 進

に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ る。

科研費 その他
申請件数 採択件数 申請件数 採択件数

全体 1,854 730 1,031 767 
（81 館） （75 館） （204 館） （199 館）

館
種

総合 518 211 157 107 
郷土 0 0 13 12 
美術 299 187 378 287 
歴史 429 148 228 185 
自然史 438 143 158 97 
理工 46 6 39 37 
動物園 65 11 22 18 
水族館 1 1 32 21 
植物園 58 23 4 3 
動水植 0 0 0 0 

設
置
者

国立 890 408 243 200 
県立 823 263 386 255 
市立 20 9 226 160 
町村立 1 1 35 31 
公益法人 111 40 121 103 
会社、個人等 9 9 20 18 

法
区
分

登録 761 223 444 307 
相当 765 363 310 255 
類似 328 144 277 205 
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（８） 支 給 総 額 か ら 見 た 博 物 館 で の 研 究 へ の 外 部 資 金 の 重 要 性

研 究 手 法 に よ り 、 分 野 毎 の 総 額 ・ 平 均 に は 偏 り も 。 そ の 他 助 成 金 は よ り 広 く カ バ ー
表 ３ － １ ３ － ７ 　 外 部 研 究 費 の 獲 得 実 績 （ 過 去 ５ 年 間 、選 択 館 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）

「 Ｑ １ ２ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 円 ）

今 回 の 回 答 館 か ら の 科 学 研 究 費 採 択 額 合 計 は 過 去 ５ 年 間 に 約 29 億 ３ 千 万 円 に の ぼ っ た。 こ

れ ら 採 択 さ れ た 博 物 館 に お け る 研 究 活 動 の か な り 大 き な 部 分 を 科 学 研 究 費 が 占 め て い る こ と が

示 さ れ る。 設 置 者 別 で 見 る と 国 立 が 全 体 の ３ 分 の ２ を 獲 得 し て お り、 残 り の ほ と ん ど を 県 立 館

が、 一 部 を 公 益 法 人 な ど が 獲 得 し て い る こ と が 示 さ れ る。 こ の 分 布 は 博 物 館 の 全 体 数 か ら い う

と か な り 偏 り を 見 せ て い る。 採 択 館 １ 館 あ た り の 科 研 費 獲 得 額 が 国 立 と 県 立 な ど で ほ ぼ 倍 違

う。 こ れ は 国 立 で は 研 究 者 を よ り 多 く 抱 え る な ど、 申 請 す る 研 究 者 数 が 大 き く 異 な る こ と、 研

究 に 用 い る こ と の で き る エ フ ォ ー ト （労 力） が か な り 異 な っ て い る こ と が 示 さ れ る。 県 立 博 物

館 の 研 究 機 関 と し て の 活 性 化 の た め に は、 制 度 だ け で な く 学 芸 員 が 研 究 に 労 力 を 注 げ る よ う、

ス タ ッ フ の 充 実 や 事 業 の 効 率 化 な ど の 対 策 が 必 要 に な る だ ろ う。 館 種 間 で の 比 較 で は 野 外 調

査、 海 外 調 査、DNA を 用 い た 研 究 な ど を 伴 う た め か、 自 然 史 系 で 大 型 の プ ロ ジ ェ ク ト が 多 く、

総 獲 得 額 ・ 平 均 額 と も に 大 き か っ た。

一 般 助 成 金 の 総 額 は 科 研 費 の 半 分 で は あ る が、 採 択 を 受 け た 館 数 は 倍 以 上 で あ り、 よ り 広 く

薄 く、 館 の 活 動 促 進 に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ る。 分 野 別 で は 美 術 館 が 突 出 す る。 ア ー ト ・ プ

ロ ジ ェ ク ト や 展 覧 会 に 関 す る 助 成 金 や、 展 覧 会 へ の 助 成 金 が 含 ま れ て い る た め と 思 わ れ る。 ま

た、 環 境 活 動、 地 域 研 究、 文 化 財 保 全 な ど 目 的 別 の 助 成 金 を 反 映 し て、 自 然 史、 歴 史、 郷 土 館

で も 活 発 に 獲 得 さ れ て い た。 法 区 分 で は、 そ の 他 の 助 成 金 で 登 録 ・ 相 当 に 比 べ、 類 似 施 設 で の

獲 得 額 が 総 額、 平 均 と も に 小 さ か っ た。 助 成 に よ っ て は 申 請 資 格 に 登 録 ・ 相 当 な ど の 法 的 根 拠

を 課 し て い る こ と、 学 芸 員 体 制 な ど 助 成 の 基 礎 と な る 条 件 に 差 が あ る こ と な ど が 原 因 と 思 わ れ

る。 総 額 で は 14 億 と 科 研 費 の 半 分 程 度 で は あ っ た が、 そ の 他 の 助 成 金 は、 博 物 館 の 振 興 に お

い て 科 学 研 究 費 と は 異 な る 役 割 と ニ ー ズ を 満 た し て い る と 考 え ら れ る。

科研費 その他
総額 採択館平均 総額 採択館平均

全体 2,928,510,568 41,835,865 1,439,155,106 7,342,628 

館
種

総合 667,856,730 47,704,052 127,137,335 6,054,159 
郷土 0 0 29,525,000 5,905,000 
美術 254,354,766 18,168,198 732,091,436 11,092,294 
歴史 782,366,000 55,883,286 341,510,559 5,991,413 
自然史 1,077,728,072 82,902,159 137,874,717 7,659,707 
理工 19,200,000 3,840,000 29,907,059 2,300,543 
動物園 8,400,000 4,200,000 20,750,000 2,964,286 
水族館 100,000 100,000 16,000,000 2,666,667 
植物園 118,505,000 16,929,286 4,359,000 1,453,000 
動水植 2,928,510,568 41,835,865 1,439,155,106 7,342,628 

設
置
者

国立 1,959,560,630 72,576,320 430,868,549 16,571,867 
県立 807,127,072 31,043,349 463,552,082 7,725,868 
市立 9,340,000 1,868,000 213,133,515 3,612,432 
町村立 500,000 500,000 78,969,457 6,074,574 
公益法人 89,782,866 12,826,124 241,031,503 7,775,210 
会社、個人等 62,200,000 15,550,000 11,600,000 1,657,143 

法
区
分

登録 780,194,272 28,896,084 603,414,378 7,542,680 
相当 1,245,971,566 42,964,537 581,263,853 10,967,243 
類似 902,344,730 64,453,195 254,476,875 4,039,315 
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各 博 物 館 に お け る 調 査 研 究 活 動 は、館 種 ご と に 見 れ ば 分 野 毎 の 事 情 や 動 向 を 背 景 と し な が ら、

様 々 に 異 な っ た。 設 置 者 ご と に 整 理 す る な ら、 博 物 館 の 研 究 条 件 は 比 較 的 充 実 し て い る 国 立 館

（す べ て の 国 立 館 が 充 実 し て い る わ け で は な い）、 研 究 条 件 が あ り な が ら 科 研 費 研 究 機 関 の 指 定

を 受 け て い な い 館 も 多 い な ど の 課 題 も あ る 県 立 館 及 び 公 益 法 人 館、 そ し て、 研 究 基 盤 が 脆 弱 な

市、 町 村 立 館 や 会 社 な ど に 分 か れ る 状 況 が 明 ら か に な っ た。

外 部 の 研 究 に 対 す る 博 物 館 の 貢 献 は 明 ら か な 一 方、 学 会 出 張 な ど を 含 め 学 芸 員 の 能 力 開 発 に

つ な が る 投 資 は 十 分 で な い 状 況 も 示 さ れ て い る。 大 学 教 員 な ど に 行 わ れ る 留 学 な ど の 研 修 強 化

に 比 べ、 博 物 館 で は 恒 常 的 な 研 究 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト 化、 学 芸 職 員 の 学 会 参 加 支 援 や 人 事 異

動 へ の 配 慮 な ど、 よ り 基 礎 的 な 条 件 強 化 が 求 め ら れ て い る 段 階 に あ る よ う だ。 と く に、 市 町 村

立 の 活 性 化 の た め に は ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の た め に も 博 物 館 同 士、 ま た 博 物 館 外 と の 接 点 に な

る 様 々 な 学 術 系 の 学 会、 博 物 館 関 連 学 会、 分 野 内 の 研 究 会 や 小 規 模 学 会 へ の 参 加 な ど、 交 流 と

研 修 の 促 進 が 重 要 に な る と 考 え ら れ る。
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14．展示

（１） 常 設 展 示 の 有 無

常 設 展 示 を 行 っ て い る の は 、 総 合 、 郷 土 、 美 術 、 歴 史 、 自 然 史 、 理 工 の ６ 館 種 で 見 れ ば

86.4％ 。 美 術 館 を 除 い た 5 館 種 で は 91.1％ 。
図 ３ － １ ４ － １ 　 常 設 展 示 の 有 無（ 館 種 別 、「 動 物 園 」「 水 族 館 」「 植 物 園 」「 動 水 植 物 園 」を 除 く ）「Q

１ ３ － １ 」

（２） 常 設 展 示 の 更 新 の 状 況

展 示 替 え （ 更 新 ） を 行 っ て い る の は 全 体 の 45.6％ 。
図 ３ － １ ４ － ２ 　 常 設 展 示 の 更 新 の 状 況 （ 常 設 展 示 を 行 っ て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 、「 動 物 園 」「 水

族 館 」「 植 物 園 」「 動 水 植 物 園 」 を 除 く ）「Q １ ３ － １ － １ 」
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（３） 常 設 展 示 の 展 示 替 え の 頻 度

館 種 に 関 係 な く 、 ほ ぼ 8 割 以 上 の 館 が 1 年 に 1 回 以 上 の 展 示 替 え を 行 っ て お り 、 そ の 頻 度 は

平 均 で 4.0 回 。
表 １ ３ － １ ４ － １ 　 常 設 展 示 の 展 示 替 え の 頻 度 （ 常 設 展 示 の 展 示 替 え を 行 っ て い る 館 、 全 体 ／ 館 種

別 、「 動 物 園 」「 水 族 館 」「 植 物 園 」「 動 水 植 物 園 」 を 除 く ）「Q １ ３ － １ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

（４） 大 規 模 更 新 に つ い て

常 設 展 示 の 大 規 模 更 新 は 前 回 よ り 微 増 。 更 新 の 必 要 性 を 感 じ て い る の は 全 体 の 45.0％ だ が 、

県 立 、 市 立 、 町 村 立 は 、 具 体 的 な 計 画 を 立 て ら れ て い な い 傾 向 が 強 い 。
表 ３ － １ ４ － ２ 　 大 規 模 更 新 の 実 施 状 況 「Q １ ３ － １ － ２ 」　 　 　（ ％ ）

図 ３ － １ ４ － ３ 　 大 規 模 更 新 の 実 施 状 況 （ 常 設 展 示 を 行 っ て い る 館 、 設 置 者 別 ）「Q １ ３ － １ － ３ 」

N=
1 年に 1 回以上 
　（カッコ内は

回数）
2 年に 

1 回程度
3 年に 

1 回程度
4 年に 

1 回程度 それより少ない 無回答

全体 861 87.6 (4.0) 6.3 3.0 1.3 1.4 15.1
総合 64 92.2 (4.1) 4.7 1.6 0.0 1.6 0.0
郷土 76 81.6 (3.1) 7.9 2.6 3.9 2.6 1.3
美術 255 91.8 (4.1) 5.1 2.0 0.4 0.0 0.8
歴史 403 86.4 (3.5) 6.7 4.2 1.7 0.7 0.2
自然史 29 79.3 (3.0) 10.3 3.4 0.0 6.9 0.0
理工 34 82.4 (3.1) 5.9 0.0 0.0 11.8 0.0

更新実績あり ない 無回答
令和元年度調査（N=1993） 27.7 63.9 8.3
平成 25 年度調査（N=1108） 25.5 70.8 3.7
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表 ３ － １ ４ － ３ 　 大 規 模 更 新 の 必 要 性 （ 常 設 展 示 を 行 っ て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q

１ ３ － １ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

過 去 の 調 査 で は 動 物 園、 総 合、 郷 土、 歴 史、 自 然 史、 理 工 の ５ 館 種 を 対 象 に、 常 設 展 示 の 大

規 模 更 新 を 中 心 に 調 査 し て い た。 し か し な が ら 昨 今、 美 術 館 に お い て も コ レ ク シ ョ ン 展 示 を 重

視 す る 傾 向 に あ り、（１） ～ （３） の 比 較 に 加 え る こ と と し た。 実 際、 美 術 館 の 70.2％ が 常 設

展 示 を 「行 な っ て い る」 と 回 答 し て い る こ と は 注 目 さ れ （図 ３ － １ ４ － １）、26.6％ が 常 設 展

示 を 固 定 と し て い る （図 ３ － １ ４ － ２）。

一 方、 展 示 替 え の 頻 度 に つ い て は、 館 種 に よ る 差 が 比 較 的 少 な く、 ど の 館 種 も 季 節 ご と （年

3 ～ 4 回） に 展 示 を 入 れ 替 え て い る （表 ３ － １ ４ － １）。

大 規 模 更 新 に つ い て は 全 館 種 を 比 較 対 象 と し た。 公 立 館 で 比 較 す る と 国 立 が 最 も 更 新 が 進 ん

で お り、 都 道 府 県 立、 市 立、 町 村 立 と 設 置 者 規 模 が 小 さ く な る に つ れ、 更 新 が 進 ん で い な い こ

と が 顕 著 に 現 れ て い る （図 ３ － １ ４ － ３）。

必要としていて
計画を立てている

必要としていてい
るが計画は

立てていない
必要としていない 無回答

全体 N= 12.5 33.3 45.2 8.9

館　

種

総合　 118 18.6 39.0 34.7 7.6
郷土　 231 10.8 35.9 42.9 10.4
美術　 349 10.9 19.5 63.3 6.3
歴史　 1,004 11.1 33.6 44.9 10.5
自然史 95 11.6 43.2 35.8 9.5
理工　 90 20.0 46.7 27.8 5.6
動物園 36 27.8 47.2 25.0 0.0
水族館 38 26.3 36.8 28.9 7.9
植物園 23 21.7 43.5 34.8 0.0
動水植 9 0.0 66.7 22.2 11.1

設　

置　

者

国立　 54 18.5 18.5 57.4 5.6
県立　 305 21.0 39.3 34.1 5.6
市立　 899 11.1 37.2 43.3 8.5
町村立 281 9.6 34.9 45.6 10.0
公益法人 312 11.9 23.1 55.8 9.3
会社、個人等 142 8.5 21.1 52.8 17.6
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（５） 特 別 展 の 開 催

全 体 の 76.9％ が 特 別 展 を 開 催 し て い る 。 な か で も 、 総 合 博 物 館 、 美 術 館 が 特 別 展 を 開 催 す る

比 率 が 高 い 。 設 置 者 別 で は 、 町 村 立 と 会 社 、 個 々 等 が 運 営 す る 博 物 館 の 開 催 率 が 低 い 。
図 ３ － １ ４ － ４ 　 特 別 展 を 開 催 し て い る 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ３ － ２ 」

図 ３ － １ ４ － ５ 　 特 別 展 を 開 催 し て い る 割 合 （ 設 置 者 別 ）「Q １ ３ － ２ 」
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（６） 特 別 （企 画） 展 の 開 催 頻 度

ど の 館 種 も ほ ぼ 9 割 以 上 が 、 １ 年 に １ 回 程 度 か そ れ 以 上 、 特 別 （ 企 画 ） 展 を 開 催 し て い る 。

１ 回 以 上 の 開 催 頻 度 は 、 平 均 で 3.7 回 。
表 ３ － １ ４ － ４ 　 特 別 （ 企 画 ） 展 の 開 催 頻 度 （ 特 別 展 を 開 催 し て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ３

－ ２ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

（７） 特 別 展 の 共 催

全 体 の 82.3％ は 特 別 展 を 単 独 開 催 し て い る 。 美 術 、 理 工 、 植 物 園 は 特 別 展 を 共 催 で 開 催 す る

こ と が 多 い 。
表 ３ － １ ４ － ５ 　 特 別 展 の 共 催 （ 特 別 展 を 開 催 し て い る 館 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ３ － ２ － ２ 」

N=

１
年
に
１
回
以
上　

（
カ
ッ
コ
内
は
回
数
）

１
年
に
１
回
程
度

２
年
に
１
回
程
度

３
年
に
１
回
程
度

４
年
に
１
回
程
度

５
年
に
１
回
程
度

５
年
に
１
回
よ
り
も

少
な
い

無
回
答

全体 1,780 72.3 (3.7) 19.8 2.9 1.6 0.7 1.5 0.9 0.3

館
種

総合 118 80.5 (3.4) 18.6 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0
郷土 180 65.0 (3.3) 27.2 3.9 1.7 0.6 1.7 0.0 0.0
美術 436 79.8 (4.1) 12.2 3.2 2.1 0.7 0.9 0.9 0.2
歴史 822 69.7 (3.5) 20.9 3.3 1.6 0.7 2.2 1.1 0.5
自然史 66 63.6 (3.6) 24.2 6.1 3.0 3.0 0.0 0.0 0.0
理工 77 74.0 (3.2) 24.7 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0
動物園 22 54.5 (4.1) 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
水族館 34 73.5 (3.2) 20.6 0.0 2.9 0.0 0.0 2.9 0.0
植物園 19 68.4 (10.8) 21.1 0.0 0.0 0.0 5.3 5.3 0.0
動水植 9 83.8 (7.3) 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

N= 単独開催が多い 共催が多い どちらともいえない 無回答
全体 1,783 82.3 9.8 7.8 0.1

館　

種

総合 118 83.1 7.6 9.3 0.0
郷土 180 88.9 4.4 6.7 0.0
美術 436 67.0 16.5 16.5 0.0
歴史 822 88.4 7.8 3.6 0.1
自然史 66 83.3 9.1 7.6 0.0
理工 77 77.9 15.6 5.2 1.3
動物園 22 86.4 0.0 13.6 0.0
水族館 34 100.0 0.0 0.0 0.0
植物園 19 73.7 21.1 5.3 0.0
動水植 9 100.0 0.0 0.0 0.0
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（８） 展 示 の 理 解 を 促 進 す る 方 法 の 導 入

半 数 以 上 に 導 入 さ れ て い る の は 、Ａ ） パ ン フ レ ッ ト 、Ｈ ） 解 説 ツ ア ー 、ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 、Ｊ ）

講 演 会 、シ ン ポ ジ ウ ム の み 。 音 声 ガ イ ド 等 、端 末 を 必 要 と す る も の の 導 入 率 は 、11％ 程 度 と 低 い 。
図 ３ － １ ４ － ６ 　 展 示 の 理 解 を 促 進 す る 方 法 の 導 入 （ 全 体 ：N=2314）「Q １ ３ － ３ 」

特 別 展 は ど の 館 種 も、 年 １ 回 以 上 開 催 し て い る 割 合 が 最 も 高 い。 １ 年 に 複 数 回 開 催 す る 場

合 の 頻 度 は 3.7 回 で （表 ３ － 14 － ４）、 常 設 展 と 同 等 回 数 の 展 示 替 え を 行 な っ て い る （表 ３ －

14 － １）。

全 館 種 に お い て、 単 独 開 催 が ほ と ん ど で あ る （表 ３ － １ ４ － ５）。 し か し そ の 傾 向 の 意 味 に

つ い て は、 様 々 な 規 模 の 館 が 混 在 し た 本 調 査 の 回 答 で は 判 断 が 難 し い。 そ の よ う な 設 問 で は あ

る が、 美 術、 理 工、 植 物 園 に つ い て は 共 催 の 比 率 が 2 桁 に 上 っ た。 た だ し 共 催 相 手 に つ い て は

設 問 に な か っ た た め、 そ の 傾 向 に つ い て も 判 断 が で き な い。 資 金 面 の バ ッ ク ア ッ プ を 求 め て マ

ス メ デ ィ ア を 共 催 相 手 に す る こ と と、 同 業 他 館 と 連 携 し て 特 別 展 を 作 り 上 げ る こ と も 同 列 に は

比 較 で き な い こ と に 留 意 し た い。
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１5．教育普及活動

（１） 平 成 30（2018） 年 度 に 教 育 普 及 活 動 を 実 施 し た 館 の 割 合 と 平 均 実 施 回 数

館 種 別 で は 実 技 ・ 対 話 等 を 伴 う 体 験 型 活 動 を お よ そ 半 数 以 上 の 館 が 実 施 し て い る 。
表 ３ － １ ５ － １ 　 教 育 普 及 活 動 を 実 施 し た 館 の 割 合（ ％ ）と 平 均 実 施 回 数（ 括 弧 内 ）（ 平 成 30（2018）

年 度 、 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ ４ － １ 」

表 ３ － １ ５ － ２ 　 教 育 普 及 活 動 を 実 施 し た 館 の 割 合（ ％ ）と 平 均 実 施 回 数（ 括 弧 内 ）（ 平 成 30（2018）

年 度 、 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ ４ － １ 」

館 種 別 に 見 れ ば、 人 文 系 は 座 学 主 体 の 講 演 会 等 が 多 く、 自 然 系 は 現 地 見 学 会・観 察 会 が 多 い。

特 に 総 合 博 物 館 で 実 施 割 合 の 合 計 が 高 く、 様 々 な 学 び の 機 会 を 設 け て い る と 言 え る。

設 置 者 別 で も、 全 般 的 に 実 技・対 話 等 を 伴 う 体 験 型 活 動 と 座 学 主 体 の 講 演 会 等 の 割 合 が 高 い。

実 施 割 合 の 合 計 は 県 立 が 抜 き ん 出 て お り、 市 立、 町 村 立、 公 益 財 団 法 人、 会 社 等 の 順 に 大 き く

減 少 し て い る が、 規 模 の 違 い に よ る も の と 考 え ら れ る。

全体 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動物園 水族館 植物園 動水植
N= 2314 129 248 497 1108 101 102 41 44 34 10
a）座学主体の単発
の講演会、シンポジ
ウム等

49.6 
(6.9)

70.5 
(7.5）

45.2 
(3.2)

52.9 
(6.6)

47.3 
(6.0)

49.5 
(10.2)

45.1 
(9.5)

56.1 
(18.0)

36.4 
(13.1)

52.9 
(9.1)

40.0 
(63.8)

b）座学主体の連続
講座

28.1 
(11.2)

46.5 
(13.5)

24.2 
(7.8)

21.3 
(9.5)

31.9 
(11.9)

20.8 
(7.7)

28.4 
(16.6)

19.5 
(5.0)

9.1 
(15.5)

26.5 
(7.9)

10.0 
(2.0)

c）実技・対話等を
伴う体験型の活動

52.5 
(53.1)

78.3 
(30.6)

47.2 
(13.4)

58.4 
(29.6)

44.9 
(41.5)

58.4 
(53.5)

67.6 
(179.3)

68.3 
(241.8)

65.9 
(239.9)

50.0 
(52.6)

60.0 
(106.2)

d） 映 画 会 や コ ン
サート等

27.4 
(28.1)

35.7 
(5.0)

16.9 
(4.0)

40.4 
(8.4)

23.1 
(15.9)

16.8 
(236.9)

46.1 
(116.8)

19.5 
(4.7)

13.6 
(3.7)

26.5 
(17.0)

30.0 
(582.7)

e）現地見学会・観
察会

36.4 
(17.8)

59.7 
(11.5)

42.3 
(4.6)

22.3 
(8.5)

32.3 
(6.8)

68.3 
(18.1)

52.0 
(38.5)

48.8 
(348.7)

54.5 
(8.8)

64.7 
(27.5)

40.0 
(5.8)

＊各館種上位 2 項目を色付け

国立 県立 市立 町村立 公益
法人

会社、
個々等

N= 63 343 1003 312 425 168
a）座学主体の単発
の講演会、シンポジ
ウム等

57.1 
(15.8)

70.6 
(10.6)

51.3 
(5.3)

40.1 
(3.0)

43.3 
(6.8)

26.8 
(9.3)

b）座学主体の連続
講座

19.0 
(9.4)

47.2 
(13.6)

31.9 
(10.7)

18.6 
(8.5)

18.1 
(11.5)

14.1 
(8.2)

c）実技・対話等を
伴う体験型の活動

55.6 
(93.2)

78.1 
(87.2)

55.2 
(40.4)

42.0 
(31.8)

37.4 
(35.7)

39.9 
(87.6)

d） 映 画 会 や コ ン
サート等

23.8 
(12.1)

44.9 
(25.0)

29.1 
(38.5)

17.3 
(4.3)

21.2 
(18.0)

17.9 
(24.6)

e）現地見学会・観
察会

46.0 
(8.0)

53.9 
(54.5)

39.9 
(7.4)

35.9 
(4.1)

20.9 
(14.0)

16.7 
(6.8)

＊各館種上位 2 項目を色付け
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（２） 教 育 普 及 活 動 を 担 当 す る 部 課 係 ・ 担 当 者 の 配 置

専 門 で あ れ 兼 担 で あ れ 、 部 課 係 を 置 い て い る 館 は 依 然 少 な い が 、 総 合 お よ び 自 然 系 で は 20

～ 30％ 程 度 の 館 で 設 置 さ れ つ つ あ る 。
表 ３ － １ ５ － ３ 　 教 育 普 及 活 動 を 担 当 す る 部 課 係 ・ 担 当 者 の 配 置 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ

１ ４ － ２ 」

＊ 各 館 種 上 位 ２ 項 目 を 色 付 け

全 体 的 に 担 当 者 が 決 ま っ て い な い 傾 向 が 強 く 見 て 取 れ る。「担 当 者 を 決 め て い る」 と 回 答 し

た 場 合 で も、 年 度 ご と に 交 代 す る 場 合 も あ る だ ろ う。

設 置 者 別 で は、 県 立 以 外 の 館 に お い て、 担 当 者 が 決 ま っ て い な い 割 合 が 顕 著 に 高 く、 国 立 館

で の 低 さ も 目 立 つ。 県 立 に 担 当 者 が い る 傾 向 が あ る の は、 教 育 委 員 会 と の つ な が り に よ る と 想

像 で き る が、 市 立 以 下 の 規 模 で は、 全 体 の 人 員 が 十 分 で は な い な か、 専 門 の 担 当 者 を 置 く 余 裕

が な い 状 況 に あ る の だ ろ う。

N=
教育普及活動

のみを担当する、
専門の部課係を

置いている

教育普及活動を
兼担する部課係
を置いている

部課係は置いて
いないが、担当
者を決めている

部課係も置いて
いないし、

担当者も決めて
いない

無回答

全体 2,314 3.5 10.7 35.1 45.2 5.5

館　

種

総合 129 4.7 15.5 43.4 34.1 2.3
郷土 248 1.2 6.0 34.3 53.6 4.8
美術 497 5.0 9.7 37.2 42.5 5.6
歴史 1108 2.0 9.3 33.0 50.0 5.7
自然史 101 4.0 15.8 37.6 35.6 6.9
理工 102 8.8 23.5 35.3 27.5 4.9
動物園 41 9.8 22.0 36.6 26.8 4.9
水族館 44 13.6 20.5 22.7 36.4 6.8
植物園 34 2.9 5.9 58.8 23.5 8.8
動水植 10 10.0 20.0 20.0 40.0 10.0

設　

置　

者

国立 63 14.3 6.3 28.6 44.4 6.3
県立 343 13.7 28.9 33.2 18.7 5.5
市立 1,003 1.5 7.9 38.5 48.0 4.2
町村立 312 1.3 7.4 33.3 52.6 5.4
公益法人 425 1.2 7.5 30.8 52.5 8.0
会社、個々等 168 0.6 6.5 35.7 50.6 6.5
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（３） 展 示 や 資 料 に 関 す る 情 報 収 集、 問 い 合 わ せ の た め の 施 設 ・ 設 備、 館 の 対 応

人 文 系 よ り も 総 合 、自 然 系 館 種 の 方 が 、問 い 合 わ せ 対 応 率 が 高 い 。 設 置 者 別 で は 、e） お よ び f）

の 質 問 対 応 で は 大 差 が な い が 、 設 備 や 人 員 配 備 の 充 実 度 で は 、 国 立 ・ 県 立 と そ れ 以 外 で 大 き く

離 れ て い る 。
表 ３ － １ ５ － ４ 　 展 示 や 資 料 に 関 す る 情 報 収 集 、 問 い 合 わ せ の た め の 施 設 ・ 設 備 、 館 の 対 応 （ 館 種

別 ）「 Ｑ １ ４ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

＊ 「 し て い る 」 と 回 答 し た 割 合 、 各 館 種 上 位 2 項 目 を 色 付 け

表 ３ － １ ５ － ５ 　 展 示 や 資 料 に 関 す る 情 報 収 集 、 問 い 合 わ せ の た め の 施 設 ・ 設 備 、 館 の 対 応 （ 設 置

者 別 ）「 Ｑ １ ４ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

い ず れ の 館 で も、 利 用 者 か ら の 個 別 の 問 い 合 わ せ に 対 応 し て い る こ と が わ か る。a ～ e ま で

幅 広 く 問 い 合 わ せ の 窓 口 を 設 け て い る の は、 館 種 別 で は 総 合 系 と 植 物 園、 設 置 者 別 で は 国 立 と

県 立 で あ る。 イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 し た 現 在、c） の コ ン ピ ュ ー タ 端 末 に つ い て は、 館 内 限 定

の 検 索 シ ス テ ム を 充 実 さ せ る よ り も、 ど こ か ら で も 情 報 に ア ク セ ス で き る 環 境 を 整 え る こ と

が、 今 後 ま す ま す 求 め ら れ る だ ろ う。

全体 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動物園 水族館 植物園 動水植
N= 2314 129 248 497 1108 101 102 41 44 34 10
a） 専 用 の 部 屋 や
コーナーの設置 15.7 27.1 12.9 13.3 15.0 18.8 16.7 24.4 11.4 32.4 20.0

b）専門のスタッフ
の配置 13.5 23.3 5.2 10.5 14.0 16.8 19.6 26.8 9.1 23.5 20.0

c）検索用コンピュー
タ端末の設置 10.8 19.4 6.5 8.9 12.1 10.9 14.7 0.0 6.8 5.9 10.0

d）図書館（図書コー
ナー）の設置 40.9 50.4 39.1 35.8 40.4 53.5 60.8 39.0 25.0 38.2 20.0

e）電話窓口の開設、
電話対応 54.7 65.9 53.2 48.7 56.2 57.4 50.0 56.1 43.2 79.4 50.0

f）電子メール等イ
ンターネット窓口の
開設、インターネッ
ト対応

46.9 61.2 39.1 44.5 47.3 48.5 46.1 48.8 52.3 55.9 60.0

国立 県立 市立 町村立 公益
法人

会社、
個々等

N= 63 343 1,003 312 425 168
a） 専 用 の 部 屋 や
コーナーの設置 23.8 29.7 14.1 9.6 12.0 14.3

b）専門のスタッフ
の配置 25.4 21.9 10.9 9.3 14.1 13.7

c）検索用コンピュー
タ端末の設置 25.4 26.2 9.0 3.5 7.8 6.5

d）図書館（図書コー
ナー）の設置 50.8 65.0 43.2 32.1 27.3 25.0

e）電話窓口の開設、
電話対応 66.7 63.3 57.5 50.0 48.7 39.3

f）電子メール等イ
ンターネット窓口の
開設、インターネッ
ト対応

57.1 56.3 48.5 39.4 43.8 36.3

＊「している」と回答した割合、各館種上位 2 項目を色付け



―　162　―

（４）2018 年 度 の 学 校 連 携 の 実 績

総 合、 自 然 史 は 全 項 目 で 平 均 を 上 回 る 一 方、 ほ ぼ 平 均 以 下 で あ っ た の は、 美 術、 歴 史。 設 置

者 別 で は、 県 立、 市 立 の 連 携 率 が 高 い。

表 ３ － １ ５ － ６ 　 学 校 連 携 実 績 （ 平 成 30 （2018） 年 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ １ ４ － ４ 」　 　 　 　 　 　（ ％ ）
全体 総合 郷土 美術 歴史 自然史 理工 動物園 水族館 植物園 動水植

N= 2,314 129 248 497 1108 101 102 41 44 34 10

a）授業の一環とし
て、児童や生徒が来
館すること

86.0 93.8 90.3 77.9 87.0 88.1 87.3 95.1 88.6 91.2 80.0

b）遠足や修学旅行
等の行事の一環とし
て、学校が団体で来
館すること

72.8 85.3 66.9 66.8 70.2 90.1 86.3 97.6 93.2 85.3 90.0

c）職場体験の一環
として、児童・生徒
が来館すること

58.9 81.4 56.9 55.7 53.3 65.3 77.5 87.8 79.5 67.6 90.0

d）学芸員が博物館
で、児童・生徒を指
導すること

52.5 73.6 52.8 52.9 49.8 53.5 53.9 56.1 61.4 26.5 60.0

e）学芸員が学校に
出向いて、児童・生
徒を指導すること

36.0 52.7 38.7 29.0 34.3 45.5 36.3 56.1 61.4 14.7 70.0

f） 教 員 に 対 し て、
来館のための事前オ
リエンテーションを
行うこと

31.4 44.2 30.2 28.4 29.0 44.6 42.2 34.1 40.9 23.5 50.0

g）教員対象の講座
や講習会を開くこと 54.7 65.9 53.2 48.7 56.2 57.4 50.0 56.1 43.2 79.4 50.0

h）教育委員会等が
行う教員研修と連携
して、館が事業や活
動を行うこと

27.5 36.4 29.4 22.9 25.7 48.5 39.2 26.8 20.5 5.9 60.0

i）学校に資料や図
書を貸し出すこと 25.2 47.3 33.5 16.1 23.2 38.6 33.3 43.9 18.2 0.0 40.0

j）特定の学校といっ
しょに博物館を利用
した教育実践の研究
をすること

11.1 19.4 8.9 13.1 8.2 19.8 10.8 31.7 18.2 0.0 30.0

＊「あった」と回答した割合、各項目全体平均の上下でオレンジ・青に色分け。上位２位、下位２位（４館種に満たない場
合は１位のみ）を濃色で表示。
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表 ３ － １ ５ － ７ 　 学 校 連 携 実 績 （ 平 成 30 （2018） 年 度 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ ４ － ４ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　（ ％ ）

＊「 あ っ た 」と 回 答 し た 割 合 、各 項 目 全 体 平 均 の 上 下 で オ レ ン ジ・青 に 色 分 け 。上 位 1 位 、下 位 1 位 を 濃 色 で 表 示 。

館 種 別 で は、 美 術、 次 い で 歴 史 の 連 携 実 績 の 低 さ が 目 立 つ。 特 に 美 術 に お け る 授 業 と し て の

来 館 の 少 な さ は、 学 校 で の 図 工 ・ 美 術 の 授 業 時 間 数 の 減 少 に も 影 響 を 受 け る。 博 物 館 の 特 性 を

活 か し て、 科 目 の 壁 を 超 え た 活 用 の 模 索 が 求 め ら れ る。

設 置 者 別 で は 県 立 と 市 立 の 連 携 率 が 高 い こ と は 当 然 な が ら、国 立 館 の 低 さ も 目 立 つ。 た だ し、

「g）教 員 向 け 講 座・講 習 会」を 実 施 す る こ と で、拠 点 と し て の 役 割 を 果 た し て い る こ と が わ か る。

公 益 財 団 法 人 お よ び 会 社 等 は、 来 館 対 応 以 外 の 学 校、 教 育 委 員 会 と の 連 携 が 少 な い。 教 育 委 員

会 は 博 物 館 相 当 施 設 以 上 の 認 可 を 行 う が、 類 似 施 設 と の 関 わ り は 持 ち に く い。 行 政 区 域 内 の 博

物 館 を つ な ぐ 存 在 と し て、 教 育 委 員 会 が よ り 認 識 さ れ る 必 要 が あ る だ ろ う。 館 と し て も、 地 域

と の 関 係 づ く り と し て 検 討 す る 余 地 が あ る。

国立 県立 市立 町村立 公益
法人

会社、
個々等

N= 63 343 1003 312 425 168

a）授業の一環として、
児童や生徒が来館するこ
と

82.5 91.8 90.8 91.3 70.4 76.8

b）遠足や修学旅行等の
行事の一環として、学校
が団体で来館すること

81.5 89.8 74.6 67.3 59.1 69.0

c）職場体験の一環とし
て、児童・生徒が来館す
ること

54.0 77.0 63.4 51.9 41.6 53.0

d）学芸員が博物館で、
児童・生徒を指導するこ
と

49.2 70.0 55.1 51.6 41.4 32.1

e）学芸員が学校に出向
いて、児童・生徒を指導
すること

14.3 56.9 41.3 39.4 15.8 14.9

f）教員に対して、来館
のための事前オリエン
テーションを行うこと

27.0 56.0 31.1 28.8 19.5 19.6

g）教員対象の講座や講
習会を開くこと 66.7 63.3 57.5 50.0 48.7 39.3

h）教育委員会等が行う
教員研修と連携して、館
が事業や活動を行うこと

23.8 46.9 28.4 33.0 12.2 11.9

i）学校に資料や図書を
貸し出すこと 25.4 37.3 28.8 26.6 12.9 7.7

j）特定の学校といっしょ
に博物館を利用した教育
実践の研究をすること

15.9 25.1 9.1 8.0 9.2 4.2
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（５） 学 校 連 携 対 応 者 の 配 置

全 体 で は 担 当 者 が い な い 館 が 半 数 以 上 に 上 っ て い る 。
表 ３ － １ ５ － ８ 　 学 校 連 携 担 当 者 の 配 置 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「 Ｑ １ ４ － ５ 」（ ％ ）

＊ 各 館 種 の 最 高 値 を 色 づ け 。 平 均 よ り 高 い 場 合 は オ レ ン ジ 、 低 い 場 合 は 青 に 色 分 け 。

図 ３ － １ ５ － １ 　 学 校 連 携 担 当 者 配 置 館 の う ち 、教 員 経 験 者 を 置 く 割 合 （ 担 当 者 を 配 置 し て い る 館 、

全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ４ － ５ － １ 」

N= 専任の担当者を配
置している

他の業務と兼務
する担当者を配置

している
担当者を配置して

いない 無回答

全体 2314 4.8 37.9 52.9 4.5

館　

種

総合 129 7.0 50.4 41.1 1.6
郷土 248 2.8 33.5 60.9 2.8
美術 497 5.8 38.2 51.7 4.2
歴史 1108 4.5 33.8 56.7 5.0
自然史 101 3.0 51.5 39.6 5.9
理工 102 8.8 46.1 41.2 3.9
動物園 41 7.3 61.0 29.3 2.4
水族館 44 2.3 47.7 43.2 6.8
植物園 34 0.0 32.4 58.8 8.8
動水植 10 0.0 70.0 20.0 10.0

設　

置　

者

国立 63 6.3 31.7 57.1 4.8
県立 343 13.1 55.1 28.3 3.5
市立 1003 3.4 37.4 56.5 2.7
町村立 312 2.6 36.9 56.4 4.2
公益法人 425 3.1 30.1 58.6 8.2
会社、個人等 168 4.2 29.2 58.9 7.7
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図 ３ － １ ５ － ２ 　 学 校 連 携 担 当 者 配 置 館 の う ち 、教 員 経 験 者 を 置 く 割 合 （ 担 当 者 を 配 置 し て い る 館 、

設 置 者 別 ）「Q １ ４ － ５ － １ 」

学 校 連 携 担 当 者 を 専 任 で 配 置 す る 割 合 は 全 体 に 低 い も の の （表 ３ － １ ５ － ８）、 担 当 者 を 配

置 し て い る 場 合 は、 理 工 系 の み 教 員 経 験 者 率 が 突 出 し て い る （図 ３ － １ ５ － １）。

設 置 者 別 に 見 る と、県 立 館 の 配 置 率 が 専 任・兼 任 を 合 わ せ て 68.2％ に 上 り、抜 き ん 出 て 高 い（表

３ － １ ５ － ８）。 ま た 担 当 者 が 教 員 経 験 者 で あ る 傾 向 も、 県 立 で 高 い （図 ３ － １ ５ － ２）。 こ れ

は 当 初 よ り 変 わ ら ず 教 育 委 員 会 内 に 設 置 さ れ て い る 館 が 多 い こ と と、 そ れ に よ り 同 組 織 と し て

学 芸 職 と 教 育 職 の 人 事 交 流 を 積 極 的 に 進 め て い る こ と も 考 え ら れ る。 ま た 学 芸 員 以 外 の 職 員 を

配 置 す る た め の 職 員 数 も、 県 立 の 規 模 で あ れ ば 叶 え ら れ る だ ろ う。
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（６） 学 校 向 け 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成 を し て い る 割 合

常 設 展 を 題 材 に し た プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 館 種 が 多 い 一 方 、 美 術 館 は 特 別 展 や 企 画 展 を 中 心

と し て プ ロ グ ラ ム を 作 成 し て い る 。 ま た 「 総 合 的 な 学 習 」 が 学 校 連 携 の 授 業 枠 と な っ て い る こ

と が わ か る 。
表 ３ － １ ５ － ９ 　 学 校 向 け 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成 を し て い る 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q

１ ４ － ６ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

＊ 各 館 種 上 位 2 項 目 を 色 付 け

N=
a）常設展に合わ
せたプログラムを
作成している

b）特別展や企画
展に合わせたプロ
グラムを作成して
いる

c）「学習指導要領」
に沿ったプログラ
ムを作成している

d）「 総 合 的 な 学
習」を念頭におい
たプログラムを作
成している

e）教員を対象に
したプログラムを
作成している

全体 2314 18.0 9.8 12.5 15.9 8.1 

館　

種

総合 129 30.2 14.0 22.5 29.5 14.7
郷土 248 14.1 5.2 13.3 16.9 4.4
美術 497 15.9 18.5 8.2 12.5 9.5
歴史 1108 15.8 6.4 8.8 12.5 5.2
自然史 101 23.8 8.9 26.7 29.7 15.8
理工 102 27.5 9.8 39.2 22.5 16.7
動物園 41 34.1 14.6 29.3 39.0 24.4
水族館 44 29.5 6.8 9.1 20.5 11.4
植物園 34 11.8 8.8 2.9 14.7 2.9
動水植 10 50.0 20.0 40.0 30.0 40.0

設　

置　

者

国立 63 17.5 11.1 9.5 17.5 22.2
県立 343 40.5 20.4 29.4 29.7 23.9
市立 1003 15.7 8.8 13.3 15.6 6.3
町村立 312 14.1 5.1 8.7 15.1 3.2
公益法人 425 9.9 8.2 3.8 8.5 4.0
会社、個人等 168 13.7 6.5 3.6 8.9 1.2
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図 ３ － １ ５ － ３ 　 教 育 プ ロ グ ラ ム の 傾 向 （ 上 記 、 表 ３ － １ ５ － ９ よ り a+b：c+d の 比 率 で 比 較 ）「Q

１ ４ － ６ 」

ど の 館 種 も、 常 設 展 を 題 材 に、 総 合 的 な 学 習 で の 活 用 を 図 っ て い る こ と が わ か る （ 表 ３ －

１ ５ － ９）。 一 方、 教 育 プ ロ グ ラ ム を 「 展 示 主 体 の も の （a 常 設 展 に 合 わ せ た 教 育 プ ロ グ ラ ム

の 作 成 お よ び b 特 別 展 や 企 画 展 に 合 わ せ た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成）」 と 「学 校 カ リ キ ュ ラ ム 主

体 の も の （c「 学 習 指 導 要 領 」 に 沿 っ た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成 お よ び d「 総 合 的 な 学 習 」 を 念

頭 に お い た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 作 成）」 に 分 け て 比 率 を 見 た 場 合 （図 ３ － １ ５ － ３）、 美 術 館 は 展

示 主 体 の 割 合 が 特 に 高 い （0.62：0.38）。 総 合 や 郷 土、 ま た 自 然 科 学 系 は、 学 習 内 容 と リ ン ク

さ せ や す く、 各 館 が 試 み て い る こ と が わ か る。 し か し こ れ ら が 直 接 授 業 に 役 立 て ら れ る プ ロ グ

ラ ム と し て 準 備 さ れ る 一 方、 教 員 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム （e） は 少 な く、 教 員 自 ら が 博 物 館

を 活 用 し て 授 業 を 組 み 立 て る た め の 手 立 て は、 十 分 に 取 り 組 ま れ て い る と は 言 い 難 い （表 ３ －

１ ５ － ９）。
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（７） 博 物 館 実 習 の 受 け 入 れ

平 均 的 な 受 け 入 れ は 1 週 間 。 館 種 別 で は 郷 土 お よ び 植 物 園 、 設 置 者 別 で は 町 村 立 、 法 区 分 で

は 博 物 館 類 似 施 設 で の 受 け 入 れ 人 数 が 少 な く 、 町 村 立 は 受 け 入 れ 割 合 も 低 い 。
表 ３ － １ ５ － １ ０ 　 博 物 館 実 習 の 受 け 入 れ 「 Ｑ １ ４ － ７ 」

＊ 全 体 平 均 と 比 較 し て 、 数 値 が 大 き く 高 い と こ ろ を オ レ ン ジ 、 低 い と こ ろ を 青 で 色 付 け

受け入れている 平均受入れ人数 平均受入れ期間
N= （％） N= （人） N= （日）

全体 2,314 38.9 888 6.9 802 7.1

館　

種

総合 129 59.7 76 9.5 74 8.8
郷土 248 32.3 79 2.9 64 7.4
美術 497 37.6 184 7.5 169 6.7
歴史 1,108 35.3 385 6.9 344 6.4
自然史 101 47.5 48 8.1 44 7.8
理工 102 39.2 40 5.1 40 7.3
動物園 41 68.3 28 10.6 26 9.1
水族館 44 59.1 26 4.5 23 10.5
植物園 34 38.2 13 2.8 11 6.6
動水植 10 90.0 9 15.4 7 7.3

設　

置　

者

国立 63 33.3 21 20.7 21 9.5
県立 343 65.6 224 9.5 213 7.3
市立 1,003 41.1 403 4.0 363 6.8
町村立 312 20.2 63 2.3 47 7.1
公益法人 425 33.6 143 10.5 130 7.1
会社、個人等 168 20.8 34 9.6 28 7.6

法
区
分

登録 632 62.5 391 6.8 362 7.0
相当 268 65.7 175 12.4 164 7.8
類似 1,414 23.2 322 4.1 276 6.7
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（８） 研 究 指 導 ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ に よ る 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の 受 入 れ

館 種 別 で は 、 総 合 、 自 然 史 、 動 物 園 、 植 物 園 、 動 水 植 で の 研 究 指 導 学 生 の 受 け 入 れ 率 が ２ 桁

に 上 り 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ 学 生 の 受 け 入 れ で は 、 こ れ ら の 館 種 に 加 え て 理 工 、 水 族 館 が 平 均 を

超 え て 積 極 的 に 受 け 入 れ て い る 。 設 置 者 別 で 見 れ ば 、研 究 指 導 学 生 は 国 立 館 が 、イ ン タ ー ン シ ッ

プ 学 生 は 県 立 館 の 受 け 入 れ 率 が 高 い 。
表 ３ － １ ５ － １ １ 　 研 究 指 導 ・ イ ン タ ー ン シ ッ プ に よ る 大 学 生 ・ 大 学 院 生 の 受 入 れ 「 Ｑ １ ４ － ８ 」

＊ 全 体 平 均 と 比 較 し て 、 大 き く 離 れ て 数 値 が 高 い と こ ろ を オ レ ン ジ 、 低 い と こ ろ を 青 で 色 付 け

大 学 生 の 受 け 入 れ は、 各 博 物 館 に と っ て 教 育 へ の 直 接 的 な 貢 献 だ と 言 え る。 自 然 科 学 系 の 割

合 が 高 い の は、 大 学 の 学 問 領 域 と 博 物 館 の 資 料 の 近 接 を 示 し て い る。 一 方 で 美 術 や 歴 史 の 受 け

入 れ 率 の 低 さ は、 大 学 で の 研 究 内 容 と 現 場 の 博 物 館 で の 資 料 が 接 点 を 持 ち に く い と 考 え ら れ る

結 果 だ ろ う。

設 置 者 区 分 か ら 見 れ ば、 実 際 に 近 隣 に 大 学 が あ る か ど う か も 関 わ り、 町 村 立 で の 低 さ は そ の

こ と を 示 し て い る と 思 わ れ る。

研究指導学生を受
け入れた 平均受入れ人数

インターンシップ
学生を受け入れた

館の割合
平均受入れ人数

N= （％） N= （人） N= （％） N= （人）
全体 2,314 6.0 133 4.8 2,314 13.9 311 3.9

館　

種

総合 129 12.4 16 5.2 129 19.4 23 3.0
郷土 248 6.0 15 3.4 248 10.5 24 1.8
美術 497 4.0 19 3.1 497 10.3 47 3.6
歴史 1,108 4.4 47 5.7 1,108 10.6 116 3.4
自然史 101 11.9 10 5.0 101 22.8 23 2.7
理工 102 6.9 7 3.0 102 20.6 20 5.5
動物園 41 19.5 8 3.0 41 53.7 22 6.9
水族館 44 9.1 4 3.5 44 54.5 24 5.4
植物園 34 14.7 5 12.4 34 23.5 8 5.1
動水植 10 20.0 2 1.0 10 40.0 4 11.3

設　

置　

者

国立 63 17.5 11 9.5 63 19.0 11 6.4
県立 343 8.5 27 3.8 343 32.7 108 3.7
市立 1,003 5.1 49 3.9 1,003 13.2 130 3.8
町村立 312 4.5 14 2.9 312 5.8 16 3.0
公益法人 425 4.7 19 5.3 425 6.8 27 3.9
会社、個人等 168 7.7 13 7.3 168 11.3 19 5.3
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〈情報発信〉

16．広報・情報公開

広 報 活 動 で 実 施 率 が 高 い の は 「 ウ ェ ブ サ イ ト （ ホ ー ム ペ ー ジ ） に よ る 広 報 」「 地 方 公 共 団 体

の 広 報 誌 へ の 掲 載 」。
図 ３ － １ ６ － １ 　 広 報 活 動 の 実 施 状 況 （ し て い る ）［ 全 体 ： Ｎ ＝ 2314］「 Ｑ １ ５ － １ 」

ウ ェ ブ サ イ ト に よ る 広 報 は 郷 土 博 物 館 （78.2％） を 除 き、す べ て の 館 種 で ８ 割 を 超 え て い る。

SNS を 使 っ た 広 報 で は、 郷 土 博 物 館 が 36.3％ と 最 も 低 く、 動 物 園 が 90.0％ と 最 も 高 い。 設 置 者

別 で は、 会 社、 個 々 等 が 51.2％ と 最 も 低 く、 県 立 が 73.8％ と 最 も 高 い。 地 方 公 共 団 体 の 広 報

誌 へ の 掲 載 が 多 い の は、 全 体 の 中 で 公 立 館 の 占 め る 割 合 が 高 い た め と 考 え ら れ る。
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実 施 し て 効 果 の あ っ た 活 動 は 、「 新 聞 ・ 雑 誌 、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ へ の プ レ ス リ リ ー ス ・ 広 報 依

頼 」「 ウ ェ ブ サ イ ト（ ホ ー ム ペ ー ジ ）に よ る 広 報 」「 社 会 教 育 施 設 や 社 会 教 育 団 体 へ の ポ ス タ ー 、

チ ラ シ の 配 布 」 の 順 。
表 ３ － １ ６ － １ 　 実 施 し て み て 効 果 の あ っ た 活 動 割 合 「 Ｑ １ ５ － ２ 」　 　（ ％ ）

ウ ェ ブ サ イ ト に 持 た せ て い る 機 能 と し て は 、「 開 館 日 や 入 館 料 、 ア ク セ ス な ど 、 館 の 利 用 を

案 内 す る 機 能 」 が ８ 割 、「 展 示 コ ー ナ ー の 概 要 な ど 、 館 の 展 示 を 紹 介 す る 機 能 」 が ７ 割 を 占 め

て い る 。
図 ３ － １ ６ － ２ 　 ウ ェ ブ サ イ ト に 持 た せ て い る 機 能 「 Ｑ １ ５ － ３ 」

（N=2,314）
一番目に効果 二番目に効果 三番目に効果

友の会・講演会等、館の関連団体を通じた広報 4.1 3.7 3.9 
学校へのポスター、チラシの配布 10.5 6.6 8.0 
学校や教員の集会・会議等に出かけて行っての
説明 0.8 1.3 1.6 
社会教育施設や社会教育団体へのポスター、チ
ラシの配布 4.6 8.9 10.1 

地方公共団体の広報誌への掲載 15.1 12.3 9.2 
新聞・雑誌への広告掲載 8.0 8.3 4.3 
テレビ・ラジオ CM の放送・放映 4.8 3.7 1.9 
新聞・雑誌、テレビ・ラジオへのプレスリリー
ス・広報依頼 21.7 13.7 8.9 
車内、駅構内等、交通機関・交通関連施設への
広告掲載 1.3 1.8 2.7 

ウェブサイト（ホームページ）による広報 11.0 15.2 16.9 
メールマガジン等、電子メールを使った広報 0.2 0.6 1.0 
Twitter や Facebook 等、SNS を使った広報 4.2 6.9 9.9 
ブロガー向け内覧会の開催等、メディアと結び
ついた参加型イベントを活用した広報 0.2 0.2 0.1 

個人宛ダイレクト・メールの送付 2.3 2.6 2.3 
その他 1.9 1.0 2.1 
無回答 9.2 13.2 16.9
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公 認 の ア カ ウ ン ト を 取 得 し 、 館 と し て 運 用 し て い る SNS に つ い て は 動 物 園 が 82.9％ 、 動 水 植

が 80.0％ 、 水 族 館 が 77.3％ と 高 い 。
表 ３ － １ ６ － ２ 　 公 認 の ア カ ウ ン ト を 取 得 し 、 館 と し て 運 用 し て い る SNS に つ い て 「 Ｑ １ ５ － ４ 」

（ ％ ）

動 物 園、 水 族 館 等 が 高 い の は SNS が 写 真 だ け で な く、 動 画 な ど も 活 用 で き る と こ ろ か ら、 動

き の あ る 生 き 物 を 展 示 し て い る 強 み が 背 景 と し て 考 え ら れ る。

SNS を 公 式 に 運 用 し て い る 館 の う ち 、 ９ 割 を 超 え る 館 が 「 イ ベ ン ト の 告 知 」「 特 別 展 に つ い

て の 情 報 提 供 」 を 、 ま た 、 ７ 割 を 超 え る 館 が 「 博 物 館 の 日 常 風 景 の 紹 介 」 を す る た め に SNS を

活 用 し て い る 。
図 ３ － １ ６ － ３ 　SNS の 活 用 （ し て い る 「 Ｑ １ ５ － ４ － １ 」

（N=2,314） ある ない 無回答
全体 41.2 53.6 5.2

館
種

総合 53.5 45.0 1.6
郷土 19.8 77.4 2.8
美術 57.1 38.4 4.4
歴史 32.1 61.8 6.0
自然史 43.6 50.5 5.9
理工 56.9 38.2 4.9
動物園 82.9 12.2 4.9
水族館 77.3 11.4 11.4
植物園 50.0 41.2 8.8
動水植 80.0 0.0 20.0

設
置
者

国立 46.0 49.2 4.8
県立 64.7 31.5 3.8
市立 37.7 59.2 3.1
町村立 25.6 68.9 5.4
公益法人 40.0 51.1 8.9
会社、個人等 44.0 44.6 11.3

法
区
分

登録 54.4 41.5 4.1
相当 56.7 39.9 3.4
類似 32.3 61.6 6.1
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博 物 館 の SNS 利 用 に つ い て は 、「 情 報 を 即 時 に 伝 え る の に 適 し て 」 お り 、「 情 報 を 、 広 く 多 く

の 人 に 伝 え る 拡 散 力 を も っ て い る 」、「 ス マ ー ト フ ォ ン で 使 え る の で 、 情 報 を 手 元 に ま で 届 け ら

れ る 」 と 回 答 し た 館 が ９ 割 ５ 分 を 超 え て い る 。
図 ３ － １ ６ － ４ 　 博 物 館 の SNS の 利 用 （ 思 う ）「 Ｑ １ ５ － ４ － ２ 」

博 物 館 で 作 成・刊 行 し て い る も の と し て は「 館 報・年 報 」「 特 別 展 図 録 」「 ガ イ ド ブ ッ ク（ 一 般 用 ）」

が 多 い が 、「 ガ イ ド ブ ッ ク （ 教 師 用 ）」「 ビ デ オ 、 DVD な ど の 映 像 ソ フ ト 」「 ガ イ ド ブ ッ ク （ 小 ・

中 学 生 用 ）」 が 少 な い 。
図 ３ － １ ６ － ５ 　 博 物 館 で 作 成 ・ 刊 行 し て い る も の 「 Ｑ １ ５ － ５ 」

全 体 と し て 実 施 し て い る 園 館 が 少 な い。 中 で も 比 較 的 多 い 「館 報 ・ 年 報」「特 別 展 図 録」「ガ

イ ド ブ ッ ク （一 般 用）」 に つ い て は、 総 合・県 立 等 の 大 規 模 園 館 に 偏 っ て い る 傾 向 が み ら れ る。
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〈連携〉

17. ボランティア

ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 を 持 つ 施 設 が 、 全 体 で は 3 割 ほ ど に と ど ま る が 、 県 立 施 設 は 6 割 を 超 す 高

い 比 率 を 示 す 。
図 ３ － １ ７ － １ 　 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 の 有 る 施 設 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ７- １ 」

設置主体別のデーターを見ると、ボランティアの組織的受入れについては、町村より市、さらに県と

受入実績が高い。それは館の規模と、それに応じての担当職員配置の有無が影響していると考えられる。

国 立 の 施 設 に つ い て は、 国 立 博 物 館 の よ う な 大 規 模 施 設 と、 大 学 や 研 究 施 設 に 付 帯 す る 施 設

が 混 在 し、 後 者 が 各 種 質 問 項 目 で 数 値 を 下 げ て い る と 考 え ら れ る が、 本 項 目 で は、 前 者 と な る

大 規 模 施 設 が 設 置、 後 者 が 不 設 置 と 明 ら か な 区 別 が つ い た。 そ れ も 理 由 に、 ボ ラ ン テ ィ ア 受 け

入 れ 施 設 だ け を 対 象 と し た 質 問 項 目 で は、 国 設 置 施 設 が い ず れ も 活 動 が 活 性 化 さ れ た 状 況 を 示

す 数 値 と な っ て い る。

自 然 史 系 施 設 で の 設 置 割 合 が 高 い の は、 施 設 内 で の 活 動 が 想 定 さ れ る 人 文 系 の 施 設 で の ボ ラ

ン テ ィ ア に 対 し て、 施 設 外 の フ ィ ー ル ド で の 調 査 活 動 も 行 う 施 設 が 多 い と 想 定 さ れ る。

活 動 者 数 に つ い て は、 こ こ で は 具 体 的 な 数 値 の 表 示 は 省 略 す る が、 こ れ ま で の 5 年 毎 の 調

査 に お い て、 確 実 に 上 昇 し て き た 受 入 数 の 数 値 は、 今 回、 下 降 し た。 ち な み に 前 回 調 査 で は、

844 館 で、 有 効 回 答 数 の 37.4％ が 受 け 入 れ を 行 っ て い た が、 今 回 は 733 館 31.7％ に と ど ま っ

て い る。 そ の 理 由 は、 博 物 館 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ 数 の 減 少 と 見 る よ り は、 通 年 で の

制 度 的 受 入 れ に 質 問 を 絞 っ た た め と 考 え た い。
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入 館 者 と 直 接 触 れ 合 う 活 動 機 会 が 高 い 。
表 ３ － １ ７ － １ 　 ボ ラ ン テ ィ ア が 行 う 活 動（ 制 度 の あ る 館 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 、複 数 回 答 ）「Q

１ ７ － １ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

来 館 者 と は 直 接 に 関 わ ら な い、学 芸、事 務 の 補 助 や 環 境 整 備 等 い わ ゆ る 裏 方 の 活 動 に 比 し て、

入 館 者 と 直 接 触 れ 合 う 活 動 機 会 が 多 い 解 説 活 動 に お い て、 特 に 理 工、 動 物 園 が 70％ を 超 え る

数 値 を 示 す。 中 で も 水 族 館 の 93.3％ は 特 筆 さ れ る。

活 動 内 容 で あ る が、 学 芸 業 務 の 補 助、 入 館 者 に 対 す る 案 内 の 項 目 で、 前 回 調 査 よ り 数 値 が 上

昇 し て い る。 こ の 点 は、 受 け 入 れ る 館 側 に お い て、 ボ ラ ン テ ィ ア 受 入 れ の 習 熟 に 伴 い、 館 業 務

の 中 で も ボ ラ ン テ ィ ア に 付 託 す る 業 務 領 域 が 拡 大 し た 結 果 と 考 え た い。 学 芸 業 務 補 助 は、 県 立

施 設 が 40％ 超 の 高 い 数 値 を 示 す。

N=
（館数）

入館者に対
する案内、
説明、解説
（展示ガイ

ド等）

博物館付帯
活動（イベ
ント運営、
「友の会」
業務、広報

活動等）

学芸業務の
補助（展示
作業、資料
の整理等）

来館者接遇
の補助（展
示看視、受
付、身障

者の介添え
等）

環境整備
（館内外の
清掃、館内
の美化等）

事務補助
（一般事務
補助、刊行
物の発送作

業等）

その他

全体 733 60.0 50.1 32.3 33.8 28.8 13.0 13.5

館
種

総合 57 49.1 54.4 57.9 26.3 36.8 10.5 21.1
郷土 62 54.8 41.9 40.3 33.9 25.8 0.0 16.1
美術 153 49.7 45.8 32.7 39.9 28.8 32.7 15.0
歴史 310 62.9 51.6 24.2 30.0 26.1 11.0 11.6
自然史 37 64.9 54.1 51.4 32.4 35.1 5.4 18.9
理工 55 74.5 56.4 29.1 40.0 18.2 1.8 9.1
動物園 23 73.9 47.8 30.4 39.1 39.1 0.0 13.0
水族館 15 93.3 53.3 20.0 40.0 20.0 0.0 13.3
植物園 18 50.0 44.4 38.9 33.3 61.1 11.1 5.6
動水植 3 66.7 66.7 66.7 100.0 100.0 0.0 0.0

設
置
者

国立 21 61.9 57.1 33.3 28.6 42.9 19.0 23.8
県立 214 69.6 56.1 40.2 33.6 24.8 19.6 13.6
市立 329 52.9 52.0 28.6 29.5 27.4 9.4 14.0
町村立 76 56.6 36.8 30.3 23.7 30.3 5.3 14.5
公益法人 74 67.6 39.2 31.1 66.2 37.8 16.2 8.1
会社、個人等 19 57.9 36.8 21.1 31.6 42.1 10.5 10.5
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保 険 料 負 担 、 加 入 機 会 提 供 を 合 わ せ て も 50％ 程 度 の 数 値 と な っ て い る 。
表 ３ － １ ７ － ２ 　 ボ ラ ン テ ィ ア へ の 提 供 物（ 制 度 の あ る 館 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 、複 数 回 答 ）「Q

１ ７ － １ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

館 側 か ら ボ ラ ン テ ィ ア へ 支 給、 負 担 す る も の に つ い て は、 交 通 費、 食 事、 ユ ニ フ ォ ー ム と い

う 物 品 支 給 が 明 ら か に 数 値 を 下 げ た。 そ れ に 対 し て、 ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 へ の 加 入 に つ い て は、

前 回 調 査 と 比 較 す る と 母 数 の 変 化 （605 館 ⇒ 733 館） に 伴 っ て 割 合 こ そ 下 げ た が、 前 回、 今 回

と も 同 数 の 364 館 が 実 施 し て い る。 こ の 点 も、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 対 す る 認 識 の 深 ま り と 捉

え て よ い だ ろ う。 し か し な が ら 廉 価 で あ る ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 へ の 加 入 に つ い て、保 険 料 負 担（全

体 49.7％） と 加 入 機 会 提 供 （全 体 7.6％） を 合 わ せ て も 50％ 程 度 の 数 値 に と ど ま る の は 問 題 で

あ る。 設 置 者 毎 の 数 値 か ら す る と、や は り 施 設 規 模 が、そ う し た 状 況 に 関 係 す る と 推 定 さ れ る。

館 側 か ら の 研 修 機 会 に つ い て 設 問 で は、 前 回 は、 活 動 開 始 前 と 後 と い う よ う に 時 間 軸 で の 区

分 け を 行 っ た が、今 回 の 調 査 で は、接 遇 な ど 基 礎 的 な 研 修 と、所 蔵 資 料 に 関 わ る 知 識 な ど 発 展、

育 成 的 な 研 修 と 区 分 け の 設 定 を 変 更 し た。 そ の た め 前 回 と の 比 較 検 討 が で き な い が、 こ の 点 に

つ い て は、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 動 者 が、 館 内 で 担 う 業 務 と の 関 係 性 に 注 視 し な が ら、 今 後 の

継 続 的 な 動 向 把 握 に 期 待 し た い。

N= 
（館数） 交通費

食事あ
るいは
食費

ユニ
フォー
ム（貸
与含）

ボラン
ティア

保険（保
険料を
館が負

担）

ボラン
ティア

保険（加
入機会
を館が
提供）

活動場
所・控
室等の
スペー

ス

接遇や
安全等、
活動に
不可欠
な内容
の研修

専門的
知識や
発展的
な体験
等、育
成的な
内容の
研修

入館
パス その他

全体 733 19.6 13.4 26.1 49.7 7.6 59.5 28.2 46.8 28.1 14.6

館
種

総合 57 17.5 10.5 22.8 57.9 8.8 73.7 22.8 49.1 19.3 14.0
郷土 62 9.7 11.3 17.7 40.3 8.1 48.4 12.9 48.4 14.5 19.4
美術 153 19.0 9.8 7.8 54.2 3.9 54.2 36.6 45.8 48.4 21.6
歴史 310 18.1 14.5 27.7 44.2 8.1 55.8 21.6 46.8 22.3 13.9
自然史 37 29.7 10.8 29.7 54.1 16.2 70.3 40.5 48.6 32.4 8.1
理工 55 41.8 21.8 54.5 61.8 3.6 69.1 45.5 36.4 16.4 7.3
動物園 23 8.7 13.0 52.2 47.8 13.0 82.6 43.5 47.8 39.1 17.4
水族館 15 20.0 20.0 66.7 60.0 6.7 80.0 46.7 66.7 33.3 0.0
植物園 18 22.2 16.7 27.8 55.6 16.7 55.6 27.8 55.6 33.3 0.0
動水植 3 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 100.0 33.3 33.3 66.7 0.0

設
置
者

国立 21 23.8 9.5 23.8 71.4 0.0 71.4 47.6 57.1 33.3 28.6
県立 214 21.5 9.8 37.4 69.2 7.0 76.6 44.9 60.3 34.1 11.7
市立 329 13.7 12.8 20.7 43.5 10.3 53.2 21.0 44.7 23.4 16.7
町村立 76 14.5 13.2 26.3 42.1 2.6 42.1 7.9 27.6 21.1 18.4
公益法人 74 40.5 23.0 16.2 27.0 5.4 54.1 29.7 36.5 36.5 8.1
会社、個人等 19 36.8 31.6 31.6 31.6 5.3 52.6 21.1 36.8 31.6 5.3
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連 絡 手 段 と し て メ ー ル や SNS は 、 全 体 で 約 50％ が 使 用 。 理 工 、 動 物 園 、 水 族 館 で の 使 用 率

が 高 い 。 館 側 の ス タ ッ フ と の 会 話 は 、 高 い 数 値 を 示 す 。
表 ３ － １ ７ － ３ 　 ボ ラ ン テ ィ ア と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ 制 度 の あ る 館 、全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 、

複 数 回 答 ）「Q １ ７ － １ － ４ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

※ あ て は ま る 館 の 割 合

会 報 等 の 発 行 に つ い て は、 館 種、 設 置 者 に よ る ば ら つ き も な く 20％ 前 後 の 数 値 と な っ た。

こ れ は あ え て は ボ ラ ン テ ィ ア 内 で の 情 報 共 有 に 重 き を 置 か な い 姿 勢 と 共 に、 そ う し た ツ ー ル の

制 作 の 手 間 と コ ス ト が 充 分 に 担 保 さ れ て い な い た め と 想 定 さ れ る。

連 絡 手 段 と し て、 メ ー ル や SNS の 使 用 は、 全 体 で 50.6％ と な っ た。 特 に 理 工、 動 物 園、 水 族

館 の 館 種 で 軒 並 み 高 い 数 値 と な っ た が、 こ れ に つ い て は 単 純 な 業 務 連 絡 へ の 活 用 の み な ら ず、

広 域 の フ ィ ー ル ド 観 察 の 担 当 者 と し て、 ボ ラ ン テ ィ ア が 相 応 の 業 務 を 担 う が ゆ え と 考 え た い。

ボ ラ ン テ ィ ア と 学 芸 員 ・ 事 務 職 員 と の 会 話 に つ い て は、 い ず れ の 館 種、 設 置 者 で も 80％ 前

後 の 高 い 数 値 を 示 し て い る。 職 員 と の 日 常 的 な 会 話 の 有 無 に つ い て、 こ う し た 数 値 を 得 る 事 が

出 来 た の は 喜 ば し い が、 そ れ が 限 定 的 な 職 員 な の か、 よ り 複 数 の 職 員 な の か は 興 味 深 い と こ ろ

で あ る。

担 当 者 の 設 置 は 全 体 で 63 ％ の 数 値 に と ど ま る。 設 置 者 別 に 見 る と、 県 立 82.2 ％、 市 立

58.4％、 町 村 立 35.5％ と な り、 お そ ら く は 館 の 規 模 と、 そ れ に 応 じ た 職 員 数 と に 関 わ る の で あ

ろ う。 も っ と も、 館 の ミ ッ シ ョ ン と、 そ こ で 活 動 す る 個 々 人 の 自 発 的 な 意 思 と の す り 合 わ せ、

そ し て な に よ り ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 動 す る 方 々 の 自 己 実 現 の た め に も、 館 側 で 担 当 者 を 設 け

る こ と は 重 要 で あ り、 こ の 点 に つ い て、 い っ そ う の 認 識 の 深 ま り を 期 待 し た い。

全体

館種 設置者

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益
法
人

会
社
、

個
人
等

N=（館数） 733 57 62 153 310 37 55 23 15 18 3 21 214 329 76 74 19
館としてボラ
ンティア向け
/ と と も に、
会報等を発行

19.2 22.8 19.4 15.0 19.4 24.3 20.0 26.1 20.0 16.7 33.3 28.6 22.4 20.4 9.2 17.6 0.0

館 と ボ ラ ン
ティアとの連
絡に、メール
やＳＮＳの使
用

50.6 50.9 37.1 56.9 42.9 56.8 76.4 69.6 66.7 38.9 100.0 81.0 64.0 42.2 30.3 59.5 57.9

ボランティア
と学芸員・事
務職員が日常
的に会話

80.5 86.0 80.6 79.1 79.7 83.8 78.2 91.3 73.3 77.8 100.0 81.0 85.5 78.1 73.7 82.4 84.2

ボランティア
に関する業務
を担当する職
員を配置

63.0 52.6 48.4 64.7 61.9 56.8 80.0 78.3 86.7 66.7 100.0 71.4 82.2 58.4 35.5 60.8 36.8
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前 回 調 査 （ 平 成 25 年 実 施 ） と 比 較 し て、 設 問 項 目 の 構 成 な ど の 変 更 点 に つ い て 述 べ た い。

前 回 調 査 で は、「友 の 会」、「後 援 会・協 力 会」 と 並 置 さ れ、 こ の 二 つ に 続 い て 「ボ ラ ン テ ィ ア」

項 目 が 設 定 さ れ た。 そ れ に 対 し て 今 回 調 査 は、 利 用 者 側 に 軸 足 を 置 い た 「友 の 会」、 館 運 営 側

に 軸 足 を 置 い た 「ボ ラ ン テ ィ ア」 と 分 け、「後 援 会 ・ 協 力 会」 の 項 目 を 削 除 し た。

ち な み に、 ボ ラ ン タ リ ー な 立 場 で 博 物 館 活 動 へ 参 画 す る 機 会 は、 通 年 で の 組 織 的 な 活 動 以 外

に も、 特 定 の 行 事 等 に 単 発 で 参 画 す る 場 合 も あ る。 そ う し た 単 発 的 な 活 動 の 把 握 ま で は 控 え た

が、 上 記 の 想 定 に 基 づ き、 今 回 調 査 で は、「単 年 度 ま た は 複 数 年 を 単 位 と し て」 と い う 限 定 を

か け て の 調 査 を 行 っ た。

ま た 前 回 は、 ボ ラ ン テ ィ ア の 定 義 を 「博 物 館 活 動 に お け る 無 償 の 奉 仕 活 動 を 行 う 者 で す。 無

償 に は、 交 通 費 等 参 加 に 要 す る 経 費 の 実 費 額 程 度 を 支 給 す る 場 合 を 含 み ま す。」 と し た の に 対

し て、 今 回 は 「自 発 的 な 意 思 に 基 づ き 非 営 利 で 活 動 す る 個 人 を 指 し ま す。」 と し た。 あ る 種 の

ネ ガ テ ィ ヴ な 要 素 を 喚 起 し か ね な い「無 償 の 奉 仕」の 表 記 を 止 め た う え、「自 発 的 意 思 に 基 づ く」

活 動 と 明 記 し、 ま た 「実 費 額 程 度 を 支 給」 と い う 条 件 面 で の 限 定 の 仕 方 を、「非 営 利」 と い う

態 度 で 示 し 得 る 状 況 と な っ た。 こ れ に は、 博 物 館 に 限 ら ず、 日 本 に お け る ボ ラ ン タ リ ー な 活 動

に つ い て の 認 識 が 深 ま っ た た め と 考 え て い る。 以 後、 ボ ラ ン テ ィ ア と 表 記 す る 場 合、 こ う し た

ボ ラ ン タ リ ー な 立 場 で 博 物 館 活 動 へ 参 画 す る 方 を 示 す も の と す る。
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18．友の会

（１） 友 の 会 の 設 置

友 の 会 を 持 つ 博 物 館 は 22％ 。

図 ３ － １ ８ － １ 　 友 の 会 を 持 つ 博 物 館 の 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ／ 法 区 分 別 ）「 Ｑ １ ８ － １ 」

館 種 別 で は 動 物 園、 美 術 館、 総 合、 自 然 史 の 順 に 組 織 さ れ て い る 率 が 高 い。 設 置 者、 法 区 分

で は 県 立 で 最 も 高 く、 登 録 博 物 館 で 高 い。 ２ 章 に 示 さ れ る 通 り、 全 体 で 22％ と い う 数 値 は 過

去 20 年 変 化 し て い な い。

（２） 友 の 会 の 会 員 数 と 会 費

会 員 数 は 中 央 値 が 減 少 。 会 費 は 2,000 ～ 3,000 円 が 多 い 。
表 ３ － １ ８ － １ 友 の 会 会 員 制 度 と 会 費 （「 友 の 会 」 が あ る 館 ）「 Ｑ １ ８ － １ － １ 」

会員数 
（人または件）

会費 
（円）

会員数

個人会員
（N=485） （N=484）

平均値 333 2,535
中央値 108 2,000

家族会員
（N=160） （N=150）

平均値 71 2,683
中央値 14 3,000

団体会員
（N=199） （N=188）

平均値 20 26,649
中央値 8 10,000

その他
（N=147） （N=142）

平均値 54 8,072
中央値 7 2,000
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制 度 の 設 定、 会 員 数 か ら 見 て も 友 の 会 は 「個 人 会 員」 を 基 礎 と し た 制 度 に な っ て い る。 経 年

の 状 況 に つ い て は こ こ で は 示 し て い な い が、 友 の 会 制 度 を 持 っ て い る 博 物 館 数 は 変 わ ら な か っ

た の に 対 し、 会 員 数 の 動 向 は や や 複 雑 で あ る。 過 去 20 年 で 比 較 す る と 個 人 会 員 は 平 均 値 が 大

き く は 変 化 し て い な い の に 対 し、 中 央 値 は 低 下 し て い る。 大 規 模 な 友 の 会 の 一 部 は 増 加 し て い

る が、 多 く の 小 規 模 の 友 の 会 で 減 少 傾 向 が 続 い て い る こ と が 窺 え る。 家 族 会 員 ・ 団 体 会 員 は 平

均 値 ・ 中 央 値 と も に 長 期 低 落 傾 向 に あ る。 一 方 で 年 会 費 に つ い て は 平 均 値 が 2,535 円、 中 央 値

が 2,000 円 と 過 去 20 年 以 上 に 渡 り、ほ と ん ど 変 わ っ て い な か っ た（そ の 他 制 度 に つ い て は、様 々

な 工 夫 が さ れ て お り、 一 様 で な い た め 変 動）。 友 の 会 の 制 度 そ の も の は 維 持 さ れ て い る が、 特

に 小 規 模 の 博 物 館 で 厳 し い 状 況 が 窺 え る。

（３） 友 の 会 の 活 動 類 型

館 の 利 活 用 を 目 的 と す る 友 の 会 が 多 数
図 ３ － １ ８ － ２ 　 友 の 会 の 類 型 （「 友 の 会 」 が あ る 館 ）「 Ｑ １ ８ － １ － ２ 」

友 の 会 の 類 型 に つ い て は、 館 の 利 活 用 促 進 を 目 的 と し た ２ つ の 回 答 が 大 部 分 を 占 め る。

平 成 25 年 調 査 と 比 較 し て も 大 き な 変 化 は な い。

（４）「友 の 会」 の 運 営 状 況 

館 主 体 の 運 営 が 多 数 派 。 大 規 模 館 の 「 友 の 会 」 は 会 員 主 体 の 場 合 も
図 ３ － １ ８ － ３ 　 友 の 会 の 運 営 主 体 （「 友 の 会 」 が あ る 館 ）「 Ｑ １ ８ － １ － ３ 」
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 運 営 状 況 は 全 体 と し て は 館 が 主 体 に な っ て 運 営 し て い る 友 の 会 が 多 い。 し か し、 設 置 主 体

別 に 見 る と、 国 立 （41.2％）、 県 立 ・ 政 令 市 立 （30.2％）、 市 立 （34.5％）、 な ど で 「友 の 会 会 員

が 主 体 」 の 割 合 が 町 村 立 （6.8％）、 公 益 法 人 （8.6％）、 会 社 （13.3％） な ど に 比 べ 大 き い。 比

較 的 大 規 模 な 博 物 館 で は、 友 の 会 も 規 模 が 大 き く、 友 の 会 会 員 に よ る 運 営 が 可 能 と な っ て い る

状 況 が 窺 え る。 こ の 状 況 は 過 去 5 年 間 で は ほ と ん ど 変 わ ら な か っ た。

（５） 友 の 会 の 団 体 種 別

任 意 団 体 が ほ と ん ど な 状 況 は 変 わ ら ず 。
表 ３ － １ ８ － ２ 　 友 の 会 の 運 営 主 体 （「 友 の 会 」 が あ る 館 ）「 Ｑ １ ８ － １ － ４ 」

友 の 会 の 団 体 の 法 人 格 は ほ と ん ど が 任 意 団 体 （481 件、94.3％） と な っ て い る。 法 人 格 を 持 っ

て い る 団 体 は NPO 法 人 の 友 の 会 が ８ 館、NPO 以 外 の 法 人 格 を 持 っ た 団 体 が 6 館 と ご く 少 な い。

平 成 25 年 度 の 調 査 と 比 較 し て も ほ と ん ど 変 化 が な か っ た。 前 記 （４） に 示 さ れ る よ う に、 館

が 主 体 と な っ て い る 運 営 が 主 流 で あ れ ば、 友 の 会 が 自 立 し た 団 体 と し て 法 人 格 を 取 得 す る こ

と は 難 し い だ ろ う。 一 方 で、 近 年 ICOM な ど で 議 論 さ れ る よ う な、 多 く の 住 民 が、「お 手 伝 い」

に と ど ま ら ず 積 極 的 に 「参 画」 す る 場 と し て 博 物 館 を 発 展 さ せ て い く た め に は、 現 在、 博 物 館

が 有 す る 最 大 の 利 用 者 ・ 住 民 コ ミ ュ ニ テ ィ 組 織 で あ る 友 の 会 の 運 営 に は 課 題 が あ る だ ろ う。

カテゴリー名 ％
NPO 法人（特定非営利活動法人）となっている団体 1.6
NPO 法人（特定非営利活動法人）以外の法人格をもった団体 1.2
法人格のない任意団体 94.3
無回答 2.9
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（６） 友 の 会 の 活 動 と 特 典

活 動 は 会 報 や 学 習 会 など 学 習 活 動と行 事 へ の 協 力 など が 主 体、特 典 は 展 示 の 減 免 や 割 引が 主 体。
図 ３ － １ ８ － ４ 　 友 の 会 の 活 動 内 容 の 類 型 （「 友 の 会 」 が あ る 館 、 複 数 回 答 ）「 Ｑ １ ８ － １ － ５ 」

図 ３ － １ ８ － ５ 　 友 の 会 会 員 の 特 典 （「 友 の 会 」 が あ る 館 、 複 数 回 答 ）「 Ｑ １ ８ － １ － ６ 」
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活 動 内 容 は （３） の 活 動 の 類 型 と よ く 一 致 し、「館 を 利 活 用 し て、自 主 的 に 学 習 活 動 を 進 め る」

「館 が 実 施 す る 教 育 普 及 活 動 に 系 統 的 に 参 加 し て も ら う」 な ど の 項 目 に 対 応 し た 会 報 の 発 行 や

学 習 会 な ど の 項 目、「会 員 が 労 力 を 提 供 し て、 館 の 事 業 を 支 援 す る」 に 対 応 し た 行 事 へ の 協 力

な ど が 並 ん だ。 一 方、 会 員 へ の 特 典 も こ れ ら の 事 業 と 関 連 す る 常 設 展 や 特 別 展 の 無 料 ・ 割 引 入

館 が 並 ん だ。 こ れ は 活 動 類 型 の 「館 を 継 続 的 に 利 用 し て も ら う」 に も 呼 応 し て い る。 そ の 他、

ミ ュ ー ジ ア ム ・ シ ョ ッ プ で の 販 売 品 の 割 引、 展 示 以 外 の 館 の 行 事 へ の 優 先 参 加 な ど が 続 く。

こ れ ら の 定 型 的 な 事 業 と 特 典 を ど の よ う に 組 み 合 わ せ そ こ に オ リ ジ ナ ル な 活 動 を 組 み 入 れ る

か に よ っ て そ れ ぞ れ の 友 の 会 の 個 性 が 形 成 さ れ る。 そ の 他 の 項 目 に 注 目 す る と、 活 動 と し て 目

立 っ た の は １． 周 年 イ ベ ン ト （フ ェ ス タ、 ○ ○ 祭 や △ △ 忌 な ど）、 ２． 館 外 で の 調 査 活 動、 ３．

ク ラ ブ や サ ー ク ル な ど の 自 主 活 動、４．子 供 向 け イ ベ ン ト 補 助 や 野 点 な ど の 催 事 な ど ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 的 要 素 な ど が 並 ぶ。 中 に は マ ル シ ェ （青 空 市） や サ イ エ ン ス カ フ ェ な ど、 近 年 の 活 動 を

取 り 入 れ た も の も 見 え る が 少 数 派 で あ っ た。 一 方、 特 典 の そ の 他 自 由 記 述 に は 「情 報 提 供」 が

最 も 多 く、 そ の 他 に は 「図 録 の 提 供」 を あ げ る 館 が 多 か っ た。

友 の 会 会 員 を 定 型 的 な サ ー ビ ス の 受 け 手 と 考 え る の か、 自 主 的 な 学 習 の 場 と し て、 新 た な 活

動 が 生 ま れ る 場 と し て 考 え る か に よ っ て、 こ の 結 果 の 解 釈 は 異 な る で あ ろ う。 後 者 を 重 視 す る

立 場 か ら は そ の 他 に 示 さ れ た 友 の 会 活 動 の 多 様 性 の 乏 し さ に 懸 念 を 感 じ る。 友 の 会 会 員 数 が 減

少 し て い る こ と と 活 動 や 特 典 に 変 化 が な い こ と と は、 関 連 付 け て 検 討 す る 必 要 が あ る だ ろ う。

友 の 会 の 規 模 に も よ る が、自 然 発 生 的 に 自 主 的 な 活 動 が 生 ま れ る こ と は 期 待 で き な い だ ろ う。

一 方 で 博 物 館 か ら の 友 の 会 活 動 へ の 注 力 を 強 化 す る こ と も こ の ま ま で は 難 し い。 市 民 社 会 と 博

物 館 を つ な ぐ 紐 帯 と し て 友 の 会 を 再 び 位 置 づ け、ICOM な ど で 議 論 さ れ る よ う な 市 民 参 画 の 場

と し て の 博 物 館 を 目 指 す の で あ れ ば、 き っ か け を 作 る 必 要 が あ る だ ろ う。 広 く 他 分 野 の 市 民 参

画 事 例 も 検 討 し た 上 で 博 物 館、 友 の 会 関 係 者、 そ の 他 の 利 用 者 な ど を 含 め て 対 話 の 場 を 持 つ な

ど の 取 り 組 み も 求 め ら れ る だ ろ う。
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19．連携・協力

（１） 国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力

全 体 の ６ 割 で 他 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 。 館 種 別 で は 総 合 、 美 術 、 動 物 園 で ７ 割 を 超 え 、 設

置 者 別 で は 県 立 が も っ と も 多 く 、 会 社 ・ 個 人 等 が 少 な い 。
図 ３ － １ ９ － １ 　 国 内 の 他 の 博 物 館 と の 連 携・協 力 の 有 無 （ 全 体 / 館 種 別 / 設 置 者 別 ）「Q １ ９ － １ 」

連 携 先 が 主 体 と な る 取 組 が も っ と も 多 い 。
表 ３ － １ ９ － １ 　 国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 の 主 体 （ 連 携 ・ 協 力 す る こ と が あ る 館 : 過 去 ５ 年 間

に 取 組 ん だ こ と の あ る 館 の 割 合 ）「Q １ ９ － １ － １ 」

国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 は、 全 体 の 61.5％ で 行 わ れ て い る。 そ の な か で も 「連 携 先 の 館

が 主 体 と な っ て 実 施 し た 連 携 ・ 協 力 事 業」 を 行 な っ て い の は、 連 携 ・ 協 力 を 行 な っ て い る 施 設

の 中 の 64.6％ と な っ て い る。「館 が 主 体 と な っ て 実 施 し た 連 携 ・ 協 力 事 業」 の 50.7％ を 上 回 っ

て お り、 連 携 ・ 協 力 に つ い て は、 受 け 身 の 姿 勢 が 見 受 け ら れ る。

「第 三 者 （マ ス コ ミ 等） が 主 導 し た 連 携 ・ 協 力 事 業」 は、 連 携 ・ 協 力 を 行 な っ て い る 施 設 の

中 の 16.0％ と な っ た。 こ れ は 回 答 館 数 全 体 （2,314 館） の 中 で は 9.9％ と な り １ 割 弱 と な る。

N ＝ 1424 実施の割合（％）
連携先の館が主体となって実施した連携・協力事業 64.6 
自館が主体となって実施した連携・協力事業 50.7 
第三者（マスコミ等）が主導して実施した連携・協力事業 16.0 
その他、どこが主体とも言えない連携・協力事業 14.0 
館の設置者が主体となって実施した連携・協力事業 13.7 
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連 携 ・ 協 力 内 容 は 、 資 料 の 貸 借 が ９ 割 近 い 。 イ ベ ン ト 、 展 覧 会 、 広 報 の 共 同 実 施 が ４ 割 台 。
表 ３ － １ ９ － ２ 　 国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 の 内 容 （ 連 携 ・ 協 力 す る こ と が あ る 館 、 全 体 ／ 館 種

別 ) 「Q １ ９ ー １ ー ２ 」

表 ３ － １ ９ － ３ 　 国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 の 内 容 設 置 者 別 （ 連 携 ・ 協 力 す る こ と が あ る 館 、

全 体 ／ 館 種 別 )　「Q １ ９ ー １ ー ２ 」

館 種 別 で は 資 料 の 交 換 が 動 物 園 ・ 水 族 館 で ７ 割 を 占 め る。 設 置 者 別 で は 国 立 で の 取 組 の 割 合

が 高 い。 国 内 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 を 行 な っ て い る 施 設 は、 過 去 の 調 査 で は 平 成 9（1999）

年 50.3％、平 成 16（2004）年 48.1％、平 成 20（2008）年 61.6％、平 成 25（2013）年 64.6％ で あ っ

た。 今 回 は 61.5％ と な り、 こ の ３ 回 の 調 査 で は ほ ぼ ６ 割 と な っ て い る。

連 携 ・ 協 力 の 内 容 で は 資 料、 展 示、 イ ベ ン ト、 広 報 な ど 事 業 系 の 取 組 が 主 流 で あ る。 共 同 の

広 報 が 平 成 25 年 の 31.9％ か ら 42.4％ に 上 昇 し て お り、広 報 の 取 組 へ の 意 識 の 高 ま り が 窺 え る。

研 修 や 職 員 の 派 遣 ・ 受 入、 共 同 研 究、 な ど 人 材 育 成 に つ な が る 連 携 ・ 協 力 は 限 ら れ て い る。

昨 今、 地 震 ・ 水 害 等 の 自 然 災 害 が 多 発 し、 収 蔵 品 に も 被 害 が 及 ん で お り、 文 化 財 レ ス キ ュ ー

が 出 動 す る 状 況 で あ る。 大 規 模 災 害 時 の 相 互 協 力 は 平 成 25（2013） 年 の 10.9％ か ら 7.4％ に 減

少 し て い る。 館 種 別 で は 動 水 植 の 40％、 動 物 園 の 27.6％ を 除 き 低 調 で あ る。 設 置 者 別 で は 国

立 で 17.8％、 県 立 で 15.2％ に 留 ま っ て お り、 災 害 時 で の 連 携 ・ 協 力 は 今 後 の 課 題 で あ る。

過去５年間に実施した館の割合（％）

全
体

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

N= 1,424 105 138 351 639 64 55 29 24 14 5
資料の貸借 89.6 95.2 92.8 90.3 91.5 85.9 69.1 75.9 79.2 64.3 60.0 
イベントの共催 47.4 60.0 43.5 43.3 45.2 64.1 54.5 65.5 41.7 57.1 60.0 
展覧会の共同実施 44.5 61.0 41.3 56.1 40.2 46.9 23.6 31.0 25.0 0,0 20.0 
共同で行う広報 42.4 49.5 31.2 50.4 39.7 37.5 40.0 55.2 25.0 50.0 60.0 
職員の合同研修 17.3 22.9 23.2 16.8 13.3 15.6 23.6 27.6 41.7 14.3 60.0 
資料の交換 14.2 16.2 6.5 18.5 6.9 21.9 7.3 72.4 70.8 57.1 60.0 
館同士の共同研究 10.1 15.2 8.7 14.8 6.1 12.5 0.0 20.7 33.3 14.3 20.0 
学芸系職員の派遣・受入れ 7.6 11.4 7.2 8.5 5.5 9.4 12.7 17.2 8.3 0.0 20.0 
大規模災害時の救援等の相互協力 7.4 16.2 2.2 5.7 6.4 14.1 5.5 27.6 12.5 0.0 40.0 

過去５年間に実施した館の割合（％）

全
体

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益

法
人

会
社

個
人
等

N= 1,424 45 263 613 170 253 80
資料の貸借 89.6 93.3 92.0 92.0 84.1 88.1 77.5 
イベントの共催 47.4 68.9 60.8 43.4 40.0 47.4 37.5 
展覧会の共同実施 44.5 66.7 55.9 43.2 44.1 40.3 18.8 
共同で行う広報 42.4 62.2 55.1 39.3 33.5 39.9 40.0 
職員の合同研修 17.3 20.0 24.0 18.8 20.6 6.7 8.8 
資料の交換 14.2 31.1 19.8 12.2 11.8 11.1 16.3 
館同士の共同研究 10.1 31.1 18.3 6.9 7.6 7.9 8.8 
学芸系職員の派遣・受入れ 7.6 28.9 10.3 7.0 5.9 4.3 5.0 
大規模災害時の救援等の相互協力 7.4 17.8 15.2 5.2 5.9 2.4 12.5 
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（２） 連 携 組 織 へ の 加 入 状 況

都 道 府 県 の 博 物 館 協 会 等 へ の 加 入 は ６ 割 ５ 分 、 日 本 博 物 館 協 会 は ５ 割 弱 。 館 種 別 団 体 に は 約

３ 割 が 加 入 。 ICOM 等 の 国 際 団 体 に は ご く わ ず か 。
表 ３ － １ ９ － ４ 　 博 物 館 の 連 携 組 織 の 加 入 状 況 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ９ ー ２ 」

表 ３ － １ ９ － ５ 　 博 物 館 の 連 携 組 織 の 加 入 状 況 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ９ ー ２ 」

館 種 別 で は、 総 合 と 美 術 が 連 携 組 織 に 加 入 す る 割 合 が 高 い。 動 物 園 ・ 水 族 館 は 館 種 別 団 体 へ

の 加 入 が ６ 割 を 超 え る。 設 置 者 別 で は 県 立 が 連 携 組 織 に 加 入 す る 割 合 が 高 い。 ほ ぼ ６ 割 以 上 の

県 立 施 設 が、 都 道 府 県 の 博 物 館 協 会、 日 本 博 物 館 協 会、 館 種 別 団 体 に 加 入 し て お り、 地 域 の 連

携 組 織 の 中 核 的 な 役 割 を 果 た し て い る と 考 え ら れ る。

加入している館の割合（％）

全
体

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

N= 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10
都道府県の博物館協会・協議会 65.8 83.7 68.1 69.8 65.5 59.4 57.8 43.9 54.5 23.5 30.0 
日本博物館協会 48.2 66.7 28.6 60.6 46.3 56.4 45.1 29.3 40.9 23.5 40.0 
館種別の団体（全国美術館会議、
全国科学博物館協議会、日本動物
園水族館協会、全国歴史民俗系博
物館協議会等）

31.5 42.6 14.5 49.1 19.0 38.6 64.7 75.6 61.4 38.2 80.0 

その他の地域的な博物館のネット
ワーク 27.3 38.8 25.0 34.4 24.4 28.7 26.5 14.6 18.2 20.6 10.0 
共同事業等を目的とした複数館の
連携組織 12.1 20.2 6.9 20.3 8.5 12.9 12.7 12.2 22.7 5.9 0.0 
専門別の団体（日本プラネタリウ
ム協会、西日本自然史系博物館
ネットワーク、全国歴史資料保存
利用機関連絡協議会等）

10.8 19.4 7.7 9.1 7.8 15.8 43.1 12.2 11.4 11.8 10.0 

博物館学系団体（全日本博物館学
会、日本ミュージアム・マネージ
メント学会、日本展示学会等）

5.0 13.2 2.8 4.8 4.2 9.9 6.9 2.4 6.8 0.0 0.0 

国際団体（ICOM、WAZA 等） 3.3 4.7 0.0 6.2 2.0 5.0 2.9 12.2 4.5 5.9 10.0 

有の割合（％）
全
体

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益

法
人

会
社

個
人
等

N= 2,314 64 344 990 322 425 169
都道府県の博物館協会・協議会 65.8 46.9 70.1 66.6 68.3 64.7 57.4 
日本博物館協会 48.2 50.0 66.9 43.0 30.1 60.7 43.2 
館種別の団体（全国美術館会議、
全国科学博物館協議会、日本動物
園水族館協会、全国歴史民俗系博
物館協議会等）

31.5 48.4 58.1 26.8 14.3 34.4 24.3 

その他の地域的な博物館のネット
ワーク 27.3 32.8 37.2 24.8 22.7 27.5 27.2 
共同事業等を目的とした複数館の
連携組織 12.1 25.0 21.5 9.8 6.2 12.9 11.2 
専門別の団体（日本プラネタリウ
ム協会、西日本自然史系博物館
ネットワーク、全国歴史資料保存
利用機関連絡協議会等）

10.8 12.5 19.2 9.8 6.2 11.3 6.5 

博物館学系団体（全日本博物館学
会、日本ミュージアム・マネージ
メント学会、日本展示学会等）

5.0 15.6 6.7 3.1 2.5 8.2 4.7 

国際団体（ICOM、WAZA 等） 3.3 20.3 7.8 0.9 0.6 4.9 3.0 
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（３） 外 国 の 博 物 館 と の 交 流

外 国 の 博 物 館 と の 交 流 は 全 体 で ６ ％ 弱 に と ど ま る 。 館 種 別 で は 動 物 園 が ２ 割 を 超 え 、 設 置 者

別 で は 国 立 が ２ 割 弱 。
表 ３ － １ ９ － ６ 　 外 国 の 博 物 館 と の 継 続 的 な 交 流 の 有 無 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ９ － ３ 」

表 ３ － １ ９ － ７ 　 外 国 の 博 物 館 と の 交 流 の 形 態 （ 交 流 を 実 施 し て い る 館 、 実 施 回 答 ）「Q １ ９ － ３

－ １ 」

過 去 の 調 査 結 果 か ら 時 系 列 で 見 る と、 平 成 ９ （1997） 年 6.5％、 平 成 16（2004） 年 3.4％、

平 成 20（2008） 年 3.9％、平 成 25（2013） 年 4.6％ で ５ ％ 前 後 で あ り、そ の 傾 向 は 変 わ ら な い。

外 国 と の 交 流 が 動 物 園 で の 割 合 が 24.4％ と 他 の 館 種 よ り 高 い の は、 種 の 保 存 の た め の 国 際 的

な ネ ッ ト ワ ー ク に 参 加 し て い る か ら と 考 え ら れ る。

N= 
（館数）

（％）
実施して 

いる
実施して 
いない 無回答

全体 2,314 5.9 89.3 4.8

館
種

総合 129 10.9 87.6 1.6
郷土 248 0.4 96.0 3.6
美術 497 6.8 88.7 4.4
歴史 1,108 4.5 90.2 5.3
自然史 101 7.9 87.1 5.0
理工 102 6.9 88.2 4.9
動物園 41 24.4 70.7 4.9
水族館 44 11.4 79.5 9.1
植物園 34 14.7 76.5 8.8
動水植 10 20.0 70.0 10.0

設
置
者

国立 64 18.8 75.0 6.3
県立 344 15.4 81.4 3.2
市立 990 3.0 93.3 3.6
町村立 322 2.8 92.5 4.7
公益法人 425 4.9 87.8 7.3
会社、個人等 169 6.5 84.6 8.9

館数 割合（％）
館同士が協定を結んで行っている交流 79 58.1

協定を結ぶことなく、実質的に館と館の
関係で行っている交流

52 38.2

館の所在地の地方公共団体が結んでいる
友好都市関係を背景にした交流

27 19.9

その他 11 8.1

無回答 1 0.7
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（４） 類 縁 機 関 等 と の 連 携 ・ 協 力

図 書 館 や 公 民 館 と い っ た 地 域 の 社 会 教 育 施 設 と の 連 携 が 一 定 の 割 合 を 占 め る 。 設 置 者 別 で は

県 立 ・ 市 立 に よ る 連 携 が ３ 割 程 度 。
表 ３ － １ ９ － ８ 　 類 縁 機 関 等 と の 連 携 ・ 協 力 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ９ － ４ 」

表 ３ － １ ９ － ９ 　 類 縁 機 関 等 と の 連 携 ・ 協 力 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ９ － ４ 」

博 物 館 と 図 書 館、 文 書 館、 公 民 館 と い っ た 類 縁 機 関 等 と の 連 携 は、2000 年 代 の 後 半 か ら、

注 目 さ れ て き た。 施 設 の 英 語 ・ ロ ー マ 字 の 頭 文 字 を 取 っ て MLA 連 携、MLAK 連 携 と 言 わ れ る。

実 態 と し て は 活 発 と は い え ず、 全 体 の ２ 割 か ら ３ 割 に 止 ま る。 前 回 の 平 成 25（2013） 年 の

調 査 と 比 べ る と、 市 区 町 村 立 図 書 館 と の 連 携 ・ 協 力 が 28.4％ か ら 30.4％、 公 民 館 と の 連 携 が

24.3％ か ら 25.6％ と そ の 傾 向 は 変 わ ら な い。

過去５年間に実施した館の割合（％）
全
体

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

N= 2,314 129 248 497 1108 101 102 41 44 34 10
都道府県立図書館との連携・協力
事業 9.8 17.8 6.0 8.9 10.5 12.9 6.9 12.2 6.8 2.9 0.0
市 ( 区 ) 町村立図書館との連携・
協力事業 28.4 37.2 34.3 25.4 27.0 25.7 41.2 39.0 20.5 14.7 0

大学図書館との連携・協力事業 6.6 14.0 2.0 6.4 7.7 5.0 2.9 0.0 6.8 2.9 0.0
学校図書館との連携・協力事業 2.0 4.7 0.8 1.8 2.4 1.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0
専門図書館との連携協力事業 1.9 3.1 0.8 2.8 1.7 3.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0
公文書館との連携・協力事業 5.8 11.6 10.1 3.4 6.1 5.9 1.0 0.0 0.0 5.9 0.0
公民館との連携・協力事業 24.3 34.1 28.6 18.3 24.5 28.7 26.5 29.3 13.6 23.5 20.0
都道府県・市（区）町村史編纂組
織との連携・協力事業 11.8 17.1 17.3 7.8 13.5 9.9 2.9 7.3 6.8 0.0 0.0

過去５年間に実施した館の割合（％）
全
体

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益

法
人

会
社

個
人
等

N= 2,314 64 344 990 322 425 169
都道府県立図書館との連携・協力
事業 9.8 9.4 29.7 6.4 7.5 5.2 5.9
市 ( 区 ) 町村立図書館との連携・
協力事業 28.4 12.5 34.0 37.8 27 12.0 11.8

大学図書館との連携・協力事業 6.6 29.7 10.8 4.4 2.2 9.9 1.8
学校図書館との連携・協力事業 2.0 3.1 3.5 1.6 2.2 1.6 1.8
専門図書館との連携協力事業 1.9 7.8 2.6 0.8 0.9 3.1 3.0
公文書館との連携・協力事業 5.8 12.5 9.6 6.2 3.4 4.0 2.4
公民館との連携・協力事業 24.3 4.7 29.9 31.5 26.1 10.8 8.3
都道府県・市（区）町村史編纂組
織との連携・協力事業 11.8 6.3 12.5 13.8 11.2 8.7 9.5
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（５） 各 種 団 体 と の 連 携 ・ 協 力

教 育 事 業 や 広 報 活 動 を 行 な っ て い る 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 が 全 体 の ２ 割 強 。
表 ３ － １ ９ － １ ０ 　 各 種 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q １ ９ ― ４ 」

表 ３ － １ ９ － １ １ 　 各 種 団 体 と の 連 携 ・ 協 力 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ）「Q １ ９ ― ４ 」

館 種 別 で は 「総 合」 に よ る 連 携 ・ 協 力 が ３ 割、 設 置 者 別 で は 「県 立」 が 一 定 の 割 合 で 実 施 し

て い る。

「ある」館の割合（％）
全
体

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

N= 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10
館と活動目的を共有し、協力し合
いながら教育事業や広報活動を
行っている団体

24.1 39.5 22.6 22.3 21.4 35.6 29.4 39.0 22.7 14.7 50.0 

館を利用し、自主的な研究や情報・
資料収集などを行っている団体 15.2 29.5 20.6 6.8 15.0 24.8 9.8 29.3 13.6 17.6 40.0 

館の専門性を踏まえて、資料収集
や調査研究を支援してくれている
団体

13.7 31.0 11.7 6.2 12.9 25.7 16.7 29.3 20.5 17.6 50.0 

館と協力して、館外でのアウト
リーチ活動を行う団体 8.4 21.7 6.0 7.8 5.8 13.9 10.8 26.8 11.4 11.8 40.0 

館の運営を財政的に援助してくれ
ている団体（法人の団体を含む） 7.4 10.9 1.2 14.1 5.1 4.0 9.8 24.4 4.5 0.0 10.0 

「ある」館の割合（％）
全
体

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益

法
人

会
社

個
人
等

N= 2,314 64 344 990 322 425 169
館と活動目的を共有し、協力し合
いながら教育事業や広報活動を
行っている団体

24.1 34.4 30.2 23.9 20.8 21.2 21.9 

館を利用し、自主的な研究や情報・
資料収集などを行っている団体 15.2 12.5 16.3 17.9 11.8 12.9 10.7 

館の専門性を踏まえて、資料収集
や調査研究を支援してくれている
団体

13.7 15.6 17.4 13.2 14.3 12.5 10.7 

館と協力して、館外でのアウト
リーチ活動を行う団体 8.4 15.6 15.1 7.7 5.9 7.3 4.1 

館の運営を財政的に援助してくれ
ている団体（法人の団体を含む） 7.4 12.5 12.5 3.4 1.9 19.1 4.1 
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（６） 地 域 の 団 体 等 と の 連 携 ・ 協 力

全 体 で ３ 割 を 超 え る 施 設 が 地 域 の 団 体 等 と 連 携 ・ 協 力 し て 活 動 を 実 施 。 ５ 割 を 超 え る 施 設 で

生 涯 学 習 活 動 、 観 光 ・ 旅 行 業 と の 連 携 ・ 協 力 を 実 施 。
表 ３ － １ ９ － １ ２ 　 地 域 に お け る 活 動 （ 全 体 ／ 館 種 別 ) 「Q ２ ０ ー ２ 」

表 ３ － １ ９ － １ ３ 　 地 域 に お け る 活 動 （ 全 体 ／ 設 置 者 別 ) 「Q ２ ０ ー ２ 」

過去５年くらいの間に実施てきている館の割合（％）
全
体

総
合

郷
土

美
術

歴
史

自
然
史

理
工

動
物
園

水
族
館

植
物
園

動
水
植

N= 2,314 129 248 497 1,108 101 102 41 44 34 10
地方公共団体が主催する生涯学習
活動と連携して、事業・活動を行
うこと

56.2 69.8 63.3 49.5 54.7 76.2 60.8 56.1 43.2 50.0 40.0 

観光協会、旅行業者等と連携・協
力すること 56.0 51.9 54.0 60.0 55.6 61.4 39.2 61.0 77.3 38.2 60.0 
町づくりや町の活性化を目的に、
行政や市民等がつくる、した団体
に協力して事業・活動を行うこと

45.9 51.2 43.5 46.7 44.5 49.5 42.2 58.5 56.8 38.2 70.0 

地域の自主的な学習サークルの活
動に館として協力すること 43.9 56.6 54.0 37.4 44.5 49.5 32.4 31.7 34.1 41.2 50.0 
地域住民や地域のサークル・団体
等に、館の施設を提供すること 42.4 56.6 48.0 40.0 41.1 47.5 39.2 31.7 31.8 47.1 40.0 
地元の企業・業者・事業所等がつ
くる団体（商店会、商工会、商工
会議所、農協等）と協賛・協力し
合って事業・活動を行うこと

31.6 29.5 23.8 35.4 28.9 35.6 43.1 43.9 56.8 26.5 70.0 

地元の企業・業者・事業所等と協
賛・協力し合って事業・活動を行
うこと

29.9 31.0 17.3 40.0 23.6 40.6 47.1 51.2 54.5 29.4 40.0 

地域の自主的な学習サークルに館
への協力を求めること 18.0 23.3 22.6 13.1 18.5 17.8 16.7 14.6 18.2 20.6 40.0 
デパートや新聞社等の民間のカル
チャー・スクールと連携して、事
業・活動を行うこと

11.9 15.5 4.0 17.7 9.7 11.9 11.8 29.3 15.9 8.8 30.0 

過去５年くらいの間に実施てきている館の割合（％）
全
体

国
立

県
立

市
立

町
村
立

公
益

法
人

会
社

個
人
等

N= 2,314 64 344 990 322 425 169
地方公共団体が主催する生涯学習
活動と連携して、事業・活動を行
うこと

56.2 51.6 68.9 64.2 62.1 34.8 27.8 

観光協会、旅行業者等と連携・協
力すること 56.0 42.2 58.4 57.0 57.5 48.0 67.5 
町づくりや町の活性化を目的に、
行政や市民等がつくる、した団体
に協力して事業・活動を行うこと

45.9 42.2 50.9 47.2 48.8 36.0 48.5 

地域の自主的な学習サークルの活
動に館として協力すること 43.9 35.9 47.7 48.0 55.0 28.9 32.0 
地域住民や地域のサークル・団体
等に、館の施設を提供すること 42.4 26.6 52.0 47.0 48.8 28.5 24.9 
地元の企業・業者・事業所等がつ
くる団体（商店会、商工会、商工
会議所、農協等）と協賛・協力し
合って事業・活動を行うこと

31.6 29.7 40.1 31.2 28.9 25.4 38.5 

地元の企業・業者・事業所等と協
賛・協力し合って事業・活動を行
うこと

29.9 29.7 46.8 27.3 21.1 27.3 34.3 

地域の自主的な学習サークルに館
への協力を求めること 18.0 7.8 20.1 21.4 23.6 8.2 11.2 
デパートや新聞社等の民間のカル
チャー・スクールと連携して、事
業・活動を行うこと

11.9 9.4 18.3 8.4 8.4 15.8 17.2 
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館 種 別 で は 「総 合」 で は ５ 割 を 超 え る 施 設 で 地 域 の 団 体 等 と 何 ら か の 活 動 を 実 施。 設 置 者 別

で は 「県 立」「市 立」「町 村 立」 に よ る 連 携 ・ 協 力 の 活 動 の 割 合 が 高 い。

近 年 政 府 全 体 で、 文 化 観 光 を 推 進 し、 博 物 館 で の 取 組 強 化 策 を 実 施 し て い る。 全 体 の 56％

で 観 光 協 会 ・ 旅 行 業 者 と 連 携 ・ 協 力 の 実 績 が あ り、 文 化 観 光 の 取 組 に は 一 定 の ニ ー ズ が あ る と

考 え ら れ る。 館 種 別 で は 「美 術」「自 然 史」「動 物 園」「水 族 館」「動 水 植」 で ６ 割 を 超 え る。 時

系 列 で 見 る と 平 成 20（2008）年 が 44.9％、平 成 25（2013）年 57.8％ と 2010 年 代 か ら 観 光 の ニ ー

ズ が 増 加 し て い る。

生 涯 学 習 活 動 と の 連 携 は、 館 種 別 で は 「自 然 史」「総 合」 で ７ 割 近 く、「郷 土」「理 工」 で ６

割 を 超 え、「美 術」「歴 史」「動 物 園」「植 物 園」 で ５ 割 程 度 と な る。 　

ま ち づ く り や 町 の 活 性 化 に つ い て は、「 動 水 植 」70.0 ％、「 動 物 園 」58.5 ％、「 水 族 館 」

56.8％ と 生 物 系 の 施 設 で 高 い 割 合 を 示 し て い る。 入 場 者 数 に 伴 う 経 済 効 果 と 関 連 す る と 考 え ら

れ る。
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〈危機管理〉

20．コンプライアンス、危機管理、情報の保護・管理

（１） コ ン プ ラ イ ア ン ス

「ICOM 倫 理 規 程」、「日本 博 物 館 協 会 の 行 動 規 範」 のど ちらも 職 員 へ の 周 知 徹 底 は 1 割 台 と 低 い。
表 ３ － ２ ０ － １ 　「ICOM 倫 理 規 程 」、「 日 本 博 物 館 協 会 　 博 物 館 関 係 者 の 行 動 規 範 」 の 職 員 へ の 周 知

徹 底 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ２ ２ － １ 」

館 種 別 に 見 る と 「ICOM 倫 理 規 程」、「日 本 博 物 館 協 会 　 博 物 館 の 原 則 　 博 物 館 関 係 者 の 行 動

規 範」 の ど ち ら も 「総 合」 で 最 も 割 合 が 高 く、「美 術」、「水 族 館」 と 続 い て い る。 ま た 「日 本

博 物 館 協 会 」 の 方 が 「ICOM」 よ り も、 ど の 館 種 に お い て も 周 知 徹 底 の 割 合 が 高 い。 な お、 平

成 20 年 度 の 調 査 で は、「ICOM 倫 理 規 定 」 に 関 す る 周 知 度 は 3.1％ で あ っ た の で、10 年 間 で 上

昇 し て い る こ と が わ か る。

職 員 へ の こ の ２ つ の 周 知 は 館 種 に よ っ て ば ら つ き は あ る も の の、全 体 的 に 低 い 割 合 で あ っ た。

こ の こ と は、 ほ か の 事 項 の 整 備、 例 え ば、 目 的 ・ 使 命 の 設 置、 評 価 の 実 施、 各 種 事 業 の 遂 行、

危 機 管 理 な ど、 幅 広 い 博 物 館 活 動 の あ る べ き 姿 や あ り 方 に 大 き な 影 響 を 与 え る も の で あ る。 そ

の た め、 職 員 へ の 周 知 徹 底 と 日 常 業 務 で の 活 用 は 今 後 の 大 き な 課 題 で あ る。

N=
職員への周知徹底している館の割合（％）

Ａ）ICOM
倫理規定

Ｂ）博物館の原則、
行動規範

全体 2,314 10.3 16.9

館
種

総合 129 17.8 30.2
郷土 248 6.5 8.9
美術 497 15.9 25.4
歴史 1,108 8.0 14.4
自然史 101 11.9 13.9
理工 102 6.9 11.8
動物園 41 7.3 9.8
水族館 44 15.9 20.5
植物園 34 5.9 8.8
動水植 10 0.0 10.0
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（２） 危 機 管 理

各 館 で で き る 「 危 機 管 理 」 は お お む ね 行 わ れ て い る 。
図 ３ － ２ ０ － １ 　 危 機 管 理 の 現 状 （ 全 体 ）「 Ｑ ２ ２ － ２ 」

各 館 で で き る 「危 機 管 理」 は お お む ね 行 わ れ て い る 一 方 で、 地 方 公 共 団 体 や 他 の 博 物 館 と 連

携 協 定 （F、G） の 割 合 は 低 い。

館 種 別 で は 、 計 画 ・ マ ニ ュ ア ル 作 成 に お い て 「 動 物 園 」「 水 族 館 」「 植 物 園 」「 動 水 植 」 が 6

～ 7 割 に 達 す る 。
表 ３ － ２ ０ － ２ 　 大 規 模 災 害 に 対 応 し た 「 総 合 防 災 計 画 」 や 「 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 の 作 成 、 お よ

び 危 機 管 理 業 務 担 当 者 の 配 置 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「 Ｑ － ２ ２ － ２ 」

館 種 別 に み る と、「総 合 防 災 計 画」 や 「危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル」 の 作 成 で は、「動 物 園」「水 族 館」

「植 物 園」「動 水 植」 が 全 体 の 48.3％ よ り も か な り 高 く、 ６ ～ ７ 割 に 達 し て い る。 こ の 傾 向 は、

危 機 管 理 を 業 務 と す る 担 当 者 の 配 置 で も 同 様 で あ り、「動 物 園」「動 水 園」で は ５ 割 を 超 え て い る。

N=
あてはまる（％）

Ａ）大規模災害に対応した「総
合防災計画」や「危機管理マ
ニュアル」を作成している

Ｃ）危機管理を業務とする
担当者を配置している

全体 2,314 48.3 34.6

館
種

総合 129 60.5 37.2
郷土 248 37.9 25.4
美術 497 51.5 40.4
歴史 1,108 45.0 31.3
自然史 101 42.6 36.6
理工 102 57.8 45.1
動物園 41 70.7 51.2
水族館 44 65.9 40.9
植物園 34 70.6 41.2
動水植 10 70.0 60.0
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地 震 対 策 に 関 し て は 、「 ２ ． 資 料 や 展 示 ・ 保 管 棚 等 の 転 倒 ・ 落 下 を 防 ぐ 対 策 （ 免 震 装 置 の 導

入 以 外 ）」 が 、 全 体 で 45.1％ と 最 も 高 く 、 次 い で 、「 ５ ． 来 館 者 の 安 全 や 資 料 の 保 全 を 図 れ る だ

け の 空 間 の 確 保 」。
表 ３ － ２ ０ － ３ 　 展 示 室 や 収 蔵 庫 で の 地 震 対 策 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ２ ２ － ３ 」　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

館 種 別 に 見 る と、 ２． に 関 し て は 「総 合」 と 「美 術」 で、 ５． に 関 し て は 「美 術」 で 特 に 高

く な っ て い る。

一 方 で、「１．ガ ラ ス の 飛 散 を 防 ぐ 対 策」「３．免 震 装 置 の 導 入」「４．建 物 の 免 震 化」に 関 し て は、

全 体 で 10％ 代 以 下 で あ り、 対 策 が 進 ん で い な い こ と が わ か る。

建 物 の 耐 震 診 断 は 55.3％ の 館 で す で に 終 了 。
図 ３ － ２ ０ － ２ 　 建 物 の 耐 震 診 断 を 終 え て い る 館 の 割 合 （ 全 体 ／ 館 種 別 ）「Q ２ ２ － ４ 」

設 置 者 別 に 見 る と、「国 立」74.6％、「県 立」67.1％ と 高 い 割 合 を 示 し て い る。

N=
２２－３．１．
ケース等のガ
ラスの飛散を

防ぐ対策

２２－３．２．
資料や展示・保
管棚等の転倒・
落下を防ぐ対
策（免震装置
の導入以外）

２２－３．３．
免震装置の導
入（建物が免
震構造になっ
ている場合を

除く）

２２－３．４．
建物そのもの

の免震化

２２－３．５．
来館者の安全
や資料の保全
を図れるだけ
の空間の確保

２２－３．６．
その他

全体 2314 16.0 45.1 7.4 13.1 36.0 10.2

館
種

総合 129 23.3 66.7 10.9 17.8 37.2 5.4
郷土 248 8.9 33.9 1.2 9.7 35.1 14.1
美術 497 20.9 52.9 15.3 14.1 43.7 5.4
歴史 1108 15.3 43.4 6.0 12.3 34.0 10.9
自然史 101 14.9 41.6 5.9 19.8 34.7 14.9
理工 102 12.7 45.1 2.9 12.7 31.4 12.7
動物園 41 9.8 36.6 0.0 24.4 31.7 12.2
水族館 44 13.6 34.1 2.3 11.4 34.1 9.1
植物園 34 11.8 29.4 5.9 5.9 23.5 17.6
動水植 10 20.0 20.0 0.0 10.0 20.0 20.0
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「 消 火 器 」 以 外 の 設 備 は 不 十 分 。
図 ３ － ２ ０ － ３ 　 消 火 設 備 を 備 え て い る 館 の 割 合 （ 全 体 、 複 数 回 答 ）「Q ２ ２ － ５ 」

９ 割 以 上 の 館 で 「消 火 器」 を 備 え て い る。 一 方、「ガ ス 系 消 火 設 備」「消 火 栓」 と い っ た 博 物

館 施 設 に 付 属 す る も の は 半 数 以 下 と な っ て い る。

「 日 中 は 有 人 、 夜 間 は 機 械 警 備 」 が 、 全 体 の 半 数 以 上 。
図 ３ － ２ ０ － ４ 　 警 備 体 制 に 関 す る 館 の 割 合 「Q ２ ２ － ６ 」

「危 機 管 理」「地 震 対 策」「消 火 設 備」 の 項 目 を 見 る と、 総 じ て、 館 が 単 体 で で き る、 予 算 が

あ ま り 必 要 で は な い 対 策 は 実 行 で き て い る。 一 方 で、 地 域 で の 連 携 が 必 要 と な る も の や、 館 単

体 の 判 断 や 予 算 で は 実 行 で き な い も の に 関 し て は あ ま り 進 ん で い な い 現 実 が わ か っ た。
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（３） 情 報 の 保 護 ・ 管 理

「 個 人 情 報 」 に つ い て の 保 護 の 方 針 、 取 り 扱 い に 関 す る 諸 規 定 は 4 割 の 館 で 策 定 。
表 ３ － ２ ０ － ４ 　 館 が 保 有 す る 「 個 人 情 報 」「 資 料 の デ ジ タ ル 情 報 」「 知 的 財 産 権 」 に つ い て の 保 護

の 方 針 、 取 り 扱 い に 関 す る 諸 規 定 （ 全 体 ／ 館 種 別 ／ 設 置 者 別 ）「Q ２ ２ － ７ 」（ ％ ）

館種別に見ると、「個人情報」 では 「理工」「動物園」「水族館」「植物園」「動水植」 が全体より

かなり高い。「資料のデジタル情報」、「知的財産権」 では、「美術」「動物園」 における割合が高かっ

た。 また、 設置者別に見ると 「国立」「県立」 が特に高い割合を示していることがわかる。

機 器 周 辺 に 関 す る セ キ ュ リ テ ィ 対 策 は ５ 割 以 上 の 館 で 実 施 。
表 ３ － ２ ０ － ５ 　 情 報 セ キ ュ リ テ ィ の た め の 対 策（ 全 体 、「 し て い る 」館 の 割 合 ）「Q ２ ２ － ８ 」（ ％ ）

「情 報 セ キ ュ リ テ ィ」 に 関 し て は、 機 器 周 辺 に 関 す る セ キ ュ リ テ ィ 対 策 （Ａ ～ Ｅ） は ５ 割 以

上 の 館 で 行 わ れ て い る が、「Ｆ） 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 担 当 者 の 配 置」、「Ｇ） 研 究 会 の 実 施」 と い っ

た 人 的 な 対 策 は ５ 割 以 下 で あ る。

平 成 20 年 度 の 調 査 と 比 較 し て み る と、 館 が 保 有 す る 情 報 の 保 護 の 方 針、 取 り 扱 い に 関 す る

諸 規 定 を 定 め て い る 館 は、「 個 人 情 報 」 で 42.7％ → 40.8％、「 資 料 の デ ジ タ ル 情 報 」 で 20.0％

→ 17.2％、「知 的 財 産 権」 で 21.0％ → 17.3％ と 3 つ と も 数 ％ で は あ る が 減 少 し て い る。 こ の 3

項 目 と も、 博 物 館 資 源 の 有 効 活 用 や 今 後 の 経 営 戦 略 立 案 に と っ て 重 要 な 事 項 で あ る た め、 そ の

背 景 や 原 因 を 明 ら か に し て い く 必 要 が あ る。

N=
Ａ）個人情報保護方

針規定
Ｂ）資料のデジタル
情報保護方針規定

Ｃ）知的財産権保護
方針規定

定めている 定めている 定めている
全体 2,314 40.8 17.2 17.3

館
種

総合 129 44.2 21.7 17.1
郷土 248 27.0 6.9 9.7
美術 497 44.7 24.7 23.1
歴史 1,108 36.5 15.8 16.5
自然史 101 45.5 15.8 16.8
理工 102 65.7 14.7 14.7
動物園 41 68.3 26.8 24.4
水族館 44 54.5 18.2 20.5
植物園 34 58.8 8.8 8.8
動水植 10 90.0 10.0 20.0

設
置
者

国立 63 54.0 39.7 41.3
県立 343 65.6 28.0 23.9
市立 1,003 42.5 14.4 14.6
町村立 312 22.1 10.9 13.8
公益法人 425 31.8 18.4 17.9
会社、個人等 168 32.7 11.9 16.1

Ａ）ウィルス対
策ソフトの導入

Ｂ）ソフトウェ
アの定期的な更

新

Ｃ）ファイア
ウォール、侵入防
止システムの導入

Ｄ）ログの取得
と管理

Ｅ）重要なデー
タの定期的な
バックアップ

Ｆ）情報セキュ
リティ担当者の

配置
Ｇ）研修会の実

施
79.4 73.2 65.1 53.2 66.7 40.4 35.5
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Ａ）ウィルス対
策ソフトの導入

Ｂ）ソフトウェ
アの定期的な更

新

Ｃ）ファイア
ウォール、侵入防
止システムの導入

Ｄ）ログの取得
と管理

Ｅ）重要なデー
タの定期的な
バックアップ

Ｆ）情報セキュ
リティ担当者の

配置
Ｇ）研修会の実

施
79.4 73.2 65.1 53.2 66.7 40.4 35.5

〈課題〉

21．博物館や博物館界の抱える課題

（１） 各 博 物 館 の 課 題

「 外 国 人 向 け の 対 応 」・「ICT を 利 用 し た 新 し い 展 示 方 法 の 導 入 」を 課 題 と す る 館 が ８ 割 以 上 。「 財

政 面 で 厳 し い 」・「 施 設 の 老 朽 化 」・「 職 員 数 が 不 足 」 等 、 基 本 的 課 題 が 引 続 き 未 解 決 。 厳 し い 運

営 環 境 の 中 で 、 各 館 の 特 色 を 活 か し た 教 育 普 及 の 取 組 の 成 果 が 上 が り つ つ あ る 。
表 ３ － ２ １ － １ 　 各 博 物 館 の 問 題 点 「 Ｑ ２ ３ － １ 」

●あてはまる、まああてはまるの合計が 50％を超えた項目
　（41 項目中 31 項目） （％） 前回調査から

の増減（％）
C-b) 外国人向けの対応が不十分である。 84.5 -
D-e) ICT を利用した新しい展示方法が導入できていない 80.6 -0.4
A- i ) 財政面で厳しい 79 -1
E-e) ウェブサイト等での資料情報公開が不十分 77.5 -
G-b) 施設設備が老朽化 75.2 8.1
E-d) 資料や資料目録のデジタル化ができていない 73.9 2.4
B-a) 職員数が不足 73.2 2
D-a) 調査研究が進んでいない 72.3 1.3
E-g) 収蔵スペースが不足 72.1 -
C-a) 入館者が確保できていない 71.4 4.5
E-c) 必要な資料整理が進んでいない 70.9 14.3
D-b) 調査研究活動の公開ができていない 65.9 -
G-a) 施設が手狭 65.8 3.1
G-c) ミュージアム・ショップ、レストラン等の施設が不十分 65.2 4.2
A-e) 中長期的な目標・計画が立てられていない 64.3 0
C-c) 高齢者・身障者への対応が不十分 63.6 7.1
B-c) 職員の研修が不足 63.6 2.1
E-b) 新たな資料修復が充分できていない 63.4 -
A-h) 広報・PR が十分でない 63.1 -
E-a) 新たな資料を入手しにくくなっている 62.7 -1.4
F-b) 大学・研究機関との連携が不十分 62.3 0.4
A-j) 防災対策・危機管理への取組が不十分 61.7 -2.9
F-e) 社会教育関係団体・企業等との連携協力が不十分 61.1 1.5
F-c) 他館 ( 外国を含む ) との交流が少ない 59.6 -3
F-d) 図書館等との連携・協力が不十分 59 -1.7
A-f) 館の評価が実施できていない 58.6 2.1
D-c) 常設展示の更新ができていない 58.4 0.4
A-g) 館の評価の結果が活用できていない 58 3
E-f) 資料を良好な状態で保存することが困難 57 1.4
A-d) 使命・目的、運営情報の発信が不十分 56.6 2.4
B-b) 学芸系職員の力量が発揮できていない 52.5 4.6
●あてはまる、まああてはまるが 50％以下の項目
　（41 項目中 10 項目）
F-a) 学校教育との連携が不足 49.2 -1.6
C-d) 館の特色がうまく伝えられていない 46.3 -
A-b) 利用者のニーズに応えられていない 45.1 -2
D-f) 教育普及活動が十分できていない 44.6 -2.2
A-c) 地域の課題に十分応えられていない 43.5 -0.5
G-d) 駐車場が不足 38.7 3.9
G-e) 施設の耐震化対策が不十分 38.6 -12
D-g) 館の特色がうまく出せていない（事業展開で） 37.2 -
A-a) 館の特色がうまく出せていない（経営的側面で） 32.2 1
D-d) 特別 ( 企画 ) 展が開催できない 30.8 -1.8
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表 ３ － ２ １ － ２ 　 自 館 の 問 題 点 （ 館 種 別 ）「 Ｑ ２ ３ － １ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

総合 
（N=129）

郷土 
（N=248）

美術 
（N=497）

歴史 
（N=1,108）

自然史 
（N=101）

理工 
（N=102）

動物園 
（N=41）

水族館 
（N=44）

植物園 
（N=34）

動水植 
（N=10）

1
外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

財政面の厳
しい状況施

施設設備の
老朽化

財政面の厳
しい状況

外国人向け
の対応が
不十分

88.4 90.3 82.7 84.3 80.2 84.3 87.8 81.8 76.5 80.0 

2

必要な資料
整理が

進まない

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

財政面の厳
しい状況

施設設備の
老朽化

外国人向け
の対応が
不十分

外国人向け
の対応が
不十分

施設設備の
老朽化

財政面の厳
しい状況

85.2 89.1 78.9 81.0 79.2 76.5 87.6 72.7 76.4 80.0 

3
ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

財政面の厳
しい状況

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

資料・資料目
録のデジタル
化が不十分

職員不足
ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

財政面の厳
しい状況

外国人向け
の対応が
不十分

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

84.5 86.7 77.3 79.0 79.2 75.5 83.0 68.2 73.5 80.0 

4
財政面の厳
しい状況

財政面の厳
しい状況

入館者の確
保が不十分

財政面の厳
しい状況

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

財政面の厳
しい状況

ミュージア
ムショップ
等の充実が

不十分
職員不足 職員不足 職員不足

84.5 84.3 76.1 78.7 78.3 73.5 78.0 68.2 70.6 80.0 

5
施設設備の

老朽化

資料・資料
目録のデジ
タル化が
不十分

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

資料・資料目
録のデジタル
化が不十分

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

設設備の老
朽化

資料・資料
目録のデジ
タル化が
不十分

入館者の確
保が不十分

施設設備の
老朽化高齢

者・障害者対
応が不十分

83 83.5 75.8 75.8 78.2 72.6 77.8 68.2 68.7 80

6
収蔵スペー
スが不足

施設設備の
老朽化

調査研究活
動が不十分

施設設備の
老朽化

施設設備の
老朽化

常設展示の
更新が
不十分

職員不足
ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

施設が手狭

82.9 82.7 74.1 73.3 78.2 68.6 73.2 68.1 64.7 70.0 

7 職員不足
必要な資料

整理が
進まない

職員不足 収蔵スペー
スが不足 職員不足

ミュージア
ムショップ
等の充実が

不十分

調査研究活
動の公開が
できていな

い

調査研究活
動が不十分

ミュージア
ムショップ
等の充実が

不十分

防災対策・
危機管理が

不十分

82.1 81.5 73.6 73.2 77.2 64.7 68.3 65.9 64.7 60.0 

8

資料・資料
目録のデジ
タル化が
不十分

収蔵スペー
スが不足

施設設備の
老朽化

調査研究活
動が不十分

必要な資料
整理が

進まない
職員の研修
が不十分

必要な資料
整理が

進まない

ICT を利用し
た新展示方
法の未導入

高齢者・障
害者対応が

不十分
入館者の確
保が不十分

78.3 79.8 71.2 72.6 76.2 63.7 68.3 65.9 58.8 60.0 

9

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

入館者の確
保が不十分

収蔵スペー
スが不足

入館者の確
保が不十分

常設展示の
更新が
不十分

資料・資料
目録のデジ
タル化が
不十分

収蔵スペー
スが不足

必要な資料
整理が

進まない

資料・資料
目録のデジ
タル化が
不十分

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

77.6 79.8 71.0 71.6 71.3 62.8 68.3 65.9 55.9 60.0 

10
調査研究活
動が不十分

調査研究活
動が不十分

中

目録のデジ
タル化が
不十分

必要な資料
整理が

進まない
調査研究活
動が不十分

ウェブサイト
等を使った資
料情報公開が

不十分

入館者の確
保が不十分

収蔵スペー
スが不足

他の博物館
との交流が

少ない
収蔵スペー
スが不足

77.6 78.7 68.2 71.6 66.4 62.7 65.9 63.7 52.9 60.0 

10
調査研究活

動が
不十分

広報・PR が
不十分

65.9 52.9 

10
新たな資料
入手が困難

65.9 

館
種

順
位
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表 ３ － ２ １ － ３ 　 自 館 の 問 題 点 （ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ２ ３ － １ 」　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

国立
（N=63）

都道府県立
（N=343）

市立
（N=1,003）

町村立
（N=312）

公益法人
（N=425）

会社個人等
（N=168）

1
職員不足 外国人向けの対応が

不十分 施設設備の老朽化 外国人向けの対応が
不十分

外国人向けの対応が
不十分

ICT を利用した
新展示方法の未導入

79.4 84.3 90.9 90.7 79.0 72.0 

2
財政面の厳しい状況 財政面の厳しい状況 外国人向けの対応が

不十分
ICT を利用した

新展示方法の未導入
ICT を利用した

新展示方法の未導入
外国人向けの対応が

不十分

74.6 82.8 87.9 85.9 72.5 71.5 

3
外国人向けの対応が

不十分 施設設備の老朽化 財政面の厳しい状況
ウェブサイト等を

使った資料情報公開
が不十分

ウェブサイト等を
使った資料情報公開

が不十分
調査研究活動の公開

ができていない

73.1 81.6 86.8 83.4 69.6 65.7 

4
施設が手狭 職員不足 ICT を利用した

新展示方法の未導入 財政面の厳しい状況 財政面の厳しい状況 調査研究活動が
不十分

69.8 78.7 85.7 80.2 65.2 65.6 

5
収蔵スペースが不足 ICT を利用した

新展示方法の未導入
ウェブサイト等を

使った資料情報公開
が不十分

調査研究活動が
不十分

高齢者・障害者対応
が不十分

必要な資料整理が
進まない

65.0 78.7 84.4 79.5 65.2 63.1 

6
施設設備の老朽化 収蔵スペースが不足 調査研究活動が

不十分 職員不足 図書館等との連携・
協力が不十分

図書館等との連携・
協力が不十分

65.0 75.0 77.9 77.9 64.7 61.9 

7
広報・PR が不十分 必要な資料整理が

進まない 収蔵スペースが不足 施設設備の老朽化 ミュージアムショッ
プ等の充実が不十分

ウェブサイト等を
使った資料情報公開

が不十分

63.5 70.2 77.3 77.9 64.3 61.9 

8
ICT を利用した

新展示方法の未導入
調査研究活動が

不十分 職員不足 必要な資料整理が
進まない 収蔵スペースが不足 施設設備の老朽化

63.5 67.9 77.1 77.2 64.0 57.7 

9
必要な資料整理が

進まない
ミュージアムショッ
プ等の充実が不十分

必要な資料整理が
進まない 収蔵スペースが不足 調査研究活動が

不十分
社会教育関係団体等
との連携が不十分

57.2 66.2 74.1 74.4 63.3 57.2 

10
職員研修の不足 施設が手狭 ミュージアムショッ

プ等の充実が不十分 職員の研修が不十分 施設設備の老朽化 職員不足

57.2 59.9 73.3 72.1 62.9 54.8 

館
種

順
位
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表 ３ － ２ １ － ４ 　 自 館 の 問 題 点 （ 法 区 分 別 ）「 Ｑ ２ ３ － １ 」

今 回 の 調 査 で、 各 位 博 物 館 の 課 題 と し て あ て は ま る か 否 か を 質 問 し た 項 目 は 41 項 目。

A： 経 営 ・ 運 営、B： 組 織 体 制、C： 利 用 者、D： 事 業、E： 事 業、F： 連 携 協 力、G： 施 設 設 備

の ７ 分 類 ご と の 各 項 目 に「す ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」「あ ま り あ て は ま ら な い」「ま っ

た く あ て は ま ら な い」 の 選 択 肢 か ら 回 答 を 求 め た。 前 回 平 成 25 年 の 調 査 の 質 問 と 共 通 す る 項

目 が 34 項 目 あ る。

一 方、今 回 の 調 査 で は、昨 今 の 博 物 館 を 取 り 巻 く 状 況 か ら、７ 項 目 を 新 た に 追 加 し て 質 問 し た。

登録
（N=632）

相当
（N=268）

類似
（N=1,414）

1
外国人向けの対応が

不十分
外国人向けの対応が

不十分
ミュージアムショッ
プ等の充実が不十分

87.2 81.3 84.9 

2
財政面の厳しい状況 職員不足 外国人向けの対応が

不十分

83.1 78.0 83.8 

3
ICT を利用した

新展示方法の未導入
ICT を利用した

新展示方法の未導入
ICT を利用した新展
示方法の未導入調査
研究活動が不十分

82.0 78.0 80.5 

4
収蔵スペースが不足

施設が手狭 財政面の厳しい状況 財政面の厳しい状況

80.7 76.5 77.7 

5
職員不足

ウェブサイト等を
使った資料情報公開

が不十分

ウェブサイト等を
使った資料情報公開

が不十分

79.4 75.0 77.6 

6
施設設備の老朽化 必要な資料整理が

進まない 施設設備の老朽化

79.3 72.0 74.4 

7

ウェブサイト等を
使った資料情報公開

が不十分
収蔵スペースが不足 入館者の確保が

不十分

76.4 71.7 70.4 

8
必要な資料整理が

進まない 施設設備の老朽化 収蔵スペースが不足

76.4 70.1 68.3 

9
調査研究活動が

不十分
入館者の確保が

不十分 職員不足

75.9 67.5 69.5 

10
入館者の確保が

不十分
新たな資料
入手が困難

必要な資料整理が
進まない

75.7 65.3 68.1 

館
種

順
位
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各 博 物 館 が 課 題 と し て あ げ た 最 も 多 い 項 目 は 「 外 国 人 向 け の 対 応 が 不 十 分 」 で、 全 体 の

84.5％ に の ぼ る。 館 種 別 で は 10 の 館 種 の 内 ７ 館 種 で 第 １ 位 に な り、 そ の 中 で 最 も 多 か っ た 郷

土 博 物 館 は 9 割 以 上 に 上 っ た。 １ 位 に は な ら な か っ た 動 物 園、 水 族 館、 植 物 園 で も ３ 位 以 内 に

入 っ た。 急 増 す る イ ン バ ウ ン ド を は じ め と す る 訪 日 外 国 人、 国 内 に 増 え つ つ あ る 外 国 人 居 住 者

も 含 め、 外 国 人 に い か に 博 物 館 を 利 用 し て も ら え る か が、 博 物 館 全 体 の 重 要 な 課 題 と し て 捉 え

ら れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た。 ま た、「ICT を 利 用 し た 展 示 導 入 が で き て い な い 」 は、 前

回 に 続 き ８ 割 を 超 え る 博 物 館 が 課 題 と し て あ げ た。 ま た、「ウ ェ ブ サ イ ト 等 で の 資 料 情 報 の 公

開 」「 資 料 や 目 録 の デ ジ タ ル 化 」 が と も に ７ 割 を 超 え た 館 が 課 題 と し て お り、ICT の 活 用 や 情

報 の デ ジ タ ル 化 が 進 ん で い な い 実 態 が 見 て 取 れ る。

一 方、 従 来 の 調 査 で も 常 に 課 題 の 上 位 に 位 置 づ け ら れ て き た、「財 政 面 の 厳 し さ」「設 備 施 設

の 老 朽 化」 と い っ た 項 目 に つ い て も、 相 変 わ ら ず 多 く の 博 物 館 が 課 題 と し て 掲 げ て お り、 動 物

園 と 植 物 園 で は 「財 政 面 の 厳 し さ」 が、水 族 館 で は 「設 備 施 設 の 老 朽 化」 が 1 位 と な っ て い る。

「 職 員 不 足 」 も 前 回 調 査 か ら 2.1％ 増 加 し た ほ か、 新 た に 設 定 し た 「 収 蔵 ス ペ ー ス 不 足 」 は

72.1％ の 館 が 課 題 と し て あ げ た。 ま た、「調 査 研 究 が 進 ま な い」「必 要 な 資 料 整 理 が 進 ま な い」

も 全 体 の ７ 割 以 上 の 館 で 課 題 と さ れ た。

今 回 の 調 査 の 結 果 か ら、 外 国 人 へ の 対 応、ICT の 導 入、 資 料 情 報 の デ ジ タ ル 化 や ウ ェ ブ 上 で

の 活 用 等、 今 日 的 な 新 た な 課 題 と と も に、 設 備 施 設 の 老 朽 化、 収 蔵 ス ペ ー ス 不 足 等 の ハ ー ド 面

だ け で な く、調 査 研 究 や 資 料 整 理 が 進 ま な い と い う、博 物 館 の 基 本 機 能 に 関 す る 重 要 な 課 題 が、

長 期 に わ た り 解 決 さ れ る こ と な く 恒 常 化 し て い る こ と が 読 み 取 れ る。

こ う し た 課 題 の 解 決 が 進 ま な い 原 因 と し て、 財 政 面 の 厳 し さ や 職 員 不 足 と い っ た 経 営 資 源 の

確 保 と い う 博 物 館 の 経 営 的 課 題 の 解 決 が 進 ん で い な い 実 態 が 窺 え る。

課 題 に つ い て の 調 査 結 果 を 館 種 別 に 概 観 す る と、 全 体 の 傾 向 は 各 館 種 に 共 通 す る 傾 向 が 見 ら

れ る 一 方 で、 総 合 博 物 館 の 「資 料 整 理 が 進 ま な い」（２ 位 ・82.5％） が 他 の 館 種 に 比 べ て 高 く、

「入 館 者 数 の 確 保」 が 最 も 高 位 だ っ た の は 美 術 館 の ４ 位 （76.1％） だ っ た が、同 項 目 が ９ 位 だ っ

た 郷 土 博 物 館 の 同 項 目 を 課 題 と し た 割 合 は 79.8％ と 美 術 館 よ り 高 率 で、 郷 土 博 物 館 が、 運 営 全

体 に つ い て 深 刻 な 課 題 感 を 抱 い て い る 状 況 が 見 て 取 れ る。 ち な み に 第 10 位 の ％ を 見 る と、 郷

土 （78.7％） を は じ め と し、 総 合 （77.6％）、 歴 史 （71.6％） の ３ 館 種 が ７ 割 を 超 え、 こ れ ら の

館 種 に 属 す る 多 く の 館 が 多 く の 課 題 を 抱 え る 状 況 が 反 映 さ れ て い る と 思 わ れ る。

合 わ せ て、 課 題 の 項 目 分 布 を 設 置 者 別 に 概 観 す る と、 国 立 の 課 題 の １ 位 が 「職 員 不 足」 と 前

回 と 同 様 で、 市 立 で は、 前 回 ６ 位 だ っ た 「施 設 設 備 の 老 朽 化」 が １ 位 と な っ た。 町 村、 公 益 法

人、 会 社 個 人 で は 「ICT を 利 用 し た 展 示 導 入 が で き て い な い」 が 前 回 同 様 高 位 を 占 め る が、 国

立 （４ 位 か ら ８ 位）、 都 道 府 県 立 （２ 位 か ら ５ 位）、 市 立 （２ 位 か ら ４ 位） と 順 位 を 下 げ た。 し

か し、 課 題 と し て 掲 げ た 割 合 は ほ ぼ 同 じ で あ り、 改 善 が 進 ん だ と い う よ り、 他 の 課 題 へ の 重 要

度 が 増 し た 結 果 と も 見 え る。

同 様 に 法 区 分 で 比 べ て み る と、類 似 で １ 位 の 「ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ の 充 実 不 足」 は、登 録、

相 当 で は 10 位 ま で の 課 題 に 入 っ て い な い。
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一 方、 課 題 と し て あ げ た 比 率 が 50％ 以 下 だ っ た 項 目 を み る と、「 館 の 特 色 が 出 せ な い 」「 地

域 課 題 に 応 え ら れ な い」「教 育 普 及 活 動 が 不 十 分」「学 校 教 育 と の 連 携 が 不 十 分」等 の 項 目 と な っ

て い る。 こ の 傾 向 は 前 回 調 査 の 時 点 か ら も 見 ら れ、 厳 し い 運 営 環 境 の 中 に あ り な が ら、 各 博 物

館 が、 そ れ ぞ れ の 館 の 特 色 を 理 解 し、 地 域 や 利 用 者 と の 連 携 に つ い て、 持 て る 力 の 中 で 工 夫 し

な が ら 取 組 ん で い る 状 況 が 汲 み 取 れ る。

（２） 博 物 館 界 の 課 題

「国 や 自 治 体 の 博 物 館 振 興 策 が 不 十 分」「市 民、 国 民 が 博 物 館 を 支 援 す る 体 制 が 不 備」 が ７ 割

を 超 え る。「博 物 館 の 国 際 化 の 進 展 が 不 十 分」「博 物 館 以 外 と の 連 携 ・ 協 力 が 不 十 分」 が ６ 割 を

超 え る。 博 物 館 法 や 登 録 制 度 の 改 善 ・ 充 実 が 課 題 と し て 意 識 さ れ て い る。

表 ３ － ２ １ － ５ 　 博 物 館 界 の 問 題 点 「 Ｑ ２ ３ － ２ 」

項目
すごくあてはまる　
とまああてはまる　

の合計（％）
前回調査からの

増減（％）

ｉ）国や地方公共団体の博物館振興策が十分ではない。 72.7 -0.8

ｋ）市民、国民が博物館を支援する体制ができていない。 70.9 -0.6

ｈ）日本の博物館の国際化が進んでいない。 60.0 0.3

ｇ）日本の博物館界と博物館界以外の連携・協力が十分ではない。 64.5 -1.7

ｅ）職員の能力開発が十分ではない。 62.1 2.3

ａ）日本の博物館の国の指針・政策の方向性が明確に示されていない。
  * 前回の設問：日本の博物館の将来像が明確になっていない。 60.0 -4.4

ｂ）博物館法等の法令が博物館の実情にあっていない。 59.0 3.6

ｃ）博物館登録制度が博物館の実情にあっていない。 57.8 -0.7

ｆ）日本の博物館界における相互の連携・協力が十分ではない。 56.3 -1.7

ｊ）博物館関係の各種協会・団体の活動が十分ではない。 54.0 -2.9

ｄ）学芸員養成制度に問題がある。 52.6 -3.2
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表 ３ － ２ １ － ６ 　 博 物 館 界 の 問 題 点 （ 館 種 別 ）「 Ｑ ２ ３ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

総合 
（N=129）

郷土 
（N=248）

美術 
（N=497）

歴史 
（N=1,108）

自然史 
（N=101）

理工 
（N=102）

動物園 
（N=41）

水族館 
（N=44）

植物園 
（N=34）

動水植 
（N=10）

1

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

市民・国民
が博物館を
支援する体
制がない

市民・国民
が博物館を
支援する体
制がない

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

市民・国民
が博物館を
支援する体
制がない

83.8 82.2 77.1 71.6 73.3 68.6 80.5 65.9 52.9 70.0 

2

市民・国民
が博物館を
支援する体
制がない

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

国際化が進
んでいない

国の指針・
政策の方向
性が不明確

国際化が進
んでいない

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

82.2 74.6 73.9 67.4 73.3 69.6 73.1 61.3 50.0 70.0 

3
国際化が進
んでいない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

博物館外と
の連携・協
力が不十分

国際化が進
んでいない

職員の能力
開発が
不十分

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

国際化が進
んでいない

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

75.2 66.1 66.8 64.8 66.3 65.7 68.3 56.9 47.1 70.0 

4

国の指針・
政策の方向
性が不明確

職員の能力
開発が
不十分

国際化が進
んでいない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

国際化が進
んでいない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

市民・国民
が博物館を
支援する

体制がない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

国や自治体の
博物館振興策

が不十分

74.4 65.3 65.0 64.1 62.4 65.7 68.3 56.8 44.2 60.0 

5

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

国の指針・
政策の方向
性が不明確

職員の能力
開発が
不十分

職員の能力
開発が
不十分

国の指針・
政策の方向
性が不明確

国の指針・
政策の方向
性が不明確

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

国の指針・
政策の方向
性が不明確

国の指針・
政策の方向
性が不明確

72.9 64.9 63 61.7 61.4 59.8 65.9 52.3 44.1 80

6

博物館外と
の連携・協
力が不十分

国際化が進
んでいない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

国の指針・
政策の方向
性が不明確

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

国の指針・
政策の方向
性が不明確

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

72.1 64.5 61.0 58.0 59.4 57.9 65.8 52.2 41.2 50.0 

7

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

国の指針・
政策の方向
性が不明確

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館外と
の連携・協
力が不十分

職員の能力
開発が
不十分

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

国際化が進
んでいない

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

71.3 60.0 58.8 57.3 56.5 57.8 61.0 52.2 35.3 50.0 

8

学芸員養成
制度に

問題がある

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

職員の能力
開発が
不十分

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

職員の能力
開発が
不十分

68.2 57.4 57.8 57.1 56.4 54.0 58.5 51.0 38.3 50.0 

9

職員の能力
開発が
不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

学芸員養成
制度に問題

がある

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

博物館法等
法令が実態
に合ってい

ない

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

博物館登録
制度が実情
に合ってい

ない

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

国際化が進
んでいない

68.2 57.3 56.6 56.7 56.4 51.9 53.7 50.0 32.4 30.0 

10

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

博物館界に
おける相互
連携・協力
が不十分

学芸員養成
制度に

問題がある

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

職員の研修
が不十分

職員の能力
開発が
不十分

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

64.3 55.3 56.0 54.2 53.5 47.1 51.2 50.0 32.3 30.0 

11

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

学芸員養成
制度に

問題がある

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

学芸員養成
制度に

問題がある

学芸員養成
制度に

問題がある

博物館関係
の各協会・
団体の活動
が不十分

学芸員養成
制度に

問題がある

学芸員養成
制度に

問題がある

学芸員養成
制度に

問題がある

学芸員養成
制度に

問題がある

59.7 52.8 54.7 51.3 51.4 46.1 41.4 43.1 26.5 20.0 

館
種

順
位
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表 ３ － ２ １ － ７ 　 博 物 館 界 の 問 題 点 （ 設 置 者 別 ）「 Ｑ ２ ３ － ２ 」　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ％ ）

国立
（N=63）

都道府県立
（N=343）

市立
（N=1,003）

町村立
（N=312）

公益法人
（N=425）

会社個人等
（N=168）

1

市民・国民が
博物館を支援する

体制がない
国や自治体の博物館

振興策が不十分
国や自治体の博物館

振興策が不十分
国や自治体の博物館

振興策が不十分
国や自治体の博物館

振興策が不十分
市民・国民が

博物館を支援する
体制がない

71.4 76.4 77.6 70.8 64.7 63.7 

2
国や自治体の博物館

振興策が不十分
市民・国民が

博物館を支援する
体制がない

市民・国民が
博物館を支援する

体制がない

市民・国民が
博物館を支援する

体制がない

市民・国民が
博物館を支援する

体制がない
国や自治体の博物館

振興策が不十分

69.9 73.5 74.9 68.6 63.8 61.9 

3
国際化が

進んでいない
国際化が

進んでいない
国際化が

進んでいない
職員の能力開発が

不十分
国際化が

進んでいない
博物館外との連携・

協力が不十分

65.1 72.0 68.7 60.9 59.0 58.4 

4
博物館外との連携・

協力が不十分
博物館外との連携・

協力が不十分
博物館外との連携・

協力が不十分
国の指針・政策の
方向性が不明確

職員の能力開発が
不十分

国の指針・政策の
方向性が不明確

65.0 69.3 67.7 60.6 56.7 54.2 

5
職員の能力開発が

不十分
博物館法等法令が

実態に合っていない
職員の能力開発が

不十分
国際化が

進んでいない
国の指針・政策の
方向性が不明確

物館界における相互
連携・協力が不十分

65.0 63.2 66.8 58.1 54.1 53.0 

6
博物館法等法令が

実態に合っていない
国の指針・政策の
方向性が不明確

博物館法等法令が
実態に合っていない

博物館外との連携・
協力が不十分

博物館法等法令が
実態に合っていない

博物館法等法令が
実態に合っていない

58.8 63.0 62.4 58.0 53.6 51.3 

7
博物館登録制度が

実情に合っていない
職員の能力開発が

不十分
国の指針・政策の
方向性が不明確

博物館法等法令が
実態に合っていない

博物館登録制度が
実情に合っていない

博物館登録制度が
実情に合っていない

58.7 62.4 62.5 55.5 51.8 50.6 

8
国の指針・政策の
方向性が不明確

博物館登録制度が
実情に合っていない

博物館登録制度が
実情に合っていない

物館界における相互
連携・協力が不十分

物館界における相互
連携・協力が不十分

職員の能力開発が
不十分

57.1 62.4 61.3 54.2 51.5 48.3 

9
学芸員養成制度に

問題がある
物館界における相互
連携・協力が不十分

物館界における相互
連携・協力が不十分

博物館登録制度が
実情に合っていない

博物館外との連携・
協力が不十分

博物館関係の
各協会・団体の活動

が不十分

55.5 57.7 59.5 53.5 51.4 47.6 

10

博物館界における
相互連携・協力が

不十分

博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分
学芸員養成制度に

問題がある
博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分

博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分
国際化が

進んでいない

52.4 55.7 59.3 51.3 49.4 45.4 

11

博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分
学芸員養成制度に

問題がある
博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分
学芸員養成制度に

問題がある
学芸員養成制度に

問題がある
学芸員養成制度に

問題がある

49.2 54.8 57.7 49.4 47.8 42.8 

館
種

順
位
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表 ３ － ２ １ － ８ 　 博 物 館 界 の 問 題 点 （ 法 区 分 別 ）「 Ｑ ２ ３ － ２ 」
館
種

順
位

登録
（N=632）

相当
（N=268）

類似
（N=1,414）

1
国や自治体の博物館

振興策が不十分
市民・国民が

博物館を支援する
体制がない

国や自治体の博物館
振興策が不十分

79.9 77.6 68.8 

2
国際化が

進んでいない
国や自治体の博物館

振興策が不十分
市民・国民が

博物館を支援する体
制がない

73.4 76.8 67.2 

3
博物館外との連携・

協力が不十分
国際化が

進んでいない
博物館外との連携・

協力が不十分

69.8 66.8 61.9 

4
職員の能力開発が

不十分
博物館外との連携・

協力が不十分
国際化が

進んでいない

68.5 66.1 60.8 

5
博物館法等法令が

実態に合っていない
博物館法等法令が

実態に合っていない
職員の能力開発が

不十分

64.1 63.8 59.1 

6
国の指針・政策の
方向性が不明確

国の指針・政策の
方向性が不明確

国の指針・政策の
方向性が不明確

63.6 62.3 57.9 

7
学芸員養成制度に

問題がある
職員の能力開発が

不十分
博物館登録制度が

実情に合っていない

59.8 61.9 57.3 

8
物館界における相互
連携・協力が不十分

博物館登録制度が
実情に合っていない

博物館法等法令が
実態に合っていない

58.7 60.8 55.8 

9

博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分

博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分

物館界における相互
連携・協力が

不十分

58.3 55.6 55.8 

10

市民・国民が
博物館を支援する

体制がない
学芸員養成制度に

問題がある
博物館関係の各協
会・団体の活動が

不十分

57.7 53.8 51.8 

11
博物館登録制度が

実情に合っていない
物館界における相互
連携・協力が不十分

学芸員養成制度に
問題がある

57.4 53.7 49.1 



―　206　―

博 物 館 界 全 体 の 課 題 に つ い て は、 １ 位 「国 や 自 治 体 の 振 興 策 が 不 十 分」、 ２ 位 「市 民、 国 民

が 博 物 館 を 支 え る 体 制 が 不 備」 は、 前 回 調 査 と 同 じ 順 序 で あ る と と も に 両 項 目 と も ７ 割 を 超 え

る 結 果 だ っ た。 現 場 の 博 物 館 の 意 識 と し て、 自 ら の 博 物 館 運 営 に 関 す る 最 大 の 課 題 が、 国 や 自

治 体 の 博 物 館 振 興 策 が 不 十 分 で あ る と 感 じ ら れ て い る 状 態 が、 長 年 に わ た り 続 い て い る こ と が

示 さ れ た 結 果 と な っ て お り、 改 善 が な さ れ て い な い 実 態 が 見 て 取 れ る。 一 方、 ２ 位 の、 市 民 や

国 民 が 博 物 館 を 支 え る 体 制 づ く り は、 博 物 館 の 現 場 が、 地 域 の 状 況 や ニ ー ズ を 理 解 し、 市 民 に

支 持 さ れ る 努 力 に よ っ て 培 わ れ る も の で も あ り、 現 場 の 努 力 も 問 わ れ る 課 題 と 言 え る。

ま た、 職 員 の 能 力 開 発 に つ い て は、 １ 位 の 「国 や 自 治 体 の 振 興 策」 と の 関 連 が 深 く、 現 場 の

職 員 の 適 正 な 配 置 や、 研 修 参 加 等 に よ る 人 材 育 成 は、 そ れ を 支 え る 支 援 策 が 整 備 さ れ な く て は

課 題 解 決 が 難 し い こ と が 見 て 取 れ る。

ま た、 博 物 館 法 等 の 法 令 や、 博 物 館 の 登 録 制 度、 学 芸 員 養 成 制 度 の 課 題 に つ い て は、 法 令 と

登 録 制 度 に つ い て は、 前 回 同 様 ６ 割 弱 の 博 物 館 が 課 題 と し て 意 識 し て い る 一 方 で、 学 芸 員 制 度

に つ い て は、52.6％ と、 前 回 よ り 3.2％ 減 少 し た。

博 物 館 法 の 見 直 し や 博 物 館 の 登 録 制 度 等 の 見 直 し に つ い て は、 博 物 館 に 対 す る 振 興 策 や 職 員

の 能 力 開 発、 人 材 育 成 等 と の 関 連 の 下 で 課 題 解 決 に 向 け た 検 討 が 必 要 で あ る こ と が 窺 え る。

館 種 や 設 置 者、 法 区 分 か ら 見 て も、 大 き な 傾 向 は 共 通 し て い る。 学 芸 員 制 度 に 対 す る 課 題 意

識 は、 全 て の 区 分 に お い て 総 体 的 に 低 く、 特 に 自 然 史、 理 工、 動 物 園、 水 族 館、 植 物 園、 動 植

物 園 で は 50％ に 届 か ず、 植 物 園 と 動 植 物 園 で は 20％ 台 に 留 ま っ て お り、 現 場 に お け る 学 芸 員

の 位 置 付 け に 対 す る 課 題 の 解 決 と、 大 学 に お け る 学 芸 員 養 成 の あ り 方 に は 館 種 に よ っ て 課 題 と

す る 視 点 が 多 様 で あ り、 今 後 も 引 き 続 き の 検 討 が 必 要 と さ れ て い る と 思 わ れ る。
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〈来 館 者 サ ー ビ ス〉

５. 開 館 状 況 濱 田 浄 人

６. 入 館 者 濱 田 浄 人

７. 入 館 料 下 湯 直 樹

８. バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル 対 応 状 況 柳 沢 秀 行

９. シ ョ ッ プ ・ レ ス ト ラ ン 高 尾 戸 美

10. 観 光 ・ イ ン バ ウ ン ド ・ キ ャ ッ シ ュ レ ス 対 応 桝 渕 彰 太 郎

〈事 業〉

11. 館 の 特 性 山 西 良 平

12. 資 料 等 の 収 集 保 管 金 山 喜 昭

 瀬 谷 　 愛

13. 調 査 研 究 佐 久 間 大 輔

14. 展 示 青 木 加 苗

 髙 尾 戸 美

15. 教 育 普 及 活 動 青 木 加 苗

〈情 報 発 信〉

16. 広 報 ・ 情 報 公 開 高 橋 宏 之

〈連 携〉

17. ボ ラ ン テ ィ ア 柳 沢 秀 行

18. 友 の 会 佐 久 間 大 輔

19. 連 携 ・ 協 力 佐 々 木 秀 彦

〈危 機 管 理〉

20. コ ン プ ラ イ ア ン ス、 危 機 管 理、

　 　 　 　 　 　 　 情 報 の 保 護 ・ 管 理 佐 々 木 亨

〈課 題〉

21. 博 物 館 や 博 物 館 界 の 抱 え る 課 題 半 田 昌 之
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第 4 章　館種別分析

1．総合博物館

佐 々 木 亨 （北 海 道 大 学 大 学 院 文 学 研 究 院 教 授）

総 合 博 物 館 は、今 回 の 総 合 調 査（N=2,314）で 129 館 が 該 当 し た。開 館 年 お よ び 設 置 者 の 内 訳 は、

以 下 の 通 り で あ る。

開 館 年 で は、 戦 後 の 高 度 経 済 成 長 期 の 1970 年 代 か ら バ ブ ル 経 済 が 終 焉 し た 1990 年 代 ま で

が 全 体 の ６ 割 弱 を 占 め て い る。 ま た、2000 年 代 に な っ て も 建 設 が 続 い て い た こ と や、 近 年 は

減 少 傾 向 に あ る こ と も わ か る。

図４－１－１　総合博物館の開館年

一 方、 設 置 者 別 で は 公 立 館 が 70％ を 占 め て い る。 全 体 で 最 も 多 い の が 「（政 令 指 定 都 市 で は

な い） そ の 他 の 市、東 京 都 特 別 区」42％、次 い で 「都 道 府 県」 が 19％、「国 立」 が 11％ と な っ

て い る。 全 体 （N=2,314） で は、 そ れ ぞ れ 43％、9.8％、3％ で あ り、「都 道 府 県」 や 「国 立」 と

い っ た 大 き な 規 模 の 設 置 者 が 占 め る 割 合 が 高 い こ と が わ か る。

図４－１－２　総合博物館の設置者
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以 下 で は、平 成 27（2015）年 に 出 さ れ た「ユ ネ ス コ の ミ ュ ー ジ ア ム 勧 告」、お よ び 令 和 元（2019）

年 ９ 月 に 京 都 で 開 催 さ れ た ICOM で の 「 ミ ュ ー ジ ア ム 新 定 義 の 提 案 」 に お い て 語 ら れ て い る、

博 物 館 は 社 会 包 摂 や 社 会 的 課 題 解 決 に 貢 献 す る 場 で あ る こ と に 着 目 し、「都 道 府 県」 や 「国 立」

と い っ た 設 置 者 が 占 め る 割 合 が 高 い 「総 合 博 物 館」 に お い て、 そ れ ら に 関 連 す る 項 目 が ど の よ

う な 現 状 と な っ て い る か を 中 心 に 分 析 し て い く。

（１）収蔵品の目録整備と電子化

博 物 館 は 社 会 包 摂 や 社 会 的 課 題 解 決 に 貢 献 す る 場 と し て 期 待 さ れ て い る。 こ う し た 新 た な 役

割 は、 収 蔵 品 の 公 開 活 用 と い っ た 博 物 館 活 動 の 基 礎 の う え に 成 り 立 つ も の で あ る。 ユ ネ ス コ の

勧 告 で も、 国 際 基 準 に 基 づ く 収 蔵 品 目 録 の 作 成 が、 ミ ュ ー ジ ア ム に と っ て の 優 先 事 項 と な る よ

う、 適 切 な 対 策 を 講 じ る べ き で あ る と し て い る。 

総 合 博 物 館 は、 資 料 目 録 等 の 作 成 ・ 公 開 の 状 況 で は、 全 体 の 平 均 を 上 回 る 取 り 組 み を し て い

る。 他 の 館 種 と 比 べ て 取 組 の 割 合 は 高 い。

図４－１－３　収蔵品の目録整備と電子化の割合（複数回答）
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（２）バリアフリー、ユニバーサル対応

過 去 ５ 年 間 の 状 況 を 踏 ま え た 利 用 の 増 減 の 傾 向 を 見 る と （Q10 － ５）、「障 が い 者 の 利 用」「高

齢 者 の 利 用」「乳 幼 児 連 れ の 家 族 の 利 用」「外 国 人 の 利 用」 の す べ て に お い て、「増 え る 傾 向 に

あ る」 と 回 答 し た 館 の 割 合 が、 全 体 の 平 均 よ り 高 い。 と り わ け、「高 齢 者 の 利 用」「乳 幼 児 連 れ

の 家 族 の 利 用」 に お け る 増 加 が 顕 著 で あ る。

図４－１－４　バリアフリー、ユニバーサル対応の割合（複数回答）

一 方、 各 項 目 に 関 す る 具 体 的 な 対 応 を 見 る と （Q10 － 1 ～ 4）、 概 ね 全 体 の ％ よ り も 高 い 対

応 割 合 を 示 し て い る が、 外 国 人 へ の 対 応 に お け る 「外 国 語 の 解 説 シ ー ト の 掲 示 ・ 配 布」「外 国

語 で 応 対 で き る 案 内 ス タ ッ フ の 配 置」 で は、 全 体 の 平 均 並 み の 対 応 状 況 で あ っ た。

（３）ボランティア・友の会

総 合 博 物 館 に お け る 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 の 活 動 内 容 （Q17 － 1 － 2） と し て、 特 徴 的 な 点 は、

半 数 以 上 の 館 が 回 答 し て い る 活 動 と し て、「学 芸 業 務 の 補 助 （展 示 の 作 業、 資 料 の 整 理 な ど）」

57.9％ と 「博 物 館 付 帯 活 動 （イ ベ ン ト の 運 営、「友 の 会」 の 業 務、広 報 活 動 な ど）」54.4％ と な っ

て い る こ と で あ る。 特 に、 前 者 は 全 体 平 均 で 32.3％ で あ り、 極 め て 高 い 割 合 を 示 し て い る。

ま た、「そ の 他」 の 割 合 も 21.1％ と 他 の 館 種 と 比 べ 最 も 高 い。 そ の 内 容 を 見 る と、「小 中 学 校

で の 訪 問 授 業 で 講 師」「保 存 環 境 調 査」「バ リ ア フ リ ー 資 料 の 作 成」 が 挙 が っ て お り、「学 芸 業

務 の 補 助」 の 領 域 を 超 え た 活 動 内 容 に ま で 及 ん で い る こ と が わ か る。

し か し 一 方 で、「ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 業 務 を 担 当 す る 職 員 を 配 置 し て い る」 割 合 は、 全 体

の 63.0％ に 比 べ て 10 ポ イ ン ト 以 上 低 い 52.6％ で あ り、 課 題 も あ る よ う に 思 わ れ る。
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「友 の 会」 に つ い て は、 総 合 博 物 館 の 29.5％ （全 体 で は 22.0％） が 持 っ て お り、 そ の 類 型 が

「会 員 が 館 を 利 活 用 し て、 自 主 的 に 学 習 活 動 を 進 め る た め の 組 織」 と の 回 答 が 最 も 多 く 52.6％

を 占 め て い る （全 体 で は 25.7％）。 ま た、 運 営 主 体 で は 「「友 の 会」 会 員 よ り も 館 が 主 体 に な っ

て 運 営 に あ た っ て い る」が 52.6％ と 半 数 を 占 め る も の の、「館 よ り も「友 の 会」会 員 が 主 体 に な っ

て 運 営 に あ た っ て い る」が 39.5％ も あ り、こ の 設 問 に お け る 他 の 館 種（全 体 25.3％）よ り 際 だ っ

て、 総 合 博 物 館 割 合 が 高 い。

（４）連携・協力

総 合 博 物 館 に お い て、 部 外 と の 連 携 ・ 協 力 を 行 っ て い る 館 は 81.4％ で あ り、 ど の 館 種 よ り も

高 く、 ま た 全 体 平 均 の 61.5％ よ り、20 ポ イ ン ト ほ ど 高 い こ と が わ か る （Q19 － １）。 そ の 内 容

と し て は、 表 か ら わ か る よ う に、 ど の 項 目 に 関 し て も 全 体 平 均 よ り 高 く な っ て い る。 特 に、 全

体 の 平 均 と 同 様 に 「 資 料 の 貸 借 」「 展 覧 会 の 共 同 開 催 」「 共 同 で 行 う 広 報 」「 イ ベ ン ト の 共 催 」

に お い て 高 く、 特 別 展 開 催 に 係 る 連 携 ・ 協 力 は 多 い こ と が わ か る。

し か し、人 的 交 流 に 関 す る 連 携・協 力 で あ る「館 同 士 の 共 同 研 究」「学 芸 系 職 員 の 派 遣・受 入 れ」

「職 員 の 合 同 研 修」「大 規 模 災 害 時 の 救 援 等 の 相 互 協 力」 が、全 体 平 均 と 比 較 す る と 高 い も の の、

大 規 模 自 治 体 が 設 置 者 で あ る 割 合 が 高 い 総 合 博 物 館 と し て、 地 域 の 他 館 を と り ま と め、 リ ー ド

す る 立 場 に あ る と す る と、 現 状 の 割 合 は 課 題 が あ る と 考 え る。

図４－１－５　連携・協力の割合（複数回答）
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一 方 で、 博 物 館 の 連 携 組 織 へ の 加 入 状 況 を 見 る と、「都 道 府 県 の 博 物 館 協 会 ・ 協 議 会」「そ の

他 の 地 域 的 な 博 物 館 の ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 加 入 割 合 が、 全 体 平 均 よ り も 10 ポ イ ン ト 以 上 高 く、

か つ ど の 館 種 よ り も こ の 割 合 が 高 い。 そ の た め、 地 域 の 他 館 を と り ま と め、 リ ー ド で き る 可 能

性 を 大 い に 秘 め て い る と 言 え る。

図４－１－６　連携組織への加入状況（複数回答）
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（５）地域での活動

過 去 ５ 年 く ら い の 間 に、 地 域 に お い て ま た は 地 域 に 対 し て ど の よ う な 活 動 を し て い る か と い

う 設 問 （Q20 － ２） で は、 図 の よ う な 回 答 と な っ た。

総 合 博 物 館 は、 自 治 体 や 地 域 住 民 と の 協 力 す る こ と は こ れ ま で 積 極 的 に 行 っ て き た。 そ の 一

方 で、企 業 や 業 者 と の 協 力 は、観 光 協 会 や 旅 行 業 者 と の 連 携・協 力 を 除 く と、30％ 程 度 に 留 ま っ

て い る。 ま た、 町 の 活 性 化 や 町 づ く り と い う 文 脈 で は、 総 合 博 物 館 は 全 体 の 平 均 よ り も 割 合 が

低 く、50％ に 届 い て い な い。

図４－１－７　地域での活動の割合（複数回答）

（６）まとめ

社 会 包 摂 や 社 会 的 課 題 解 決 に 貢 献 す る 場 の 前 提 と な る 収 蔵 品 の 公 開 活 用 に つ い て は、 総 合 博

物 館 は、 他 の 館 種 に 比 べ る と 取 り 組 む 割 合 は 高 い。 だ が 相 対 的 な も の で あ り、 充 分 と は い え な

い。 今 後 は、 都 道 府 県 や 指 定 都 市 の 博 物 館 で、 取 組 の 割 合 を 高 め る こ と が 課 題 で あ る。

博 物 館 に お け る 社 会 包 摂 と い う 視 点 か ら 総 合 博 物 館 を み る と、 バ リ ア フ リ ー、 ユ ニ バ ー サ ル

対 応 と い う 点 で は、「都 道 府 県」 や 「国 立」 と い っ た 設 置 者 が 占 め る 割 合 が 高 い た め か、 お お

む ね 達 成 さ れ て い る と 言 え る。 ま た、 友 の 会 の 類 型 が 「会 員 が 館 を 利 活 用 し て、 自 主 的 に 学 習

活 動 を 進 め る た め の 組 織」 が 半 数 を 占 め、 な お か つ 運 営 主 体 で も 「館 よ り も 「友 の 会」 会 員 が

主 体 に な っ て 運 営 に あ た っ て い る」 が 第 ２ 位 で 39.5％ も あ る こ と か ら、 博 物 館 と 利 用 者・市 民

と の 両 立 し た 関 係 性 が 表 れ て い る。 併 せ て、 ボ ラ ン テ ィ ア に 関 し て も、「学 芸 業 務 の 補 助」 の

領 域 を 超 え た 活 動 内 容 に ま で 及 ん で お り、主 体 性 が 求 め て い る こ と が わ か る。 以 上 の こ と か ら、

社 会 包 摂 が 進 ん で お り、 ま た そ れ を 育 て る 環 境 や 場 づ く り も あ る 程 度 進 ん で い る と 言 え る。

一 方、 社 会 的 課 題 解 決 に 貢 献 す る 場 と い う 視 点 に つ い て は、 以 下 の よ う に ま と め る こ と が で
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き る。 つ ま り、 特 別 展 な ど の 具 体 的 な 事 業 で は、 連 携 ・ 協 力 が 多 く 行 わ れ て い る が、 人 的 交 流

に 関 す る 連 携 ・ 協 力 で は、 大 規 模 自 治 体 が 設 置 者 で あ る 割 合 が 高 い 総 合 博 物 館 と し て 現 状 で は

不 十 分 で あ る。 ま た、 総 合 博 物 館 は こ れ ま で、 他 の 博 物 館、 自 治 体 や 地 域 住 民 と の 協 力 は 積 極

的 に 行 っ て き た が、 企 業 や 業 者 と の 協 力 は、 観 光 協 会 や 旅 行 業 者 と の 連 携 ・ 協 力 を 除 く と 活 発

で は な か っ た。 そ の た め、 例 え ば、 社 会 的 課 題 解 決 へ の 貢 献 に 直 結 す る、「町 の 活 性 化 や 町 づ

く り を 目 的 に、 行 政 や 市 民 の 団 体 に 協 力 し て 事 業 を 行 う」 と い う 文 脈 で は、 総 合 博 物 館 は 全 体

の 平 均 よ り も 実 施 し て い る 割 合 が 低 い の が 現 状 で あ る。 こ れ は、 今 後 の 大 き な 取 組 課 題 の 一 つ

と 言 え る。 そ れ と と も に、 町 の 活 性 化 だ け で な く、 福 祉 や 医 療、 企 業 の コ ン テ ン ツ 開 発 を 目 的

と し た 事 業 へ の 協 力 な ど も 視 野 に 入 れ、 社 会 的 課 題 解 決 に 貢 献 す る 場 と し て の 博 物 館 の あ り 方

を 検 討 す べ き と 考 え る。

博 物 館 の 今 日 的 な 取 組 を 進 め る た め に、 総 合 博 物 館 の 可 能 性 と 課 題 を み て き た。 総 合 博 物 館

は、 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 の 施 設 を 中 心 に 地 域 の 博 物 館 の 中 核 （ハ ブ） と し て 潜 在 力 を 有 す る。

現 に こ う し た 施 設 は、 都 道 府 県 の 博 物 館 協 会 等 の 事 務 局 を 引 き 受 け る な ど、 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク

の 拠 点 の 役 割 を 果 た し て い る。

今 後、 収 蔵 品 の デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 化 の 推 進 や 社 会 包 摂 や 社 会 的 課 題 解 決 の 取 組 を 個 々 の 博

物 館 が 進 め る た め に、 地 域 の 中 核 館 に よ る 支 援 体 制 を 強 化 す る こ と が 効 果 的 で は な い だ ろ う

か。 総 合 博 物 館 は 取 り 扱 う 分 野 が 広 い の で、 さ ま ざ ま な 施 設 と 連 携 し や す い。 連 携 の た め に つ

な が る 「の り 代」 を も っ て い る。 す で に 文 化 庁 に よ る ク ラ ス タ ー 形 成 事 業 な ど 地 域 で 中 核 館 を

立 て て 実 施 す る 事 業 も あ る。 今 後 は こ う し た 枠 組 み を さ ら に 充 実 さ せ た い。 中 核 館 が ハ ブ 機 能

を 発 揮 す る た め に 何 よ り も 必 要 な の は 人 的 な 措 置 だ。 補 助 事 業 は 人 的 措 置 に つ な が る 仕 組 み に

す る こ と が 欠 か せ な い だ ろ う。
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２．郷土・歴史博物館

金 山 喜 昭 （法 政 大 学 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 学 部 教 授）

はじめに

今 回 の 「博 物 館 総 合 調 査」（「総 合 調 査」 と 略 す） 中、「博 物 館 の 特 性 （力 を 入 れ て い る 活 動）」

の 設 問 に 対 す る 回 答 は、「展 示 活 動」 が 最 も 多 く、 次 い で 「教 育 普 及 活 動」 と な っ て お り、「収

集 保 存 活 動 」 は 「 調 査 研 究 活 動 」 と 並 ん で ３ 番 目 で あ っ た （「 総 合 調 査 」 ２ － １ 参 照 ）。 こ う

し た 様 相 は、 平 成 16（2004） 年 ・ 平 成 20（2008） 年 ・ 平 成 25（2013） 年 な ど の 「総 合 調 査」

で も 知 ら れ て き た。

博 物 館 は、 人 文 や 自 然 に 関 す る 資 料 を 収 集 し、 そ れ ら を 整 理 ・ 保 管 し、 調 究 研 究 し た 成 果 を

展 示 や 教 育 普 及 す る こ と を 目 的 に す る。 資 料 の 収 集 活 動 は、 館 の 性 格 や 目 的 に そ っ た 収 集 方 針

（コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー） に 基 づ い て 行 わ れ、 整 理 作 業 を 経 て、 保 存、 管 理 し、 い つ で も 活 用

で き る 状 態 で 永 続 的 に 保 管 さ れ る。 収 集 や 整 理 保 管 の 活 動 が 機 能 し な け れ ば、 資 料 の 資 料 的 価

値 を 活 か す こ と が で き ず、 調 査 研 究 や 展 示、 教 育 普 及 活 動 は 成 り 立 つ も の で は な い。

そ の よ う な 観 点 か ら み る と、「総 合 調 査」 の 結 果 に 若 干、 違 和 感 を 覚 え る。 収 集 ・ 整 理 保 管

と い う 博 物 館 の 基 本 的 な 機 能 が、 は た し て 博 物 館 に 共 通 し て 担 保 さ れ て い る の だ ろ う か、 と い

う 疑 問 で あ る。 本 稿 は、「郷 土」「歴 史」 博 物 館 を 事 例 に 資 料 の 収 集、 整 理 保 管、 活 用 の 状 況 に

つ い て、 今 回 の 「総 合 調 査」 の 調 査 項 目 や 結 果 を も と に、 そ の 現 状 や 課 題 を 検 討 す る。

な お、 本 稿 で は、 資 料 の 収 集、 整 理 保 管、 活 用 を 一 連 の プ ロ セ ス と 捉 え て、 コ レ ク シ ョ ン 管

理 と 呼 ぶ こ と に す る。

（１）分析対象について

本 稿 で 取 り 扱 う 「郷 土」「歴 史」 博 物 館 の 基 本 情 報 は、 次 の と お り で あ る。

（分 析 件 数）

「郷 土」：248 件 （館）、「歴 史」：1,108 件 （館）

（設 置 者）

「郷 土」：国 立 ２ 件 （0.8％）、県 立 ９ 件 （3.6％）、市 立 148 件 （59.7％）、町 村 立 83 件 （33.5％）、

公 益 法 人 ３ 件 （1.2％）、 会 社、 個 人 等 ３ 件 （1.2％）。

「歴 史」：国 立 22 件（2.0％）、県 立 139 件（12.5％）、市 立 528 件（47.7％）、町 村 立 155 件（14.0％）、

公 益 法 人 196 件 （17.7％）、 会 社、 個 人 等 68 件 （6.1％）。

（定 義）

「郷 土」 は、 郷 土 博 物 館、 郷 土 館、 郷 土 資 料 館 な ど 「郷 土」 が 名 称 に 付 く と こ ろ が 多 い。 資

料 は 人 文 系 （考 古、歴 史、民 俗 資 料） が 中 心 だ が、自 然 系 資 料 も 一 部 所 蔵 す る。 設 置 者 は 市 立、

町 村 立 が 大 多 数 を 占 め る。

「 歴 史 」 は、 歴 史 民 俗 資 料 館、 資 料 館、 史 料 館、 記 念 館、 文 学 館、（ 歴 史 ） 博 物 館、（ 民 俗 ）

博 物 館 な ど。 資 料 は 人 文 系 （考 古、 歴 史、 民 俗、 人 物 史 関 係 資 料 等） を 所 蔵 す る。 設 置 者 は 市

立 が 半 数 を 占 め、 県 立、 町 村 立 の ほ か に 公 益 財 団 等 で あ る。

「郷 土」 と 「歴 史」 は、 共 に 人 文 系 資 料 を 扱 う が、「郷 土」 は 名 称 に 「郷 土」 が つ け ら れ て い
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る こ と と、 設 置 者 の 大 多 数 （93.2％） が 市 町 村 立 で あ る こ と を も っ て 凡 そ 区 別 さ れ る。

（指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 状 況）

全 体（調 査 に 回 答 の あ っ た 公 立 館 1,654 館）の 導 入 率 が 平 均 28.2％ で あ る の に 対 し て、「郷 土」

は 12.1％ と 低 く、「歴 史」24.8％ は 平 均 に 近 い。

（２）現状

ま ず は ① 収 集、 ② 整 理 保 管、 ③ 活 用 に つ い て、「総 合 調 査」 の 結 果 か ら 明 ら か に な っ た こ と

を 整 理 す る。

① 収 集

資 料 収 集 は、 博 物 館 の 使 命 や 目 的、 性 格 等 に 応 じ て、 そ の 内 容 が 決 め ら れ る。 コ レ ク シ ョ ン

ポ リ シ ー を 明 文 化 す る 行 為 は、館 と し て の 統 一 し た 方 針 を 内 外 に 示 す こ と で あ る。「コ レ ク シ ョ

ン ポ リ シ ー （資 料 の 収 集、 登 録 ・ 管 理、 保 存 等 に 関 す る 方 針） の 明 文 化」（Q11 － １ 参 照） に

つ い て は、 全 体 （調 査 に 回 答 の あ っ た 全 て の 館 園 ：2314 館） の 平 均 は 25.8％ で あ る。 表 ４ －

２ － １ に 示 す よ う に、「郷 土」 と 「歴 史」 は、 い ず れ も 平 均 を 下 回 っ て い る。 ま た、 館 の 独 自

の 目 的 ・ 使 命 を 設 定 し て い る （ミ ッ シ ョ ン の 設 定） 館 と 比 較 す る と、 両 者 の 相 関 係 数 は 0.850

と 極 め て 強 い 相 関 で あ る こ と か ら、 ミ ッ シ ョ ン と コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 設 定 と は 相 互 に 関 係

し て い る 可 能 性 が あ る。

表４－２－１　館種別にみた「コレクションポリシーを明文化している」と「独自の目的・使命を

設定している」の割合

収 集 の 購 入 予 算 の 状 況 は ど う で あ ろ う か。 図 ４ － ２ － １ は、 平 成 16（2004） 年 か ら 令 和 元

（2019） 年 ま で の 15 年 間 に お け る 博 物 館 全 体 の 購 入 予 算 額 の 内、 予 算 が 全 く つ か な い ０ 円 の

館 の 割 合 の 推 移 を 示 し た も の で あ る。 全 体 的 に 予 算 が 全 く つ か な い 割 合 が 高 く 推 移 し て お り、

令 和 元 （2019） 年 に は 57.2% に 急 増 し て い る。

館 種 別 に み る と、「郷 土」 は 71.8％ と 最 も 高 く、 計 画 的 な 資 料 収 集 が ほ と ん ど で き な い 状 況

と な っ て い る。「歴 史」 は 61.4％ と ほ ぼ 平 均 で あ る。 購 入 予 算 の な い 状 態 が 大 勢 を 占 め、 博 物

館 が 資 料 収 集 を 主 体 的 に 行 う こ と が 困 難 に な っ て い る こ と が 分 か る （Q11 － ６ 参 照）。

館種
N=

上段：件数　　
下段：％

コレクションポリシー
を明文化している

独自の目的・使命を設
定している

総合 129 50 88
100 38.8 68.2

郷土 248 44 74
100 17.7 29.8

美術 497 197 284
100 39.6 57.1

歴史 1108 260 504
100 23.5 45.5

自然史 101 18 48
100 17.8 47.5
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図４－２－１　資料購入費が０円（全くない）全館園の推移（平均値）（2004 年 N：2030 件、2008 年 N：

2257 件、2013 年 N：2258 件、2019 年 N：2314 件）

資 料 交 換 に つ い て は、国 内 の 他 の 博 物 館 と 連 携・協 力 し て い る 1,424 館 中、「郷 土」（対 象 138 館）

は 6.5％、「 歴 史 」（ 対 象 639 館 ） は 6.9％ と い う よ う に 僅 か に 確 認 さ れ た。 動 物 園 や 水 族 館 が

７ 割 に の ぼ る の と は 対 照 的 で あ る（Q19 － １ － ２b 参 照）。「郷 土」や「歴 史」が 取 り 扱 う 資 料 は、

文 化 ・ 歴 史 的 な 価 値 が 付 与 さ れ る 人 工 物 で あ り、 生 物 資 料 の よ う に 交 換 に 馴 染 む も の で は な い

が、 そ の 詳 細 は 不 明 で あ る。

資 料 収 集 に は、 そ の ほ か に も 寄 贈 や 寄 託、 採 集、 発 掘 な ど が あ る が、 い ず れ に し て も 新 た な

資 料 を 入 手 し に く く な っ て お り、 資 料 収 集 は 深 刻 な 事 態 と な っ て い る。 表 ４ － ２ － ２ に 示 す よ

う に、「郷 土」「歴 史」 は 「総 合」 に 次 い で 高 く な っ て い る。 そ の こ と を 収 蔵 ス ペ ー ス と 比 べ て

み る と、 す べ て の 館 種 で 収 蔵 ス ペ ー ス の 不 足 の 数 値 が 上 回 っ て い る。 両 者 の 相 関 係 数 は 0.968

と 極 め て 強 い 相 関 で あ る こ と か ら、 収 蔵 ス ペ ー ス の 不 足 に よ り 新 た な 資 料 を 入 手 し に く く な っ

て い る 可 能 性 が 高 い。

表４－２－２　館種別にみた「新たな資料が入手しにくくなっている」と「収蔵スペースが不足し

ている」の割合

館種
N= 

上段：件数
下段：％

新たな資料が入手しに
くくなっている

収蔵スペースが
不足している

総合 129 90 107
100 69.8 82.9

郷土 248 163 198
100 65.7 79.8

美術 497 314 353
100 63.2 71.0

歴史 1108 704 811
100 63.6 73.2

自然史 101 60 64
100 59.4 63.4
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②整理保管

資 料 の 登 録 ・ 管 理 を 明 文 化 す る こ と は、 資 料 の 保 管 管 理 が 恣 意 的 に な る こ と を 予 防 し、 定 型

化 や 標 準 化 を は か る た め に 必 要 な こ と で あ る。 資 料 の 登 録・管 理 を 明 文 化 し て い る 館 の 状 況 は、

全 体 の 平 均 は 24.9％ で あ る が、「郷 土」 は 19％、「歴 史」 は 25％ と な っ て い る （Q11 － ２ 参 照）。

表 ４ － ２ － ３ に 示 す よ う に コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 有 す る 館 と ほ ぼ 同 じ 傾 向 を 呈 す る。 両 者 の

相 関 係 数 は 0.797 と 強 い 相 関 で あ る こ と か ら、コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 明 文 化 と、資 料 の 登 録・

管 理 に 関 わ る 手 順 の 明 文 化 と は 相 互 に 関 連 性 が あ る と 思 わ れ る。

表４－２－３　館種別にみた「資料の登録管理を明文化している」と「コレクションポリシーを明

文化している」の割合

資 料 整 理 に つ い て は、 必 要 な 資 料 の 整 理 が 進 ん で い な い 状 況 と な っ て い る。 実 際 に、 資 料 台

帳 に 所 蔵 資 料 が 記 載 さ れ て い る 割 合 を み る と、 資 料 台 帳 に 「ほ と ん ど す べ て」 記 載 さ れ る と こ

ろ は、 全 体 の 平 均 44.8％、「郷 土」40.3％、「歴 史」43％ （Q11 － ９ 参 照） に と ど ま り、 い ず れ

も ５ 割 以 上 の 館 で 資 料 台 帳 の 作 成 が 未 完 了 に な っ て い る。 そ の う ち、 資 料 台 帳 そ の も の が 未 作

成 と な っ て い る の は 全 体 の 15.3％ も あ り、「郷 土」13.7％、「歴 史」14.6％ と い う よ う に、 所 蔵

資 料 の 記 録 化 そ の も の が 行 わ れ て い な い こ と も 分 か っ た （Q11 － ９ 参 照）。

電 子 メ デ ィ ア に デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た 資 料 台 帳 は、 全 体 の ５ 割 ほ ど で 行 わ れ て お り、「郷 土」

「歴 史」 で も 同 じ 傾 向 で あ る。 デ ー タ ベ ー ス 化 さ れ た 資 料 台 帳 を 使 用 す る 館 で は、「ほ と ん ど す

べ て」 の 資 料 が 収 録 さ れ て い る 割 合 は、全 館 の 平 均 48.4％、「郷 土」43.4％、「歴 史」43.7％ と な っ

て い る。

収 蔵 品 の 資 料 目 録 の 作 成 は、全 体 の 平 均 56.9％ に 比 べ て、「郷 土」52.4％、「歴 史」58.2％ と な っ

て い る （Q11 － 11 － a 参 照）。 収 蔵 品 目 録 は、 全 て の 所 蔵 品 を リ ス ト 化 し た も の で あ り、 学 芸

業 務 の 資 料 管 理 や 調 査 研 究 の ほ か、 対 外 的 に は 所 蔵 資 料 を 公 開 す る 手 段 で あ る。 し か し、 お よ

そ ４ ～ ５ 割 の 館 で は 資 料 目 録 が 不 備 と な っ て い る。

次 に、 資 料 の 収 蔵 状 態 を み る こ と に す る。 図 ４ － ２ － ２ は、 収 蔵 庫 の 使 用 状 況 が 「９ 割 以 上

（ほ ぼ、 満 杯 の 状 態）」「収 蔵 庫 に 入 り き ら な い 資 料 が あ る」 を 合 わ せ た 「満 杯 状 態」 の 比 率 を

館 種 別 に 経 年 変 化 で 示 し た も の で あ る。「総 合」は、「満 杯 状 態」の 割 合 が 最 も 高 く 推 移 し て い る。

次 い で 「郷 土」「美 術」「歴 史」 の 順 で あ る が、「郷 土」「歴 史」 は、「美 術」 と と も に、2013 年

よ り も 「満 杯 状 態」 は さ ら に 深 刻 な 問 題 に な っ て い る こ と が 分 か る （Q11 － ７ 参 照）。

館種
合計

上段：件数
下段：％

資料の登録管理を明文
化している

コレクションポリシー
を明文化している

総合 129 58 50
100 45.0 38.8

郷土 248 47 44
100 19.0 17.7

美術 497 139 197
100 28.0 39.6

歴史 1108 277 260
100 25.0 23.5

自然史 101 21 18
100 20.8 17.8
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図４－２－２　館種別にみた収蔵庫の「満杯状態」の推移（平均値）

外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 館 は、 全 体 の 平 均 27.2％ で あ る が、 な か で も 「 郷 土 」41.1％、

「 歴 史 」29.4％ と い う よ う に 高 く な っ て い る （Q11 － ８ 参 照 ）。 そ の 平 均 面 積 は 1,062㎡ で あ る

が、「郷 土」 は 512㎡、「歴 史」 は 1,252㎡ と な っ て い る （Q11 － ８ － １ 参 照）。 外 部 に 収 蔵 場 所

を 「設 け て い な い」 館 で も、全 体 の 平 均 31.9％ の 館 が 必 要 と し て お り、「郷 土」43.9％、「歴 史」

34.4％ と い う よ う に、「郷 土」 や 「歴 史」 は 平 均 を 上 回 っ て お り 外 部 収 蔵 場 所 の 需 要 が 高 く な っ

て い る （Q11 － ８ － ２ 参 照）。 特 に 「郷 土」 は、 現 状 の 外 部 収 蔵 場 所 で は 所 蔵 資 料 を 保 管 し に

く い 状 態 が 慢 性 化 し て お り、 収 蔵 ス ペ ー ス 不 足 の 状 況 は さ ら に 悪 化 し て い る よ う に 思 わ れ る。

ま た、 収 蔵 庫 の 温 湿 度 環 境 が 全 く 設 置 さ れ て い な い と こ ろ が、 全 体 の 平 均 27.9％ で あ り、 中

で も 「郷 土」 は 最 も 高 く 45.6％、「歴 史」30.1％ と な っ て い る。「美 術」 の 12.9％ と は 対 照 的 な

数 値 と な っ て い る （Q ５ － ４ － b 参 照）。 収 蔵 庫 の 環 境 は、 収 蔵 資 料 の 種 類 に よ っ て 一 概 に は

規 定 で き な い に し て も、 ５ 割 近 く の 「郷 土」 の 所 蔵 資 料 は 適 切 な 保 管 環 境 を 欠 い て い る。

資 料 の 修 復 状 況 に つ い て は、「資 料 の 修 復 が 充 分 に で き て い な い」 と い う 質 問 に つ い て、「す

ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」を 合 わ せ る と、全 体 の 63.4％ が そ の よ う に 答 え て い る。「郷

土」は 73.8％、「歴 史」は 67.1％（Q23 － E － b 参 照）と い う よ う に、資 料 の 修 復 が 進 ん で い な い。

修 復 は、 資 料 の 劣 化 を 抑 え、 良 好 な 状 態 で 資 料 を 維 持 す る た め に 行 う も の で あ る。 修 復 は 収 蔵

資 料 を 後 世 に 残 す た め に 不 可 欠 な 作 業 で あ る に も か か わ ら ず、「郷 土」 や 「歴 史」 を 含 む 多 く

の 館 で 修 復 が 思 う よ う に な さ れ て い な い こ と が 分 か る。

資 料 の 保 管 状 態 に 関 す る 総 体 的 な 評 価 を 知 る た め、「資 料 が 良 好 な 状 態 で 保 存 す る こ と が 難

し く な っ て い る」 と い う 設 問 を み る と、「す ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」 を 合 わ せ る と

全 体 の 57％ が そ の よ う に 答 え て い る。「 郷 土 」 は 75.8％ と 最 も 高 い （Q23 － E － f 参 照 ）。 こ

の 数 値 は、 収 蔵 ス ペ ー ス が 不 足 し て い る こ と や、 資 料 の 保 存 環 境 が 良 く な い、 資 料 修 復 が し に

く く な っ て い る こ と な ど を 反 映 し た も の と 思 わ れ る。
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③活用

収 蔵 資 料 は、 調 査 研 究 や 展 示 を は じ め、 利 用 者 に も 活 用 さ れ る も の で あ る が、 そ の 対 象 と な

る 資 料 は 必 ず し も 一 様 で は な い。 今 回 の 「総 合 調 査」 で は、 実 物 資 料 の 外 部 へ の 貸 し 出 し や 画

像 情 報 な ど の 活 用 状 況 を 調 査 し た。

ま ず、 学 校 と の 連 携 や 学 校 教 育 （ 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 ） と の 関 係 に お い て、2018 年 度 に 資 料

や 図 書 を 貸 し 出 し た と こ ろ は、 全 体 の 平 均 25.2％ な の に 比 べ て、「郷 土」 は 33.5％ と 平 均 を 上

回 る （Q14 － ４ － i 参 照）。 こ の こ と は、 学 芸 員 が 学 校 に 出 向 き 児 童 や 生 徒 に 指 導 す る こ と や、

学 校 に 所 蔵 資 料 を 貸 し 出 す な ど 博 学 連 携 を 反 映 し た も の と 思 わ れ る。

国 内 の 他 の 博 物 館 と 連 携 協 力 を し て い る と こ ろ で は、 他 館 と の 間 で 資 料 の 貸 借 を し た と こ ろ

（ 過 去 ５ 年 間 ） は 全 体 の 平 均 89.6％、「 郷 土 」92.8％、「 歴 史 」91.5％ と な っ て い る （Q19 － １

－ ２ － a 参 照）。 展 覧 会 な ど の た め に 館 同 士 が 資 料 を 貸 借 す る こ と に よ り、 必 要 と な る 資 料 を

相 互 に 補 完 す る こ と が 行 わ れ て い る。

利 用 者 が 展 示 や 資 料 に 関 す る 情 報 の 収 集 や 問 い 合 わ せ を す る た め の 検 索 用 コ ン ピ ュ ー タ 端 末

の 設 置 状 況 は、 全 体 の 平 均 10.8％、「 郷 土 」6.5％、「 歴 史 」 は 12.1％ と い う よ う に 未 着 手 の と

こ ろ が 多 く、 ほ と ん ど 行 わ れ て い な い こ と が 分 か る （Q14 － ３ － c 参 照）。

館 の ホ ー ム ペ ー ジ を 使 っ た 目 録 情 報 の 公 開 は、 全 体 の 平 均 12 ％、「 郷 土 」5.2 ％、「 歴 史 」

10.4％ （Q11 － 11 － b 参 照）。 外 部 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム へ の 目 録 情 報 の 提 供 は、 全 体 の 平

均 8.1％、「郷 土」2.8％、「歴 史」6.3％ と な っ て い る （Q11 － 11 － c 参 照）。

館 内 の 端 末 や 館 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 使 っ た 資 料 の 画 像 情 報 の 公 開 は、全 体 の 平 均 24.8％、「郷

土」15.7％、「歴 史」22.8％ と な っ て い る （Q11 － 11 － d 参 照）。

そ れ ら 電 子 媒 体 の 情 報 に よ る 資 料 の 公 開 や 提 供 に 関 し て 総 体 的 な 評 価 を 知 る た め に、「ウ エ ッ

ブ サ イ ト 等 を 使 っ た 資 料 の 情 報 公 開 が 十 分 に で き て い な い 」 と い う 設 問 に つ い て、「 す ご く

あ て は ま る 」「 ま あ あ て は ま る 」 を 合 わ せ る と、 全 体 の 77.5％ が そ う 答 え て い る。「 郷 土 」 は

86.7％、「歴 史」 は 79％ に の ぼ る。 ウ エ ッ ブ サ イ ト 等 の 電 子 媒 体 に よ る 資 料 の 活 用 が 進 ん で い

な い こ と が わ か る （Q23 － E － e 参 照）。
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（３）現状分析

以 上、 資 料 の 収 集 ・ 整 理 保 管 や 活 用 と い う コ レ ク シ ョ ン 管 理 は、 総 体 的 に 立 ち 遅 れ て い る こ

と が 分 か る。 表 ４ － ２ － ４ は、 資 料 の 収 集 ・ 整 理 保 管 に 関 し て、 先 述 し た 点 検 項 目 に つ い て 全

体 の 平 均 値 と 「郷 土」、「歴 史」 を 比 較 し、 全 体 の 平 均 値 を 基 準 に、 そ れ を 上 回 れ ば 〇、 下 回 れ

ば × で 示 し た 一 覧 で あ る（註：設 問 に 応 じ て 数 値 の 低 い ほ う が 正 で あ る 場 合 も あ る）。す る と、「郷

土」 と 「歴 史」 は 共 に 全 体 の 平 均 を 下 回 っ て お り、 さ ら に 「郷 土」 の 方 が 低 く な っ て い る こ と

が 分 か る。

表４－２－４　「郷土」「歴史」博物館の収集、整理、保管、活用に関する点検の一覧

調 査 し た 全 体 の 平 均 を み て も、 コ レ ク シ ョ ン 管 理 は 好 ま し い 状 況 と は い え な い。 一 部 の 高 い

能 力 を 有 す る 館 を 除 き、 総 体 的 に み れ ば、 コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 現 状 は 極 め て 脆 弱 で あ り、 博 物

館 の 根 幹 を 揺 る が し か ね な い 危 機 的 な 状 況 だ と い え る。

収 蔵 庫 の 「満 杯 状 態」 の 問 題 に つ い て は、 そ も そ も 建 物 の 設 計 段 階 で、 多 く の 館 は 収 蔵 庫 の

ス ペ ー ス が 限 ら れ て い た と い う 事 情 が あ る。 今 回 の 調 査 か ら 建 物 床 面 積、 展 示 面 積、 収 蔵 保 存

部 屋 面 積 の そ れ ぞ れ の 全 体 平 均（Q ５ － １ 参 照）か ら 動 植 物 園、水 族 館 を 除 い た 館（「総 合」「郷

土 」「 美 術 」「 歴 史 」「 自 然 史 」「 理 工 」） を み る と、2,954.87㎡ （2,053 館 ）、1,704.47㎡ （1,984

館）、546.3㎡ （1,851 館） と い う よ う に、 建 物 床 面 積 に 占 め る 収 蔵 保 存 部 屋 面 積 は 18％、 展 示

面 積 は 58％ で あ る。こ こ か ら は、一 般 の 利 用 者 が 利 用 す る 展 示 室 を 広 く と り、収 蔵 庫 な ど の バ ッ

ク ヤ ー ド の 面 積 を 抑 え よ う と す る 設 置 者 側 の 意 向 を 窺 う こ と が で き る。 ま た、 収 集 計 画 な ど を

曖 昧 に し た ま ま 建 物 の 設 計 し て い る と こ ろ も 多 く、 開 館 当 時 は 収 蔵 品 が 少 な く、 収 蔵 庫 に 空 き

が あ っ て も、 収 集 活 動 を 続 け て い く と、 い つ の 間 に か 「満 杯 状 態」 に な っ て し ま っ た と こ ろ も

多 い と 思 わ れ る。

そ う し た 状 況 を 改 善 す る た め の 取 り 組 み と し て、 外 部 に 収 蔵 場 所 を 設 け る 対 策 が と ら れ て い

る。 筆 者 の 調 査 に よ れ ば、 そ れ ら の 大 部 分 は、 学 校 の 空 き 教 室 や 旧 体 育 館、 廃 校 校 舎、 専 用 の

項目
全体の
平均

（％）

「郷土」
の平均
（％）

「歴史」
の平均
（％）

評価

郷土 歴史

収
集

コレクションポリシーを明文化 25.8 17.4 23.5 × ×
収集の購入予算の状況 ( 予算ゼロ） 60.5 71.8 61.4 × ×
新たな資料が入手しにくい 62.7 65.7 63.6 × ×

整
理

資料の登録・管理を明文化 24.9 19 25 × 〇
資料台帳に所蔵資料が「ほとんどすべて」記載される 44.8 40.3 43 × ×
収蔵品の資料目録の作成 56.9 52.4 58.2 × 〇
電子メディアにデータベース化された資料台帳 51 52 49.2 〇 ×
収蔵庫の温湿度環境が全く設置されていない 27.9 45.6 30.1 × ×
資料の修復が充分にできていない 63.4 73.8 67.1 × ×

保
管

資料の収蔵状態が「満杯状態」 57.2 66.1 58 × ×
資料が良好な状態で保存することが難しくなっている 57 75.8 59.1 × ×
収蔵スペースが不足 72.1 79.8 73.2 × ×

活
用

学校に資料や図書を貸し出す 25.2 33.5 23.2 × ×
他の博物館と資料の貸借をする 89.6 92.8 91.5 〇 〇
検索用コンピュータ端末を設置する 10.8 6.5 12.1 × 〇
館のホームページを使った目録情報の公開 12 5.2 10.4 × ×
外部のデータベースシステムへの目録情報の提供 8.1 2.8 6.3 × ×
館内の端末や館のホームページ等を使った資料の画像情報の公開 24.8 15.7 22.8 × ×
ウェブサイト等を使った資料の情報公開が十分にできていない 77.5 86.7 79 × ×
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収 蔵 施 設 で あ る。 表 ４ － ２ － ５ は、全 体 の 館、「郷 土」、「歴 史」 の そ れ ぞ れ の 床 面 積、収 蔵 庫 面 積、

外 部 収 蔵 場 所 の 平 均 を 示 し た も の で あ る。 こ れ に よ れ ば、 全 体 で は 外 部 収 蔵 場 所 は 本 館 の 収 蔵

庫 の 1.9 倍、「郷 土」 は 1.8 倍、「歴 史」 は 2.2 倍 で あ る。 い ず れ も、外 部 収 蔵 場 所 の 方 が 大 き く、

本 館 の 収 蔵 庫 に 収 ま ら な い 資 料 の 収 蔵 先 に な っ て い る こ と が 理 解 で き る。

表４－２－５　収蔵庫と外部収蔵場所の面積比較（平均値）

過 去 の 状 況 （平 成 20（2008） 年 調 査） と 比 較 し て み る と、 こ う し た コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 脆

弱 性 は、 以 前 か ら 生 じ て い る 問 題 で あ り、 経 年 的 に 深 刻 の 度 合 い が 増 し て い る。 そ し て、 問 題

を 改 善 す る 動 き は、 こ れ ま で ほ と ん ど み ら れ な い。 そ れ で は な ぜ、 こ う し た 問 題 が 見 過 ご さ れ

て き た の だ ろ う か。

ま ず は、 設 置 者 の 自 治 体 の 財 政 事 情 が あ げ ら れ る。 政 府 の 行 財 政 改 革 に よ り 自 治 体 で も 予 算

や 人 員 の 削 減 が 長 年 に わ た り 行 わ れ て い る。 殊 に、「郷 土」 の よ う に 設 置 者 の 多 く が 小 規 模 自

治 体 で は 元 々 の 予 算 額 は 限 ら れ て お り 影 響 は 大 き な も の が あ る。

次 に、 冒 頭 に 述 べ た よ う に 展 覧 会 や 教 育 普 及 を 優 先 さ せ る と、 予 算 や マ ン パ ワ ー な ど の 資 源

が そ ち ら に と ら れ て し ま い、 コ レ ク シ ョ ン 管 理 に 人 手 が 回 ら な く な っ て い る こ と も 一 因 と な っ

て い る。 指 定 管 理 者 制 度 が 博 物 館 に 導 入 さ れ て、 利 用 者 サ ー ビ ス が 強 く 求 め ら れ る よ う に な る

と、 開 館 日 を 増 や し た り 開 館 時 間 を 延 長 す る な ど の ほ か、 展 覧 会 の 回 数 が 増 や さ れ て 集 客 性 を

高 め る よ う に な っ た。 そ う し た 影 響 は 直 営 館 に も 及 ん で い る。

平 成 10（1998） 年 に 中 央 教 育 審 議 会 の 答 申 を 受 け て、 平 成 14（2002） 年 度 か ら 全 国 の 小 中

学 校 な ど の 教 育 課 程 に 導 入 さ れ た “ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ” に 伴 い、 博 物 館 の 教 育 資 源 を 学 校 教

育 に 生 か す 「博 学 連 携」 が 提 唱 さ れ る よ う に な り、 学 芸 員 に よ る 展 示 解 説 や 出 張 授 業 な ど が 積

極 的 に 行 わ れ る よ う に な っ た と い う 事 情 も 見 過 ご す こ と は で き な い。

さ ら に、平 成 の 市 町 村 合 併 と 博 物 館 の 統 廃 合 に よ る 影 響 も 考 え ら れ る。合 併 前 の 市 町 村 に あ っ

た も の を 受 け 入 れ た と こ ろ で は、 大 量 の 資 料 を 追 加 す る こ と に な り、 そ れ ら を 再 整 理 す る こ と

も 課 題 と な っ て い る。

コ レ ク シ ョ ン 管 理 は、 博 物 館 の 裏 方 の 機 能 で あ る こ と か ら、 展 示 や 教 育 普 及 活 動 の よ う に 外

部 の 眼 に 晒 さ れ る こ と が な い た め に、 そ の こ と が 問 題 視 さ れ る こ と が 少 な く、 問 題 を 認 識 し て

い て も、 結 果 的 に 先 送 り さ れ て き た と い え る。

（４）結論

「郷 土」「歴 史」 博 物 館 に 顕 在 的 に み ら れ る コ レ ク シ ョ ン 管 理 上 の 問 題 は、 図 ４ － ２ － ３ に 示

す よ う に、 収 集、 整 理、 保 管、 活 用 が 循 環 せ ず に 機 能 不 全 と な り、 負 の 連 鎖 に 陥 っ て い る こ と

で あ る。

つ ま り、 収 集 に あ た り、 コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 不 備 や 購 入 予 算 が つ か な い こ と は、 主 体 的

に 資 料 を 収 集 す る こ と を 困 難 に さ せ て い る。 資 料 整 理 は、 未 整 理 な 資 料 が 残 さ れ た ま ま、 必 要

床面積（㎡）（館数） 収蔵庫面積（㎡）（館数） 外部収蔵場所面積（㎡）（館数）
全体 3,372.2（2,167） 567.6（1,946） 1,062（561）
郷土 1,541.4（237） 288.8（212） 512.1（92）
歴史 2,240.4（921） 571.1（836） 1,252.3（291）
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な 資 料 の 整 理 が 進 ん で お ら ず、 資 料 台 帳 へ の 登 録 や 資 料 目 録 の 作 成 も 進 ん で い な い。 ま た、 資

料 の 登 録 ・ 管 理 が 明 文 化 さ れ て い な い た め、 受 入 れ や 所 有 権 の 帰 属、 貸 借 に 関 す る 規 則 や 手 続

き に 関 す る 書 類 の 不 備 な ど も 懸 念 さ れ る。 資 料 の 保 管 は、 収 蔵 庫 が 「満 杯 状 態」 に な っ て い る

た め、 新 た に 資 料 を 収 集 す る こ と が 困 難 に な っ て い る。 外 部 に 収 蔵 場 所 を 確 保 し て い る と こ ろ

で も、 改 善 は ほ と ん ど 見 込 め な い 状 況 で あ る。 収 蔵 庫 の 保 存 環 境 は 適 切 さ を 欠 き、 資 料 の 修 復

も 進 ん で い な い。 資 料 の 活 用 に つ い て は、 外 部 へ の 貸 し 出 し や、 他 の 博 物 館 と の 貸 借 は 行 わ れ

て い る が、 所 蔵 資 料 の 台 帳 登 録 や 目 録 作 成 な ど が 未 整 備 と な っ て い る た め に、 活 用 さ れ る 資 料

は 限 定 さ れ て い る。 そ の こ と は ウ ェ ブ サ イ ト 等 の 電 子 媒 体 に よ る 資 料 の 活 用 が 進 ん で い な い こ

と に も 影 響 を 与 え て い る と 思 わ れ る。

図 ４ － ２ － ４ は、こ れ ら 諸 問 題 を 改 善 す る こ と に よ り、各 機 能 が 循 環 す る 様 子 を 示 し て い る。

博 物 館 の コ レ ク シ ョ ン は 公 共 の 財 産 で あ る。 そ れ は、 貴 重 な 文 化 や 自 然 遺 産、 社 会 の 物 的 記

録、 研 究 調 査 の 基 礎、 知 の 生 成 物 で あ る。 コ レ ク シ ョ ン に そ う し た 価 値 を 付 与 さ せ る に は、 適

切 な 手 続 き が 必 要 で あ る。

収 集 し た 資 料 は 全 て 台 帳 に 登 録 し、目 録 を 作 成 す る な ど 整 理 が 行 わ れ る。資 料 の 保 管 に 当 た っ

て は、 収 蔵 ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と に よ り、 収 蔵 庫 の 保 存 環 境 を 適 切 に 維 持 し、 安 全 性、 所 蔵

資 料 の 記 録 を 定 期 的 に 点 検 す る。 必 要 に 応 じ て 資 料 の 修 復 を 施 し て 劣 化 を 防 止 す る こ と に も 配

慮 す る。 こ う し た コ レ ク シ ョ ン 管 理 に よ り、 所 蔵 資 料 の 有 効 な 活 用 が 図 ら れ る と と も に、 永 続

的 に 安 全 に 保 管 す る こ と が 可 能 に な る。 資 料 の 整 理 や 保 管 が 適 切 に さ れ る こ と に よ り、 博 物 館

の 展 示 や 教 育 普 及 が な さ れ、 研 究 者 を は じ め 広 く 人 々 に 活 用 さ れ る。 収 蔵 庫 内 の 資 料 を す ぐ に

見 つ け る こ と が で き る よ う に、 配 架 さ れ て い る 資 料 を 移 動 す る 場 合 は 目 録 情 報 を 更 新 し て 資 料

の 位 置 情 報 を 記 録 す る。 コ レ ク シ ョ ン を 公 共 的 な 財 産 と し て 有 効 に 活 用 す る た め に、 外 部 へ の

貸 し 出 し や、 他 館 と の 貸 借 を 行 う な ど 利 用 の 促 進 も 図 ら れ る。

し か し な が ら、 コ レ ク シ ョ ン 管 理 が 機 能 し な い ま ま 状 況 を 放 置 し 続 け れ ば、 博 物 館 と し て の

存 在 基 盤 を 失 う こ と に な る こ と が 懸 念 さ れ る。

　　　図４－２－３現状のコレクション管理	 　　図４－２－４正常なコレクション管理
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（５）今後の取り組み

日 本 博 物 館 協 会 は、 平 成 24（2012） 年 ７ 月、 全 て の 博 物 館 に 求 め ら れ る 公 共 性 の 在 り 方 を

示 す 「博 物 館 の 原 則」 を 制 定 し た。 そ の ５ 項 に 「博 物 館 は、 体 系 的 に コ レ ク シ ョ ン を 形 成 し、

良 好 な 状 態 で 次 世 代 に 引 き 継 ぐ」 と あ る。 今 回、 明 ら か に な っ た コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 問 題 に つ

い て、 持 続 可 能 な 資 料 の 収 集 ・ 保 管 ・ 活 用 を 実 現 す る た め に、 今 後 ど の よ う に し た ら よ い の だ

ろ う か。

一 つ 目 は、「コ レ ク シ ョ ン 管 理 が 危 機 的 な 状 況 に な っ て い る」 と い う 危 機 意 識 を 持 つ こ と が

大 切 で あ る。 博 物 館 に と ど ま ら ず、 設 置 者 や 国 な ど と も 危 機 感 を 共 有 す る こ と や、 博 物 館 界 に

お い て も 各 種 団 体 が 共 通 認 識 を 持 ち、 問 題 の 解 決 に 取 組 む こ と が 強 く 求 め ら れ る。

二 つ 目 は、 博 物 館 の ミ ッ シ ョ ン や コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー が 未 設 定 の と こ ろ は、 確 認 し 設 定 す

る こ と で あ る。 ミ ッ シ ョ ン は、 博 物 館 運 営 の 基 本 方 針 を 示 す も の で あ る。 博 物 館 の 社 会 的 な 役

割 や 存 在 意 義 を 明 示 す る こ と で あ る。 コ レ ク シ ョ ン に は、価 値 あ る 物 の 集 合 （ア セ ン ブ リ ッ ジ：

assemblage） と い う 意 味 合 い が 込 め ら れ て お り、 そ れ は 個 々 の 博 物 館 が 独 自 に 創 造 す る 資 料 の

体 系 と い っ て よ い。 そ の た め、 コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 明 示 す る こ と は、 博 物 館 が ど の よ う な

物 を 集 め る か と い う こ と、 そ し て 集 め た 物 を 公 共 の 財 産 と し て 人 々 と 共 有 す る こ と を 示 す こ と

に ほ か な ら な い。 先 述 し た よ う に、 今 回 の 分 析 に よ れ ば ミ ッ シ ョ ン と コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の

両 者 は 相 関 性 が 高 い こ と が 分 か る。 そ れ ら を 明 示 す る こ と は、 博 物 館 の 機 関 と し て の 自 覚 と 責

任を社 会に宣 言 することである。そして、ミッションの下に作られる中長 期 計 画に、コレクション

管 理 の 問 題 解 決 を 図 る た め の 計 画 を 位 置 付 け る こ と が 必 要 で あ る。

当 然、 財 政 的 な 負 担 と も 関 わ る こ と で あ る が、 財 政 的 に 厳 し い 状 況 で あ っ て も、 博 物 館 の 根

幹 に 関 わ る コ レ ク シ ョ ン 管 理 を お ざ な り に す る こ と は で き な い と い う 合 意 形 成 を 図 る こ と が 必

要 で あ る。

三 つ 目 は、 コ レ ク シ ョ ン 管 理 の あ り 方 に つ い て、 関 係 者 ば か り で な く、 広 く 人 々 に も 理 解 を

促 す こ と で あ る。 収 集 に あ た っ て は、 法 令 順 守 や 受 け 入 れ、 管 理 上 の 文 書 管 理 な ど の 手 続 き、

コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 整 備 計 画 な ど が あ る。 整 理 保 管 に つ い て は、 所 蔵 資 料 の 再 整 理、 施 設 ・ 設

備 の 整 備、 老 朽 化 対 策、 外 部 収 蔵 場 所 の あ り 方、 防 災 管 理 な ど が あ げ ら れ る。 ま た、 収 蔵 庫 が

一 杯 で 新 た に 資 料 が 収 集 で き な い 事 態 に 対 処 す る た め、 資 料 の 受 け 入 れ や 処 分 な ど の 規 定 を 整

備 す る 必 要 も あ る だ ろ う。 収 蔵 資 料 の 活 用 に つ い て も 重 要 な テ ー マ で あ る。 人 々 に コ レ ク シ ョ

ン の 価 値 の 理 解 を 促 す た め に、 こ れ ま で に も 増 し て 資 料 の 活 用 を 積 極 的 に 図 る こ と で あ る。

四 つ 目 は、 英 国 で は、 地 方 の 博 物 館 で も コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 部 署 や 職 員 が 専 従 し て い る。 そ

れ に 比 べ て、 学 芸 員 が 展 覧 会 や 教 育 普 及 に 多 く の 時 間 を 費 や し て い る 日 本 の 現 状 で は コ レ ク

シ ョ ン 管 理 を 円 滑 化 さ せ る こ と は 困 難 で あ る こ と か ら、 人 的 資 源 の 配 分 や 組 織 体 制 の 見 直 し を

は か る こ と が 求 め ら れ る。
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おわりに

コ レ ク シ ョ ン 管 理 の 問 題 は、「郷 土」「歴 史」 博 物 館 ば か り で な く、 博 物 館 全 般 に 共 通 す る。

館 種 に よ っ て 異 同 は あ る だ ろ う が、 い ず れ に し て も 博 物 館 の 基 本 的 な 機 能 を 確 保 す る た め に、

今 後 と も 他 の 館 種 に つ い て も 検 証 す る こ と が 必 要 で あ る。
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3．公立美術館

青 木 加 苗 （和 歌 山 県 立 近 代 美 術 館 主 査 学 芸 員）

（１）対象

今 回 の 総 合 調 査 で は 2,314 館 か ら の 回 答 が あ っ た う ち、 美 術 館 の 総 数 は 497 館、 つ ま り 全 体

の 21.5％ で あ る。 そ の う ち 国 立、県 立、市 立、町 村 立 を あ わ せ た「公 立」の 美 術 館 は 277 館 あ り、

全 体 の 12％、 美 術 館 の 中 で は 半 数 以 上 の 56％ に 上 っ て い る。 国 立 に つ い て は、 独 立 行 政 法 人

国 立 美 術 館 機 構 内 の 美 術 館 に 加 え て、 独 立 行 政 法 人 国 立 博 物 館 機 構 か ら 東 京 国 立 博 物 館、 奈 良

国 立 博 物 館 が 含 ま れ て い る ほ か、 国 立 大 学 附 属 の 美 術 館 が 該 当 す る。

図４－３－１　美術館の設置者別割合［全体：N=497］

（２）所管

本 来、 各 自 治 体 の 教 育 委 員 会 が 所 管 と な る は ず の 公 立 美 術 館 で あ る が、 例 え ば 観 光 行 政 と の

一 元 的 な 取 り 組 み を 目 的 に、 首 長 部 局 へ と 移 管 す る 自 治 体 が 増 え て き て い る。 前 回 調 査 と 比 べ

る と、 合 計 館 数 に 違 い は あ る も の の、 お よ そ 5％ の 割 合 で 教 育 委 員 会 か ら 首 長 部 局 へ の 移 管 が

行 わ れ て い る。 令 和 元 （2019） 年 6 月 に 「 第 9 次 地 方 分 権 一 括 法 に よ る 社 会 教 育 関 係 法 律 等

の 改 正」 が 行 わ れ た こ と に よ っ て、 正 式 に 公 立 社 会 教 育 施 設 の 所 管 を 教 育 委 員 会 か ら 首 長 部 局

に 移 せ る よ う に な り、 今 後 こ の 傾 向 は 強 ま る と 予 想 で き る。

表４－３－１　公立美術館の所管の状況　前回調査との比較

（３）指定管理

平 成 15（2003） 年 9 月 の 地 方 自 治 法 改 正 に よ り 博 物 館 施 設 に も 適 用 さ れ、 平 成 18（2006）

年 9 月 に 経 過 措 置 が 終 了 し た 指 定 管 理 者 制 度 は、 導 入 か ら 約 15 年 が 経 過 し、 当 初 導 入 し た 館

に と っ て は お よ そ 2 ～ 3 タ ー ム を 終 え た こ と に な る。 そ の メ リ ッ ト、 デ メ リ ッ ト に つ い て は

理 解 さ れ つ つ あ る は ず で、 導 入 傾 向 も 横 ば い と な っ て い る。 な お、 本 調 査 で 回 答 が あ っ た 公 立

教育委員会所管 首長部局所管 教育委員会と首
長部局との共管 無回答

令和元（2019）年度調査
（N=265 館）

館数 150 94 13 8
割合 56.6 35.5 4.9 3.0

平成 25（2013）年度調査
（N=292 館）

館数 177 87 17 11
割合 60.6 29.8 5.8 3.8
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美 術 館 の う ち、 指 定 管 理 期 間 の 最 長 は 10 年 で あ り、 館 の 全 業 務 あ る い は 学 芸 業 務 を 含 め て 指

定 管 理 と し て い る の は、80％ で あ っ た。

表４－３－２　公立美術館における指定管理者制度の導入状況　前回調査との比較

（４）組織
表４－３－３　館長の常勤・非常勤率

本 調 査 全 体 で は 館 長 の 常 勤 率 が 59.5％ だ っ た の に 対 し て、 美 術 館 だ け で は 48.3％ に と ど ま っ

た。 他 の 館 種 が 全 て 半 数 を 超 え る な か、 美 術 館 が 全 体 の 数 値 を 引 き 下 げ て い る。 そ こ で、 公 立

美 術 館 に お け る 館 長 の 割 合 を 確 認 し た が、 わ ず か に 私 立 美 術 館 で 非 常 勤 率 が 高 い も の の、 大 差

は 認 め ら れ な か っ た。 館 長 の 非 常 勤 率 は 美 術 館 全 体 の 問 題 で あ る。

館 長 の 職 歴 が 学 芸 員 で あ る 割 合 は 公 立 美 術 館 で は 23.0％ で あ り、 こ れ は 全 体 の 13.0％ を 大 き

く 上 回 る。 そ の 一 方 で 行 政 職 の 割 合 も 公 立 美 術 館 で は 41.9％ あ り、 全 体 の 37.9％ を 上 回 っ て

い る。 他 館 種 に 比 べ て 二 極 化 が 進 ん で い る こ と が わ か る。

学 芸 系 の 職 員 採 用 に あ た っ て は、 大 卒 以 上 と し て い る の が 46.9％ と 最 も 多 く、 次 い で 学 歴 の

定 め が な い 館 が 24.5％ で あ っ た。 学 芸 系 職 員 の 採 用 自 体 が な い 館 も 18.8％ に 上 る。

学 芸 系 職 員 の 異 動 に つ い て は、「異 動 が な い」 が 41.5％、「他 館 へ の 異 動」 が 26.0％、「関 係

す る 本 庁 等 部 署 へ の 異 動 」 が 15.9％ と 大 半 で あ る が、「 学 芸 に 関 係 の な い 部 署 間 の 異 動 」 も

15.9％ で あ る。 こ れ に つ い て は、「調 査 研 究」 で 検 討 す る。

図４－３－２　公立美術館における学芸系職員採用時の学歴要件［N=277］

導入されて
いる（一部
に導入され
ている場合

を含む）

導入が決
まっている

導入が検討
されている

導入する予
定はない

一度導入さ
れたが、そ
の後、直営
となった

その他 無回答

令和元（2019）
度調査（N=265
館）

館数 92 1 11 152 5 0 4 
割合 34.7 0.4 4.2 57.4 1.9 0.0 2.0 

平成 25（2013）
年度調査

（N=292 館）

館数 94 5 14 161 5 4 9 
割合 32.2 1.7 4.8 55.1 1.7 1.4 3.0 

常勤 非常勤 無回答

公立美術館 N=277 館数 138 131 8
割合 49.8 47.3 2.9

私立美術館 N=220 館数 102 113 5
割合 46.4 51.4 2.3
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表４－３－４　公立美術館における学芸系職員の異動［N=277］

（５）施設・設備

1970 年 代 か ら 90 年 代 に か け て 各 自 治 体 が 美 術 館 を 設 置 し た が、 そ れ 以 降、 大 幅 な 改 修 を 行

え て い な い 館 も 多 い。 実 際、83％ に 上 る 230 の 公 立 美 術 館 が 施 設 全 体 の 老 朽 化 を 問 題 と 感 じ

て い る。 特 に 空 調 ・ 給 排 水 設 備 ・ 電 気 設 備 へ の 対 応 が 急 が れ る 館 が 多 く、 資 料 保 全 に 直 接 影 響

を 及 ぼ す 安 定 し た 空 調 機 能 が 達 成 さ れ て い な い 館 が 少 な く な い。

地 方 に 余 力 が あ っ た 時 代 に 箱 モ ノ と し て 建 て ら れ た 公 立 美 術 館 が、 そ の 箱 モ ノ と し て の 維 持

管 理 す ら 困 難 に な っ て い る 状 況 が 窺 え る。

図４－３－３　公立美術館の施設設備老朽化について［N=277］

図４－３－４　設備老朽化にともなう対応必要性の逼迫度

［「問題になっている」と回答した公立美術館：N=230］

他の館との
間の異動

学芸関係部
署への異動

学芸に関係
のない部署
への異動

学校との間
の異動

上記 1 ～ 4
以外の異動

学芸系職員の
異動はない

学芸系職員
はいない 無回答

館数 72 63 44 14 6 115 29 2
割合 26.0％ 22.7％ 15.9％ 5.1％ 2.2％ 41.5％ 10.5％ 0.7％
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（６）観光行政と公立美術館の収益

博 物 館 法 第 23 条 に お い て、 公 立 博 物 館 は 原 則 と し て、 入 館 料 そ の 他 資 料 に 対 す る 対 価 を 徴 収

してはならないとされている。 しかし昨今は文化資源としての美術館や博物館を活用したインバ

ウンドによる観光振興が目指され、 それによって収益を生むいくつかの公立美術館がモデルとし

て注目されてもいる。 各自治体の財政が逼迫する状況が続くなか、 公立美術館はどこまで自力で

運営資金を稼ぐ必要があるのか、 あるいは教育施設として幅広い利用者を迎えることと収益増を

目指すことは、 齟齬なく存立できるのか、 各館がその地域の将来を見据えて、 検討する必要があ

るだろう。 ここでは、 観光振興と収益に関わる項目を、 本調査の設問分類を跨いで取り上げる。

来館者向けの WiFi 設置率は、私立よりも公立が大きく上回る。 これは各館の整備というよりは、

自治体が地域全体に対して導入する取り組みによるとも考えられる。

図４－３－５　WiFi の整備状況

展覧会の入場料は、 常設展、 特別展ともに高い割合で徴収している。 私立よりも公立美術館の

方 が、 特 別 展 を 別 料 金 と す る 割 合 も 高 い。「展 覧 会」 と い う コ ン テ ン ツ を 提 供 す る の か、 美 術 館

での体験全体を提供するのかが、 各館の意識の差として現れる。

図４－３－６　常設展・特別展の入場を有料・無料とする割合

■公立美術館 N=277　　■私立美術館 N=220

■公立美術館 N=277　　■私立美術館 N=220
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イ ン バ ウ ン ド の 積 極 的 な 受 け 入 れ を 目 指 し て、 国 立 館 で は 人 的・資 金 的 整 備 が 行 わ れ て い る。

そ の 一 方 で、 県 立 以 下 の 大 方 の 公 立 館 に は そ の 余 力 が な い と い う の が 現 状 で あ ろ う。 実 際 に、

私 立 館 よ り 公 立 館 の 方 が 「外 国 人 の 利 用 が 増 え て い る」 と 感 じ て い る 割 合 が 低 い の は、 積 極 的

な 広 報 を は じ め、 外 国 人 利 用 者 の 受 け 入 れ に 向 け た 何 ら か の 手 立 て、 情 報 発 信 を 行 な っ て い る

か ど う か に 依 る と こ ろ が 大 き い の で は な い だ ろ う か。

以 下 の 具 体 的 な 外 国 語 対 応 の 状 況 を 見 る と、 館 内 パ ン フ レ ッ ト 等、 一 度 作 成 す れ ば 良 い も の

は 外 注 に よ っ て も 作 成 可 能 で あ る た め 実 施 率 が 高 い が、 定 期 的 に 情 報 の 入 れ 替 え を 必 要 と す る

ウ ェ ブ サ イ ト や 展 示 解 説 等 は そ の 率 が 下 が る。 現 状 の 館 内 ス タ ッ フ だ け で 対 応 す る と な る と、

で き る こ と に は 限 界 が あ る が、 例 え ば 国 際 課 や 観 光 課 と い っ た 本 庁 他 課 と の 連 携 を 視 野 に 入 れ

れ ば、 公 立 館 で も 対 応 で き る こ と を 増 や す 余 地 は あ る だ ろ う。

図４－３－７　外国人の利用傾向

図４－３－８　公立美術館における外国語対応状況とその割合［N=277］

近 年、 博 物 館 の 建 物 を、 そ の 個 性 を 活 か し て 利 用 す る 「ユ ニ ー ク ベ ニ ュ ー」 へ の ニ ー ズ も 高

ま っ て い る。 美 術 館 は 他 館 種 よ り も 利 用 率 が 高 い が、 そ れ は 個 性 的 な 建 物 を 有 し て い る こ と に

も よ る だ ろ う。

欧 米 の 美 術 館 で は 有 料 で の 施 設 貸 し 出 し が 多 数 行 わ れ て お り、 料 理 や ド リ ン ク の 提 供 も 含 め

て 価 格 設 定 さ れ、 館 の 収 益 と な っ て い る。 し か し な が ら、 日 本 の 公 立 美 術 館 の 場 合、 公 共 物 と

し て の 施 設 貸 し 出 し に よ っ て そ の 対 価 を 取 る と い う 前 提 が な い こ と も 多 く、 一 概 に 増 収 に つ な

が る と は 言 え な い と こ ろ が あ る。 増 収 を 見 込 ん で 貸 し 出 す た め に は 条 例 等 の 整 備 を 必 要 と す る

自 治 体 も 多 い は ず で、 ハ ー ド ル も 高 い。 け れ ど も 館 の 収 益 全 体 を 考 え る な ら、 一 般 の 利 用 者 が

支 払 う 入 館 料 （や そ の 値 上 げ） で 収 益 増 を 目 指 す の か、 特 定 の 利 用 者 に よ る 施 設 利 用 か ら 収 益

を 得 る べ き な の か、 そ の 館 の 目 指 す と こ ろ に 鑑 み な が ら、 一 律 で は な い 柔 軟 な 対 応 が 求 め ら れ

て 然 る べ き で は な か ろ う か。

私立美術館
N=220

公立美術館
N=277
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図４－３－９　ユニークベニューとしての施設貸し出し

図４－３－１０　施設貸し出しが館の増収につながっているか

（７）コレクション

令 和 元 （2019） 年 の 公 立 美 術 館 の 購 入 予 算 は、64.9％ が ゼ ロ で あ る。 予 算 が あ る 場 合 で も、

最 も 多 い 割 合 と な る の が 100 万 円 未 満、 次 い で 500 万 円 未 満 で、1000 万 円 以 上 の 予 算 が あ る

の は 全 体 の 10％ に 過 ぎ な い。 な お、 こ の 項 目 に つ い て 言 え ば、 公 立 と 私 立 に 大 差 は な い の で、

美 術 館 全 体 の 購 入 予 算 で 前 回 調 査 の 結 果 と 比 較 し て み れ ば、 予 算 ゼ ロ と な っ た 館 が 急 増 し て お

り、 危 機 的 な 状 況 だ と 言 わ ざ る を 得 な い。

図４－３－１１　令和元（2019）年度公立美術館の購入予算［N=277］

私立美術館 N=37

公立美術館 N=52
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一 方 で、 収 蔵 庫 の 使 用 割 合 を 見 る と、85％ 以 上 の 館 で 7 割 以 上 の ス ペ ー ス が 埋 ま っ て い る。

つ ま り 予 算 の 推 移 と あ わ せ て 判 断 す れ ば、 以 前 に は 収 集 活 動 が で き て い た が、 す で に 収 蔵 庫 に

は 空 き が な く、 予 算 も な い た め 収 集 活 動 は 現 在 ス ト ッ プ し て い る、 と 考 え ら れ る だ ろ う か。 も

ち ろ ん 寄 贈 を 受 け 続 け て い る 館 も あ る は ず だ が、 能 動 的 な 美 術 館 活 動 に と っ て、 購 入 は 欠 か せ

な い。 コ レ ク シ ョ ン を 育 て て い く た め に は、 継 続 し た 収 集 活 動 が 不 可 欠 で あ る は ず だ。

図４－３－１２　美術館（公立・私立）の購入予算　前回調査との比較

しかしながら日本の美術館は、 そもそも外部からの借用作品によって構成される特別展への依

存 度 が 高 く、 自 ら の コ レ ク シ ョ ン を 展 示 に よ っ て 育 て て い く 意 識 が 乏 し い 傾 向 は 否 定 で き な い。

大規模な予算をかけて展覧会を開催しても何もコレクションが増えない、 あるいは自館のコレク

ション研究が深まらない展覧会活動は、 多様な美術に触れる機会を市民に提供しているとはいえ、

「その館でなければならない」 アイデンティティと存在意義を強固にすることには繋がらない。

図４－３－１３　公立美術館における収蔵庫の使用割合［N=277］

ま た 令 和 2（2020） 年 3 月 現 在、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 に よ り、 人 と 物 の 移 動 が 大

幅 に 制 限 さ れ て い る が、 作 品 を 動 か す 必 要 の あ る 事 業 の リ ス ク が 認 識 さ れ た。 な ら ば 自 館 コ レ

ク シ ョ ン の 重 要 性 が 今 後 増 す こ と は 確 か で あ る。 コ レ ク シ ョ ン は 一 朝 一 夕 に 作 り 上 げ ら れ る も

の で は な く、 着 実 で 継 続 し た 美 術 館 活 動 の 歩 み に よ っ て 築 か れ る こ と を、 改 め て 自 覚 し た い。



―　234　―

積 極 的 に コ レ ク シ ョ ン 形 成 を 目 指 す た め に は、 方 針 が 必 要 と な る。 収 集 す る 資 料 の 傾 向 の ほ

か、 分 類 方 法、 記 録 す る 情 報 の 種 類 等、 そ れ ぞ れ の 館 に と っ て 必 要 な 情 報 も 異 な っ て く る は ず

だ。 そ う い っ た 方 針 を 職 員 が、 ま た 将 来 に わ た っ て 共 有 す る こ と が、 永 続 的 な 歩 み を 目 指 す 美

術 館 と し て は 求 め ら れ る。 公 立 美 術 館 の 約 半 分 が、 明 文 化 さ れ た コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー を 設 定

し て い る。

図４－３－１４　コレクションに関する文書がある公立美術館［N=277］

ま た 公 立 美 術 館 に と っ て、 コ レ ク シ ョ ン は 直 接 に 設 置 者 の 財 産 で あ る。 財 産 管 理 と い う 点 で

も、 台 帳 整 備 は 最 重 要 課 題 で あ る。 私 立 に 比 べ れ ば そ の 割 合 は 高 い も の の、15％ あ ま り は 未

だ 不 十 分 な 体 制 に あ る こ と が わ か る。 職 員 の 世 代 交 代、 あ る い は 災 害 に 備 え て、 ど ん な 資 料 が

ど こ に 収 蔵 さ れ て い る の か、 そ の 情 報 を 整 理 し て お く こ と は、 す べ て の 館 が 原 則 と し て 全 資 料

に つ い て 行 わ ね ば な ら な い 博 物 館 の 基 本 的 な 業 務 で あ る。

図４－３－１５　資料台帳整備状況

加 え て 資 料 に つ い て の 情 報 公 開 を 見 越 せ ば、 現 代 で は 電 子 化 が 不 可 欠 と な る。 紙 媒 体 で 限 ら

れ た 人 に だ け 届 け る の で は な く、 国 内 外 問 わ ず、 あ ら ゆ る ア ク セ ス を 可 能 に す る た め に も、 ま

ず は 館 内 用 で あ れ、 電 子 デ ー タ ベ ー ス を 準 備 す る こ と が 第 一 歩 と な る だ ろ う。6 割 強 の 公 立 美

術 館 が 「あ る」 と 答 え た が、 そ も そ も 台 帳 整 備 を し て い な い 館 が 15％ あ る こ と を 考 え れ ば、2

割 程 度 が 紙 ベ ー ス で し か 資 料 台 帳 を 整 え て い な い こ と に な る。 電 子 化 に は、 収 蔵 品 が 多 い ほ ど

手 間 が か か る が、 災 害 な ど に よ り 情 報 が 失 わ れ る 可 能 性 が あ る 現 在、 リ ス ク 分 散 の た め に も、

複 数 の 手 段 で デ ー タ を 残 し て お く 意 味 は 大 き い だ ろ う。

公立美術館
N=277

私立美術館
N=220
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図４－３－１６　電子データベース資料台帳の整備率

（８）調査研究

博 物 館 の 行 う 基 本 業 務 の ひ と つ と し て、 博 物 館 法 の な か で 「調 査 研 究」 が 定 め ら れ て い る。

し か し 調 査 研 究 を 行 う 主 体 と な る 学 芸 員 は、 地 方 公 共 団 体 と い う 組 織 の 中 で は 専 門 職 で は な く

一 般 行 政 職 と し て 位 置 付 け ら れ て い る こ と も 多 く、「（４） 組 織」 の 表 ４ － ３ － ４ に お い て 示 し

た よ う に、「学 芸 に 関 係 の な い 部 署 間 の 異 動」 も 15.9％ の 公 立 美 術 館 で 行 わ れ て い る。 以 下 の

図 ４ － ３ － 17 に お い て も、類 似 し た 設 問 L「学 芸 系 職 員 を、期 限 を 定 め て 事 務 職 や 教 育 職 な ど、

研 究 に 携 わ ら な い 職 に 移 動、 勤 務 さ せ る 人 事 を 行 な っ た」 に お い て、11.2％ が あ て は ま る と 回

答 し た。 学 芸 員 が 専 門 分 野 の 研 究 だ け で な く 美 術 館 の マ ネ ジ メ ン ト 全 体 を 学 ぶ 機 会 と し て 異 動

が 行 わ れ る の な ら 意 義 が あ る が、 頻 繁 な 異 動 に よ っ て 調 査 研 究 が 中 断 さ れ る お そ れ も あ る。 専

門 的 能 力 を 持 つ 学 芸 員 の 研 鑽 と い う 観 点 か ら 見 て、 ま た 館 に と っ て の 人 材 育 成 と し て、 多 部 署

へ の 異 動 は 位 置 付 け ら れ る 必 要 が あ る。

一 方 で、 調 査 研 究 は 博 物 館 の 業 務 で あ り な が ら、 学 芸 員 個 人 の 資 質 や 業 績 と も 切 り 離 せ な い

た め、 調 査 研 究 の た め の 費 用 を ど こ ま で 館 が 負 担 す る の か、 線 引 き す る こ と は 難 し い。 し か し

学 会 参 加 を 例 に 挙 げ れ ば、 約 30％ の 館 が 職 員 を 職 務 の 一 環 と し て 学 会 等 へ 派 遣 し て い る 実 績

が あ る （設 問 Ｉ）。 ま た、 調 査 の た め の 資 材 費、 旅 費、 成 果 の 発 表 に か か る 費 用 等 は、 予 算 が

逼 迫 し た 館 に と っ て は 支 出 が 困 難 な 場 合 も 多 い が、 例 え ば 学 芸 員 が 個 人 と し て 外 部 資 金 獲 得 を

行 い や す い 環 境 を 整 え た り、 学 会 出 席 を 出 勤 日 と し て 扱 っ た り す る な ど、 各 館 の 状 況 に 応 じ て

館 が 費 用 負 担 を し な く と も 調 査 研 究 を 推 奨 す る こ と は で き る は ず だ。

公立美術館 N=277　私立美術館 N=220
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図４－３－１７　公立美術館における過去 5 年間の調査研究活動の状況［N=277］

し か し 問 題 は、 調 査 研 究 の た め の 前 提 と な る 自 前 予 算 が 十 分 で は な い こ と に あ る だ ろ う。 行

政 の 枠 組 み に あ る 公 立 美 術 館 の 予 算 は、 具 体 的 に 実 施 予 定 の 展 覧 会 に 直 接 関 わ る 予 算 は あ っ て

も、 将 来 的 な 展 示 企 画 へ の 投 資 と な る 資 金 は 名 目 上 確 保 す る こ と が 難 し い。 外 部 資 金 は そ れ を

補 う た め の 有 効 な 手 段 で も あ る が、 設 問 K で あ て は ま る と 回 答 し た 約 3 割 の う ち、 本 来 な ら

館 の 事 業 に 直 結 す る 必 要 不 可 欠 な 予 算 を 外 部 資 金 に 頼 っ て い る と こ ろ も 多 い と 予 想 す る。「補

助」 や 「助 成」 は、 あ く ま で も 主 と な る 自 主 財 源 が 確 保 さ れ た 上 で あ る べ き で、 そ う で な け れ

ば 科 学 研 究 費 補 助 金 獲 得 の 前 提 と な る 「 研 究 機 関 指 定 」 を 受 け る た め の ス タ ー ト ラ イ ン に も

つ け な い。 文 部 科 学 省 は 「研 究 機 関 指 定」 の 基 準 と し て、「外 部 資 金 を 除 い た 当 該 申 請 機 関 全

体 の 一 人 当 た り の 研 究 費」 を 年 間 36 万 円 以 上 と 定 め て い る か ら だ。 以 下 の 図 ４ － ３ － 18 は、
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公 立 美 術 館 が 研 究 機 関 指 定 を 受 け る こ と を ほ ぼ 諦 め て い る と も 読 め る が、 そ の 背 景 に あ る 「自

主 財 源 に よ る 研 究 費 の 不 足」 と い う 問 題 に 目 を 向 け る 必 要 が あ る。

図４－３－１８　科学研究費補助金のための「研究機関」指定［N=277］

（９）展示

第 3 章 　 調 査 結 果 の 「１ ４． 展 示」 内 （p.155） で も 触 れ た よ う に、 美 術 館 で の 「常 設 展 示」

は 「コ レ ク シ ョ ン 展 示」 と 捉 え て 検 討 す る。

常 設 展 示 を 行 な っ て い る 公 立 美 術 館 は 72.6％、 特 別 展 を 開 催 し て い る の は 93.9％ に 上 る。 常

設 展 が 極 端 に 少 な い わ け で も な い が、「美 術 館 ＝ 特 別 展」 と い う 一 般 的 な 認 識 は、9 割 超 の 結

果 に 現 れ て い る。

図４－３－１９　常設展・特別展の開催

特 別 展 の 主 催 者 に つ い て は、 単 独 開 催 が 多 い と 答 え た 館 が 6 割 近 く に 上 る。 一 方、 共 催 が 多

い と 答 え た の は 21.2％ で あ る。 共 催 者 の 中 に は、 新 聞 社 等 メ デ ィ ア も あ れ ば、 共 同 研 究 す る

他 の 美 術 館 も 含 ま れ る た め 一 概 に は 言 え な い が、 ブ ロ ッ ク バ ス タ ー 展 が 広 報 的 に は 大 き く 目 立

つ な か、 そ れ は 一 部 の 館 に と ど ま る 状 況 で あ る こ と が わ か る。 実 際 の と こ ろ、 年 間 入 館 者 数 が

10 万 人 を 超 え る 大 規 模 公 立 館 と 1,000 人 に も 満 た な い 小 規 模 館 を 同 じ 基 準 で 測 る こ と に あ ま
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り 意 味 は な い。 そ れ よ り も、 本 節 内 の 「（ ７） コ レ ク シ ョ ン 」（p.232） で そ の あ り 方 を 見 直 す

こ と に つ い て 触 れ た よ う に、 常 設 展 と 特 別 展 の バ ラ ン ス に つ い て、 日 本 の 公 立 美 術 館 全 体 の 方

向 性 を 注 視 し て い く 必 要 が あ る だ ろ う。

図４－３－２０　公立美術館における特別展の開催主体［N=260］

（10）教育普及活動

教 育 普 及 活 動 に つ い て は、 美 術 館 は 他 の 館 種 に 比 べ て、 特 に 学 校 連 携 の 項 目 に お い て 実 施 割

合 が 低 い 傾 向 が 見 え た （第 3 章 　 調 査 結 果 「15. 教 育 普 及 活 動」 内、 表 ３ － 15 － ６）。 よ っ て

こ こ で は 公 立 美 術 館 の 状 況 を 全 体 お よ び 公 私 立 美 術 館 の 合 計 と 比 較 し て 確 か め る。

教 育 普 及 担 当 者 を 置 い て い る 割 合 は、 公 立 美 術 館 は 他 の 館 種 よ り も 高 い。 私 立 美 術 館 に お い

て 担 当 が 決 ま っ て い な い 傾 向 が、 美 術 館 全 体 の 数 値 を 引 き 下 げ て い る と 言 え る。

図４－３－２１　教育普及活動を担当する部課係・担当者の配置

学 校 連 携 の 実 績 を 見 て も、 公 立 美 術 館 は ほ ぼ 全 て の 項 目 で 博 物 館 全 体 と 同 等 か、 そ れ 以 上 の

割 合 を 達 成 し て い る。 唯 一、 逆 転 し て い る の が 設 問 g「教 員 向 け 講 座 ・ 講 習 会」 で あ り、 私 立

美 術 館 の 取 り 組 み 率 が 高 い。 し か し 学 校 連 携 の 担 当 者 は、 公 立 美 術 館 で は 半 数 以 上 の 館 で 決 め

ら れ て い る。 公 立 美 術 館 に お け る 学 校 連 携 を 中 心 と し た 教 育 普 及 活 動 は、 全 体 と 比 較 し て も 積

極 的 に 行 わ れ て い る と 判 断 で き る。

■全体 N=2314　　■美術館（公立・私立） N=497　　■公立美術館 N=277
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図４－３－２２　2018 年度の学校連携実績

図４－３－２３　学校連携担当者の配置

■全体 N=2314　　■美術館（公立・私立） N=497　　■公立美術館 N=277

■全体 N=2314　　■美術館（公立・私立） N=497　　■公立美術館 N=277
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（11）危機管理

近 年、 自 然 災 害 を 中 心 に、 博 物 館 は 様 々 な 困 難 に 直 面 し て い る。 す で に あ ら ゆ る 事 態 を 想 定

し、 少 し で も 被 害 を 減 ら す 努 力 が 求 め ら れ る だ ろ う。 設 問 ２ ２ － ２ に お い て、 各 館 の 危 機 管 理

準 備 状 況 を 尋 ね た が、公 立 美 術 館 は 全 て の 項 目 に お い て、全 体 の 結 果 を 上 回 っ て い る。な か で も、

大 規 模 災 害 に 備 え た「総 合 防 災 計 画」や「危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル」の 作 成 と そ の 見 直 し に つ い て は、

公 立 美 術 館 の 対 策 状 況 が 大 き く 上 回 る （設 問 a お よ び b）。 と は い え、「計 画」「マ ニ ュ ア ル」 を

作 成 し て い る の は 65％ で あ り、 残 り の 35％ が 未 着 手 で あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い。

と い う の も、 美 術 館 に 限 ら ず 公 立 館 は、 そ の 地 域 の 行 政 組 織 と 不 可 分 で あ り、 い ざ と い う と

き に は 地 域 全 体 の 被 害 に 対 応 す る 必 要 が あ る。 そ の た め に は、 館 種 を 越 え た 日 頃 の ネ ッ ト ワ ー

ク 作 り が 不 可 欠 で あ る は ず だ が、 連 携 は 未 だ 進 ん で い な い こ と が わ か る （設 問 f お よ び g）。 特

に 都 道 府 県 立 の 館 は 広 域 行 政 を 担 っ て い る こ と を 自 覚 し、 他 の 地 域 の 先 行 例 を 参 考 に し な が

ら、 そ の 方 策 を 練 っ て い く こ と が 早 急 に 求 め ら れ る。

図４－３－２４　危機管理

■公立美術館 N=277　　■私立美術館 N=220　　■全体 N=2314
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（12）問題・課題：総括にかえて

本 調 査 の 最 終 項 で は、 経 営 ・ 運 営、 組 織 体 制、 利 用 者、 事 業、 資 料、 連 携 協 力、 施 設 設 備 の

７ つ の 大 項 目 に わ た る 41 の 設 問 を 設 け て、 各 館 の 抱 え る 問 題・課 題 を 探 っ た。 そ の う ち、「す

ご く あ て は ま る」 と 「ま あ あ て は ま る」 の 合 計 か ら、 公 立 美 術 館 の 抱 え る 課 題 上 位 10 項 目 を

図 ４ － ３ － 25 に 示 し た。 全 て、7 割 を 超 え て お り、 課 題 は 全 体 と し て 共 有 さ れ て い る こ と が

わ か る。そ し て こ れ ら の 課 題 は、こ れ ま で の 9 項 目 で 上 述 し た 内 容 を、ほ ぼ 補 完 す る も の だ ろ う。

一 方 で、 問 題 ・ 課 題 の 下 位 10 項 目 の う ち、「あ ま り あ て は ま ら な い」「ま っ た く あ て は ま ら

な い」 が 7 割 を 超 え る の は 「特 別 （企 画） 展 が 開 催 で き な い」 と 「常 設 展 示 の 更 新 が 不 十 分」

の 2 項 目 に 過 ぎ ず、 そ れ 以 外 は 5 ～ 6 割 程 度 に 過 ぎ な か っ た。 つ ま り こ れ ら 2 項 目 は 公 立 美

術 館 全 体 で 達 成 さ れ て い る も の の、 そ の 他 の 達 成 で き て い る 事 項 は 各 館 に よ っ て ば ら つ き が あ

る と 言 え る。

図４－３－２５　公立美術館の抱える問題・課題の上位 10 項目［N=277］

さ て、 共 通 課 題 の 大 方 の 原 因 は、 お 金 と 人 の 配 備 が 足 り な い こ と に あ る の は 明 ら か だ。 し か

し こ の 状 況 が 継 続 す る こ と に よ っ て、 い ざ 予 算 が つ い た と し て も、 学 芸 員 の ノ ウ ハ ウ が 引 き 継

が れ て お ら ず、す で に 館 と し て の 経 験 値 が 下 が っ て し ま っ て い る 危 険 性 が 懸 念 さ れ る。そ う な っ

て し ま え ば、 予 算 配 備 の 問 題 で は 解 決 し な い。 美 術 館 活 動 は、 安 易 に 一 部 を 切 り 離 し て ア ウ ト

ソ ー ス し た り、 中 断 ・ 休 止 し た り し て も 予 算 投 入 と い う 「ス イ ッ チ」 を 押 せ ば す ぐ に 再 生 で き

る も の で は な い か ら だ。 た と え リ ソ ー ス が 十 分 で は な く と も 着 実 に 進 み、 美 術 館 活 動 を 途 切 れ
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ず に 編 み 続 け る 意 思 を 持 ち た い。

最 後 に、 回 答 デ ー タ か ら 得 ら れ る ニ ュ ー ト ラ ル な 分 析 か ら も う 一 歩 踏 み 込 む こ と を 許 さ れ る

な ら ば、 公 立 美 術 館 と は 何 を す る た め の と こ ろ な の か を、 こ の 回 答 の 背 景 か ら 検 討 す る た め の

問 い を 投 げ て お き た い。 そ の 役 割 は こ の 困 難 な 時 代 に お い て こ そ、 ま す ま す 求 め ら れ る も の だ

か ら だ。

美 術 館 は 他 の 館 種 と 違 い、 人 間 が 表 現 と し て 作 り だ し た も の を、 も っ ぱ ら 資 料 と し て 取 り 扱

う。 そ の 特 性 は、 各 時 代 の 人 間 の 価 値 判 断 と 最 も 密 接 に 結 び つ い て い る。 表 現 が 「私」 に 属 す

る も の で あ る と い う 近 代 以 降 の 文 化 （史） 観 は、 パ ブ リ ッ ク な も の と し て の 時 代 や 社 会 と い う

受 容 （あ る い は 拒 否） の 遡 上 に 載 せ ら れ る が、 し か し そ の こ と 自 体 が 価 値 判 断 と い う 極 め て 私

的 な 心 理 的 作 用 に 基 づ い て も い る。 美 術 館、 特 に 公 立 美 術 館 は そ の 境 界 に 立 っ て い る こ と が、

昨 年 の 「あ い ち ト リ エ ン ナ ー レ」 を と り ま く 出 来 事 に よ っ て 露 わ に な っ た ば か り で、 ま た だ か

ら こ そ 美 術 館 は 人 々 に 議 論 の た め の 安 全 な 場 を 設 け な け れ ば な ら な い こ と も 強 く 示 さ れ た。

一 方 で、 各 地 域 に 存 在 す る 公 立 美 術 館 の 特 性 を 考 え る な ら ば、 決 し て 国 内 一 様 で は な い 人 々

の 営 み を、 そ れ が 属 す る 地 域 に 根 ざ し て 引 き 受 け て い く 必 要 が あ る。 国 （立） と い う 存 在 が 上

位 に あ り 公 立 が そ の 下 部 に 属 す る の で は な く、 地 理 的 条 件 に 基 づ い て 一 次 資 料 を 直 接 扱 う こ と

が で き る 立 場 に あ る こ と が、 公 立 館 の メ リ ッ ト で あ り 役 割 で も あ る か ら だ。 そ れ は 中 央 集 権 か

ら 地 方 分 権、 地 域 主 権 へ と い う 政 策 理 念 と も 結 び つ く。

な ら ば 公 立 美 術 館 は、 自 律 ／ 自 立 し た 市 民 を 育 む た め の 文 化 基 盤 を 整 え る 責 務 を 負 っ て い る

と、 あ え て 言 い 切 っ て も 良 い。 そ の 地 域 の 市 民 に と っ て、 振 り 返 り、 拠 り 所 と な る 表 現 の 歴 史

を 蓄 積 す る こ と、 多 様 な 価 値 を そ の ま ま の か た ち で 受 け 入 れ る 議 論 の 場 と な る こ と、 ま た そ れ

が 未 来 の 表 現 へ の 刺 激 と な る よ う 提 示 す る こ と、 そ し て 「現 在」 と い う 歩 み を 途 切 れ る こ と な

く つ な い で い く こ と－こ の 連 環 へ の 意 思 を 固 く つ な い だ 上 に は じ め て、 観 光 行 政 で あ れ、 展

覧 会 活 動 で あ れ、 教 育 普 及 で あ れ、 も ち ろ ん コ レ ク シ ョ ン や 資 料 保 存 で あ れ、 ど れ も が 確 か な

価 値 と し て 地 域 社 会 に 根 付 き、 認 め ら れ る は ず だ。 ま た そ れ が 叶 う 文 化 的 に 成 熟 し た 社 会 を、

公 立 美 術 館 は 目 指 さ な け れ ば な ら な い の だ ろ う。
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4．私立美術館

柳 沢 秀 行 （大 原 美 術 館 学 芸 統 括）

（１）対象館

日 本 博 物 館 協 会 が 私 立 美 術 館 と 分 類 す る 館 の う ち、 本 調 査 に お い て 有 効 回 答 を 寄 せ た の は

220 館 と な る。

参 考 ま で に、 本 調 査 を 実 施 す る 日 本 博 物 館 協 会 以 外 に、 全 国 規 模 の 美 術 館 組 織 と し て は 「全

国 美 術 館 会 議」 が あ り、394 館 が 加 盟 す る う ち 私 立 館 は 135 館。 ま た 他 に 「私 立 美 術 館 会 議」

が あ り 61 館 が 加 盟 す る。

ち な み に 「私 立 美 術 館 会 議」 加 盟 館 の う ち、 こ こ で 検 討 す る 220 館 に 含 ま れ て い な い 館 が 約

半 数 の 30 館 も あ る よ う に、 こ こ で は 日 本 の 私 立 美 術 館 全 般 で は な く、 あ く ま で 220 館 の デ ー

タ を 対 象 と す る。

（２）総論

「Q ９ － １」 に お い て、 年 間 入 館 者 数 が １ 万 人 未 満 と 回 答 し た 館 が 104 と 半 数 近 く を 占 め る。

１ 万 人 以 上 ５ 万 人 未 満 が 54 館、 ５ 万 人 以 上 10 万 人 未 満 が 17 館、10 万 人 以 上 30 万 人 未 満 が

17 館、30 万 人 以 上 が ５ 館 で あ っ た。

後 述 の 「職 員 数」「収 支」「施 設 規 模」 と、 こ の 結 果 を 合 わ せ て み る と、 明 確 な 境 界 は 設 定 で

き な い が、 本 調 査 が 対 象 と す る 私 立 美 術 館 は、 多 数 の 小 規 模 館 と、 少 数 の 大 規 模 館 の 両 極 に 分

か れ る。 も っ と も、 規 模 の 大 き い 側 寄 り の 館 に お い て も、 ミ ッ シ ョ ン、 実 際 の 運 営、 そ れ を 支

え る 人、 設 備、 経 費 な ど の リ ソ ー ス は 実 に 多 様 で あ る。

ま た 小 規 模 な 側 に 近 い 館 ほ ど、 人 員、 経 費 の 不 足 か ら、 積 極 的 な 提 案 型 事 業 ど こ ろ か、 必 要

な 設 備 投 資 に ま で 手 が 回 ら な い 実 情 が 浮 き 彫 り に な っ て い る。

こ う し た 状 況 を 反 映 し て、「Q23」 の 各 項 に お い て、 自 館 の 状 況 へ 不 安 を 感 じ る 回 答 が 大 半

を 占 め る う え、 国 の 指 針、 博 物 館 法、 学 芸 員 の 在 り 方 へ の 懐 疑 も 明 確 に 示 さ れ て い る。

（３）設置主体

「Q ３ － １」 に お い て、 公 益 財 団 法 人 ・ 公 益 社 団 法 人 を あ わ せ て 108 館 と な り、 私 立 美 術 館

全 体 の 半 数 に 迫 る 49% と な っ た。

過 去 調 査 に お い て、 美 術 館 の 設 置 者 と し て、 公 益 法 人 の 割 合 は、 平 成 ９ （1997） 年 15.6％、

平 成 16（2004）年 16.5％、平 成 20（2008）年 17％、そ し て 前 回 平 成 25（2013）年 は 15.3％ で あ っ

た。

前 回 調 査 時 は、 公 益 法 人 制 度 改 革 の 最 中 に あ り、 そ の 制 度 設 計 や 登 録 手 続 き な ど も 不 透 明 な

状 況 で あ っ た が、 多 く の 施 設 が 公 益 法 人 へ の 移 行 を 決 断 し、 そ の 手 続 き を 終 え て い る こ と が わ

か る。

（４）館長

組 織 マ ネ ジ メ ン ト の 長 で あ る 館 長 職 だ が、「Q ４ － １」 で 非 常 勤 が 110 館 で、 常 勤 100 館 を

若 干 上 回 る。 過 去 の 職 歴 を 見 る と、 学 芸 か ら 38、 研 究 職 29、 教 員 ６、 そ の 他 149 と な る。 そ



―　244　―

の 他 に つ い て は 企 業 オ ー ナ ー か ら、 個 人 ま で 多 様 な も の と な っ て い る。

職 務 に 関 す る 権 限 と 責 任 が 明 確 化 さ れ て い る 館 は、 常 勤 59 館、 非 常 勤 56 館 と な る。 常 勤

の 館 で 権 限 と 責 任 が 明 確 化 さ れ て い な い 館 の 大 半 が、 館 長 の 職 歴 が 「そ の 他」 で あ り、 小 規 模

な 個 人 オ ー ナ ー の 館 が 多 い と 想 定 で き る。 い ず れ に せ よ、 権 限 と 責 任 が 明 確 化 さ れ て い な い 館

が 半 数 に 近 い 95 に 上 る の は、 館 運 営 の 意 思 決 定 の 仕 組 み か ら も 問 題 で あ る。

（５）職員数

「Q ４ － ２」 に お い て、常 勤、非 常 勤、臨 時 雇 用、派 遣 を あ わ せ た 職 員 数 で、10 人 未 満 が 141 館、

10 ～ 20 人 未 満 が 65 館 と、 大 多 数 の 館 が 少 人 数 で 運 営 さ れ て い る。 ち な み に 職 員 数 が 50 名

を 超 え る の は ３ 館 の み。

学 芸 系 職 員 に つ い て は、 専 従 職 員 ０ 名 が 88 館 で あ り、 そ れ ら の 館 で は 有 資 格 者 が 事 務 系 業

務 も 行 っ て い る。 専 従 の 学 芸 系 職 員 １ 名 が 47 館、 ２ 名 が 22 館 と、 ０ ～ ２ 名 で 157 館 と な り、

全 体 の ４ 分 の 3 を 占 め て い る。 ち な み に 専 従 の 学 芸 系 職 員 10 名 超 は ５ 館 の み。

（６）収支

「Q18」 の 登 録 利 用 者 組 織 （ 友 の 会、 後 援 会 な ど ） の 組 織 化 に 注 目 す る と、 組 織 化 し て い な

い 館 が 166 と 大 半 を 占 め て お り、 こ の 項 目 は、 業 務 規 模 を 想 定 す る ひ と つ の 指 標 と な ろ う。

組 織 化 し て い る 館 で は、 会 費 で 年 間 100 万 円 以 上 の 収 入 を 挙 げ る 館 が 28、 う ち 1,000 万 円

以 上 が ９ 館 あ る。

こ の 会 費 収 入 100 万 円 以 上 の 28 館 に つ い て、 他 の 収 入 項 目 を 見 る と、 本 調 査 で 項 目 を 設 け

た 入 館 料 収 入、 シ ョ プ で の 売 り 上 げ 収 入、 建 物 等 賃 貸 の 収 入、 外 部 資 金 収 入 の い ず れ の 項 目 で

も 収 入 が あ る 施 設 が 大 半 で あ り、 収 入 の 多 角 化 が 図 ら れ て い る こ と が う か が え る。 ま た 年 間 総

収 入 と 総 支 出 の 比 率 に お い て も 収 支 が 均 衡 し た 数 値 を 示 し て お り、 な か で も ５ 施 設 に お い て は

収 入 が 支 出 を 上 回 る、 い わ ゆ る 黒 字 採 算 と な っ て い る。

一 方、 登 録 利 用 者 未 組 織 の 館 の 大 半 が 経 費 規 模 も 小 さ く、 収 入 を 得 る 項 目 も 入 館 料 収 入 に 偏

り が ち で、 収 支 バ ラ ン ス に お い て も 厳 し い 状 況 と な っ て い る。

ち な み に、「Q21」 で、 入 館 料 収 入 が あ る 館 が 全 149 館 （有 効 と 想 定 さ れ る 回 答 数） あ る が、

そ の う ち 入 館 料 収 入 が、 総 収 入 の ５ 割 を 下 回 る の が 103 館 で あ り、 こ の 点 で も 入 館 料 に 依 存

し た 採 算 確 保 の 難 し さ を 感 じ る。

い ず れ に せ よ、 平 成 30（2018） 年 度 総 収 入 に 占 め る 入 館 料、 シ ョ ッ プ 収 入、 賃 貸 収 入、 外

部 資 金 の 比 率、 ま た 支 出 に 占 め る 事 業 費、 管 理 費、 人 件 費 の 比 率、 そ し て 収 支 バ ラ ン ス を 検 討

す る と、 あ ま り に 各 施 設 に お い て 状 況 が 違 っ て お り、 そ れ ぞ れ の 施 設 が そ れ ぞ れ の 運 営 体 制 を

と っ て い る こ と が 明 ら か で あ る。

（７）施設規模

「Q ５ － １」 の 建 物 面 積 は、 有 効 と 思 わ れ る 回 答 を 見 る と、100㎡ か ら 20,000㎡ ま で、 ほ ぼ 断

絶 な く 均 等 に 分 か れ て お り、 敷 地 面 積 の 分 布 も 同 様 で あ る。 そ れ ゆ え、 施 設 規 模 に お い て の 類

型 化 は 行 え な い。
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（８）施設の環境

温 室 度 環 境 に 関 わ り 空 調 に つ い て の 「Q ５ － ４」 を 設 け た が、 必 要 箇 所 全 て に 設 置 さ れ、 十

分 な 環 境 と の 返 答 を 得 た の が、 展 示 室 に つ い て 88 館、 収 蔵 庫 に つ い て 100 館 に と ど ま っ た。

空 調 設 備 無 し に つ い て は、 展 示 室 は 20 館、 収 蔵 庫 が 40 館 に も 上 っ た。 作 品 の 保 全 環 境 の 実

現 と し て は 極 め て 低 調 な 結 果 と な っ た。

施 設 全 般 の 老 朽 化 問 題 に つ い て は（「Q ５ － ５」）、126 館 も が 問 題 が あ る こ と を 認 識 し て い る。

中 で も、 耐 震、 漏 水 な ど 躯 体 と、 空 調 や 給 排 水、 電 気 系 統 に つ い て、 そ れ ぞ れ 100 館 近 い 館

が 老 朽 化 を 問 題 視 し て い る が、 躯 体 の 修 繕 予 定 が あ る の が 44 館、 空 調 等 が 52 館 と 限 ら れ た

数 と な っ て い る。

施 設 の 老 朽 化 に 伴 う 環 境 悪 化 は、 多 く の 館 で 認 識 さ れ て い る が、 そ の 多 く で 経 費 面 で の 設 備

投 資 が 追 い 付 か な い の が 現 状 で あ ろ う。

（９）入館者

先 述 の と お り、 年 間 入 館 者 数 が 1 万 人 未 満 104 館、 １ 万 人 以 上 ５ 万 人 未 満 54 館、 ５ 万 人 以

上 10 万 人 未 満 17 館、10 万 人 以 上 30 万 人 未 満 17 館、30 万 人 以 上 ５ 館。

入 館 者 増 の 取 り 組 み に つ い て は、 試 み が あ る 161、 な い 42 と、 当 然 の よ う に 大 半 の 館 が 取

り 組 ん で い る が、 そ の 取 り 組 み 方 や 対 象 観 客 層 に つ い て は、 ま さ に 多 様 な 状 況 で 詳 述 は 各 分 析

に 譲 り た い。

172 館 か ら は、 有 料 と 無 料 の 割 合 に つ い て 回 答 を 得 た が、 無 料 入 館 者 の 方 が 多 い の が 19 館。

も っ と も そ の 要 因 も 館 に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な る。

（10）作品収集

「Q11 － １」 で 収 集 方 針 を 明 文 化 し て い る の は 63 館 に と ど ま っ た。 い か な る 作 品 を 対 象 と す

る の か は、 美 術 館 の 特 徴 を 明 確 に す る の み な ら ず、 そ の 運 営 方 針 全 般 に も 関 わ る 根 幹 と も な る

の で、 こ の 数 字 は 残 念 で あ る。

「Q11 － ６」 の 資 料 購 入 予 算 に つ い て も、 予 算 な し が 129 館、100 万 円 未 満 34 館、500 万 円

未 満 22 館、1,000 万 円 未 満 11 館、3,000 万 円 未 満 ２ 館、5,000 万 円 未 満 ３ 館、１ 億 円 未 満 １ 館、

１ 億 円 以 上 ３ 館。 こ の 数 値 に お い て も、 大 多 数 の 小 規 模 館 と、 少 数 の 大 規 模 の 両 極 に 分 か れ る

傾 向 を 示 す。

（11）収蔵庫

設 問 「11 － ７」 で、 現 在 の 使 用 状 況 を 問 う た と こ ろ、136 館 で ７ 割 以 上 が 収 納 に 使 用 さ れ、

収 ま り き ら な い と の 返 答 が 32 館 に も 上 っ た。

そ の 状 況 を 反 映 し て か、47 館 が 外 部 に 収 蔵 ス ペ ー ス を 持 っ て い る （「Q11 － ８」）。 輸 送 に 伴

う 作 品 劣 化 の リ ス ク と コ ス ト か ら、外 部 収 蔵 庫 は 避 け ら れ る 意 識 も あ っ た が、た ん に 収 納 ス ペ ー

ス が 足 ら な い か ら と い う 理 由 か ら だ け で は な く、 都 市 部 に 設 置 さ れ た 美 術 館 の 場 合、 土 地 占 有

コ ス ト へ の 考 慮 か ら も、戦 略 的 に 外 部 収 蔵 庫 を 選 択 す る 動 き も 今 後、増 え て 来 る の で は な い か。
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（12）特別展

「Q13 － ２」 に お い て、173 館 が 特 別 （企 画） 展 示 を 実 施 し て い る が、121 館 が 毎 年 複 数 回、

28 館 が 年 １ 回 と、 合 計 150 館 ほ ど が 毎 年 の 開 催 と な っ て い る。 そ の う ち、 他 組 織 と の 共 催 に

つ い て の 設 問 で は、 単 独 開 催 が 141 館 に も 上 っ て お り、 自 ら の 所 蔵 品 を 活 用 し て の 企 画 展 示

を 実 施 し て い る こ と が 想 定 さ れ る。

（13）調査、研究

「Q11 － ９」 資 料 台 帳 の 整 備 状 況 だ が、 ほ ぼ 整 っ て い る 館 が 120 と な る が、 一 方 で、 所 蔵 作

品 が 極 端 に 少 な い 館 も あ る の だ ろ う が、 台 帳 未 作 成 や 少 数 の 作 品 資 料 し か 登 録 に い た っ て い な

い 館 が 38 館 あ る。

ま た 台 帳 を 持 つ 館 で も、半 数 近 く が 非 デ ジ タ ル、つ ま り お そ ら く は 紙 媒 体 で の 台 帳 の み と な っ

て い る。

「Q12 － １」 で、 調 査、 研 究 に 関 わ り、 館 の 使 命 に 位 置 付 け て い る 館 が 100 あ り、 プ ロ ジ ェ

ク ト の 推 進、 外 部 研 究 者 と の 協 力 も 相 応 の 数 値 と な っ て お り、 美 術 館 の 恒 常 的 な 活 動 と し て お

よ そ 半 数 の 館 が 取 り 組 ん で い る 状 況 が う か が え る。 も っ と も、 経 費 負 担 に 直 結 す る 国 内、 国 外

へ の 留 学 は ほ と ん ど 実 施 さ れ て お ら ず、 学 会 派 遣 も 48 館 に と ど ま る。

作 品 資 料 の 価 値 を 高 め る た め に も、 美 術 館 に お け る 調 査 研 究 の 重 要 性 が さ ら に 認 知 さ れ る こ

と を 望 む。

調 査、 研 究 活 動 の 推 進 の た め の 外 部 経 費 の 獲 得 に つ い て だ が （「Q12 － ２」） 科 学 研 究 費 申 請

を 行 っ た 館 が ６ 館 （ う ち 大 学 関 係 館 が ３ 館 ）、 そ の 他 助 成 金 へ の 申 請 18 館 に と ど ま る。 そ も

そ も 科 学 研 究 費 に つ い て は 申 請 資 格 を 有 す る 事 が 必 要 だ が、 資 格 を 持 つ 館 が 13 館 （う ち 大 学

関 係 館 が ８ 館） に と ど ま り、 資 格 取 得 の 準 備 を 進 め る 館 が さ ら に ３ あ る だ け で、150 を 超 え る

館 が 取 得 希 望 も な い。

こ れ は 他 の 項 目 に も 表 れ た、 美 術 館 に お け る 調 査、 研 究 活 動 の た め の 環 境 の 未 整 備 を ベ ー ス

に し な が ら も、 資 格 取 得 や 助 成 金 獲 得 の た め の 事 務 作 業 量 の 多 さ や、 そ れ に 対 す る 助 成 金 額 や

そ の 使 い 勝 手 の 問 題 も 絡 ま っ て の 数 値 で あ ろ う。

（14）教育活動、博学連携

「Q13 － ３」「Q14 － １」 を 見 る と、館 主 催 の 教 育 活 動 に つ い て は、講 座、シ ン ポ ジ ウ ム、ワ ー

ク シ ョ ッ プ な ど、 各 館 で 様 々 な 事 業 を 積 極 的 に 実 施 し て い る の は、 各 項 目 の 記 述 を 参 照 さ れ た

い。 こ こ で は、「Q14 － ４」 の 学 校 と の 取 り 組 み に 注 視 す る。

授 業 の 一 環 と し て 学 校 で の 来 館 受 入 れ が 143 館、 遠 足 等 の 諸 行 事 114 館、 職 場 体 験 92 館 と

学 校 受 入 れ 実 績 は、 館 規 模 の 違 い を 超 え て、 高 い 数 値 を 示 し て い る。

そ う し た 機 会 に 学 芸 系 職 員 が 教 育 的 指 導 に あ た っ た 実 績 も 84 館、 さ ら に 学 芸 系 職 員 が 学 校

へ 出 向 い て の 機 会 提 供 も 33 館 に 上 っ て い る。

一 方 で、 教 職 員 の 美 術 館 に つ い て の 学 習 機 会 の 提 供 も、 学 校 と 美 術 館 相 互 の 理 解 を 高 め、 美

術 館 側 へ の 依 存 度 を 減 ら す た め に も 重 要 で あ る が、教 職 員 へ の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 実 施 39 館、

講 習 会 実 施 21 館、 さ ら に 教 育 委 員 会 レ ベ ル と の 活 動 に も 23 館 が 取 り 組 ん で い る。 こ の 教 職
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員 へ の 働 き か け の ３ 項 目 に つ い て、 い ず れ も 実 施 し て い る 館 が 10 館、 い ず れ も 実 施 し て い な

い の が 173 館 と 明 ら か な 差 が あ る。

学 校 と の 連 携 に つ い て 担 当 者 を 見 る と、 専 任 担 当 者 を 配 置 が 11 館 で、 そ の う ち ６ 館 が 上 記

の 教 員 向 け 活 動 を い ず れ も 実 施 し て い な い。 さ ら に 兼 務 も 含 め て、75 館 が 学 校 連 携 担 当 者 を

据 え て い る 状 況 を 見 る と、 児 童、 生 徒 の 受 入 れ と、 美 術 館 側 か ら の 教 育 機 会 提 供 は 進 ん だ が、

組 織 間 の 相 互 理 解 を 促 進 す る 抜 本 的 な 取 り 組 み の 進 捗 は、 未 だ 伸 び し ろ が あ る 状 況 で あ ろ う。

大 学 生 以 上 を 対 象 と す る 専 門 家 養 成 に つ い て は、 ま ず 博 物 館 学 実 習 生 の 受 入 は 63 館 に と ど

ま り、そ の 大 半 が 人 数 も １ 名 で あ る。 研 究 指 導 の 大 学、院 生 の 受 入 は ９ 館 の べ 16 名、イ ン タ ー

ン 受 入 12 館 の べ 19 名 の 結 果 で あ る。 こ れ ら の 結 果 か ら、 日 本 の 私 立 美 術 館 が 専 門 家 教 育 の

場 と し て は、 ほ と ん ど 機 能 し て い な い と 言 え よ う。

（15）情報発信

「Q15 － １」 よ り、 美 術 館 か ら の 情 報 発 信 ツ ー ル に つ い て は、 従 来 か ら の ポ ス タ ー、 チ ラ シ、

DM の 他、187 館 が ウ ェ ブ サ イ ト （ホ ー ム ペ ー ジ） を 持 ち、 今 や 必 須 の 媒 体 と な っ た 感 が あ る。

さ ら に 125 館 が SNS で の 広 報 活 動 に 取 り 組 ん で い る。 廉 価 で あ り、 簡 易 に 即 時 性 の 高 い 情 報

を 発 信 で き る 媒 体 で あ り、 す で に 効 果 の 認 知 も 進 ん で い る。

公 立 館 に 比 べ て、 発 信 の 内 容 や 発 信 者 の 権 限 な ど の 決 定 も 早 い こ と が 想 定 さ れ、 今 後 も さ ら

な る 普 及 が 見 込 ま れ る で あ ろ う。

（16）外部連携

「Q19」「Q20」 か ら、 美 術 館、 博 物 館 の 広 域 連 携 組 織 へ の 加 入 以 外、 他 館 や 館 外 の 各 種 団 体

と の 連 携 は あ ま り 活 発 で は な い こ と が わ か る。

そ う し た 中、 注 目 す べ き は、 地 元 企 業 と 観 光 旅 行 業 と の 連 携 で あ る。

地 元 企 業 等 と 協 力 し て の 事 業 実 施 は 65 館、 企 業 等 団 体 と は 57 館 が 実 績 を 持 っ て い る。 こ

れ は、 公 立 組 織 で は な い も の 同 士 の 親 和 性 の 高 さ と 共 に、「Q20 － １」 の 設 問 に お い て、 財 政

的 に 援 助 す る 団 体 と の 連 携 が 21 館 あ る こ と も 考 え 合 わ せ る と、 館 運 営 の た め の 外 部 資 金 確 保

の た め の 恒 常 的 な 連 携 関 係 の 構 築 の た め の 努 力 も あ る だ ろ う。

ま た 観 光 旅 行 業 と の 連 携、 協 力 に 実 績 が あ る の は 121 館 に お よ ぶ。 こ の 点 か ら、 地 域 の 観 光

資 源 と し て の 私 立 美 術 館 の 在 り 方 も 浮 か び 上 が る と 共 に、 入 館 料 収 入 確 保 の た め と い う 美 術 館

側 の 意 思 も 感 じ 取 れ る の で は な い か。

（17）キャッシュレス

決 済 に つ い て の キ ャ ッ シ ュ レ ス 化 は 訪 日 観 光 客 の 取 り 込 み な ら ず、 日 本 人 の 来 場 者 に 対 し て

も 早 急 な 環 境 整 備 が 求 め ら れ る。

設 問 「Q16 － ２」 に 注 目 す る と、入 館 料 支 払 い に つ い て、カ ー ド 使 用 可 能 36 館、電 子 マ ネ ー

等 使 用 可 能 が 34 館。 シ ョ ッ プ で の 使 用 は、 カ ー ド 81 館、 電 子 マ ネ ー 45 館 と 普 及 率 は 低 い。

た だ し、 館 の 規 模、 対 象 と す る 入 館 者 層 か ら す れ ば、 妥 当 な 数 値 で は な い だ ろ う か。
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（18）リスクマネジメント

地 震 や 浸 水 な ど 大 規 模 災 害 に よ る 被 害 が 現 実 の も の と な る 近 年、 設 問 「Q22」 の 結 果 は 注 目

さ れ る。

危 機 対 応 の マ ニ ュ ア ル 策 定 （73 館） や 改 定 （52 館）、 対 応 訓 練 の 実 施 （防 災 ・ 防 犯 140 館、

救 急 ・ 救 命 80 館）、 危 機 管 理 業 務 担 当 者 の 配 置 （77 館） と 進 ん で い る。 ま た 建 物 の 耐 震 診 断

も 104 施 設 が 実 施 し（未 実 施 は 新 築 が 大 半）て い る。 こ う し た 面 で の 防 災 対 応 は 進 ん で い る が、

一 方 で、 耐 震 診 断 の 結 果、 要 改 修 の 結 果 と な り な が ら 未 着 手 が 10 館 あ り、 そ の 大 半 の 理 由 が

資 金 不 足 で あ る。

資 金 問 題 が 体 制 に 強 く 結 び つ い て い る の が、 警 備 体 制 で あ ろ う。 少 数 の 館 で は、 厳 重 な 体 制

が ひ か れ て い る が、 設 問 に 沿 っ て み る と 24 時 間 有 人 警 備 実 施 が 38 館、 日 中 有 人 で 夜 間 は 機

械 警 備 が 91 館、24 時 間 機 械 警 備 導 入 が 51 館 と い う 数 値 に と ど ま っ て い る。

ま た 日 本 の 警 備 会 社 の 充 実 具 合 か ら、24 時 間 機 械 警 備 の 導 入 が 進 む こ と も 高 い 可 能 性 も あ

る が、 国 家 補 償 制 度 と の 兼 ね 合 い な ど か ら 24 時 間 有 人 警 備 の 促 進 も 検 討 せ ね ば な ら な い 難 し

い 問 題 も あ る。

こ う し た 作 品、 建 物 保 全 と な ら び、 コ ン ピ ュ ー タ や イ ン タ ー ネ ッ ト の 使 用 が 必 須 と な っ た 現

代 に お い て は、 情 報 に つ い て リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト も 重 要 で あ る。

ウ イ ル ス 対 策 ソ フ ト 導 入 （166 館）、 フ ァ イ ア ウ ォ ー ル シ ス テ ム の 導 入 （127 館）、 ソ フ ト の

定 期 更 新 （158 館） な ど は、 提 供 さ れ る 商 品 の 充 実 や 導 入 の 簡 便 さ、 価 格 低 下 か ら 導 入 が 進 ん

で い る。 ま た 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 担 当 者 を 配 置 す る 館 も 77 館 に 及 ん で い る。
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5．自然史博物館

佐 久 間 大 輔 （大 阪 市 立 自 然 史 博 物 館 学 芸 課 長）

今 回 の 調 査 に は 日 本 博 物 館 協 会 の デ ー タ ベ ー ス 上 に 「自 然 史 博 物 館」 と な っ て い る 102 館 か

ら 回 答 さ れ て い る。 こ れ ら は、 自 然 史 系 資 料 を 扱 う 専 門 館 で あ る。 資 料 面 か ら 見 る と 今 回 の 回

答 館 全 体 の 中 で こ れ ら の 専 門 館 が 所 蔵 し て い る 自 然 史 資 料 は 全 体 の 半 分 以 下 で あ る。 総 合 博 物

館 102 館 が ほ ぼ 自 然 史 専 門 館 に 匹 敵 す る 程 度 の 自 然 史 資 料 を 所 蔵 し、 そ の 他、 動 物 園 や 植 物

園、 水 族 館 も 少 な く な い 量 の 資 料 を、 歴 史 系 博 物 館 や 郷 土 館 も 少 な い な が ら も 資 料 を 保 存 し て

い る。 こ う し た 状 況 は 歴 史 や 美 術 で も 同 様 で あ る が、 自 然 史 専 門 館 は 数 が 少 な い た め に、 よ り

総 合 博 物 館 の 存 在 感 が 大 き く な っ て い る。 実 際、 自 然 史 系 博 物 館 を ネ ッ ト ワ ー ク す る 全 国 科 学

博 物 館 協 議 会 に も、 西 日 本 自 然 史 系 博 物 館 ネ ッ ト ワ ー ク に も、 千 葉 県 立 中 央 博 物 館 や 滋 賀 県 立

琵 琶 湖 博 物 館、 三 重 県 総 合 博 物 館、 北 九 州 市 立 い の ち の た び 博 物 館 と い っ た い わ ゆ る 総 合 博 物

館 が 数 多 く 加 盟 し て お り、 活 動 の 重 要 な 部 分 を 担 っ て い る。

こ の た め、 博 物 館 活 動 の 中 で の 自 然 史 博 物 館 を 考 え る た め に は 総 合 博 物 館 の 中 の 自 然 史 部 門

を 含 め て 考 慮 す る 必 要 が あ る。 こ こ で は 便 宜 的 に 統 計 と し て は 自 然 史 専 門 館 の も の を 歴 史 博 物

館 や 美 術 館 と 比 較 し な が ら そ の 特 質 を 示 し、 議 論 の 中 で は 総 合 博 物 館 に も 言 及 し な が ら、 全 体

像 に つ い て 議 論 す る。 ま た 議 論 に は 一 部 今 回 調 査 だ け で な く 社 会 教 育 調 査 の 結 果 を 用 い る。

（１）自然史資料の所蔵状況

一 館 あ た り の 資 料 数 が 多 い の も 自 然 史 博 物 館 の 特 徴 で あ る。 平 成 20（2008） 年 博 物 館 総 合

調 査 で は 資 料 所 蔵 に 関 し て 回 答 し た 館 の 33.3％ に あ た る 751 館 が 自 然 史 資 料 を 保 有 す る と 回

答 し、 平 均 値 で 35,366 点 （中 央 値 で は 528 点） を 所 蔵 し て い た。 総 計 値 は 示 さ れ て い な い が、

お よ そ 全 体 像 で 260 万 点 を 超 え て い る。 平 成 25 年 調 査 で は 総 数 で 21,446,475 点 と 606,412 件

が 自 然 史 資 料 を 所 蔵 す る と し て い る。 所 蔵 館 の 割 合 や 平 均 値 や 中 央 値 は ０ と 回 答 し た 館 も 含 ん

で い る た め 上 記 と 比 較 で き な い （報 告 書 で は 平 均 15,643 点、2,795 件、 中 央 値 ０ と な っ て い る

が、別 表 か ら 再 計 算 す る と 点 数 で 自 然 史 標 本 を 所 蔵 す る と 回 答 し た 館 は 28.3％ に 当 た る 639 館、

平 均 値 は 33,563 点 と な る）。 今 回 調 査 で は 資 料 所 蔵 す る と 回 答 し た 2,314 館 中 31.2％ に あ た る

723 館 が 資 料 所 蔵 す る と 回 答 し、 総 数 で は 31,839,712 点、4,233,705 件 に の ぼ っ て い る。 一 館

あ た り の 平 均 値 も 46,078 点、26,966 件 と 増 加 し て い る。

表４－５－１　博物館に所蔵される自然史系標本数の変遷（博物館総合調査）
平成 20（2008）年 平成 25（2013）年 令和元（2019）年

自然史資料所蔵館 751 639 723
所蔵館平均点数 35,366 33,563 46,078
中央値（点数） 528 － 500
総数 （約 260 万） 21,446,475 点 

606,412 件
31,839,712 点 

4,233,705 件
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博 物 館 総 合 調 査 で は 平 成 30（2018） 年 か ら 平 成 25（2013） 年 の 間 に 自 然 史 資 料 が ９ 倍 近 い

大 幅 な 増 加 を 見 せ て い た。 し か し、 回 答 数 や 設 問 の ば ら つ き も あ り、 博 物 館 総 合 調 査 だ け で は

傾 向 が 掴 み づ ら い た め、 ３ 年 ご と に 国 が 行 政 統 計 と し て 網 羅 的 に 行 っ て い る 社 会 教 育 調 査 を 参

照 し た。 平 成 11（1999） 年、 平 成 20（2008） 年、 平 成 30（2018） 年 の 調 査 値 を 用 い た。 登

録 ・ 相 当 ・ 類 似 博 物 館 の 自 然 史 系 資 料 数 （動 物 ・ 植 物 ・ 地 学 の 実 物 資 料 と 標 本 の 合 計） は 平 成

11 年 に 16,429,590 点 だ っ た も の が、 平 成 20 年 に は 38,208,060 点 に 倍 増 し て い た。 平 成 30 年

に は 40,125,199 に ま で 増 加 し て い る。 こ の 増 加 は 館 数 の 増 加 に よ る も の で は な い。 平 成 11 年

に は 全 博 物 館 で の １ 館 あ た り の 平 均 所 蔵 自 然 史 資 料 数 が 4,042 点 （登 録 ・ 相 当 の み に 限 る と 平

均 11,256 点） と な る の に 対 し、 平 成 30 年 に は １ 館 あ た り 9,013 点 （登 録 ・ 相 当 の み に 限 る と

18,342 点 ） と 大 幅 に 上 昇 し て い る。 社 会 教 育 調 査 に よ っ て も 資 料 の 増 加 に つ い て は 同 様 の 傾

向 が 確 認 で き た。

図４－５－１　社会教育調査からみた自然史資料数の変遷

こ の 急 激 な 増 加 は 各 博 物 館 で の 資 料 収 集 努 力 が 加 速 し た た め と は 考 え づ ら い。 バ ブ ル 崩 壊 以

降、 多 く の 博 物 館 で の 資 料 収 集 費 は 減 少 し て お り、 そ れ 以 前 に 倍 す る よ う な 収 集 努 力 は 行 わ れ

て い な い だ ろ う。 む し ろ、 バ ブ ル 以 降 の 高 齢 化 と 過 疎 化 の 加 速 お よ び 市 町 村 の 統 廃 合、 大 学 の

法 人 化 な ど に よ り、 そ れ ま で は 個 人 で 所 蔵 さ れ て い た 標 本、 地 域 の 学 校 や 公 民 館 で 保 存 さ れ て

い た 標 本、大 学 な ど で 所 蔵 さ れ て い た 標 本 が 行 き 場 を な く し 博 物 館 に 流 入 し た、と 考 え ら れ る。

更 に 平 成 7（1995） 年 の 阪 神・淡 路 大 震 災 以 降、 個 人 所 蔵 の 標 本 の 博 物 館 へ の 寄 贈 が 加 速 し た。

こ の よ う に、 博 物 館 の 資 料 増 加 は、 博 物 館 の 事 情 と い う よ り、 社 会 的 な 要 請 や 行 政 事 情 の 反 映

で あ る 場 合 が 多 い。 し か し 残 念 な が ら、こ の よ う な 博 物 館 の 資 料 保 存 活 動 に 対 す る 公 的 支 援 は、

多 く の 場 合 増 加 し て い な い。
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（２）急激な増加による課題

社 会 教 育 調 査 の 結 果 お よ び 博 物 館 総 合 調 査 の 結 果 は、 過 去 四 半 世 紀 の 間 に、 博 物 館 所 蔵 の 自

然 史 資 料 が 大 幅 に 増 加 し た こ と を 明 瞭 に 示 し て い た。 こ の 急 激 な 増 加 は 様 々 な 課 題 を 自 然 史 博

物 館 に も た ら し て い る。

収蔵の能力の不足

博 物 館 の 新 設 で は な く、 個 々 の 館 の 収 蔵 資 料 の 増 加 が 全 体 の 増 加 に 寄 与 し て い た。 増 加 率 は

も と も と 資 料 数 の 多 か っ た 登 録 ・ 相 当 よ り も、 博 物 館 類 似 施 設 の 方 が 大 き い。 登 録 ・ 相 当 博 物

館 の 収 蔵 余 力 が 限 界 に 近 い こ と を 示 唆 し て い る 可 能 性 が あ る。 収 蔵 庫 の 不 足 を 課 題 と 感 じ て い

る 自 然 史 博 物 館 は 全 体 に 比 べ 若 干 高 い 44.6％ と な っ て い た。 た だ し、 内 容 を 見 る と や や ２ 極 化

す る 傾 向 が 見 ら れ た。 大 規 模 自 然 史 博 物 館 で 収 蔵 庫 の 不 足 が 強 く 当 て は ま る と 回 答 し た 館 が 博

物 館 全 体 で は 41.7％ だ っ た の に 対 し 自 然 史 で は 44.6％、 逆 に あ ま り あ て は ま ら な い と 回 答 し

た 館 が 全 体 で 17.3％ に 対 し、 自 然 史 で は 22.8％ と 逼 迫 し て い る 館 と 余 裕 の あ る 館 に 分 か れ て

い る 様 子 が 見 ら れ る。 こ れ は 図 ４ － ５ － ２ に 示 し た よ う に、 自 然 史 標 本 は 特 に 国 立 や 県 立 ・ 政

令 市 立 な ど の 大 規 模 館 に 集 中 し て い る た め に、 こ れ ら の 館 で よ り 逼 迫 し て い る 状 況 を 示 し て い

る の だ ろ う。

自 然 史 資 料 は 虫 害 や カ ビ の 被 害 を 受 け や す い も の、 液 浸 標 本 な ど 管 理 を 必 要 と す る も の な ど

が 多 く、 特 に 温 湿 度 の 管 理 が 収 蔵 条 件 と し て 重 要 で あ る。 多 く の 博 物 館 で 廃 校 利 用 な ど の 遊 休

施 設 の 二 次 活 用 を 行 っ て い る 場 合 が あ る が、 劣 悪 な 条 件 で 保 存 さ れ て い る ケ ー ス も 散 見 さ れ、

自 然 史 を 専 門 と す る 担 当 者 が い な い 施 設 で の 適 切 な 管 理 の た め に も、 今 後 様 々 な 条 件 に 対 応 で

き る 収 蔵 保 存 の ガ イ ド ラ イ ン づ く り が 重 要 に な る。 一 方 で、 特 に 重 要 な 資 料 の 恒 久 的 な 管 理 の

た め に は、 や は り 収 蔵 設 備 の 整 備 拡 充 が 欠 か せ な い。 ま た、 過 疎 化 の 進 行 は 小 規 模 な 博 物 館 の

存 続 を も 脅 か し て い る 現 状 で あ り、 広 域 的 な 資 料 保 存 の 体 系 づ く り の た め に も、 拠 点 施 設 を 中

心 に 収 蔵 庫 の 整 備 が 重 要 な 課 題 に な っ て い る。

第 3 章 　 調 査 結 果 「21． 博 物 館 や 博 物 館 界 の 抱 え る 課 題」 表 ３ － 21 － ３ に 見 ら れ る よ う に

他 の 分 野 で も 国 立 や 県 立 ・ 政 令 市 立 へ の 資 料 の 集 中 は 続 い て い る よ う だ。

図４－５－２　収蔵庫の不足
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（３）資料目録のデジタル化の遅れ

デ ジ タ ル 化 に つ い て は 急 激 な 増 加 に よ り、 資 料 の 目 録 化 が 追 い つ か な い 現 状 も 生 ん で い る の

で は な い か と 予 測 さ れ た。 し か し、 調 査 回 答 か ら は、 全 体 に 比 べ や や 問 題 意 識 が 高 い も の の そ

れ ほ ど 大 き な 差 は 出 な か っ た。 自 然 史 資 料 は 昆 虫 や 植 物、 化 石 な ど 分 野 を 問 わ ず、 そ の 研 究 の

性 格 上、 数 が 多 く な る。 地 域 に よ る 変 異 を 調 べ る な ど の 目 的 で、 同 じ 種 類 の 昆 虫 で も、 地 域 や

成 長 段 階、 採 集 年 代 な ど が 異 な る た く さ ん の 標 本 が 保 存 さ れ て い る こ と は 珍 し く な い。 こ れ ら

１ 個 体 ず つ の 同 定、 環 境 情 報、 採 集 情 報 を 記 録 し、 良 好 な 標 本 と し て 保 存 処 理 を す る た め に は

膨 大 な 手 間 が か か る。 そ の 最 後 に 当 た る の が、 デ ジ タ ル 情 報 の 公 開 だ が、 急 激 に 標 本 は 増 加 し

て も 人 員 や 登 録 の た め の 費 用 が 現 場 に あ て が わ れ る こ と は 少 な い。 そ の た め、 必 然 的 に デ ジ タ

ル 化 に 遅 れ が 生 じ る。 文 化 資 源 と し て、 あ る い は 研 究 資 源 と し て 自 然 史 資 料 を 活 用 す る た め に

は 経 常 的 な 経 費 で な く、 整 備 資 金 の 検 討 が 必 要 だ ろ う。

こ の よ う に、 課 題 の 多 い 自 然 史 標 本 で は あ る が、 他 分 野 に 比 べ、 著 作 権 や 来 歴 情 報 に つ い て

は 比 較 的 シ ン プ ル で デ ジ タ ル 化 を 勧 め や す い 要 素 も あ る。 各 分 野 の 博 物 館 そ れ ぞ れ 様 々 な 課 題

が あ り、 同 様 に デ ジ タ ル の 課 題 が 現 代 の 博 物 館 に は の し か か っ て い る。 そ れ ぞ れ の 分 野 に 適 切

な 事 業 と し て よ く 検 討 ・ 設 計 し た 資 金 投 入 が 必 要 だ。

図４－５－３　資料や資料目録のデジタル化が十分できていない

（４）資料保全の体制の不足

自 然 史 系 博 物 館 や 科 学 館 は、 旧 来 か ら 文 化 庁 に 所 管 さ れ て い た 美 術・歴 史 系 博 物 館 に く ら べ、

政 策 的 体 系 化 は 行 わ れ て こ な か っ た。 資 料 情 報 を 流 通 す る 国 立 科 学 博 物 館 に よ る サ イ エ ン ス ・

ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト、全 国 科 学 系 博 物 館 協 議 会 に よ る 研 究 会 や 研 修、西 日 本 自 然 史 系 博 物 館 ネ ッ

ト ワ ー ク に よ る 自 主 的 な 活 動 は 見 ら れ る が、 全 国 の 資 料 を 保 全 す る た め の サ ポ ー ト 拠 点 形 成 や

指 導 の た め の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り は、 美 術 ・ 工 芸 品 の よ う に 十 分 に は で き て い な い。 こ れ は、

一 般 の 自 然 史 資 料 が 文 化 財 保 護 法 の 定 め る 文 化 財 の 定 義 に 含 ま れ て お ら ず、 博 物 館 法 の 博 物 館

資 料 と し て 以 上 の 保 護 の 枠 組 み を 持 っ て い な い こ と も 大 き く 影 響 し て い る。 し か し 東 日 本 大 震

災 時 に は、 津 波 被 災 を 受 け た 図 書 資 料 や 未 指 定 文 化 財 を ふ く む 広 範 な 対 象 を 文 化 財 レ ス キ ュ ー

の 対 象 と し、 そ の 後 の 文 化 財 防 災 ネ ッ ト ワ ー ク で は 明 確 に 自 然 史 資 料 も 対 象 と し て 関 連 団 体 が

参 画 し て い る。

平 成 30（2018） 年 に 文 化 庁 が 博 物 館 全 体 を 所 管 す る 体 制 に 移 行 し た が、 自 然 史 資 料 の 保 全

体 制 に つ い て は 進 展 が な く、 被 災 時 は 各 自 治 体 と 協 力 す る 博 物 館 の 努 力 に よ っ て 対 応 が な さ
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れ る 現 状 に あ る。 ユ ネ ス コ や 国 際 博 物 館 会 議 を 含 む 海 外 の 遺 産 （heritage） の 扱 い な ど を 含 め、

自 然 史 資 料 は 我 々 の 生 活 及 び 文 明 の 変 化 を 記 録 す る 重 要 な 資 料 で も あ る。 自 然 史 資 料 の 国 家 的

な 保 全 に 向 け た 制 度 （相 互 協 力 の た め の 枠 組 み を 含 む） や 拠 点 の 形 成 （災 害 時 の 一 時 保 管 や 冷

凍 施 設 の 提 供、 保 全 科 学 的 な 技 術 提 供 な ど） は 今 後 重 要 な 課 題 で あ る。 特 に、 枠 組 み づ く り は

次 項 に 述 べ る 資 料 と 人 材 の 偏 在 を 考 え た と き に 特 に 重 要 で あ る。

（５）資料と人材の偏在

今 回 の 博 物 館 総 合 調 査 で 回 答 さ れ た 自 然 史 系 資 料 の 総 数 は 31,839,712 点 で あ り、 調 査 全 体

で は 未 回 答 館 が ４ 割 以 上 あ っ た も の の、 社 会 教 育 調 査 を 比 較 し て も 自 然 史 資 料 の 全 国 的 な 所 蔵

状 況 を 概 ね 反 映 で き る 調 査 と な っ た で あ ろ う。 自 然 史 標 本 の 所 蔵 数 を 設 置 者 ご と に 見 る と 国 立

と、 都 道 府 県 立 ・ 政 令 指 定 都 市 立 の 博 物 館 で 全 体 の ８ 割 ま で が 所 蔵 さ れ て い る。 さ ら に 16％

が 市 立 と 区 立 の 博 物 館、 そ の 他 の 博 物 館 が 残 り ４ ％ を 所 蔵 し て い る。 国、 都 道 府 県 立 ・ 政 令 市

立、 市 立 な ど の 間 に は 明 確 に 平 均 所 蔵 点 数 に も 違 い が あ る。

図４－５－４設置者別に見た自然史資料の所蔵状況

佐 久 間 （2016） は 自 然 史 資 料 を 10 万 点 以 上 大 規 模 収 蔵 す る 大 規 模 館 １ 万 点 以 上 所 蔵 す る 中

規 模 館 な ど に 区 分 し て そ の 保 管 状 況 を 議 論 し た が、 こ の 規 模 感 の 違 い は 概 ね 設 置 者 の 違 い と 一

致 す る。 都 道 府 県 立 ・ 政 令 市 立 以 上 に 大 規 模 館 が ほ ぼ 集 中 し て い る 状 況 だ。 こ う し た 状 況 は、

自 然 史 標 本 が 専 門 性 を 有 す る 学 芸 員 に よ る 管 理 を 必 要 と す る こ と を 反 映 し て い る と 思 わ れ る。

し か し、 一 方 で 小 規 模 館 に は 点 数 を 把 握 す る 余 力 が な く、 一 件 資 料 と し て 数 千、 時 に 数 万 の 資

料 が 取 り 扱 わ れ て い る 場 合 が あ る。 防 災 や 将 来 に 渡 る 保 全 の た め に は こ れ ら の 資 料 の 実 態 把 握

が 重 要 で あ り、 特 に 専 門 職 員 が 偏 在 す る 自 然 史 系 博 物 館 に お い て は、 人 文 系 小 規 模 館 に 保 存 さ

れ て い る こ れ ら の 資 料 の 実 態 調 査 を す す め る こ と が 重 要 だ。

こ の 収 蔵 状 況 が 大 き く 影 響 す る の が、 収 蔵 庫 の 収 蔵 余 力 の 問 題 と、 収 蔵 資 料 の デ ジ タ ル 化 の

問 題 で あ る。
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（６）自然史博物館の学芸員とその研究活動

自 然 史 専 門 館 の 常 勤 学 芸 員 配 置 に 関 す る 回 答 は わ ず か 30 館 か ら の 有 効 回 答 で あ る が、 平 均

値 は 総 合 博 物 館 よ り も 大 き な 6.83 人 と な っ た。 こ れ は い く つ か の 大 型 館 の 影 響 と 思 わ れ、 中

央 値 は 総 合 博 物 館 と 同 じ ３ 人 で あ っ た。 比 較 す る と、 中 央 値 で も 美 術 館、 歴 史 系 博 物 館 の 「２

人」 よ り 大 き い 結 果 と な っ た。 自 然 史 資 料 は、 歴 史 資 料 や 美 術 品、 文 化 財 の よ う な 資 料 取 り 扱

い の 基 礎 教 育 が 広 ま っ て い な い こ と も あ り、 各 分 野 の 専 門 研 究 を 経 験 し た 人 間 が 扱 っ て い る こ

と が 通 例 と な っ て い る。 こ の こ と が 自 然 史 博 物 館 の 必 要 学 芸 員 数 が 多 い 背 景 に あ る。 生 物 学 と

古 生 物 学 を 含 む 地 学 分 野 と で は、 資 料 の 取 り 扱 い か ら、 採 集、 研 究 手 法 も 大 き く 異 な り、 両 者

を 総 合 的 に 学 ぶ こ と は 難 し い。 ま た、 資 料 取 り 扱 い の 難 し さ か ら、 専 門 学 芸 員 が 配 置 さ れ て い

な い 町 村 立 や そ の 他 の 博 物 館 に 自 然 史 資 料 が ほ と ん ど 保 存 さ れ て い な い 現 状 を 生 ん で い る と 思

わ れ る。 ま た、 文 化 財 の 中 に 自 然 史 資 料 が 位 置 づ け ら れ て い な い こ と か ら、 文 化 財 保 護 活 動 の

一 環 と し て 博 物 館 が 運 営 さ れ る こ と の 多 い 町 村 部 で は 自 然 史 軽 視 に つ な が っ て い る 面 も あ る だ

ろ う。

学 芸 員 の 専 門 性 を 伺 わ せ る デ ー タ と し て は、 学 会 へ の 参 加 が 博 物 館 全 体 で は わ ず か 27.7％ な

の に 対 し、 自 然 史 博 物 館 で は 45.5％ と 比 較 的 高 率 で あ る。（p.146） 外 部 資 金 の 獲 得 も 同 じ く 全

体 で は 13.4％ に 対 し 26.7％ と か な り 高 い。 こ の よ う に 研 究 面 で も 活 発 に 活 動 を し て い る 自 然

史 系 の 学 芸 員 で あ る が、 研 究 活 動 に 関 し て 制 約 や 人 事 異 動 に よ る 弊 害 は 他 の 分 野 の 学 芸 員 と 同

じ く 生 じ て い る よ う だ。 研 究 者 と し て の 学 芸 員 の 処 遇 を ど の よ う に 組 織 と し て 位 置 づ け、 支 援

し て い く の か。 博 物 館 の 活 性 化 の 重 要 な 論 点 と し て こ れ ら の 問 題 解 決 を 博 物 館 界 と し て 位 置 づ

け、 改 善 し て い く 必 要 が あ る だ ろ う。

（７）残された課題

こ の 他、 自 然 史 系 博 物 館 に は 野 外 観 察 会、 野 外 調 査 な ど 博 物 館 外 で の 活 動 が 多 い こ と、 教 育

活 動 で も 子 供 向 け か ら 家 族 向 け、 専 門 家 向 け と 多 様 な 行 事 が 実 施 さ れ て い る こ と な ど の 特 徴 も

多 い。 自 然 環 境 を 扱 う 自 然 史 系 博 物 館 で は こ れ ら の 事 業 も 含 め た 住 民 と の サ イ エ ン ス ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の た め の 活 動 が 大 変 重 要 な 側 面 に な る。 自 然 史 系 博 物 館 の 特 徴 的 な 部 分 で あ る

が、 し か し、 こ れ ら の 特 徴 は 総 合 調 査 で は 十 分 に 浮 か び 上 が っ て こ な い。 回 答 の 中 の 自 由 記 述

な ど の 定 性 的 な 記 述 か ら だ け で は 全 体 像 を 示 す に は 限 界 が あ る。 こ れ に つ い て は 機 会 を 改 め て

後 日 論 じ て み た い。 令 和 元 （2019） 年 に 開 催 さ れ た 国 際 博 物 館 会 議 京 都 大 会 で も 「 持 続 可 能

な 開 発 の た め の 目 標」 や、 地 球 温 暖 化 な ど 人 間 活 動 が 地 球 規 模 で 影 響 を 与 え る よ う に な っ て し

ま っ た 「人 新 世 ：ANTHROPOCENE」 が 大 き な テ ー マ と な っ て い た。 こ れ ら の テ ー マ は 自 然 史 博

物 館 に も 深 く 関 わ る も の で あ り、 社 会 の 中 で の 博 物 館 の 役 割 を 考 え て い く た め に も、 自 然 史 博

物 館 は 重 要 な も の で あ り 続 け て い く だ ろ う。 将 来 の 姿 を 考 え て い く た め に も、 再 度 デ ー タ を 見

直 し、 現 状 か ら 見 え て く る 課 題 を 捉 え 直 し て い き た い。
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6．理工系博物館

濱 田 浄 人 （国 立 科 学 博 物 館 科 学 系 博 物 館 イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー 長）

高 尾 戸 美 （多 摩 六 都 科 学 館 研 究 ・ 交 流 グ ル ー プ リ ー ダ ー）

（１）対象

理 工 系 博 物 館 に は、 科 学 博 物 館 （科 学 館） を 筆 頭 に、 科 学 技 術 や 産 業 資 料 を 扱 う 博 物 館、 天

文 分 野 を 扱 う 施 設 が あ る。 科 学 博 物 館 の 中 に は、 自 然 史 系 と 理 工 系 の 双 方 を 取 り 扱 う 自 然 科 学

博 物 館 も 含 ま れ る。 我 の 国 に お け る 自 然 科 学 博 物 館 の 団 体 と し て は 全 国 科 学 博 物 館 協 議 会 や 全

国 科 学 館 連 携 協 議 会 が あ り、 令 和 2（2020） 年 ３ 月 現 在 の そ れ ぞ れ の 加 盟 会 員 数 は、 全 国 科 学

博 物 館 協 議 会 222 館 （正 会 員 の み）、 全 国 科 学 館 連 携 協 議 会 は 198 館 で あ る。

本 分 析 は、「理 工 系 博 物 館」102 館 を 対 象 と し た も の で あ る。

（２）設置主体と所管

設 置 主 体 は、 全 体 の ７ 割 が 公 立 で あ り、 政 令 指 定 都 市 以 外 の 市 ・ 東 京 特 別 区 が 38.2％、 政 令

指 定 都 市 12.7％ と 全 体 の 約 半 数 を 占 め て い る。 所 管 に つ い て は、 前 回 の 平 成 25（2013） 年 調

査 と 比 較 す る と 教 育 委 員 会 所 管 の 施 設 は、46.8％ か ら 52.1％ と 微 増 し た。 ま た、 首 長 部 局 所 管

に つ い て は、45.6％ か ら 43.7％ へ と わ ず か な が ら 減 少 し て い る。

表４－６－１　理工系博物館の設置主体

（３）指定管理者制度

理 工 系 博 物 館 に お け る 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 年 の 平 均 は 平 成 17（2005） 年、 移 行 年 の 平 均

は 平 成 19（2007） 年 で あ る。 全 体 に お け る 指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 平 均 状 況 は ３ 割 弱 で あ る が、

理 工 系 博 物 館 で は 約 半 数 に 導 入 さ れ て い る。 ま た、「導 入 さ れ て い る （一 部 に 導 入 さ れ て い る

を 含 む）」 と 回 答 し た 割 合 は、 前 回 の 平 成 25（2013） 年 の 44.3％ か ら 52.1％ に 微 増 し て お り、

理 工 系 博 物 館 の 運 営 に お い て は 指 定 管 理 者 制 度 が 定 着 し て い る 様 子 が 伺 え る。 さ ら に 今 度 も 導

入 を 検 討 し て い る 施 設 が あ る こ と か ら 増 加 の 可 能 性 が あ る。

指 定 管 理 先 に つ い て は、 設 置 者 で あ る 地 方 公 共 団 体 が 出 資 し て い る 公 益 財 団 法 人 が 約 ４ 割 で

あ る が、 次 い で 民 間 企 業 が ３ 割 強 を 占 め て お り、 こ の 数 は 平 成 25 年 度 の 25.7％ と 比 較 す る と

約 １ 割 増 加 し て い る。

指 定 管 理 の 業 務 範 囲 に つ い て は、86.5％ が 学 芸 を 含 め た 館 の 全 業 務 を 担 っ て い る と 回 答 し て

い る。 指 定 管 理 契 約 期 間 の 平 均 は 5.9 年 で あ る。

表４－６－２　指定管理者制度の導入状況

N ＝ 国立 県立 市立 町村立 公益法人 会社、個人等
102 1 27 39 6 16 13（館数）

（100.0） （1.0） （26.5） （38.2） （5.9） （15.7） （12.0）（％）

調査年 N ＝
導入されてい
る（一部に導
入されている
場合を含む）

導入が決
まっている

導入が検討
されている

導入する予
定はない

一度導入さ
れたが、そ
の後、直営
となった

その他 無回答

平成 25
（2013）

N=79 35 0 9 28 1 1 0（館数）
（100.0） （44.3） （0.0） （2.6） （35.4） （1.3） （1.3） （0.0）（％）

令和元
（2019）

N=71 37 0 6 24 2 0 2（館数）
（100.0） （52.1） （0.0） （8.5） （33.8） （2.8） （0.0） （2.8）（％）
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図４－６－１　指定管理先団体［全体：N=43］（複数回答）

（４）博物館の評価

理 工 系 博 物 館 で は、 独 自 の 目 的 ・ 使 命 を 設 定 し て い る 施 設 の 割 合 は 66.7％、 さ ら に 自 己 評 価

や 設 置 者 に よ る 評 価 の 実 施 に つ い て も 定 期 的 に 実 施 し て い る が 約 ４ 割 あ る。 自 己 評 価 は 半 数、

設 置 者 に よ る 評 価 は 約 ７ 割 が そ の 結 果 を 公 表 し て い る。 外 部 評 価 に つ い て は、 ３ 割 弱 が 定 期 的

に 行 っ て お り、 そ れ ら に つ い て も 設 置 者 評 価 同 様 に 約 ７ 割 が 公 表 さ れ て い る。 平 成 25（2013）

年 調 査 時 と 比 較 し て み る と 自 己 評 価 は 約 ２ 割、 外 部 評 価 は ３ 割 も 増 加 し て お り、 各 館 及 び 設 置

者 に よ る 事 業 の 透 明 性 と 責 任 説 明 の 一 層 の 強 化 が 進 め ら れ て い る。

表４－６－３　独自の目的・使命の設定　　（％）

表４－６－４　評価の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－６－５　評価の公表状況　　　　　　　　　　　　　　		（％）

N ＝ 設定している 設定していない 無回答
102 66.7 32.4 1.0

評価の区分 N ＝ 定期的に実施し
ている

定期的ではない
が実施している 実施していない 無回答

自己評価 102 39.2 2.0 39.2 19.6
外部評価 102 27.5 8.8 61.8 2.0
設置者評価 102 40.2 2.0 36.3 21.6
自己評価と設置者評
価の評価者が同じ 102 14.7 2.0 16.7 66.7

評価の区分 N ＝ 公表している 公表していない 無回答
自己評価 42 50.0 50.0 0.0
外部評価 37 73.0 27.0 0.0
設置者評価 43 69.8 27.9 2.3
自己評価と設置者評
価の評価者が同じ 17 76.5 17.6 5.9
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（５）組織

理 工 系 博 物 館 に お け る 職 員 に つ い て は、 職 員 数、 勤 務 形 態、 雇 用 条 件、 資 格 の 有 無 は 施 設 に

よ っ て 異 な る た め 一 般 化 す る こ と は 難 し い。 特 に 職 員 数 は か な り の 幅 が あ り、 学 芸 系 と 事 務 管

理 系 を 合 わ せ て ５ 人 に 満 た な い 施 設 か ら 50 人 近 い ス タ ッ フ を 配 置 し て い る 施 設 が あ る。

学 芸 系 職 員 数 （常 勤） の 平 均 は 4.9 人、 そ の う ち 学 芸 員 資 格 を 有 す る 職 員 数 の 平 均 は 2.0 人

で あ る。 学 芸 系 職 員 数 （非 常 勤） の 平 均 は 1.5 名 で あ り、 そ の う ち 学 芸 員 資 格 を 有 す る 職 員 数

の 平 均 は 0.3 名 で あ る。 ま た、 学 芸 系 職 員 の 無 期 雇 用 職 員 数 の 平 均 は 4.8 名、 有 期 雇 用 職 員 数

の 平 均 は 3.4 名 で あ る。

学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い る と 採 用 し た 施 設 の う ち、 学 歴 を 定 め て い る と 回 答 し た 割 合 は お お

よ そ ３ 割 で ほ ぼ 大 卒 以 上 で あ る。 大 学 院 修 士、 博 士 修 了 以 上 を 定 め て い る 施 設 は、 と も に １ ％

で あ り、 他 の 館 種 と 比 較 す る と 最 も 少 な い こ と か ら 研 究 職 人 材 に 対 す る 意 識 は 低 い と 言 え る。

ま た、 学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い な い と 回 答 し た 施 設 は ４ 割 弱 で あ る。

図４－６－２　学芸系職員と学歴［全体：N=102］

ま た、 学 芸 員 資 格 に 関 し て は、 学 芸 系 職 員 は 採 用 し て い な い と 回 答 し た 施 設 が 36.3％ と 最 も

多 か っ た。 一 方、 学 芸 員 資 格 を 必 須 に し て い る と 回 答 し た 割 合 は 約 １ 割 で あ り、 他 の 館 種 と 比

較 す る と か な り 少 な い。 必 須 で は な い が 考 慮 し て い る 館 は 約 ３ 割 で あ り、 学 芸 員 有 資 格 者 で あ

る こ と が 採 用 の 決 め 手 に は な ら な い こ と が 窺 え る。



―　258　―

図４－６－３　学芸員資格と採用条件［全体：N=102］

臨 時 雇 用 に つ い て は、 常 に い る と 回 答 し た 施 設 は 全 体 の 約 半 数 を 占 め、 重 要 な 業 務 の 担 い 手

と な っ て い る と 考 え ら れ る。

図４－６－４　臨時雇用の職員の有無［全体：N=102］

（６）施設

理 工 系 博 物 館 に お け る 敷 地 総 面 積 の 平 均 は、21,329㎡ で あ る が、750㎡ か ら 223,063㎡ と か な

り の 幅 が あ る。 展 示 面 積 に つ い て も 同 様 に 200㎡ か ら 111,888㎡ と 幅 が あ り、平 均 は 3,860㎡ で

あ る。 収 蔵 庫 に つ い て は、 約 ４ 割 は 設 置 さ れ て お ら ず、 収 蔵 保 存 部 屋 に つ い て も、20㎡ か ら

67,392㎡ で あ り、 サ イ エ ン ス セ ン タ ー と 技 術 史 資 料 を 有 す る 施 設 の 違 い が あ る と 考 え ら れ る。

表４－６－６　収蔵庫の設置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

N ＝
必要箇所すべて
に設置され、十
分な温湿度環境
を実現している

必要箇所すべて
に設置されてい
るが、十分な温
湿度環境を実現
できていない

一部に設置さ
れ、設置個所で
は十分な温湿度
環境を実現して

いる

一部に設置され
ているが、設置
個所でも十分な
温湿度環境を実
現できていない

設置されて
いない 無回答

102 19 13 10 10 42 8（館数）
（100.0） （18.6） （12.7） （9.8） （9.8） （41.2） （7.8）（％）
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表４－６－７　老朽化の対応の必要度　　　　　　　　　　　　　　		上：館数　下：（％）

施 設 設 備 老 朽 化 問 題 に つ い て は、85.5％ が 問 題 に な っ て い る と 回 答 し て い る。 空 調 ・ 給 排 水

設 備 ・ 電 気 設 備 な ど は ３ 割 が 早 急 な 対 応 が 必 要 で あ る と 回 答 し て お り、 約 半 数 の 館 が 建 物 や 常

設 展 示 に つ い て 中 期 的 な 対 応 が 必 要 な 状 況 で あ る。 し か し な が ら こ れ ら の 課 題 に 対 し、 ７ 割 は

修 繕 予 定 が な い と 回 答 し て い る。 公 立 館 の 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 に お い て、 今 後 5 年 以 内 の 位

置 づ け と し て 「現 状 の ま ま、 存 続 す る」 と 回 答 し た 施 設 が 半 数 を 占 め て い る こ と か ら、 ハ ー ド

面 の 課 題 が 改 め て 浮 き 彫 り と な っ た。

（７）入館者と利用料金

理 工 系 博 物 館 の 年 間 入 館 者 数 は 750 人 か ら 1,090,000 人 ま で か な り 幅 が あ る が、 平 均 は

155,119 人、 中 央 値 は 107,605 人 で あ る。 有 料 入 館 者 の 平 均 割 合 は ６ 割 弱 で あ る。

常 設 展 を 有 料 と し て い る 館 は 65.7％、 無 料 と し て い る 館 は 31.4％ で あ る。 特 別 展 の 観 覧 に つ

い て は、 徴 収 す る が 13.7％、 し な い と 回 答 し た 館 が 60.8％ と 圧 倒 的 に 多 い。 特 別 展 を 開 催 し

な い 施 設 が ２ 割 あ る こ と か ら、 理 工 系 博 物 館 で は 特 別 展 を 収 益 事 業 に 位 置 付 け て い な い と 考 え

ら れ る。 ま た、特 別 展 以 外 の 設 備 へ の 徴 収 の 有 無 に つ い て は 徴 収 す る と 回 答 し た 館 が ４ 割 あ り、

理 工 系 な ら で は の 設 備 で あ る プ ラ ネ タ リ ウ ム 番 組 や 大 型 映 像 の 観 覧 料 と し て 徴 収 し て い る。

（８）資料等の収集保管について

理 工 系 博 物 館 に は、 科 学 館 的 な 館 と、 科 学 技 術 史 博 物 館 的 な 館 の 二 つ の タ イ プ の 館 が 含 ま れ

る。 資 料 等 の 収 集 保 管 に つ い て は、 こ の 両 者 で 大 き く 傾 向 が 異 な る こ と が 予 想 さ れ る た め、 収

蔵 資 料 数 に 着 目 し て 分 析 し た。

①収蔵資料数について

調 査 に お い て は、 収 蔵 資 料 数 に つ い て 「人 文 系 資 料」「自 然 系 資 料」「図 書 資 料」「映 像 資 料」

の ４ 区 分 に つ い て 原 則 「点」 数 で 聞 い て い る。 な お、 点 数 で 記 入 で き な い 場 合 （例 え ば 〇 〇 家

文 書 一 式 等） は 「件」 数、 ま た は そ の 他 の 単 位 で 記 入 い た だ い た。

こ こ で は、「人 文 系 資 料」「自 然 系 資 料」 に つ い て は、 正 確 さ を 欠 く も の の、 お お ま か な 確 認

が で き る よ う、「点」 数、「件」 数、 ま た は そ の 他 の 単 位 で の 回 答 に つ い て も 単 位 を 問 わ ず、 単

純 に 回 答 の 数 字 を 和 す こ と と す る。 そ の た め 本 節 で は 単 位 を 付 す こ と が で き な い。

な お、「図 書 資 料」「映 像 資 料」 に つ い て の 単 位 は 「点」 で あ る。

次 表 が 全 て の 館 種 2,314 館 の 傾 向 と、 理 工 系 博 物 館 102 館 の 傾 向 で あ る。

老朽化の該当箇所 N ＝ 早急に対応が
必要

中期的に対応が
必要

当面、対応は
不要 無回答

建物 87 27 44 14 2
（100.0） （31.0） （50.6） （16.1） （2.3）

空調・給排水設備・電気設備 87 30 39 13 5
（100.0） （34.5） （44.8） （14.9） （5.7）

移動・運搬設備 87 13 33 35 6
（100.0） （14.9） （37.9） （40.2） （6.9）

常設展示 87 18 52 14 3
（100.0） （20.7） （59.8） （16.1） （3.5）
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表４－６－８　博物館の収蔵資料数（全体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－６－９　博物館の収蔵資料数（理工）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

理 工 系 博 物 館 で は 収 蔵 資 料 数 が 0 と い う 回 答 が 多 く 見 ら れ、100 未 満 と い う 回 答 も 多 い。

収 蔵 資 料 が 200 未 満 と い う 館 に つ い て は、 展 示 資 料 が 大 部 分 と 思 わ れ る。 人 文 系 資 料、 自 然

系 資 料 を 合 計 し て も 200 未 満 と い う 館 は、 博 物 館 全 体 で は 約 15％ で あ る が、 理 工 系 博 物 館 で

は 約 56％ に 及 ぶ。 こ れ ら は ほ ぼ 科 学 館 と 思 わ れ る。

一 方、こ れ ら の 科 学 館 を 除 け ば、ピ ー ク が「2 千 ～ 5 千 未 満」で あ る な ど 全 体 の 傾 向 に 近 づ く。

こ こ で、 仮 に 収 蔵 資 料 が 200 以 上 の 館 37 館 を 「技 術 史 系 博 物 館」 と し て、 さ ら に い く つ か

の 設 問 へ の 回 答 を 整 理 し て み よ う。

②資料購入予算、収蔵庫の状況について
表４－６－１０　資料購入予算

収 蔵 庫 に つ い て は、 使 用 割 合 が 「9 割 以 上 」 と 回 答 し た 館 が 3 割 強、「 収 蔵 庫 に 入 り 切 ら な

い 資 料 が あ る」 と 回 答 し た 館 が 2 割 強 で、 博 物 館 全 体 と 似 た 傾 向 を 持 ち、 収 蔵 場 所 が 狭 隘 と い

う 課 題 を 有 し て い る。

表４－６－１１　収蔵庫の状況－収蔵に用いられている割合

N=

所蔵資料数

0
1 ～ 
100
未満

100
～ 

200
未満

200
～ 

500
未満

500
～ 

1 千
未満

1 千
～ 

2 千
未満

2 千
～ 

5 千
未満

5 千
～ 

1 万
未満

1 万
～ 

2 万
未満

2 万
～ 

5 万
未満

5 万
～ 

10 万
未満

10 万
以上

無回
答

人文系資料 2,314 12.9 5.6 3.1 7.3 7.3 8.3 12.0 8.4 7.4 9.2 4.1 4.2 10.3
自然系資料 2,314 49.9 9.0 3.3 3.1 2.8 2.0 3.0 1.5 1.8 1.5 1.1 2.2 18.8
人文・自然系資料計 2,314 5.9 5.7 3.3 8.0 8.0 8.7 13.1 8.9 8.4 9.7 4.8 6.4 9.0
図書資料 2,314 28.2 5.6 3.2 4.4 4.1 6.7 8.1 6.9 5.7 6.3 2.7 1.5 16.7
映像資料 2,314 48.3 19.1 3.8 3.8 2.1 1.4 0.8 0.3 0.5 0.5 0.2 0.3 19.0

N=

所蔵資料数

0
1 ～ 
100
未満

100
～ 

200
未満

200
～ 

500
未満

500
～ 

1 千
未満

1 千
～ 

2 千
未満

2 千
～ 

5 千
未満

5 千
～ 

1 万
未満

1 万
～ 

2 万
未満

2 万
～ 

5 万
未満

5 万
～ 

10 万
未満

10 万
以上

無回
答

人文系資料 102 67.6 6.9 1.0 3.9 1.0 1.0 2.9 2.0 1.0 1.0 0.0 1.0 10.8
自然系資料 102 35.3 17.6 6.9 3.9 5.9 2.9 7.8 1.0 4.9 2.9 2.9 1.0 6.9
人文・自然系資料計 102 29.4 19.6 6.9 5.9 3.9 3.9 7.8 2.0 6.9 2.0 2.9 2.0 6.9
図書資料 102 33.3 8.8 2.0 5.9 4.9 8.8 11.8 5.9 4.9 2.0 1.0 1.0 9.8
映像資料 102 47.1 19.6 5.9 7.8 2.0 2.0 0.0 1.0 0.0 2.0 0.0 0.0 12.7

N ＝

資料購入予算（％）

予算はな
かった

100 万円
未満

100 万円
以上 

500 万円
未満

500 万円
以上 

1000 万円
未満

1000 万円
以上 無回答

全体 2,314 60.5 22.5 7.4 2.1 2.5 5.0
技術史系博物館 37 35.1 54.1 8.1 8.1 0.0 0.0

N ＝
収蔵庫の使用割合 (％ )

3 割未満 3 割以上 
5 割未満

5 割以上 
7 割未満

7 割以上 
9 割未満

9 割以上
（ほぼ満杯

の状態）

収蔵庫に入
りきらない
資料がある

無回答

全体 2,314 7.0 2.5 7.0 19.1 33.9 23.3 7.1
技術史系博物館 37 13.5 2.7 2.7 21.6 32.4 24.3 2.7
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表４－６－１２　施設の外部に収蔵場所を設けている館園の割合

収 蔵 庫 狭 隘 の た め、 館 外 に 収 蔵 場 所 を 設 け て い る 「 技 術 史 系 博 物 館 」 は 37 館 中 15 館、 約

40％ に 及 ん で い る。 館 外 の 収 蔵 場 所 の 面 積 は、 無 回 答 １ 館 を 除 く 14 館 の 平 均 は 825.9㎡、 中

央 値 が 155㎡ で あ っ て、 全 体 の 平 均 1062.1㎡、 中 央 値 200㎡ に 近 い 値 と な っ て い る。 産 業 技 術

史 系 の 資 料 は、 工 作 機 器 や 自 動 車 等 大 き な も の も 多 く、 資 料 の 収 蔵 場 所 の 確 保 は 喫 緊 の 課 題 と

な っ て い る と 思 わ れ る。

（９）調査研究活動

調 査 研 究 活 動 を 博 物 館 の 使 命 や 設 置 目 的 で 位 置 づ け て い た と 回 答 し た 割 合 は 約 ３ 割 で あ り、

こ の 割 合 は 全 館 種 の 中 で 最 も 低 い。 理 工 系 博 物 館 に お け る 調 査 研 究 活 動 を 過 去 ５ 年 で 見 て み る

と、 具 体 的 な 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 遂 行、 研 究 者 育 成、 連 携 交 流、 研 究 成 果 の 普 及 を 実 施 し て い

る 割 合 も 低 い。

外 部 研 究 費 の 獲 得 に つ い て 同 様 に 過 去 ５ 年 で 見 て み る と 科 学 研 究 費 補 助 金 に つ い て 回 答 し た

６ 件 中、 申 請 件 数 の 平 均 は 回 答 件 数 7.7 件、 採 択 件 数 は 1 件 で あ り、 金 額 平 均 は 3,200,000 円

で あ っ た。 そ の 他 の 助 成 金 の 活 用 も 非 常 に 少 な い。

表４－６－１３　過去５年の調査研究活動　　　　　　　　　　　　　　上：（件数）　下：（％）

N ＝
有無の割合（％）

設けている 設けて
いない 無回答

全体 2,314 27.2 68.6 4.2
技術史系博物館 37 40.5 59.5 0.0

活動内容 N ＝ あてはまる あてはまらない 無回答
A） 博物館の使命や設置目的のなかに、調査研究活動を

位置づけていた
102 30 68 4
100 29.4 66.7 3.9

B）館全体で取り組む調査研究活動があった 102 12 86 4
100 11.8 84.3 3.9

C）数年にわたる調査研究プロジェクトがあった 102 7 91 4
100 6.9 89.2 3.9

D） 館の職員と外部の研究者が協力して調査研究活動を
行うことがあった

102 36 62 4
100 35.3 60.8 3.9

E） 外部の研究者に対して博物館資料を貸し出したり、
学芸員の知見を提供したり、研究協力を行った

102 36 62 4
100 35.3 60.8 3.9

F） 外部の研究者を「受託研究員」や「ゲストキュレー
ター」として受け入れた

102 3 95 4
100 2.9 93.1 3.9

G）研究能力向上のために職員を「国内留学」させた 102 0.0 98 4
100 0.0 96.1 3.9

H）研究能力向上のために職員を「海外留学」させた 102 2 96 4
100 2.0 94.1 3.9

I） 職員を職務の一環として学会等へ派遣した 102 35 63 4
100 34.3 61.8 3.9

J）館の研究紀要や研究成果報告書、図録を刊行した 102 21 76 5
100 20.6 74.5 4.9

K） 外部資金（科学研究費補助金・民間助成金等）を獲
得し、調査研究活動に必要な経費を確保した

102 14 83 5
100 13.7 81.4 4.9

L） 学芸系職員を、期限を定めて事務職や教育職など、
研究に携わらない職に異動、勤務させる人事を行った

102 10 88 4
100 9.8 86.3 3.9

M） 調査研究活動を行う上で、制度上の障害・制約に
直面した

102 6 92 4
100.0 5.9 90.2 3.9
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（10）展示

①常設展示

常 設 展 示 を 行 っ て い る と 回 答 し た 割 合 は 88.2％ で あ る。 ま た、 常 設 展 示 は、 大 規 模 改 修 を 行

わ な い 限 り 同 じ 内 容 で あ る と 回 答 し た 割 合 は 約 半 数 で あ る が、 大 規 模 改 修 の 必 要 性 を 有 し な が

ら も 約 半 数 は 計 画 す ら 出 来 て い な い。

表４－６－１４　常設展示の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－６－１５　展示替えの頻度　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－６－１６　大規模更新の計画の有無（％）

②特別展示

特 別 展 を 開 催 し て い る と 回 答 し た 割 合 は 75.5％ で あ り、 開 催 頻 度 は 毎 年 １ 回 以 上 で あ る と 回

答 し た 施 設 は ７ 割 強 で あ る。 同 回 答 に お け る 平 均 開 催 頻 度 は １ 年 に 3.2 回 で あ る。 ま た 特 別 展

の 開 催 に あ た っ て は 単 独 で 開 催 す る こ と が 多 い と 回 答 し た 割 合 が ８ 割 弱 を 占 め て い る。

表４－６－１７　特別展の開催頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－６－１８　共催の有無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

③展示室における教育活動

展 示 室 に お け る 教 育 普 及 活 動 で 最 も 実 施 が 多 い も の は、 展 示 案 内 パ ン フ レ ッ ト の 作 成 で 約 ７

割 が 実 施 し て い る と 回 答 し て い る 他、 展 示 内 容 に 関 わ る 演 示 お よ び 体 験 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施

し て い る と 回 答 し た 割 合 も 63.7％ と 高 い。 一 方、 有 料 展 示 解 説 書 や 常 設 展、 特 別 展 の 図 録 等 の

作 成 や ICT に よ る 解 説 シ ス テ ム は ８ 割 以 上 導 入 さ れ て い な い。

N ＝
常設展示の展示資料は、
大規模更新を行わない限

り、ほぼ同じである

常設展示の一部である特
定の展示室やコーナーを、
一定の期間毎に展示替え

している

常設展示の展示資料を、
特定の展示室やコーナー
に限らず、一定の期間毎

に展示替えしている
無回答

90 55 28 6 1
100.0 （61.1） （31.1） （6.7） （1.1）

N ＝ 1 年に
1 回以上

2 年に
1 回くらい

3 年に
1 回くらい

4 年に
1 回くらい

年に 1 回
より少ない 無回答

34 28 2 0 0 4 0
100.0 （82.4） （5.9） （0.0） （0.0） （11.8） （0.0）

N ＝ ある ない 無回答
90 42 43 5

100.0 （46.7） （47.8） （5.6）

N ＝ 毎年、
1 回以上

1 年に
1 回程度

2 年に
1 回程度

3 年に
1 回程度

4 年に
1 回程度

5 年に
1 回程度

5 年に 1 回よ
りも少ない 無回答

77 57 19 0 0 0 0 1 0
100.0 （74.0） （24.7） （0.0） （0.0） （0.0） （0.0） （1.3） （0.0）

N ＝ 単独で開催する
ことが多い

他の館や機関・組織等と
共催することが多い どちらともいえない 無回答

77 60 12 4 1
100.0 （77.9） （15.6） （5.2） （1.3）
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表４－６－１９　展示室における教育活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

（11）教育普及活動

理 工 系 博 物 館 に お け る 教 育 普 及 活 動 の 特 徴 と し て は 参 加 者 の 体 験 型 活 動 が あ げ ら れ、 ７ 割 弱

が 実 施 し て い る。 実 施 体 制 と し て、 教 育 普 及 専 門 の 部 署、 ま た は 兼 務 す る 部 署 や 担 当 者 が い る

と 回 答 し た 施 設 は 67.7％ あ り、 全 体 と 比 較 し て も ２ 割 ほ ど 多 く、 理 工 系 博 物 館 が 教 育 普 及 活 動

に 力 を 入 れ て い る こ と が 伺 え る。

利 用 者 向 け レ フ ァ レ ン ス サ ー ビ ス に つ い て は、 検 索 用 コ ン ピ ュ ー タ 端 末 や 図 書 館 ・ 図 書 コ ー

ナ ー を 設 置 し て い る と 回 答 し た 割 合 は ６ 割 を 超 え、 電 話 や イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 対 応 は ５ 割 弱

だ が、 専 門 ス タ ッ フ の 配 置 は 約 ２ 割 で あ っ た。

表４－６－２０　２０１８年度の教育普及事業実施状況　　　　　	（％）

表４－６—２１　教育普及担当者の有無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　				（％）

学 校 向 け 教 育 普 及 活 動 に つ い て、 担 当 を 配 置 し て い る と 回 答 し た 割 合 は ５ 割 強 で、 中 で も 専

任 を 配 置 し て い る 割 合 は 8.8％ で あ り 兼 任 が 多 い。 ま た、 担 当 者 の 中 で 教 員 経 験 者 が い る と 回

答 し た 割 合 は 67.8％ で あ る。

教育活動内容 N ＝ している していない 無回答

Ａ）展示案内パンフレットの作成 102 71 28 3
（100.0） （69.6） （27.5） （2.9）

Ｂ）出品目録の作成 102 11 86 5
（100.0） （10.8） （84.3） （4.9）

Ｃ）解説シートの作成 102 43 55 4
（100.0） （42.2） （53.9） （3.9）

Ｄ）ワークシートの作成 102 42 57 3
（100.0） （41.2） （55.9） （2.9）

Ｅ）有料の展示解説書（図録など）の作成 102 11 88 3
（100.0） （10.8） （86.3） （2.9）

Ｆ）音声ガイドシステム（レシーバー等）の導入 102 6 93 3
（100.0） （5.9） （91.2） （2.9）

Ｇ）タブレット端末やスマートフォン等を活用した鑑賞支援 102 17 82 3
（100.0） （16.7） （80.4） （2.9）

Ｈ）解説ツアー、ギャラリートーク 102 40 59 3
（100.0） （39.2） （57.8） （2.9）

Ｉ） 展示内容に関わる演示、体験ワークショップ（演劇、サイ
エンスショー等を含む）

102 65 34 3
（100.0） （63.7） （33.3） （2.9）

Ｊ）展示内容の理解を促進するための講演会、シンポジウム 102 39 60 3
（100.0） （38.2） （58.8） （2.9）

実施事業内容 N ＝ 実施している (％ ) 平均実施回数
( 回） 平均参加人数（人）

座学主体・単発 102 45.1 9.5 486.9
座学主体・連続講座 102 28.4 16.6 571.5
体験型活動 102 67.6 179.3 10266.8
映画会やコンサート等 102 46.1 116.8 9011.9
現地見学会・観察会等 102 52.0 38.5 2539.4

N ＝
教育普及活動のみ

を担当する、
専門の部課係を

置いている

教育普及活動を
兼担する部課係を

置いている

部課係は置いてい
ないが、担当者を

決めている

部課係も置いてい
ないし、担当者も

決めていない
無回答

全体 2,314 3.5 10.7 35.1 45.2 5.5
理工 102 8.8 23.5 35.3 27.5 4.9
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行 事 の 一 環 と し て の 来 館 を 受 け 入 れ て い る 割 合 は ９ 割 近 く、 ま た 職 場 体 験 と し て 生 徒 を 受 け

入 れ て い る 割 合 も ８ 割 弱 あ る こ と か ら 学 校 団 体 の 利 用 が 多 い こ と が 伺 え る が、 教 員 に 向 け た 事

前 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は ４ 割 に 留 ま っ て い る。 一 方、 授 業 の 一 環 と し て の 来 館 割 合 は 16.7％ と

低 い こ と か ら も、 教 員 に 対 す る 博 物 館 を 活 用 し た 学 習 の 有 効 性 を 実 感 す る 機 会 の 創 出 と 教 員 の

ニ ー ズ に 合 わ せ た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 提 供 が 重 要 と な る。

図４－６－５　平成 30（2018）年の学校連携の状況

図４－６－６　館独自の学校向け教育プログラムの作成状況

（12）連携・協力

国 内 の 他 の 博 物 館 と の 連 携 ・ 協 力 に つ い て あ る と 回 答 し た 割 合 は 53.9％ あ る。 そ の 内 容 と し

て は、 資 料 の 貸 借 の 割 合 が 約 ７ 割 と 最 も 多 い。 一 方、 他 の 館 種 で は よ く 行 わ れ て い る 展 覧 会 の

共 同 開 催 は 23.6％ と 少 な い。 大 規 模 災 害 時 の 救 援 等 の 相 互 協 力 も ほ と ん ど 行 わ れ て い な い。

博 物 館 連 携 組 織 へ の 加 盟 状 況 は、 館 種 別 の 団 体 に 加 入 割 合 が 64.7％ と 最 も 多 く、 都 道 府 県 の

博 物 館 協 会 の ネ ッ ト ワ ー ク 57.8％ と 続 く。

図 書 館 や 公 民 館 等 の 社 会 教 育 施 設 と の 連 携 ・ 協 力 に つ い て は、 市 区 町 村 立 図 書 館 と の 連 携 が

あ る と 回 答 し た 割 合 が 4 割 と 高 い。 こ の 他、 公 民 館 と の 連 携 に つ い て も 26.5％ の 割 合 で 連 携

が 行 わ れ て い る。

（％）

（％）



―　265　―

図４－６－７　国内博物館の連携内容［全体：N=55］

図４－６－８　博物館連携組織への加盟状況［全体：N=102］

図４－６－９　社会教育施設等との連携協力状況［全体：N=102］

地 域 に お け る 連 携 ・ 協 力 関 係 に つ い て は、 活 動 目 的 を 共 有 し、 協 力 し あ い な が ら 教 育 普 及 事

業 や 広 報 活 動 を 行 っ て く れ る 団 体 が あ る と 回 答 し た 割 合 は 約 ３ 割 で あ る。

過 去 ５ 年 間 に 行 わ れ た 具 体 的 な 事 業 は、 地 方 公 共 団 体 が 主 催 す る 生 涯 学 習 活 動 と 連 携 し た 事

業 と 回 答 し た ６ 割 と 最 も 多 く、 そ の 他、 地 元 企 業 や 団 体 等 の 協 賛 ・ 協 働 に よ る 事 業 の 実 施 や 町

づ く り や 活 性 化 を 目 的 に 行 政 や 市 民 団 体 と の 連 携 事 業 等 が 行 わ れ て い る。

（％）

（％）

（％）
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表４－６－２２　館外各種団体との連携・協力

表４－６－２３　過去５年の実施状況

（13）収支の状況

理 工 系 博 物 館 の 年 間 収 入 額 （設 置 者 か ら の 財 政 支 援 等 含 む） の 平 均 は 228,301.6 千 円、 中 央 値

は 23,160 千 円 で あ る。 入 館 料 収 入 の 平 均 は 101,449.2 千 円、 中 央 値 は 5065.5 千 円、 シ ョ ッ プ 売

り 上 げ 平 均 は 33,967.2 千 円、 中 央 値 は 0 円 で あ る。 外 部 資 金 獲 得 方 法 と し て は、 日 本 財 団 等 の

民 間 団 体 に よ る 助 成 の 活 用 や 科 学 研 究 費 補 助 金 な ど の 公 的 助 成 が あ る が、 新 た な 外 部 資 金 獲 得

として注目されるネーミングライツやファンドレイジングなどはまだ期待できない状況である。

年 間 支 出 総 額 平 均 は、160,395.5 千 円、 中 央 値 86709 千 円 で あ り、 入 館 料 収 入 だ け で は 運 営

で き な い こ と が 分 か る。 支 出 に お い て 最 も か か る の は 人 件 費 で あ り、 平 均 で 66,006.4 千 円 と

支 出 の ４ 割 を 超 え て い る。

図４－６－１０　外部資金獲得方法［全体：N=23］（複数回答）

N=102 している（％）
地方公共団体が主催する生涯学習活動と連携して、事業・活動を行うこと 60.8
デパートや新聞社等の民間のカルチャー・スクールと連携して、事業・活動を行うこと 11.8
地域の自主的な学習サークルの活動に、館として協力すること 32.4
地域の自主的な学習サークルに、館への協力を求めること 16.7
地域住民や地域のサークル・団体等に、館の施設を提供すること 39.2
地元の企業・業者・事業所等と協賛・協力し合って事業・活動を行うこと 47.1
地元の企業・業者・事業所等がつくる団体（商店会、商工会、商工会議所、農協等）と協賛・
協力し合って事業・活動を行うこと 43.1
町づくりや町の活性化を目的に、行政や市民等がつくる団体に協力して事業・活動を行うこと 42.2
観光協会、旅行業者等と連携・協力すること 39.2

N=102 ある（％）
貴館と活動目的を共有し、協力し合いながら教育事業や広報活動を行っている団体 29.4
貴館の専門性を踏まえて、資料収集や調査研究を支援してくれている団体 16.7
貴館を利用し、自主的な研究や情報・資料収集などを行っている団体 9.8
貴館と協力して、館外でのアウトリーチ活動を行う団体 10.8
館の運営を財政的に援助してくれている団体（法人の団体を含む） 9.8

（％）
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（14）抱える問題・課題及び総括

所 属 館 や 博 物 館 界 の 抱 え る 問 題 ・ 課 題 に つ い て、 質 問 紙 で 課 題 等 を 列 挙 し、 そ れ ぞ れ に つ

い て 「す ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」 を 回 答 し た 館 の 比 率 を 全 体 （N=2,314） 及 び 理 工

（N=102） ご と に 整 理 し た の が 次 表 で あ る。

理 工 系 博 物 館 の 全 体 的 な 傾 向 と し て、 諸 問 題 ・ 課 題 に あ て は ま る と 回 答 し た 館 の 比 率 が、 博

物 館 全 体 に 比 べ て 低 い と い う こ と が 明 ら か と な っ た。

特 に、 経 営 ・ 運 営 面 で、 館 の 特 色 や 使 命 ・ 目 的 等 の 発 信 に つ い て 課 題 を 感 じ て い る 館 が 少 な

い と い う 特 徴 が 見 ら れ る。 こ れ は 館 の 特 色 や 目 的 が 比 較 的 明 確 に 館 内 で 共 有 さ れ て い る こ と に

よ る の で あ ろ う。 館 と し て 「独 自 の 目 的・使 命」 を 設 定 し て い る 館 の 割 合 が 「理 工」 は 66.7％

で あ っ て、「全 体」 の 49.4％ よ り も 高 い こ と に 加 え、 お そ ら く 独 自 の 目 的 ・ 使 命 を 明 文 化 し て

設 定 し て い な い 館 で あ っ て も、 職 員 や 設 置 者 等 と の 間 で 館 の 特 色 が 共 有 さ れ、 博 物 館 活 動 に 現

れ る 傾 向 が 強 い こ と に よ る も の と 思 わ れ る。

ま た、「入 館 者 が 十 分 確 保 で き て い な い」 と 回 答 し た 館 の 割 合 が 比 較 的 低 い こ と、「駐 車 場 が

不 足 し て い る」 と い う 課 題 の あ る 館 の 割 合 が 高 い こ と か ら、 理 工 系 博 物 館 の 中 に 集 客 力 の 高 い

館 が 一 定 数 あ る こ と も 読 み 取 れ る。

一 方、「職 員 の 数 が 不 足 し て い る」 と い う 課 題 を 持 つ 館 の 割 合 が 高 い。 職 員 に つ い て の 理 工

系 博 物 館 の 特 徴 と し て、学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い な い 館 の 割 合 が 36.3％ （全 体 で は 29.6％） と

や や 高 い こ と や、 学 芸 系 職 員 の 異 動 に お い て 学 校 と の 間 の 異 動 が 15.7％ （全 体 で は 3.8％） と

と て も 高 い こ と、派 遣 職 員 の い る 割 合 が 25.5％（全 体 で は 16.1％）と や や 高 い こ と が あ げ ら れ る。

プ ロ パ ー の 職 員 の 割 合 を 見 る の は 難 し い が、 数 年 で 異 動 す る 職 員 が 多 い こ と が 職 員 数 の 不 足 と

い う 問 題 感 に つ な が っ て い る の か も し れ な い。

重 ね て に な る が、 理 工 系 博 物 館 の 中 に は サ イ エ ン ス セ ン タ ー 的 性 格 の 強 い 施 設 と、 技 術 史 博

物 館 的 性 格 の 強 い 施 設 が あ る。 技 術 史 博 物 館 的 な 施 設 は、他 の 博 物 館 等 と 類 似 し た 傾 向 を 持 ち、

収 蔵 ス ペ ー ス 不 足 に 苦 し む な ど の 状 況 を 見 る こ と が で き た。 一 方、 サ イ エ ン ス セ ン タ ー 的 な 施

設 は、 調 査 研 究 や 資 料 の 収 集 ・ 保 存 機 能 を あ ま り 重 視 せ ず、 自 然 科 学 に 関 す る 教 育 普 及 機 能 を

重 視 す る 傾 向 が あ り、 特 徴 あ る 博 物 館 事 業 を 展 開 し て い る。

と は い え、 こ の 両 者 を 積 極 的 に 区 分 す る 必 要 は な い だ ろ う。「新 し い 時 代 の 博 物 館 制 度 の 在

り 方 に つ い て」（平 成 19（2007） 年 6 月 こ れ か ら の 博 物 館 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 協 力 者 会 議）

で 指 摘 さ れ て い る よ う に、 博 物 館 の 機 能 が、 従 来 の 「集 め て、 伝 え る」 博 物 館 の 基 本 的 な 活 動

に 加 え て、市 民 と と も に 知 の 楽 し み を 「分 か ち あ う」 博 物 館 文 化 の 想 像 へ 拡 大 さ れ、そ れ ゆ え、

誤 解 を 恐 れ ず に 言 え ば、 博 物 館 と サ イ エ ン ス セ ン タ ー の 差 異 は ま す ま す 小 さ く な っ て こ よ う。

科 学 的 な 諸 現 象 を 通 し て 楽 し み な が ら 「知」 に 触 れ、 探 求 を 行 う こ と が で き る サ イ エ ン ス セ ン

タ ー の 取 り 組 み は、 他 館 種 の 博 物 館 活 動 の 参 考 に な る も の で あ る。

さ て、 本 報 告 を 取 り ま と め て い る 段 階 で、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め、 全 国

で 多 数 の 博 物 館 が 臨 時 休 館 に 追 い 込 ま れ て い る。 ウ イ ル ス 感 染 症 に 関 す る リ テ ラ シ ー が 求 め ら

れ、 サ イ エ ン ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 期 待 が 社 会 の 中 で 高 ま っ て い な が ら、 開 館 で き て い な
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い 理 工 系 博 物 館 が 多 い。

理 工 系 博 物 館 は、 歴 史 的 資 料 を 通 じ て、 体 験 型 展 示 を 通 じ て、 あ る い は 教 育 担 当 者 に よ る 演

示 等 を 通 じ て、 自 然 科 学 と 社 会 を つ な ぐ 機 能 を 持 つ。 ポ ス ト コ ロ ナ 禍 を 見 据 え、 理 工 系 博 物 館

な ら で は の 活 動 を 強 化 す る こ と で、 そ し て ま た、 他 の 館 種 の 博 物 館、 そ の 他 の 社 会 教 育 施 設 や

そ の 他 の セ ク タ ー と 連 携 を 強 め る こ と で、 サ イ エ ン ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 な 拠 点 と し て

の 役 割 を 果 た し て い く こ と が 期 待 さ れ て い よ う。



―　269　―

表４－６－２４　館の直面する問題・課題について（各課題ごとに「すごくあてはまる」「まああ

てはまる」の計）
区
分 問題・課題 全体 

N=2,314
理工 

N=102 備考

経
営
・
運
営
に
関
し
て

ａ）館の特色がうまく出せていない 32.2 19.6 ○
ｂ）利用者のニーズに十分応えられていない 45.1 31.4 ○
ｃ）地域の課題に十分応えられていない 43.5 25.5 ○
ｄ）館の使命・目的、運営情報の発信が不十分である 56.6 46.1 ○
ｅ）中・長期的な目標・計画が立てられていない 64.3 52.0 ○
ｆ）博物館の氷菓が実施できていない 58.6 50.0
ｇ）博物館の氷菓の結果が活用できていない 58.0 50.0
ｈ）広報・PR が十分でない 63.1 46.1 ○
ｉ）財政面で厳しい状況にある 79.0 73.5
ｊ）防災対策等の危機管理に関する取り組みが不十分である 61.6 44.1 ○

組
織
体
制
に

関
し
て

ａ）職員の数が不足している 73.2 75.5 △
ｂ）学芸系職員の力量が十分発揮できていない 52.5 43.1
ｃ）職員の研修が不足している 63.7 63.7

利
用
者
に

関
し
て

ａ）入館者が十分確保できていない 71.5 48.0 ○
ｂ）外国人向けの対応が不十分である 84.5 84.3
ｃ）高齢者や障がい者への対応が不十分である 63.5 53.9
ｄ）館の特色をうまく伝えられていない 46.3 28.4 ○

事
業
に
関
し
て

ａ）調査研究活動が十分できていない 72.3 61.8 ○
ｂ）調査研究活動の公開ができていない 65.9 56.9
ｃ）常設展示の更新が十分できていない 58.4 68.6
ｄ）特別（企画）展がなかなか開催できない 30.8 24.5
ｅ）ICT（情報通信技術）を利用した新しい展示方法が導入できていない 80.6 72.5
ｆ）教育普及活動が十分できていない 44.5 24.5 ○
ｇ）館の特色がうまく出せていない 37.2 17.6 ○

資
料
に
関
し
て

ａ）新たな資料を入手しにくくなっている 62.7 49.0 ○
ｂ）資料の修復が充分にできていない 63.4 39.2 ○
ｃ）必要な資料整理が進んでいない 70.9 52.0 ○
ｄ）資料や資料目録のデジタル化が十分できていない 73.9 62.7 ○
ｅ）ウェブサイト等を使った資料の情報公開が十分できていない 77.5 62.7 ○
ｆ）資料を良好な状態で保存することが難しくなっている 57.0 44.1 ○
ｇ）収蔵スペースが不足している 72.1 54.9 ○

連
携
協
力
に

関
し
て

ａ）学校教育との連携が不足している 49.1 35.3 ○
ｂ）大学や研究機関との連携が不十分である 62.3 47.1 ○
ｃ）他の博物館（学校の博物館を含む）との交流が少ない 59.6 54.9
ｄ）図書館、公文書館、公民館等との連携・協力が不十分である 59.0 53.9
ｅ）社会教育関係団体や地域の企業等との連携・協力が不十分である 61.1 47.1 ○

施
設
設
備
に

関
し
て

ａ）施設が手狭である 65.9 60.8
ｂ）施設設備が老朽化している 75.2 76.5 △
ｃ）ショップやレストラン等、来館者のためのサービス施設が不十分である 65.2 63.7
ｄ）駐車場が不足している 38.7 50.0 △
ｅ）施設の耐震化対策が不十分である 38.6 27.5 ○

我
が
国
の
博
物
館
界
の
問
題
・
課
題

ａ）博物館に関する国の指針・政策の方向性が明確に示されていない 60.0 58.8
ｂ）博物館法等の法令が博物館の実情にあっていない 59.0 57.8
ｃ）博物館登録制度が博物館の実情にあっていない 57.8 53.9
ｄ）学芸員養成制度に問題がある 52.5 47.1
ｅ）職員の能力開発が十分でない 62.0 57.8
ｆ）日本の博物館界における相互の連携・協力が十分でない 56.4 52.0
ｇ）日本の博物館界と博物館界以外の連携・協力が十分でない 64.6 63.7
ｈ）日本の博物館の国際化が進んでいない 64.9 69.6 △
ｉ）国や地方公共団体の博物館振興策が十分でない 72.8 68.6
ｊ）博物館関係の各種協会・団体の活動が十分でない 54.0 46.1
ｋ）市民、国民が博物館を支援する体制ができていない 70.9 65.7

「備考」欄の○は「全体」に対し 10 ポイント以上低い項目、△は「全体」より高い項目である。
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７．動物園・水族館・植物園・動水植

高 橋 宏 之 （千 葉 市 動 物 公 園  副 主 査）

（１）対象

今 回 の 総 合 調 査 で は 2,314 園 館 か ら の 回 答 が あ っ た が、 そ の う ち 動 物 園 は 41 園、 水 族 館 は

44 館、 植 物 園 は 34 園、 動 水 植 は 10 園 館 で あ り、 全 体 の 割 合 で 行 け ば、5.6％ で あ っ た。

表４－７－１　設置者別内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

設 置 者 別 に み る と、 動 物 園 ・ 植 物 園 で は、 県 立 ・ 市 立 が、40％ 近 く を 占 め て い る。 し か し 水

族 館 で は、 県 立 ・ 市 立 ・ 会 社 立 が そ れ ぞ れ 約 25％ と な っ て い る。

表４－７－２　法区分別内訳　　　　　　　　（％）

法 区 分 別 で は、 他 分 野 に 比 べ て、 相 当 施 設 の 割 合 が 高 い。

（２）所管
表４－７－３　公立施設の所管別内訳　　　　（％）

続 い て、 所 管 別 の 割 合 で は、 動 物 園 で は 対 象 館 園 の 90.9％ が 首 長 部 局 所 管 で あ る。 水 族 館 で

は 76％、 植 物 園 で は 92％、 動 水 植 で は 71.4％ と な っ て い る。

N= 国立 県立 市立 町村立 公益法人 会社・個々 計
全体 129 4.7 32.6 32.6 4.7 9.3 16.3 100.0
動物園 41 0.0 39.0 39.0 2.4 4.9 14.6 100.0
水族館 44 4.5 22.7 25.0 9.1 13.6 25.0 100.0
植物園 34 11.8 41.2 29.4 2.9 11.8 2.9 100.0
動水植 10 0.0 20.0 50.0 0.0 0.0 30.0 100.0

N= 登録 相当 類似 計
全体 129 6.2 35.7 58.1 100.0
動物園 41 2.4 43.9 53.7 100.0
水族館 44 13.6 40.9 45.5 100.0
植物園 34 2.9 11.8 85.3 100.0
動水植 10 0.0 60.0 40.0 100.0

N= 教育委員会 首長部局 無回答 計
全体 90 11.1 85.6 3.3 100.0
動物園 33 6.1 90.9 3.0 100.0
水族館 25 16.0 76.0 8.0 100.0
植物園 25 8.0 92.0 0.0 100.0
動水植 7 28.6 71.4 0.0 100.0
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（３）指定管理
表４－７－４　指定管理者制度の導入状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

指 定 管 理 者 制 度 の 導 入 状 況 は、「導 入 さ れ て い る（一 部 導 入 さ れ て い る 場 合 を 含 む）」及 び、「導

入 が 検 討 さ れ て い る」 を 併 せ て 動 物 園 で は 69.7％、 水 族 館 で は 68％、 植 物 園 で は 76％。 動 水

植 で は 100％ が、 指 定 管 理 館 園 と な っ て い る。 こ の 導 入 率 の 高 さ は こ の 館 種 の 特 色 で あ る。

（４）組織
表４－７－５　館長の勤務形態　　　　　　　（％）

館 長 の 勤 務 形 態 に つ い て は、 全 館 種 で は、 常 勤 は 平 均 60％ で あ る が 動 物 園 で は、75.6％、 水

族 館 で は 88.6％、 植 物 園 で は 79.4％、 動 水 植 で は 90.0％ と な っ て お り、 常 勤 の 割 合 が、 非 常

に 高 い。

表４－７－６　館長の職歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

ま た、 館 長 の 職 歴 に つ い て み て み る と、 動 物 園 で は、 行 政 職 員 が 53.7％、 水 族 館 で は、 そ の

他 が 50％ を 占 め て い る が。 学 芸 員 館 長 が 27.3％ を 占 め て い る。 ま た、 動 水 植 で は、 そ の 他 が

60.0％、 行 政 職 員 が 40％ と な っ て お り、 館 長 の 職 種 に ば ら つ き が 見 ら れ る。

N=
導入されている

（一度導入されて
いる場合を含む）

導入が検討され
ている

導入する予定は
ない

一度、導入され
たが、その後、
直営となった

無回答 計

全体 90 65.6 7.8 23.3 1.1 2.2 100.0
動物園 33 60.6 9.1 27.3 3.0 0.0 100.0
水族館 25 64.0 4.0 24.0 0.0 8.0 100.0
植物園 25 68.0 8.0 24.0 0.0 0.0 100.0
動水植 7 85.7 14.3 0.0 0.0 0.0 100.0

N= 常勤 非常勤 無回答 計
全体 129 82.2 15.5 2.3 100.0
動物園 41 75.6 22.0 2.4 100.0
水族館 44 88.6 9.1 2.3 100.0
植物園 34 79.4 17.6 2.9 100.0
動水植 10 90.0 10.0 0.0 100.0

N= 学芸員
大学教員、
研究機関の

研究者

小、中、高
等学校など

の教員
行政職員 その他 無回答 計

全体 129 10.9 7.8 0.8 34.9 34.1 11.6 100.0
動物園 41 2.4 2.4 2.4 53.7 36.6 2.4 100.0
水族館 44 27.3 4.5 0.0 15.9 50.0 2.3 100.0
植物園 34 2.9 20.6 0.0 35.3 2.9 38.2 100.0
動水植 10 0.0 0.0 0.0 40.0 60.0 0.0 100.0



―　272　―

表４－７－７　学芸系職員の採用条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

学 芸 系 職 員 の 職 歴 に つ い て は、 ４ 館 種 全 体 で み る と、「学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い る が、 学 歴

は 特 に 定 め て い な い。」「学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い な い。」 併 せ て 76.8％ と な っ て い る。 水 族 館

で は、「大 卒 以 上」 が 27.3％ と 高 く な っ て い る。

（５）施設・設備
表４－７－８　独立施設・複合施設の割合　　　　　　　　　（％）

独 立 施 設 か 複 合 施 設 か と い う こ と を み て み る と、 平 均 的 に 他 施 設 と 同 様 の 割 合 で あ る。

表４－７－９　施設の老朽化　　　　　　　　　　　　　　　（％）

施 設 設 備 老 朽 化 問 題 に つ い て み て み る と、 博 物 館 の 他 の 分 野 と 同 様 動 物 園 等 の 分 野 で も 問 題

化 し て い る と こ ろ が 多 い。

（６）附属施設・設備の状況
表４－７－１０　ミュ－ジアムグッズ類販売施設・場所の有無（％）

N= 大卒以上 大学院博士課程
修了以上

学芸系職員を採
用しているが、
学歴は特に、
定めていない

学芸系職員を採
用していない 無回答 計

全体 129 20.2 1.6 41.9 34.9 1.6 100.0
動物園 41 19.5 0.0 53.7 26.8 0.0 100.0
水族館 44 27.3 2.3 47.7 18.2 4.5 100.0
植物園 34 14.7 2.9 14.7 67.6 0.0 100.0
動水植 10 10.0 0.0 60.0 30.0 0.0 100.0

N= 独立施設 複合施設の一部 無回答 計
全体 129 77.5 14.7 7.8 100.0
動物園 41 80.5 12.2 7.3 100.0
水族館 44 77.3 18.2 4.5 100.0
植物園 34 76.5 8.8 14.7 100.0
動水植 10 70.0 30.0 0.0 100.0

N= 問題となって
いる

問題となって
いない

無回答 計

全体 129 85.3 9.3 5.4 100.0
動物園 41 90.2 7.3 2.4 100.0
水族館 44 86.4 6.8 6.8 100.0
植物園 34 76.5 14.7 8.8 100.0
動水植 10 90.0 10.0 0.0 100.0

N= ある ない 無回答 計
全体 129 68.2 24.8 7.0 100.0
動物園 41 78.0 19.5 2.4 100.0
水族館 44 75.0 15.9 9.1 100.0
植物園 34 47.1 41.2 11.8 100.0
動水植 10 70.0 30.0 0.0 100.0
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表４－７－１１　ショップの設置形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－７－１２　レストラン／カフェの有無　　　　　　　　　　（％）

表４－７－１３　レストラン／カフェの設置形態　　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－７－１４　Wi-Fi 設置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

博 物 館 の 施 設 設 備 に つ い て は、来 館 者 サ － ビ ス の 一 環 と し て、必 要 な も の で あ る が、動 物 園・

水 族 館 ・ 動 水 植 に つ い て は、 他 の 施 設 に 比 較 し て 高 い 割 合 を 示 し て い る。

こ れ は、 他 の 施 設 に 比 べ て、 面 積 が 広 く 疲 れ る こ と、 ま た 子 ど も 連 れ が、 多 く 休 む 時 間 と ス

ペ － ス が 必 要 な こ と な ど が あ げ ら れ る。Wi-Fi に つ い て は、 設 置 は 他 の 館 種 と 同 じ く 少 な い。

N= 直営している
場所を提供し、

使用料を
徴収している

経営を委託し、
手数料（売上の
一定割合の額等）
を徴収している

その他 計

全体 88 73.9 13.6 8.0 4.5 100.0
動物園 32 68.8 21.9 6.3 3.1 100.0
水族館 33 78.8 3.0 12.1 6.1 100.0
植物園 16 75.0 12.5 6.3 6.3 100.0
動水植 7 71.4 28.6 0.0 0.0 100.0

N= ある ない 無回答 計
全体 129 51.9 41.9 6.2 100.0
動物園 41 61.0 39.0 0.0 100.0
水族館 44 54.5 36.4 9.1 100.0
植物園 34 38.2 50.0 11.8 100.0
動水植 10 50.0 50.0 0.0 100.0

N= 直営している
場所を提供し、
使用料を徴収し

ている

経営を委託し、
手数料（売上の
一定割合の額等）
を徴収している

その他 計

全体 67 41.8 28.4 22.4 7.5 100.0
動物園 25 36.0 36.0 24.0 4.0 100.0
水族館 24 45.8 12.5 25.0 16.7 100.0
植物園 13 30.8 46.2 23.1 0.0 100.0
動水植 5 80.0 20.0 0.0 0.0 100.0

N=
館の関係者のみ
が使用できる

Wi-Fi を設置して
いる

館の関係者と、
来館者が使用で
きる Wi-Fi を設

置している
設置していない 無回答 計

全体 129 11.6 45.7 35.7 7.0 100.0
動物園 41 17.1 34.1 48.8 0.0 100.0
水族館 44 4.5 63.6 22.7 9.1 100.0
植物園 34 17.6 35.3 32.4 14.7 100.0
動水植 10 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0
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（７）開館状況
表４－７－１５　通常開館時間以外の開館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

こ こ で は、 通 常 開 館 時 間 以 外 の 開 館 を 行 っ て い る 館 に つ い て 聞 い て い る が、 動 物 園 ・ 水 族 館

等 に つ い て は、 一 年 を 通 じ て 行 っ て い る も の は 少 な い が、 季 節 に 応 じ た 臨 時 開 館 が 多 い の が 特

色 で あ る。

（８）調査研究
表４－７－１６　調査研究活動の位置づけ　　　　　　　　　　　　（％）

こ こ で は、 博 物 館 の 設 置 目 的 に お け る 位 置 づ け を 尋 ね て い る 設 問 で あ る が、 全 体 で は、 過 半

数 を 超 え る 博 物 館 で 「位 置 づ け て い る」 と 答 え て い る

館 種 別 で は、 総 合 博 物 館 と 動 物 園 が 最 も 高 く な っ て い る。 ま た、 低 い の は 郷 土 ・ 理 工 ・ 植 物

園 と な っ て い る。

表４－７－１７　外部の研究者と協力した調査研究活動　　　（％）

「館 の 職 員 と 外 部 の 研 究 者 が 協 力 し て 調 査 研 究 活 動 を 行 う こ と が あ っ た」 か ど う か に つ い て

み る と、 動 物 園 で は 80％ を 超 え る 博 物 館 が 実 施 し て い る。 こ れ に 水 族 館 が 続 い て い る。

N= 特定の曜日など、一
年を通して、ある

夏季や特別展開催中
など、ある季節、

ある期間に
限られるが、ある

ない 無回答 計

全体 129 1.6 65.1 28.7 4.7 100.0
動物園 41 2.4 75.6 22.0 0.0 100.0
水族館 44 0.0 72.7 20.5 6.8 100.0
植物園 34 2.9 47.1 41.2 8.8 100.0
動水植 10 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0

N=
使命や設置目的

のなかに
位置づけている

位置づけていない 無回答 計

全体 129 58.1 34.9 7.0 100.0
動物園 41 70.7 24.4 4.9 100.0
水族館 44 61.4 31.8 6.8 100.0
植物園 34 41.2 50.0 8.8 100.0
動水植 10 50.0 40.0 10.0 100.0

N= 実施している 実施していない 無回答 計
全体 129 66.7 26.4 7.0 100.0
動物園 41 80.5 14.6 4.9 100.0
水族館 44 70.5 22.7 6.8 100.0
植物園 34 47.1 44.1 8.8 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0
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表４－７－１８　学会等への職員の派遣　　　　　　　　　　（％）

こ こ で も 動 物 園 ・ 水 族 館 は 高 い 比 率 と な っ て い る が、 種 の 保 存 等 生 き 物 を 巡 る 問 題 が 身 近 に

あ る と 考 え ら れ る。

４－７－１９　館の研究紀要や研究成果報告書、図録　　　　（％）

表４－７－２０　調査研究活動における外部資金の獲得　　　（％）

調 査 研 究 に 係 る 項 目 の う ち、 学 会 へ の 派 遣、 研 究 紀 要 等 の 作 成、 外 部 資 金 の 獲 得 の 状 況 の 結

果 で あ る。 こ れ ら の 項 目 に つ い て は、 館 種 別 に み て 他 の 館 種 に 比 べ て、 か な り 奮 闘 し て い る よ

う に 見 え る。

（９）展示
表４－７－２１　常設展示の有無　　　　　　　　　　　　　（％）

表４－７－２２　特別（企画）展の開催　　　　　　　　　　（％）

常 設 展 ・ 特 別 展 と い う 分 類 は、 こ の 分 野 で は あ ま り す っ き り し な い 言 葉 で は あ る が、 上 記 の

よ う な 結 果 と な っ て い る。

N= 実施している 実施していない 無回答 計
全体 129 54.3 38.8 7.0 100.0
動物園 41 65.9 29.3 4.9 100.0
水族館 44 63.6 29.5 6.8 100.0
植物園 34 32.4 58.8 8.8 100.0
動水植 10 40.0 50.0 10.0 100.0

N= 刊行している 刊行していない 無回答 計
全体 129 20.9 72.1 7.0 100.0
動物園 41 17.1 78.0 4.9 100.0
水族館 44 15.9 77.3 6.8 100.0
植物園 34 29.4 61.8 8.8 100.0
動水植 10 30.0 60.0 10.0 100.0

N= 獲得した 獲得していない 無回答 計
全体 129 24.8 68.2 7.0 100.0
動物園 41 29.3 65.9 4.9 100.0
水族館 44 25.0 68.2 6.8 100.0
植物園 34 23.5 67.6 8.8 100.0
動水植 10 10.0 80.0 10.0 100.0

N= 行っている 行っていない 無回答 計
全体 129 82.2 10.1 7.8 100.0
動物園 41 87.8 7.3 4.9 100.0
水族館 44 86.4 4.5 9.1 100.0
植物園 34 67.6 23.5 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= 開催している 開催していない 無回答 計
全体 129 62.8 29.5 7.8 100.0
動物園 41 53.7 41.5 4.9 100.0
水族館 44 77.3 15.9 6.8 100.0
植物園 34 55.9 32.4 11.8 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0
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（10）教育普及活動

教 育 普 及 活 動 に つ い て 調 査 し た 結 果 は 次 の と お り で あ る。

表４－７－２３　座学主体の単発行事の実施（％）

表４－７－２４　座学主体の連続講座の実施（％）

表４－７－２５　体験型活動に実施　　　　　（％）

表４－７－２６　現地見学会・観察会等の実施（％）

教 育 活 動 に つ い て は、 他 の 館 種 と 同 様 な 割 合 で 実 施 し て い る。 即 ち、 連 続 講 座 の 様 な 座 学 的

な も の は 少 な く、 見 学 会 や 観 察 会 の よ う な 体 験 的 な 学 習 が 多 く な っ て い る。

表４－７－２７　教育活動専門のセクション、担当者の設置　　　　　　　　　　　　　（％）

N= した しない 無回答 計
全体 129 47.3 45.0 7.8 100.0
動物園 41 56.1 36.6 7.3 100.0
水族館 44 36.4 56.8 6.8 100.0
植物園 34 52.9 38.2 8.8 100.0
動水植 10 40.0 50.0 10.0 100.0

N= した しない 無回答 計
全体 129 17.1 74.4 8.5 100.0
動物園 41 19.5 73.2 7.3 100.0
水族館 44 9.1 84.1 6.8 100.0
植物園 34 26.5 61.8 11.8 100.0
動水植 10 10.0 80.0 10.0 100.0

N= した しない 無回答 計
全体 129 62.0 29.5 8.5 100.0
動物園 41 68.3 24.4 7.3 100.0
水族館 44 65.9 25.0 9.1 100.0
植物園 34 50.0 41.2 8.8 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0

N= した しない 無回答 計
全体 129 54.3 37.2 8.5 100.0
動物園 41 48.8 43.9 7.3 100.0
水族館 44 54.5 38.6 6.8 100.0
植物園 34 64.7 23.5 11.8 100.0
動水植 10 40.0 50.0 10.0 100.0

N=
教育普及活動の
みを担当する、
専門の部課係を

置いている

教育普及活動を
兼担する部課係
を置いている

部課係は置いて
いないが、担当
者を決めている

部課係も置いて
いないし、

担当者も決めて
いない

無回答 計

全体 129 9.3 17.1 36.4 30.2 7.0 100.0
動物園 41 9.8 22.0 36.6 26.8 4.9 100.0
水族館 44 13.6 20.5 22.7 36.4 6.8 100.0
植物園 34 2.9 5.9 58.8 23.5 8.8 100.0
動水植 10 10.0 20.0 20.0 40.0 10.0 100.0
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表４－７－２８　教育活動専門のスタッフの配置（％）

教 育 活 動 専 門 ス タ ッ フ の 配 置 は、 依 然 と し て 全 館 種 と も 少 な い が、 動 物 園 ・ 植 物 園 ・ 動 水 植

に お い て 担 当 す る 係 を 設 置 し て い る 割 合 が 高 い。

表４－７－２９　授業の一環として来館の有無（％）

表４－７－３０　職場体験の一環として来館の有無（％）

表４－７－３１　学習指導要領に沿った教育プログラムの作成

表４－７－３２　「総合的な学習」を念頭においた教育プログラムの作成

N= している していない 無回答 計
全体 129 19.4 73.6 7.0 100.0
動物園 41 26.8 68.3 4.9 100.0
水族館 44 9.1 84.1 6.8 100.0
植物園 34 23.5 67.6 8.8 100.0
動水植 10 20.0 70.0 10.0 100.0

N= あった なかった 無回答 計
全体 129 90.7 3.9 5.4 100.0
動物園 41 95.1 4.9 0.0 100.0
水族館 44 88.6 4.5 6.8 100.0
植物園 34 91.2 0.0 8.8 100.0
動水植 10 80.0 10.0 10.0 100.0

N= あった なかった 無回答 計
全体 129 79.8 13.2 7.0 100.0
動物園 41 87.8 9.8 2.4 100.0
水族館 44 79.5 13.6 6.8 100.0
植物園 34 67.6 20.6 11.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 16.3 77.5 6.2 100.0
動物園 41 29.3 68.3 2.4 100.0
水族館 44 9.1 84.1 6.8 100.0
植物園 34 2.9 88.2 8.8 100.0
動水植 10 40.0 50.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 25.6 67.4 7.0 100.0
動物園 41 39.0 56.1 4.9 100.0
水族館 44 20.5 72.7 6.8 100.0
植物園 34 14.7 76.5 8.8 100.0
動水植 10 30.0 60.0 10.0 100.0

（％）

（％）
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表４－７－３３　博物館実習生の受け入れ　　　　　　　　　　　　（％）

実 習 生 の 受 け 入 れ に つ い て は、 動 物 園 ・ 水 族 館 が、 そ の 他 の 館 種 よ り か な り 多 く な っ て い る

こ と は 注 目 に 値 す る。

教 育 普 及 活 動 全 般 に つ い て は、 全 体 的 に か な り 力 を 入 れ て い る と 思 わ れ る。

（11）広報・情報公開について
表４－７－３４　友の会・後援会等、館の関連団体を通じた広報の実施

表４－７－３５　地方公共団体の広報誌への掲載（％）

表４－７－３６　新聞・雑誌、テレビ・ラジオへのプレスリリ－ス・広報依頼

表４－７－３７　ウェブサイト（ホ－ムペ－ジ）による広報の実施

N= 受け入れている 受け入れていない 無回答 計
全体 129 58.9 34.9 6.2 100.0
動物園 41 68.3 29.3 2.4 100.0
水族館 44 59.1 34.1 6.8 100.0
植物園 34 38.2 52.9 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 34.1 58.9 7.0 100.0
動物園 41 48.8 48.8 2.4 100.0
水族館 44 22.7 70.5 6.8 100.0
植物園 34 35.3 52.9 11.8 100.0
動水植 10 20.0 70.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 67.4 26.4 6.2 100.0
動物園 41 80.5 17.1 2.4 100.0
水族館 44 59.1 34.1 6.8 100.0
植物園 34 64.7 26.5 8.8 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 76.7 17.1 6.2 100.0
動物園 41 80.5 17.1 2.4 100.0
水族館 44 79.5 13.6 6.8 100.0
植物園 34 64.7 26.5 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= している していない 無回答 計
全体 129 87.6 6.2 6.2 100.0
動物園 41 92.7 4.9 2.4 100.0
水族館 44 84.1 9.1 6.8 100.0
植物園 34 85.3 5.9 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

（％）

（％）
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N= している していない 無回答 計
全体 129 76.7 17.1 6.2 100.0
動物園 41 80.5 17.1 2.4 100.0
水族館 44 79.5 13.6 6.8 100.0
植物園 34 64.7 26.5 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

表４－７－３８　Twitter や Facebook 等、SNS を使った広報の実施

ウ ェ ブ サ イ ト （ホ － ム ペ － ジ） に よ る 広 報 の 割 合 が 最 も 高 い。

特 に 動 物 園 が 92.7％ と 高 く な っ て お り、 全 館 種 で 最 も 高 い。 次 い で 高 い の は 地 方 公 共 団 体 の

広 報 誌 へ の 掲 載 で、 全 館 種 の 平 均 は 71.2％ で あ る。 ３ 番 目 は 新 聞 ・ 雑 誌 ・ テ レ ビ ・ ラ ジ オ へ の

プ レ ス リ リ － ス 等 と な っ て い る。Twitter や Facebook 等 SNS を 使 っ た 広 報 は、 ６ 番 目 で 70.8％

で あ る。 動 物 園 82.9％、 動 水 植 90％、 水 族 館 が 79.5％ と な っ て い る。

（12）危機管理
表４－７－３９　大規模災害に対応した「総合防災計画」や「危機管理マニュアル」の作成

「大 規 模 災 害 に 対 応 し た 「総 合 防 災 計 画」 や 「危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル」 を 作 成 し て い る」 に つ

い て み て み る と、 全 館 種 の 平 均 は 48.3％ で あ る が、 動 物 園・水 族 館・植 物 園・動 水 植 に つ い て は、

か な り 高 く 65％ ～ 70％ と な っ て い る。

表４－７－４０　東日本大震災を踏まえた「総合防災計画」の見直しや「危機管理マニュアル」の改定

「東 日 本 大 震 災 を 踏 ま え て、「総 合 防 災 計 画」の 見 直 し や「危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル」の 改 定 を 行 っ

た」 に つ い て み て み る と、動 物 園 で は 53.7％、水 族 館 38.6％、植 物 園 44.1％、動 水 植 60％ と な っ

て お り、 全 体 の 平 均 32.7％ を 大 き く 上 回 っ て い る。

表４－７－４１　危機管理を業務とする担当者の配置　　　　（％）

危 機 管 理 を 業 務 と す る 担 当 者 の 配 置 に つ い て み て み る と、 全 館 種 平 均 34.6％ で あ る が、 い ず

れ も 大 き く 上 回 っ て い る。

N= している していない 無回答 計
全体 129 76.7 17.1 6.2 100.0
動物園 41 82.9 14.6 2.4 100.0
水族館 44 79.5 13.6 6.8 100.0
植物園 34 61.8 29.4 8.8 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= あてはまる あてはまらない 無回答 計
全体 129 69.0 22.5 8.5 100.0
動物園 41 70.7 26.8 2.4 100.0
水族館 44 65.9 25.0 9.1 100.0
植物園 34 70.6 14.7 14.7 100.0
動水植 10 70.0 20.0 10.0 100.0

N= あてはまる あてはまらない 無回答 計
全体 129 46.5 45.0 8.5 100.0
動物園 41 53.7 43.9 2.4 100.0
水族館 44 38.6 52.3 9.1 100.0
植物園 34 44.1 41.2 14.7 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0

N= あてはまる あてはまらない 無回答 計
全体 129 45.7 45.7 8.5 100.0
動物園 41 51.2 46.3 2.4 100.0
水族館 44 40.9 50.0 9.1 100.0
植物園 34 41.2 44.1 14.7 100.0
動水植 10 60.0 30.0 10.0 100.0

（％）

（％）
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表４－７－４２　防災・防犯訓練の実施　　　　　　　　　　（％）

防 災・防 犯 訓 練 の 実 施 に つ い て み る と、 全 館 種 の 平 均 は、72.2％ で あ る が、 植 物 園 を 除 い て、

か な り 上 回 っ て い る。

こ れ ら の 結 果 か ら、 動 物 園 等 の 館 種 の 危 機 意 識 は、 か な り 高 い こ と が わ か る。

（13）博物館や博物館界の抱える課題

Ａ 　 ま ず、「経 営 ・ 運 営」 面 に お け る 課 題 に つ い て は、「財 政 面 に お け る 厳 し さ」 が、 最 も 割 合

が 高 い。 し か し 館 種 別 の 課 題 で は、 事 業 区 分 の 「外 国 人 向 け の 対 応 が 不 十 分」 が、 ６ 館 種 で 第

１ 位 に あ げ ら れ て い る。動 物 園 部 門 で は、動 水 植 部 門 が １ 位 に あ げ て い る。動 物 園・植 物 園 で は、

１ 位 は、「財 政 面 に お け る 厳 し さ」 を 挙 げ て い る。 ま た、水 族 館 で は、施 設・設 備 の 老 朽 化 と な っ

て い る。

表４－７－４３　財政面で厳しい状況にある　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

Ｂ 　 組 織 体 制 に 関 し て は

表４－７－４４　職員の数が不足している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

職 員 数 の 不 足 に つ い て は、「す ご く あ て は ま る」と「ま あ 当 て は ま る」を 合 わ せ る と 動 物 園 で は、

73.2％、 水 族 館 で は 68.2％、 植 物 園 で は 70.6％、 動 水 植 で は 80％ と な っ て お り、 動 物 園 で は

６ 番 目、 水 族 館、 植 物 園 ・ 動 水 植 で は ４ 番 目 に 高 い 割 合 と な っ て い る。

N= あてはまる あてはまらない 無回答 計
全体 129 79.1 12.4 8.5 100.0
動物園 41 80.5 17.1 2.4 100.0
水族館 44 84.1 6.8 9.1 100.0
植物園 34 67.6 17.6 14.7 100.0
動水植 10 90.0 0.0 10.0 100.0

N= すごく
あてはまる

まあ
あてはまる

あまり
あてはまらない

まったく
あてはまらない 無回答 計

全体 129 41.1 36.4 10.9 3.1 8.5 100.0
動物園 41 41.5 46.3 9.8 0.0 2.4 100.0
水族館 44 27.3 40.9 15.9 6.8 9.1 100.0
植物園 34 55.9 20.6 8.8 0.0 14.7 100.0
動水植 10 50.0 30.0 0.0 10.0 10.0 100.0

N= すごく
あてはまる

まあ
あてはまる

あまり
あてはまらない

まったく
あてはまらない 無回答 計

全体 129 26.4 45.0 18.6 1.6 8.5 100.0
動物園 41 24.4 48.8 22.0 2.4 2.4 100.0
水族館 44 20.5 47.7 22.7 0.0 9.1 100.0
植物園 34 35.3 35.3 11.8 2.9 14.7 100.0
動水植 10 30.0 50.0 10.0 0.0 10.0 100.0
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Ｃ 　 事 業 に 関 し て

表４－７－４５　ICT（情報通信技術）を利用した新しい展示方法が導入できていない（％）

「ICT（情 報 通 信 技 術） を 利 用 し た 新 し い 展 示 方 法 が 導 入 で き て い な い」 点 に つ い て は、「す

ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」 を 合 わ せ て、 動 物 園 は 83％、 水 族 館 は 65.9％、 植 物 園 は

64.7％、 動 水 植 は 80％ と な っ て い る。 館 種 別 ラ ン キ ン グ で は 動 物 園 は ３ 番 目、 水 族 館 ８ 番 目、

植 物 園 ６ 番 目、 動 水 植 は ３ 番 目 と な っ て い る。

な お、 水 族 館 に つ い て は、 資 料 の デ ジ タ ル 化 や、 ウ ェ ブ サ イ ト を 使 っ た 資 料 情 報 公 開 等 が、

５ 番 目 ・ ６ 番 目 に ラ ン ク さ れ て い る。

こ の ほ か、 動 物 園 ・ 水 族 館 ・ 植 物 園 ・ 動 水 植 で、 上 位 に ラ ン ク さ れ て い る 課 題 を 見 る と、 他

館 種 で は 第 １ 位 と な っ て い る、「外 国 人 向 け の 対 応 が 不 十 分」 が、動 物 園・水 族 館 で は ２ 番 目 に、

３ 番 目 に 植 物 園 が あ げ ら れ て い る。

最 後 に 博 物 館 界 の 問 題・課 題 を 見 る と、「国 や 地 方 自 治 体 の 博 物 館 振 興 策 が 十 分 で は な い」「市

民、 国 民 が 博 物 館 園 を 支 援 す る 体 制 が で き て い な い」 が、 １ 位 ・ ２ 位 と な っ て い る。

表４－７－４６　博物館法等の法令が博物館の実情にあっていない　　　　　　　　（％）

表４－７－４７　博物館登録制度が博物館の実情にあっていない　　　　　　　　　　（％）

「博 物 館 登 録 制 度 が 博 物 館 の 実 情 に あ っ て い な い」「博 物 館 登 録 制 度 が 博 物 館 の 実 情 に あ っ て

い な い 」「 学 芸 員 養 成 制 度 」 に つ い て は、 博 物 館 界 の 問 題 と し て、 従 来 か ら の 課 題 で あ る が、

今 回 の 調 査 で は さ ほ ど 関 心 が 高 い 問 題 と は 考 え て い な い よ う で あ る。

N= すごくあてはま
る まああてはまる あまりあてはま

らない
まったくあては

まらない 無回答 計
全体 129 27.9 44.2 12.4 5.4 10.1 100.0
動物園 41 29.3 53.7 7.3 4.9 4.9 100.0
水族館 44 36.4 29.5 22.7 0.0 11.4 100.0
植物園 34 20.6 44.1 5.9 14.7 14.7 100.0
動水植 10 10.0 70.0 10.0 0.0 10.0 100.0

N= すごく
あてはまる

まあ
あてはまる

あまり
あてはまらない

まったく
あてはまらない 無回答 計

全体 129 11.6 43.4 24.8 7.0 13.2 100.0
動物園 41 17.1 48.8 22.0 7.3 4.9 100.0
水族館 44 13.6 43.2 27.3 2.3 13.6 100.0
植物園 34 5.9 35.3 23.5 11.8 23.5 100.0
動水植 10 0.0 50.0 30.0 10.0 10.0 100.0

N= すごく
あてはまる

まあ
あてはまる

あまり
あてはまらない

まったく
あてはまらない 無回答 計

全体 129 10.9 40.3 28.7 7.0 13.2 100.0
動物園 41 12.2 48.8 26.8 7.3 4.9 100.0
水族館 44 13.6 36.4 31.8 4.5 13.6 100.0
植物園 34 8.8 32.4 26.5 8.8 23.5 100.0
動水植 10 0.0 50.0 30.0 10.0 10.0 100.0
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（14）総括

① 動 水 植 全 体 の 傾 向

調 査 結 果 か ら は、動 物 園、植 物 園 が 90％ 台、水 族 館、動 水 植 が 70％ 台 と 首 長 部 局 所 管 と な っ

て い る の が 特 色 と い え る。 ま た、 ６ 割 強 の 動 物 園、 水 族 館、 植 物 園 が 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し

て お り、 動 水 植 に い た っ て は、 ８ 割 強 と な っ て い る。 こ の 導 入 率 の 高 さ が こ の 館 種 の 大 き な 特

色 で あ る。

園 館 長 は 常 勤 が ７ 割 を 超 え て い る が、 館 長 の 職 歴 を 見 る と、 動 物 園 の 場 合、 ５ 割 強 が 行 政 職

員 で あ る の に 対 し、 水 族 館 で は 行 政 職 員 が 15％ 台 で あ る の に 対 し、 学 芸 員 職 が ３ 割 弱、 ま た

そ の 他 の 職 歴 も 多 く、 様 々 な 職 歴 を も っ た 館 長 が い る 傾 向 が 見 て と れ る。 一 方、 職 員 の 場 合 に

は 学 芸 系 職 員 を 採 用 し て い る が 学 歴 は 特 に 定 め て い な い 傾 向 が み ら れ、 学 芸 系 職 員 を 採 用 し て

い な い 園 館 も 見 ら れ、 園 館 に よ っ て ば ら つ き が 見 ら れ る。

博 物 館 施 設 に つ い て は、 動 物 園、 水 族 館、 動 水 植 で 他 の 施 設 に 対 し て 高 い 割 合 を 示 し て い る

こ と が 特 色 で あ る。 こ れ は、 他 施 設 よ り も 面 積 が 広 く、 子 ど も 連 れ や 家 族 で 来 る 傾 向 が あ る こ

と か ら、 休 む ス ペ － ス が 必 要 で あ る こ と が 推 測 さ れ る。 た だ し、 ま だ Wi-Fi ス ポ ッ ト が 他 の 館

種 同 様 多 く は な い 傾 向 が み ら れ る。

開 館 時 間 に つ い て は、 一 年 間 を 通 じ て と い う よ り も 動 物 園、 水 族 館 等 の 場 合 は、 季 節 に 応 じ

た 臨 時 開 園 ・ 開 館 を し て い る と い う と こ ろ に 特 色 が み ら れ る。

調 査 研 究 活 動 に お い て は、 水 族 館 で は ６ 割 超、 動 物 園 で は ７ 割 超 が 設 置 目 的 の 中 に 位 置 づ け

ら れ て い る。 学 会 等 へ の 職 員 の 派 遣 も 動 物 園、 水 族 館 で は ６ 割 強 と な っ て お り、 種 の 保 存 等 の

役 割 を 持 つ 当 館 種 な ら で は の 傾 向 が み ら れ る。

教 育 活 動 に つ い て は、 他 館 種 と 比 べ る と、 見 学 会 や 観 察 会 と い っ た 体 験 型 学 習 が 全 体 の 傾 向

と し て う か が え る。 ま た、 全 体 的 に み て も か な り 力 を 入 れ て い る こ と が う か が え る。 特 に、 実

習 生 の 受 け 入 れ が 動 物 園、 水 族 館 の 場 合、 他 館 種 よ り も か な り 多 い こ と は 注 目 に 値 す る。

危 機 管 理 面 に お い て の 他 館 種 に 比 べ る と、危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル 等 を 作 成 し て い る 点 等 が 多 く、

危 機 管 理 意 識 が 高 い 傾 向 に あ る。

② 調 査 結 果 か ら み る 課 題

施 設 に つ い て は、 設 備 老 朽 化 に つ い て 問 題 視 し て い る 園 館 が 多 く、 順 次 新 規 設 備 を 導 入 し て

い く こ と が 課 題 と う か が え る。

一 方、 教 育 活 動 は 様 々 な 取 り 組 み が 行 わ れ て い る に も か か わ ら ず、 専 門 ス タ ッ フ を 配 置 し て

い る と こ ろ は 多 く な く、 今 後 は、 教 育 専 門 ス タ ッ フ を い か に 導 入 し て い く か が 課 題 と な ろ う。

SNS を 活 用 し た 広 報 活 動 の 面 で は、 今 後 は さ ら に 多 様 な ツ － ル を 用 い、 様 々 な 情 報 を 伝 え て

い く こ と が 課 題 と な ろ う。

③ 今 後 検 討 す べ き 事 項

今 後 は Wi-Fi ス ポ ッ ト を 増 や す な ど、 さ ら な る イ ン タ － ネ ッ ト 関 係 の 充 実 を 図 る こ と が 課 題

で あ る が、 予 算 面 の 確 保 な ど 検 討 す べ き と こ ろ で あ る。 ま た、 調 査 研 究 活 動 に お け る 外 部 資 金

の 獲 得 は 動 物 園、 水 族 館、 植 物 園 で ２ 割 強 が 獲 得 し て い る と 回 答 し て お り、 他 の 館 種 と 比 較 す
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る と か な り 健 闘 し て い る の で あ る が、 予 算 確 保 が 厳 し く な っ て い る 状 況 下、 今 後 は 外 部 資 金 を

獲 得 す る こ と が 益 々 重 要 と な る と 思 わ れ る。 広 報 面 に お い て は、 ウ ェ ブ サ イ ト を 活 用 し て い る

園 館 が 多 い が、 今 後 は、 さ ら に、Twitter や Facebook 等、SNS を い か に 動 物 園、 水 族 館 等 の 設 置

目 的 の 推 進 に か な っ た 形 で 活 用 で き る か、 ま た、Zoom 等 の 新 た な 媒 体 を 使 っ た 新 し い 双 方 向

コ ミ ュ ニ ケ － シ ョ ン ツ － ル を 活 用 し て い く こ と を 検 討 す べ き で あ ろ う。

最 後 に、 動 物 園、 水 族 館 等 で は、「博 物 館 登 録 制 度」 や 「学 芸 員 制 度」 と い っ た 博 物 館 界 の

従 来 か ら の 課 題 に 対 し て、 さ ほ ど 関 心 が 高 い よ う に は 今 回 の 調 査 か ら も う か が え な か っ た が、

動 物 園、 水 族 館 等 で は、「認 定 希 少 種 保 全 動 植 物 園 等 制 度」 と い っ た 新 た な 制 度 導 入 を 図 る 園

館 が 出 て き て い る 状 況 も 鑑 み、 博 物 館 界 の 一 員 と し て の 動 物 園、 水 族 館、 植 物 園、 動 水 植 の 位

置 づ け を 改 め て 考 え な お し て い く こ と も 今 後 検 討 し て い く べ き 事 項 と し て 考 え ら れ る。
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まとめ
半 田 昌 之 （日 本 博 物 館 協 会 専 務 理 事）

今 回 で 10 回 目 と な る 博 物 館 総 合 調 査 は、 調 査 を 実 施 し た 時 々 の 博 物 館 を 取 り 巻 く 社 会 的 状

況 や、 博 物 館 行 政 の 動 向 が 反 映 さ れ た、 日 本 の 博 物 館 の 運 営 実 態 が 数 値 化 さ れ た 資 料 で あ り、

博 物 館 制 度 や 政 策 の 検 討 を は じ め、 広 く 博 物 館 学 の 研 究 等 に お い て 基 礎 資 料 と し て 活 用 さ れ て

き た。

本 調 査 と と も に 日 本 の 博 物 館 調 査 と し て は、 文 部 科 学 省 が ３ 年 に 一 度 実 施 し て い る 社 会 教 育

調 査 が よ く 知 ら れ て い る。 こ の 社 会 教 育 調 査 は、 全 国 の 教 育 委 員 会 の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し て 行

わ れ る、 博 物 館 だ け で な く 図 書 館 や 公 民 館 等、 社 会 教 育 施 設 全 般 に つ い て の 悉 皆 調 査 で、 こ の

調 査 で 示 さ れ る 博 物 館 施 設 の 数 が、 一 般 的 な 日 本 の 博 物 館 数 と し て よ く 引 用 さ れ て い る。 ち な

み に 平 成 30（2018） 年 の 調 査 で は 5,744 の 博 物 館 施 設 が カ ウ ン ト さ れ て い る。 こ の 社 会 教 育

調 査 は、 主 に 施 設 の 総 数 と、 設 置 者、 館 種 別 の 内 訳、 職 員 数、 利 用 者 数、 講 座 等 の 社 会 教 育 活

動 の 実 施 回 数 等、 施 設 ご と の 基 本 的 数 値 が 調 査 対 象 と な っ て お り、 日 本 の 社 会 教 育 施 設 全 体 の

基 礎 デ ー タ の 把 握 を 主 眼 と し て い る。

一 方、 博 物 館 総 合 調 査 は 悉 皆 調 査 で は な く、 日 本 博 物 館 協 会 が 管 理 す る 博 物 館 の デ ー タ ベ ー

ス に 登 録 さ れ て い る 約 4,200 の 国 内 施 設 を 対 象 に 質 問 表 を 送 付 し て 回 答 を 求 め る ア ン ケ ー ト 調

査 で あ る。 こ れ ま で 実 施 し た 調 査 で は い ず れ の 回 も ５ 割 以 上 の 施 設 か ら 回 答 を 得 て お り、 同 規

模 の 社 会 調 査 と 比 較 し て も 高 い 回 答 率 を 維 持 し て い る。 悉 皆 調 査 で は な い た め に、 全 体 の 数 値

を 把 握 す る こ と は で き な い も の の、 施 設 や 職 員、 財 政、 事 業 か ら 課 題 ま で、 多 岐 に わ た る 質 問

を と お し て、 実 情 に 即 し た 博 物 館 の 運 営 実 態 を 概 ね 把 握 で き る こ と も、 本 調 査 の 大 き な 意 義 と

役 割 と い え よ う。

ち な み に、 社 会 教 育 調 査 で 把 握 さ れ た 日 本 の 博 物 館 数 と 日 博 協 の デ ー タ ベ ー ス へ の 登 録 数 は

約 1,500 の 差 異 が あ る。 こ の 差 は 時 に 関 係 者 か ら 指 摘 さ れ る が、 そ の 一 因 と し て は、 社 会 教 育

調 査 で カ ウ ン ト さ れ て い る 博 物 館 施 設 数 に 対 し、 日 博 協 の デ ー タ ベ ー ス へ の 登 録 に は、 展 示 が

公 開 さ れ 年 間 100 日 開 館 し て い る、 と い う フ ィ ル タ ー を か け て お り、 数 が 減 る 結 果 と な っ て

い る。 な お、 他 に も 博 物 館 数 に 差 異 が 生 じ る 要 因 は 課 題 は 残 る も の の、 日 本 の 博 物 館 数 を 正 確

に 把 握 す る こ と は 難 し く、 社 会 教 育 調 査 と 博 物 館 総 合 調 査 は、 悉 皆 と 詳 細 な ア ン ケ ー ト と い う

二 つ の 異 な る 手 法 に よ る 調 査 と し て、 日 本 の 博 物 館 の 実 態 を 知 る た め の 主 た る 二 本 柱 で あ る と

い え よ う。

さ て、 今 回 の 総 合 調 査 の 結 果 を ま と め た 本 報 告 書 は、 先 ず 第 １ 章 で 調 査 結 果 か ら 見 え て き た

今 の 日 本 の 博 物 館 の 典 型 的 な 姿 を 示 す と と も に、 第 ２ 章 で 社 会 調 査 の 手 法 に 則 り 過 去 の 調 査 結

果 と の 比 較 に よ る 変 化、 第 ３ 章 で 21 項 目 に 及 ぶ 質 問 項 目 そ れ ぞ れ に つ い て の 集 計 結 果、 第 ４

章 で は 調 査 結 果 に つ い て の 館 種 別 分 析 と い う 内 容 で 構 成 さ れ て い る。

詳 細 な 結 果 は 各 章 の 記 述 を 参 照 し て い た だ く こ と に し て、 こ の 「ま と め」 で は、 こ れ か ら の

博 物 館 の 在 り 方 を 考 え る 上 で 重 要 と 思 わ れ る 幾 つ か の 項 目 に 焦 点 を 当 て、 調 査 結 果 を 過 去 の 調

査 結 果 と の 比 較 も 含 め て 概 観 す る こ と と し た い。 特 に、 博 物 館 運 営 に 欠 か せ な い 過 去 の 調 査 に

お い て も 認 識 さ れ た 運 営 上 の 課 題 が、 期 待 ど お り に 改 善 さ れ な い ま ま の 状 態 が 継 続 し て い る と

思 わ れ る 項 目 に つ い て、 そ の 実 態 を 整 理 し、 現 状 に お い て 早 急 に 対 策 を 講 じ る 必 要 の あ る 事 項
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を 明 確 に す る と と も に、 一 方 で、 様 々 な 制 約 を 受 け な が ら、 そ れ ぞ れ の 博 物 館 の 運 営 現 場 に お

け る 独 自 の 努 力 と 取 組 に よ っ て、 改 善 さ れ つ つ あ る 活 動 に も 目 を 向 け て み た い。

１．進まない運営基盤の整備・改善

博 物 館 だ け で な く、 社 会 の 全 て の 事 業 活 動 に 共 通 す る 運 営 基 盤 と し て は 「ヒ ト」「モ ノ」「カ

ネ」 が 重 要 な 意 味 を 持 つ。 そ の 前 提 で、 博 物 館 と し て 必 要 と さ れ る 事 業 を 行 い、 そ の 役 割 を 果

た す た め に 不 可 欠 な 運 営 基 盤 と し て は、 事 業 遂 行 に 必 要 な 人 的 資 源、 事 業 の 質 を 支 え る 所 蔵 資

料 と 情 報、 そ し て 運 営 を 支 え る た め の 財 源 基 盤 の 整 備 が、 持 続 的 か つ 発 展 的 な 博 物 館 運 営 を 支

え る 基 本 的 な 要 素 と し て 挙 げ ら れ る。

今 回 の 調 査 結 果 を 基 に、 こ の 三 つ の 運 営 基 盤 の 状 況 を 概 観 す る と、 総 合 調 査 を 実 施 し て き た

20 年 以 上 に 及 ぶ 期 間 を 経 て も な お、 博 物 館 の 運 営 基 盤 の 整 備 ・ 改 善 が な か な か 進 ま な い 実 態

が 見 え て く る。

（１）職員体制

先 ず、 今 回 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 現 在 の 日 本 の 博 物 館 の 典 型 的 な 姿 （表 ２ － １） か ら、 博

物 館 の 基 本 的 資 源 と し て 「職 員 数」（常 勤 職 員 数、 学 芸 員 資 格 保 有 常 勤 職 員 数、 非 常 勤 職 員 数）

に 注 目 し て 職 員 体 制 を 概 観 し て み た い。

常 勤 職 員 数 は い ず れ の 調 査 の 結 果 も 中 央 値 は ３ 名 で 変 化 し て い な い。 平 均 値 で 見 て み る と、

平 成 ９（1997）年 が 7.97 人、16（2004）年 が 6.8 人、20（2008）年 が 6.6 人、25（2013）年 が 6.32

人、 今 回 令 和 元 （2019） 年 が 6.4 人 と、 前 回 か ら ほ ん の 少 し だ け 増 加 し た 結 果 が 見 ら れ、 微 か

に 明 る い 兆 し が 見 ら れ る も の の、 長 期 的 に は 減 少 傾 向 が 続 き、 平 成 ９ （1997） 年 の 調 査 以 来

22 年 間 に 1.65 人 の 常 勤 職 員 が 減 少 し た。 常 勤 職 員 の 中 央 値 ３ 名 の 中 で 学 芸 員 資 格 保 有 者 の 数

は、 今 回 の 調 査 で も 中 央 値 は １ 人 の ま ま 変 わ っ て お ら ず、 学 芸 員 不 在 の 博 物 館 も 16.5％ に の ぼ

る （表 ３ － ２ － ８）。

一 方、 非 常 勤 職 員 の 動 向 を 見 て み ると、 平 成 16（2004） 年 まで は０人 だ った 中 央 値 は、 平 成

16（2004） 年 以 降 今 回まで１人 が 続 いている。 この 人 数 を 平 均 値 で 見てみると、平 成９ （1997）

年 が 1.69 人、16（2004） 年 が 1.87 人、20（2008） 年 が 2.14 人、25（2013） 年 が 2.4 人、 令

和 元（2019）年 が 2.54 人 と、増 加 の 割 合 こ そ 小 さ く は な っ て い る も の の 増 加 傾 向 は 続 い て い る。

非 常 勤 職 員 の 職 種 に つ い て は、 事 務 ・ 管 理 系 職 員 が 最 も 高 く、 こ の 20 年 で 平 均 値 （0.67 人

→ 1.21 人 ）、 実 数 （1.104 人 → 2,574 人 ） と 大 き く 増 加 し て い る。 こ の 傾 向 を 学 芸 系 の 職 員 で

見 て み る と、 平 均 値 （0.56 人 → 0.77 人 ）、 実 数 （933 人 → 1,631 人 ） と、 こ ち ら も 増 加 し て い

る こ と が 分 か る。

こ の 数 値 を 概 見 す る と、 常 勤 職 員 ３ 名、 内 学 芸 員 資 格 保 有 者 １ 名、 非 常 勤 職 員 １ 名 と い う 基

本 的 な 中 央 値 は 同 じ 姿 を 保 ち な が ら、 全 体 と し て は 常 勤 職 員 が 減 少 し、 そ こ に 生 じ る 補 填 を 必

要 と す る 業 務 の 担 い 手 と し て の 非 常 勤 職 員 数 が 増 え て き た 現 場 の 実 態 が 見 え て く る。

一 方、 こ う し た 現 場 の 博 物 館 に お け る 職 員 配 置 の 実 態 に 対 し て、 運 営 に 当 た る 博 物 館 が ど の

よ う な 意 識 を 持 っ て い る か を、 課 題 を 整 理 し た 項 目 か ら 概 観 し て み た い。

今 回 調 査 の 質 問 項 目 「21. 博 物 館 や 博 物 館 界 の 抱 え る 課 題」 で は、 そ れ ぞ れ の 博 物 館 に あ て
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は ま る か 否 か を 質 問 し、「す ご く あ て は ま る」「ま あ あ て は ま る」 と 回 答 し た 上 位 10 位 ま で の

項 目 に つ い て、 館 種、 設 置 者、 法 区 分 ご と に ま と め て い る （表 ３ － 21 － ２、 ３、 ４）。

先 ず、館 種 別 で 「職 員 不 足」 を 上 位 に 挙 げ た 博 物 館 と し て は、理 工 （３ 位、75.5％）、水 族 館・

植 物 園・動 水 植（４ 位、68.2％、70.6％、80.0％）、動 物 園（６ 位、73.2％）、総 合・美 術・自 然 史（７ 位、

73.6％、77.2％） と な っ て い る。 郷 土 と 歴 史 に つ い て は 共 に 11 位 で は あ る が、 割 合 で 見 れ ば

郷 土（78.4％）、歴 史（70.7％）と 他 の 館 種 と 同 様 に 高 い 割 合 で あ る。ま た、設 置 者 で は、国 立（１ 位、

79.4％）、 都 道 府 県 立 （４ 位、78.7％）、 町 村 立 （６ 位、77.9％）、 市 立 （８ 位、77.1％） と 国 公

立 系 の 割 合 が 高 く、 公 益 法 人 （11 位、62.6％）、 会 社 個 人 等 （10 位、54.8％） が 相 対 的 に 低 め

と な っ て い る。 さ ら に、法 区 分 で 見 て み る と、登 録（５ 位、79.4％）、相 当（２ 位、78.0％）、類 似（９

位、69.5％） と、 い ず れ も 高 い 比 率 で あ る。

こ の 職 員 不 足 に 対 す る 課 題 感 に 関 す る 過 去 の 調 査 結 果 を 全 体 数 で 見 て み る と、 平 成 ９ 年

（68.4％）、 平 成 16 年 （64.7％）、 平 成 20 年 （65.1％）、 平 成 25 年 （71.2％）、 そ し て 今 回 の 令

和 元 年 （73.2％） と、 課 題 と し て の 認 識 が 増 加 す る 傾 向 に 歯 止 め が 掛 か ら ず、 よ り 深 刻 化 し て

い る 状 況 で あ る。

国 公 立 館 の 行 政 改 革 や 財 政 難 に 伴 う 博 物 館 運 営 の 効 率 化、 合 理 化 は、 国 立 館 の 独 立 行 政 法 人

制 度 （平 成 13 年 ～）、 公 立 館 の 指 定 管 理 者 制 度 （平 成 15 年 ～） の 導 入 等 に よ り、 事 務 ・ 管 理

系 部 門 の 常 勤 職 員 の 削 減 と 非 常 勤 化 へ と つ な が り、 そ の 流 れ が 徐 々 に 博 物 館 の 基 本 機 能 を 支 え

る 専 門 職 領 域 で あ る 学 芸 系 職 員 に も 広 ま っ て き た 傾 向 が 見 て 取 れ る。 さ ら に、 恒 常 化 す る 職 員

不 足 の 課 題 は 解 決 さ れ な い ま ま、 課 題 に 掲 げ る 割 合 （％） は 高 い 状 況 が 続 く 一 方 で、 多 様 化 す

る 博 物 館 に 対 す る 役 割 期 待 へ の 対 応 に 迫 ら れ、 よ り 高 位 の 課 題 へ の 対 応 に 追 わ れ る 状 況 が 窺 え

る。

今 回、 新 た に 加 え た 「外 国 人 向 け の 対 応 が 不 十 分」 は、 全 体 で 最 も 高 い 割 合 で 課 題 の 筆 頭 に

位 置 づ け ら れ （84.5％）、「ICT を 利 用 し た 新 展 示 方 法 の 未 導 入」（80.6％） や 「ウ ェ ブ サ イ ト で

の 資 料 情 報 公 開 が 不 十 分」（77.5％）、「資 料 や 資 料 目 録 の デ ジ タ ル が で き て い な い」（73.9％）は、

い ず れ も 「職 員 数 が 不 足」 の 73.2％ を 上 回 っ て い る が、 こ う し た 課 題 の 解 決 に は、 業 務 を 進 め

る に 必 要 な 職 員 の 適 切 な 配 置 が 不 可 欠 で あ る。 ま た、 こ う し た 時 代 の 流 れ の 影 響 を 受 け た 課 題

と と も に、「調 査 研 究 が 進 ん で い な い」（72.3％）、「必 要 な 資 料 整 理 が 進 ん で い な い」（70.9％）

な ど、 博 物 館 の 基 本 機 能 に 関 わ る 課 題 も、 こ れ ま で の 調 査 で 常 に 指 摘 さ れ て き た が、 こ れ ら に

つ い て は、 新 た な 課 題 の 出 現 と 改 善 さ れ な い 職 員 体 制 の 狭 間 で 状 況 は 悪 化 し て い る。 必 要 な 資

料 整 理 が 進 ま な い こ と へ の 課 題 感 は、平 成 ９ （1997） 年 （55.3％） 以 来 ５ 割 半 ば だ っ た 割 合 は、

今 回 の 調 査 で は 70.9％ と 14 ポ イ ン ト 以 上 増 加 し て い る。

こ の よ う に、 博 物 館 事 業 の 根 幹 を 支 え る 職 員 体 制 の 整 備 に つ い て は、 こ れ ま で の 20 年 以 上

に わ た る 博 物 館 総 合 調 査 の デ ー タ を 見 て も 明 ら か な よ う に、 事 業 遂 行 に 必 要 な 人 材 が 現 場 に 配

置 さ れ な い ま ま の 状 態 で、 新 た に 期 待 さ れ る 役 割 へ の 対 応 を 求 め ら れ る な か で、 基 本 機 能 の 維

持 に も 支 障 を き た す 危 機 的 な 状 態 が 長 く 続 い て い る こ と が 示 さ れ て い る。

（２）所蔵資料の充実

人 的 資 源 と と も に 博 物 館 の 基 本 機 能 の 充 実 に 欠 か せ な い、 コ レ ク シ ョ ン ＝ 所 蔵 資 料 と、 そ れ
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ら に 関 す る 情 報 の 充 実 に 向 け た 取 組 の 状 況 か ら 概 観 し て み た い。

所 蔵 資 料 の 充 実 は、 各 博 物 館 が、 そ れ ぞ れ の 目 的 や 理 念 に 沿 っ た コ レ ク シ ョ ン ポ リ シ ー の 下

に 着 実 な 資 料 収 集 と 適 切 な 保 管 を 行 う こ と で、 未 来 に 受 け 継 ぐ べ き 地 域 や 国 の 文 化 資 源 の 保 存

が 可 能 と な る、 博 物 館 の 持 続 的 発 展 を 支 え る 大 き な 要 素 で あ り、 博 物 館 が 博 物 館 た る 根 幹 の 機

能 と 言 え る。

こ の 収 集 機 能 を 支 え る 大 き な 柱 が、 調 査 研 究 成 果 に 基 づ く 新 規 資 料 の 収 集 で あ る が、 資 料 の

購 入 の た め の 購 入 予 算 の 確 保 に つ い て、 非 常 に 厳 し い 状 況 が 長 く 続 い て い る こ と が、 今 回 の 調

査 結 果 で も 明 ら か に な っ た。

総 合 調 査 で は、博 物 館 の 基 本 機 能 と 深 く 関 連 す る 項 目 と し て「12． 資 料 等 の 収 集 保 管」の「（５）

資 料 購 入 に つ い て」と い う 質 問 を 設 定 し て い る が、今 回 の 調 査 で、「資 料 を 購 入 す る 予 算 は な か っ

た」 と 答 え た 割 合 が、 初 め て 60.5％ と 全 体 の ６ 割 に 達 し た。

そ も そ も、 所 蔵 資 料 の 充 実 を 図 る 上 で、 資 料 購 入 予 算 の 確 保 は 重 要 な 要 件 で あ り、 予 算 ゼ ロ

と い う 状 況 は 理 解 し 難 い が、質 問 を 設 定 し た 平 成 16（2004） 年 の 時 点 で、既 に 「予 算 は な か っ

た」 が 全 体 の 52.6％ を 占 め て お り、 博 物 館 に と っ て 購 入 に よ る 新 た な 資 料 の 収 集 は 困 難 な 状 況

が 恒 常 化 し て い る こ と が 見 て 取 れ る。 一 方、 資 料 購 入 の 予 算 を 確 保 で き て い る 博 物 館 の 状 況 に

つ い て も、100 万 円 未 満 が 22.5％ （19.8％ カ ッ コ 内 は 平 成 16 年 ） と 最 多 で、100 万 円 以 上 ～

500 万 円 未 満 が 7.4％ （11.4％）、500 万 円 以 上 ～ 1,000 万 円 未 満 が 2.1％ （4.1％）、1,000 万 円

以 上 ～ 3,000 万 円 未 満 が 1.2％（3.6％）、3,000 万 円 以 上 ～ 5,000 万 円 未 満 が 0.5％（1.3％）、5,000

万 円 以 上 ～ １ 億 円 未 満 が 0.3％ （0.8％）、 １ 億 円 以 上 が 0.6％ （0.9％） と い う 状 況 で、100 万 円

以 上 の 資 料 購 入 予 算 を 確 保 で き た 博 物 館 は 全 体 の 4.7％ に 過 ぎ ず、 平 成 16（2004） 年 の 22.1％

と 較 べ て 14.7 ポ イ ン ト も 減 少 し て い る。

購 入 予 算 が な か っ た 博 物 館 の 館 種 と し て は、 郷 土 の 71.8％ が 最 も 高 く、 次 が 美 術 の 62.8％、

歴 史 の 61.4％ と 続 き、 一 方 で、 購 入 予 算 を 比 較 的 確 保 で き て い る 館 種 は、 植 物 園 の 29.4％、

水 族 館 の 34.1％、 動 水 植 の 40.0％、 動 物 園 の 46.3％ と、 生 き た 資 料 を 対 象 と す る 施 設 が 多 い。

ま た、 設 置 者 別 で 比 較 し て み る と、 町 村 立 71.8％、 市 立 65.6％、 会 社 ・ 個 々 等 60.1％、 公 益

法 人 51.5％、 国 立 50.8％、 県 立 48.1％ と、 市 町 村 立 の 博 物 館 が 厳 し い 状 況 に 置 か れ て い る こ

と が 分 か る。

一 方、 １ 億 円 以 上 の 購 入 予 算 を 確 保 で き て い る 博 物 館 は、 館 種 で は 美 術 館 の 2.4％、 総 合 の

0.8％、 歴 史 の 0.1％ の み で、 設 置 者 に 置 き 換 え る と、 国 立 の 11.1％、 公 益 法 人 の 0.7％、 県 立

の 0.6％、 市 立 の 0.2％ と い う 構 成 に な っ て い る。

こ の よ う に 資 料 の 新 規 購 入 が 厳 し い 状 況 の な か で、 各 博 物 館 と も 寄 贈 や 寄 託 に よ る 資 料 収 集

は 積 極 的 に 行 っ て い る と 思 わ れ る が、 前 回 の 調 査 結 果 と 比 較 し て み て も、 人 文 系 資 料 は、 件 数

で は 800 件 が 1,000 件 と 増 加 し た も の の 点 数 で は 3,000 点 か ら 2,778 点 と 減 少 し、 各 博 物 館 が

所 蔵 す る 資 料 の 件 点 数 は、 中 央 値 で 比 較 す る 限 り、 さ ほ ど の 増 加 傾 向 は 読 み 取 れ な い。 こ の 数

値 は、 所 蔵 資 料 の 数 え 方 の 点 数 と 件 数 の 捉 え 方 に よ っ て 変 動 す る た め、 正 確 な 数 値 と し て 扱 う

の は 難 し い が、 全 体 と し て 所 蔵 資 料 点 数 に 顕 著 な 増 加 傾 向 が 認 め ら れ な い 背 景 に は、 保 管 施 設

と し て の 収 蔵 庫 の 逼 迫 し た 状 況 も 影 響 し て い る と 思 わ れ る。

収 蔵 施 設 の 状 況 に つ い て は、 本 調 査 で も 「12． 資 料 等 の 収 集 保 管」 の 「（６） 収 蔵 庫 の 状 況
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に つ い て」で 質 問 し て い る。 そ の 結 果 に よ る と、全 体 の 57.2％ の 博 物 館 が「９ 割 以 上・ほ ぼ 満 杯」

（33.9％）、「入 り き ら な い 資 料 が あ る」（23.3％） と 回 答 し て お り、 物 理 的 に 資 料 を 収 蔵 す る 設

備 が 不 足 し て い る 状 況 が 見 て 取 れ る。 こ の 傾 向 は、 過 去 の 調 査 時 点 の 数 値 の 推 移 で も 増 加 傾 向

に あ り、 前 回 の 平 成 25 年 の 調 査 と の 比 較 で も、 ９ 割 以 上 が 6.5 ポ イ ン ト、 入 り き ら な い が 4.2

ポ イ ン ト 増 加 し て い る。 こ う し た 収 蔵 庫 を 中 心 と す る 資 料 の 保 管 環 境 の 物 理 的 課 題 も、 博 物 館

の 資 料 収 集 へ の 支 障 と な り、 収 蔵 資 料 の 充 実 が 進 ま な い、 博 物 館 機 能 の 持 続 的 発 展 に と っ て 危

機 的 な 状 況 を 生 む 要 因 と な っ て い る こ と が 窺 え る。

ま た、 こ う し た 所 蔵 資 料 の 収 集 と 保 管 に 関 す る 基 盤 整 備 の 遅 れ と と も に、 先 に 職 員 体 制 の 項

で 指 摘 し た、 資 料 整 理 や 研 究 活 動 へ の 取 組 が 不 十 分 と い う 課 題 が 置 き 去 り に さ れ、 む し ろ 悪 化

の 方 向 に 進 ん で き る 状 況 は、 所 蔵 資 料 の 価 値 を 見 出 し 外 部 へ 発 信 す る こ と で 活 用 を 図 る と い

う、 博 物 館 に 課 せ ら れ た 今 日 的 な 役 割 を 果 た す た め の 事 業 の 進 展 に も、 大 き な 悪 影 響 を も た ら

す 要 因 と し て 懸 念 さ れ る。

（３）財政の基盤

博 物 館 の 運 営 基 盤 と し て 最 も 基 本 的 か つ 重 要 な 要 素 で あ る 財 政 の 基 盤 に つ い て も 改 め て 確 認

し て お き た い。 こ れ ま で の 総 合 調 査 で も 博 物 館 の 収 支 状 況 は 質 問 と し て 設 定 し て き た が、 そ れ

ぞ れ の 施 設 の 事 情 に よ り、 正 確 な 数 値 を 把 握 す る こ と が 難 し い 項 目 で は あ る が、 調 査 時 点 で の

傾 向 を 理 解 す る 上 で は 重 要 な 指 針 と い え る。

今 回 の 調 査 の 「４． 収 支 の 状 況」 で 回 答 し た 1,505 の 博 物 館 の 「総 収 入」 の 平 均 値 は、9,026

万 円、総 支 出 は １ 億 560 万 円 で、そ れ ぞ れ の 中 央 値 を 示 せ ば、総 収 入 が 1,360 万 円、総 支 出 が 2,965

万 円 と な る。 平 均 値 と 中 央 値 の 差 が 大 き い と い う こ と は、 国 ・ 都 道 府 県 立 や 会 社 ・ 企 業 等 が 設

置 者 と な っ て い る 少 数 の 大 規 模 な 博 物 館 が 平 均 値 を 押 し 上 げ る 一 方 で、 市 区 町 村 立 等 の 多 く の

小 規 模 な 博 物 館 が 中 央 値 を 低 め て い る 構 造 が 浮 か び 上 が る。ち な み に 国 立 35 館（全 体 の 2.3％）

の 平 均 総 収 入 額 が ６ 億 ８ 千 万 円 で あ る 一 方、 町 村 立 208 館 （全 体 の 13.8％） は 1,828 万 円 で あ

る。 ま た、 金 額 に 関 わ ら ず 収 入 よ り 支 出 が 多 い の は、 多 く の 博 物 館 が 赤 字 を 抱 え、 何 ら か の 形

で 設 置 者 等 か ら の 補 填 を 受 け て い る 状 況 が 窺 え る。

こ の よ う に、 設 置 者 を 問 わ ず 財 政 規 模 は 施 設 規 模 と の 相 関 に あ り、 金 額 の 多 寡 が 事 業 内 容

の 充 実 度 を 現 す も の で は な い が、 こ こ で は、 博 物 館 運 営 に 要 し た 支 出 総 額 に つ い て、 過 去 の

調 査 結 果 と 比 較 し て み る こ と で、 博 物 館 の 財 政 基 盤 の 大 き な 傾 向 を 概 観 し て み た い。 平 成 ９

（1997） 年 の 調 査 結 果 に よ る 支 出 総 額 の 平 均 額 は １ 億 3,128 万 円 で、 そ の 後、 平 成 16（2004）

年 は １ 億 1,854 万 円、 平 成 20 年 が １ 億 1,338 万 円 と 減 少 を 続 け、 今 回 の 令 和 元 （2019） 年 で

は １ 億 560 万 円 と、 こ の 20 年 間 で 博 物 館 の 年 間 総 支 出 額 は 平 均 で 約 2,500 万 円 以 上 減 少 し た

こ と に な る。 各 回 の 調 査 に よ り 質 問 項 目 に も 変 容 が あ り 一 概 に 比 較 は で き な い が、 総 支 出 額

の 中 央 値 で 比 較 し て も、 平 成 16 年 が 3,410 万 円 だ っ た の に 対 し、 今 回 の 調 査 で は 2,965 万 円

と、 金 額 で 445 万 円、 比 率 で 13％ 減 少 し て お り、 博 物 館 の 規 模 に 関 わ ら ず 財 政 基 盤 の 状 況 は

縮 小 傾 向 に あ る こ と が 窺 え る。 そ の 中 で、 各 博 物 館 は、 管 理 費 の 削 減 努 力 を 続 け （平 成 ９ 年 ：

34.9％、 平 成 16 年 ：32.0％、 平 成 20 年 ：29.4％）、 全 体 が 縮 小 す る 中 で も 事 業 費 の 確 保 に 努

め て き た （ 平 成 ９ 年 ：35.3％、 平 成 16 年 ：39.5％、 平 成 20 年 ：44.3％） と 推 測 で き る。 し か



―　290　―

し、 今 回 の 調 査 で は、 管 理 費 は 27.9％ と 1.5 ポ イ ン ト 減 少 す る こ れ ま で の 傾 向 が 見 ら れ た 一 方

で、 事 業 費 は 41.3％ と ３ ポ イ ン ト の 減 少 に 転 じ、 そ の 減 少 分 が 人 件 費 の 割 合 増 加 （平 成 20 年

の 26.3％ が 30.9％） に 反 映 さ れ る 結 果 と な っ て い る （表 ３ － ４ － ５）。

今 回 調 査 で 現 れ た 事 業 費 の 構 成 比 率 の 減 少 は、 今 回 調 査 だ け の も の か 今 後 も 続 く 傾 向 か は 不

明 だ が、 厳 し い 財 政 環 境 の 中 で 注 視 す べ き 点 か と 思 わ れ る。

一 方、 予 算 縮 小 傾 向 が 続 く 中 で、 自 助 努 力 を 求 め ら れ 自 己 収 入 の 獲 得 に 努 め る 博 物 館 に と っ

て 中 心 的 な 収 入 で あ る 入 館 料 収 入 は、 平 均 値 で 1,939 万 円 （ 収 入 額 の 21.5％）、 中 央 値 で 105

万 円 で あ る。 入 館 料 以 外 の 他 の 収 入 源 と し て は、「シ ョ ッ プ 等 の 売 上」（収 入 額 の 9.1％）「施 設

の 賃 貸 料」（3.4％）「外 部 資 金」（6.9％） と な っ て い る。 な お、 外 部 資 金 獲 得 方 法 と し て、 科 学

研 究 費 補 助 金 等 の 公 的 助 成 の 活 用 状 況 に つ い て は、 国 立 施 設 が 65％、 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 立

が 47.3％ と 高 率 で あ る 一 方、 市 町 村、 公 益 法 人、 会 社 ・ 個 人 等 で は い ず れ も 30％ 未 満 の 活 用

率 で、 不 足 す る 職 員 体 制 等 と の 連 動 が 推 測 で き る。

こ の よ う に 日 本 の 博 物 館 の 財 政 基 盤 の 状 況 は 厳 し く、 全 体 と し て は 依 然 と し て 予 算 の 減 少 傾

向 が 続 く 中 で、 多 様 な 資 金 獲 得 の 試 行 錯 誤 が 続 け ら れ て い る が、 現 状 で は、 回 答 し た 博 物 館 の

79％ が 「 財 政 面 で 厳 し い 」 と 回 答 し て い る。 館 種 で は、 動 物 園、 植 物 園 が 課 題 の １ 位 で、 自

然 史 と 動 水 植 が ２ 位、 美 術 が ３ 位、 総 合、 郷 土、 歴 史、 理 工 が ４ 位 と、 全 て の 館 種 で 高 位 に あ

り、 日 本 の 博 物 館 の 財 政 基 盤 の 整 備 は、 今 後 の 博 物 館 の 持 続 的 発 展 に も 大 き く 影 響 す る 喫 緊 の

課 題 で あ る こ と が 浮 き 彫 り に な っ て い る。

こ こ ま で、 今 回 の 調 査 か ら 見 え て く る 恒 常 化 す る 博 物 館 の 運 営 基 盤 に 直 結 す る 課 題 を 概 観 し

て き た が、こ う し た 課 題 を 設 置 者 と 館 種 で 見 直 す と、設 置 者 で は 市 町 村、館 種 で は 郷 土 と い う、

小 規 模 で あ り な が ら 数 的 に は 日 本 の 博 物 館 の 多 く を 占 め る 公 立 博 物 館 が、 最 も 深 刻 な 課 題 の 中

で の 運 営 を 強 い ら れ て い る 実 態 が 浮 か び 上 が る。 今 後、 こ う し た 小 規 模 館 に つ い て、 し っ か り

と し た 展 望 を 持 つ 支 援 策 等 が 導 入 さ れ な い と、 日 本 の 博 物 館 の 持 続 的 発 展 は 難 し い 状 況 に 陥 る

危 険 性 を、 今 回 の 調 査 デ ー タ は 示 唆 し て い る と い え よ う。

２．待ったなしの施設老朽化・収蔵施設確保への取組

現 在 の 日 本 の 典 型 的 な 姿 か ら 「開 館 か ら の 年 数」 を み る と、 そ の 中 央 値 は 30 年 で、 前 回 の

平 成 25 年 の 25 年 か ら ち ょ う ど ５ 年 増 加 し て い る （表 ２ － １）。 調 査 と 調 査 の 間 隔 が、 そ の ま

ま 開 館 か ら の 年 数 に 反 映 さ れ て い る と い う こ と は、 近 年 に 新 設 さ れ た 博 物 館 が 少 な い こ と の 現

れ で も あ る。 主 た る 建 物 の 建 築 年 （表 ３ － ３ － ６） の 平 均 値 を み て も、 全 体 の 平 均 は 1979 年

で、 開 館 か ら の 年 数 の 中 央 値 か ら 更 に 10 年 ほ ど 遡 る。 館 種 で 最 も 古 い の は 植 物 園 の 1967 年、

次 が 歴 史 の 歴 史 と 郷 土 の 1976 年 で、 設 置 者 で み る と、 公 益 法 人 の 1967 年 に 国 立 の 1971 年 が

続 い て お り、 博 物 館 の 主 要 な 建 物 は、 建 て ら れ て か ら 40 年 を 経 て い る こ と に な る。

当 然 こ れ ら の 建 物 及 び 施 設 の 老 朽 化 は 進 行 す る。 施 設 ・ 建 物 の 老 朽 化 を 課 題 と し て 掲 げ た

博 物 館 の 割 合 は、 平 成 ９ （1997） 年 で 47.8％、 平 成 16（2004） 年 で 54.8％、 平 成 20（2008）

年 で 61.3％、 平 成 25（2013） 年 が 67.1％、 そ し て 今 回 が 75.2％ と 着 実 に 増 加 し て い る。 館 種

別 で み て も、 総 合 で 83.0％、 郷 土 で 82.7％、 水 族 館 で 81.8％ と ８ 割 を 超 え、 設 置 者 で は 市 立
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で 90.9％ と ９ 割 を 超 え て 現 状 の 深 刻 さ を 示 し て い る。

ま た、 こ う し て 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 が 遅 れ て い る 課 題 は、 先 述 し た 不 足 す る 収 蔵 施 設 の 拡

充 が 進 ま な い こ と に も 密 接 に 関 連 し て い る。 各 博 物 館 の 問 題 点 で、「施 設 設 備 が 老 朽 化」 は 第

５ 位 で 75.2％ で あ る の に 対 し、「収 蔵 ス ペ ー ス が 不 足」 が 第 ９ 位 で 72.1％。 ま た 館 種 で も、 総

合 で 老 朽 化 が 第 ５ 位（83.0％）で ス ペ ー ス 不 足 が ６ 位（82.9％）、郷 土 で 老 朽 化 が 第 ６ 位（82.7％）

で ス ペ ー ス 不 足 が ８ 位 （79.8） な ど、 施 設 設 備 の 老 朽 化 と 収 蔵 施 設 の 不 足 は、 箱 物 施 設 や 設 備

の 改 修 と い う 分 野 に 必 要 な 予 算 措 置 が 行 わ れ て い な い こ と を 示 し て い る。

今 回 の 調 査 で は、 老 朽 化 が 深 刻 な 公 立 博 物 館 の 今 後 の 方 向 性 に つ い て、 公 共 施 設 総 合 管 理 計

画 と の 関 連 で、今 後 ５ 年 以 内 の 位 置 付 け に つ い て も 質 問 し た。 回 答 し た 1,654 館 の 内、「建 替 え」

が 2.9％、「現 状 の ま ま 存 続」 が 51.5％、「改 修 ・ 修 繕 等 を 実 施 し 存 続」 が 36.6％ だ っ た。 こ の

総 合 管 理 計 画 の 進 展 で、博 物 館 施 設 の ハ ー ド 的 課 題 の 解 決 が 進 む こ と を 期 待 し た い が、一 方 で、

「用 途 の 変 更」 や 「廃 止 （建 物 の 民 間 へ の 貸 付 ・ 譲 渡 ・ 売 却、 解 体）」 と い う 質 問 に、 少 な い な

が ら「有 り」の 回 答 が あ っ た こ と も 注 目 に 値 す る。 用 途 の 変 更 に つ い て、館 種 で は、理 工 の 4.2％、

自 然 史 の 2.6％、歴 史 の 0.9％、郷 土 と 美 術 の 0.8％、設 置 者 で 市 立 の 1.3％、町 村 立 の 1.0％ が 「有

り」 と 回 答 し た。 更 に 廃 止 に つ い て も、動 物 園 の ３ ％、郷 土 の 1.7％、歴 史 の 1.6％、理 工 の 1.4％、

美 術 の 1.1％、 設 置 者 で 市 立 の 1.6％、 町 村 立 の 1.9％ が 「有 り」 と 回 答 し た。 館 数 に す る と 市

町 村 を 合 わ せ て 38 施 設 で は あ る が、 公 立 博 物 館 の 社 会 的 役 割 の 在 り 方 が 問 わ れ る 大 き な 変 容

の 兆 し と し て も 注 視 す る 必 要 が あ る。

３．今後の博物館の充実・振興に重要な意味を持つ類似施設への対応、整備

平 成 30 年 度 の 文 部 科 学 省 の 社 会 教 育 調 査 の 結 果 に よ れ ば、 登 録 博 物 館 と 博 物 館 相 当 施 設 を

合 わ せ た 博 物 館 法 が 適 用 さ れ る 博 物 館 数 は 1,287 館、 博 物 館 類 似 施 設 は 4,457 館 の 合 計 5,744

施 設 と な っ て お り、 全 体 に 閉 め る 登 録・相 当 の 博 物 館 の 割 合 は 22.4％ で あ る の に 対 し、 類 似 施

設 は 77.6％ を 占 め て お り、 現 行 の 博 物 館 法 の 大 き な 課 題 と し て も 指 摘 さ れ て い る。

こ の、登 録 と 相 当 を 合 わ せ た 博 物 館 と、博 物 館 法 の 適 用 対 象 と さ れ て い な い 類 似 施 設 の 間 に、

運 営 上 ど の よ う な 差 が 生 じ て い る の か に つ い て も 少 し 触 れ て み た い。

ち な み に 今 回 の 総 合 調 査 の 対 象 と し た 博 物 館 は、 日 本 博 物 館 協 会 の デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ

た 4,178 施 設 で、 そ の 全 て に 調 査 票 を 配 布 し、55.4％ の 施 設 か ら 回 答 を 得 て い る。 そ の 内、 登

録 博 物 館 の 回 答 率 は 67.9％、 相 当 施 設 が 65.2％、 類 似 施 設 は 44.9％ と、 類 似 施 設 は 若 干 低 い

回 答 率 で は あ る が、 全 体 の 有 効 回 答 数 2,314 の 内、 類 似 施 設 は 1,414 館 で 61％ を 占 め て お り、

類 似 施 設 か ら の 回 答 結 果 は、 日 本 全 体 の 類 似 施 設 の 実 態 を あ る 程 度 反 映 し て い る も の と 考 え ら

れ る。

先 ず 職 員 系 の 項 目 で 「Q ４ 組 織 に つ い て 」「Q ４ － １ 館 長 に つ い て 」 の、 館 長 の 職 務 権 限 に

つ い て の 質 問 に つ い て、「明 確」 と 答 え た の は、 登 録 が 66.6％、 相 当 が 71.3％ で あ っ た の に 対

し、 類 似 は 45.5％ で、「不 明 確」 は、 そ れ ぞ れ 登 録 が 32.6％、 相 当 が 27.6％ で あ っ た の に 対 し、

類 似 は 50.3％ と ５ 割 を 超 え て い る （表 ３ － ２ － ２）。 ま た、 学 芸 員 の 配 置 に つ い て は、 常 勤 の

専 任 学 芸 員 が 配 置 さ れ て い る 数 は、 登 録 が 72.5％、 相 当 が 69.9％ で あ る の に 対 し、 類 似 で は

33.6％ と 明 確 な 差 が 現 れ て い る。 更 に 雇 用 し て い る 学 芸 系 職 員 数 で は、類 似 の 26.3％ が ０ 人（登
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録 1.6％、 相 当 4.2％） な っ て お り、 学 芸 員 の 配 置 状 況 に 大 き な 差 が あ る こ と が 窺 え る （表 ３ －

２ － ８）。

こ う し た 状 況 は、 博 物 館 の 基 本 機 能 の 充 実 度 合 い に も 反 映 さ れ て お り、 資 料 台 帳 に 記 載 さ れ

て い る 所 蔵 資 料 割 合 に つ い て、「資 料 台 帳 を 未 作 成」 と 答 え た 館 は、登 録 が 5.1％、相 当 で 9.7％

に 比 べ、 類 似 は 21.0％ と 明 ら か に 高 い 比 率 に な っ て い る （表 ３ － 12 － 18）。 ま た、 博 物 館 の

使 命 や 設 置 目 的 に 「調 査 研 究」 を 位 置 付 け て い る か と の 質 問 に つ い て、位 置 付 け て い る 割 合 は、

登 録 が 70.9％、 相 当 で 72.4％ に 対 し、 類 似 は 37.6％ と な っ て い る （図 ３ － 13 － １）。 他 に も、

博 物 館 実 習 の 受 入 に つ い て も 登 録 ・ 相 当 の ３ 分 の １ 程 度 （表 ３ － 15 － 10） と い っ た デ ー タ も

示 さ れ た。

も ち ろ ん、 類 似 施 設 に 分 類 さ れ て い る 博 物 館 で、 そ の 活 動 が 高 く 評 価 さ れ 充 実 し た 運 営 が 行

わ れ て い る 施 設 も 多 く 知 ら れ て い る が、 博 物 館 全 体 を 俯 瞰 す る と、 登 録 博 物 館 と 相 当 施 設 に 比

べ、 数 と し て ８ 割 近 く を 占 め る 博 物 館 類 似 施 設 に つ い て、 博 物 館 と し て の 基 本 組 織 や 機 能 の 整

備 に 課 題 が あ る こ と も 見 て 取 れ、 今 後 の 日 本 の 博 物 館 振 興 に 向 け た 制 度 整 備 に と っ て、 類 似 施

設 の 充 実 が 重 要 な 要 素 で あ る こ と が 示 さ れ て い る。

４．施設ごとの努力に支えられている課題解決への取組

こ れ ま で、今 回 の 調 査 結 果 か ら、な か な か 改 善 さ れ な い 博 物 館 の 課 題 に つ い て 概 観 し て き た。

そ の 一 方 で、 職 員 や 所 蔵 資 料、 財 政 基 盤 の 課 題 を 抱 え つ つ、 運 営 に 当 た る 現 場 の 人 々 の 「博 物

館 を 良 く し た い」 と い う 努 力 に よ っ て、 試 行 錯 誤 の 中 で 成 果 を 上 げ つ つ あ る 活 動 も 多 く あ る。

今 回 の 調 査 の 「23. 貴 館 や 博 物 館 界 の 抱 え る 問 題 ・ 課 題」 で、 各 館 が 問 題 ・ 課 題 と し て 認 識

し て い る か ど う か を 尋 ね た 項 目 は 41 項 目。 そ の 内、50％ 以 上 の 過 半 数 が 「課 題 と し て す ご く

あ て は ま る・ま あ あ て は ま る」と 回 答 し た 項 目 が 31。 そ の 一 方 で、「あ ま り あ て は ま ら な い・ま っ

た く あ て は ま ら な い」 と 回 答 し た 館 が 50％ を 下 回 っ た 項 目、 つ ま り、 課 題・問 題 と し て は 「あ

て は ま ら な い」 と し た も の が 10 項 目 あ る （表 ３ － 21 － １）。

最 も 課 題 と し て は 低 い 値 と な っ た の は、「特 別 （企 画） 展 が 開 催 で き な い」（30.8％） で あ る。

も ち ろ ん 財 政 的 に は 厳 し い 予 算 状 況 で あ る 一 方 で、 入 館 者 増 に 向 け た 取 組 で 最 も 効 果 が あ っ た

取 組 と さ れ て い る （92％、 表 ３ － ６ － ４） に も 関 わ ら ず、 課 題 で は な い と す る 博 物 館 が 多 い

の は 意 外 な 印 象 も 受 け る が、 予 算 の 制 約 は あ る こ と を 前 提 に、 所 蔵 資 料 の 活 用 や、 解 説 パ ネ ル

等 造 作 物 の 内 製 促 進、 広 報 の 工 夫 等 を と お し て、 博 物 館 と し て 発 信 し た い 特 別 （企 画） 展 は 開

催 す る こ と が で き て い る 状 況 を 表 し て い る と も い え る。

予 算 削 減 が 進 行 し て い た 平 成 ９ （1997） 年 の 調 査 で は 49.3％ と、 約 半 数 の 回 答 館 が 課 題 と

し て い た 同 項 目 は、平 成 16（2004） 年 に 36.7％、平 成 20（2008） 年 に 34.6％、平 成 25（2013）

年 は 32.6％ と 減 少 が 続 き、 今 回 で も 1.8 ポ イ ン ト 減 少 し た。 集 客 効 果 の 高 い 特 別 （企 画） 展 の

開 催 に、 使 え る 事 業 費 の 配 分 を 高 め た り す る 配 慮 も あ る と し て も、 学 芸 員 を は じ め と す る 職 員

の 工 夫 と 努 力 に よ る 成 果 で あ る こ と は 否 め な い。 ま た、「館 の 特 色 が 出 せ て い な い」 も 30％ 台

で、 そ れ ぞ れ の 博 物 館 が、 自 分 た ち の 博 物 館 の 特 色 を 理 解 し、 そ の 目 的 に 沿 っ た 情 報 発 信 が で

き て い る 博 物 館 が 約 ７ 割 あ る 状 況 が 窺 え る。 さ ら に、「地 域 の 課 題 に 十 分 に 応 え ら れ て い な い」

（43.5％）「教 育 普 及 活 動 が 十 分 で き て い な い」（44.6％）、「利 用 者 の ニ ー ズ に 応 え ら れ て い な い」



―　293　―

（45.1％）、「学 校 教 育 と の 連 携 が 不 足」（49.2％） な ど が 50％ 以 下 で あ り、 少 な い な が ら、 職 員

の 熱 意 や 努 力 で あ る 程 度 の 改 善 が 望 ま れ る 事 業 に つ い て は、 そ の 効 果 や 成 果 が 現 れ て い る こ と

が 窺 え る （表 ３ － 21 － １）。

し か し、 こ う し た 事 業 へ の 人 的 配 置 や 経 費 が 削 減 さ れ る 状 況 下 で の、 限 ら れ た 現 場 職 員 に よ

る 業 務 的 努 力 は、 必 然 的 に 個 々 の 職 員 へ の 業 務 負 担 の 増 大 に つ な が り、 業 務 環 境 の 悪 化 を 招 く

こ と で 「職 員 不 足」 と い う 課 題 を 深 刻 化 す る 要 因 と な っ て い る こ と に も 留 意 が 必 要 で あ る こ と

が 示 さ れ て い る。

５．博物館への振興策推進と博物館への理解醸成の必要性

総 合 調 査 の 最 後 の 質 問 は、 博 物 館 界 の 問 題 点 に つ い て 「21.（２） 博 物 館 界 の 課 題」 で あ る。

質 問 に 課 題 と し て 掲 げ た 11 項 目 に 対 し、「 す ご く あ て は ま る ・ ま あ あ て は ま る 」 と 回 答 し た

博 物 館 は 全 て の 項 目 で 50％ を 超 え た （表 ３ － 21 － ５）。 こ の 中 で、70％ を 超 え た の が、「国 や

地 方 公 共 団 体 の 博 物 館 振 興 策 が 十 分 で な い」（72.7％） と 「市 民、 国 民 が 博 物 館 を 支 援 す る 体

制 が で き て い な い」（70.9％） で、 前 回 の 平 成 25 年 の 調 査 で も 同 じ 傾 向 だ っ た。

国 や 自 治 体 の 博 物 館 支 援 策 が 不 十 分 で あ る こ と へ の 課 題 感 は、 こ の 「ま と め」 で 述 べ て き た

よ う に、 博 物 館 の 基 本 的 運 営 基 盤 の 整 備 が 進 ま な い こ と へ の 率 直 な 反 応 で あ る こ と が 窺 え る。

そ の 一 方 で、 市 民 や 国 民 の 博 物 館 へ の 支 援 体 制 が 未 成 熟 で あ る こ と へ の 課 題 感 は、 博 物 館 の 現

場 に お け る 利 用 者 か ら 受 け 取 る 肌 感 覚 を 伴 う 自 省 を 含 む 反 応 の 表 れ と も い え よ う。 こ れ ら の 課

題 に つ い て は、館 種 で も 設 置 者 ご と で も 最 も 上 位 の 領 域 に 位 置 づ け ら れ て い る（表 ３ － 21 － ６、

表 ３ － 21 － ７）。

今 後、 博 物 館 が 社 会 の 中 で 持 続 的 に そ の 機 能 を 果 た し て い く た め に は、 社 会 が 博 物 館 に 求 め

る 役 割 を 把 握 し、 か つ そ の 社 会 機 能 と し て 不 可 欠 な 基 本 機 能 の 充 実 と と も に、 国 や 地 方 公 共 団

体 が、 博 物 館 へ の 支 援 策 の 充 実 を 図 る こ と が 求 め ら れ て い る。 ま た そ の 一 方 で、 博 物 館 現 場 の

意 識 も、 よ り 一 層 の 深 ま り が 求 め ら れ て い る。 博 物 館 に 対 す る 地 域 社 会 の 市 民 や 国 民 全 体 が、

自 分 た ち の 生 活 や、 時 代 を 担 う 世 代 の 人 々 に 受 け 継 ぐ べ き 文 化 遺 産 の 保 存 と 活 用、 継 承 の 中 核

施 設 と し て 博 物 館 の 役 割 を 理 解 し、 そ の 活 動 を 支 援 す る 体 制 を 構 築 す る た め に は、 そ れ ぞ れ の

博 物 館 を は じ め、 博 物 館 界 全 体 の 総 力 を 上 げ た 取 組 が 必 要 で あ る こ と を 示 し て い る と い え よ

う。

６．今後の調査に向けて

こ れ ま で の 「ま と め」 と は 外 れ る が、 博 物 館 の 運 営 状 況 を 一 定 期 間 ご と に 調 査 し て そ の 時 々

の 課 題 を 抽 出 す る た め の 役 割 を 担 う 本 調 査 に つ い て、 今 回 を 振 り 返 り、 次 回 の 調 査 に 向 け た 課

題 等 に つ い て、 備 忘 録 的 に 整 理 し て お き た い。

・ 前 回 か ら WEB 上 で の 回 答 を 可 能 と し て 推 奨 し た が、WEB 回 答 は 57.6％ と、 約 ４ 割 は 未 だ

紙 で の 回 答 で あ っ た こ と を 踏 ま え、 質 問 票 の 設 計 や 集 計 シ ス テ ム 等 を 見 直 し、 現 場 の 博 物 館 が

回 答 し や す い 方 法 を 検 討 し、 よ り 高 い 回 答 率 を 視 野 に 改 善 す る。

・ 多 岐 に わ た る 多 く の 質 問 に 答 え る 施 設 側 の 労 力 を で き る だ け 軽 減 で き る よ う に、 調 査 票 の
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構 成 や 記 述 も 見 直 し な が ら、 経 年 変 化 を 比 較 で き る 社 会 調 査 と し て の 機 能 を 維 持 し、 博 物 館 制

度 や 政 策 の 検 討 に 有 効 な デ ー タ を 提 供 で き る よ う 充 実 を 図 る。

・ 収 支 の 調 査 に つ い て、 今 回 は 予 算 の 増 減 を 質 問 項 目 か ら 除 い た が、 変 化 を 見 る 上 で は 質 問

項 目 と し て は 残 す べ き だ っ た。

・ 近 年、 社 会 全 般 で SDG’s や 社 会 包 摂 等 が 重 要 視 さ れ る な か で、 博 物 館 の 組 織 や 事 業 展 開 に

お け る、 包 摂 性 や ジ ェ ン ダ ー 等 に 関 す る 実 態 が 把 握 で き る 質 問 項 目 を 増 や す 必 要 が あ る。

最 後 に、 今 回 の 調 査 結 果 を 最 終 的 に ま と め た 本 報 告 書 が 出 版 さ れ た 令 和 ２ 年 は、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 世 界 的 な 感 染 拡 大 の 危 機 的 状 況 の 下 で、 世 界 中 の 博 物 館 が 大 き く 深 刻 な 影 響 を 受 け

て お り、 日 本 国 内 の 博 物 館 も 例 外 で は な い。

今 回 の 令 和 元 年 に 実 施 し た 博 物 館 総 合 調 査 は、 期 せ ず し て コ ロ ナ 禍 が 襲 来 す る 直 前 の 国 内 博

物 館 の 運 営 実 態 を 記 録 し た こ と で、 今 後、 博 物 館 に ど の よ う な 変 化 が 生 じ る か を 見 届 け て い く

上 で も 重 要 な 意 味 を 持 つ 調 査 と な っ た。

今 回 の 調 査 結 果 が、 今 後 様 々 な 博 物 館 に 関 す る 調 査 研 究 に 活 用 さ れ、 博 物 館 が 抱 え る 課 題 の

解 決 と そ の 活 動 の 充 実 が 図 ら れ て い く こ と を 期 待 す る と と も に、 大 部 な 調 査 に ご 協 力 い た だ い

た 博 物 館 に 改 め て 深 く 感 謝 申 し 上 げ る。



２０１９年１０月 

 
 
 

公益財団法人 日本博物館協会  

会長 銭 谷 眞 美 

 

 本調査は，日本の博物館の現状を定期的に把握するとともに，博物館界が直面する問題・課

題の解決・達成に資する資料を得るために実施するものです。業務多忙ななか，ご面倒をおか

けいたしますが，調査の趣旨をご理解のうえ，ご協力くださいますよう，お願い申し上げます。 

 なお，調査は，本協会の管理のもとで，株式会社富士経済ネットワークスが実施することを

申し添えます。ご不明な点などございましたら，同社担当にお問い合わせくださいますよう，

お願い申し上げます。 

 

［本調査についてのお問い合わせ］ 

株式会社富士経済ネットワークス（担当：事業本部 佐内） 

 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1番5号 PMO日本橋江戸通 

 E-mail： museum＠mail.fk-networks.co.jp  

・お問い合わせは、館名、部署、氏名、電話番号、質問内容等を明記しメールにてご連絡ください。 

・2営業日以内にメールによる返信または電話にてご回答させていただきます。 

    

 

〔回答にあたって〕 

１．「各館」「館内」等，本調査票の「館」の表記は，それぞれ，実状に即して「園」

「センター」等に読み替えて，お答えください。 

２．多方面にわたりお尋ねしますが，お一人でお答えくださらなくて構いません。各館に

おいて分担を決めていただき，当該の質問について最も詳しい部署・ご担当においてご

回答ください。また，可能な限り，すべての質問にお答えください。 

３．インターネットの回答用のサイトに接続してWEBで回答ください。回答用のサイトのアド

レスは，以下の通りです。 

 

https://rdc.dstyleweb.com/kkex/gmyjmw/  

 

お送りした調査票に回答を書き込み，同封の返信用封筒にて返答してくださっても結構です。 

４．回答は，該当する番号に○をつけてください。ウェブで回答する場合は，該当する箇所を

チェックしてください。文字や数字を記入していただく質問もあります。「複数回答」をお

願いするところもあります。質問に指示してありますので，それに従ってお答えください。 

５．回答項目のうち，「その他」にお答えの場合（    ）内に具体的に記入してください。 

６．回答は，特に指示をしたものを除き，2019年４月１日現在でご回答ください。 

７．回答の期限は，2019年11月8日（金）です。それまでにご回答（ご返送）ください。 

博 物 館 総 合 調 査 



◎インターネットの回答用サイト（https://rdc.dstyleweb.com/kkex/gmyjmw/）に接続してお答え

くださる場合，次に示す貴館の施設ＩＤ（８桁：アルファベット４文字＋数字４桁）とパスワ

ード（８桁）でログインして，お答えください。 

 

施設ＩＤ  パスワード 

（封筒の宛名に記載）  haku2019 

 

◎館名等をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎本調査の連絡窓口となってくださる方の所属部署（役職名），お名前，メール・アドレス，直

通電話とＦＡＸ（ある場合）をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご記入いただいた方の個人情報は，個人情報保護の観点から慎重に扱います。また，本調査以外の目

的で使用することはありません。 

※本調査の結果は，日本博物館協会から「博物館白書」（仮題）として刊行の予定です。 

 

  
館 名：                                

 

都道府県名：                              

 

市区町村名：                              

 

郵便番号：             

 

所属部署（役職名）：                          

お名前：                                 

メール・アドレス：                           

直通電話：   （   ）     ＦＡＸ：   （   ）      
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１．館の開館年月について 

１．開館年月を西暦で記入してください。 

西暦（    ）年（  ）月 

 

２．館の特性について 

２－１．貴館として力を入れているのは，次のどの活動ですか。力を入れている順に三番目まで

選び，回答欄にその番号を記入してください。 

 
１．調査研究活動 

２．収集保存活動 

３．展示活動 

４．教育普及活動 

５．レクリエーション 

 

３．館の設置，管理，運営について 

３－１．貴館の設置者は，以下の区分のどれにあたりますか。 

 区分  区分 

１. 国 ９. 組合（※） 

２. 国の独立行政法人 10. 地方の独立行政法人 

３. 国立大学法人・大学共同利用機関法人 11. 公益財団法人，公益社団法人 

４. 都道府県 12. 一般財団法人，一般社団法人 

５. 政令指定都市 13. 上記11，12以外の非営利法人 

６. 政令指定都市以外の市，東京特別区 14. 民間企業 

７. 町 15. 個人 

８. 村 16. その他（           ） 

※組合は，地方自治法第１条の３第３項の規定による「地方公共団体の組合」です。 

 

◎３－２と３－３の質問については，公立館（上記（３－１）で「４.都道府県」「５.政令指

定都市」「６.政令指定都市以外の市，東京特別区」「７.町」「８.村」「９.組合」のいず

れかに回答した館）のみ，お答えください。それ以外の館は，３－４に進んでください。 

３－２．貴館の所管は，教育委員会ですか。それとも首長部局ですか。 

１．教育委員会所管 

２．首長部局所管 

３．教育委員会と首長部局との共管 

 

３－３．貴館には指定管理者制度が導入されていますか。 

１．導入されている（一部に導入されている場合を含む）。 →３－３－１へ 

２．導入が決まっている。  →３－３－２へ 

３．導入が検討されている。 →３－４へ 

４．導入する予定はない。  →３－４へ 

５．一度導入されたが，その後，直営となった。 →３－３－３へ 

６．その他（                       ）→３－４へ 

 

  

回答欄 番号 

一番目に力を入れている活動  

二番目に力を入れている活動  

三番目に力を入れている活動  

3



 4 

 

＊次の質問（３－３－１ ａ）からｄ））は，３－３で「１．導入されている」とお答えの

館に伺います。 

３－３－１．導入されている指定管理者制度についてお聞きします。 

ａ）現在，指定管理者になっている団体は，どのような団体ですか。指定管理者が複数ある

場合には該当するものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．設置者である地方公共団体が出資している公益財団法人 

２．設置者である地方公共団体が出資している一般財団法人 

３．上記１．以外の公益財団法人 

４．上記２．以外の一般財団法人 

５．公益社団法人,一般社団法人 

６．民間企業 

７．ＮＰＯ法人（※） 

８．その他（                           ） 

※ＮＰＯ法人は，特定非営利活動促進法第２条第２項の規定による「特定非営利活動法人」です。 

ｂ）指定管理に移行したのは，いつですか。西暦で記入してください。 

西暦（       ）年度中 

ｃ）現在の指定管理の契約期間は，何年間ですか。年数を記入してください。 

（       ）年間 

ｄ）指定管理されている業務は，館の全業務ですか。それとも，館の業務の一部ですか。 

１．館の全業務 →３－４へ 

２．館の業務の一部 →３－３－１ ｄ）－アへ 

＊次の質問（３－３－１ ｄ）－アは，３－３－１ ｄ）の質問で「２．館の業務の一部」

とお答えの館に伺います。 

３－３－１ ｄ）－ア．指定管理されているのは，次にあげるうちのどの業務ですか。 

あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数回答） 

１．学芸業務 

２．庶務・会計業務 

３．広報・宣伝業務 

４．入館者へのサービス業務（受付，案内，展示看視等） 

５．施設管理業務（警備，清掃，設備等の保守等） 

６．情報システムの管理運営 

７．ミュージアム・ショップの経営 

８．レストラン，カフェの経営 

９．その他（                    ） 

 

＊次の質問（３－３－２）は，３－３で「２．導入が決まっている」とお答えの館に伺います。 

３－３－２．導入予定時期はいつですか。西暦で記入してください。 

西暦（       ）年度中 

 

＊次の質問（３－３－３）は，３－３で「５．一度導入されたが，その後，直営となった」

とお答えの館に伺います。 

３－３－３．導入された時期と，直営となった時期はいつですか。 

それぞれ西暦で記入してください。 

導入された時期 ：西暦（       ）年度中 

直営となった時期：西暦（       ）年度中  

4
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◎ここからは，「私立」の館なども含めて，すべての館が，お答えください。 

 

３－４．貴館では，館として「独自の目的・使命」を設定していますか。 
※設置者が定める条例・定款等は，「独自の目的・使命」に含まれません。 

※「目的・使命」とは，博物館活動によってもたらされることが期待される個人的・社会的な変化，

および博物館の社会的な役割のことです。 

１．設定している。 →３－４－１へ 

２．設定していない。→３－５へ 

 

＊次の質問（３－４－１）については，３－４で「１．設定している」とお答えの館に伺います。 

３－４－１．「独自の目的・使命」を，どのような形で一般の人々に示していますか。次のう

ち，あてはまるものすべてに〇をつけてください。（複数回答） 

１．館を紹介するパンフレットへの記載 

２．館の年報への記載 

３．館の広報誌への記載 

４．館のホームページへの記載 

５．その他（具体的に：                     ） 

６．特に，示していない。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

３－５．貴館では，館の運営状況についての「評価」を実施していますか。「ａ）自己評価」

「ｂ）外部評価」「ｃ）設置者評価」のそれぞれについて，「実施状況」をお答えくださ

い。また，「実施している」場合には，結果を公表しているかどうかもお答えください。 
※「評価」とは，対象事業の活動実態を明らかにし（事実を特定し），それに対して一定の基準をも

とに，「良い・悪い」を判定したり点数化をしたりする（価値判断をする）行為のことです。 

※この質問で伺っている「評価」は，館の業務に位置づけ，評価のための委員会やワーキンググルー

プ等を設けて計画的・組織的に実施し，結果を文書にまとめることを前提に実施しているものを指

しています。 

※「ａ）自己評価」「ｂ）外部評価」「ｃ）設置者評価」は，それぞれ次のような評価のことを指

しています。 

ａ）自己評価：館の職員が主な評価者となっている評価 

ｂ）外部評価：自己評価に対する２次評価で，館にとって外部の者が主な評価者になっている評価 

ｃ）設置者評価：館の設置者が主な評価者となっている評価 

※「ａ）自己評価」「ｂ）設置者評価」においては，評価者が実質的に同じであることが想定されま

す。その場合は，「ｄ）」にお答えください。「ａ）」および「ｃ）」は空欄にしてください。 

ａ）自己評価について 

実施状況  結果の公表 

１.定期的に実施している。 
→ 

１．公表している。 

２.定期的ではないが実施している。 ２．公表していない。 

３.実施していない  

 

ｂ）外部評価について 

実施状況  結果の公表 

１.定期的に実施している。 
→ 

１．公表している。 

２.定期的ではないが実施している。 ２．公表していない。 

３.実施していない。  

 

ｃ）設置者評価について 

実施状況  結果の公表 

１.定期的に実施している。 
→ 

１．公表している。 

２.定期的ではないが実施している。 ２．公表していない。 

３.実施していない。  

 

ｄ）自己評価と設置者評価の評価者が同じ場合 

実施状況  結果の公表 

１.定期的に実施している。 
→ 

１．公表している。 

２.定期的ではないが実施している。 ２．公表していない。 

３.実施していない。  

 

３－６．貴館では，利用者や関係者の意見を聴取し，それを館の運営に反映させる恒常的な組織

（博物館協議会など）を設けていますか。 

１．設けている。 

２．設けていない。  
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４．組織について 

４－１．館長について伺います。 

４－１－１．館長について，常勤／非常勤の別をお答えください。 
※「常勤」とは，館において定めている勤務時間をフルに勤務することを指しています。ま

た，「非常勤」とは，常勤職員に定めている勤務時間未満で勤務することを指しています。 

１．常勤 

２．非常勤 

 

 

４－１－２．館長の職歴についてお答えください。複数の職を経験されている場合には，最も

中心的な職歴をお答えください。 

１．学芸員 

２．大学教員，研究機関の研究者 

３．小，中，高等学校などの教員 

４．行政職員 

５．その他（                            ） 

 

 

４－１－３．「博物館法」では，「館長は，館務を掌理し，所属職員を監督して，博物館の任

務の達成に努める」（第４条）とされています。館長の職務を規定したこの条文に

関連して伺います。貴館の場合，館長の職務に関わる権限と責任が明確に定められ

ていますか。 

１．定められている。 

２．定められていない。 
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 8 

 

４－２．副館長以下の職員数を，常勤／非常勤に分けて記入してください。副館長以外の職員に

ついては，「学芸系職員」「事務・管理系職員」に区別して記入してください。また，職

員のうち，学芸員資格をもっている人の数を（  ）の中に内数で記入してください。 
※「常勤」とは，「館において定めている勤務時間をフルに勤務すること」を指しています。また，

「非常勤」とは，常勤職員に定めている勤務時間未満で勤務することを指しています。 

※委託業者の職員，臨時雇用職員（パート，アルバイト），派遣職員は「職員」に含めないでくださ

い。 

※該当する職員がいない場合には，その欄に必ず「０」を記入してください。 

〈副館長〉                     ※いない場合，「０」を記入 
 

常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

非常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

副館長 
            名 

(     名) 
            名 

(     名) 

〈副館長以外の職員〉 
※「学芸系職員」と「事務・管理系職員」が明確に区別されていない場合については，Ｂ表にお答

えください。 

［Ａ表］                      ※いない場合，「０」を記入 
 

常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

非常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

学芸系職員 

            名 

(     名) 
※該当する職員の方がいる場合に

は，４－２－１にもお答えくださ
い。 

            名 

(     名) 

事務・管理系職員 
            名 

(     名) 

            名 

(     名) 

 

［Ｂ表］「学芸系職員」と「事務・管理系職員」が明確に区別されていない場合につ

いては，こちらの表にお答えください。    ※いない場合，「０」を記入 
 

常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

非常勤 
（ ）内：学芸員有資格者 内数 

学芸系であると同

時に事務・管理系

でもある職員 

            名 

(     名) 

            名 

(     名) 

 

 

＊次の質問（４－２－１）は，「常勤」の「学芸系職員」がいる館のみ，お答えください。

いない館は，空欄にしておいてください。 

４－２－１．「常勤」の「学芸系職員」の雇用形態別（無期雇用－有期雇用の別）の職員数

を記入してください。 
※「無期雇用」とは，雇用期間の定めのない雇用のことを，「有期雇用」とは，雇用期間の定

めのある雇用を指しています。 

 雇用形態別の人数 

常勤の学芸系職員 
無期雇用の職員 名 

有期雇用の職員 名 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

４－３．貴館には，上記の常勤・非常勤の職員のほかに，次のような職員がいますか。 

ａ）臨時雇用（パート，アルバイト）の職員 

１．常にいる。 

２．曜日や時期によって，いる時もある。 

３．いない。 

ｂ）人材派遣会社などからの派遣職員 

１．常にいる。 

２．曜日や時期によって，いる時もある。 

３．いない。 

４－４．貴館では，学芸系職員を採用する際の学歴を，どのように定めていますか。過去10年間

の実績を参考にお答えください。 

１．大卒以上 

２．大学院修士課程修了以上 

３．大学院博士課程修了以上 

４．学芸系職員を採用しているが，学歴は特に，定めていない。 

５．学芸系職員を採用していない。 

４－５．貴館では，学芸系職員を採用する場合，学芸員資格を採用要件としていますか。 

１．必須の要件としている。 

２．必須ではないが，考慮している。 

３．要件にもしていないし，考慮もしていない。 

４．学芸系職員は採用していない。 

４－６．学芸系職員の異動についてお尋ねします。貴館において学芸系職員の異動として行われ

ているものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．他の館との間の異動 

２．本庁・本社などの学芸関係部署との間の異動 

３．本庁，本社などの学芸に関係のない部署との間の異動 

４．学校との間の異動 

５．上記１～４以外の異動（                       ） 

６．学芸系職員の異動はない。 

７．学芸系職員はいない。 

４－７．貴館における職員研修の現状について伺います。過去５年間に，学芸業務を担当する職

員を外部機関の行う研修に派遣・参加させたことがありますか。 

１．ある。→４－７－１へ 

２．ない。→５－１へ 

 

＊次の質問（４－７－１）は，４－７で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

４－７－１．どのような機関が行う研修に派遣・参加させましたか。あてはまるものすべてに

〇をつけてください。（複数回答） 

１．文化庁，国立博物館など国の機関が行う研修 

２．日本博物館協会，学会など，全国レベルの専門団体が行う研修 

３．都道府県庁，都道府県立博物館，都道府県博物館協会など都道府県や地域

レベルで行われる研修 

４．大学・大学院が実施するリカレントプログラム等の研修 

５．相互派遣など，他の館への派遣研修 

６．その他（                           ） 
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５．敷地・建物および設備について 

５－１．貴館の「ａ）敷地総面積」と「ｂ）建物延床面積」を記入してください。また，「使途

別の面積」として「ｃ）展示に関係する部屋や場所の面積」「ｄ）収集保存活動に関係す

る部屋の面積」を記入してください。 

※それぞれおおよその面積を，平方メートル（㎡）で記入してください。 

ａ）敷地総面積 ㎡  

ｂ）建物延床面積 

※動物園にあっては飼育舎などを，植物園にあっては温室など

含めて，建物の総床面積をお答えください。 

㎡  

使途別の面積 

ｃ）展示に関係する部屋や場所の面積 
例：常設展示室，企画・特別展示室，民家園など野外にある展示，動物

園（放飼場を含む）・植物園（人道を除く，植栽場を含む）の飼

育・展示施設 等 

㎡  

ｄ）収集保存活動に関係する部屋の面積 
例：収蔵庫，倉庫，消毒・燻蒸室，荷解梱包室，展示準備室，修理・補

修・工作室 等 

※同一敷地内に限ったものとし，外部倉庫等の設備は除きます。 

㎡  

 

５－２．貴館は単独の独立施設ですか。複合施設の一部ですか。 

１．独立施設    →５－３へ 

２．複合施設の一部 →５－２－１へ 

 

＊次の質問（５－２－１）は，５－２で「２．複合施設の一部」とお答えになった館に伺い

ます。 

５－２－１．どのような施設と複合していますか。あてはまるものすべてに○をつけてくださ

い。（複数回答） 

１．図書館 

２．公民館・コミュニティセンター 

３．ホール・劇場 

４．役所（出張所を含む） 

５．子育て支援施設 

６．学校 

７．商業施設 

８．その他（                         ） 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

５－３．主たる建物が建てられたのは，いつですか。西暦で記入してください。 

※動・植物園などについては，管理棟が建てられた年を記入してください。 

西暦（        ）年 

５－４．建物の空調設備の状況について伺います。「ａ）展示室」「ｂ）収蔵庫」の別にお答え

ください。 

ａ）展示室 

１．必要箇所すべてに設置され，十分な温湿度環境を実現している。 

２．必要箇所すべてに設置されているが，十分な温湿度環境を実現できていない。 

３．一部に設置され，設置個所では十分な温湿度環境を実現している。 

４．一部に設置されているが，設置個所でも十分な温湿度環境を実現できていない。 

５．設置されていない。 

ｂ）収蔵庫 

１．必要箇所すべてに設置され，十分な温湿度環境を実現している。 

２．必要箇所すべてに設置されているが，十分な温湿度環境を実現できていない。 

３．一部に設置され，設置個所では十分な温湿度環境を実現している。 

４．一部に設置されているが，設置個所でも十分な温湿度環境を実現できていない。 

５．設置されていない。 

５－５．貴館では，施設や設備の老朽化が問題になっていますか。 

１．なっている。  →５－５－１へ 

２．なっていない。 →５－６へ（公立館），または５－７へ（公立館以外の館） 

 

＊次の質問（５－５－１）は，５－５で「１．なっている」とお答えになった館に伺います。 

 

５－５－１．具体的に，どこが，どの程度，問題ですか。次のそれぞれについて，対応の必要

度をお答えください。また，５年以内に修繕やリニューアルの予定があるかどうかも

お答えください。 

 対応の必要度 
修繕やリニュー

アルの予定 

ａ）建物の老朽化（耐震性・

漏水などの問題） 

１．早急に

対応が

必要 

２．中期的

に対応

が必要 

３．当面，

対応は

不要 

１．ある ２．ない 

ｂ）空調・給排水設備・電気

設備の老朽化 

１．早急に

対応が

必要 

２．中期的

に対応

が必要 

３．当面，

対応は

不要 
１．ある ２．ない 

ｃ）移動・運搬設備（エレベ

ーター・エスカレーター

など）の老朽化 

１．早急に

対応が

必要 

２．中期的

に対応

が必要 

３．当面，

対応は

不要 
１．ある ２．ない 

ｄ）常設展示の老朽化 

１．早急に

対応が

必要 

２．中期的

に対応

が必要 

３．当面，

対応は

不要 
１．ある ２．ない 

◎その他，老朽化が問題となっているところをご記入ください。対応の必要度や修

繕・リニューアルの予定等にも触れてください。 
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◎次からの質問（５－６と５－６－１）については，公立館（３－１で「４.都道府県」「５.

政令指定都市」「６.政令指定都市以外の市，東京特別区」「７.町」「８.村」「９.組合」

のいずれかに回答した館）のみ，お答えください。 

 

５－６．設置者が定める「公共施設総合管理計画」の中で，貴館はどのように位置づけられてい

ますか。今後，５年以内の計画について，あてはまるものすべてに○をつけてください。

（複数回答） 

１．建替え                    →５－６－１へ 

２．現状のまま，存続 

３．改修・修繕等を実施し，存続 

４．用途の変更                  →６－１へ 

５．民間への譲渡 

６．廃止（建物の民間への貸付・譲渡・売却，解体） 

７．その他（                 ） 

 

＊次の質問（５－６－１）は，５－６で「１．建替え」とお答えになった館に伺います。 

５－６－１．計画では，「建替え」に際して，次のことが行われることになっていますか。 

ａ）既存の館の集約・統合 

１．行われることになっている。 

２．行われることになっていない。 

３．わからない。 

ｂ）他の機能をもった施設との複合化 

１．行われることになっている。 

２．行われることになっていない。 

３．わからない。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

６．附属施設・設備について 

６－１．貴館には，図録，絵はがき，バッジ，ファイル，関連書籍など，ミュージアムグッズ類

を販売する施設，場所はありますか。 

１．ある。→６－１－１へ 

２．ない。→６－２へ 

 

＊次からの質問（６－１－１，６－１－２）は，６－１で「１．ある」とお答えになった館

に伺います。 

 

６－１－１．どのような施設，場所ですか。 

１．売り場として独立したミュージアム・ショップ 

２．入館券・チケット売場などに併設された小規模な売り場 

３．専用の施設，場所ではなく，入館券・チケット売場などが売り場を兼ねて

いる。 

 

６－１－２．ショップ（売り場）の経営に館はどのように関わっていますか。 

１．直営している。 

２．場所を提供し，使用料を徴収している。 

３．経営を委託し，手数料（売上の一定割合の額等）を徴収している。 

４．その他（                         ） 

 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

６－２．貴館には，レストランやカフェがありますか。 

１．ある。→６－２－１へ 

２．ない。→６－３へ 

 

＊次の質問（６－２－１）は，６－２で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

 

６－２－１．レストランやカフェの経営に館としてどのように関わっていますか。 

１．直営している。 

２．場所を提供し使用料を徴収している。 

３．経営を委託し手数料（売上の一定割合の額等）を徴収している。 

４．その他（                         ） 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

６－３．館内におけるWi-Fiの設置状況についてお伺いします。貴館では館内にWi-Fiを設置して

いますか。 

１．館の関係者のみが使用できるWi-Fiを設置している 

２．館の関係者と，来館者が使用できるWi-Fiを設置している 

３．設置していない 
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７．開館状況について 

７－１．2018年度の年間開館日数（実績）を記入してください。 

（        ）日 

 

７－２．貴館では，通常の開館時間以外に，早朝開館や夜間開館などをする日がありますか。 

１．特定の曜日など，一年を通して，ある。 

２．夏季や特別展開催中など，ある季節，ある期間に限られるが，ある。 

３．ない。 

 

７－３．貴館では，休館日や通常の開館時間以外の時間に，施設の貸出しを行うことがありますか。 

１．ある。→７－３－１へ 

２．ない。→７－４へ 

＊次の質問（７－３－１）は，７－３で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

７－３－１．貸し出しは有料ですか。また，館の増収につながっていますか。 

１．有料で貸し出していて，館の増収につながっている。 

２．有料で貸し出しているが，館の増収につながっていない。 

３．無料で貸し出している。 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

７－４．ユニークベニューとして，館の施設を貸し出すことがありますか。 
※ユニークベニュー：歴史的建造物・神社仏閣・城跡・美術館・博物館など独特な雰囲気を持つ場

所で会議・レセプション・イベント等を実施し，特別感や地域特性を演出することを目的に，本

来の用途とは異なるニーズに応えて特別に貸し出される会場のこと。 

１．ある。→７－４－１へ 

２．ない。→８－１へ 

＊次の質問（７－４－１）は，７－４で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

７－４－１．貸し出しは有料ですか。また，館の増収につながっていますか。 

１．有料で貸し出していて，館の増収につながっている。 

２．有料で貸し出しているが，館の増収につながっていない。 

３．無料で貸し出している。 

 

８．入館料について 

８－１．入館料について伺います。 

ａ）常設展は，有料ですか，無料ですか。大人（一般）の入館についてお答えください。「１．

有料」にお答えの場合には，大人（一般）一人あたりの通常の料金を記入してください。 

１．有料（大人一人      円） 

→ｂ）ｃ）にお答えの後，８－１－１，８－２－２にもお答えください。 

２．無料  

→ｂ）ｃ）にお答えの後，９－１へ 

ｂ）特別展について，特別な料金を徴収していますか。 

１．徴収している（特別展開催時に，常設展の料金を値上げする場合を含む）。 

２．徴収していない（無料）。 

３．特別展は，行っていない。 

ｃ）特別展を除く，常設の設備等（プラネタリウム，植物園における温室など）について，特

別な料金を徴収していますか。 

１．料金を徴収している。 

２．料金を徴収していない（無料）。 

３．該当する設備はない。 
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＊次からの質問（８－１－１と８－１－２）は，８－１のａ）で「１．有料」とお答えにな

った館に伺います。 

８－１－１．料金の割引や無料の制度についてうかがいます。次のそれぞれについて，何ら

かの措置をしているかどうかをお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－１－２．有料入館者と無料入館者の割合は，どの程度ですか。全体を１００％として，

双方のパーセントを記入してください。 

※把握しているおおよその割合で結構です。 

有料入館者        無料入館者       全体 

約（    ）％  ＋  約（    ）％  ＝１００％ 

 

  

 料金の割引・無料の措置 

ａ）未就学児に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｂ）小学生に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｃ）中学生に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｄ）高校生に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｅ）大学生に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｆ）高齢者に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｇ）障がい者に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｈ）学校の授業・行事等での利用

に対して 

１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｉ）特定の日（「県民の日」「子

どもの日」など）を決めての

措置として 

１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｊ）一般の団体入館者に対して 
１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

ｋ）館が所在する地域または市町

村の住民に対して 

１．割引を 

している 

２．無料に 

している 

３．して 

いない 

◎その他，割引や無料の制度がありましたら，「割引」「無料」の別も含めて，

下の欄にご記入ください。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

９．入館者について 

９－１．2018年度の年間入館者数は何人ですか。 

※正確に把握していない場合には，おおよその人数を記入してください。 

 ,    ,    人 

 

９－２．貴館では，入館者を増やすために，何か，意識的に取り組んできたことがありますか。

過去５年くらいを振り返ってお答えください。 

１．ある。 →９－２－１へ 

２．ない。 →10－１へ 

 

＊次の質問（９－２－１）は，９－２で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

９－２－１．具体的にはどのような取り組みですか。次にあげる取り組みを，過去５年くらい

の間に，ア）貴館がしてきているかどうかをお答えください。また，「してきてい

る」という場合には，イ）効果があったか，なかったかをお答えください。 

 ア）取り組みを……  イ）効果は…… 

ａ）広報活動の増強 
１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｂ）学校への働きかけ 
１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｃ）各種団体への働き

かけ 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｄ）特別展（企画展）

の積極的開催 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｅ）観光コースへの組

み込み 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｆ）招待券・割引券の

発行 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｇ）講座やワークショ

ップなど教育普及

活動の積極的実施 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｈ）他の館園との連携 
１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

ｉ）来館者動向調査 

（満足度，居住地，

リピート率を問うア

ンケート等）の実施 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない   
 
 

ｊ）年間パスポートの

発行 

１．してきている → １．あった ２．なかった 

２．してきていない    

◎その他，効果のあった取り組みがありましたら，下の欄にご記入ください。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

10．バリアフリー，ユニバーサル対応の状況について 

10－１．貴館では，身がい者や高齢者への対応として，次にあげることをしていますか。 

身がい者や高齢者への対応 

ａ）車イスの貸出し １．している ２．していない 

ｂ）身がい者に対応したエレベーターの設置 １．している ２．していない 

ｃ）多機能トイレの設置 １．している ２．していない 

ｄ）オストメイト対応のトイレの設置 １．している ２．していない 

ｅ）視覚障害者用点字解説の提供 １．している ２．していない 

ｆ）介助犬の同伴受入れ １．している ２．していない 

ｇ）手話対応等，聴覚障がい者に対する対応 １．している ２．していない 

ｈ）ウェブサイト等を用いた，館の障がい者・高

齢者対応についての案内 
１．している ２．していない 

ｉ）ウェブサイト等を用いた，障がい者・高齢者

向けのアクセス案内 
１．している ２．していない 

ｊ）ウェブサイトの読み上げ・文字拡大機能等，

障がい者・高齢者向けの情報提供方法の工夫 
１．している ２．していない 

ｋ）「障害者差別解消法」「ユニバーサル・マナ

ー」等をテーマとした，職員・スタッフ対象の

研修の実施 

１．している ２．していない 

◎その他，身がい者や高齢者に対する対応として貴館がしていることがありましたら，

ご記入ください。 
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10－２．貴館では，乳幼児への対応として，次のことをしていますか。 

乳幼児への対応 

ａ）乳幼児用休憩室や授乳室など，乳幼児のため

の部屋の設置 
１．している ２．していない 

ｂ）託児サービスの提供 １．している ２．していない 

ｃ）ベビーベッドの用意 １．している ２．していない 

ｄ）トイレ内のベビーチェアの設置 １．している ２．していない 

ｅ）ベビーカー置き場の設置 １．している ２．していない 

ｆ）ベビーカーの貸し出し １．している ２．していない 

◎乳幼児の入館に対する対応として，貴館がしていることがありましたら，ご記入くだ

さい。 

 

 

 

 

 

10－３．貴館では，外国人への対応として，次のことをしていますか。 

外国人への対応 

ａ）外国語のウェブサイトの開設 １．している ２．していない 

ｂ）外国語の館内・展示案内パンフレットの用意 １．している ２．していない 

ｃ）外国語の展示解説文，キャプション，パネル

の掲示 
１．している ２．していない 

ｄ）外国語の解説シートの掲示・配布 １．している ２．していない 

ｅ）外国語の解説端末（文字で表示したり，音声

を流したりする端末。スマートフォン・アプ

リを含む）の用意 

１．している ２．していない 

ｆ）外国語で応対できる案内スタッフの配置 １．している ２．していない 

ｇ）外国語によるガイドツアーの実施 １．している ２．していない 

◎その他，外国人に対する対応として，貴館がしていることがありましたら，ご記入く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

＊次の質問（10－３－１）は，10－３のａ）～ｇ）の質問で，何か一つでも「１．している」

とお答えになった館に伺います。すべてに「２．していない」とお答えになった館は，10

－４へお進みください。 

10－３－１．使用している外国語は何ですか。使用している外国語のすべてに○をつけてく

ださい。（複数回答） 

１．英語     

２．ハングル 

３．中国語     

４．その他（                     ） 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

10－４．貴館には，外国人対応のために作成した「やさしい日本語」による案内パンフレット，

展示解説文，キャプション，パネル，解説シート，解説端末等がありますか。 

※「やさしい日本語」とは，簡易な表現を用いる，文の構造を簡単にする，漢字にふりがなを振るなど

して，日本語に不慣れな人にもわかりやすくした日本語のことです。 

１．ある。 →「やさしい日本語」で作成されているのは，何ですか。以下にご記入

ください。 

 

 

 

２．ない。 

 

10－５．貴館では，障がい者，高齢者，乳幼児連れの家族，外国人の利用が増える傾向にありま

すか。減る傾向にありますか。過去５年間の状況を踏まえて，増減の傾向を答えてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

過去５年間の状況を踏まえた増減の傾向 

ａ）障がい者の利用 
１．増える 

傾向にある 

２．減る 

傾向にある 
３．変わらない 

ｂ）高齢者の利用 
１．増える 

傾向にある 

２．減る 

傾向にある 
３．変わらない 

ｃ）乳児連れの家族の利用 
１．増える 

傾向にある 

２．減る 

傾向にある 
３．変わらない 

ｄ）外国人の利用 
１．増える 

傾向にある 

２．減る 

傾向にある 
３．変わらない 
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11．資料等の収集保管について 

11－１．貴館では，「コレクションポリシー」（資料の収集，登録・管理，保存等に関する方

針）」を明文化していますか。 

１．している。 

２．していない。 

 

11－２．資料の登録・管理について伺います。貴館では，資料の登録・管理に関わる手順を明文

化していますか。 

１．している。 

２．していない。 

 

11－３．貴館の収蔵資料は，何点（何件）ですか。「人文系資料」「自然系資料」「図書資料」

「映像資料」の別に，点(件)数を記入してください。 
※人文系資料は，原則「点」数で記入してください。点数で記入できない場合（例えば，○○家文書一

式等）には，「件」数で記入してください。 

※点数と件数のどちらで数えたかがわかるように「点」と「件」の２つの欄に区分して記入してください。 

※自然系資料は，原則「点」数で記入してください。点数で記入できないものは，適切な数え方をした

上で，欄のなかに「単位」を記入してください。 

※資料がない場合には，「０」を記入してください。 

収蔵資料 点（件）数 

ａ）人文系資料（考古，歴史，民俗，民族，文学，古美術，

近・現代美術，建造物等） 

点  

件  

ｂ）自然系資料（動物，植物，地学，天文，理化学，産業技

術等に関する資料等） 

点  

（    ） 

ｃ）図書資料 点  

ｄ）映像資料 点  

 

11－４．貴館には，指定・登録の有形文化財が，全部で何点（件），収蔵されていますか。「国

の指定物件」「国の登録物件」「都道府県の指定物件」「市（区）町村の指定物件」の別

に，件（点）数を記入してください。 
※各々，点数と件数のどちらで数えたかがわかるように「点」と「件」の２つの欄に区分して記入して

ください。 

※指定・登録の有形文化財を収蔵していない場合には，「０」を記入してください。 

指定・登録の有形文化財 点（件）数 

ａ）国の指定物件 
点  

件  

ｂ）国の登録物件 
点  

件  

ｃ）都道府県の指定物件 
点  

件  

ｄ）市（区）町村の指定物件 
点  

件  
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11－５．収蔵資料のうち，常設展，特別・企画展を問わず，展示実績のある資料は，どのくらい

の割合ですか。パーセントで記入してください。 

◇収蔵資料全体の（      ）パーセントくらい 

 

11－６．2018年度の資料購入予算は，どのくらいでしたか。 

１．予算はなかった。 

２．100万円未満 

３．100万円以上，500万円未満 

４．500万円以上，1,000万円未満 

５．1,000万円以上，3,000万円未満 

６．3,000万円以上，5,000万円未満 

７．5,000万円以上，１億円未満 

８．１億円以上 

 

11－７．収蔵庫の状況についてうかがいます。収蔵庫のどのくらいの割合が，すでに使用されて

いますか。 

１．３割未満 

２．３割以上，５割未満 

３．５割以上，７割未満 

４．７割以上，９割未満 

５．９割以上（ほぼ，満杯の状態） 

６．収蔵庫に入りきらない資料がある。 

 

11－８．貴館では，施設の外部に収蔵場所を設けていますか。 

※動水植物園の場合は，飼育・栽培スペース等は含まないこととします。 

１.設けている。  →11－８－１へ 

２.設けていない。 →11－８－２へ 

 

＊次の質問（11－８－１）は，11－８で「１．設けている」とお答えになった館に伺います。 

11－８－１．外部の収蔵場所の面積は，どのくらいですか。面積を平方メートルで記入してく

ださい。 

約（         ）㎡ 

 

＊次の質問（11－８－２）は，11－８で「２．設けていない」とお答えになった館に伺いま

す。 

11－８－２．外部の収蔵場所を必要としていますか。 

１．必要としている。 

２．必要としていない。 

 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

11－９．貴館の「資料台帳」の整備状況についてお伺いします。「資料台帳」に記載されている

のは，貴館が収蔵する資料のうちのどのくらいですか。 

１．ほんの少し 

２．４分の１程度 

３．半分程度 

４．４分の３程度 

５．ほとんどすべて 

６．「資料台帳」は未作成 
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11－10．貴館には，電子メディアにデータベース化された「資料台帳」がありますか。 

１．ある。 →11－10－１へ 

２．ない。 →11－11へ 

 

＊次の質問（11－10－１）は，11－10で「１．ある」とお答えになった館に伺います。 

11－10－１．データベース化された「資料台帳」には，どのくらいの資料が収録されていますか。 

１．ほんの少し 

２．４分の１程度 

３．半分程度 

４．４分の３程度 

５．ほとんどすべて 

 

 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

11－11．貴館の「資料目録」等の作成・公開状況について伺います。貴館では，次にあげること

をしていますか。 

「資料目録」等の作成・公開 

ａ）収蔵資料を記載した「資料目録」（※）の作

成 
※紙媒体でも電子媒体でも，媒体は問いません。 

１．している ２．していない 

ｂ）館のホームページを使った「目録情報」の公

開 
１．している ２．していない 

ｃ）外部のデータベースシステム（※）への「目

録情報」の提供 
※ジャパンサーチ，文化遺産オンライン，美術情報

システム，サイエンス・ミュージアムネット，都

道府県機関等のデータベースシステムなど 

１．している ２．していない 

ｄ）館内の端末や館のホームページ等を使った資

料の画像情報の公開 
１．している ２．していない 
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12.調査研究について 

12－１．貴館の調査研究活動の実績について伺います。次にあげることは，貴館にあてはまりま

すか，あてはまりませんか。過去５年くらいを振り返って，お答えください。 

過去５年くらいを振り返った調査研究活動 

ａ）博物館の使命や設置目的のなかに，調
査研究活動を位置づけていた。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｂ）館全体で取り組む調査研究活動があっ
た。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｃ）数年にわたる調査研究プロジェクトが
あった。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｄ）館の職員と外部の研究者が協力して調
査研究活動を行うことがあった。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｅ）外部の研究者に対して博物館資料を貸
し出したり，学芸員の知見を提供した
り，研究協力を行った。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｆ）外部の研究者を「受託研究員」や「ゲ
ストキュレーター」として受け入れ
た。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｇ）研究能力向上のために職員を「国内留
学」（※）させた。 
※国内他館，研究機関，大学等への長期派遣

（外部資金による派遣を含む） 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｈ）研究能力向上のために職員を「海外留
学」（※）させた。 
※海外の博物館，研究機関，大学等への長期

派遣（外部資金による派遣を含む） 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｉ）職員を職務の一環として学会等へ派遣
した。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｊ）館の研究紀要や研究成果報告書，図録
を刊行した。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｋ）外部資金（科学研究費補助金・民間助
成金等）を獲得し，調査研究活動に必
要な経費を確保した。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｌ）学芸系職員を，期限を定めて事務職や
教育職など，研究に携わらない職に異
動，勤務させる人事を行った。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｍ）調査研究活動を行う上で，制度上の障
害・制約に直面した。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 
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12－２．外部研究費獲得の実績について伺います。貴館において機関管理されることとなる外

部研究費について，過去５年間の申請件数，採択件数，金額の実績をご記入ください。 

 申請件数（件） 採択件数（件） 金額（円） 

科学研究費補助金 件 件 円 

その他の助成金 件 件 円 

 

12－３．貴館は，科学研究費補助金の申請資格となる「研究機関」の指定を受けていますか。ま

た，受けていない場合には，指定を受けることを希望したり，指定に向けて準備をしたり

していますか。 

１．すでに指定を受けている。 

２．指定を受けていないが，指定を受けることを希望して準備をしている。 

３．指定を受けることを希望しているが，指定に向けた準備はしていない。 

４．指定を受けていないし，希望もしていない。 

 

13．展示について 

13－１．貴館では，「常設展示」という形で展示を行っていますか。 
※ここでお伺いする「常設展示」とは，収蔵資料をまとまった形で常態的に展示することを指しま

す。 

１．行っている。  →13－１－１へ 

２．行っていない。 →13－２へ 

 

◎次からの質問（13－１－１から13－１－３）については，13－１で「１．行っている」と

回答した館のみ，お答えください。 

13－１－１．貴館の常設展示の状況についてお伺いします。貴館の状況に最も近いものはどれ

ですか。一つに○をつけてください。 

※施設設備の工事を伴い，展示の構成を見直し，展示物の大半を入れ替えるような大規模更

新（リニューアル）については，13－３でお伺いします。 

１．常設展示の展示資料は，大規模更新を行わない限り，ほぼ同じである。 

→13－２へ 

２．常設展示の一部である特定の展示室やコーナーを，一定の期間毎に展示替えして

いる。                       →13－1－１ ａ）へ 

３．常設展示の展示資料を，特定の展示室やコーナーに限らず，一定の期間毎に展示

替えしている。                   →13－1－１ ａ）へ 

 

＊次の質問（13－１－１ ａ））は，13－１－１で，「２」または「３」とお答えになった

館に伺います。 

13－１－１ ａ）展示替えは，どのくらいの頻度で行っていますか。 

１．１年に１回以上 →何回くらいですか。 

：１年に（   ）回くらい 

２．２年に１回くらい 

３．３年に１回くらい 

４．４年に１回くらい 

５．それより少ない →何年に１回くらいですか 

：（   ）年に１回くらい 
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＊再び，13－１で「１．行っている」と回答したすべての館に伺います。 

13－１－２．貴館の常設展示の大規模更新（リニューアル）の実施状況について伺います。貴

館には，大規模更新の実績はありますか。 

※「大規模更新」とは，施設設備の工事を伴い，展示の構成や展示物の大半を入れ替えるよ

うな更新です。 

１．ある。 →実施したのはいつですか。：西暦 （     ）年度 

２．ない。  

 

13－１－３．貴館の場合，現在，大規模更新を必要としていますか。 

１．必要としていて計画を立てている。 

２．必要としていているが計画は立てていない。 

３．必要としていない。 

 

 

◎ここからは，すべての館がお答えください。 

 

13－２．貴館では，特別（企画）展を開催していますか。 

※「開催」には，主催の他に，共催を含みます。 

１．開催している  →13－２－１へ 

２．開催していない →13－３へ 

 

＊次の質問（13－２－１と13－２－２）は，13－２で，「１．開催している」とお答えにな

った館に伺います。 

13－２－１．特別（企画）展をどのくらいの頻度で開催していますか。 

１．毎年，１回以上 →何回くらいですか→（   ）回 

２．１年に１回程度 

３．２年に１回程度 

４．３年に１回程度 

５．４年に１回程度 

６．５年に１回程度 

７．５年に１回よりも少ない→何年に１回程度ですか→（   ）年 

 

13－２－２．特別展は，貴館単独で開催することが多いですか。それとも，どこか他の館や機

関・組織等と共催で開催することが多いですか。 

１．単独で開催することが多い 

２．他の館や機関・組織等と共催することが多い 

３．どちらともいえない 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

13－３．貴館の展示室における教育活動について伺います。展示の理解を促進する方法として，

貴館では，現在，次のことをしていますか。 

※作成・導入・実施していることが展示の一部にのみ関係する場合にも，「あてはまる」にお答えください。 

展示の理解を促進する方法 

ａ）展示案内パンフレットの作成 １．している ２．していない 

ｂ）出品目録の作成 １．している ２．していない 

ｃ）解説シートの作成 １．している ２．していない 

ｄ）ワークシートの作成 １．している ２．していない 

ｅ）有料の展示解説書（図録など）の作成 １．している ２．していない 

ｆ）音声ガイドシステム（レシーバー等）の導入 １．している ２．していない 

ｇ）タブレット端末やスマートフォン等を活用し
た鑑賞支援 

１．している ２．していない 

ｈ）解説ツアー，ギャラリートーク １．している ２．していない 

ｉ）展示内容に関わる演示，体験ワークショップ
（演劇，サイエンスショー等を含む） 

１．している ２．していない 

ｊ）展示内容の理解を促進するための講演会，シ
ンポジウム 

１．している ２．していない 

◎その他，展示の理解を促進する方法として，貴館がしていることがありましたら，ご

記入ください。 
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14．教育普及活動について 

14－１．貴館の教育普及活動について伺います。貴館では，昨年度（2018年度）に，次にあげる

活動を実施しましたか。実施した場合，合計実施回数と合計参加人数（延べ人数）を記入

してください。 

※参加人数を正確に把握していない場合には，おおよその人数を記入してください。 

 
昨年度（2018年度）の

実施状況 
 回数 延べ人数 

ａ）座学主体の単発の講演

会，シンポジウム等 

１．した → 回 人 

２．しなかった    

ｂ）座学主体の連続講座 
１．した → 回 人 

２．しなかった    

ｃ）実技・対話等を伴う体験

型の活動 

１．した → 回 人 

２．しなかった    

ｄ）映画会やコンサート等 
１．した → 回 人 

２．しなかった    

ｅ）現地見学会・観察会等 
１．した → 回 人 

２．しなかった    

 

14－２．貴館では，教育普及活動を担当する部課係・担当者を配置していますか。 

１．教育普及活動のみを担当する，専門の部課係を置いている。 

２．教育普及活動を兼担する部課係を置いている。 

３．部課係は置いていないが，担当者を決めている。 

４．部課係も置いていないし，担当者も決めていない。 

 

14－３．利用者が展示や資料に関する情報を収集したり問い合わせたりするための施設・設備

（※），館の対応について伺います。貴館では，次のことをしていますか。 

※受付等，別の機能をもった施設や設備を除きます。 

展示や資料に関する情報収集，問い合わせのための施設・設備，館の対応 

ａ）専用の部屋やコーナーの設置 １．している ２．していない 

ｂ）専門のスタッフの配置 １．している ２．していない 

ｃ）検索用コンピュータ端末の設置 １．している ２．していない 

ｄ）図書館（図書室・図書コーナー）の設置 １．している ２．していない 

ｅ）電話窓口の開設，電話対応 １．している ２．していない 

ｆ）電子メール等インターネット窓口の開設，イン

ターネット対応 
１．している ２．していない 

◎その他，展示の理解を促進する方法として，貴館がしていることがありましたら，ご

記入ください。 
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14－４．学校との連携や学校教育との関係について伺います。昨年度（2018年度），貴館では，

次のことがありましたか。 

※小・中・高等学校段階の学校あるいは学校教育を念頭にお答えください。 

昨年度（2018年度）における学校との連携，学校教育との関係 

ａ）授業の一環として，児童や生徒が来館すること １．あった ２．なかった 

ｂ）遠足や修学旅行等，行事の一環として，学校が
団体で来館すること 

１．あった ２．なかった 

ｃ）職場体験の一環として，児童・生徒が来館する
こと 

１．あった ２．なかった 

ｄ）学芸員が博物館で，児童・生徒を指導すること １．あった ２．なかった 

ｅ）学芸員が学校に出向いて，児童・生徒を指導す
ること 

１．あった ２．なかった 

ｆ）教員に対して，来館のための事前のオリエンテ

ーションを行うこと 
１．あった ２．なかった 

ｇ）教員対象の講座や講習会を開くこと １．あった ２．なかった 

ｈ）教育委員会等が行う教員研修と連携して，館が

事業や活動を行うこと 
１．あった ２．なかった 

ｉ）学校に資料や図書を貸し出すこと １．あった ２．なかった 

ｊ）特定の学校といっしょに博物館を利用した教育

実践の研究をすること 
１．あった ２．なかった 

◎その他，昨年度，学校との連携や学校教育との関係で貴館に「あったこと」がありま

したら，ご記入ください。 
 
 
 
 
 

 

14－５．貴館では，学校との連携を行う担当者を配置していますか。 

１．専任の担当者を配置している。       →14－５－１ヘ 

２．他の業務と兼務する担当者を配置している。 →14－５－１ヘ 

３．担当者を配置していない。         →14－６へ 

 

＊次の質問（14－５－１）は，14－５で，「１」または「２」とお答えになった館に伺いま

す。 

14－５－１．担当者のなかに，教員経験者はいらっしゃいますか。 

１．いる。 

２．いない。 
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14－６．貴館では，学校向け教育プログラムを館として独自に作成していますか。次のそれぞれ

にお答えください。 

館独自の学校向け教育プログラムの作成状況 

ａ）常設展に合わせた教育プログラムの作成 １．している。 ２．していない 

ｂ）特別展や企画展に合わせた教育プログラムの作
成 

１．している。 ２．していない 

ｃ）「学習指導要領」に沿った教育プログラムの作
成 

１．している。 ２．していない 

ｄ）「総合的な学習」を念頭においた教育プログラ
ムの作成 

１．している。 ２．していない 

ｅ）教員を対象にした教育プログラムの作成 １．している。 ２．していない 

◎その他，学校向け教育プログラムとして貴館が作成しているものがありましたら，ご

記入ください。 
 
 
 
 
 

 

14－７．貴館では，「博物館実習」の実習生を受け入れていますか。 

１．受け入れている。  →14－７－１へ 

２．受け入れていない。 →14－８へ 

 

＊次の質問（14－７－１）は，14－７で，「１．受け入れている」とお答えになった館に伺

います。 

14－７－１．昨年度（2018年度）の受入れ実績を伺います。受け入れたのは何人ですか。また，

一人当たりの実習期間は，平均何日でしたか。 

2018年度 ａ）受入れ人数          ：（     ）人 

ｂ）一人当たりの受入れ期間（平均）：（     ）日 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

14－８．貴館では，昨年度（2018年度），次のような大学生・大学院生の受入れがありましたか。

あった場合には，人数もお答えください。 

 

2018年度における学生・大学院生の受入れ 

ａ）研究の指導を希望する大学生・大学院生
の受入れ 

１．あった 
→（   ）人 

２．なかった 

ｂ）インターンシップの大学生・大学院生の
受入れ 

１．あった 
→（   ）人 

２．なかった 
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15．広報・情報公開について 

15－１．貴館では，館の紹介や展示・教育普及活動の案内等，どのような広報活動をしています

か。次にあげるものについて，しているかどうかをお答えください。 

館の広報活動 

ａ）友の会・後援会等，館の関連団体を通じた広報 １．している ２．していない 

ｂ）学校へのポスター，チラシの配布 １．している ２．していない 

ｃ）学校や教員の集会・会議等に出かけて行っての

説明 
１．している ２．していない 

ｄ）社会教育施設や社会教育団体へのポスター，チ

ラシの配布 
１．している ２．していない 

ｅ）地方公共団体の広報誌への掲載 １．している ２．していない 

ｆ）新聞・雑誌への広告掲載 １．している ２．していない 

ｇ）テレビ・ラジオＣＭの放送・放映 １．している ２．していない 

ｈ）新聞・雑誌，テレビ・ラジオへのプレスリリー

ス・広報依頼 
１．している ２．していない 

ｉ）車内，駅構内等，交通機関・交通関連施設への

広告掲載 
１．している ２．していない 

ｊ）ウェブサイト（ホームページ）による広報 １．している ２．していない 

ｋ）メールマガジン等，電子メールを使った広報 １．している ２．していない 

ｌ）TwitterやFacebook等，ＳＮＳを使った広報 １．している ２．していない 

ｍ）ブロガー向け内覧会の開催等，メディアと結び

ついた参加型イベントを活用した広報 
１．している ２．していない 

ｎ）個人宛ダイレクト・メールの送付 １．している ２．していない 

◎その他，貴館として独自に工夫している広報活動がありましたら，ご記入ください。 
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15－２．15－１にあげた広報活動（下に再掲）のうち，実施してみて効果のあった活動はどれで

すか。効果があったと思われるものから順に三番目まで選び，回答欄にその番号を記入し

てください。 

１．友の会・後援会等，館の関連団体を通じた広報 

２．学校へのポスター，チラシの配布 

３．学校や教員の集会・会議等に出かけて行っての説明 

４．社会教育施設や社会教育団体へのポスター，チラシの配布 

５．地方公共団体の広報誌への掲載 

６．新聞・雑誌への広告掲載 

７．テレビ・ラジオＣＭの放送・放映 

８．新聞・雑誌，テレビ・ラジオへのプレスリリース・広報依頼 

９．車内，駅構内等，交通機関・交通関連施設への広告掲載 

10．ウェブサイト（ホームページ）による広報 

11．メールマガジン等，電子メールを使った広報 

12．TwitterやFacebook等，ＳＮＳを使った広報 

13．ブロガー向け内覧会の開催等，メディアと結びついた参加型イベントを活用した

広報 

14．個人宛ダイレクト・メールの送付 

15．その他（                         ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

15－３．貴館では，ウェブサイト（ホームページ）にどのような機能を持たせていますか。持たせ

ている機能すべてに〇をつけてください。（複数回答） 

１．開館日や入館料，アクセスなど，館の利用を案内する機能 

２．展示コーナーの概要など，館の展示を紹介する機能 

３．展示品・収蔵品のオンライン・データベースとしての機能 

４．使命や事業報告など，館の運営に関する情報を公開・開示する機能 

５．子ども向け・一般向けに，学習支援コンテンツを提供する機能 

６．その他（                          ） 

７．ウェブサイトはない。 

 

15－４．Twitter，FacebookなどのＳＮＳの利用についてお尋ねします。貴館として公認のアカ

ウントを取得し，館として運用しているＳＮＳはありますか。 

１．ある。→何ですか。名称をご記入ください。      →15－４－１へ 

：（                           ） 

２．ない。                       →15－５へ 

  

回答欄 番号 

一番目に効果があったと思われる活動  

二番目に効果があったと思われる活動  

三番目に効果があったと思われる活動  
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＊次の質問（15－４－１と15－４－２）は，15－４で「１．ある」とお答えになった館に伺

います。 

15－４－１．貴館では，ＳＮＳをどのように活用していますか。ＳＮＳで，次のことをしてい

るかどうかをお答えください。 

ＳＮＳの活用 

ａ）特別展についての情報提供 １．している ２．していない 

ｂ）イベントの告知 １．している ２．していない 

ｃ）博物館の日常風景の紹介 １．している ２．していない 

ｄ）学芸員の活動の紹介 １．している ２．していない 

ｅ）資料の紹介 １．している ２．していない 

ｆ）研究成果の公表・公開 １．している ２．していない 

ｇ）「ご挨拶」など，利用者とのコミュニケー

ションのきっかけづくり 
１．している ２．していない 

ｈ）質問の受付 １．している ２．していない 

ｉ）質問への回答 １．している ２．していない 

ｊ）館や館の活動についての意見・感想の聴取 １．している ２．していない 

ｋ）館や館の活動についての意見・感想の交換 １．している ２．していない 

◎その他，貴館としてＳＮＳを活用していることがありましたら，ご記入ください。

 

 

 

 

15－４－２．博物館のＳＮＳ利用についてのお考えをお聞きします。回答してくださる方の個

人的なお考えで構いませんので，次のそれぞれについて，「そう思う」かどうかを

お答えください。 

博物館のＳＮＳ利用 

SNSは 

ａ）情報を即時に伝えるのに適している。 １．思う ２．思わない 

ｂ）情報を，広く多くの人に伝える拡散

力をもっている。 
１．思う ２．思わない 

ｃ）短い文章や写真で情報を簡潔に伝え

られる。 
１．思う ２．思わない 

ｄ）スマートフォンで使えるので，情報

を手元にまで届けられる。 
１．思う ２．思わない 

ｅ）ユーザー層やユーザーの特性ごとに

使い方を変えることができ，ユーザ

ーに合わせた対応が可能になる。 

１．思う ２．思わない 

ｆ）使われる文章が短く，情報の背景が

伝わらないことがある。 
１．思う ２．思わない 

ｇ）情報管理が難しい。 １．思う ２．思わない 

ｈ）感情的な反応を呼び起こしがちで，

公式な対応に使うのは難しい。 
１．思う ２．思わない 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

15－５．貴館では，次のものを作成・刊行していますか。 

※発行者が「友の会」などの別組織であっても，貴館の編集になるものであれば，これに含めて答え

てください。 

 作成・刊行 

ａ）ガイドブック（一般用） １．している ２．していない 

ｂ）ガイドブック（教師用） １．している ２．していない 

ｃ）ガイドブック（小・中学生用） １．している ２．していない 

ｄ）常設展図録 １．している ２．していない 

ｅ）特別展図録 １．している ２．していない 

ｆ）「ニュース」等の普及誌 １．している ２．していない 

ｇ）館報・年報 
（研究論文が掲載された館報・年報を含む） 

１．している ２．していない 

ｈ）ビデオ，ＤＶＤなど映像ソフト 
（展示のためのもの以外の一般配布用のもの） １．している ２．していない 

◎その他，貴館として作成・刊行しているものがありましたら，ご記入ください。 
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16．観光・インバウンドへの取り組み，キャッシュレスへの対応について 

16－１．貴館では，観光客の利用を促す取り組みをしていますか。現状をお答えください。 

１．している。  →16－１－１へ 

２．していない。 →16－２へ 

 

＊次の質問（16－１－１）は，16－１で「１．している」とお答えになった館に伺います。 

 

16－１－１．どのような取り組みですか。次のそれぞれについて，観光客の利用を促す取り組

みとして「している」かどうかをお答えください。 

観光客の利用を促す取り組み 

ａ）周辺の施設・店舗を案内するマップへの

掲載 
１．している ２．していない 

ｂ）半券提示による，周辺の施設・店舗の料

金割引 
１．している ２．していない 

ｃ）近隣の施設で企画する周遊パスへの参加 １．している ２．していない 

ｄ）国・自治体の観光部局や観光協会との連

携・情報共有 
１．している ２．していない 

ｅ）旅行会社が企画したツアーの受入れ １．している ２．していない 

ｆ）国家資格である「通訳案内士」の入館に

関する優遇措置（入館料の減免等） 
１．している ２．していない 

ｇ）写真撮影のスポット設置など，入館者の

ＳＮＳ発信，口コミを増やす試み 
１．している ２．していない 

ｈ）ウェブ上の観光サイトへ情報発信 １．している ２．していない 

ｉ）ウェブ上の口コミサイトなどを使った利

用者の感想・評価の把握とそれに基づく

改善 
１．している ２．していない 

◎その他，貴館として，観光客の利用を促す取り組みとして「している」ことが

ありましたら，ご記入ください。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

16－２．貴館における料金等の支払方法（キャッシュレス対応）についてお尋ねします。「ａ）

入館料の支払」「ｂ）ミュージアム・ショップの支払」「ｃ）レストラン，カフェの支払」

のそれぞれにおいて，導入している支払方法すべてに〇をつけてください。（複数回答） 

ａ）入館料の支払 

１．支払は不要（入館無料） 

２．現金での支払 

３．クレジットカード，デビットカードなどのカード決済 

４．電子マネー等，その他のキャッシュレス決済 

５．その他（                         ） 

ｂ）ミュージアム・ショップの支払 

１．現金での支払 

２．クレジットカード，デビットカードなどのカード決済 

３．電子マネー等，その他のキャッシュレス決済 

４．その他（                         ） 

ｃ）レストラン，カフェの支払 

１．現金での支払 

２．クレジットカード，デビットカードなどのカード決済 

３．電子マネー等，その他のキャッシュレス決済 

４．その他（                         ） 

 

 

17．ボランティアについて 

17－１．貴館には，単年度または複数年度を単位としてボランティアを募集し，活動の機会を提

供する制度がありますか。 

※「ボランティア」とは，自発的な意思に基づき非営利で活動する個人を指します。 

１．ある。 →17－１－１へ 

２．ない。 →18－１へ 

 

＊次からの質問（17－１－１から17－１－４）は，17－１で「１．ある」とお答えになった

館に伺います。 

17－１－１．昨年度（2018年度）の場合，ボランティアとして活動した人は，何人，いました

か。また，延べ活動日数は，何人日になりますか。 

※人数，活動日数は，概数で構いません。 

※制度はあるものの，昨年度，実績がなかった場合は，「０」をご記入ください。 

ａ）活動した人の数：（     ）人 

ｂ）延べ活動日数 ：（     ）人日 
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17－１－２．ボランティアが行っているのは，どのような活動ですか。次にあげる活動のうち，

貴館においてボランティアが行っている活動すべてに〇をつけてください。（複数

回答） 

１．学芸業務の補助（展示の作業，資料の整理など） 

２．来館者接遇の補助（展示の看視，受付，身障者の介添えなど） 

３．博物館付帯活動（イベントの運営，「友の会」の業務，広報活動など） 

４．入館者に対する案内，説明，解説（展示ガイドなど） 

５．環境整備（館内外の清掃，館内の美化など） 

６．事務補助（一般事務の補助，刊行物の発送作業など） 

７．その他（                           ） 

 

17―１―３．館としてボランティアに対して何を提供していますか。次にあげるもののうち，

館が提供しているものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．交通費 

２．食事あるいは食費 

３．ユニフォーム（貸与を含む） 

４．ボランティア保険（保険料を館が負担） 

５．ボランティア保険（加入の機会を館が提供） 

６．活動場所・控室などのスペース 

７．接遇や安全など，活動に不可欠な内容の研修機会 

８．専門的な知識や発展的な体験など，育成的な内容の研修機会 

９．入館パス 

10．その他（                          ） 

 

 

17－１－４．ボランティアと館の関わりについて伺います。次にあげることは，貴館にあては

まりますか，あてはまりませんか。 

ボランティアと館の関わり 

ａ）ボランティアと学芸員・事務職
員が日常的に会話している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｂ）館とボランティアとの連絡に，
メールやＳＮＳを使っている。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｃ）館としてボランティア向けに，
あるいはボランティアととも
に，「会報」や「ニュースレタ
ー」を発行している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｄ）ボランティアに関する業務を担
当する職員を配置している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

◎その他，ボランティアと館との関係について，貴館において特筆すべきことがあ
りましたら，ご記入ください。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

18．「友の会」について 

18－１．貴館には，「友の会」がありますか。 

※「友の会」は，博物館を頻繁に利用する者を対象に，登録利用者(会員)として施設利用の優遇や情

報提供等を行う制度です。 

１．ある。 →18－１－１ヘ 

２．ない。 →19－１ヘ 

 

＊次からの質問（18－１－１から18－１－６）は，18－１で，「１．ある」とお答えになっ

た館に伺います。 

18－１－１．貴館の昨年度（2018年度）の「友の会」の会員数および会費について記入してく

ださい。 

※会費に幅がある場合は，標準的な金額（例；個人会員の場合は大人，団体会員の場合は

加入するに当たって必要な基本料金）を年間の会費で記入してください。 

※会員の区分が設定されていない欄については，空欄にしておいてください。 

※区分は設定されているものの，会員がいない場合には，会員数の欄に「0」を記入してお

いてください。 

会員の区分 会員数 年会費 

ａ）個人会員 （    ） 名 （       ）円 

ｂ）家族会員 （    ）家族 （       ）円 

ｃ）団体会員 

（学校や企業単位の会員） 
（    ）団体 （       ）円 

ｄ）その他の区分（※）による

会員 

※どのような区分か，ご記入

ください。 

 

 

 

（    ） 件 （       ）円 

 

18－１－２．貴館の「友の会」の類型についてお伺いします。友の会の組織・制度に関する次

の類型のうち，貴館の「友の会」に最も近いものはどれですか。一つに○をつけて

ください。 

１．会員が館を利活用して，自主的に学習活動を進めるための組織 

２．会員が労力を提供して，館の事業を支援するための組織 

３．館が実施する教育普及活動に系統的に参加してもらうための登録制度 

４．館を継続的に利用してもらうための登録制度 

５．その他（                           ） 

18－１－３．貴館の「友の会」は，「友の会」の会員と館のどちらが主体となって運営にあた

っていますか。次のうち貴館の状況に最も近いものに〇をつけてください。 

１．館よりも「友の会」会員が主体になって運営にあたっている。 

２．「友の会」会員よりも館が主体になって運営にあたっている。 

３．どちらとも言えない。 
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18－１－４．貴館の「友の会」は，どのような団体ですか。 

１．ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）となっている団体 

２．ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）以外の法人格をもった団体 

３．法人格のない任意団体 

18－１－５．貴館の「友の会」はどのような活動をしていますか。次にあげる活動のうち，貴

館の「友の会」が行っているものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．会報の発行 

２．日帰りの学習会・見学会等の実施 

３．宿泊を伴う学習会・見学会等の実施 

４．博物館の行事への協力（具体的に：               ） 

５．上記４．以外の博物館の活動への協力 

６．その他（具体的に：                      ） 

 

18－１－６．貴館では，「友の会」会員に対してどのような特典を設けていますか。次にあげ

るもののうち，貴館が設けている特典としてあてはまるものすべてに○をつけてく

ださい。（複数回答） 

１．常設展への無料・割引入館 

２．特別（企画）展への無料・割引入館 

３．「友の会」会員を対象にした特別鑑賞会等への入場 

４．その他，内覧会，特別鑑賞会等への入場 

５．ミュージアム・ショップでの販売品の割引 

６．レストラン，カフェでの割引 

７．展示以外の館の行事への優先参加 

８．館の施設・設備の優先利用 

９．その他（                      ） 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

19．部外連携・協力・交流について 

19－１．貴館では，国内の他の博物館と連携・協力することがありますか。 

１．ある。 →19－１－１へ 

２．ない。 →19－２へ 

 

＊次からの質問（19－１－１，19－１－２）は，19－１で，「１．ある」とお答えになった

館に伺います。 

19－１－１．国内の他の博物館との連携・協力事業の件数を，主体別に伺います。過去５年間

に取り組まれた事業の件数を，以下のケースごとに記入してください。 

連携・協力事業 事業件数 

ａ）自館が主体となって実施した連携・協力事業 （    ）件 

ｂ）連携先の館が主体となって実施した連携・協力事業 （    ）件 

ｃ）自館でもなく，相手先の館でもなく，館の設置者が主体

となって実施した連携・協力事業 
（    ）件 

ｄ）第三者（マスコミ等）が主導して実施した連携・協力事

業 
（    ）件 

ｅ）その他，どこが主体とも言えない連携・協力事業 （    ）件 

 

19－１－２．国内の他の博物館との連携・協力の内容について伺います。貴館では，過去５年

間において，次にあげることをしましたか。 

連携・協力の内容 過去５年間の実施状況 

ａ）資料の貸借 １．した ２．しない 

ｂ）資料の交換 １．した ２．しない 

ｃ）展覧会の共同実施 １．した ２．しない 

ｄ）館同士の共同研究（館員の個人レベルの共同

研究は除く） 
１．した ２．しない 

ｅ）学芸系職員の派遣・受入れ １．した ２．しない 

ｆ）共同で行う広報 １．した ２．しない 

ｇ）イベントの共催 １．した ２．しない 

ｈ）職員の合同研修 １．した ２．しない 

ｉ）大規模災害時の救援等の相互協力 １．した ２．しない 

◎その他，実施した連携・協力の取り組みがありましたら，下の欄にご記入ください。 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

19－２．博物館の連携組織への加入状況についてお伺いします。貴館は，現在，以下にあげる博

物館の連携組織に加入していますか。 

※館員が個人として加入している場合は，「１．加入している」に含みません。 

 貴館の加入状況 

ａ）日本博物館協会 
１．加入 

している 
２．加入 

していない 

ｂ）館種別の団体（全国美術館会議，全国科学
博物館協議会，日本動物園水族館協会，全
国歴史民俗系博物館協議会等） 

１．加入 
している 

２．加入 
していない 

ｃ）専門別の団体（日本プラネタリウム協会，
西日本自然史系博物館ネットワーク，全国
歴史資料保存利用機関連絡協議会等） 

１．加入 
している 

２．加入 
していない 

ｄ）博物館学系団体（全日本博物館学会，日本
ミュージアム・マネージメント学会，日本
展示学会等） 

１．加入 
している 

２．加入 
していない 

ｅ）共同事業等を目的とした複数館の連携組織 
１．加入 

している 
２．加入 

していない 

ｆ）都道府県の博物館協会・協議会 
１．加入 

している 
２．加入 

していない 

ｇ）その他の地域的な博物館のネットワーク 
１．加入 

している 
２．加入 

していない 

ｈ）国際団体（ICOM，WAZA等） 
１．加入 

している 
２．加入 

していない 

 

19－３．貴館は，外国の博物館と継続的な交流を実施していますか。 

１．実施している。  →19－３－１へ 

２．実施していない。 →19－４へ 

 

＊次の質問（19－３－１）は，19－３で，「１．実施している」とお答えになった館に伺い

ます。 

19－３－１．どのような形態で交流をしていますか。次にあげる形態のうち，貴館がしてい

る交流にあてはまるものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．館同士が協定を結んで行っている交流 

２．館の所在地の地方公共団体が結ぶ友好都市関係を背景にした交流 

３．協定を結ぶことなく，実質的に館と館の関係で行っている交流 

４．その他（具体的に：                     ） 
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◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

19－４．図書館，公文書館，公民館，都道府県・市（区）町村史編纂組織との間の連携・協力事

業についてお伺いします。貴館では，過去５年間に，次にあげる相手先と連携・協力して

事業を実施しましたか。 

連携・協力事業 過去５年間の実施状況 

ａ）都道府県立図書館との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｂ）市(区)町村立図書館との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｃ）大学図書館との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｄ）学校図書館（ｃを除く）との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｅ）専門図書館との連携協力事業 １．した ２．しない 

ｆ）公文書館との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｇ）公民館との連携・協力事業 １．した ２．しない 

ｈ）都道府県・市（区）町村史編纂組織との連

携・協力事業 
１．した ２．しない 

 

  

41



 42 

20．館外各種団体との連携・協力，地域での活動について 

20－１．館外各種団体との連携・協力について伺います。貴館には，次にあげるような団体があ

りますか。一つ団体が複数の性格を兼ね備えている場合，その団体にあてはまるところす

べての「１．ある」に○をつけてください。 

※「ボランティア」や「友の会」は除いて，お答えください。 

館外各種団体 連携・協力 

ａ）貴館と活動目的を共有し，協力し合いなが

ら教育事業や広報活動を行っている団体 
１．ある ２．ない 

ｂ）貴館の専門性を踏まえて，資料収集や調査

研究を支援してくれている団体 
１．ある ２．ない 

ｃ）貴館を利用し，自主的な研究や情報・資料

収集などを行っている団体 
１．ある ２．ない 

ｄ）貴館と協力して，館外でのアウトリーチ活

動を行う団体 
１．ある ２．ない 

ｅ）館の運営を財政的に援助してくれている団

体（法人の団体を含む） 
１．ある ２．ない 

◎その他，連携・協力を行っている館外の団体がありましたら，どのような団体か，

ご記入ください。 
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20－２．貴館は，地域において，あるいは地域に対して，どのような活動をしていますか。過去

５年くらいの間に，次のことをしてきているかどうかをお答えください。 

地域における，あるいは地域に対する活動 過去５年くらいの間の実施状況 

ａ）地方公共団体が主催する生涯学習活動

と連携して，事業・活動を行うこと 
１．してきている ２．してきていない 

ｂ）デパートや新聞社等の民間のカルチャ

ー・スクールと連携して，事業・活動

を行うこと 

１．してきている ２．してきていない 

ｃ）地域の自主的な学習サークルの活動

に，館として協力すること 
１．してきている ２．してきていない 

ｄ）地域の自主的な学習サークルに，館へ

の協力を求めること 
１．してきている ２．してきていない 

ｅ）地域住民や地域のサークル・団体等

に，館の施設を提供すること 
１．してきている ２．してきていない 

ｆ）地元の企業・業者・事業所等と協賛・

協力し合って事業・活動を行うこと 
１．してきている ２．してきていない 

ｇ）地元の企業・業者・事業所等がつくる

団体（商店会，商工会，商工会議所，

農協等）と協賛・協力し合って事業・

活動を行うこと 

１．してきている ２．してきていない 

ｈ）町づくりや町の活性化を目的に，行政

や市民等がつくる団体に協力して事

業・活動を行うこと 

１．してきている ２．してきていない 

ｉ）観光協会，旅行業者等と連携・協力す

ること 
１．してきている ２．してきていない 
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21．収支の状況について 

 

21－１．貴館の昨年度（2018年度）の収入について伺います。設置者からの財政支援（歳出予算，

運営委託費，補助金等）などを含めて，「年間収入総額」をご記入ください。 

※千円単位で記入してください。収入がない場合は，「０」とご記入ください。 

2018年度年間収入総額    ，    ，    千円 

 

そのうち，「ａ）入館料」「ｂ）ショップの売上」「ｃ）施設の賃貸料」「ｄ）外部資

金」はどれだけですか。それぞれの額を記入してください。 

※千円単位，収入がない場合は，「０」。 

2018年度年間収入総額の内の下記の金額 
 

ａ）入館料    ，    ，    千円 

ｂ）ショップの売上    ，    ，    千円 

ｃ）施設の賃貸料    ，    ，    千円 

ｄ）外部資金 

→記入した場合は，21－１－１へ 
   ,    ,    千円 

 

＊次の質問（21－１－１と21－１－２）は，21－１で，「ｄ）外部資金」の収入を記入した

館（収入のあった館）に伺います。該当しない館は21－２へお進みください。 

21－１－１．外部資金は，どのようにして獲得したものですか。次にあげるもののうち，あて

はまるものすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．科学研究費補助金などの公的助成 

２．日本財団など民間団体による助成 

３．企業による寄付 

４．ネーミングライツ 

５．ファンドレイジング 

６．ユニークベニューなど，施設貸出 

７．その他（具体的に：                     ） 

 

21－１－２．外部資金を獲得するなどして財源の多様化を図る際，課題となることは何でしょ

うか。ご自由にご記入ください。 
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21－２．貴館の昨年度（2018年度）の年間支出総額（年間管理運営費）について伺います。「年

間支出総額」とその内訳「ａ）事業費」「ｂ）管理費」「ｃ）人件費」を記入してくださ

い。 
※管理費に人件費が含まれている場合は，管理費と人件費に分けてお答えください。 

※一部に指定管理者制度を導入している館の場合は，指定管理者で支出している額を合算の上，記入

してください。 

※千円単位で記入してください。支出がない場合は，「０」とご記入ください。 

2018年度年間支出総額①    ，    ，    千円 

※上記の内訳（①＝②＋③＋④） 

ａ）事業費（資料購入費を含む）の額②    ，    ，    千円 

ｂ）管理費の額③    ，    ，    千円 

ｃ）人件費の額④    ，    ，    千円 

 

 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

22．コンプライアンス，危機管理，情報の保護・管理について 

22－１．貴館では，「ＩＣＯＭ（国際博物館会議）倫理規程」，「日本博物館協会 博物館の原

則 博物館関係者の行動規範」について，ア）職員への周知徹底を図っていますか。

イ)日常の業務での活用を図っていますか。それぞれについて，お答えください。また，

その他，周知徹底，活用を図っている倫理規程や行動規範などがありましたら，何を，

どのように周知徹底，活用しているかをご記入ください。 

※「その他の倫理規程や行動規範」は，「日本動物園水族館協会倫理要綱」など，館種別団体等で

策定されたものやＩＣＯＭ倫理規程等を踏まえ，館や館の設置者が策定した倫理規程・行動規範

のことです。 

倫理規程・行動規範 ア）職員への周知徹底 イ)日常の業務での活用 

ａ）ＩＣＯＭ倫理規程 
１．図って

いる 

２．図って

いない 

１．図って

いる 

２．図って

いない 

ｂ）日本博物館協会 博物館

の原則 博物館関係者の

行動規範 

１．図って

いる 

２．図って

いない 

１．図って

いる 

２．図って

いない 

◎「その他の倫理規程や行動規範」で，周知徹底，活用を図っているものがありました

ら，何を，どのように周知徹底，活用しているかをご記入ください。 
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22－２．貴館の危機管理について伺います。次にあげることは，貴館にあてはまりますか，あて

はまりませんか。 

貴館の危機管理について 

ａ）大規模災害に対応した「総合防災計
画」や「危機管理マニュアル」を作成
している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｂ）東日本大震災を踏まえて，「総合防災
計画」の見直しや「危機管理マニュア
ル」の改定を行った。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｃ）危機管理を業務とする担当者を配置し
ている。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｄ）防災，防犯訓練を実施している。 １．あてはまる ２．あてはまらない 

ｅ）救急，救命訓練を実施している。 １．あてはまる ２．あてはまらない 

ｆ）大規模災害時の地域対応を容易にする
ために，地方公共団体等と連携協定を
締結している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｇ）大規模災害時の広域対応を容易にする
ために，他の博物館と連携協定を締結
している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｈ）館の責任で来館者等，第三者に損害を

与えてしまった場合の保険（施設賠償

責任保障保険）に加入している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

ｉ）来館者が館内でケガをしたり死亡した
りした場合の保険（来館者傷害保障保
険）に加入している。 

１．あてはまる ２．あてはまらない 

22－３．貴館では，展示室や収蔵庫について，どのような地震対策をしていますか。次にあげる

ことのうち，貴館においてしていることすべてに○をつけてください。（複数回答） 

１．ケース等のガラスの飛散を防ぐ対策 

２．資料や展示・保管棚等の転倒・落下を防ぐ対策（免震装置の導入以外） 

３．免震装置の導入（建物が免震構造になっている場合を除く） 

４．建物そのものの免震化 

５．来館者の安全や資料の保全を図れるだけの空間の確保 

６．その他（具体的に：                      ） 

 

22－４．貴館の建物は，耐震診断を終えていますか。終えていない場合，その理由を記入してく

ださい。 

１．終えている。 →22－４－１へ 

２．終えていない。 

→終えていない理由 

 

 

 

 

→ 22－５へ 
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＊次の質問（22－４－１）は，22－４で「１．終えている」とお答えになった館に伺います。 

22－４－１．耐震診断の結果，どのようになりましたか。耐震化工事が未実施の場合は，その

理由を記入してください。 

１．耐震化工事の必要はなかった。 

２．耐震化工事が必要となり，工事を実施した。 

３．耐震化工事が必要となったが，工事は，まだ，実施していない。 

→工事が未実施の理由 

 

 

 

 

◎ここからは，すべての館が，お答えください。 

 

22－５．展示に関係する部屋や場所には，どのような消火設備を備えていますか。次にあげる設

備のうち，備えているものすべてに〇をつけてください。（複数回答） 

１．ガス系消火設備 

２．消火栓 

３．消火器 

４．その他（具体的に：                      ） 

 

22－６．警備体制について伺います。貴館では，どのような体制をとっていますか。 

１．24時間，有人で警備している。 

２．日中は有人で警備を行い，夜間のみ，機械警備を導入している。 

３．24時間の機械警備を導入している。 

４．その他（具体的に：                      ） 

 

22－７．貴館の情報の保護・管理について伺います。貴館では，次にあげる方針や諸規定を定め

ていますか。 

情報の保護・管理についての方針・諸規定 策定状況 

ａ）「友の会」やボランティアの名簿，入

館者情報等，館が保有する「個人情

報」についての保護の方針，取り扱い

に関する諸規定 

１．定めている ２．定めていない 

ｂ）収蔵資料のデータベース等，館が保有

する「資料のデジタル情報」について

の保護の方針，取り扱いに関する諸規

定 

１．定めている ２．定めていない 

ｃ）館が収蔵する資料や発行する著作物の

「知的財産権」についての保護の方

針，取り扱いに関する諸規定 

１．定めている ２．定めていない 

 

  

47



 48 

 

22－８．館の情報セキュリティについて伺います。貴館では，次の対策をしていますか。 

情報セキュリティのための対策 対策の実施状況 

ａ）ウィルス対策ソフトの導入 １．している ２．していない 

ｂ）ソフトウェアの定期的な更新 １．している ２．していない 

ｃ）ファイアウォール，侵入防止システムの導入 １．している ２．していない 

ｄ）ログの取得と管理 １．している ２．していない 

ｅ）重要なデータの定期的なバックアップ １．している ２．していない 

ｆ）情報セキュリティ担当者の配置 １．している ２．していない 

ｇ）研修会の実施（外部研修会への参加を含む） １．している ２．していない 

◎その他，館の情報セキュリティ対策として貴館がしていることがありましたら，ご

記入ください。 
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23．貴館や博物館界の抱える問題・課題について 

23－１．目下，博物館はさまざまな問題・課題に直面しています。以下にあげる問題・課題は，

貴館にどの程度あてはまりますか。 

※回答は，記入してくださる方の個人的な印象で構いません。 

Ａ．経営・運営に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）館の特色がうまく出せていない。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）利用者のニーズに十分応えられて

いない。 
１ ２ ３ ４ 

ｃ）地域の課題に十分応えられていな

い。 
１ ２ ３ ４ 

ｄ）館の使命・目的，運営情報の発信

が不十分である。 
１ ２ ３ ４ 

ｅ）中・長期的な目標・計画が立てら

れていない。 
１ ２ ３ ４ 

ｆ）博物館の評価が実施できていな

い。 
１ ２ ３ ４ 

ｇ）博物館の評価の結果が活用できて

いない。 
１ ２ ３ ４ 

ｈ）広報・ＰＲが十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｉ）財政面で厳しい状況にある。 １ ２ ３ ４ 

ｊ）防災対策等の危機管理に関する取

り組みが不十分である。 
１ ２ ３ ４ 

 

Ｂ．組織体制に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）職員の数が不足している。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）学芸系職員の力量が十分発揮でき

ていない。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）職員の研修が不足している。 １ ２ ３ ４ 

 

Ｃ．利用者に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）入館者が十分確保できていない。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）外国人向けの対応が不十分であ

る。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）高齢者や障がい者への対応が不十

分である。 １ ２ ３ ４ 

ｄ）館の特色をうまく伝えられていな

い。 １ ２ ３ ４ 
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Ｄ．事業に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）調査研究活動が十分できていな

い。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）調査研究活動の公開ができていな

い。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）常設展示の更新が十分できていな

い。 １ ２ ３ ４ 

ｄ）特別（企画）展がなかなか開催で

きない。 １ ２ ３ ４ 

ｅ）ＩＣＴ（情報通信技術）を利用し

た新しい展示方法が導入できてい

ない。 
１ ２ ３ ４ 

ｆ）教育普及活動が十分できていな

い。 
１ ２ ３ ４ 

ｇ）館の特色がうまく出せていない。 １ ２ ３ ４ 

 

Ｅ．資料に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）新たな資料を入手しにくくなって

いる。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）資料の修復が充分にできていな

い。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）必要な資料整理が進んでいない。 １ ２ ３ ４ 

ｄ）資料や資料目録のデジタル化が十

分できていない。 １ ２ ３ ４ 

ｅ）ウェブサイト等を使った資料の情

報公開が十分できていない。 １ ２ ３ ４ 

ｆ）資料を良好な状態で保存すること

が難しくなっている。 １ ２ ３ ４ 

ｇ）収蔵スペースが不足している。 １ ２ ３ ４ 

 

Ｆ．連携協力に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）学校教育との連携が不足してい

る。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）大学や研究機関との連携が不十分

である。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）他の博物館（外国の博物館を含

む）との交流が少ない。 １ ２ ３ ４ 

ｄ）図書館，公文書館，公民館等との

連携・協力が不十分である。 １ ２ ３ ４ 

ｅ）社会教育関係団体や地域の企業等

との連携・協力が不十分である。 １ ２ ３ ４ 
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Ｇ．施設設備に関して 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）施設が手狭である。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）施設設備が老朽化している。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）ミュージアム・ショップやレスト

ラン，カフェ等，来館者のための

サービス施設が不十分である。 
１ ２ ３ ４ 

ｄ）駐車場が不足している。 １ ２ ３ ４ 

ｅ）施設の耐震化対策が不十分であ

る。 １ ２ ３ ４ 

 

23－２．我が国の博物館界の問題・課題について伺います。以下にあげる問題・課題は，我が国

の博物館界にどの程度あてはまるとお考えですか。 

※回答は，記入してくださる方の個人的な印象でかまいません。 

我が国の博物館界の問題・課題 

すごく 

あてはま

る 

まあ 

あてはま

る 

あまり 

あてはま

らない 

まったく 

あてはま

らない 

ａ）博物館に関する国の指針・政策の

方向性が明確に示されていない。 １ ２ ３ ４ 

ｂ）博物館法等の法令が博物館の実情

にあっていない。 １ ２ ３ ４ 

ｃ）博物館登録制度が博物館の実情に

あっていない。 １ ２ ３ ４ 

ｄ）学芸員養成制度に問題がある。 １ ２ ３ ４ 

ｅ）職員の能力開発が十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｆ）日本の博物館界における相互の連

携・協力が十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｇ）日本の博物館界と博物館界以外の

連携・協力が十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｈ）日本の博物館の国際化が進んでい

ない。 １ ２ ３ ４ 

ｉ）国や地方公共団体の博物館振興策

が十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｊ）博物館関係の各種協会・団体の活

動が十分でない。 １ ２ ３ ４ 

ｋ）市民，国民が博物館を支援する体

制ができていない。 １ ２ ３ ４ 

 

 

＊多くの質問にお答えいただき，ありがとうございました。郵便で返送される場合に

は，11月8日（金）までに，返信用封筒をご使用になり，ご返送くださるようお願い

申し上げます。 
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